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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

1

財務諸表

一法師　信武

・必要に応じて，テーマごとに練習問題又は小テストにより理解を深める .
・講義項目ごとに宿題を課す .
・期末試験を行う .

・貸借対照表と損益計算書に関する基礎知識を理解していること .

・日商簿記 2 級程度のレベル .

『財務会計講義第７版』桜井久勝著　中央経済社

（サブテキスト：『財務会計第６版』広瀬義州著　中央経済社）

後期　木曜 1 限

・期末テスト (50%)，宿題
(40%)，小テスト (10%)，
の結果を基礎として評価
する .

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週水曜日

13:00-15:00

022-795-4793
nipposhi@econ.tohoku.ac.jp

・予習と復習が必要であ

る .

・復習については，原則

として宿題のレポート

の提出を求める .

必要に応じて，練習問題集を含めて，講義の中で紹介する .　

　我が国で制定されている会計諸基準に基づく財務諸表について，企

業会計原則を中心に財務諸表に関する個別の項目を学習することによ

り，財務諸表の作成及び見方について理解を深める .

基礎
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■講義の目的

■講義の概要

　講義の概要，他の財務会計関連カリキュラム科目との関係，後期入学者及び前期財務会計未履修

者等への対応，講義の進め方，成績評価，学習方法等について説明を行う .

第 1 回：オリエンテーション

　　　　●財務諸表

毎回の講義の内容は以下のとおりである .

　第 1 回：オリエンテーション

　第 2 回：純資産会計（１）

　第 3 回：純資産会計（２）

　第 4 回：税効果会計（１）

　第 5 回：税効果会計（２）

　第 6 回：キャッシュ・フロー計算書（１）

　第７回：キャッシュ・フロー計算書（２）

　第８回：外貨換算会計

　第９回：中間財務諸表

　第 10 回：財務諸表の表示方法

　第 11 回：損益計算書の本質と作成原理

　第 12 回：貸借対照表の本質と作成原理

　第 13 回：財務会計の意義・機能・基礎概念・制度・基準（１） 

　第 14 回：財務会計の意義・機能・基礎概念・制度・基準（２）

　第 15 回：期末試験
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1
１． 純資産会計における純資産の意義
２．株主資本

（１） 払込資本
①本金（会社設立，増資，減資，新株予約権）
②自己株式
③企業結合会計

（２）稼得資本
①資本取引・利益取引区分の原則
②利益の配当

３．株主資本以外の項目
（１） 評価・換算差額等
（２） 新株予約権
（３） 少数株主持分
（４） その他

４．受贈資本と評価替資本
５．純資産の部の表示方法
６．株主資本等変動計算書

(1) 自己資本，(2) 払込資本，(3) 資本金，(4) 資本準備金，(5) 受贈資本，(6) 評価替資本，(7) 留
保利益（稼得資本），(8) 資本剰余金・利益剰余金，(9) 資本取引・損益取引，(10) 授権株式数，(11)
法定資本金，(12) 新株予約権，(13) ストック・オプション，(14) 株式分割，(15) 株式配当，(16)
減資差益，(17) 自己株式，(18) 企業結合，(19) パーチェス法，(20) 持分プーリグ法，(21) 合併差益，
(22) のれん（営業権），(23) 株式交換，(24) 株式移転，(25) 持株会社，(26) 簿価引継ぎ法，(27)
国庫補助金，(28) 建設助成金，(29) 工事負担金，(30) 債務免除益，(31) 圧縮記帳，(32) 資産再
評価法，(33) 保険差益，(34) 配当可能利益の限度額，(35) 株主資本等変動計算書

１．次の用語の意味内容を説明しなさい（各 300 字程度以内）.

（１）自己資本・他人資本，（２）資本取引・損益取引，（３）新株予約権，（４）自己株式，

（５）パーチェス法・持分プーリング法，（６）のれん，（７）ストック・オプション

２．従来「資本の部」と呼ばれていた区分が，新会計基準により「純資産の部」に変更された理

由を説明しなさい .（300 字程度以内）

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 2 回：純資産会計（１）

第 3 回：純資産会計（２）

　　　　●財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．税効果会計の意義

２．税効果会計に関する 2 つの考え方

３．一時差異と永久差異

４．一時差異の種類

５．繰越欠損金

６．繰延税金資産と繰延税金負債

７．繰延税金資産の回収可能性

８．税効果会計に係る表示方法

(1) 税効果会計，(2) 課税所得，(3) 一時差異・永久差異，(4) 繰延法・資産負債法，(5) 繰延税金資産・

繰延税金負債，(6) 将来減算一時差異・将来加算一時差異，(7) 税務上の繰越欠損金の税効果，(8) タッ

クス・プランニング，(9) 法定実効税率，(10) 申告調整項目，(11) 有税，(12) 法人税等調整額，

(13) 繰延税金資産の回収可能性

１．次の用語の意味内容を説明しなさい .（各 300 字程度以内）

（１）税効果会計，（２）一時差異・永久差異，（３）繰延法・資産負債法，( ４) 将来減算一時差異・

将来加算一時差異，（５）税務上の繰越欠損金の税効果，（６）繰延税金資産の回収可能性

２．税効果会計の意義について，①税効果会計が必要とされる理由，②それを適用しないことによ

る問題点，③それを適用するための方法，に区分して論述しなさい .（各 300 字程度以内）

３．税効果会計に関する計算問題 .

特になし . 必要に応じて別途指示する場合もある .

第 4 回：税効果会計（１）

第 5 回：税効果会計（２）

　　　　●財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1
１．キャッシュ・フロー計算書（ＣＦ計算書）総論

２．資金の範囲

３．キャッシュ・フローと非資金取引

４．ＣＦ計算書の作成方法における直接法と間接法

５．ＣＦ計算書の表示区分と表示方法

６．間接法によるＣＦ計算書の作成（演習）

(1) 企業の収益性と安全性，(2) 資金の範囲，(3) 現金同等物，(4) 営業活動によるキャッシュ・フロー，

(5) 投資活動によるキャッシュ・フロー，(6) 財務活動によるキャッシュ・フロー，(7) 非資金取引，

(8) ＣＦ計算書作成における直説法と間接法

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

１．次の用語の意味内容を説明しなさい .（各 300 字程度以内）

（１）ＣＦ計算書における資金の範囲，（２）営業活動によるキャッシュ・フロー，（３）投資

活動によるキャッシュ・フロー，（４）財務活動によるキャッシュ・フロー，（５）ＣＦ計算書

の作成における直接法と間接法

２．ＣＦ計算書について，その目的及び有用性について論述しなさい .（500 字程度以内）

３．間接法によるＣＦ計算書の作成問題 .

　　　　●財務諸表

第 6 回：キャッシュ・フロー計算書（１）

第 7 回：キャッシュ・フロー計算書（２）
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．外貨換算会計総論

２．換算の諸方法

３．外貨建取引の換算

　・取引時の会計処理

　・決算時の会計処理

　・為替差損益の処理

４．為替予約

５．在外支店の財務諸表項目の換算

６．在外子会社等の財務諸表項目の換算

第８回：外貨換算会計

(1) 外貨建取引等会計処理基準，(2) 一取引基準と二取引基準，(3) 流動・非流動法，(4) 貨幣・非貨幣法，

(5) テンポラル法，(6) 決算日レート法，(7) 本国主義・現地主義，(8) 直物為替相場・先物為替相場，

(9) 為替予約，(10) 独立処理・振当処理，(11) 直直差額・直先差額，(12) 換算のパラドックス

１．次の用語の意味内容を説明しなさい .（各 300 字程度以内）
（１）流動・非流動法，（２）貨幣・非貨幣法，（３）テンポラル法，（４）決算日レート法，（５）
本国主義・現地主義，（６）一取引基準・二取引基準，（７）独立処理・振当処理，（８）換算
のパラドックス

２．次の質問事項について論述しなさい .（各 300 字程度以内）
　（１）満期保有目的の外貨建債券について採用される為替相場とその理由 .
　（２）外貨建その他有価証券の評価差額に含まれる換算差額についての①原則的処理方法と②
例外的処理方法 .
　（３）「外貨建取引換算処理基準」において，在外支店の財務諸表項目の換算と在外子会社のそ
れとで，異なる換算方法が採用される理由 .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1
１．中間財務諸表の公表制度

２．中間財務諸表の性質

３．中間決算の会計処理と表示

４．四半期情報　

(1) 半期報告書，(2) 中間財務諸表作成基準，(3) 実績主義・予測主義，(4) 四半期情報

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第９回：中間財務諸表

次の用語の意味内容を説明しなさい .（各 300 字程度以内）

　（１）半期報告書，（２）実績基準・予測主義，（３）四半期情報

　　　　●財務諸表



14 東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．財務諸表の体系

２．損益計算書

３．貸借対照表

４．キャッシュ・フロー計算書

５．株主資本等変動計算書 

６．注記事項

７．附属明細書と附属明細表 

第 10 回：財務諸表の表示方法

(1) 有価証券報告書，(2) 財務諸表規則，(3) 商法施行規則，(4) 計算書類，(5) 営業報告書，(6) 決算短信，

(7) 明瞭性の原則，(8) 総額主義・純額主義，(9) 営業損益・経常損益・特別損益，(10) 当期業績主義・

包括主義，(11) 重要性の原則，(12) 営業循環基準・一年基準，(13) 流動性配列法・固定性配列法，

(14) 注記，(15) 重要な会計方針の注記，(16) 重要な後発事象の注記，(17) 報告式・勘定式

次の用語の意味内容を説明しなさい .（各 300 字程度以内）
（１）営業報告書，（２）決算短信（３）総額主義・純額主義，（４）営業循環基準・一年基準，
（５）重要な会計方針の注記，（６）重要な後発事象の注記

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1
１．フロー情報としての損益計算書

２．損益計算書の構成要素と内容

３．費用収益対応の原則

４．期間損益計算の本質と分類

５．収益の意義とその計上基準

６．内部利益控除

７．費用の意義とその計上基準

８．損益の見越しと繰延べ

(1) 営業損益，(2) 経常損益，(3) 特別損益，(4) 収益・費用，(5) 期間的対応・個別的対応，

(6) 内部利益控除，(7) 実現主義，(8) 収益の計上基準，(9) 回収基準，(10) 割賦基準，(11) 検針基

準，(12) 工事完成基準・工事進行基準，(13) 損益の繰延べ・損益の見越し，(14) 時間基準，

(15) 収穫基準，(16) 委託販売，(17) 試用販売，(18) 生産基準，(19) 未着品，(20) 予約販売，

(21) 役務対価回収基準

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 11 回：損益計算書の本質と作成原理

次の用語の意味内容を説明しなさい .（各 300 字程度以内）

（１）収益費用の期間的対応・個別的対応，（２）収益の計上基準，（３）損益の繰延べ・損益

の見越し，（４）内部利益控除，（５）工事完成基準・工事進行基準

　　　　●財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．ストック情報としての貸借対照表

２．財務状況の計算方法と貸借対照表の意義

３．資産会計の意義

５．資産の評価基準

６．資産の取得価額の決定方法 

第 12 回：貸借対照表の本質と作成原理

(1) 資金の調達源泉としての資本・負債，(2) 資金の運用形態としての資産，(3) 貸借対照表完全性

の原則，(4) 財政状態，(5) オフバランス，(6) 簿外資産・簿外負債，(7) 経済的便益，(8) 取得原価，

(9) 取替原価（現在原価・再調達原価），(10) 売却時価（正味実現可能価額），(11) 割引現在価値，

(12) 資本還元価値，(13) 原価基準，(14) 時価基準，(15) 現在価値基準，(16) 公正価値基準，

(17) 低価主義，(18) 貨幣性資産・非貨幣性資産，(19) 洗い替え方式・切り離し方式

・次の用語の意味内容を説明しなさい .（各 300 字程度以内）
　（１）貸借対照表完全性の原則，（２）経済的便益，（３）取替原価，（４）割引現在価値，
　（５）正味実現可能価額，（６）公正価値基準，（７）洗い替え方式・切り離し方式，

特になし . 必要に応じて別途指示する場合もある .

　　　　●財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1
１．会計の意義と領域

２．財務会計の機能

３．企業会計への法規制

４．企業活動と財務諸表

５．複式簿記の構造

６．利益概念

７．会計基準・会計原則の必要性と問題点

８．演繹的アプローチの展開

９．企業会計原則の一般原則

(1) 財務会計・管理会計，(2) 非営利会計，(3) 利害調整機能・情報提供機能，(4) エイジェンシー関係，

(5) 受託責任，(6) アカウンタビリティ，(7) 証券の発行市場・流通市場，(8) ＩＲ，(9) ディスクロー

ジャー制度，(10) 貸借対照表等式，(11) 損益法・財産法，(12) 誘導法・棚卸法，(13) 動態論・静態論，

(14) 資産負債アプローチ・収益費用アプローチ，(15) 一般に認められた会計原則，(16) 会計公準論，

(17) 企業会計原則の一般原則，(18) 現金主義会計・発生主義会計，(19) 権利義務確定主義，

(20) 経過勘定項目，(21) 歴史的原価，(22) 経済学的利益，(23) 当期業績主義・包括主義，(24) 純利益・

包括利益，(25) 資本維持論，(26) 財務会計の概念フレームワーク，(27) 事業用資産・金融資産

特になし . 必要に応じて別途指示する場合もある .

第 13 回：財務会計の意義・機能・基礎概念・制度・基準（１）

第 14 回：財務会計の意義・機能・基礎概念・制度・基準（２）

・次の用語の意味内容を説明しなさい .（各 300 字程度以内）

　（１）利害調整機能と情報提供機能，（２）証券市場の発行市場と流通市場，（３）ディスクロー

ジャー制度，（４）損益法と財産法，（５）誘導法と棚卸法，（６）動態論と静態論，（７）資産負

債アプローチと収益費用アプローチ，（８）歴史的原価，（９）当期業績主義と包括主義，（10）純

利益と包括利益，（11）財務会計の概念フレームワーク

　　　　●財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・出題範囲：第 14 回までの講義内容 .

・出題内容：講義で学んだ用語の理解及び計算問題 .

・教科書・ノート等の持ち込みは一切認めない .

・電卓の持ち込み可 .

・復習のための参考として、解答と解説を HP に掲示する .

第 15 回（最終回）　期末試験

特になし .

なし .

特になし . 必要に応じて別途指示する場合もある .

　　　　●財務諸表
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

2

上級財務諸表

一法師　信武

・ 予定されている学習項目について，発展的考察のポイントについて説
明する .

・ 事前に提示された演習問題について，決められた担当者が解答を発表
する .

・ 発表者の解答について討議することにより理解を深める .

財務会計・財務諸表に関する基本的な知識を修得していること .

内藤文雄　『財務諸表論ミドルクラス』　税務経理協会，2005.

後期　水曜 1 限

・ 毎回の報告・討議の状
況 (30%)，及び期末テス
ト (70%) を基礎に評価す
る .

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週水曜日

13:00-15:00

022-795-4793
nipposhi@econ.tohoku.ac.jp

・予習と復習が必要であ

る .

・報告者以外の者も，宿

題として演習問題の解

答をしておくことが必

要である .

・五十嵐邦正　『基礎財務会計（第９版）』　森山書店，　2005.
・五十嵐邦正　『演習財務会計』　森山書店，　2005.

　「財務会計」及び「財務諸表」の講義において学習した基本的な事

項について発展的に考察して応用力を養い，会計の機能・役割を深く

学習するとともに，財務諸表の作成と読み方にさらに磨きをかける .

展開
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■講義の目的

■講義の概要

　講義全体の概要，講義の進め方，演習問題の発表者の選定，成績評価及び学習方法等についての

説明を行う .

第 1 回：オリエンテーション

　　　　●上級財務諸表

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：リース会計（１）

第 3 回：リース会計（２）

第 4 回：企業結合会計（１）

第 5 回：企業結合会計（２）

第 6 回：外貨換算会計

第 7 回：税効果会計

第 8 回：キャッシュ・フロー計算書・セグメント情報

第 9 回：資本維持論と物価変動会計

第 10 回：貸借対照表論

第 11 回：損益計算書論

第 12 回：財務会計の概念フレームワーク（１）

第 13 回：財務会計の概念フレームワーク（２）

第 14 回：会計制度の動向

第 15 回：期末テスト
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

2
（Ⅰ）　講義

１．リース取引の意義・分類

２．リース取引の会計処理

３．ファイナンス・リース取引の会計処理

４．オペレーティング・リースの会計処理

５．リース取引の注記開示

６．セーリ・アンド・リースバック取引の会計処理

（Ⅱ）演習問題の回答の発表及び討議

①オペレーティング・リース取引，②所有権移転外リース取引，③所有権移転ファイナンス取引，

④セール・アンド・リースバック取引，⑤ファイナンス・リース取引，⑥リース会計基準，⑦リー

ス債務，⑧リース資産，⑨リース物件，⑩リース料，⑪利息法，⑫レッサー，⑬レッシー，⑭割

安購入選択権

演習問題の解答 .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 2 回：リース会計（１）

第 3 回：リース会計（２）

　　　　●上級財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

（Ⅰ）講義

１．企業結合会計の意義

２．企業結合会計の会計処理方法

３．のれんの会計処理

（１）のれんの会計処理

（２）負ののれんの会計処理

４．合併の会計処理

５．株式交換の会計処理

６．企業結合会計に関する税効果会計

（Ⅱ）演習問題の解答の発表及び討議

①営業譲渡，②Ｍ＆Ａ，③会社分割制度，④合併，⑤株式移転，⑥株式交換，⑦企業結合会計意見

書，⑧企業結合会計に関する国際財務報告基準，⑨企業組織再編成を支援するための法制，⑩吸収

合併・分割，⑪新設合併・分割，⑫共同支配企業，⑬公正価値，⑭純粋持株会社，⑮のれん，⑯パー

チェス法，⑰負ののれん，⑱持分プーリング法

演習問題の解答 .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回：企業結合会計（１）

第 5 回：企業結合会計（２）

　　　　●上級財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

2
（Ⅰ）講義

１．外貨建取引等会計処理基準の対象と論点

２．外貨建取引の換算

３．在外支店の財務諸表項目の換算

４．在外子会社等の財務諸表項目の換算

５．外貨建取引・外貨建表示財務諸表の換算の考え方

（Ⅱ）演習問題の解答の発表及び討議

①一取引基準，二取引基準，②外貨換算会計基準，③貨幣・非貨幣法，④為替換算調整勘定，⑤

為替差損益，⑥為替相場，⑦決算日レート法，⑧現地主義，⑨ＴＴＢ，ＴＴＭ，ＴＴＳ，⑩テン

ポラル法，⑪本国主義

特になし . 必要に応じて別途指示する場合もある .

演習問題の解答 .

第 6 回：外貨換算会計

　　　　●上級財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

（Ⅰ）講義

１．税効果会計の考え方

２．税効果会計の例示

（１）棚卸資産の評価減のケース

（２）貸倒損失のケース

３．税効果会計の会計処理

４．税効果会計の表示と注記開示

（Ⅱ）演習問題の解答の発表及び討議

①一時差異，②永久差異，③確定決算主義，④繰延税金資産，⑤繰延税金負債，⑥将来加算一時差

異，⑦将来減算一時差異，⑧税効果会計基準，⑨法人税等調整額，⑩法定実効税率，

演習問題の解答 .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 7 回：税効果会計

　　　　●上級財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

2
（Ⅰ）講義

１．連結キャッシュ・フロー計算書の作成方法

（１）営業活動によりキャッシュ・フローの区分

（２）投資活動によるキャッシュ・フローの区分

（３）財務活動によるキャッシュ・フローの区分

２．セグメント情報の開示

（Ⅱ）演習問題の解答の発表及び討議

①営業活動に係る資産・負債の増減額の調整，②営業活動に関係しない損益項目の調整，③営業

活動によるキャッシュ・フロー，④海外売上高，⑤キャッシュ・フロー計算書作成基準，⑥現金

同等物，⑦財務活動によるキャッシュ・フロー，⑧資金の範囲，⑨所在地別セグメント情報，⑩

投資活動によるキャッシュ・フロー，⑪非資金損益項目の調整

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

演習問題の解答 .

第 8 回：キャッシュ・フロー計算書・セグメント情報

　　　　●上級財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

（Ⅰ）講義

１．資本維持論と物価変動会計の概要

２．一般物変動会計と現在原価会計

３．結合会計

４．取替原価会計

（Ⅱ）演習問題の解答の発表と討議

①非貨幣資産，②歴史的原価，③一般物価変動，④購買力資本維持，⑤実質資本維持，⑥貨幣購買

力損失・利得，⑦現在原価，⑧再調達原価（取替原価），⑨保有利得，⑩未実現保有利得，⑪一般

物価変動会計，⑫現在原価会計，⑬取替原価会計

演習問題の解答 .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 9 回：資本維持論と物価変動会計

　　　　●上級財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

2
（Ⅰ）講義

１．貸借対照表総論

２．貸借対照表の性格

３．財務諸表規則及び会社法（法務省令）に基づく貸借対照表の作成

４．純資産会計

（Ⅱ）演習問題の回答の発表及び討議

①動態論・静態論，②誘導法，③ＲＯＥ（株主資本利益率），④ＰＢＲ（株価純資産倍率），⑤Ｑレシオ，

⑥ＡＬＭ（資産・負債の総合管理），⑦企業の再生産価値，⑧株主資本，⑨株主資本等変動計算書，

⑩個別注記表，

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

演習問題の解答 .

第 10 回：貸借対照表論

　　　　●上級財務諸表



2� 東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

（Ⅰ）講義

１．損益計算書総論

２．損益計算書の性格

３．営業損益・営業外損益・特別損益

４．財務諸表等規則及び会社法（法務省令）に基づく損益計算書の作成

（Ⅱ）演習問題の解答の発表と討議

①現金主義会計・発生主義会計，②経過勘定（見越・繰延項目），③販売基準，④実現，⑤回収基準，

⑥生産完了基準・生産進行基準，⑦未実現利益，⑧費用収益対応の原則，⑨原価配分の原則，⑩損

益法・財産法，⑪原価主義・時価主義，⑫誘導法・棚卸法，⑬動態論・静態論，⑭資本の欠損，

⑮役員賞与の会計処理

演習問題の解答 .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 11 回：損益計算書論

　　　　●上級財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

2
１．財務報告の目的

２．会計情報の質的特性

３．財務諸表の構成要素

４．財務諸表における認識と測定

５．概念フレームワークと実証研究

６．重要論点

①財務報告の目的，②会計情報の質的特性，③純利益と包括利益，④資産負債アプローチ，⑤収

益費用アプローチ，⑥財務諸表における認識と測定，⑦純資産の変動，⑧事業投資と金融投資，

⑨実現概念と「リスクからの開放」概念，⑩実現可能概念，⑪自己創設のれん，⑫条件付株主持

分

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

演習問題の解答 .

第 12 回：財務会計の概念フレームワーク（１）

第 13 回：財務会計の概念フレームワーク（２）

　　　　●上級財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．新会計基準設定の意義

２．新会計基準の範囲

３．新会計基準による会計処理等の主な特徴

４．新会計基準を学ぶ視点

５．アメリカの会計基準と国際会計基準

６．国際会計基準とわが国の会計基準との相違

７．環境会計

①会計ビッグバン，②会計プロセスと会計的判断の内容，③ SFAS（財務会計基準書），

④ IASC（国際会計基準委員会，⑤ IAS( 国際会計基準），⑥ IFRS（国際財務報告基準），

⑦ IOSCO（証券監督者国際機構），⑧環境会計

演習問題の解答 .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 14 回：会計制度の動向

　　　　●上級財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

2
・出題範囲：第 14 回までの講義内容 .

・出題内容：講義で学んだ用語の理解及び計算問題 .

・教科書・ノート等の持ち込みは一切認めない .

・電卓の持ち込み可 .

・復習のための参考として、解答と解説を HP に掲示する .

特になし .

特になし . 必要に応じて別途指示する場合もある .

なし .

第 15 回：期末テスト

　　　　●上級財務諸表
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

3

連結財務諸表

一法師　信武

・ テキストに沿って，テーマとなる項目についてその内容を理解する .
・ 毎回，設例を具体的に解答することにより，当該項目についての理解を

確実なものとする .
・ 必要に応じて，小テストにより重要な項目の理解の徹底を図る .
・ 原則として宿題を課す．

「財務会計」及び「財務諸表」に関する基本的な知識を修得していること .

一法師信武・榎本正博 　『基本テキスト・シリーズ連結会計』　同文舘

　出版，　2005.

前期　水曜 1 限

・期末テスト (50%)，宿題
(40%)，小テスト (10%)，
の結果を基礎として評価
する .

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週水曜日

13:00-15:00

022-795-4793
nipposhi@econ.tohoku.ac.jp

・ 予習と復習が必要であ

る .

・ 復習については，原則

としてレポートの提出

を求める .

あずさ監査法人・ＫＰＭＧ　『連結財務諸表の実務』　中央経済社，　2003.

　連結会計原則・同注解などを中心に，必要に応じて実務指針等を参

考にし，設例を取り入れて理解を深めることにより，連結会計の基本

を確実に身につける .

展開
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■講義の目的

■講義の概要

　講義の概要，他の財務会計関連カリキュラム科目との関係，後期入学者及び前期財務会計未履修

者等への対応，講義の進め方，成績評価，学習方法等について説明を行う .

第 1 回：オリエンテーション

　　●連結財務諸表

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：連結会計総論（１）―連結財務諸表制度概論―

第 3 回：連結会計総論（２）―連結財務諸表原則及び全般的事項―

第 4 回：投資勘定と資本勘定の相殺消去（１）―支配獲得日の連結貸借対照表の作成―

第 5 回：投資勘定と資本勘定の相殺消去（２）―支配獲得日後の連結財務諸表の作成―

第 6 回：投資勘定と資本勘定の相殺消去（３）―支配獲得日前後の子会社株式の取得 . 支配獲得

後の子会社株式の一部売却―

第 7 回：投資勘定と資本勘定の相殺消去（４）―子会社株式の増資と評価差額の実現―

第 8 回：取引高・債権債務の相殺消去と未実現利益の消去

第 9 回：持分法の適用

第 10 回：連結財務諸表における税効果会計

第 11 回：外貨換算会計・中間連結財務諸表

第 12 回：連結キャッシュ・フロー計算書

第 13 回：連結財務諸表の表示方法等

第 14 回：連結財務諸表作成における特殊取引

第 15 回：期末テスト
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

3
１．連結会計の意義

２．連結財務諸表制度の導入

３．連結財務諸表の作成手続

①企業の利害関係者，②国際会計基準，③連結財務諸表原則，④連結財務諸表規則，⑤連結計算
書類，⑥連結決算日，⑦個別財務諸表基準性の原則，⑧連結修正仕訳，⑨資本連結，⑩開始仕訳，
⑪証券取引法，⑫投資勘定の消去，⑬連結精算表

テキストの第 1 章末にある練習問題を解答しなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 2 回：連結会計総論（１）―連結財務諸表制度概論―

　　●連結財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．一般原則

２．連結財務諸表作成に関する基本的な考え方

３．連結の範囲

４．連結決算日

５．親子会社間の会計処理の統一

①親会社説，②親会社持分，③緊密な者，④経済的単一体説，⑤支配力基準，⑥少数株主持分，⑦

比例連結，⑧非連結子会社，⑨持分法，⑩持株基準，⑪持分法適用会社，⑫同意している者

テキストの第２章末にある練習問題を解答しなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 3 回：連結会計総論（２）―連結財務諸表原則及び全般的事項―

　　●連結財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

3
１．連結貸借対照表の作成の概要

２．支配獲得日における連結貸借対照表の作成

３．貸方の連結調整勘定

４．支配獲得日が子会社の決算日以外の場合の処理

①親会社説，②買入のれん説，③貸方の連結調整勘定，④経済的単一体説，⑤小数株主持分，⑥

全部のれん説，⑦全面時価評価法，⑧負ののれん，⑨部分時価評価法，⑩連結調整勘定，⑪連結

調整勘定の表示

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

テキストの第３章末にある練習問題を解答しなさい .

第 4 回：投資勘定と資本勘定の相殺消去（１）―支配獲得日の連結貸借対照表の作成―

　　●連結財務諸表



3� 東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．支配獲得後に作成される連結財務諸表の概要

２．支配獲得後の連結財務諸表の作成における具体的処理

３．子会社が欠損がある場合の処理

①開始仕訳，②親会社説，③確定方式，④繰上方式，⑤欠損の負担，⑥資本剰余金，⑦少数株主損

益，⑧未実現損益の消去，⑨利益剰余金，⑩連結キャッシュ・フロー計算書，⑪連結剰余金，⑫連

結剰余金計算書，⑬連結損益計算書，⑭連結貸借対照表，⑮連結調整勘定の償却

テキストの第 4 章末にある練習問題を解答しなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 5 回：投資勘定と資本勘定の相殺消去（２）―支配獲得後の連結財務諸表の作成―

　　●連結財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

3
１．段階的に株式を取得して支配を獲得した場合の処理

２．支配獲得後に子会社の株式を追加取得した場合の処理

３．支配獲得後に子会社の株式を一部売却した場合の処理

①一括法，②親会社説，③経済的単一体説，④全面時価評価法，⑤段階法，⑥追加取得持分，

⑦売却持分，⑧部分時価評価法

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

テキストの第 5 章末にある練習問題を解答しなさい .

第 6 回：投資勘定と資本勘定の相殺消去（３）

                ―支配獲得前後の子会社株式の取得 . 支配獲得後の子会社株式の一部売却―

　　●連結財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．支配獲得後の子会社の増資

２．子会社の資産に係る評価差額の実現

①親会社説，②株主割当有償増資，③経済的単一体説，④公募発行増資，⑤資本準備金の資本組入，

⑥第三者割当増資，⑦配当可能利益の資本組入，⑧評価差額，⑨みなし取得価額，⑩みなし売却価

額，⑪みなし売買法，⑫持分変動損益，⑬利益準備金の資本組入

テキストの第 6 章末にある練習問題を解答しなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 7 回：投資勘定と資本勘定の相殺消去（４）―子会社株式の増資と評価差額の実現―

　　●連結財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

3
１．取引高・債権債務の相殺消去と未実現利益の消去の概要

２．取引高・債権債務の相殺消去

３．手形取引の修正

４．引当金の調整

５．未実現利益の消去の方法

６．棚卸資産に含まれる未実現利益の消去

７．固定資産に含まれる未実現利益の消去

８．第三者を経由した場合の取引に係る処理

①アップ・ストリーム，②親会社説，③親会社持分相当額消去方式，④経済的単一体説，⑤全額

消去・親会社負担方式，⑥全額消去・持分按分方式，⑦ダウン・ストリーム，⑧取引高の相殺消去，

⑨引当金の調整，⑩未実現損失，⑪未実現利益，⑫未実現利益の消去

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

テキストの第 7 章末にある練習問題を解答しなさい .

第 8 回：取引高・債権債務の相殺消去と未実現利益の消去

　　●連結財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．持分法の概要

２．持分法における処理

３．未実現利益の消去

４．持分法適用会社に欠損のある場合

５．株式を段階的に取得して持分法適用会社となった場合

６．会計処理の原則及び手続の統一

７．持分法適用会社の決算日が連結決算日と異なる場合

①一行連結，②アップ・ストリーム，③親会社持分相当額消去方式，④開始仕訳，⑤完全連結，

⑥全額消去・親会社負担方式，⑦全面時価評価法，⑧ダウン・ストリーム，⑨投資差額，⑩評価差

額，⑪非連結子会社，⑫部分時価評価法，⑬未実現利益の消去，⑭持分法による投資損益，⑮連結

調整勘定

テキストの第 8 章末にある練習問題を解答しなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 9 回：持分法の適用

　　●連結財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

3
１．税効果会計の意義

２．連結財務諸表固有の税効果会計

①アップ・ストリーム，②一時差異，③為替換算調整勘定，④繰延税金資産，⑤繰延税金負債，

⑥将来加算一時差異，⑦将来減算一時差異，⑧税効果会計，⑨ダウン・ストリーム

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

テキストの第 9 章末にある練習問題を解答しなさい .

第 10 回：連結財務諸表における税効果会計

　　●連結財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．連結財務諸表における外貨換算会計

２．中間連結財財務諸表

①為替換算調整勘定，②決算日レート法，③タイムリー・ディスクロージャー，⑨テンポラル法，

⑩流動・非流動法

テキストの第 10 章末にある練習問題を解答しなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 11 回：外貨換算会計・中間連結財務諸表

　　●連結財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

3
１．連結キャッシュ・フロー計算書の作成目的等

２．作成基準

３．表示区分ごとの表示方法等

４．キャッシュ・フロー計算書の作成

５．注記事項

①営業活動によるキャッシュ・フロー，②投資活動によるキャッシュ・フロー，③財務活動によ

るキャッシュ・フロー

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

テキストの第 11 章末にある練習問題を解答しなさい .

第 12 回：連結キャッシュ・フロー計算書

　　●連結財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．連結財務諸表の表示方法

２．「連結財務諸表作成のための基本となる事項」の注記

３．連結財務諸表の注記事項

４．連結附属明細表

①確定方式，②繰上方式，③セグメント情報，④事業の種類別セグメント情報，⑤全面時価評価法，

⑥部分時価評価法

テキストの第 12 章末にある練習問題を解答しなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 13 回：連結財務諸表の表示方法等

　　●連結財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

3
　投資勘定と資本勘定の相殺消去，取引高・債権債務の相殺消去，未実現利益の消去，税効果会計，

及び，キャッシュ・フロー計算書等の中から必要と考えられる特殊な取引を選んで練習問題として

取り上げる .

講義の中で必要に応じて提示する .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

講義終了後に，講義で取り上げた取引に類する練習問題を解答する .

第 14 回：連結財務諸表作成における特殊取引

　　●連結財務諸表
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・出題内容：第 14 回までの講義内容 .

・出題内容：講義で学んだ用語の理解及び計算問題 .

・教科書・ノートの持ち込みは一切認めない .

・電卓の持ち込み可 .

・復習のための参考として、解答と解説を HP に掲示する .

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 15 回：期末テスト

　　●連結財務諸表
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

4

財務会計 1

榎本　正博

　テキストに沿って授業を行います . 原則として 1 回の授業で 1 章を解
説します . 毎回の授業で，課題を課します . また中間テストも実施します .

　特にありません . 初学者を対象とします . 簿記 1，財務会計 2 を同時

履修することを強く薦めます .

桜井久勝・須田一幸『財務会計・入門』有斐閣

　現在の版は第 3 版補訂ですが，新版がでるとのことですので，どの版

を使用するかは状況を見て開講時に指示します .

前期　金曜 5 限

・ 課題の提出状況及び内容
（20%），中間テスト（30%），
期末試験（50%）

・ AA(90 点以上 )， 
   A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点 以 上 80 点 未 満 )，
C(60 点 以 上 70 点 未 満 )，
D(60 点未満；不合格 )

・ 課題を 2 回以上出さない
場合，中間テストを受験
しない場合は期末試験を
受験したとしても，単位
の認定を行いません .

火曜日

10:30-11:30 

　オフィスアワー以外で研究
室を訪問する場合は，必ず連
絡してから来るようにしてく
ださい . 連絡先（e-mail アド
レス等）については，学生便
覧をご覧下さい .

・この授業は全く会計

を学んだことのない学

生 を 対 象 と し て い ま

す . 会計を学んだこと

のある学生は財務会計

2 を履修してください .

・会計を学んだことのな

い学生は併せて「財務

会計 2」「簿記 1」を履

修することを強く進め

ます . 予習復習は必須

です . 指示する予習復

習は行ったものとして

授業を進めます .

・ 課 題 は 指 定 し た 用

紙 で 提 出 し て く だ さ

い . 用紙は随時配布し

ま す . ま た Website か

ら ダ ウ ン ロ ー ド 可 能

です .（アドレス，ID，

PWD は授業中に指示

します）

・教科書以外でも財務会

計の本を用意しておく

と理解が容易になりま

す .

『会計法規集』( 中央経済社 ) の最新版 .
そのほか必要となる場合は授業中に指示します .

　財務諸表の数値からその背後にある企業の取引を推測できるように

することです .

基礎
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

0　シラバスを参照しながら講義概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などを説明します .

第 1 回：オリエンテーション，第 1 章　会計の種類と役割

第 2 回：第 2 章　財務会計のシステムと基本原則

第 3 回：第 3 章　企業の設立と資金調達（1）

第 4 回：第 3 章　企業の設立と資金調達（2）

第 5 回：第 4・5 章　仕入・生産活動・販売活動

第 6 回：第 6 章　設備投資と研究開発

第 7 回：第 7 章　資金の管理と運用

第 8 回：中間試験

第 9 回：中間試験の解説，1-7 章復習

第 10 回：第 8 章　国際活動

第 11 回：第 9 章　税金と利益処分

第 12 回：第 10 章　財務諸表の作成と公開

第 13 回：第 11 章　企業集団の財務報告

第 14 回：期末試験

第 15 回（補講）：第 12 章　財務諸表による経営分析と総復習

1.　教科書第 1 章　会計の種類と役割

1-1　会計の種類と組織の関係を説明し，この授業で扱う範囲の会計を明確にします . 財務会計は株主

や債権者などの外部利害関係者に対して報告することを目的としており，外部報告会計ともいわ

れ，法規制が存在します . 一方，管理会計は企業内部の経営管理者に対して，経営管理に役立つ

資料を報告するものです . 法規制をうけるわけではありません .

1-2　財務会計への法規制について説明します . 会社法，証券取引法，法人税法について取り扱います .

1-3　利害関係者が財務会計による会計情報をどのように利用しているかについて学習します .

　　利害関係者としては株主，社債権者，銀行，従業員，地域住民，国と地方自治体などを取り扱います .

第 1 回：講義概要と財務会計の全体像（教科書第 1 章）について説明

　　●財務会計 1

第 1 章末尾の「本章で学ぶキーワード」を見てください .（第 2 回以降の授業もすべて同じ）

1. 企業に対する利害関係者として株主と債権者があげられるが，双方の企業に対する関係について

共通点と相違点を述べなさい .

2. 第 1 章の演習問題の 2，3.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

4
1.　複式簿記の基本原則を学習し，損益計算，資産評価の基本原則を確認します .

2.　企業活動がどのように貸借対照表や損益計算書で描写されるかを概説します .

3.　複式簿記の構造について学習します . 簿記の対象とする「取引」とは何かを理解したあと，仕訳，

元帳への転記，決算について解説します .

4.　期間損益計算の方法を学びます . 損益計算の方法には損益法と財産法があります . 損益法，財産

法のそれぞれの方法，特徴を理解し，現行の企業会計で用いられている方法について学習します .

5.　企業会計が従うべき会計基準を概説します .

6.　損益計算の基本である，収益と費用をいつ計上するのか（認識基準），いくらで計上するのか（測

定基準）について学習します .

7.　費用収益対応の原則を学習します . 発生した費用が，からなずしも当期の費用とはならない点

をおさえます .

8.　貸借対照表の資産の評価基準として，取得原価基準と時価基準があげられます . それぞれどの

ような特徴があり，どのような資産に適用されるか学習します . あわせて，費用配分の原則に

ついて解説します .

特になし .

第 2 章の演習問題 3，4.

  複式簿記の構造については授業で深く取り扱わないので，簿記の初歩のテキストを参照してくだ

さい .

第 2 回：財務会計のシステムと基本原則（教科書第 2 章）

　　●財務会計 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　企業の形態について学習します . 合名会社など他の会社形態との比較から，株式会社の特徴を解説しま

す .

2.　株式会社の特徴である，株式と間接有限責任について説明した上で，不特定多数の人が出資し，

巨額の資金調達に適した会社形態であることを解説します .

3.　株式会社が機動的に資金調達をできる仕組みである授権資本制度について学習します . また株

式の種類（普通株，優先株，劣後株）の内容について取り扱います .

4.　株主資本（自己資本）と他人資本について解説します . 資金調達の手法について全体像を把握

します .

5.　約束手形についてその仕組みを解説します . 約束手形の知識は今度の学習のために必要となり

ます .

6.　財務諸表上，（短期 or 長期）借入金として表示される借入形態として，どのようなものがある

か解説します .

第 3 回：企業の設立と資金調達 (1)（教科書第 3 章）

1.　株式会社がどうして巨額の資金調達に適しているかを，株式会社の特徴から説明しなさい .

2.　繰延資産について，その計上要件を説明しなさい .

3.　第 3 章の演習問題の 1，3.

特になし .

　　●財務会計 1

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

4
1.　前回に引き続き，財務諸表上，（短期 or 長期）借入金として表示される，借入形態としてどの

ようなものがあるか解説します .

2.　新株発行による増資について，株主割当，第三者割当，募集という 3 つの形態に分類して解説

します .

3.　社債について取り扱います . 社債は発行形態に応じて，普通社債と新株を購入する予約権が付

された新株予約権付社債に分類されることを学習します .

4.　普通社債の発行と償還について取り扱います . そのときには，発行と償還とそれに付随する取

引が，貸借対照表・損益計算諸表でどのような勘定科目として表示されるかについても学習し

ます .

5.　新株予約権付社債について，新株予約権の権利行使に着目して，どのように会計処理が行われ

るかを取り扱います . 権利行使を行うと社債及び資本がどのように処理されるのかを理解する

ことが重要です .

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回：企業の設立と資金調達 (2)（教科書第 3 章）

1.　貸借対照表上「借入金」として表示される資金調達の形態としてどのようなものがあるか説

明しなさい .

2.　新株予約権付社債の発行者側の会計処理について説明しなさい .

　　●財務会計 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　通常の企業の営業循環（原材料の仕入，製品やサービスの生産，製品やサービスの販売，販売
代金の回収）について解説し，それらの活動がどのように財務諸表上の勘定科目に置き換えら
れているかを説明します .

2.　商品の仕入を例に，取得原価がどのように決定されるかを学習します . 商品代金がそのまま取
得原価にはならないことを理解することが必要です .

3.　仕入れた商品の代金の支払い方法によって，貸借対照表上の科目が異なってくることを学習します .
4.　完成品を仕入れている企業と異なり，原材料を仕入れて製品を製造・販売している企業の場合

（つまり製造業）に，製品の製造原価がどのように決定されるかを説明します . 製造原価を計算
するには，材料費，労務費，経費を計算することが必要となります . それらにはどのような費
目が集計されるか解説します .

5.　人件費がどのように財務諸表上に描写されているかを学習します . 人件費といっても，毎月支
払われる給料だけではなく，賞与，退職給付などもあり，それぞれの計算方法，表示方法につ
いて学習します . また近年，報酬制度として使用している企業が増えてきているストックオプ
ションについて，その仕組みについて解説します .

6.　収益の認識基準として，一般的に採用されている実現基準について，その内容を取り扱いま
す . 同時になぜ実現基準が用いられるのかについて解説します .

7.　実現基準以外の収益認識基準も容認されています . 建設業や造船業などの工事進行基準，割賦
販売を行っている場合は回収基準，農業や鉱業の収穫基準，弁護士や医師などの入金基準など
があります . これらの基準の内容となぜ容認されるかを解説します .

8.　売上原価の計算方法を学習します . 売上原価を計算するためには，払出数量の計算，払出単価
の計算がまず必要となることを学習します .

9.　払出数量の計算には継続記録法と定期棚卸法があります . また払出単価の計算には，個別法，
先入先出法，後入先出法，平均法，最終仕入原価法，売価還元法などがあります . それぞれの違い，
使用する方法による財務諸表上の数値の特徴について学習します .

10. 期末の棚卸商品の評価について解説します . 実際の期末有高と帳簿上の期末有高に差がある場
合，帳簿上の価値と期末の価値に差がある場合（値下がりの場合）について，その処理と表示
方法について学習します .

11. 商品・製品を売り上げた時，代金の回収方法によってその会計処理が異なり処理方法も相違す
ること，売上代金を期末時点で現金で回収していない場合，貸倒引当金を設定することを解説
します .

12. 約束手形を受け取った場合，さらにその手形を割り引いたり，譲渡したりするケースの処理を
学習します .

第 5 回：仕入・生産活動（教科書第 4 章）, 販売活動（教科書第 5 章）

1. 第 4 章の演習問題の 1，2，3.

2. 第 5 章の演習問題の 1，2，4.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　●財務会計 1

特になし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

4

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 6 回：設備投資と研究開発（教科書第 6 章）

第 6 章の演習問題の 1，3.

　　●財務会計 1

1.　設備投資を行えば，貸借対照表上に「固定資産」の部に表示されます . 固定資産には有形固定
資産，無形固定資産，投資その他の資産に分類されます . まずこれら資産に該当する資産とし
てどのようなものがあるかを紹介します . そのあとそれぞれの固定資産の会計処理について取
り扱います .

2.　 有形固定資産の取得原価の決定方法について学習します . 購入による場合，自家建設の場合，
現物出資で受け入れた場合，交換あるいは贈与で受け入れた場合についてそれぞれ取得原価の
決定方法を説明します .

3.　取得原価が決定すると，次はその使用に伴い，費用を計上する必要があります . 棚卸資産と異
なりその用役消費量を直接的に捉えることは困難であるので，減価償却という手続きがとられ
ることを解説します . 減価償却の方法は数種類認められていますが，このうち定額法，定率法，
生産高比例法について，数値例とともに解説し，その特徴について説明します .

4.　減価償却以外でも固定資産の帳簿価額の減額をする場合があります . 臨時償却，臨時損失，減
損損失などについて解説します .

5.　研究開発活動ついて解説します .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

第 7 回：資金の管理と運用 ( 教科書第 7 章 )

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　●財務会計 1

特になし .

1.　会計上の有価証券の範囲を説明したあと，有価証券の分類について紹介します . 次にそれら分

類に従い，期末にどのように有価証券が評価され貸借対照表に計上されるかについて学習しま

す .

2.　収益と費用の計上と，実際の資金の流入と流出にはズレが生ることがあります . そこで資金の

流入と流出を表した財務表がキャッシュ・フロー計算書です . キャッシュ・フロー計算書につ

いてその内容を説明します .

3.　キャッシュ・フロー計算書の表示区分である営業活動からのキャッシュ・フロー，投資活動か

らのキャッシュ・フロー，財務活動からのキャッシュ・フローについて，具体的にどのような

活動が含まれるのか解説します .

4.　キャッシュ・フロー計算書の作成方法である直接法と間接法について解説します .

5.　デリバティブについて，先物取引，オプション取引，スワップ取引についてどのような場合に

用いられるかを学習します .

1.　有価証券の貸借対照表価額について，その分類ごとにどのように処理されるか書きなさい .

2.　有価証券の減損処理について書きなさい .

3.　キャッシュ・フロー計算書の作成方法である直接法と間接法について，その作成方法を述べな

さい . また実務において直接法がほとんど用いられていない理由を述べなさい .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

4

　　●財務会計 1

第 8 回：中間試験

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

中間試験を行います．

特になし .

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　　●財務会計 1

第 9 回：中間試験の説明と第 1 章－第 7 章のまとめ

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

1.　中間試験の解説を行います．

2.　1-7 章の質問について答えます .

特になし .

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

4
1.　企業活動が国際化すると，取引の一部が日本円以外の通貨によって契約されるようになりま

す . そのような外貨建取引について取り扱います .
2.　輸出入取引について取り扱います . 財貨の受け渡しと代金の決済の時期が異なり，その間に為

替変動がある場合，それら取引をどのように処理するかについて学びます .
3.　財務諸表の換算方法である，流動・非流動法，貨幣・非貨幣法，テンポラル法，決算日レート

法について解説します .
4.　在外子会社，在外支店の財務諸表の換算方法について解説します . 在外子会社の場合は「現地

主義」の立場が採用され，財務諸表項目は決算日レート法が用いられます . これに対し，在外
支店の場合は「本国主義」の立場が採用され，テンポラル法が用いられます . 同じ海外で活動
しているにもかかわらず，なぜ異なる処理方法が採用されるかについて解説します .

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 10 回：資金の管理と運用（教科書第 8 章）

1.　第 8 章の演習問題 1，3.

2.　在外支店と在外子会社における財務諸表の換算方法について「現地主義」と「本国主義」と

いう言葉を使って説明しなさい .

　　●財務会計 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　企業活動に対しては様々な税金が課せられます . 講義ではそのうち，法人税，住民税，事業税
について概説します .

2.　税額計算の基礎となる「所得」は，会計上の「利益」と類似したものですが，同一ではありま
せん . 利益は収益から費用を控除して計算されますが，所得は益金から損金を控除して計算さ
れます . したがって「収益」と「益金」，「費用」と「損金」のズレがあると「所得」と「利益」
の額が相違します . このズレについて解説します .

3.　税効果会計について取り扱います . 税効果会計は法人税等の支出を適切な期間に費用として配
分する手続です . これは 2 と大きく関係します .

4.　確定決算主義について解説します .
5.　株主総会の開催と会計報告について取り扱います . 決算日後から株主総会開催までのスケ

ジュールについて説明します .
6.　剰余金の配当について取り扱います .

第 11 回：税金と利益処分（教科書第 9 章）

第 9 章の演習問題 1，3.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　●財務会計 1

特になし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

4
1.　財務諸表の公開について説明します . 証券取引法と会社法のディスクロージャー制度について

解説します . それぞれの法制度で制定趣旨が異なるのでディスクロージャーの方法も異なるこ
とになります .

2.　法制度以外でも，株式を証券取引所で公開している会社には，各証券取引所の規制に従った情
報の開示が必要になります . また近年増加しつつある，強制的に実施されるもの以外の自発的
な開示についても取り扱います .

3.　公開される損益計算書の内容について解説します . 損益計算書を見ると，売上総利益，営業利益，
経常利益，当期純利益が記載されています . これら「利益」がどのように計算され，それぞれ
どのような利益を表しているのかを説明します .

4.　公開される貸借対照表の内容について解説します . 貸借対照表は資産と負債と資本に大別でき
ます . このうち，まず資産について流動資産と固定資産，負債についての流動負債と固定負債
への分類基準について説明し，それぞれどのような項目があるかについて，貸借対照表を見な
がら説明します . 次に資本の項目の内容について解説します .

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 12 回：財務諸表の作成と公開（教科書第 10 章）

第 10 章の演習問題の 1，2，3,

　　●財務会計 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　企業集団の財政状態や経営成績を表示する連結財務諸表についてその重要性を学習します .
2.　企業集団を構成する会社について学習します . 連結財務諸表には親会社のほか，子会社と関連

会社の状態も反映されます . 子会社に該当する会社の判別基準である「支配力基準」，関連会社
に該当する会社の判別基準である「影響力基準」について解説します . 基本的に子会社の財務
諸表は合算され，関連会社は利益のうち，親会社の持分を企業集団の利益に加減する持分法が
用いられます .

3.　連結貸借対照表の作成方法について概説します . 基本的には親会社と子会社の貸借対照表を合
算して作成しますが，企業集団内部の取引から生じている項目は相殺消去されます . また，個
別財務諸表では登場しない「少数株主持分」，「連結調整勘定」など連結財務諸表固有の科目に
ついても発生理由とともに解説します .

4.　連結損益計算書の作成方法について概説します . 基本的には連結貸借対照表と同様に，親会社
と子会社の損益計算書を合算し，企業集団内部の取引から生じている項目は相殺消去し，「未
実現利益」を消去するプロセスで作成されます . このプロセスについて説明します .

5.　関連会社について用いられる「持分法」について解説します .
6.　連結株主資本等変動計算書について解説します .

第 13 回：企業集団の財務報告（教科書第 11 章）

第 11 章の演習問題 1，2，3,

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　●財務会計 1

特になし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

4

　　●財務会計 1

1. 出題範囲：全範囲
2. 電卓のみ持込み可（電卓が必要でない問題の場合もある）

第 14 回：期末試験

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

特になし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　　●財務会計 1

1.　経営分析の基本的手法について解説します . なかでも経営の効率性を判断する収益性と財政状
態の安定性を判断する安全性分析について取り扱います .

2.　これまでの範囲で特に疑問，質問等の多かった内容，課題等で重要なものについてもう一度解
説を行います .

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 15 回：財務諸表による経営分析（教科書第 12 章）及び総復習（補講）

各人で企業を選択して，収益性分析と安全性分析を行いなさい .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

5

財務会計 2

榎本　正博

　プリントを配布し，教科書の内容を確認しながら進めます . 毎回の授
業で，課題を課します . また中間テストも行います .

簿記 2 級程度 ( 商業簿記の範囲のみ ) の知識を前提とします .

桜井久勝『財務会計講義（第 7 版）』中央経済社，2006 年 .

前期　金曜 4 限

・ 課題の提出状況及び内容
（20%），中間テスト（30%），
期末試験（50%）.

・ AA(90 点以上 )，
   A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点 以 上 80 点 未 満 )，
C(60 点 以 上 70 点 未 満 )，
D(60 点未満；不合格 )

・ 課題を 2 回以上出さない
場合，中間テストを受験
しない場合は期末試験を
受験したとしても，単位
の認定を行いません .

火曜日

10:30-11:30 

　オフィスアワー以外で研究
室を訪問する場合は，必ず連
絡してから来るようにしてく
ださい . 連絡先（e-mail アド
レス等）については，学生便
覧をご覧下さい .

・簿記 2 級程度 ( 商業簿

記 ) の知識を必要とし

ます . 簿記 2 級までは

自習してください .

・会計を学んだことのな

い学生は同時に「財務

会計 1」，「簿記 1」を

履修してください . 予

習復習は必須です . 指

示する予習復習は行っ

たものとして授業を進

めます .

・ 課 題 は 指 定 し た 用

紙 で 提 出 し て く だ さ

い . 用紙は随時配布し

ま す . ま た Website か

ら ダ ウ ン ロ ー ド 可 能

です .（アドレス，ID，

PWD は授業中に指示

します）

・教科書以外でも財務会

計の書籍（記述量の多

い書籍）があると望ま

しいです .

『会計法規集』( 中央経済社 ) の最新版 .
広瀬義州『財務会計　第 5 版』中央経済社，2006 年 .
中村宣一朗・高尾裕二『エッセンシャル企業会計　第 2 版』中央経済社，2004 年 .
その他必要となる場合は授業中に指示します .

財務諸表の基本的な原則・規則を学習します .

基礎
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

0　シラバスを参照しながら講義概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などを説明します .
第 1 回：財務諸表の基礎概念 (1)
第 2 回：財務諸表の基礎概念 (2)
第 3 回：財務諸表の基礎概念 (3)
第 4 回：企業会計制度
第 5 回：資産会計総論，当座資産会計 ( 現金その他 )
第 6 回：棚卸資産会計
第 7 回：金融商品会計
第 8 回：固定資産会計 (1) 
第 9 回：中間試験
第 10 回：固定資産会計 (2)，繰延資産会計
第 11 回：負債会計・引当金会計
第 12 回：資本会計
第 13 回：期末試験
第 14 回：損益会計（補講）
第 15 回：ソフトウエア会計（補講）

1　会計の意義について解説します . 会計は企業の活動の状況を測定し，それを利害関係者に報告する
システムです . この授業全体でそのシステムについて取り扱います .

2　会計の領域について学習します . 会計には大きく分けて，企業外部者への報告を対象とする財務会
計と企業内部の経営管理者への報告を対象とする管理会計に大きく分けられます . 両者の相違につ
いて解説します .

3　財務会計が生み出す会計情報は，企業を取り巻くさまざまな利害関係者に利用されています . 利害
関係者としては，株主，債権者，経営者，納入業者，顧客，政府・地方公共団体，地域住民などが
考えられます . それら利害関係者が，財務会計による情報をどのように利用しているか解説します .

4　会計の機能として考えられる，利害調整機能と情報提供機能について学習します .
5　利害調整機能は企業と利害関係者間，あるいは利害関係者同士の対立する利害を調整する機能で

す . 配当可能利益の算定，経営者の業績連動型報酬制度などにその機能が見られます . 情報提供機
能は，投資家に対して意思決定に有用な情報を提供する機能です . 投資家に対するディスクロー
ジャー制度にその機能が見られます . 授業ではこれら機能について取り扱います .

6　4,5 をふまえて財務諸表に求められている性質について解説します .

第 1 回：講義概要と財務会計の基礎概念 (1)

　　●財務会計 2

財務会計，管理会計，利害関係者，利害調整機能，情報提供機能

1　株主と経営者，株主と債権者について利害の対立関係を述べ，会計の果たす利害調整機能につい

てそれぞれ述べなさい .

2　会計の情報提供機能について書きなさい .

3　財務会計と管理会計の相違点についてまとめなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

5
1.　会計の理論的な基礎をどのように構築するアプローチである，「公準・原則アプローチ」と「目

的・基準アプローチ」の 2 つを解説します .

2.　「公準・原則アプローチ」は個々の会計基準の設定・実施の土台となるべき理論的基礎である

会計公準を土台に，会計原則，会計手続を積み上げ体系化するものです .

3.　このなかでも，会計公準について解説します . 会計公準としては一般的に，会計の場所的限定

を表す「企業実体の公準」，時間的限定を表す「継続企業の公準」，内容的限定を表す「貨幣的

測定の公準」が考えられます .

4.　「目的・基準アプローチ」は会計が達成する目標を掲げて，その目的を達成するため会計から

生み出される情報が具備しなければならない特性を明確化するものです . わが国は 2004 年「概

念フレームワーク」が公開されていますので，それを解説します .

公準・原則アプローチ，目的・基準アプローチ，会計公準，企業実体の公準，継続企業の公準，貨

幣的測定の公準，概念フレームワーク

1.　上記のキーワードを説明しなさい .

2.　概念フレームワークの「財務報告の目的」「会計情報の質的特性」「財務諸表の構成要素」「財

務諸表における認識と測定」において，何が述べられているか説明しなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 2 回：財務会計の基礎概念 (2)

　　●財務会計 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　会計主体論について学習します . 会計主体論とは誰の立場に立って会計を行うのかという議論

です . これは企業の資産，負債，利益が誰に帰属するのかという問題につながります . 会計主体

論には様々ありますが，授業では資本主理論と企業実体理論について取り扱います .　

2.　利益概念について取り扱います . 当期業績主義と包括主義，現金主義会計と発生主義会計，財

産法と損益法，資産負債アプローチと収益費用アプローチなどを解説します .　

第 3 回：財務会計の基礎概念 (3)

1.　会計主体論について述べなさい . 説明には資本主理論と企業実体理論について触れること .

2.　損益法と財産法について説明しなさい .

3.　資産負債アプローチと収益費用アプローチについて説明しなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　●財務会計 2

会計主体論，資本主理論，企業実体理論，当期業績主義，包括主義，現金主義会計，発生主義会計，

財産法，損益法，資産負債アプローチ，収益費用アプローチ
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

5
1.　企業会計への法規制について学習します . 会社法，証券，税法の法規制に準拠して行われてい

る会計について取り扱います .

2.　会社法による会計では，企業を取り巻く利害関係者間の利害調整を目的とされています . 会計

に関係する特徴としては配当可能利益の計算があり，株主と債権者の利害を調整しています . 会

社法に基づく財務諸表（計算書類といいます）は会社法及び株式会社の計算に関する法務省令

に従って作成されることを学習します .

3.　証券取引法では，証券市場に対する情報提供を目的として企業が投資家のために作成・開示す

る書類が規定されています . 企業会計原則，財務諸表等規則に従って財務諸表が作成されるこ

とを学習します .

4.　法人税法等によっても会計は規制されています . 法人税法における課税所得の計算方法を概説

します .

5.　企業会計原則について学習します . 企業会計原則は一般原則・損益計算書原則・貸借対照表原

則とその注解から構成されます . この回の授業では一般原則について解説します .

企業会計原則，一般原則，貸借対照表原則，損益計算書原則，真実性の原則，正規の簿記の原則，

資本取引・損益取引区別の原則，明瞭性の原則，継続性の原則，保守主義の原則，単一性の原則，

重要性の原則

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回：企業会計制度

1.　  会社法，証券取引法，法人税法と会計との関わりについて説明しなさい .
2.　  真実性の原則における「真実性」の意味について説明しなさい .
3.　  正規の簿記の原則において会計帳簿に要請される 3 つの要件についてそれぞれ解説しなさい .
4.　  資本取引・損益取引区別の原則の必要性について説明しなさい .
5.　  形式的明瞭性と実質的明瞭性について説明しなさい .
6.　  明瞭性の原則の具体例について説明しなさい .
7.　  正規の簿記の原則・明瞭性の原則と重要性の原則の関連について述べなさい .
8.　  後発事象について説明しなさい .
9.　  継続性の原則の必要性について説明しなさい .
10.　会計処理等を変更する「正当な理由」とはどのような内容が考えられるか書きなさい .
11.　保守主義の原則の必要性について説明しなさい .
12.　保守主義の原則の適用例を述べなさい .
13.　単一性の原則の意味について述べなさい .

　　●財務会計 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　貸借対照表の種類について学習します . 貸借対照表には開業貸借対照表，決算貸借対照表（通

常目にする貸借対照表），中間貸借対照表，清算（非常）貸借対照表などがあり，それらにつ

いて特徴を解説します .

2.　貸借対照表の作成における棚卸法と誘導法について学習します . このほか貸借対照表の総額主

義，区分表示，流動性配列と固定性配列，勘定式と報告式などの表示の方法についても解説し

ます .

3.　資産の分類につい取り扱います . 流動資産と固定資産の分類に用いられる正常営業循環基準と

一年基準について解説します . このほか貨幣性資産と費用性資産，金融資産と事業資産につい

てその分類方法を説明します .

4.　資産の評価方法について解説します . 取得原価基準，取替原価基準，正味実現可能価額基準，

割引現在価値基準について取り扱います .

5.　当座資産のうち現金の処理について取り扱います .

第 5 回：資産会計総論，当座資産会計 ( 現金その他 )

1.　流動資産と固定資産の分類方法を書きなさい . 正常営業循環基準と一年基準についての説明も

加えること .

2.　貨幣性資産と非貨幣性資産を説明しなさい .

3.　取得原価，取替原価，正味実現可能価額，割引現在価値について『概念フレームワーク』の内

容を参考にそれぞれ説明しなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　●財務会計 2

開業貸借対照表，決算貸借対照表，中間貸借対照表，非常貸借対照表，棚卸法，誘導法，流動性配列，

固定性配列，流動資産，固定資産，正常営業循環基準，一年基準，貨幣性資産，費用性資産，金融資産，

事業資産，取得原価基準，取替原価基準，正味実現可能価額基準，割引現在価値基準，当座資産
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

5
1.　取得原価の決定について解説します .
2.　払出数量の決定について取り扱います . 払出数量の計算方法である棚卸計算法と継続記録法に

ついて解説します .
3.　払出単価の決定について解説します . 先入先出法，後入先出法，移動平均法，総平均法，売価

還元法，最終仕入原価法，修正売価法，基準棚卸法について，それぞれの計算方法とその特徴
について計算例を用いて学習します .

4.　期末において，棚卸資産が紛失や盗難などによりその数量が減少している場合，また価値の下
落により評価損が発生している場合などについて，その損失の計算方法，表示方法について説
明します .

棚卸計算法，継続記録法，先入先出法，後入先出法，移動平均法，総平均法，売価還元法，最終

仕入原価法，修正売価法，基準棚卸法，棚卸減耗費，品質低下評価損，商品低価評価損

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 6 回：棚卸資産会計

1.　棚卸計算法と継続記録法について説明しなさい .

2.　先入先出法と後入先出法について説明しなさい . さらに物価上昇期を想定し，双方の処理方

法を用いることによって財務諸表上の数値がどう違ってくるか，各自数値例を作成して説明

しなさい .

3.　キーワードのうち，売価還元法，最終仕入原価法，修正売価法，基準棚卸法，棚卸減耗費，

品質低下評価損，商品低価評価損を説明しなさい .

　　●財務会計 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　金銭債権の評価について解説します . 金銭債権は原則として取得価額から貸倒見積額を控除し

て評価されます . 債権の種類によって，貸倒見積額の計算方法が異なりますので，その計算方

法（貸倒実績率法，キャッシュフロー見積法，財務内容評価法）について説明します .

2.　有価証券の範囲についてまず説明します . 法律上の有価証券と会計上の有価証券の違いについ

て解説します . また有価証券の発生・消滅の認識について取り扱います .

3.　有価証券は保有目的により売買目的有価証券，満期保有目的の債券，子会社株式及び関連会社

株式，その他有価証券に分類されますので，その分類方法について解説します .

4.　売買目的有価証券，満期保有目的の債券，子会社株式及び関連会社株式，その他有価証券につ

いて，それぞれの期末の貸借対照表価額について説明します . また有価証券の時価が著しく下

落した場合に行われる減損処理についても解説します .

5.　金銭債務の評価方法について解説します .

第 7 回：金融商品会計

1.　売買目的有価証券を時価評価する論拠を説明しなさい .

2.　保有する有価証券を満期保有目的の債券にとする要件について説明しなさい .

3.　その他有価証券の貸借対照表価額として時価が用いられる理由を説明し，全部資本直入法と部

分資本直入法について説明しなさい .

4.　部分資本直入法が認められる理由について述べなさい .

5.　有価証券の減損処理について述べなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　●財務会計 2

貸倒実績率法，キャッシュフロー見積法，財務内容評価法，有価証券，売買目的有価証券，満期保

有目的の債券，子会社株式及び関連会社株式，その他有価証券，有価証券の減損処理
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

5
1.　 固定資産の分類について解説します . 固定資産の分類である有形固定資産，無形固定資産，投

資その他の資産についてそれぞれ説明します .
2.　有形固定資産の取得原価の決定方法について解説します . 有形固定資産の取得原価は，購入，

自家建設，贈与，交換，現物出資，国庫補助金や工事負担金などによる取得と取得原価の決定
について説明します .

3.　有形固定資産は，土地と建設仮勘定以外は減価償却を行う必要があります . 減価償却の意義と
目的，個別償却と総合償却について解説します .

4.　減価償却の方法としては，定額法，定率法，級数法，生産高比例法がありますが，それぞれの
方法について説明します .

5.　減耗償却と取替法について説明します .
6.　すでに取得した有形固定資産に対して，追加的な支出が行われた場合の処理方法について解説

します .
7.　臨時償却，臨時損失，減損について解説します .

固定資産，有形固定資産，無形固定資産，投資その他の資産，購入，自家建設，贈与，交換，現

物出資，国庫補助金，工事負担金，減価償却，機能的減価，物理的減価，定額法，定率法，級数法，

生産高比例法，減耗償却，取替法，資本的支出，収益的支出，臨時償却，臨時損失，減損

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 8 回：固定資産会計 (1)

1.　有形固定資産を購入，自家建設，贈与，交換，現物出資により取得した場合の，取得原価の

決定方法についてそれぞれ書きなさい .

2.　有形固定資産が減価する原因について述べなさい .

3.　臨時償却と減損処理の共通点と相違点について説明しなさい .

　　●財務会計 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　●財務会計 2

第 9 回：中間試験

中間試験を行います．

特になし .

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

5

　　●財務会計 2

1.　無形固定資産の概要について説明します . 無形固定資産には特許権，地上権，鉱業権などの法

律上の権利と経済的な権益である営業権があります .

2.　無形固定資産の償却方法について解説します .

3.　営業権について解説します . 営業権はどのような場合計上されるか，またどのように償却され

るか，償却をめぐる学説についても解説します .

4.　投資その他の資産の種類と会計処理について解説します .

5.　繰延資産の意義について説明します . 繰延資産の設定要件について解説します .

6.　主な繰延資産について解説します .

7.　「研究開発費等に係る会計基準」では，研究開発費は発生時に費用処理されることについて解

説します .

8.　ソフトウェアの会計処理について概説します .

9.　臨時巨額の損失については，貸借対照表の資産の部に計上して繰延経理することが認められて

いることについて解説します .

第 10 回：固定資産会計 (2)，繰延資産会計

1.　営業権はどのような場合に計上されるかを説明しなさい .

2.　営業権の会計処理における論点である，償却不要説と償却必要説について説明しなさい .

3.　繰延資産の設定要件について説明しなさい .

4.　研究開発費を費用として処理する論拠を説明しなさい .

無形固定資産，営業権，ソフトウェア，繰延資産，研究開発費，臨時巨額の損失

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　負債の意義についてまず解説します .
2.　負債の分類について解説します . 資産と同様に流動負債と固定負債という分類する方法などが

あります . 確定債務，条件付債務，会計的負債についても説明します .
3.　流動負債と固定負債について分類の方法を解説します . 分類は資産の場合と同様に正常営業循

環基準と一年基準で行います .
4.　確定債務，条件付債務，会計的負債について解説します .
5.　社債について取り扱います . 社債には普通社債と新株引受権付社債があることを解説します . そ

れらが株主から出資を受ける場合と，金融機関等から借入を行う場合と比較して説明します .
6.　引当金の意義について説明します . 引当金は大きく分けて資産価額から控除するために設定さ

れる引当金である評価性引当金と，貸借対照表において負債の部に計上される負債性引当金に
分けられます .

7.　引当金の設定の論拠について解説します . 企業会計原則注解・注 18 では設定論拠が述べられ
ていますが，先に紹介した評価性引当金と負債性引当金では設定される論拠が異なることを解
説します .

8.　引当金としては，貸倒引当金，売上割戻引当金，返品調整引当金，製品保証引当金，工事補償
引当金，賞与引当金，退職給付引当金，特別修繕引当金，修繕引当金，債務保証損失引当金，
損害補償引当金などがあげられますので，これらの中から重要と思われるものを選択して説明
します . 

第 11 回：負債会計，引当金会計

1.　新株予約権付社債について説明しなさい .

2.　新株予約権付社債の会計処理方法について説明しなさい .

3. キーワードのうち，確定債務，条件付債務，会計的負債について説明しなさい

4.　社債発行差金の本質としての前払利息説と評価勘定説について説明しなさい .

5.　引当金の設定要件について説明しなさい .

6.　評価性引当金と負債性引当金の設定論拠をそれぞれ説明しなさい .

7.　偶発債務と引当金，未払費用と引当金の異同について説明しなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　●財務会計 2

確定債務，条件付債務，会計的負債，条件付債務，流動負債，固定負債，引当金，社債，打歩発行，

平価発行，割引発行，普通社債，新株引受権付社債，評価性引当金，負債性引当金，収益控除性引

当金，費用性引当金，損失性引当金，貸倒引当金，売上割戻引当金，返品調整引当金，製品保証引

当金，工事補償引当金，賞与引当金，退職給付引当金，特別修繕引当金，修繕引当金，債務保証損

失引当金，損害補償引当金
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

5

　　●財務会計 2

1.　資本を源泉別に解説します . 主な資本の源泉である，資本金などの株主が拠出した払込資本，
国や地方公共団体など，株主以外からの国庫補助金や建設助成金などの受贈資本，資産の評価
替から生じる評価替資本，過去に計上した利益の蓄積である稼得資本について解説します . 

2.　純資産の部についは，会社法施行日以後終了する中間連結会計期間及び中間会計期間に係る中
間連結財務諸表及び中間財務諸表並びに連結会計年度及び事業年度に係る連結財務諸表及び財
務諸表から新基準が適用されます . 純資産の部は，株主資本，評価換算差額等，新株予約権，少
数株主持分に区分されます . これらについて解説します .

3.　資本金について解説します . あわせて授権資本制度についても説明します .
4.　資本剰余金について資本準備金，その他資本剰余金に分類して解説します .
5.　利益剰余金について利益準備金，その他利益剰余金に分類して解説します .
6.　剰余金の配当について解説します .
7.　株主資本等変動計算書について解説します .
8.　自己株式についてその処理方法を解説します .

第 12 回：資本会計

1.　国庫補助金，工事負担金について説明しなさい .

2.　自己株式の会計処理に関する，資産説と資本控除説について説明しなさい .

3.　株主資本等変動計算書がなぜ導入されたか説明しなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

払込資本，受贈資本，国庫補助金，建設助成金，工事負担金，評価替資本，保険差益，稼得資本，
資本金，新株式申込証拠金，資本剰余金，資本準備金，その他資本剰余金，合併差益，減資差益，
自己株式処分差益，利益剰余金，利益準備金，その他利益剰余金，繰越利益剰余金，評価・換算差
額等，土地再評価差額金，繰延ヘッジ損益，その他有価証券評価差額金，為替換算調整勘定，新株
予約権，少数株主持分，自己株式，配当可能利益
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　　●財務会計 2

1. 出題範囲：全範囲
2. 電卓のみ持込み可（電卓が必要でない問題の場合もある）

第 13 回：期末試験

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

特になし .

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

5
1.　損益計算書について概説します . 損益計算書の表示方法に関する総額表示，区分表示，勘定式

と報告式について解説します .
2.　損益計算書が経営成績を描写する上で重要となる，発生主義の原則，実現主義の原則，費用収

益対応の原則についてそれぞれ解説します .
3.　 様々な収益の認識基準について説明します . 具体的には，割賦販売における回収基準，回収期

限到来基準，建設業や造船業などの長期請負工事における工事進行基準，委託販売における仕
切精算書到達基準，試用販売における買取意思表示基準，農業や鉱業の収穫基準，弁護士・税
理士・医師などで用いられる入金基準，継続的役務提供の場合などです .

4.　費用の認識と測定について説明します . 収益との対応における費用の個別的対応と期間的対応
について説明します .

総額表示，区分表示，勘定式と報告式，発生主義の原則，実現主義の原則，費用収益対応の原則，

回収基準，回収期限到来基準，工事進行基準，仕切精算書到達基準，買取意思表示基準，収穫基準，

入金基準，個別的対応，期間的対応

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 14 回：損益会計（補講）

1.　実現主義の短所と長所について説明しなさい .

2.　収益との対応における費用の個別的対応と期間的対応について説明しなさい .

3.　キーワードのうち，回収基準，回収期限到来基準，工事進行基準，仕切精算書到達基準，買

取意思表示基準，収穫基準，入金基準について説明しなさい .

　　●財務会計 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　　●財務会計 2

1　研究開発費会計のなかでもソフトウェア会計について概説します .
2　ソフトウェアとはコンピュータのソフトウェアのことで，基準では「コンピュータを機能させるよ

うに指令を組み合わせて表現したプログラム等をいう」となっています .
3　ソフトウェアの会計処理について解説します . ソフトウェアの会計処理は単一ではなく，制作目的

等によって，研究開発費として発生時に費用処理，無形固定資産として計上などの処理方法があり
ます .

4　ソフトウェアの表示と注記としての開示方法について学習します .

第 15 回：ソフトウェア会計（補講）

特になし .

1.　ソフトウェアのうち無形固定資産として会計処理されるケースについて説明しなさい

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

6

上級財務会計

榎本　正博

テキストに沿って授業を行います . 中間テストも実施します .

　財務会計 2，財務諸表を履修ないし履修したと同等の知識のある学生

を対象にします .

内藤文雄『財務諸表論ミドルクラス』税務経理協会，2005 年 .

前期　金曜 3 限

・課題の提出状況及び内容
（10%），中間テスト（40%），
期末試験（50%）

・ AA(90 点以上 )，
   A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点 以 上 80 点 未 満 )，
C(60 点 以 上 70 点 未 満 )，
D(60 点未満；不合格 ).

・課題を 2 回以上出さない場
合，中間テストを受験し
ない場合は期末試験を受
験したとしても，単位の
認定を行いません .

火曜日

10:30-11:30 

　オフィスアワー以外で研究
室を訪問する場合は，必ず連
絡してから来るようにしてく
ださい . 連絡先（e-mail アド
レス等）については，学生便
覧をご覧下さい .

・ 財務会計 2，財務諸表

を履修ないし履修した

と同等の知識のある学

生を対象にします .

・ 課 題 は 指 定 し た 用

紙 で 提 出 し て く だ さ

い . 用紙は随時配布し

ま す . ま た Website か

ら ダ ウ ン ロ ー ド 可 能

です .（アドレス，ID，

PWD は授業中に指示

します）

『会計法規集』( 中央経済社 ) の最新版 .
そのほか必要となる場合は授業中に指示します .

新会計基準を学習します .

展開
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

0　シラバスを参照しながら講義概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などを説明します .
第 1 回　ガイダンス・ソフトウエア会計
第 2 回　役員賞与の会計
第 3 回　減損会計 (1)
第 4 回　減損会計 (2)
第 5 回　退職給付会計 (1)
第 6 回　退職給付会計 (2)
第 7 回　退職給付会計 (3)
第 8 回　中間試験
第 9 回　金融商品会計 (1)
第 10 回　金融商品会計 (2) 
第 11 回　金融商品会計 (3)
第 12 回　金融商品会計 (4) 
第 13 回  ストック・オプション会計
第 14 回　会計基準トピックス
第 15 回　期末試験

1　研究開発費会計のなかでもソフトウェア会計について概説します .
2　ソフトウェアとはコンピュータのソフトウェアのことで，基準では「コンピュータを機能させるよ

うに指令を組み合わせて表現したプログラム等をいう」となっています .
3　ソフトウェアの会計処理について解説します . ソフトウェアの会計処理は単一ではなく，制作目的

等によって，研究開発費として発生時に費用処理，無形固定資産として計上などの処理方法があり
ます .

4　ソフトウェアの表示と注記としての開示方法について学習します .

第 1 回：講義概要と研究開発費会計（ソフトウェア会計）

　●上級財務会計

特になし .

　ソフトウェアのうち無形固定資産として会計処理されるケースについて説明しなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

6
1.　役員賞与の会計について取り扱います .2005 年 11 月に，企業会計基準第 4 号「役員賞与に関

する会計基準」が企業会計基準委員会から公表されました .

2.　この会計基準は，会社法施行日以後終了する事業年度の中間会計期間（当該事業年度に係る株

主総会で決議（委員会設置会社にあっては報酬委員会の決定）される役員賞与）から適用され

ます .

3.　(1) 役員賞与と役員報酬の類似性，(2) 役員賞与と役員報酬の支給手続から，役員賞与は発生し

た会計期間の費用として処理することになっています . このことについて解説します .

役員賞与，役員報酬

役員賞与を発生した会計期間の費用として処理する理由を述べなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 2 回：役員賞与の会計

　●上級財務会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　固定資産の減損会計について解説します . 減損会計は他に減損及びそれに類似した基準のある

資産 ( ソフトウェア，金融資産，繰延税金資産，前払年金費用 ) を除いた固定資産に適用されま

す . 減損会計は，事業用の固定資産の収益性が低下し，その帳簿価値が過大に表示されている

場合に，その資産の回収可能性を帳簿価値に反映させるように帳簿価値を減額する会計です . そ

の全体像をまず把握します .

2.　固定資産の帳簿価格を臨時的に減額する会計処理である，臨時損失，臨時償却との違いについ

て説明します .

3.　固定資産の減損損失の会計処理方法について解説します . 会計処理の段階は次のようになりま

す .

(1)　減損の兆候となる固定資産かどうかの判定

(2)　減損が生じている可能性を示す事象 ( 減損の兆候 ) のある資産亦は資産グループの選択

(3)　減損損失を認識するかどうかの判定

(4)　減損損失の価額の測定

(5)　減損損失の計上の表示・開示

(6)　減損処理後の会計処理

第 3 回：減損会計 (1)

1.　減損損失，臨時損失，臨時償却の違いを説明しなさい .

2.　回収可能価額について説明しなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

減損の兆候，減損損失の認識，減損損失の測定，将来キャッシュ・フロー，回収可能価額，使用価

値，正味売却価額，割引率，資産のグルーピング

　●上級財務会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

6
1.　共用資産の減損処理，のれんの減損処理について特に解説します .

2.　ファイナンス・リース取引の取り扱い，投資不動産の会計処理について取り扱います .

3.　減損損失の戻し入れについて解説します .

4.　米国基準，国際会計基準と比較してわが国の基準を検討します .

5.　減損会計を適用した場合の表示について，有価証券報告書を参考にしながら解説します .

共用資産，共用資産の減損処理，のれんの減損処理，減損損失の戻し入れ

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回：減損会計 (2)

1.　共用資産の減損処理について述べなさい .

2.　のれんの減損処理について述べなさい .

3.　減損損失の戻し入れが行われない理由を述べなさい .

　●上級財務会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　退職給付会計について簡単な設例をもとにして，会計処理の全体像を示します .

2.　まずわが国における退職金の性格について説明します . そして従前の会計処理である退職給与

引当金について説明します . そこでは，退職給与引当金の制度にはどのような問題点があった

のかを解説します . 併せて，退職給付会計の導入によりそれらの問題点がどのように解消され

たかを述べます .

3.　退職給付債務の計算について説明します . 退職給付債務の算定は (1) 退職給付見込額の算定，(2)

退職給付見込額への各勤務期間への割当計算，(3) 各勤務期間に割り当てられた退職給付見込額

の割引現在価値の計算，の 3 段階に分かれます .

4.　(1) については，確定給付債務，累積給付債務，予測給付債務の 3 つの方式を解説します .(2)

については，原則として期間比例方式という方法で計算されますが，給与比例方式，支給倍率

方式という方法も容認されています .(3) は，具体的には割引率の設定方法が問題となります . こ

れらについて解説します .

第 5 回：退職給付会計 (1)

1.　退職給付債務の計算方法について述べなさい .

2.　退職給付見込額への各勤務期間への割当計算の方法について述べなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

退職給付会計，退職金，退職一時金，退職年金，賃金後払説，功績報酬説，生活保障説

将来支給額予測方式，期末要支給額計上方式，現価方式，確定給付債務，累積給付債務，予測給付

債務，期間比例方式，給与比例方式，支給倍率方式

　●上級財務会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

6
1.　退職給付費用の計算について説明します . 退職給付に係る費用は基本的に，勤務費用と利息費

用から構成されます . 勤務費用とは，一期間の労働の対価として発生したとみとめられる退職

給付についての割引計算により測定される額であり，利息費用は，割引計算により算定された

期首時点における退職給付債務について，時の経過により発生する計算上の利息の額です .

2.　年金資産について説明します . 年金資産は貸借対照表に計上することには問題があるため，表

面には出てきません .

3.　退職給付費用の計算には，勤務費用と利息費用の他に，年金資産の運用における年金資産の運

用により生じると期待される収益である期待運用収益の額，退職給付水準の改訂等に起因して

発生した退職給付債務の増加分または減少部分である過去勤務債務，退職給付債務を見積もり

計算することから生じる数理計算上の差異が計算に加えられます . それぞれについて解説しま

す .

4.　過去勤務債務，数理計算上の差異は遅延認識といって，発生した期間以降に認識される手法が

用いられる場合があります . これらについて説明します .

5.　新たに退職給付会計を導入したときに生じる会計基準変更時差異について説明します .

勤務費用，利息費用，年金資産，期待運用収益，過去勤務債務，数理計算上の差異，会計基準変

更時差異，未認識過去勤務債務，未認識数理計算上の差異，未認識会計基準変更時差異，遅延認識，

回廊アプローチ，重要性基準

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 6 回：退職給付会計 (2)

1.　年金資産を貸借対照表に計上しない理由について述べなさい .

2.　数理計算上の差異の取り扱いに関する回廊アプローチと重要性基準について説明しなさ

い .(2002 年論述式 )

3.　基礎率の変更に基づく数理計算上の差異を一時の費用として認識しない根拠を，説明しなさ

い .(2002 年論述式 )

4.　退職給付に充てるための資産を企業内部で運用する場合と企業外部に基金を設けて運用する

場合では，貸借対照表と損益計算書にどのような差異が生じるか，書きなさい .(2002 年論

述式 )

　●上級財務会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　年金資産が退職給付債務を上回る場合の処理について説明します .

2.　退職給付引当金の会計学的性格について説明します .

3.　退職給付会計の表示について，実際の有価証券報告書を見ながら解説します .

第 7 回：退職給付会計 (3)

年金資産が退職給付債務を上回る場合の処理について述べなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

前払年金費用

　●上級財務会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

6
中間試験を行います．

特になし．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 8 回：中間試験

なし．

　●上級財務会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

第 9 回：金融商品会計 (1)

　●上級財務会計

1.　なぜ金融商品会計基準が制定されたかについて，その環境を解説します . その後，基準の概要

を説明します .

2.　この会計基準の対象となる金融商品の定義と範囲について学習します . 金融資産と金融負債に

わけて範囲が定義されています . 具体的に資産や負債の項目を特定して定義しているのが特徴

です .

3.　金融資産の評価は時価が基本となります . 時価とは公正な評価額をいい，市場において形成さ

れている取引価格，気配又は指標その他の相場に基づく価額をいいます . この時価についてど

ういうものがあるか解説します .

金融資産，金融負債，時価

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

1.　金融資産を時価評価する意義について述べなさい .

2.　「時価」とはどういったものを指すか述べなさい .

3.　金融負債が基本的に時価評価の対象とされない理由を述べなさい .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

6
1.　金融資産，金融負債の発生及び消滅の認識について取り扱います . 発生の認識とは，どのよう

になった時点で金融資産ないし金融負債として認識するかということです . 消滅の認識要件の

背後にある考え方には，リスク・経済価値アプローチと財務構成要素アプローチの 2 つがあり

ます . これらについて解説した後，金融資産と金融負債をわけてそれぞれの消滅の要件を確認

していきます .

2.　金融資産，金融負債の評価について取り扱います . 金融資産は基本的には時価で評価されま

す . 時価評価する必要性について解説します . しかし金融資産の属性や保有目的によっては必

ずしも時価評価が適切とは限りません . 従って時価を基本としつつ保有目的に応じた処理が行

われます . 金融負債についてはデリバティブ取引に伴う正味の債務を除き，債権価額を貸借対

照表価額とし，時価評価を行いません . なお金銭債権 / 有価証券 / 金融債務の評価については，

財務会計 2 で解説しますので，この授業では取り扱いません .

3.　デリバティブ会計について解説します . 取り扱うデリバティブの種類（先物取引，先渡取引，

オプション取引，スワップ取引）の仕組みについて学習します . その後，デリバティブ取引を

時価評価するにあたっての基本的な考え方，会計処理の根拠について解説します .

発生の認識，消滅の認識，リスク・経済価値アプローチ，財務構成要素アプローチ，支配の移転，

デリバティブ，先物取引，先渡取引，オプション取引，スワップ取引

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 10 回：金融商品会計 (2)

1.　金融資産の消滅の認識については，リスク・経済価値アプローチと財務構成要素アプローチ

があるとされている . 金融資産の買い戻し条件付譲渡取引を例にして，2 つのアプローチの

違いを述べなさい .(2001 年論述式 )

2.　デリバティブ取引によって生じる正味の債権債務の評価について以下の問いに答えなさい .

(1)　なぜ時価で評価するか

(2)　なぜ当期の損益として処理されるか

(3)　当該金融商品に市場価格が存在しない場合はどのように評価するか .

　●上級財務会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　ヘッジ会計について解説します . まずヘッジの基本的仕組みから学習します . そのあとヘッジ

会計を適用しない場合どういった問題が起こるかを説明し，そこからなぜ必要かについて解説

します .

2.　ヘッジ対象及びヘッジ手段について解説します . ヘッジ対象には予定取引も含まれます . さら

にヘッジ手段について取り扱います .

3.　ヘッジ会計の要件について説明します . ヘッジ会計を適用できる条件について理解を深めます .

4.　ヘッジ会計の方法について解説します . ヘッジの際の原則的な方法である繰延ヘッジ会計につ

いて説明したあと，容認されている処理方法である時価ヘッジ会計について取り扱います . ま

た金利スワップの取扱についてもふれます . さらにヘッジ対象が複数である場合，ヘッジ会計

が中止される場合，ヘッジ会計が終了する場合について解説します .

第 11 回：金融商品会計 (3)

1.　ヘッジ会計が必要とされる理由を述べなさい .
2.　ヘッジ会計が適用されるヘッジ対象について述べなさい .
3.　ヘッジ会計を適用するための要件について述べなさい .
4.　繰延ヘッジ会計と時価ヘッジ会計について説明しなさい .
5.　ヘッジ会計を中止する場合の会計処理について述べなさい .
6.　予定取引とは何か述べなさい
7.　A 社は固定利付き借入金の金利変動リスクをヘッジするために，金利スワップ契約 ( 固定受

入れ・変動支払い ) を締結し，ヘッジ会計を利用している . この場合において，(a) 金利スワッ
プを利用したヘッジ取引に関する 2 通りの会計処理（原則的処理方法と特例的処理方法）に
ついて述べなさい .(b) 当該借入金を期限前に返済したときの会計処理を述べなさい .(2001 年
論述式 )

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

ヘッジ取引，キャッシュ・フロー・ヘッジ，公正価値ヘッジ，ヘッジ対象，ヘッジ手段，予定取引，

事前テスト，事後テスト，繰延ヘッジ，時価ヘッジ，ヘッジ会計の中止，ヘッジ会計の終了

　●上級財務会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

6
　複合金融商品について取り扱います . 払込資本を増加させる可能性のある部分を含む複合金融商

品とその他の複合金融商品に区別してそれぞれ処理方法が定められています . 前者は，新株予約権

付社債，後者については金利オプション付き借入金があげられます .

　新株予約権付社債については財務会計 2 で取り扱います . その他の複合金融商品については，体

として処理する方法と，区分して処理する方法があります . それぞれについて解説します .

複合金融商品

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 12 回：金融商品会計 (4)

　払込資本を増加させる可能性のある部分を含む複合金融用品以外の複合金融商品の会計処理に

ついて，通貨オプションが組み合わされた円建て借入金を例にして，説明しなさい .（2002 年

論述式）

　●上級財務会計



�4 東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.  ストック・オプション会計基準について解説します . ストック・オプションとは，企業がその

従業員等に報酬として付与する自社株式オプションをいいます . まず，ストック・オプション

の基本な仕組みについて解説します .

2.　この会計基準に含まれる範囲を解説します . 範囲としては，① 「ストック・オプション」を付

与する取引，②「自社株式オプション」を財貨・サービス取得の対価として付与する取引 ( ①

を除く )，③「自社の株式」を財貨・サービス取得の対価として交付する取引があります .

3.　ストック・オプションに関する会計処理について解説します . 具体的には，①権利確定日以前

の会計処理，②権利確定日後の会計処理にわけられます . ①のポイントはストック・オプショ

ンの公正な評価額です . ②は権利行使の場合と権利不行使による失効の場合に分けられます .

4.　未公開企業における取扱い，ストック・オプションに係る条件変更の会計処理について解説し

ます . 

5.　ストック・オプションについての開示について解説します .

第 13 回：ストック・オプション会計

1.　ストック・オプション会計基準が制定された理由について述べなさい .
2.　ストック・オプションの公正な評価額の算定方法について述べなさい .
3.　権利確定後の会計処理について述べなさい .
4.　未公開企業における取り扱いについて述べなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

ストック・オプション，権利確定日，新株予約権，ストック・オプションの公正な評価額対象勤務

期間，ストック・オプションの公正な評価単価，ストック・オプション数，単位当たりの本源的価

値，本源的価値

　●上級財務会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

6
1.　授業でわかりにくかったところを，もう一度解説します．

2.　授業開始段階で，企業会計基準委員会で議論が行われているトピックスについて解説を行いま

す．例えば，四半期財務諸表の作成基準，棚卸資産の評価基準，所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引の会計処理などです．

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 14 回：総まとめと会計基準トピックス

なし .

　●上級財務会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 出題範囲：全範囲

2. 電卓のみ持込み可（電卓が必要でない問題の場合もある）

第 15 回：期末試験

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

特になし .

　●上級財務会計
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

7

財務諸表分析

乙政　正太

・ 原則として，1 回の講義で第 1 章を終えるというペースで講義を進め
ていく．

・ 1 回の講義でテキストの内容を説明し，関連する練習問題を解く．
・  原則として，講義毎に宿題を課す．また，必要に応じて小テストも行う．
・ 時間に余裕があれば，実際に財務諸表分析を行い，プレゼンテーショ

ンをしてもらう．
・ 期末試験を行う．

　財務会計に関する基礎的知識を有している．たとえば，学部で会計学

関連の科目を履修していることが望ましい．

乙政正太『財務諸表分析』同文館出版，2005．

後期　火曜 2 限

・ 宿題 (10%)，中間試験
(20%)， 期 末 試 験 (70%)
で評価する．

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週火曜日

10:30-12:00

022-795-4795
oto@econ．tohoku．ac．
jp

・ 予習復習を必ず行うこ

と．

必要に応じで講義の中で紹介する．

　企業が公表する財務データを基礎に，企業の現状と問題点を把握す

るための財務諸表分析の手法について講義がなされる．特に，企業の

特性を評価するための比率分析の手法を解説する．

基礎
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■講義の目的

■講義の概要

講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション

　　●財務諸表分析

講義の概要は以下の通りであり，それぞれ簡単に説明する．

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：財務諸表分析と財務諸表の入手方法

第 3 回：財務諸表の見方

第 4 回：貸借対照表と損益計算書の基本分析

第 5 回：収益性分析

第 6 回：損益分岐点分析

第 7 回：安全性分析

第 8 回：成長性分析

第 9 回：付加価値分析

第 10 回：キャッシュ・フロー分析

第 11 回：企業価値評価の方法 (1)

第 12 回：企業価値評価の方法 (2)

第 13 回：企業価値評価の方法 (3)

第 14 回：利益マネジメントと財務諸表分析

第 15 回：期末試験

　講義の進め方，成績評価についてはシラバスを用いて説明する．また，学習の進め方についても

説明を行う．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

7
1． 財務諸表分析の意義・方法・留意点と財務諸表の入手方法について考察する．
2． 財務諸表は，企業の活動やその成果を表す成績表であり，毎決算期ごとに公表される．ここに

集約されている会計データは「ビジネスの言語」といわれ，財務諸表を分析する利用者には不
可欠のものである．どのような利用者がどのように財務諸表を活用するかを理解すること．

3． 財務諸表の分析方法として，クロスセクション分析と時系列分析がどのように利用されている
かを理解すること．

4． 財務データは，一見，簿記のルールに従い自動的に作成されているかのような印象がある．実
際には，粉飾や利益操作が新聞報道されることがあり，必ずしも自動的に作成されるものでは
ない．財務諸表分析を行う上での注意点を理解すること．

5． わが国でも，各種の書類の提出が，紙メディアでなく，電子メディアで行われるようになった．
財務データをいかに入手するかについて理解すること．

・ステイクホルダー ・情報の非対称性 ・クロスセクション分析 

・時系列分析               ・決算短信 ・EDGAR システム

・EDINET           ・自発的情報開示   ・インベスター・リレーションズ

・定性的情報

・上述の用語について調べよ．

・ テキストの復習問題．

・ 配布プリントの問題 ( 講義の中で指示 )．

1． Sunder, S． 1997． Theory of Accounting and Control , South-Western College Publishing． （山地秀俊･
鈴木一水･松本祥尚･梶原 晃訳　『会計とコントロールの理論 ―契約理論に基づく会計学入門 ― 
』　勁草書房，1998．）

2． 岡部孝好『最新会計学のコア』森山書店，2003．
3． 須田一幸『財務会計の機能 理論と実証』白桃書房，2000．

第 2 回：財務諸表分析と財務諸表の入手方法

　　●財務諸表分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1． 財務諸表分析で用いる連結貸借対照表，連結損益計算書，および連結キャッシュ・フロー計算

書の基本構造を考察する．

2．  連結貸借対照表の構造 － 資産，負債，少数株主持分

3．  連結損益計算書の構造 － 営業損益計算，経常損益計算，および純損益計算

4． 連結キュッシュ・フローの構造 －営業活動によるキャッシュ・フロー，投資活動によるキャッ

シュ・フロー，財務活動によるキャッシュ・フロー

5． 連結財務諸表の相互関係．

第 3 回：財務諸表の見方

・営業循環基準   ・一年基準   ・流動性配列法 

・株式持ち合い   ・発生主義   ・ボトムライン ・直接法

・間接法

・上述の用語について調べよ． 

・テキストの復習問題．

・配布プリントの問題 ( 講義の中で指示）．

1． 岡部孝好『最新会計学のコア』森山書店，2003．

2． 菊池誠一『連結財務分析入門』中央経済社，2002．

　　●財務諸表分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

7
1．実際に公表されている貸借対照表と損益計算書を用いながら，企業の全体像をどのように把握

するかを説明する．

2．  比較財務諸表分析を行うので，3 年分の財務データを入手し，そのデータを利用する．

3．  百分率貸借対照表と百分率損益計算書を作成すること．

4．  垂直分析，水平分析，趨勢分析の方法を理解すること．

5．  セグメント情報による財務諸表分析の方法を理解すること．

6．  わが国における特別利益と特別損失の動向を探ること．

・垂直分析  ・水平分析  ・趨勢分析           ・前期比分析 

・バランスシートのスリム化       ・売上高利益率      ・セグメント情報 

・益出し

1． 渋谷武夫『経営分析の考え方・すすめ方 第 2 版』中央経済社，2001．

2． Wild, J．J．, K．R． Subramanyam, and R． F． Halsey Financial Statement Analysis  (�th), McGraw-
Hill，　2003．

第 4 回：貸借対照表と損益計算書の基本分析

・上述の用語について調べよ． 

・テキストの復習問題．

・配布プリントの問題 ( 講義の中で指示）．

　　●財務諸表分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1． 財務諸表分析の主要な手法である収益性分析について考察する．すなわち，企業がどれくらい

利益をあげているかを投下資本と利益の関係から分析する．

2．事業に投下した資本として貸借対照表のどの項目を選ぶのか，かつその投下資本と比べる利益

としては何を選ぶのかを理解すること．

3． 使用総資本利益率 (ROA) の役割について理解すること．

4． 経営資本営業利益率の役割について理解すること．

5． 株主資本当期純利益率 (ROE) の役割について理解すること．

6． 投下資本利益率の分解について理解すること．

7． 財務レバレッジを利用して，ROA と ROE の関係を理解すること．

第 5 回：収益性分析

・ROA                    ・ROE        ・経営資本

・財務レバレッジ  ・ 事業利益    ・V 字回復

・資本回転率

・上述の用語について調べよ． 

・テキストの復習問題．

・配布プリントの問題 ( 講義の中で指示）．

1． 桜井久勝『財務諸表分析 第 2 版』　中央経済社，2003．

2． 渋谷武夫『経営分析の考え方・すすめ方 第 2 版』中央経済社，2001．

3． Penman, S．H．　Financial Statement Analysis and Security Valuation,Irwin，2003

●財務諸表分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

7
1． 利益を生み出すために，どれだけの売上高をあげる必要があるかに関する分析手法を考察する．

2． 損益分岐点分析においては，売上高に対して費用の発生態様が異なる．すなわち，費用を固定

費と変動費に区分することが必須となることを理解すること．

3．  損益分岐点売上高をどのように算出するかを理解すること．

4．  損益分岐図表の見方を理解すること．

5． 変動費と固定費を分解するために，勘定科目法，総費用法，最小 2 乗法の利用方法を理解する

こと．

6．  損益分岐点売上高を利用して，どのような分析を行うことができるかを理解すること．

・損益分岐点               ・変動費        ・固定費

・限界利益  ・営業レバレッジ    ・勘定科目法

・総費用法                 ・最小 2 乗法        ・損益分岐点比率

1． 桜井久勝『財務諸表分析 第 2 版』中央経済社，2003．

2． 田中 弘 『経営分析－会計データを読む技法』中央経済社，2003．

第 6 回：損益分岐点分析

●財務諸表分析

・上述の用語について調べよ． 

・テキストの復習問題．

・配布プリントの問題 ( 講義の中で指示）．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1． 企業が安定した財務基盤をもっているかどうかを調べるために，安全性分析において利用され

る諸指標を考察する．企業を評価する場合，収益性に加えて安全性も視野に入れなければなら

ない．

2． 資産と負債の関係に焦点を合わせ，短期的な支払能力が企業に備わっているかどうかを理解す

ること．

3．貸借対照表上の株主資本と負債に目を向け，企業の長期財務安全性が確保されているかどうか

を理解すること．

4． 設備投資を行うための長期的な資金をどのように充当しているのかに関する財務体質の健全性

を理解すること．

5．  借入金等による企業の利払能力を評価する指標を理解すること．

第 7 回：安全性分析

●財務諸表分析

・流動比率                 ・当座比率       ・株主資本比率

・負債比率  ・固定比率          ・固定長期適合率

・インタレスト・カバレッジ・レシオ       

・上述の用語について調べよ． 

・テキストの復習問題．

・配布プリントの問題 ( 講義の中で指示）．

1． 桜井久勝『財務諸表分析 第 2 版』中央経済社，2003．

2． 菊池誠一『連結財務分析入門』中央経済社，2002．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

7
1．  企業の将来を予測するには企業がどのように成長しているかを把握する必要がある．過去の

データを基礎に業績の推移 ( 過去の成長状況 ) を測定し，今後も順調に伸びていくかどうかに関

する分析方法を考察する．

2．  前期比，趨勢比，年平均成長率の分析手法を理解すること．

3． 成長性を評価する際にしばしば用いられる項目として，売上高，総資産，株主資本，経常利益，

当期純利益，研究開発費，従業員数がある．これらの実績値を用いた成長性析の意義を理解す

ること．

4． ある企業の成長性の動きではなく，わが国の上場企業全体の動きを把握することを通じて，過

去の経験的な動きを観察してみる．

5． 一株当たり利益 (EPS) の成長率の計算方法を検討する．

・年平均成長率                 ・売上高成長率       ・増収率

・増収率                       ・平均回帰                ・ランダムウォーク

・サステイナブル成長率

1． Palepu, K． G．, P．M． Healy, and V． L． Bernard  Business Analysis & Valuation (3rd), South-Western． 

斎藤静樹監訳『企業分析入門 第 2 版』東京大学出版会，2004．

2． Penman, S．H　Financial Statement Analysis and Security Valuation,Irwin，2003

第 8 回：成長性分析

●財務諸表分析

・上述の用語について調べよ． 

・テキストの復習問題．

・配布プリントの問題 ( 講義の中で指示）．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1．付加価値分析の考察を行う．経営資源である労働力や設備の投入に対してどれだけ付加価値が

創出されたかが分析される．

2．生産性を金額的に示すためには，付加価値を算定することが企業外部の分析者には便利である．

付加価値の計算方法として，控除法と加算法の算出方法について理解すること．

3．付加価値の計算において減価償却費をどのように取り扱うかについて理解すること．

4．企業の生産性は，経営資源の投入に対してどれくらいの成果があったのかを算出することによっ

て分析される．基本指標として労働生産性の役割を理解すること．

5．労働生産性がさまざまなパターンに分解されること理解すること．

6．獲得した付加価値がどのように分配されているのかに関して，労働分配率の役割を検討してみ

ること．

7．新しい付加価値分析の手法として EVA が注目を浴びていることを理解すること．

第 9 回：付加価値分析

●財務諸表分析

・生産性                       ・付加価値        ・控除法

・加算法                       ・労働生産性               ・労働装備率

・設備投資効率                 ・労働分配率              ・EVA

・上述の用語について調べよ． 

・テキストの復習問題．

・配布プリントの問題 ( 講義の中で指示）．

1． 桜井久勝『財務諸表分析 第 2 版』中央経済社，2003．

2． 渋谷武夫『経営分析の考え方・すすめ方 第 2 版』中央経済社，2001．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

7
1．キャッシュ･フロー計算書は，貸借対照表と損益計算書と並ぶ第 3 の財務諸表と位置づけられ

ている．最初に，キャッシュ･フロー計算書の構造を説明し，その後，キャッシュ・フロー・デー

タを用いた比率分析を考察する．

2．キャッシュ・フロー経営の意味を理解すること．その際の，重要な指標であるフリー・キャッシュ・

フローはどのような役割を果たすかを考察する．

3．キャッシュ・フロー計算書は，大別して，営業活動によるキャッシュ・フロー，投資活動によ

るキャッシュ・フロー，財務活動によるキャッシュ・フローに区分されている．それぞれの区

分の構造がどのようになっているかを理解すること．

4．キャッシュ・フロー・データを利用した収益性分析，安全性分析，設備投資分析について理解

すること．

・ 黒字倒産            ・ キャッシュ・フロー経営   ・営業活動によるキャッシュフロー

・ 投資活動によるキャッシュ・フロー     ・ 財務活動によるキャッシュ・フロー     

・ フリー・キャッシュ・フロー   

1． 桜井久勝『財務諸表分析 第 2 版』中央経済社，2003．

2． 渋谷武夫『経営分析の考え方・すすめ方 第 2 版』中央経済社，2001．

第 10 回：キャッシュ・フロー分析

●財務諸表分析

・上述の用語について調べよ． 

・テキストの復習問題．

・配布プリントの問題 ( 講義の中で指示）．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1．企業価値評価を行おうとする際に，会計数値はどのような役割を果たすであろうか．企業価値

評価における分析アプローチを提示し，投資者やアナリストにとって会計数値がどれほど有益

であるかを考察する．

2．分析アプローチの中心は，企業価値のなかでも株主資本の市場価値 ( 株主価値 ) をどのように

推定するかである．企業価値を推定するためにファンダメンタル分析がいかに利用されている

かを理解すること．

3．ファンダメンタル分析において，重要な会計数値の一つとしてフリー・キャッシュ・フローが

あげられる．フリー・キャッシュ・フローによる株式評価モデルを用いて企業価値評価を行う．

4．企業価値評価において会計利益がどのような役割を果たしているのかを検討する．

第 11 回：企業価値評価の方法 (1)

●財務諸表分析

・ ファンダメンタル分析        ・ フリー・キャッシュ・フローによる株式評価モデル

・ 割引配当モデル              ・ 割引率              ・資本コスト 

・ 永久年金                    ・ 株価収益率          ・利益倍

・上述の用語について調べよ． 

・テキストの復習問題．

・配布プリントの問題 ( 講義の中で指示）．

1． 桜井久勝『財務諸表分析 第 2 版』中央経済社，2003．

2． Revsine,L．,D．W．Collins,and W．B． Johnson   Financial Reporting and Analysis, Prentice Hall，2004
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

7
1．会計利益と株価の間の統計的関係が会計研究で数多く実施されている．このような価値関連性

分析においては，両者の関係が強ければ強いほど，会計利益は投資者の意思決定にとって有用

であるというのが一般的な解釈である．日本企業にも価値関連性の証拠が存在するかどうかを

考察する．

2．同レベルの当期の会計利益と将来の期待会計利益をもつ企業が複数存在するとしても，それら

の企業の株価が同じようにプライシングされているとは限らない．これらの相違はどのような

要因によって生まれるのかを考える．

3． 企業価値評価において，利益の質はどのような働きをしているかを理解すること．

・ 価値関連性分析        ・ 利益反応係数       ・ 利益サプライズ

・ 永続的利益            ・ 一時的利益         ・ 価値無関連利益

・ 利益の質            

Revsine,L．,D．W．Collins,and W．B． Johnson  Financial Reporting and Analysis , Prentice Hall．，

2004．

第 12 回：企業価値評価の方法 (2)

●財務諸表分析

・上述の用語について調べよ． 

・テキストの復習問題．

・配布プリントの問題 ( 講義の中で指示）．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1．フリー・キャッシュ・フローによる株式評価モデルとは別の評価アプローチが会計研究で注目

されるようになってきた．このアプローチの考え方によると，当期純利益と株主資本 ( 純資産 )

簿価のような会計数値が評価プロセスに直接に係わってくる．超過利益アプローチによる株式

評価モデルについて考察する．

2．超過利益アプローチによる株式評価モデルにおいて最も重要な仮定が何であるかを理解するこ

と．

3．超過利益アプローチによる株式評価モデルとフリー・キャッシュ・フローによる株式評価モデ

ルとでは，企業価値の推定においてどのような違いがあるかを理解すること．

第 13 回：企業価値評価の方法 (3)

●財務諸表分析

・ 超過利益              ・ 正常利益                         ・ 時価簿価比率

・ 株価純資産倍率        ・ クリーン・サープラス関係    

・上述の用語について調べよ． 

・テキストの復習問題．

・配布プリントの問題 ( 講義の中で指示）．

1．  Revsine,L．,D．W．Collins,and W．B． Johnson  Financial Reporting and Analysis , Prentice Hall．
2004．

2． Palepu, K． G．, P．M． Healy, and V． L． Bernard  Business Analysis & Valuation (3rd), South-
Western，2004． （斎藤静樹監訳『企業分析入門 第 2 版』東京大学出版会．）

3． Penman, S．H． Financial Statement Analysis and Security  Valuation,Irwin，2003．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

7
1． 会計利益の質の低下を招く要因の一つは，会計利益を算定する際に経営者の恣意性が入り込む

ことである．なぜ経営者は恣意的に会計利益を動かそうとするのか，このような経営者の恣意

的な会計行動をどのようにして測定するかを考察する．

2． 会計利益にはどのような経営者の恣意性が入り込むのかについて理解すること．

3． 経営者の裁量行動として，会計的裁量行動と実体的裁量行動を理解すること．

4． 利益マネジメントの戦略と利益マネジメントの動機について理解すること．

5． 経営者の裁量行動を測定する尺度として，なぜ総発生処理額が利用できるかを理解すること．

6． 裁量的発生処理高を測定するモデルについて理解すること．

・ 経営自由の原則              ・ 一般に認められた会計原則         ・ 時価簿価比率

・ 継続性の原則                ・ 利益マネジメント                  ・機会主義的行動 

・ ボーナス・プラン            ・ 総発生処理額                    ・裁量的発生処理額

1．  須田一幸『財務会計の機能 理論と実証』白桃書房，2000．

2． Wild, J．J．, K．R． Subramanyam, and R． F． Halsey  Financial Statement Analysis  (�th), 
McGraw-Hill，2003．

第 14 回：利益マネジメントと財務諸表分析

●財務諸表分析

・上述の用語について調べよ． 

・テキストの復習問題．

・配布プリントの問題 ( 講義の中で指示）．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

これまで学習してきた内容について期末試験を実施する．計算機は各自持参すること．

1．出題範囲：講義中に指示．

2．電卓のみ持込み可（電卓が必要でない問題の場合もある）

第 15 回：期末試験

●財務諸表分析

特になし．

なし．

特になし．必要な文献を講義で示すこともある．
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

8

上級財務諸表分析

乙政　正太

・ テキスト ( 全 19 章 ) の 1 章から 6 章を講義する .
・ 原則として，1 回の講義で 1 章分を説明し，次の回に章末の問題を解

くというペースで講義を進めていく．
・  原則として，講義毎に宿題を課す．また，必要に応じて小テストも行う． 
・ 期末試験を行う．

　財務会計に関する基礎的知識を有している．たとえば，学部で会計学

関連の科目を履修していることが望ましい．

Penman, S. Financial Statement Analysis and Security Valuation．

後期　火曜 3 限

・ 宿題 (10%)，中間試験
(20%)， 期 末 試 験 (70%)
で評価する．

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週火曜日

10:30-12:00

022-795-4795
oto@econ.tohoku.ac.jp

・ 教科書の該当箇所は授

業開始時までに入手し

ておくこと．予習復習

を必ず行うこと．

　乙政正太『財務諸表分析』同文館出版．その他必要に応じで講義の中
で紹介する．

　企業が公表する財務データを基礎に，いかにして企業価値評価を行う

ことができるかについて解説をする．

展開
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■講義の目的

■講義の概要

講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション

　　　●上級財務諸表分析

講義の概要は以下の通りであり，それぞれ簡単に説明する．

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：Chapter1  Introduction to Investing and Valuation

第 3 回：Chapter1 の課題の解説

第 4 回：Chapter2 Introduction to the Financial Statement

第 5 回：Chapter2 の課題の解説

第 6 回：Chapter3 How Financial Statement Are Used in Valuation

第 7 回：Chapter3 の課題の解説

第 8 回：Chapter4 Cash Accounting, Accrual Accounting, and Discounted Cash Flow Valuation

第 9 回：Chapter4 の課題の解説

第 10 回：Chapter5 Accrual Accounting and Valuation : Pricing Book Values

第 11 回：Chapter5 の課題の解説

第 12 回：Chapter6  Accrual Accounting and Valuation : Pricing Earnings

第 13 回：Chapter6 の課題の解説

第 14 回：残余利益モデルに基づく財務比率分析

第 15 回：期末試験

　講義の進め方，成績評価についてはシラバスを用いて説明する．また，学習の進め方についても

説明を行う．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

8

 ファンダメンタル分析が投資家にとってどの程度役立っているかを考察し，テキスト全体の方向
性について概観する．

1.  内在価値の計算．
2.  企業価値の決定と財務諸表の役割．
3.  財務諸表分析は戦略とプランニングにどのように利用されるのか．
4.  比率分析は企業評価にどのように役立っているのか．
5.  成長性はどのように分析され，評価されるのか．
6.  キャッシュフロー情報と発生主義項目情報の関連
7.  P/E 比率の計算
8.  ビジネス予測の方法

・ファンダメンタル分析 ・証券分析 ・株式分析 ・ペイオフ                 ・積極的投資

・消極的投資       ・ベータ           ・アルファ       

章末の課題 .

1. 杉本徳栄・井上達男・梶浦昭友 (2005)『財務諸表分析と証券評価』白桃書房 .
2. 乙政正太 (2005)『財務諸表分析』同文館 . 
3. 須田一幸 (2000)『財務会計の機能』白桃書房 . 

第 2 回：Chapter1  Introduction to Investing and Valuation

　　　●上級財務諸表分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

  1. コンセプトクエスチョンの解説

  2. エクササイズ E1.1 の解説

  3. エクササイズ E1.2 の解説

  4. エクササイズ E1.3 の解説

  5. エクササイズ E1.4 の解説

  6. エクササイズ E1.5 の解説

  7. エクササイズ E1.6 の解説

第 3 回：Chapter1 の課題の解説

特になし

Chapter2 の予習

1. 杉本徳栄・井上達男・梶浦昭友 (2005)『財務諸表分析と証券評価』白桃書房 .

2. 乙政正太 (2005)『財務諸表分析』同文館 .

　　　●上級財務諸表分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

8

 　財務諸表はアナリストがファンダメンタル価値を推測するために役立つ情報を内包している . ア

ナリストのツールとして財務諸表の見方を理解するようにする .

1. 財務諸表に描写されている企業の全体像

2. 財務諸表の各構成要素

3. 財務諸表はどのように整合 ( あるいは「相互関連」) するか

4. 財務諸表を支配する会計関係式 (accounting relations)

5. 株主資本がどのように更新されるかを示すストックとフローの等式

6. ダーティー・サープラス会計 (dirty-surplus accounting) の概念

7. 貸借対照表がどのように測定するかを示す会計原則

8. 株価純資産倍率 (price-to-book ratios) は会計原則にどのように影響を及ぼすか

9. 利益がどのように測定されるかを示す会計原則

10. 株価収益率 (price-earnings ratios) は会計原則にどのように影響を及ぼすか

11. 市場付加価値 (market value added) と利益の差

12. なぜファンダメンタル分析は信頼性基準 (reliability criterion) を強化するように会計士に欲す

るのか

13. 財務諸表はどのように投資家を固定するのか

・ダーティ・サープラス会計 ・株価純資産倍率      ・株価収益率 ・市場付加価値           

・会計原則      ・会計関係式 ・クリーン・サープラス会計

1. 杉本徳栄・井上達男・梶浦昭友 (2005)『財務諸表分析と証券評価』白桃書房 .

2. 乙政正太 (2005)『財務諸表分析』同文館 .

第 4 回：Chapter2 Introduction to the Financial Statement

 Chapter2 の課題

　　●上級財務諸表分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

  1. コンセプトクエスチョンの解説

  2. エクササイズ E2.1 の解説

  3. エクササイズ E2.2 の解説

  4. エクササイズ E2.3 の解説

  5. エクササイズ E2.4 の解説

  6. エクササイズ E2.5 の解説

  7. エクササイズ E2.6 の解説

  8. エクササイズ E2.7 の解説

  9. エクササイズ E2.8 の解説

  10. エクササイズ E2.9 の解説

第 5 回：Chapter2 の課題の解説

特になし .

Chapter3 の予習

1. 杉本徳栄・井上達男・梶浦昭友 (2005)『財務諸表分析と証券評価』白桃書房 .

2. 乙政正太 (2005)『財務諸表分析』同文館 .

　　　●上級財務諸表分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

8

　ファンダメンタル分析と企業価値評価がいかに実施され，財務諸表がそのプロセスでいかに利用

されるかを示す . 財務諸表の分析と予測に関するファンダメンタル分析のための 5 段階のアプロー

チが明らかにされる . 財務諸表を含む単純なスキームも提示する .

1. 企業価値評価テクノロジーはどのようなものか

2. 企業価値評価モデルはどのようなもので，それは資産評価モデルとどのように違うのか

3. 企業価値評価モデルはファンダメンタル分析の構造を示すのか

4. ファンダメンタル分析に含まれる実務的なステップ

5. 財務諸表はどのようにファンダメンタル分析に組み入れられるのか

6. 予測を企業価値評価にどのように転換するのか

7. 最終投資の価値と継続投資の価値の差

8. どのようなビジネス活動が価値を生み出すのか

9. 配当無関連概念 (dividend irrelevance concept)

10. 特定の状況を除いて，なぜ財務取引は価値を生み出さないのか

11. なぜ価値創造の焦点は投資活動と営業活動に合わされるのか

l2. 配当割引モデルはどのように機能するのか ( あるいは機能しないのか )

・企業価値評価テクノロジー ・企業価値評価モデル      ・予測 ・配当無関連             

・配当割引モデル       ・資産ベースの価値評価 ・継続投資

1. 杉本徳栄・井上達男・梶浦昭友 (2005)『財務諸表分析と証券評価』白桃書房 .

2. 乙政正太 (2005)『財務諸表分析』同文館 .

第 6 回：Chapter3 How Financial Statement Are Used in Valuation

 Chapter3 の課題

　　●上級財務諸表分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. コンセプトクエスチョンの解説

2. エクササイズ E3.1 の解説

3. エクササイズ E3.2 の解説

4. エクササイズ E3.3 の解説

5. エクササイズ E3.4 の解説

6. エクササイズ E3.5 の解説

7. エクササイズ E3.6 の解説

8. エクササイズ E3.7 の解説

9. エクササイズ E3.8 の解説

10. エクササイズ E3.9 の解説

11. エクササイズ E3.10 の解説

12. エクササイズ E3.11 の解説

13. エクササイズ E3.12 の解説

14. エクササイズ E3.13 の解説

15. エクササイズ E3.14 の解説

16. エクササイズ E3.15 の解説

17. エクササイズ E3.16 の解説

第 7 回：Chapter3 の課題の解説

特になし

Chapter4 の予習

1. 杉本徳栄・井上達男・梶浦昭友 (2005)『財務諸表分析と証券評価』白桃書房 .

2. 乙政正太 (2005)『財務諸表分析』同文館 .

　　　●上級財務諸表分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

8

　割引キャッシュフロー企業価値評価を考察する．これによって , 将来キャッシュフロー計算書を

予測する方法を学ぶ . また , キャッシュフロー計算書によるキャッシュフローが損益計算書の発生

主義利益とどのように異なるかを考える . 

1. 営業キャッシュフローによって何が表されるのか

2. 投資活動によるキャッシュフローによって何が表されるのか

3. フリーキャッシュフローによって何が表されるのか

4. 割引キャッシュフローの企業評価はどのように機能するのか

5. キャッシュフローの企業評価を適用する場合の問題点

6. なぜフリーキャッシュフローは営業活動で付加した価値を測定しないのか

7. なぜフリーキャッシュローは清算性概念 (liquidation concept) であるのか

8. 割引キャッシュフロー評価は営業活動に関する現金会計をどのように含めるのか

9. なぜ財務諸表に表示される「営業活動によるキャッシュフロー」は営業活動を正確に測定しな

いのか

10. なぜ財務諸表で表示される「投資活動によるキャッシュフロー」は営業における現金投資を正

確に測定しないのか

11. 営業活動に関する発生主義会計は営業活動に関する現金会計とどのように異なるのか

12. 利益と営業活動によるキャッシュフローとの差

13. 利益とフリーキャッシュフローとの差

14. 発生主義会計と投資の会計は損益計算書と貸借対照表にどのような影響を及ぼすのか

15. なぜアナリストはキャッシュフローよりも利益を予想するのか

・割引キャッシュフロー企業評価 ・フリーキャッシュフロー

Lundholm and Sloan(2004) Equity Valuation and Analysis, Irwin.

第 8 回：Chapter4 Cash Accounting, Accrual Accounting, and Discounted Cash Flow Valuation

 Chapter4 の課題

　　　●上級財務諸表分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

 1. コンセプトクエスチョンの解説

 2. エクササイズ E4.1 の解説

 3. エクササイズ E4.2 の解説

 4. エクササイズ E4.3 の解説

 5. エクササイズ E4.4 の解説

 6. エクササイズ E4.5 の解説

 7. エクササイズ E4.6 の解説

 8. エクササイズ E4.7 の解説

 9. エクササイズ E4.8 の解説

 10. エクササイズ E4.9 の解説

第 9 回：Chapter4 の課題の解説

特になし

Chapter5 の予習

1. 杉本徳栄・井上達男・梶浦昭友 (2005)『財務諸表分析と証券評価』白桃書房 .

2. 乙政正太 (2005)『財務諸表分析』同文館 .

　　●上級財務諸表分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

8

　貸借対照表からは省略されている価値をどのように推定するかを検討し，株価純資産倍率をどの

ように推定するかも考える .

1. 「残余利益」とは何か

2. どのようにして残余利益の予測は簿価と P/B 比率についてのプレミアムを示すのか

3. 「正常 P/B 比率」によって何が判明するのか

4. どのように残余利益は普通株式に対するリターン (ROCE) と簿価の成長によって導出されるのか

5. 残余利益評価の差 ( ケース 1，ケース 2，ケース 3)

6. どのように残余利益モデルは，株式の評価と同様に，債権，プロジェクト，戦略を評価するこ

とに適用できるのか

7. どのように残余利益モデル戦略に付加される価値を捉えるのか

8. 残余利益モデルの利点と欠点，ならびにどのように残余利益モデルは配当割引分析と割引キャッ

シュフロー分析と対比されるのか

9. どのように配当，株式発行，自己株式の買戻しは残余利益に影響を及ぼすのか

10. どのように残余利益評価は利益の過大評価から投資家を保護するのか

11. どのように残余利益評価は会計方法によって作られた利益の過大評価から投資家を保護するのか

12. どのように残余利益モデルは逆行分析に用いられるのか

・残余利益      ・株価純資産倍率      

1. Lundholm and Sloan(2004) Equity Valuation and Analysis, Irwin.

2. 須田一幸 (2000)『財務会計の機能』白桃書房 .

第 10 回：Chapter5 Accrual Accounting and Valuation : Pricing Book Values

 Chapter5 の課題

　　●上級財務諸表分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

 1. コンセプトクエスチョンの解説

 2. エクササイズ E5.1 の解説

 3. エクササイズ E5.2 の解説

 4. エクササイズ E5.3 の解説

 5. エクササイズ E5.4 の解説

 6. エクササイズ E5.5 の解説

 7. エクササイズ E5.6 の解説

 8. エクササイズ E5.7 の解説

 9. エクササイズ E5.8 の解説

10. エクササイズ E5.9 の解説

11. エクササイズ E5.10 の解説

12. エクササイズ E5.11 の解説

13. エクササイズ E5.12 の解説

14. エクササイズ E5.13 の解説

15. エクササイズ E5.14 の解説

16. エクササイズ E5.15 の解説

17. エクササイズ E5.16 の解説

18. エクササイズ E5.17 の解説

第 11 回：Chapter5 の課題の解説

特になし .

Chapter5 の予習

1. 杉本徳栄・井上達男・梶浦昭友 (2005)『財務諸表分析と証券評価』白桃書房 .

2. 乙政正太 (2005)『財務諸表分析』同文館 .

　●上級財務諸表分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

8

　損益計算書上の利益をどのようにプライシングするかを検討し，内在的な株価収益率をどのよう

に計算するかを考える .

1. 「異常利益成長」 とは何か .

2.  異常利益成長の予測はどんな本源的 P/E 比率を生み出すのか .

3.  正常な P/E 比率によって何が求められるのか .

4.  配当落ち利益成長と配当付き利益成長の差 .

5.  異常利益成長の差 ( ケース 1 とケース 2).

6.  異常利益成長評価用いた利点と欠点，ならびに評価どのように残余利益評価と比較されるか .

7.  配当，株式発行，株式の買戻しはどのように異常利益成長に影響を及ぼすのか .

8.  その異常利益成長は残余利益の変化に等しい．

9.  異常利益成長評価は利益成長の過大評価からどのように投資家を保護するのか .

10. 異常利益成長評価は会計方法によって創られる利益の支払からどのように投資家を保護する

のか .

11. 逆行分析における異常利益成長モデルの利用方法 .

12. PEG 比率とは何か

・異常利益成長      ・配当落ち           

Lundholm and Sloan(2004) Equity Valuation and Analysis, Irwin.

第 12 回：Chapter6  Accrual Accounting and Valuation : Pricing Earnings

 Chapter6 の課題

　　　●上級財務諸表分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. コンセプトクエスチョンの解説

2. エクササイズ E6.1 の解説

3. エクササイズ E6.2 の解説

4. エクササイズ E6.3 の解説

5. エクササイズ E6.4 の解説

6. エクササイズ E6.5 の解説

7. エクササイズ E6.6 の解説

8. エクササイズ E6.7 の解説

9. エクササイズ E6.8 の解説

10. エクササイズ E6.9 の解説

11. エクササイズ E6.10 の解説

12. エクササイズ E6.11 の解説

13. エクササイズ E6.12 の解説

14. エクササイズ E6.13 の解説

15. エクササイズ E6.14 の解説

第 13 回：Chapter6 の課題の解説

特になし .

なし .

1. 杉本徳栄・井上達男・梶浦昭友 (2005)『財務諸表分析と証券評価』白桃書房 .

2. 乙政正太 (2005)『財務諸表分析』同文館 .

　　●上級財務諸表分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

8

  残余利益モデルに基づく財務諸表分析の手法を学ぶ . この手法は , 従来の財務比率分析とは異なり ,

企業評価と直接理論的に結びついている . 特徴としては , 包括利益を用いる , 営業活動と財務活動

を区分する , 利益構成要素の持続性を考慮するなどといった点があげられる .

1. 残余利益モデルの説明

2. 残余利益モデルに基づく財務諸表分析

3. 株主資本利益率の分解

4. 株主資本簿価の分解

5. 残余利益の成長性

6. 利益構成要素の持続性

7. 財務比率の有用性と P/B 比率

・企業価値      ・包括営業利益     ・営業資産     ・営業負債             ・財務資産         

・財務負債

        

太田浩司「残余利益モデルに基づく財務比率分析」『証券アナリストジャーナル』Vol.42, N0.4 ; 

23-34,2004．

第 14 回：残余利益モデルに基づく財務諸表分析

テストの準備

　　　●上級財務諸表分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

これまで学習してきた内容について期末試験を実施する．計算機は各自持参すること．

1. 出題範囲：講義中に指示 .

2. 電卓のみ持込み可（電卓が必要でない問題の場合もある）

第 15 回：期末試験

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●上級財務諸表分析
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

9

簿記 1

成田　由加里

・  原則として学習項目に関する練習問題及びその解説を実施する .
・ 理解状況確認のために総合問題を主とした復習テストを行う . 小テス

トについては随時実施する .
・ 宿題については随時実施する .
・ 期末試験を実施する .

日商簿記 2 級程度の知識を有することが望ましい .

中島稔哲『簿記』同文館，2005

その他，必要に応じて講義の中で紹介する .

前期　木曜 2 限

・ 期末試験 (80%)・復習
テスト (15％ )・小テス
トおよび課題 (5％ ) で評
価する .

・ AA　（90 点以上），　　
A（80 点以上 90 点未満），
B（70 点以上 80 点未満），
C（60 点以上 70 点未満）
D(60 点未満；不合格）

授業のある日　

16:10-17:30

ynarita@econ.tohoku.ac.jp

・ 予習復習を必ず行うこ

と

・大原会計士科 『ニュー簿記バイブル』東洋書店．
・広瀬義州「財務会計（第 6 版）」．

　企業の経済活動を表す財務諸表を作成するために基本となる簿記の

考え方を学ぶ . 対象とするのは個別財務諸表であり，個別財務諸表作

成レベルの簿記の理解をその目的とする . 個々の取引を適格に処理し，

総合問題に対する解答力を高めていくことにより個別財務諸表を作成

する力を養い，簿記の考え方について理解を深める .

基礎
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■講義の予定

■講義の概要

第 1 回：オリエンテーション

　　　　　企業活動と会計について理解する

　　　　財務諸表の構造／複式簿記の基本原理１～基礎的な取引と仕訳①

第 2 回：小テスト

　　　　複式簿記の基本原理２～基礎的な取引と仕訳②・決算手続

第 3 回：複式簿記の基本原理３～帳簿組織・勘定連絡

第 4 回：復習テストⅠ

第 5 回：販売～一般商品販売／棚卸資産／金銭債権に関する会計処理

第 6 回：人事・経費業務に関する会計処理

　　　　税務業務に関する会計処理

第 7 回：固定資産取引に関する会計処理

第 8 回：資金調達等の財務活動に関する会計処理

第 9 回：復習テストⅡ

第 10 回：販売～特殊商品売買に関する会計処理①

第 11 回：販売～特殊商品売買に関する会計処理②

第 12 回：資産運用等の財務活動に関する会計処理～有価証券・新株予約権付社債

第 13 回： 本支店会計／建設業会計・受注制作のソフトウエア会計

第 14 回：復習テストⅢ

第 15 回：期末試験

第 1 回：講義の内容・目的／この講義で学ぶべき用語

　　　　●簿記 1

１．オリエンテーション

２．企業活動と会計について理解する

□企業の主な業務フローを理解する

３．財務諸表の構造を理解する

□貸借対照表・損益計算書・株主資本等変動計算書・キャッシュフロー計算書を構成する科目

等を理解する

□貸借対照表・損益計算書・株主資本等変動計算書・キャッシュフロー計算書の関連性を理解

する

４．複式簿記の基本原理１～基礎的な取引と仕訳①

　　演習問題を解きながら基礎的な取引の仕訳を理解する

□企業の主な業務フローと会計処理の流れの関連性を理解する

□各業務フロー（会計・財務・購買・棚卸資産・販売・人事経費・税務・固定資産）の基礎的

な取引に関する仕訳を理解する
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

9
1．小テスト：財務諸表の構造の理解

2．複式簿記の基本原理２～基礎的な取引と仕訳②

演習問題を解きながら，各業務フローの基礎的な取引に関する仕訳を理解する .

3．決算手続を理解し，財務諸表を作成する .

財務： □現金預金に関する会計処理の理解：預金残高調整表

購買・棚卸資産：□売上原価の算定方法

　　　　　　　　□取得原価の決定：仕入諸掛，割引等

人事・経費：□発生主義による会計処理：経過勘定項目

税務：□所得課税の税金の会計処理：法人税・住民税・事業税

固定資産：□有形固定資産の取得原価の決定

　　　　　□有形固定資産の減価償却：個別償却

会計：□基本的な取引から個別財務諸表を作成する：貸借対照表・損益計算書・株主資本等変動計

　　　算書・キャッシュフロー計算書（直接法）

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 2 回　複式簿記の基本原理２～基礎的な取引と仕訳②・決算手続

　　　　●簿記 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．帳簿組織を理解する

２．帳簿組織を理解した上で，勘定連絡について理解する

３．上記理解のため，及び伝票会計について理解を深めるため伝票起票実習を行う .

（会計実務では，会計ソフトにより会計処理が行われることが多いが，その際でも，帳簿組織お

よびデータの流れ方は伝票で行う場合と変わらない . したがって伝票による処理の理解は，会

計ソフトで処理する場合にも必要であることに留意すること）

第 3 回：複式簿記の基本原理３～帳簿組織・勘定連絡

□仕訳帳・総勘定元帳・補助元帳の関連，記帳内容

□現金出納帳・預金出納長・仕入帳・売上帳・受取手形記入帳・支払手形記入帳

□勘定連絡の使い方

伝票を使用して，帳簿を作成すること．振替伝票を各自用意すること . 詳細は講義で説明する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

9
・第 1 回から第 3 回までの講義内容について復習テストを実施する .

・問題は，総合問題をメインとする .

□今回のテストで正解しなかった項目について認識する

□理解不足の項目について，理解を徹底する

□全て正解できた場合には，問題を数回とき，より短時間で処理できるよう鍛える

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回：復習テストⅠ

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

　　　　●簿記 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　商品の仕入，販売，売上債権の回収の一連の取引に係る会計処理について理解する .

2.　売上債権の回収について，貸し倒れる場合，貸倒引当金の処理について理解する .

第 5 回：一般商品販売／棚卸資産／金銭債権に関する会計処理

□売上諸掛

□売上の値引・返品・割戻と割引

□売上割戻引当金

□返品調整引当金

□棚卸資産に関して払出原価の計算方法

□棚卸資産の期末評価

□受取手形・支払手形

□為替手形

□裏書手形

□割引手形

□貸倒引当金の算定方法

□差額補充法と洗替法

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

9
人事・経費業務に関する会計処理

１．人事・経費の支出の際の会計処理について理解する .

　　企業の支出に関して，経費か資産かの区別について理解する .

２．賞与関連：賞与と賞与引当金，役員賞与について理解する .

３　退職金：退職金，退職給与引当金 .

税務業務に関する会計処理

１．税金の種類を理解する .

２．消費税，外形標準課税の会計処理について理解する .

３．中間納付，還付，追徴課税がある場合の法人税等，消費税の会計処理について理解する .

□資産と費用の区別
・　修繕費か固定資産の資本的支出か
・　研究開発費かソフトウエア（無形固定資産）か
□賞与引当金
□役員賞与
□退職給付引当金
□退職一時金
□退職年金
□退職給付債務
□年金資産
□勤務費用
□利息費用
□期待運用収益
□前払年金費用
□過去勤務債務・数理計算上の差異
□消費税：　税抜処理　
□外形標準課税の会計処理
□中間納付，還付，追徴課税

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 6 回：人事・経費業務に関する会計処理・税務業務に関する会計処理

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

　　　　●簿記 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.  有形固定資産取引に関する会計処理を理解する .

2.  無形固定資産取引に関する会計処理を理解する .

第 7 回：固定資産取引に関する会計処理

＜有形固定資産＞
□下取の場合の取得原価
□総合償却
□減耗償却
□取替法
□臨時償却
□減損
□建設仮勘定

＜無形固定資産＞
□ソフトウエアの取得原価
□市場販売目的のソフトウエアの償却
□市場販売目的のソフトウエアの期末評価
□自社利用目的のソフトウエアの償却
□自社利用目的のソフトウエアの期末評価
□借地権

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

9
企業における資金調達活動に関する会計処理を理解する .

１．間接金融：銀行借入

２．直接金融：社債

３．直接金融：資本金

４．自己株式

５．間接金融：ファイナンス・リース取引

□借入金の長短区分表示
□利息の計算
□社債
□社債の繰上償還
□社債利息
□社債発行差金（繰延資産）と償却
□社債発行費（繰延資産）と償却
□増資
□減資
□新株式申込証拠金
□新株予約権
□自己株式の取得
□自己株式の処分
□ファイナンス・リース取引の借手側の処理・貸手側の処理
□オペレーティング・リース取引の借手側の処理・貸手側の処理

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 8 回：資金調達等の財務活動に関する会計処理

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

　　　　●簿記 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.  第５回から第８回までの講義内容について復習テストを実施する .

2.  問題は，総合問題をメインとする .

第 9 回：復習テストⅡ

□今回のテストで正解しなかった項目について認識する .
□理解不足の項目について，理解を徹底する .
□全て正解できた場合には，問題を数回とき，より短時間で処理できるよう鍛える .

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

9

第 10 回：販売～特殊商品売買に関する会計処理①

　　　　●簿記 1

１．販売取引のうち，特殊商品売買～割賦販売に関する会計処理を理解する .

２．特殊商品売買の総合問題を解く力を鍛える .

３.　商品の流れと勘定科目の関連を理解する .

□割賦販売の収益認識基準はいつか
□商品の流れと勘定連絡図
□原価率の算定
□販売基準
□回収期限到来基準
□回収基準
□対照勘定法
□未実現利益控除法
□販売基準と回収基準の比較

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .



140東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

第 11 回：販売～特殊商品売買に関する会計処理②

　　　　●簿記 1

販売取引のうち，特殊商品売買に関する会計処理を理解する .

１.　予約販売

２．未着品販売

３．委託販売

４．受託販売

５．試用販売

□各販売形態の収益認識基準はいつか
□商品の流れの理解
□原価率の算定
□荷為替手形
□仕切精算書到着基準
□予約販売
□未着品販売
□委託販売
□受託販売
□試用販売

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

なし . 必要があれば講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

9
１．有価証券の分類と分類に応じた会計処理を理解する .

２．各有価証券の取得，売却，期末評価，賃借等についての会計処理を理解する .

□ 4 分類の背景と各会計処理の考え方を理解する
□４分類の有価証券の取引の取得，売却，期末評価，表示，賃借等についての会計処理
□売買目的有価証券
□満期保有目的債権
□子会社株式および関連会社株式
□その他有価証券
□その他有価証券評価差額金
□市場価格のない有価証券
□減損処理

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 12 回：資産運用等の財務活動に関する会計処理～有価証券・新株予約権付社債

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

　　　　●簿記 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　本支店会計の会計処理を理解する .

2.　建設業特有の勘定科目および会計処理を理解する .

3.　受注制作のソフトウエアの会計処理を理解する .

第 13 回：本支店会計・建設業会計・受注制作のソフトウエアの会計処理

□本店勘定・支店勘定の処理
□内部利益の除去
□長期請負工事
□未成工事支出金
□完成工事未収入金
□未成工事受入金
□工事進行基準

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

9
1.　第１０回から第１３回までの講義内容について復習テストを実施する .

2.　問題は，総合問題をメインとする .

□今回のテストで正解しなかった項目について認識する .
□理解不足の項目について，理解を徹底する .
□全て正解できた場合には，問題を数回とき，より短時間で処理できるよう鍛える .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 14 回：復習テストⅢ

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

　　　　●簿記 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 出題範囲：第 1 回から第 14 回までの範囲について，総合問題を中心に出題する .

2. 電卓のみ持込み可

第 15 回：期末テスト

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 1
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

10

簿記 2

成田　由加里

・ 原則として学習項目に関する練習問題及びその解説を実施する .
・ 理解状況確認のために総合問題を主とした復習テストを行う . 小テス

トについては随時実施する .
・ 宿題については随時実施する .
・ 期末試験を実施する .

　簿記１の知識を前提に講義を進めるので，簿記１の内容については理

解していること .

榎本正博・一法師信武『連結会計』同文館，2005.

その他，必要に応じて講義の中で紹介する .

後期　木曜 5 限

・ 期末試験 (80%)・復習
テスト (15％ )・小テス
トおよび課題 (5％ ) で評
価する .

・ AA　（90 点以上），　　
A（80 点以上 90 点未満），
B（70 点以上 80 点未満），
C（60 点以上 70 点未満）
D（60 点未満；不合格）

授業のある日　

14:40-16:10

ynarita@econ.tohoku.ac.jp

・ 予習復習を必ず行うこ

と

・大原会計士科 『ニュー簿記バイブル』東洋書店
・広瀬義州『財務会計（第 6 版）』
・『ニュー連結バイブル』東洋書店

　企業の経済活動を表す財務諸表を作成するために基本となる簿記の考

え方を学ぶ . 対象とするのは主に連結財務諸表であり，連結財務諸表作

成レベルの簿記の理解をその目的とする . 個々の連結修正項目を的確に

処理し，総合問題に対する解答力を高めていくことにより連結財務諸表

を作成する力を養い，連結会計の考え方について理解を深める . なお，

連結会計の前提となる税効果会計，外貨換算なども当講義の範囲とする .

基礎
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■講義の予定

■講義の内容・目的

１．オリエンテーション

２．企業活動と会計について理解する

３．個別財務諸表における税効果会計について理解する

この講義で学ぶべき用語

□税金の期間配分

□繰延税金資産・繰延税金負債の認識と測定

□法人税等調整額

□財務諸表における表示

第 1 回：講義の内容・目的

　　　　●簿記 2

第 1 回：オリエンテーション

　　　　税効果会計

第 2 回：外貨換算　

第 3 回：連結会計の基本～概略・財務諸表

第 4 回：復習テストⅠ

第 5 回：連結～連結対象となる個別財務諸表の修正

第 6 回：連結～企業グループ間の資本取引に関する会計処理 ①

第 7 回：連結～企業グループ間の販売等取引に関する会計処理①

第 8 回：連結～企業グループ間の販売等取引に関する会計処理②

　　　　連結～税効果会計

第 9 回：復習テストⅡ

第 10 回：連結～連結株主資本等変動の分析

第 11 回：連結～企業グループ間の資本取引に関する会計処理 ②

第 12 回：連結～持分法，その他

第 13 回：連結～連結キャッシュ・フロー計算書

　　　　  連結～セグメント情報

第 14 回：復習テストⅢ

第 15 回：期末試験
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

10
　ここでは，個別財務諸表ベースの外貨換算について学習する . 在外子会社の外貨換算について

は，連結財務諸表の範囲とする .

１．本店における外貨換算処理を理解する .

２．在外支店の財務諸表項目の換算を理解する .

□外貨建金銭債権債務の換算方法

□外貨建有価証券の換算方法　

□有価証券の種類による換算・評価の考え方を理解する .

□外貨換算差額の処理

□在外支店の財務諸表項目の換算方法の考え方

□在外支店の B/S 項目の換算方法

□在外支店の P/ L 項目の換算方法

□在外支店の外貨換算差額の処理

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 2 回 ：外貨換算

　　　　●簿記 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．連結会計手続きの概略を理解する

２．連結財務諸表の科目・構造を理解する

３．連結株主資本等変動の分析を理解する

４．少数株主持分・少数株主損益について理解し，加えて少数株主持分と連結株主資本等の関係に

ついて理解する .

第 3 回：連結会計の基本～概略・財務諸表

□連結財務諸表作成手続きの概略

□連結財務諸表作成手続きのスタートは何か～個別財務諸表と差異

□連結修正仕訳

□連結精算表

□連結貸借対照表

□連結損益計算書

□連結株主資本等変動計算書

□連結キャッシュフロー計算書

□少数株主持分

□少数株主損益

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

10
1.　第 1 回から第 3 回までの講義内容について復習テストを実施する .

2.　問題は，総合問題をメインとする .

□今回のテストで正解しなかった項目について認識する .

□理解不足の項目について，理解を徹底する .

□全て正解できた場合には，問題を数回とき，より短時間で処理できるよう鍛える .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回：復習テストⅠ

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

　　　　●簿記 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．子会社の資産・負債の時価評価の処理を理解する .

２．連結税効果会計を理解する .

３．在外子会社の外貨建財務諸表の換算について理解する .

第 5 回：連結～連結対象となる個別財務諸表の修正

□全面時価評価法

□部分時価評価法

□全面時価評価法と部分時価評価法の相違

□子会社時価評価における税効果会計

□在外子会社の B/S 項目の換算

□在外子会社の P/ L 項目の換算

□在外子会社の外貨換算差額の処理

□在外子会社と在外支店の換算差額の処理の相違

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

10
１．投資と資本の相殺消去

２．のれんの会計処理

以下に関する会計処理
□投資と資本の相殺消去
□のれん
□のれんの償却
□開始仕訳
□段階的取得

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 6 回：連結～企業グループ間の資本取引に関する会計処理 ①

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

　　　　●簿記 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　「個別合算で計上されている内部取引を，連結ベースで適正に表示するためにはどうすべきか＝

各場面の内部取引がなかったことにするためにはどのような処理が必要か」の考え方を学習する .

1.　企業グループ間の販売取引に関する連結修正消去仕訳を理解する .

2.　上記販売取引に関する債権債務・貸倒引当金の連結修正消去仕訳を理解する .

3.　未実現利益の連結修正消去仕訳を理解する .

4.　財務取引の連結修正消去仕訳を理解する .

　手形取引・社債取引・未実現利益

5.　固定資産取引の連結修正消去仕訳を理解する .

　　　非償却資産・償却資産・未実現利益

第 7 回：連結～企業グループ間の販売等取引に関する会計処理①

下記についての会計処理の理解
□未実現利益の消去
□未実現利益の実現
□未達取引

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

10
１．第 7 回：連結～企業グループ間の販売等取引に関する会計処理①について，以下の場合の処

理を理解する .

　　・税効果会計を適用する場合 .

　　・少数株主がいる場合 .

２．上記処理の結果，株主資本にはどのような影響があるか理解する .

□ダウンストリーム
□アップストリーム
□未実現利益が実現した場合の処理

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 8 回：連結～企業グループ間の販売等取引に関する会計処理②・連結～税効果会計

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

　　　　●簿記 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.  第 5 回から第 8 回までの講義内容について復習テストを実施する .

2.  問題は，総合問題をメインとする .

第 9 回：復習テストⅡ

□今回のテストで正解しなかった項目について認識する .
□理解不足の項目について，理解を徹底する .
□全て正解できた場合には，問題を数回とき，より短時間で処理できるよう鍛える .

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

10
１. 　連結株主資本等変動の分析について学習する .

２. 　あるべき連結株主資本と連結修正消去仕訳の結果の整合性について理解する .

□連結株主資本等変動分析表
□上記分析表よりあるべき連結株主資本等を算定する .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 10 回：連結～連結株主資本等変動の分析

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

　　　　●簿記 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．子会社の一部売却について，考え方・処理を理解する .

２．子会社増資について，考え方・処理を理解する .

第 11 回：連結～企業グループ間の資本取引に関する会計処理 ②

□持分比率が変わらない場合の連結修正消去仕訳
□持分比率が増加する場合の連結修正消去仕訳
□持分比率が減少する場合の連結修正消去仕訳
□部分時価評価法の場合
□全面時価評価法の場合

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

10
１．１行連結といわれる持分法の考え方を理解する .

２．持分法における処理を理解する .

□一行連結
□持分法における税効果会計
□持分法における未実現利益の処理
□持分法適用損益

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 12 回：連結～持分法，その他

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

　　　　●簿記 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　連結キャッシュ・フロー計算書の構造・科目を理解する .

2.　連結キャッシュ・フロー計算書の作成方法を理解する .

3.　セグメント情報の作成方法を理解する .

第 13 回：連結～連結キャッシュ・フロー計算書・連結～セグメント情報

□直接法・間接法の違い
□間接法による作成方法
□ファイナンスリース取引がある場合
□利息等の表示
□外貨換算を伴う場合の処理
□セグメント
□配賦計算

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

10
1.　第 10 回から第 13 回までの講義内容について復習テストを実施する .

2.　問題は，総合問題をメインとする .

□今回のテストで正解しなかった項目について認識する .
□理解不足の項目について，理解を徹底する .
□全て正解できた場合には，問題を数回とき，より短時間で処理できるよう鍛える .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 14 回：復習テストⅢ

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

　　　　●簿記 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 出題範囲：第 1 回から第 14 回までの範囲について，総合問題を中心に出題する .

2. 電卓のみ持込み可

第 15 回：期末テスト

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 2
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

11

簿記 3

成田　由加里

・ 原則として演習問題及びその解説を実施する .
・ 期末試験を実施する

　簿記１および２の知識を前提に講義を進めるので，簿記１および２の

内容については理解していること .

必要に応じて講義の中で紹介する .

前期　木曜 4 限

・ 期 末 試 験 (80%) 演 習
(20%) で評価する .

・ AA　（90 点以上），　　
A（80 点以上 90 点未満），
B（70 点以上 80 点未満），
C（60 点以上 70 点未満）
D（60 点未満；不合格）

授業のある日　

16:10-17:30

ynarita@econ.tohoku.ac.jp

・ 予習復習を必ず行うこ

と

・榎本正博・一法師信武『連結会計』同文館，2005
・『ニュー簿記バイブル」東洋書店，
・広瀬義州『財務会計（第 6 版）』.
・『ニュー連結バイブル』東洋書店 .

　企業の経済活動を表す財務諸表を作成するために基本となる簿記の考

え方を学ぶ .

　個別論点を学習した後，総合問題を中心とした演習を行い，会計処理

の力を高め，簿記の考え方に対する理解を深める .

展開
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■講義の予定

■講義の内容・目的

１．オリエンテーション

２．企業活動と会計について理解する．

３．連結キャッシュフロー計算書（間接法）について理解する．

４．中間財務諸表特有の処理について理解する．

この講義で学ぶべき用語

□連結キャッシュフロー計算書の構造

□連結キャッシュフロー計算書の作成手続き

□間接法

□在外子会社の換算

□中間財務諸表の法人税等の処理

□原則法

□間便法

第 1 回：オリエンテーション・中間財務諸表・連結キャッシュフロー計算書（間接法）

　　　　●簿記 3

第 1 回：オリエンテーション

　　　　連結キャッシュフロー計算書；間接法

　　　　中間財務諸表

第 2 回：デリバティブに関する会計処理

　　　　ヘッジ会計

第 3 回：企業結合と事業分離 

第 4 回：演習～復習

第 5 回：役員賞与，純資産の部，株主資本等変動計算書

第 6 回：演習～個別

第 7 回：演習～個別　

第 8 回：演習～個別

第 9 回：演習～連結

第 10 回：演習～連結

第 11 回：連結～企業グループ間の資本取引に関する会計処理

第 12 回：演習～連結

第 13 回：演習～連結

第 14 回：復習テスト

第 15 回：期末試験
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

11
１．デリバティブに関する会計処理を理解する．

２．ヘッジ会計を理解する．

□為替予約

□時価評価

□先物

□オプション

□スワップ

□繰延ヘッジ会計

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 2 回 ：デリバティブに関する会計処理・ヘッジ会計

　　　　●簿記 3
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．パーチェス法による企業結合の会計処理を理解する．

２．持分プーリング法による企業結合の会計処理を理解する．

３．株式交換の会計処理を理解する．

４．事業分離の会計処理を理解する．

第 3 回：企業結合と事業分離

□時価評価

□のれん

□パーチェス法と持分プーリング法による処理の相違は何か．

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 3
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

11

　　　　●簿記 3

第 1 回から第 4 回までの講義内容について復習テストを実施する .

□今回のテストで正解しなかった項目について認識する .

□理解不足の項目について，理解を徹底する .

□全て正解できた場合には，問題を数回とき，より短時間で処理できるよう鍛える .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回：演習～復習

なし . 必要があれば講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　　　　●簿記 3

1.　新基準の内容について理解する．

2.　個別株主資本等変動計算書；株主資本の各項目のみ残高がある場合．

3.　個別株主資本等変動計算書；株主資本以外の変動を含む場合．

第 5 回：役員賞与，純資産の部，株主資本等変動計算書

□役員賞与

□繰延ヘッジ損益

□新株予約権

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

11
1.　総合問題を解く力を養う .

2.　演習後解説を行う .

＜出題ポイント＞

□一般商品売買

□特殊商品売買

□有価証券

□貸倒引当金

□ファイナンスリース取引

□退職給付引当金

□税効果会計

□今回のテストで正解しなかった項目について認識する .
□理解不足の項目について，理解を徹底する .
□全て正解できた場合には，問題を数回とき，より短時間で処理できるよう鍛える .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 6 回：演習～個別

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

　　　　●簿記 3
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　総合問題を解く力を養う .

2.　演習後解説を行う .

＜出題ポイント＞

□商品売買

□税効果

□有価証券

□外貨換算

□新株予約権付社債

□貸倒引当金

□退職給付引当金

□今回のテストで正解しなかった項目について認識する .
□理解不足の項目について，理解を徹底する .
□全て正解できた場合には，問題を数回とき，より短時間で処理できるよう鍛える .

第 7 回：演習～個別

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 3
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

11

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 8 回：演習～個別

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

　　　　●簿記 3

1.　総合問題を解く力を養う .

2.　演習後解説を行う .

＜出題ポイント＞

□個別キャッシュ・フロー計算書

□直接法

□間接法

□利息・配当金の記載区分

□換算差額

□今回のテストで正解しなかった項目について認識する .
□理解不足の項目について，理解を徹底する .
□全て正解できた場合には，問題を数回とき，より短時間で処理できるよう鍛える .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　総合問題を解く力を養う .

2.　演習後解説を行う .

＜出題ポイント＞

□連結財務諸表

□本支店会計

□部分時価評価法

□在外子会社の連結

□在外持分法適用会社

□在外支店

□税効果会計

第 9 回：演習～連結

□今回のテストで正解しなかった項目について認識する .
□理解不足の項目について，理解を徹底する .
□全て正解できた場合には，問題を数回とき，より短時間で処理できるよう鍛える .

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 3
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

11
1.　総合問題を解く力を養う .

2.　演習後解説を行う .

＜出題ポイント＞

□全面時価評価法

□企業グループ間の商品売買取引

□アップストリーム

□ダウンストリーム

□全額消去持分按分負担方式

□企業グループ間の固定資産取引

□持分法

□連結税効果

□今回のテストで正解しなかった項目について認識する .
□理解不足の項目について，理解を徹底する .
□全て正解できた場合には，問題を数回とき，より短時間で処理できるよう鍛える .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 10 回：演習～連結

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

　　　　●簿記 3
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．子会社の一部売却について，考え方・処理を理解する .

２．子会社増資について，考え方・処理を理解する .

３．自己株式

第 11 回：連結～企業グループ間の資本取引に関する会計処理

□持分比率が変わらない場合の連結修正消去仕訳
□持分比率が増加する場合の連結修正消去仕訳
□持分比率が減少する場合の連結修正消去仕訳
□部分時価評価法の場合
□全面時価評価法の場合
□自己株式

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

榎本正博・一法師信武『連結会計』同文館，2005

　　　　●簿記 3
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

11
1.　総合問題を解く力を養う .
2.　演習後解説を行う .
＜出題ポイント＞
□部分時価評価法
□持分法から連結への移行
□企業グループ間の販売取引
□未実現利益の消去
□子会社の第 3 者割当増資
□自己株式
□親会社株式の取得と売却
□子会社株式の追加取得・一部売却
□持分法
□連結税効果会計

□今回のテストで正解しなかった項目について認識する .
□理解不足の項目について，理解を徹底する .
□全て正解できた場合には，問題を数回とき，より短時間で処理できるよう鍛える .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 12 回：演習～連結

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

　　　　●簿記 3
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　総合問題を解く力を養う .

2.　演習後解説を行う .

＜出題ポイント＞

□親会社の個別財務諸表の作成

□在外子会社の連結

□全面時価評価法

□決算日の差異にかかわる修正

□企業グループ間の販売取引

□連結税効果

第 13 回：演習～連結

□今回のテストで正解しなかった項目について認識する .
□理解不足の項目について，理解を徹底する .
□全て正解できた場合には，問題を数回とき，より短時間で処理できるよう鍛える .

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 3
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

11
1.　総合問題を解く力を養う .
2.　復習テスト

□今回のテストで正解しなかった項目について認識する .
□理解不足の項目について，理解を徹底する .
□全て正解できた場合には，問題を数回とき，より短時間で処理できるよう鍛える .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 14 回：復習テスト

なし . 必要があれば講義で示すこともある .

　　　　●簿記 3
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 出題範囲：第 1 回から第 14 回までの範囲について，総合問題を中心に出題する .

2. 電卓のみ持込み可

第 15 回：期末テスト

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●簿記 3
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

12

公会計

篠原　榮一

　近年の海外及び国内での公会計制度改革の流れとその理論的背景等を

理解すること . 更には現在の実例を紹介することにより，今後の公会計

の果たすべき役割を認識すること .

企業会計に関する基礎的な知識を具備していることが望ましい .

　公会計の海外と国内における変遷をたどり，公会計の特徴を把握し，

その結果，企業会計の理解が進むことを目指す . 日本での行財政改革に

おいて果たしている公会計を紹介する . さらには，独立行政法人やＪＲ，

ＪＴ，日本道路公団・郵政公社の民営化にける問題点を商紹介すること

により，日本の財政制度及び公会計制度の今後の課題を探る .

　公会計の概念の理解と具体例の理解を主体とし，仕訳には立ち入らな

い .

資料配布 .

連続講義

（予定：9 月 11 日～ 9 月 15 日）

・期末試験 (70%) 行う . ま
た，授業への積極的な参
加（討論・発表等）(30%)
を加点事由にする .

・AA(90 点以上 )，
  A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )， 
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

講義の日
17:00-19:00

連絡先（e-mail アドレス等）
については講義で連絡す
る .

・ 細かいことの暗記ではな

く，より理解を深めるこ

とを目指しますので，柔

軟な精神的姿勢で授業に

参加してください .

・ 出来るだけ意見等を発表

して頂きたい .

必要に応じて講義の中で紹介する .

展開



1�� 東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の予定

第 1 回：ガイダンス：講義の全体像の説明

第 2 回：公会計の目的－アカウンタビリティとガバナンス等

第 3 回：公会計の特徴－海外及び国内の紹介と経緯等

第 4 回：公会計の基礎概念１－公会計基準

第 5 回：公会計の基礎概念２－公共財，非交換取引，行政サービス提供能力等

第 6 回：公会計の基礎概念３－財務諸表体系，公会計情報

第 7 回：公会計の基礎概念４－インフラ会計，社会保障，ＯＤＡ，公債，寄付金等

第 8 回：公会計の特徴－財政制度，特に予算制度と公会計との関係

第 9 回： 公会計の特徴－公監査における公会計の課題

第 10 回：公会計の特徴－独立行政法人会計，国立法人会計，地方独立行政法人会計等

第 11 回：実例－政策評価の現状，政策評価における公会計情報の課題

第 12 回：実例－独立行政法人の現状と問題点

第 13 回：実例－ＪＲ，ＪＴ，日本道路公団及び郵政公社の株式会社化での問題点

第 14 回：実例－国と地方公共団体の財務諸表等の現状と利用，情報公開との関係

第 15 回：期末試験
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■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方
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国際会計基準

美馬　武千代

　今日，経済の国際化は急速に進み，企業会計も国際的な統一が求めら

れるようになってきた . 主要先進国の専門職業的会計士団体により設置さ

れた国際会計基準委員会（IASC）は，1993 年以降，証券監督者国際機

構（IOSCO）などの国際的認知を得て，国際会計基準の作成とそれの各

国の承認・遵守に向けて精力的な活動を行っている . この国際会計基準委

員会の活動は日本の会計基準にも大きな影響を与え，日本の会計基準の

大変革を迫っている . このような状況の下，会計の国際基準が必要になっ

た背景，国際会計基準の目指す方向，国際会計基準委員会活動，等につ

いて講義していく .

　会計や簿記に関する基礎的知識を有している ( たとえば，学部で簿記
や会計学関連の科目を履修している ) ことが望ましい .

・ 講義の最初にレジメを配付し，レジメに沿って講義を進めていく .

・ 数回の小テストを行う .

・ 最終試験を行う .

講義の中でレジメを配付する .

連続講義

（予定：8 月 21 日～ 8 月 25 日）

・ 小テスト (40%)，最終試験
(60%) で評価する．

・AA(90 点 以 上 )，　　　　
A(80 点 以 上 90 点 未 満 )，
B(70 点 以 上 80 点 未 満 )，
C(60 点 以 上 70 点 未 満 )，
D(60 点未満；不合格 )

講義終了後

024-548-8402
e072@ipc.fukushima-u.ac.jp

・ 講義資料は，次回分を含

めて配布するので，その

内容について予習してお

くことが望ましい .

・ 資料の内容と講義内容を

合わせて復習しておくこ

とが望まれる .

随時講義の中で紹介する .

展開
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■講義の予定

第１，２回：今回の講義の概要と国際会計基準が必要になった背景

第３回：会計基準の国際的調和化・統一化に向けて諸団体の活動

第４回～５回：国際会計基準委員会の組織と活動

第６回：国際会計基準が作成されるプロセス

第７回～９回：「概念フレームワーク」の内容

第１０回：「Ｅ３２（財務諸表の比較可能性）」の内容

第１１回～１２回：国際会計基準第１号「財務諸表の表示」の内容

第１３回～１４回：国際会計基準第３６号「減損会計」の内容

第１５回：今後の国際会計の動向
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事例研究（財務諸表）

一法師　信武

　会計情報としての財務諸表の具体的な事例を取り上げ，問題点或いは

特徴点についての討議を通して，財務諸表或いはデイスクロージャー制

度等の理解を深める .

財務会計及び財務諸表に関する基本的な知識を修得していること .

　事前に決められた報告者が，示された公表財務諸表の問題点或いは特

徴点について報告・発表し，これに基づき全員で討議する . 事例の分類

としては，例えば，粉飾決算と報じられたケース，優良会社だと思われ

た会社が突然倒産したケース，超優良会社といわれる会社のケース，連

結決算と個別決算とが大きく乖離しているケース，巨額の特別損失が計

上されているケース，等を取り上げる .

特にテキストは使用しない .

後期　木曜 2 限

・ 毎回の報告・討議の状況
(50%) 及び検討結果の要
約レポート (50%) を基礎
に評価する .

・AA(90 点以上 )，　　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週水曜日
13:00-15:00

022-795-4793
nipposhi@econ.tohoku.ac.jp

・予習と復習が必要である .

・報告者以外の者も，宿題

として事前に問題点等に

ついて整理しておく必要

がある .

・毎回，検討結果について

要約レポート（12,00 字

程度 ) を提出する .

必要に応じて指定する .

実践・応用
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション（授業の進め方、報告者の決定、報告方法等についての説明）

第 2 回：事例の解説とディスカッション

第 3 回：受講者の報告とディスカッション

第 4 回：受講者の報告とディスカッション

第 5 回：受講者の報告とディスカッション

第 6 回：受講者の報告とディスカッション

第 7 回：受講者の報告とディスカッション

第 8 回：受講者の報告とディスカッション

第 9 回：受講者の報告とディスカッション

第 10 回：受講者の報告とディスカッション

第 11 回：受講者の報告とディスカッション

第 12 回：受講者の報告とディスカッション

第 13 回：受講者の報告とディスカッション

第 14 回：受講者の報告とディスカッション

第 15 回：受講者の報告とディスカッション
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■連絡先
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事例研究 ( 財務諸表分析 )

乙政　正太

　財務諸表分析する際の問題点について，特に，経営者の会計的裁量行

動について文献の読解を行う。同時に，統計的解釈の方法を説明する．

・ 実証研究の文献を読むので，統計的な知識がある程度必要となる．
・ プレゼンテーションソフト ( パワーポイント ) を使うことができる．

・ 講義を 2 つのフェーズに分ける

第 1 回～第 6 回：取り上げた企業に関して受講者のプレゼンテーション．

第 7 回～第 14 回：受講者による輪読形式で講義を進めていく．

・講義 3 回に 1 回の割合で宿題を出す．

乙政正太『財務諸表分析』同文館，2005.

前期　火曜 3 限

・ 宿題 (40%)，講義におけ
る報告 (40%)，出席 (20%)
で評価する．

・ AA(90 点以上 )，
  A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週火曜日
10:30-12:00

022-795-4795
oto@econ.tohoku.ac.jp

 講義で用いる文献は各自

授業の前にコピーしておく

こと .

必要に応じで講義の中で紹介する．

実践・応用
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：会計利益の質について

第 3 回：債権者保護と会計情報

第 4 回：経営者の会計手続き選択

第 5 回：実証会計分析のための基礎統計

第 6 回：実証会計分析ための基礎統計

第 7 回：実証会計分析のための基礎統計

第 8 回：実証会計分析のための基礎統計

第 9 回：経営者の裁量行動と利益マネジメント

第 10 回：利益マネジメントの分布分析

第 11 回：会計発生高アノマリー

第 12 回：受講生の発表

第 13 回：受講生の発表

第 14 回：受講生の発表

第 15 回：期末試験

　講義の内容については，履修者と相談し，履修者のレベル・理解度に応じて変更すること

があります .
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外書講読（財務会計）

榎本　正博

　企業外部の利害関係者または経営者の多様な利害のあり方を視野に入

れて，現在の財務会計及び報告環境についての理解を深めることにあり

ます . また英文に慣れることも目標の一つです .

　簿記・会計の基礎的な知識を有すること，英文を読解する能力のある
ことが条件となります .

　1 章分を 5-6 人の学生に割り当てて，内容を各自報告するという形

式をとります .1 人当たり 3-6 頁前後の英文を読んでくることになりま

す .2-3 回で 1 章分位の進度を考えています .

Scott, W. R. (2002),　Financial Accounting Theory (3rd　Edition), Prentice Hall

後期　水曜 4 限

・授業中の報告内容・理解
状況，出席，小テストで
決定します .

・AA(90 点以上 )，
  A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 ).

火曜日
10:30-11:30

　オフィスアワー以外で研究
室を訪問する場合は，必ず連
絡してから来るようにしてく
ださい . 連絡先（e-mail アド
レス等）については，学生便
覧をご覧下さい .

(1) 参 加 者 全 員 が， 授 業

の内容について英文を

読んで予習しているも

のとして授業を進めま

す . 内容について担当者

が調べて解説しますが，

場合によっては教員が

補足して解説を加えま

す . 途中進度を確保する

ために教員が解説を行

う箇所があります .

(2) この文献は会計の制度

や基準の内容について

書かれた本ではないこ

と，会計制度や基準の

解説は行わないことに

注意が必要です .

(3) 教科書の内容について

の解説を中心とするの

で，テクニカル・ター

ムについては適宜和訳

を説明しますが，その

会計的な意味の解説は

行いません（簿記会計

の知識はあるものとし

て授業を進めます）.

必要に応じで講義の中で紹介する．

展開
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■講義の予定

第 1 回：ガイダンス

第 2 回：Chapter 1 (1)

第 3 回：Chapter 1 (2)

第 4 回：Chapter 2 (1)

第 5 回：Chapter 2 (2)

第 6 回：Chapter 2 (3)

第 7 回：小テスト : テキストと電卓を持込み可（電卓が必要でない問題の場合もある）

第 8 回：Chapter 3 (1) 

第 9 回：Chapter 3 (2)

第 10 回：Chapter 3 (3)

第 11 回：Chapter 4 (1)

第 12 回：Chapter 4 (2)

第 13 回：Chapter 4 (3)

第 14 回：総復習

第 15 回：小テスト : テキストと電卓を持込み可（電卓が必要でない問題の場合もある）
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■連絡先

■その他（注意事項）
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現地調査（財務諸表分析）

乙政正太

　契約コスト理論にもとづいて , 会計情報の機能を実証的に分析するた

めの基礎的な能力を養う．同時に , リサーチペーパー作成のためのアイ

ディアを議論．

既に公認会計士資格を有している者が受講することを意図している．

・講義を 2 つのフェーズに分ける

・第 1 回～第 4 回：1 回の講義で第 1 章を終えるというペースで講

義を進めていく．

・第 5 回～第 14 回：受講者による輪読形式で講義を進めていく．

・ 講義 3 回に 1 回の割合で宿題を出す．

須田一幸 (2002)『財務会計の機能』白桃書房 .

前期　 火曜 2 限

・ 宿題 (40%)，講義におけ
る報告 (40%)，出席 (20%)
で評価する．

・ AA(90 点 以 上 )，    　     
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週火曜日
10:30-12:00

022-795-4795
oto@econ.tohoku.ac.jp

・ 予習復習を必ず行うこ

と．

必要に応じで講義の中で紹介する．

実践・応用
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：情報の非対称性と財務会計

第 3 回：情報の非対称性と契約支援機能・意思決定支援機能

第 4 回：契約支援機能と会計手続き選択

第 5 回：契約支援機能と財務制限条項

第 6 回：契約支援機能と経営者報酬制度

第 7 回：財務会計の意思決定支援機能

第 8 回：経営者の会計手続き選択

第 9 回：機会主義的・効率的・情報提供的会計手続き選択

第 10 回：リサーチ・ペーパーに関する議論

第 11 回：リサーチ・ペーパーに関する議論

第 12 回：リサーチ・ペーパーに関する議論

第 13 回：リサーチ・ペーパーに関する議論

第 14 回：受講生の発表

第 15 回：期末試験

　講義の内容については，履修者と相談し，履修者のレベル・理解度に応じて変更すること

があります .
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■連絡先
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プロジェクト研究 ( 財務諸表分析 )

乙政　正太

　本講義は ,「現地調査（財務諸表分析）」と密接に関連しており ,「現

地調査（財務諸表分析）」で作成した資料を利用して実証分析を行う．

分析結果はリサーチ・ペーパーとしてまとめる .

既に公認会計士資格を有している者が受講することを意図している．

 講義を 4 つのフェーズに分ける

・第 1 回～第 2 回：リサーチ・ペーパーを作成するためのテーマ選び．

・第 3 回～第 5 回： 先行研究のレビュー．

・第 6 回～第 9 回：実証分析ための統計的処理．

・第 10 回～第 15 回：リサーチ・ペーパーの作成とプレゼンテーション．

　財務会計の領域におけるジャーナル (Journal of Accounting Research, Journal 
of Accounting and Economics, Accounting Review 等 ) の論文や MBA コースで
利用されている標準的な財務会計のテキスト．

後期　木曜 6 限

・ 個人研究の結果 (50%)
・ プレゼンテーション (20%)
・ 講義における報告 (20%)
・ 出席 (10%) で評価する．
・AA(90 点 以 上 )，　　　　

A(80 点 以 上 90 点 未 満 )，
B(70 点 以 上 80 点 未 満 )，
C(60 点 以 上 70 点 未 満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週火曜日
10:30-12:00

022-795-4795
oto@econ.tohoku.ac.jp

・ 予習復習を必ず行うこ

と．

必要に応じで講義の中で紹介する．

実践・応用



1�0 東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：リサーチ・ペーパーのテーマ選び

第 3 回：先行研究のレビュー (1)

第 4 回：先行研究のレビュー (2)

第 5 回：先行研究のレビュー (3)

第 6 回：リサーチ・ペーパー作成のアウトラインの設定 

第 7 回：実証分析のための統計的処理 (1)

第 8 回：実証分析のための統計的処理 (2)

第 9 回：実証分析のための統計的処理 (3)

第 10 回：リサーチ・ペーパーの作成と討論 (1)

第 11 回：リサーチ・ペーパーの作成と討論 (2) 

第 12 回：リサーチ・ペーパーの作成と討論 (3)

第 13 回：リサーチ・ペーパー作成と討論 (4)

第 14 回：リサーチ・ペーパー作成と討論 (5)

第 15 回：プレゼンテーション

講義の内容については，履修者と相談し，履修者のレベル・理解度に応じて変更することが

あります
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管理会計

青木　雅明

・ 原則として，3 回の講義で 1 章を終えるというペースで講義を進めて
いく．

・ この講義では管理会計の基礎を学ぶので，今後管理会計を学んでいく
上で必要となるトピックについては十分に時間をかけて説明を行う．

・  原則として，講義毎に宿題を課す．また，必要に応じて小テストも行う．
・ 中間試験と期末試験を行う．

　会計や原価計算に関する基礎的知識を有している．たとえば，学部で

会計学関連の科目や原価計算・管理会計の科目を履修していることが望

ましい．

Horngren, C. T., S. M. Datar, and G. Foster, Cost Accounting: A Managerial 
Emphasis  (12th ed.), Prentice-Hall, 2005.

前期　月曜 3 限

・ 宿題 (50%)，中間試験
(20%)， 期 末 試 験 (30%)
で評価する．

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週火曜日

10:00-12:00

022-795-6329
maoki@econ.tohoku.ac.jp

・ 英文のテキストを利用

するが，英語自体の解

説は行わない．

・ 予習復習を必ず行うこ

と．

・ 講義に関する連絡は全

てメールで行う。

・ 講義資料等はすべて

ホームページに掲示す

る。

・青木雅明『管理会計』同文館 ,2005 年．
・小沢浩『コストマネジメント』同文館 ,2005 年 .

　管理会計の基礎を身につけること．その際，会計情報（非財務情報

も含む）が企業における意思決定や業績評価においてどのように利用

されるのかを具体的に理解すること．

基礎
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■講義の目的

■講義の概要

講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション

　　　　●管理会計

講義の概要は以下の通りであり、それぞれ簡単に説明する．

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：組織における会計人の役割

第 3 回：管理会計で用いる基礎的用語と原価計算の目的 (1)

第 4 回：管理会計で用いる基礎的用語と原価計算の目的 (2)

第 5 回：CVP 分析 (1)

第 6 回：CVP 分析 (2)

第 7 回：CVP 分析 (3)

第 8 回：中間試験

第 9 回：個別原価計算 (1)

第 10 回：個別原価計算 (2)

第 11 回：個別原価計算 (3)

第 12 回：Activity-Based Costing(1)

第 13 回：Activity-Based Costing(2)

第 14 回：Activity-Based Costing(3)

第 15 回：期末試験

　講義の進め方，成績評価についてはシラバスを用いて説明する．また，学習の進め方についても

説明を行う．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

19
1. 管理会計と財務会計の違いを理解する .

　　・目的，情報の利用者，タイムスパン等 .

2. 戦略とは何かを理解し，管理会計が戦略的意思決定をどのような形でサポートし，どのよう

な形で関わっていくかを理解する .

　　・戦略的コスト・マネジメント

　　・価値連鎖

　　・企業が成功する要因は？

3. 計画とコントロール・システムについて理解する .

　　・予算との関連

　　・フィードバック

4. 管理会計担当者の役割を理解する .

5. 管理会計システムを設計していく際のガイドラインを理解する .

　　・コスト・ベネフィット

　　・非財務情報の重要性

6. 管理会計担当者に求められる職業倫理を理解する .

　　・専門的能力，守秘，誠実さ，客観性

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 2 回：組織における会計人の役割
　　　　●管理会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 今後，このテキストを読み進めていくために必要となるコストに関する基本的用語を学習する .

　　・実際原価，予算原価，原価対象，原価集計，原価配分

2. 直接費と間接費の違いを理解する .

　　・直接費と間接費の具体的な例を理解する

3. 原価態様 (Cost Behavior) について理解する .

　　・変動費・固定費の分類

　　・アクティビティ，コスト・ドライバー，タイムスパン

4. コスト・ドライバーと関連領域について理解する .

　　・関連領域の考え方がなぜ必要とされるのか？

5. 在庫の種類を理解する .

　　・材料，仕掛品，完成品

6. 製造原価の内容を理解する .

　　・直接材料費，直接労務費，製造間接費

7. 損益計算書において製造原価がどのように扱われているかを理解する .

　　・棚卸原価と期間費用の区別

8. 目的の違いによって異なる原価が利用されるということを理解する .

9. 原価計算とコスト・マネジメントの関係を理解する .

　　・原価計算情報がどのように利用されるのか？

※注意：この章では学ぶべきことが多いので，上記の内容のうちいくつかは第 4 回の講義で説

明を行う場合もある .

第 3 回：管理会計で用いる基礎的用語と原価計算の目的 (1)

●管理会計

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

191. 宿題の解説 . ポイントの説明 .

2. 前回の講義で学んだことを基礎として，章末にある練習問題を解く .

3. 問題を単に解き，その解答を暗記するのではなく，問題のポイントをつかむ練習をする .

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回：管理会計で用いる基礎用語と原価計算の目的 (2)

●管理会計

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. CVP 分析における基本的な仮定を理解する .
　　・変動費と固定費に分類
　　・費用は線形関数として表現される .
2. CVP 分析の基本公式を理解する .
　　・CVP 図表を作図できること .
3. 貢献利益について理解する .
　　・貢献利益の意味 . なぜ「貢献」という語句を用いているのか？
　　・貢献利益率，変動費率
　　・貢献利益と営業利益の関係
4. 損益分岐点と損益分岐点が利益計画においてどのように利用されるかを理解する .
　　・目標利益を達成するために必要な売上高・販売数量？
　　・所得税を考慮した CVP 分析を学習する .
5. 感度分析の意義を理解し，さらに，どのように行われるのかを理解する .
　　・感度分析はなぜ必要か？
6. 安全余裕の意味を理解する .
7. 営業レバレッジについて理解する .
　　・営業レバレッジと弾力性の関係
8. 複数製品が生産・販売される場合の CVP 分析を学習する .
　　・セールス・ミックスが一定であるという仮定の意味
9. 貢献利益と売上総利益の違いを理解する .
10. 複数のコスト・ドライバーが存在する場合の CVP 分析を学習する .

※注意：この章では学ぶべきことが多いので，上記の内容のうちいくつかは第 6 回の講義で説
明を行う場合もある .

第 5 回：CVP 分析 (1)

●管理会計

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

19
1. 前回の講義で説明することができなかった部分を補足的に説明する .

2. 宿題の解説 . ポイントの説明 .

3. 前回の講義で学んだことを基礎として，章末にある練習問題のうち基礎的な問題を解く .

4. 問題のポイント的確につかむ練習をする .

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 6 回：CVP 分析 (2)

●管理会計

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 宿題の解説 . ポイントの説明 .

2. 前回の講義よりレベルの高い CVP 分析の問題を解く .

3. 第 5 回の講義で学習した CVP 分析の個別的なトピックに関する知識を総合的に用いる練習を

行う .

第 7 回：CVP 分析 (3)

●管理会計

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

19
1. 第 2 回から第 7 回の講義で学習した内容について理解度確認のための試験を行う .

2. 第 2 回から第 4 回までの講義については，論述を中心とする出題を行う .

3. 第 5 回から第 7 回までの講義については，計算を中心とする出題を行う .

4. テキスト・ノート等の持ち込みは一切認めない .

5. 電卓を忘れないこと .

6. 解答と解説はＨＰに掲示するので，間違った問題を復習すること .

特になし . 必要に応じて別途指示する場合もある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 8 回：中間試験

●管理会計

特になし . 必要に応じて別途指示する場合もある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 個別原価計算で用いる基本的な用語を学習する .

　　・直接費がどのように処理されるのか？

　　・間接費はどのように処理されるのか？特に，間接費の処理を理解することが重要 .

2. 個別原価計算と総合原価計算の違いを理解する .

　　・注文生産と大量生産

3. 実際原価計算と正常原価計算の違いを理解する .

　　・違いを具体的に理解し，この違いがどのような意味を持つのか理解する

4. 個別原価計算の手続を理解する .

　　・7 段階の計算手続を理解

5. 個別原価計算における記帳方法を学習する .

　　・工業簿記の基礎的な知識が必要 .

　　・テキストで解説されている記帳法はアメリカのものであり，日本のものとは若干異なる点

　　　があることに注意 .

6. 個別原価計算において間接費がどのように扱われるかを理解する .　　

　　・配賦差異が生じた場合の処理

※注意：この章では学ぶべきことが多いので，上記の内容のうちいくつかは第 10 回の講義で

説明を行う場合もある .

第 9 回：個別原価計算 (1)

●管理会計

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

19
1. 前回の講義で説明することができなかった部分を補足的に説明する .

2. 宿題の解説 . ポイントの説明 .

3. 前回の講義で学んだことを基礎として，章末にある練習問題のうち基礎的な問題を解く .

4. 個別原価計算に関する問題は比較的単純であるが，ここで学ぶことは今後学習を進めていく上

で基礎となる . この点を念頭に置き学習を行うこと .

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 10 回：個別原価計算 (2)

●管理会計

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 宿題の解説 . ポイントの説明 .

2. これまで学んだ知識を総合的に活用することが必要となる章末問題を解いていく .

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 11 回：個別原価計算 (3)

●管理会計

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

19
1. ABC が提案された背景を学習する .

 ・生産方法の変化，多品種少量生産，情報化，競争の激化等

2. undercosting と overcosting の意味を理解し，これを具体的に説明できるようにする .

 ・これらが会計情報の利用者にどのような影響を与えるのか？

3. ABC の計算手続を理解する .

 ・基本的に個別原価計算の計算手続と同じであるが，間接費の配賦手続が異なる

4. ABC と伝統的な原価計算の違いを理解する . 特に，それぞれの原価計算システムから生み出され

る会計情報の違いに焦点を当てる .

5. ABC で利用されるコストの分類について学習する .

 ・unit level，batch level，product-sustaining level，facility-sustaining level

 ・なぜこのような分類が必要とされるのか？

 ・それぞれの階層におけるコストとコスト・ドライバー間の因果関係

6. ABC のような洗練された原価計算システムが必要とされる理由を理解する .

 ・情報の正確さと情報システムのコストとは，常に，トレード・オフの関係があることを

             　理解

7. どのような状況において ABC の利用が望ましいと考えられるのか理解する .

8. ABM(Activity-Based Management) の基礎を学習する .

※注意：この章では学ぶべきことが多いので，上記の内容のうちいくつかは第 13 回の講義で説

明を行う場合もある .

第 12 回：Activity-Based Costing(1)

●管理会計

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 前回の講義で説明することができなかった部分を補足的に説明する .

2. 宿題の解説 . ポイントの説明 .

3. 前回の講義で学んだことを基礎として，章末にある練習問題のうち基礎的な問題を解く .

4. 今後このテキストを学んでいく際，ABC の考え方は至る所で応用されている . このため，ここで

ABC の基礎を徹底的に理解する .

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

1. Cokins, G., “Learning To Love ABC,” Journal of Accountancy (August 1���) p.3� [3p].
2. Cokins, G., “If Activity-Based Costing Is the Answer,” IIE (August 1���) p.3� [5p].
3. Foster, G. and Swenson, D., “Measuring the Success of Activity-Based Cost Management and Its Determinants,” 

Journal of Management Accounting Research (Fall 1997) p.109 [33p].
4. Hicks, D., “Yes, ABC Is for Small Business, Too,” Journal of Accountancy (August 1���) p.41 [3p].
5. Krumwiede, K., “The Implementation Stages of Activity-Based Costing and the Impact of Contextual and 

Organizational Factors,” Journal of Management Accounting Research (1���-V10) p.23� [3�p].

第 13 回：Activity-Based Costing(2)

●管理会計

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

19
1.  章末問題のうち，よりレベルの高い問題を中心に解いていく .

2.  ABC の計算自体は比較的単純であるが，問題を解く際には，なぜ ABC のような原価計算が必

要とされ，ABC から得られる情報はどのような意味を持つのか考えること .

第 14 回：Activity-Based Costing(3)

●管理会計

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 個別原価計算と ABC に関する理解度を確認するための試験を行う .

2. 出題は計算問題が中心となるが，それぞれの原価計算から導き出される会計情報の意味を問う

問題も出題する .

3. テキスト・ノート等の持ち込みは一切認めない .

4. 電卓を忘れないこと .

5. 解答と解説はＨＰに掲示するので，間違った問題を復習すること .

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 15 回：期末試験

●管理会計

なし .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

20

上級管理会計

青木　雅明

・ 原則として，2 回の講義で 1 章を終えるというペースで講義を進めて
いく．

・ 受講者はすでに管理会計の基礎知識を学んでいると考えられるので，
ポイントを絞った説明を行っていく .

・ 原則として，講義毎に宿題を課す．また，必要に応じて小テストも行う．
・ 期末試験を行う．

　管理会計とコスト・マネジメントをすでに履修していることが望まし

い . 

Horngren, C. T., S. M. Datar, and G. Foster, Cost Accounting: A Managerial Emphasis (12th ed.), 
Prentice-Hall, 2005.

前期　月曜 4 限

・ 宿題 (50%)，期末試験
(50%) で評価する．

・ AA(90 点以上 )，
  A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週火曜日

10:00-12:00

022-795-6329
maoki@econ.tohoku.ac.jp

・ 英文のテキストを利用

するが，英語自体の解

説は行わない．

・ 予習復習を必ず行うこ

と．

・ 講義に関する連絡は全

てメールで行う .

・ 講義資料等はすべて

ホームページに掲示す

る .

必要に応じで講義の中で紹介する．

　管理会計とコスト・マネジメントで学んだ知識を基礎として，管理

会計領域のよりアドバンストなトピックを学習していく . 特に，管理

会計システムから生み出される会計情報の意味に焦点を当てて講義を

行う .

展開
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 費用関数をどのように推定するかを学習する .

2. 費用関数に関する仮定を学習する .

　・変動費と固定費の分類

　・CVP 分析で学習した仮定を復習すること

3. 変動費と固定費の違いを理解し，これらの費用を分類するための基準を学習する .

　・原価対象，測定期間，関連領域

4. コスト・ドライバーと因果関係について学習する .

5. 費用関数を推定するための方法を学習する .

　・工学的方法，実地調査による方法，勘定科目精査法，数量的分析法

6. 費用関数を推定するための方法として高低点法と最小自乗法を学習する .

　・データをプロットすることの重要性

　・統計学の基礎的知識が必要

7. 非線形費用関数の例として習熟曲線を学習する .

　・習熟曲線の基本的な仮定

　・習熟曲線について 2 つのモデルを学習するが，これらのモデルにおける違いを理解すること .

8. 費用関数を推定するために必要とされるデータについて学習する .

※注意：この章では学ぶべきことが多いので，上記の内容のうちいくつかは第 2 回の講義で説明を

行う場合もある .

第 1 回：原価態様 (1)

　　●上級管理会計

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

20
1. 宿題の解説 . ポイントの説明 .
2. 最小自乗法を用いた費用関数の推定について詳細に説明を行う .
3. 費用関数について推定されたパラメータに関する統計的検定手続を説明する .

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 2 回：原価態様 (2)

　　●上級管理会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 意思決定モデルと意思決定プロセスを学習する .

　・5 段階にわたる意思決定プロセスを具体的に理解

2. 関連原価の考え方を理解する .

　・関連原価の考え方が必要とされる理由？

　・取得原価は関連原価か？

3. 増分原価（収益）・差額原価（収益）の考え方を理解する .

4. 数量的な情報と質的な情報の違いを理解する .

5. 特別注文の例を学習する .

6. 関連原価を用いた分析を行う際注意すべき点を学習する .

7. 自製か外注かという問題を学習する .

8. 機会原価の考え方を理解する .

9. プロダクト・ミックスの問題を学習する .

10. 設備取替決定の例を学習する .

※注意：この章では学ぶべきことが多いので，上記の内容のうちいくつかは第 4 回の講義で説明を

行う場合もある .

第 3 回：意思決定と関連情報 (1)

　　●上級管理会計

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

20
1. 宿題の解説 . ポイントの説明 .
2. 前回の講義で学んだことを基礎として，章末にある練習問題を解く .
3. 関連原価と機会原価の考え方を完全に理解すること .

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回：意思決定と関連情報 (2)

　　●上級管理会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 価格決定に影響を与える要因を理解する .

　・顧客，ライバル会社，コスト .

2. 短期的な価格決定と長期的な価格決定の違いを理解する .

3. 対象とする市場により価格決定のアプローチが異なることを理解する .

　・価格決定を行う際，市場の分析が重要であることを理解する .

4. 原価企画について学習する .

　・原価企画の手続 .

　・原価企画と VE の関わり .

5. VE(Value Engineering) を理解し，その際何がポイントとなるのかを理解する .

　・コストの発生時期とコストの発生額が決まる時期が異なることを理解 .

　・value-added と nonvalue-added の区別 .

6. 価格決定の方法としてコスト・プラス法を学習する .

7. ライフサイクル予算とライフサイクル・コスティングを学習する .

　・価値連鎖との関連

8. 価格決定を行う際注意すべき点を理解する .

9. 法的な規制が存在するという条件の下で行われる価格決定を学習する .

※注意：この章では学ぶべきことが多いので，上記の内容のうちいくつかは第 6 回の講義で説明を

行う場合もある .

第 5 回：価格決定とコスト・マネジメント (1)

　　●上級管理会計

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

20
1. 前回の講義で説明することができなかった部分を補足的に説明する .
2. 宿題の解説 . ポイントの説明 .
3. 前回の講義で学んだことを基礎として，章末問題を解く .
4. ここで学ぶ価格決定の計算方法は比較的単純であるが，常に，価格決定の目的を考えながら問

題を解くこと .

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 6 回：価格決定とコスト・マネジメント (2)

　　●上級管理会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 戦略とはどのようなものか理解する .

　・戦略を策定する際，市場を分析することが重要 .

2. 基本的なビジネス戦略を理解する .

　・差別化戦略と低価格化戦略

3. BSC(Balanced Scorecard) とはどのようなものか理解する .

　・提案された背景

　・BSC の機能・目的

　・戦略との関わり

4. BSC における 4 つの視点を理解する .

　・財務，顧客，内部プロセス，学習と成長

5. 優れた BSC とはどのようなものか理解する .

　・トップ・マネジメントの関わり方

　・業績尺度の設定

6. BSC を実行する際に注意すべき点を理解する .

7. 戦略を評価する際 BSC がどのように利用されるのか学習する .

　・戦略の評価

8. キャパシティの管理がどのように行われるのか理解する .

※注意：この章では学ぶべきことが多いので，上記の内容のうちいくつかは第 8 回の講義で説明を

行う場合もある .

第 7 回：戦略，BSC と戦略的利益分析 (1)

　　●上級管理会計

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

20
1. 前回の講義で説明することができなかった部分を補足的に説明する .
2. 宿題の解説 . ポイントの説明 .
3. 前回の講義で学んだことを基礎として，章末問題を解く .
4. BSC を戦略の評価を行うために用いる際，差異分析の考え方がポイントとなる . 標準原価計算に

おける差異分析を十分に理解していない人は，もう一度復習すること .

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 8 回：戦略，BSC と戦略的利益分析 (2)

　　●上級管理会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 原価配分とは何か理解し，加えて，その目的も理解すること .

　・間接費の配賦がなぜ必要か？

2. 原価配分を行うための規準を理解すること .

　・因果関係，ベネフィット，公平さ，負担能力 .

3. 顧客ごとの利益分析がなぜ必要なのか理解し，さらに，利益分析の具体的な方法を学習する .

4. 売上高の差異分析が，その情報の詳細さに応じて数レベルに分類されることを学習する .

5. 顧客ごとのコスト分析を具体的に学習する .

6. 顧客ごとの利益率評価 .

　・なぜこのような分析が必要か？

※注意：この章では学ぶべきことが多いので，上記の内容のうちいくつかは第 10 回の講義で説明を

行う場合もある .

第 9 回：原価配分・顧客の利益分析・販売差異分析 (1)

　　●上級管理会計

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

20
1. 前回の講義で説明することができなかった部分を補足的に説明する .
2. 宿題の解説 . ポイントの説明 .
3. 前回の講義で学んだことを基礎として，章末問題を解く .

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 10 回：原価配分・顧客の利益分析・販売差異分析 (2)

　　●上級管理会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 補助部門とはどのようなものか理解する .

　・補助部門と製造部門

2. 補助部門費の配賦法を学習する .

　・単一基準配賦法と複数基準配賦法 .

　・それぞれの配賦法の特徴 .

　・配賦基準

3. 補助部門から製造部門へ費用を配賦する方法を学習する .

　・直接配賦法，階梯式配賦法，相互配賦法 .

　・それぞれの方法の特徴 .

4. 共通費とはどのようなものか理解する .

　・なぜ配賦が必要か？

5. 共通費の配賦法を学習する .

　・どのような配賦法があるのか？

6. 原価配分が行われる目的を理解する .

7. 売上高を製品へ配賦することがなぜ必要か理解する .

　・bundled products とは何か？

8. 売上高の配分法を学習する

　・どのような配賦法があるのか？

※注意：この章では学ぶべきことが多いので，上記の内容のうちいくつかは第 12 回の講義で説明を

行う場合もある .

第 11 回：補助部門費・共通費・売上高の配分 (1)

　　●上級管理会計

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

20
1. 前回の講義で説明することができなかった部分を補足的に説明する .
2. 宿題の解説 . ポイントの説明 .
3. 前回の講義で学んだことを基礎として，章末問題を解く .

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 12 回：補助部門費・共通費・売上高の配分 (2)

　　●上級管理会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 結合原価とはどのようなものか理解する .

2. 結合原価に関係する用語を学習する .

　・結合原価，分離点，分離可能費

　・アウトプットの価値

　・主製品と連産品，副産物

3. 結合原価を配分する目的を理解する .

　・6 つの目的

4. 結合原価の配分法を学習する .

　・物理的尺度と市場価格を用いる方法 .

　・正味実現可能価値

5. 連産品の生産に関する意思決定問題を学習する .

　・分離点通過後のコストが重要

6. 副産物とはどのようなものか理解する .

　・副産物の処理法 .

第 13 回：連産品と副産物

　　●上級管理会計

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

20
1. 総合原価計算の特徴を理解する .
2. 総合原価計算が行われるために必要な仮定を理解する .
3. 総合原価計算における配賦手続を理解する .
　・5 段階の配賦手続 .
4. 換算数量とはどのようなものか理解する .
　・進捗度
5. 総合原価計算の代表的な方法として平均法を学習する .
　・平均法の計算手続 .
　・先入先出法と後入先出法については特に解説しないので，各自学習すること .
6. 標準原価計算と総合原価計算の関係を理解する .
7. 複数の工程が存在する場合の総合原価計算を学習する .
　・工程間でコストがどのように振り替えられるのか？
　・前工程費の処理法

東北大学会計大学院学内ページに講義資料として掲示するので各自ダウンロードすること .

テキストの章末問題から選びメールで連絡する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 14 回：総合原価計算

　　●上級管理会計
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 第 1 回から第 14 回までの講義内容を出題範囲とする .

2. 出題は計算問題が中心となるが，原価計算結果から導き出される会計情報の意味を問う問題も出

題する .

3. テキスト・ノート等の持ち込みは一切認めない .

4. 電卓を忘れないこと .

5. 解答と解説はＨＰに掲示するので，間違った問題を復習すること .

第 15 回：期末試験

　　●上級管理会計

なし

なし

特になし
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

21

コストマネジメント

小沢　浩

・ 原則として， 3 回の講義で 1 章を終えるというペースで講義を進めて
いく．

・ 原則として，講義毎に宿題を課す．また，必要に応じて小テストも行う．
・ 期末試験を行う．

　会計や原価計算に関する基礎的知識を有している．たとえば，学部で

会計学関連の科目や原価計算・管理会計の科目を履修していることが望

ましい． 

Horngren, C． T．, S． M． Datar, and G． Foster,Cost Accounting: A Managerial 
Emphasis  (12th ed．), Prentice-Hall, 2005．

後期　月曜 4 限

・ 宿題 (20%)，期末試験
(80%) で評価する．

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週月曜日

14:00-16:00

022-795-4794
hozawa@econ．tohoku．
ac．jp

・英文のテキストを利用

するが，英語自体の解

説は行わない．

・予習復習を必ず行うこ

と．

必要に応じで講義の中で紹介する．

　コストマネジメントの基礎を身につけること．その際，会計情報（非

財務情報も含む）が企業における意思決定や業績評価においてどのよ

うに利用されるのかを具体的に理解すること．

基礎
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■講義の目的

■講義の概要

講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション

　　　　●コストマネジメント

講義の概要は以下の通りであり、それぞれ簡単に説明する．

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：総合予算と責任会計 (1)

第 3 回：総合予算と責任会計 (2)

第 4 回：総合予算と責任会計 (3)

第 5 回：変動予算，直接費差異，およびマネジメント・コントロール (1)

第 6 回：変動予算，直接費差異，およびマネジメント・コントロール (2)

第 7 回：変動予算，直接費差異，およびマネジメント・コントロール (3)

第 8 回：変動予算，間接費差異，およびマネジメント・コントロール (1)

第 9 回：変動予算，間接費差異，およびマネジメント・コントロール (2)

第 10 回：変動予算，間接費差異，およびマネジメント・コントロール (3)

第 11 回：変動予算，間接費差異，およびマネジメント・コントロール (4)

第 12 回：棚卸原価計算とキャパシティ分析 (1)

第 13 回：棚卸原価計算とキャパシティ分析 (2)

第 14 回：棚卸原価計算とキャパシティ分析 (3)

第 15 回：期末試験

　講義の進め方，成績評価について説明する
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

21
　予算に関する重要なトピックを紹介する．予算は，ビジネスに用いられる主要な財務計画手法

である．この講義では，ビジネスにおける予算の用いられ方，および，マネジメント・プロセス

の一部としての予算の利用ついて説明する．また，管理可能性の概念に関連して，責任センター

の概念と責任会計についても説明する．

1．　総合予算の定義とその利点

　予算は一定期間における事業計画を，財務的・非財務的尺度によって表したものである．

財務予算は，すでに起こってしまったことではなく，期待される将来の活動についての財務

諸表であるといえる．この財務予算は，従業員数，新製品開発数，あるいは製品の生産・販

売量など，将来の活動量を表す非財務予算によってサポートされる．

2．　予算の利点

　予算は，マネジメント・コントロール・システムの重要な一部分である．予算は，適切に

設計され，管理されていれば，従業員の動機づけ，業績評価のためのフィードバック情報の

提供，部門間の調整を促進する役割を果たす．企業では，予算収益が予算費用を上回ること

を確認するために，費用－便益分析を行う必要があるが，予算はこのような場面でも重要な

役割を果たす．

3．　業務予算の編成手続

　予算は，１年単位で編成されることが多く，それが四半期または月単位の下位予算に細分

化される．予算の編成は，収益の見積もりに始まり，予算損益計算書の作成でまで，おおよ

そ９つのステップで行われる．

必要に応じて講義内で指示する．

章末問題 6-16  6-19  6-29  6-30  6-32

必要に応じて講義内で指示する．

第 2 回：総合予算と責任会計 (1)

　　　　●コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1．　コンピュータによる財務計画の感度分析

　予算は，将来の財務的・非財務的業績の見積もりに過ぎないため，企業は，実際の費用や収

益が見積もりと異なった場合に，それが業績に及ぼす影響を事前に明確にしておく必要がある．

感度分析は，コンピュータを用いた what-if 分析によって，予算の前提に変化があった場合にも

たらされる財務的帰結について明らかにする方法である．

2．　改善予算，および，原価管理における改善予算の利用

　今日の競争的な環境において，企業は原価低減の必要にせまられている．改善予算は，継続

的原価低減を企業の予算に組み込んでしまう予算編成の方法である．これによって，マネー

ジャーは，原価低減ができなければ予算目標が達成されないこととなり，年間を通じて原価軽

減をせまられることになる．

3．　ABC 予算の策定

　多くの企業で伝統的原価計算から ABC への移行が行われつつある．そして，ABC を採用して

いる企業では，ABC 予算に切り替えが進められている．ABC 予算では，伝統的なアプローチと

は異なり，生産・販売に要する活動の予算原価に焦点を当てて策定される．

第 3 回：総合予算と責任会計 (2)

必要に応じて講義内で指示する．

章末問題 6-28  6-24  6-25

必要に応じて講義内で指示する．

　　　　●コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献
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1．　責任センターと責任会計

　組織構造は組織における責任の系統でもある．マネージャーは，管理下にある経営資源の計

画と利用について説明責任を割り当てられる．責任センターには，コストセンター，レベニュー

センター，プロフィットセンター，インベストメントセンターの４種類がある．責任会計は，

責任センターごとの予算と実績を測定する会計である．

2．　管理可能性と責任会計の関係

　管理可能性とは，マネージャーが，収益，原価などマネージャーが責任を持つ項目について

影響を行使できる程度をいう．しかし，ほとんどの事柄は，１人のマネージャーの行動だけで

はなく，その他の多くの要因が影響するであろうし，ほとんどの項目は長期的には管理可能で

ある一方，その管理可能性は測定期間に依存する．そのため，何が管理可能であるかを厳密に

明確化することは困難である．

必要に応じて講義内で指示する．

必要に応じて講義内で指示する．

第 4 回：総合予算と責任会計 (3)

章末問題 6-26  6-31

　　　　●コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　予算は期待される収益，費用，および利益の見積額であるから，当然，予算純利益額と実際の純

利益額と異なることがある．企業は実際と予算の数字の相違（差異）の原因を解明するために差異

分析を行う．この講義では，差異発生の原因を解明し，将来の計画や意思決定に利用するための方

法を学習する．第４回までの講義は予算編成に重点を置いていたが，ここからは，差異分析によっ

て得られた情報の利用に重点を置く．

1．　固定予算と変動予算

　固定予算は，予算期間の最初に作成される予算である．変動予算は，予算期間の終了後に，

差異分析の手続の一環として作成される予算である．変動予算は，固定費，単位当たり原価お

よび収益に関する仮定については固定予算の場合と同じである．固定予算と変動予算の唯一の

違いは，変動予算は予算販売量ではなく，実際販売量を用いることである．実績と固定予算の

違いは固定予算差異，実績と変動予算の違いは変動予算差異とよばれる．差異が予算よりも営

業利益を大きくするのであれば有利差異，小さくするのであれば不利差異とよぶ．

2．　変動予算の作成と変動予算差異・売上高差異の計算

　変動予算では，予算期間における実際産出（販売）量を用いて予算収益を計算し直す．変動

予算は，次の３つのステップで作成される．

　(1)　実際産出（販売）量を把握する．

　(2)　変動予算収益（予定売価×実際販売量）を計算する．

　(3)　変動予算原価（予算単位当たり原価×実際数量＋固定費）を計算する．

　売上高差異は，実際販売量と固定予算販売量の差である．変動予算差異は，収益・原価に関

する実績と変動予算額の差である．

第 5 回：変動予算，直接費差異，およびマネジメント・コントロール (1)

必要に応じて講義内で指示する．

章末問題 7-16  7-22

必要に応じて講義内で指示する．

　　　　●コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献
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1．　差異分析における標準原価の利用

　予算編成において標準を設定し，差異分析を行うことがよくある．標準は，あらかじめ定め

られた，製品１個当たりの価格，原価あるいは数量である．例えば，製品１個を生産するため

に使われる材料の量や，製品１個の生産に必要な作業時間数で標準が設定される．「予算」額は

必ずしも「標準」額ではないが，標準額を用いて予算を編成するときには，「標準」と「予算」

は同じように使われる．

2．　直接費の価格差異と能率差異の計算

　価格差異は，生産に用いたインプットの実際価格が予算価格と異なる場合に生じる．例えば，

１m2 あたりの材料費が予算より高い（低い）場合，あるいは，作業時間当たりの賃率が予算よ

り高い（低い）場合である．能率差異は，生産に用いたインプットの実際量が，実際の生産量

に対する予算量と異なる場合に生じる．例えば，製品単位当たりに使用する材料の量が，製品

単位当たりの予算量よりも多い（少ない）場合，あるいは，製品単位当たりに必要な作業時間

数が，製品単位当たりの予算時間よりも長い（短い）場合である．価格差異と能率差異は次の

公式で計算される．

　　価格差異＝（実際単価－予定単価）×実際数量

　　能率差異＝（実際投入数量－予定投入数量）×予定単価

必要に応じて講義内で指示する．

必要に応じて講義内で指示する．

第 6 回：変動予算，直接費差異，およびマネジメント・コントロール (2)

章末問題 7-20  7-21  7-34  7-35  7-37

　　　　●コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1．　マネージャーによる差異情報の利用

　差異情報は，業績評価や意思決定を支援するフィードバック情報として利用される．業績に

は効率性と有効性という２つの側面がある．効率性とは，所与の目的を達成するために用いら

れたインプットの相対的な量であり，有効性とは，初期の目的や目標が達成された程度である．

　ある部門での差異の原因は，他の部門の意思決定の結果であるかもしれない．したがって，

差異を業績尺度として利用する場合には，その原因を解明し，差異を単独で解釈しないように

注意せねばならない．差異分析は，集められた情報から学習し，将来の業績改善に役立てるこ

とに焦点をあてるべきであり，責任を追求するために行うのではない．

2．　ABC における差異分析

　ABC を採用している企業でも差異分析を行うことができる．最大の違いは，ABC 環境におい

て行われる差異分析は，製品単位レベルコスト，バッチレベルコスト，製品維持コスト，設備

維持コストのそれぞれのアウトプットレベルに応じて差異分析が行われることである．

3．　ベンチマークとその原価管理への利用

　企業は，他企業のパフォーマンスを超えなければ長期的に成功することはできない．ベンチ

マークとは，企業のパフォーマンスを他の企業のパフォーマンスと継続的に比較することであ

る．ベンチマーク分析を行う場合には，ベンチマークの数値が比較可能な項目や活動について

測定されたものであるかどうかを確認する必要がある．管理会計担当者は，企業間の原価や収

益の違いについての情報，その違いが及ぼす影響に関するの情報を提供し，ベンチマークを支

援する．

第 7 回：変動予算，直接費差異，およびマネジメント・コントロール (3)

必要に応じて講義内で指示する．

章末問題 7-28  7-30  7-32  7-39

必要に応じて講義内で指示する．

　　　　●コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献
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　ここまでは，製造直接費の分析に焦点を当ててきたが，ここからは製造間接費（変動費と固定費）

の計画と差異分析を扱う．多くの企業で間接費は大きな割合を占めている．変動予算差異分析は，

間接費の計画と統制に用いることもできる．しかし，間接費の能率差異は，実際には原価配賦基準

の利用量の差を表しているのであって，間接費の利用の差を表しているのではないため，その結果

の解釈に注意を要する．

1．　変動間接費と固定製造間接費の計画における類似点と相違点

　多くの企業で間接費が大きな割合を占めるようになっている．間接費を管理する場合も，直

接費と同様に，顧客に価値を提供するために必要不可欠な活動のコストだけが発生するように

することが望ましい．しかし，変動間接費では，予算期間中にその発生額を調整することが可

能であるが，固定間接費は予算期間のはじめに固定されてしまうためそれができない．

2．　標準原価計算の特徴

　標準原価計算は，インプットの標準価格に実際生産量に対する標準消費量を乗じて，直接費

を製品に跡づける原価計算方法である．標準原価計算では，間接費も同様の考え方で製品に配

賦する．つまり，標準間接費率に実際生産量に対する配賦基準の標準数量を乗じて製品に対す

る配賦額が計算される．標準原価計算の利点の１つは，製品の製造原価が生産に先だって計算

され，実際原価の記録をいちいち行わなくても良いことである．そのため，標準原価計算シス

テムは，実際原価計算システムに比べて安いコストで運用できる．

必要に応じて講義内で指示する．

必要に応じて講義内で指示する．

第 8 回：変動予算，間接費差異，およびマネジメント・コントロール (1)

特になし．必要に応じて別途指示する場合もある．

　　　　●コストマネジメント



232東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1．　変動間接費能率差異と変動間接費予算差異の計算

　変動間接費変動予算差異は，実際変動間接費額と変動予算間接費額の差として計算される．

これは，変動間接費能率差異と変動間接費予算差異とに分けられる．

　　変動間接費能率差異＝（実際操業度－標準操業度）×標準価格

　　変動間接費予算差異＝（実際配賦率－標準配賦率）×実際操業度

2．　変動間接費能率差異と直接費における能率差異の違い

　材料費や労務費など直接費の能率差異は，直接費の項目が予算より多く使われていたり，少

なく使われていたりすることを測定している．しかし，変動間接費は，原価配賦基準の利用量

に基づいて配賦されるため，変動間接費能率差異は，配賦基準の利用量を予算と比較している

にすぎない．変動間接費予算差異も同様に，配賦基準１単位あたりの実際変動間接費が予算よ

り高いか低いかを測定している．

第 9 回：変動予算，間接費差異，およびマネジメント・コントロール (2)

必要に応じて講義内で指示する．

章末問題 8-16

必要に応じて講義内で指示する．

　　　　●コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

21
1．　固定間接費率の計算

　固定間接費は，定義により，一定期間において，一定の範囲内の営業活動が行われた場合に，

発生するコストの総額が変化しない費用をいう．しかし，棚卸原価計算のためには，固定間接

費を総額ではなく製品単位当たり標準額に計算し直す必要がある．これは次の４つの手順で行

われる．

　(1)　予算期間を選択する．

　(2)　固定間接費を製品に配賦するための原価配賦基準を選択する．

　(3)　原価配賦基準との関連で固定費額を把握する．

　(4)　原価配賦基準１単位当たりの率を計算する．

2．　操業度差異による未利用キャパシティの測定に際して考慮すべき２つの事項

　固定費の変動予算額は固定予算額と同じであるから，固定間接費変動予算差異（固定間接費

予算差異）は，固定間接費実際発生額と固定間接費固定予算の差として計算される．

　操業度差異は，基準操業度と実際操業度の差として測定されるのであり，操業度差異は予算

操業度と実際操業度の違いを表しているにすぎないため，この差異が生じた理由について特に

注意を払う必要はない．予算では高い生産能力水準を設定していたが，価格決定や市況の影響

を受けて生産量が変化したと考えられる．

必要に応じて講義内で指示する．

必要に応じて講義内で指示する．

第 10 回：変動予算，間接費差異，およびマネジメント・コントロール (3)

章末問題 8-17  8-31

　　　　●コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1．　４分法を用いた間接費実際発生額と間接費配賦額の差の照会

　間接費差異は，予算差異・能率差異という２つの変動間接費差異と，予算差異・操業度差異

という２つの固定間接費差異に分けられる．４分法では，変動費・変動費，予算差異・能率差

異・操業度差異のいずれにおいても，配賦額と実際発生額の差を照会することができる．しかし，

コスト面の理由から，固定製造間接費と変動製造間接費を分離していない企業では，結合差異

分析が採用される．この場合，報告は簡略化されるが，情報の詳細さは失われる．

2．　ABC における間接費差異の計算

　ABC でも，伝統的原価計算における固定・変動間接費差異の計算方法を適用することができる．

違いは，ABC の差異分析は，企業や部門ごとではなく，コスト階層ごとに分析する点である．

第 11 回：変動予算，間接費差異，およびマネジメント・コントロール (4)

必要に応じて講義内で指示する．

章末問題 8-33 

必要に応じて講義内で指示する．

　　　　●コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

21
　原価計算方法が営業利益に及ぼす影響について説明する．棚卸原価計算法の選択によって，どの
製造原価が棚卸資産として扱われるかが異なる．また，操業度基準の選択によって，固定費配賦率
を評価する際に用いる基準操業度が異なる．これら２つの原価計算上の選択は利益計算や貸借対照
表に重大な影響を及ぼす．ここでは，様々な原価計算法の選択が財務諸表やキャパシティ・コント
ロール，価格決定に及ぼす影響について説明する．また，変動原価計算，全部原価計算およびスルー
プット原価計算についても紹介する．

1．　変動原価計算と全部原価計算の違い
　ある費目が，棚卸資産として貸借対照表に計上され，その後に売上原価となるか，期間費用
として発生した期の費用として計上されるかは，原価計算法の選択によって決まる．変動原価
計算は，全ての変動製造原価を棚卸製品原価とする．固定製造原価と非製造原価は期間費用と
される．全部原価計算では，全ての製造原価を棚卸製品原価とし，非製造原価は期間費用とさ
れる．変動原価計算と全部原価計算の唯一の違いは，固定製造原価の処理の仕方である．非製
造原価は，どちらの場合も期間費用とされる．外部報告のための GAAP では全部原価計算の採
用が求められている．

2．　全部原価計算と変動原価計算による損益計算書
　全部原価計算を用いた伝統的な総利益方式による損益計算書は，最もよく利用されており，
全ての期間費用を総利益から差し引き，営業利益を計算する．変動原価計算を用いた貢献利益
方式による損益計算書は，売上高から販売した製品の変動費と変動非製造原価を差し引いて貢
献利益を計算する．そこから全ての固定費を差し引いて営業利益が計算される．変動原価計算
では，変動非製造原価は変動製造原価とは別に，変動製造原価の後に記載されること，そして，
どちらの原価計算法の場合でも，売上原価には製造原価のみが計上されることを理解しておく
必要がある．

必要に応じて講義内で指示する．

必要に応じて講義内で指示する．

第 12 回：棚卸原価計算とキャパシティ分析 (1)

特になし．必要に応じて別途指示する場合もある．

　　　　●コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1．　全部原価計算と変動原価計算による営業利益の違い

　全部原価計算では，固定製造原価は棚卸原価とされるため，製品が販売されるまでは棚卸資

産のままである．対照的に，変動原価計算では，固定製造原価を，発生した期の期間費用とする．

そのため，生産量と販売量が異なる場合，両者の間には，営業利益に違いが生じる．在庫が増

加する場合には，全部原価計算の営業利益は変動原価計算の営業利益よりも大きくなり，在庫

が減少する場合には，変動原価計算の営業利益は全部原価計算の営業利益よりも大きくなる．

2．　全部原価計算がもたらす在庫増加のインセンティブ

　全部原価計算では，在庫が増加するときに高い利益が計算されるため，マネージャーが高い

利益を報告するために生産量を増加させようとする可能性がある．全部原価計算を採用し続け

ようとするならば，他の業績評価法を考えるか，在庫に課金したり，部分的に変動原価計算を

切り替えるなど，必要以上の在庫を生産しようとするインセンティブを抑える必要がある．

3．　全部原価計算・変動原価計算とスループット会計の違い

　短期的には，直接材料だけが変動製造原価であり，労務費や変動製造間接費は固定であると

いう考え方がある．スループット会計では，直接材料費だけを売上原価として，他の変動製造

原価は期間費用とすることにより，こうした問題を解消している．

4．　全部原価計算で採用される様々な生産能力の概念

　固定製造原価は理論的生産能力，実際的生産能力，正常操業度，および予算操業度のいずれ

によって配賦されるべきであろうか．基準操業度が高くなるほど，配賦率は小さくなり，予算

目標を達成するのが困難になる．

第 13 回：棚卸原価計算とキャパシティ分析 (2)

必要に応じて講義内で指示する．

章末問題 9-16  9-17  9-18  9-19  9-20  9-21  9-27  9-30

必要に応じて講義内で指示する．

　　　　●コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

21
1．　予算固定製造原価率の計算における生産能力水準の選択

　予算編成プロセスの一環として，固定製造原価の配賦額をきめるために，基準操業度を決め

る必要がある．基準操業度によって，製品への予算固定費配賦額が異なり，製品単位当たりの

固定費配賦額は，製品原価計算およびキャパシティ・マネジメント，業績評価，および外部報

告に影響を及ぼすため，基準操業度は多面的に検討して決定しなければならない．

2．　キャパシティの固定費がもたらす悪循環

　固定間接費配賦のための基準操業度として予算操業度や正常操業度を採用すると，生産能力

のうち，利用された部分だけではなく，全ての固定費が製品に配賦されるため，実際の製造原

価よりも高い配賦額が計算されてしまう．需要の低下によって製品原価は上昇し，それによっ

てさらに需要は低下し，さらに高い原価が計算される．この下降スパイラルによって価格競争

が生じる度にますます原価が高くなり，競争企業の価格に対抗できなくなる．

3．　生産能力水準が操業度差異に及ぼす影響

　基準操業度と実際操業度の差が操業度差異として測定される．そのため，キャパシティ水準

の決定は，操業度差異に直接的に影響を及ぼす．操業度差異の営業利益への影響の仕方は，期

末における差異の処理方法によって異なる．差異の処理の仕方としては，配賦率調整法，比例

配分法，および売上原価に振り替える方法の３つが代表的である．

必要に応じて講義内で指示する．

必要に応じて講義内で指示する．

第 14 回：棚卸原価計算とキャパシティ分析 (3)

章末問題 9-22  9-32  9-35

　　　　●コストマネジメント



23�東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1．出題範囲：第 2 回から第 14 回までの全範囲．

2．電卓のみ持込み可

第 15 回：期末試験

特になし．

なし．

特になし．必要な文献を講義で示すこともある．

　　　　●コストマネジメント
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

22

上級コストマネジメント

小沢　浩

・ 原則として，2 回の講義で 1 章を終えるというペースで講義を進めて
いく．

・ 1 回目の講義でテキストの内容を説明し，2 回目の講義で練習問題に
よる復習を行う．

・ 原則として，講義毎に宿題を課す．また，必要に応じて小テストも行う．
・ 期末試験を行う．

　会計や原価計算に関する基礎的知識を有している．たとえば，学部で

会計学関連の科目や原価計算・管理会計の科目を履修していることが望

ましい．

Horngren, C. T., S. M. Datar, and G. Foster,Cost Accounting: A Managerial 
Emphasis  (12th ed.), Prentice-Hall, 2005.

後期　金曜 2 限

・ 宿題 (20%)，中間試験
(40%) ，期末試験 (40%)
で評価する．

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週月曜日

14:00-16:00

022-795-4794
hozawa@econ.tohoku.ac.jp

・英文のテキストを利用

するが，英語自体の解

説は行わない．

・予習復習を必ず行うこ

と．

必要に応じで講義の中で紹介する．

　コストマネジメントの発展的な知識を身につけること．その際，会

計情報（非財務情報も含む）が企業における意思決定や業績評価にお

いてどのように利用されるのかを具体的に理解すること．

展開
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■講義の目的

■講義の概要

講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション

　　　●上級コストマネジメント

講義の概要は以下の通りであり，それぞれ簡単に説明する．

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：仕損，補修，スクラップ (1)

第 3 回：仕損，補修，スクラップ (2)

第 4 回：バランスト・スコアカード (1)

第 5 回：バランスト・スコアカード (2)

第 6 回：在庫管理，JIT , バックフラッシュ・コスティング (1)

第 7 回：在庫管理，JIT , バックフラッシュ・コスティング (2)

第 8 回：中間試験

第 9 回：資本予算とコスト分析 (1)

第 10 回：資本予算とコスト分析 (2)

第 11 回：マネジメント・コントロール，移転価格，多国籍要件 (1)

第 12 回：マネジメント・コントロール，移転価格，多国籍要件 (2)

第 13 回：業績評価，報酬，多国籍要件 (1)

第 14 回：業績評価，報酬，多国籍要件 (2)

第 15 回：期末試験

　講義の進め方，成績評価について説明する
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

22
　不良品の生産に関する会計処理の問題を取り扱う . 製造工程における不良品のコストには，仕損，

補修，およびスクラップの３種類がある . 企業は，棚卸資産価値，売上原価の適切な記録と報告の

ために，そして，原価低減と品質管理の戦略を分析するために，製造不良を識別し，それを数量化

するための会計手法を開発している .

1.　仕損，補修，スクラップとは何か

　製造工程における不良から発生するコストには，仕損，補修，およびスクラップの３種類が

ある . 仕損は，製品が仕様に合致しない場合に生じる . 仕損品は再利用されたり，B 級品として

販売される . 補修もまた仕様に合致しない製品であるが，修理した後に良品として販売される . ス

クラップは，製造工程で発生した端材や残留物のことである .

2.　正常仕損と異常仕損の会計処理

　仕損の会計処理の目的は，これらのコストを識別して浮き彫りにし，それによって品質改善

やコスト低減を促進することである . この場合に，通常の製造プロセスにおいて発生すること

が想定されている正常仕損と，通常の製造プロセスでは発生し得ない異常仕損を区別すること

が重要である .

3.　総合原価計算における仕損の処理（加重平均法）

　総合原価計算において加重平均法を用いて仕損を処理する方法は，教科書 17 章で説明され

た加重平均法とほぼ同じである . 唯一，原価を配分する対象として，正常仕損と異常仕損が追

加される点が異なる .

4.　総合原価計算における仕損の処理（先入先出法）

　総合原価計算において先入先出法を用いて仕損を処理する方法は，教科書 17 章で説明され

た先入先出法とほぼ同じである . 唯一，原価を配分する対象として，正常仕損と異常仕損が追

加される点が異なる . なお，多くの企業で改良された先入先出法が採用されているが，この方

法では，仕損費は常に当期に発生し，期末在庫には仕損が含まれないことになっている .

必要に応じて講義内で指示する .

章末問題 18-16  18-17  18-18  18-19  18-20  18-28  18-21  18-27  18-29  18-30

必要に応じて講義内で指示する .

第 2 回：仕損，補修，スクラップ (1)

　　　●上級コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　総合原価計算における仕損の処理（標準原価計算法）

　標準原価計算法において先入先出法を用いて仕損を処理する方法は，教科書 17 章で説明さ

れた標準原価計算法とほぼ同じである . 唯一，原価を配分する対象として，正常仕損と異常仕

損が追加される点が異なる . このとき，原価は，実際原価ではなく，標準原価を用いて正常仕

損と異常仕損に配賦される .

2.　個別原価計算における仕損の処理

　個別原価計算では，正常仕損の原価は別個に計算され，特定の製品に賦課される . 全ての製

品に共通に発生する正常仕損は，製造間接費に計上され，全ての製品に配賦される . 異常仕損

はそれが特定の製品に関係しているか否かにかかわらず，異常損失勘定に計上される .

3.　個別原価計算における補修の処理

　仕損の処理と同様に，補修の原価も別個に計算され，特定の製品に賦課される . 全ての製品

に共通である正常な補修は，製造間接費に計上され，全ての製品に配賦される . 異常な補修は，

それが特定の製品に関係しているか否かにかかわらず，異常損失勘定に計上される .

4.　スクラップの処理

　スクラップには原価が割り当てられないので，正常と異常の区別はしないが，スクラップが，

特定の製品に関連して発生したものであるか，全製品に共通に発生したものであるかで区別さ

れる . スクラップの価値が発生した時点と，スクラップを販売した収益の会計処理をめぐって，

２つの問題がある .

　スクラップの価値が小さい場合には，販売時点まで仕訳はせず，収益は独自の項目で処理さ

れる . 価値が大きい場合で，製造後すぐに販売される場合には，特定の製品の原価もしくは製

造間接費と相殺して仕訳される . スクラップの価値が大きい場合で，販売されるまでに時間が

ある場合には，正味実現可能価格によって評価し，棚卸資産に計上する . このときの貸方には，

特定の製品の原価や製造間接費が記入される .

第 3 回：仕損，補修，スクラップ (2)

必要に応じて講義内で指示する .

章末問題 18-31  18-32  18-33  

必要に応じて講義内で指示する .

　　　●上級コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

22
　BSC によって品質と時間がもたらすインパクトを測定・報告する方法についての概観図を示す . 管
理会計は，より良い意思決定をサポートすることが目的であるから，計算・報告される数値は，企業
の最終目的である長期的な企業の収益性，および持続的成長に結びついていなければならない .
　品質には，設計品質と適合品質という２つの側面がある . また，品質原価は，予防コスト，評価コスト，
内部失敗コスト，外部失敗コストの４種類に分けられ，財務的尺度だけでなく非財務的尺度も用いて
評価される . 品質原価の算定には ABC を適用することができる . また，品質問題の分析にはコントロー
ル・チャート，パレート図，特性要因図が用いられることが多い . 品質改善の成功を，評価するために，
品質改善に関連する費用と便益を明確に把握することが要求される .
　顧客応答時間と遅延によるコストについても取り上げる . 跡づけと報告の方法，およびボトルネッ
クの管理方法に関連して制約条件理論 (TOC) についても紹介する .

1.　４種類の品質原価
　予防コストは，品質基準に合わない製品の製造を防止するためのコストである . 評価コストは，
品質基準に合わない製品を発見するためのコストである . 内部失敗コストは，不良品が顧客の手
に渡る前に発生するコストである . 外部失敗コストは，不良品が顧客の手に渡った後に発生する
コストである .

2.　顧客満足に関する非財務的品質尺度の例
　非財務的な品質尺度の例としては，市場占有率，顧客アンケート，欠陥発生率，苦情件数，リピー
ト受注率，および納期順守率などがある . これらの数値を継続的に監視することで，品質水準が
改善しているか否かを知ることができる .

3.　品質問題を識別するための３つの方法
　(1) コントロール・チャートは，統計的品質管理の手法である . 品質のバラツキがランダムなも
のか，品質問題を示唆するものかを判定する .(2) パレート図は，品質問題の発生を棒グラフで示
したものである . パレート図は品質問題を分かりやすく表示するので，問題の頻発する箇所を素
早く発見することができる .(3) 特性要因図は，品質問題とその原因を明確にするフローチャート
のようなものである .

4.　品質改善の関連原価
　品質改善の実施に伴う関連原価と利益の分析も，他の関連原価分析と同様に行われる . 品質改
善の関連原価は，品質改善を実施するために要するコストであり，関連利益は，品質改善が行わ
れたことによって得られる貢献利益である

必要に応じて講義内で指示する .

必要に応じて講義内で指示する .

第 4 回：バランスト・スコアカード (1)

章末問題 19-16  19-17  19-26  19-27 

　　　●上級コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　品質に関する財務的尺度と非財務的尺度

　業務プロセスを評価するための非財務的品質尺度の例としては，補修比率，平均補修時間，

欠陥の種類数，および設計や工程の変更回数などがある . 学習と成長に関する非財務的尺度の

例としては，従業員回転率，従業員満足度，および従業員訓練時間などがある .

2.　顧客応答時間，遅延の発生とそのコスト

　顧客応答時間とは，顧客が発注してから製品を受け取るまでの時間である . 顧客反応時間は，

(1) 受入時間，(2) 製造リードタイム，(3) 配送時間に分けられる . この時間が短いほど顧客満足

度が高くなり，高い営業利益に結びつく . 品質改善では，顧客反応時間を短縮した場合の費用・

便益を分析することが重要である . また，時間に関連して定時納品率という顧客満足の重要な

尺度がある . 遅延の発生は，収益の減少し，保持コストの増大をもたらす .

3.　TOC における３つの尺度

　TOC は，ボトルネックがある場合の利益最大化の方法である .TOC では，スループット貢献

利益，投資，および業務費用という３つの尺度を用いる .TOC の目的は，スループット貢献利

益を最大化し，投資と業務費用を低減することである .

4.　ボトルネックの管理

　ボトルネックとは，作業量が利用可能な生産能力に近いか，それを超えている業務のことでり，

１つのボトルネックがスループット貢献利益および営業利益に重大なインパクトをもたらす . ボ

トルネックの管理は，(1) ボトルネックのインパクトの把握，(2) ボトルネックの発見，(3) 他の

業務によるボトルネック業務の代替可能性の検討，(4) ボトルネック業務の効率化，増強の４ス

テップで行われる

第 5 回：バランスト・スコアカード (2)

必要に応じて講義内で指示する .

章末問題 19-18  19-19  19-20  19-21  19-22  19-23  19-24  19-25  19-29  19-30

必要に応じて講義内で指示する .

　　　●上級コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

22
　在庫管理と在庫コストの会計について紹介する . 在庫は製造業・小売業においてコストの大きな割合
を占めている . そこで，在庫を効果的に管理するための情報提供が求められる .
　在庫に関連したコストには，購買・発注・保持・欠品・品質の５つのコストがある . 経済的発注量 (EOQ)
モデルによって，発注コストと保持コストが均衡する発注量が決定される . しかし，EOQ モデルと業績
評価に用いられる他の尺度との間にコンフリクトが生じることもある .

1.　売上原価に関連する５種類の原価
　購買コストは，供給業者から購入した部品の原価であり，送料も含まれる . 発注コストは，購入
注文の準備と発注のにかかるコスト，および荷受・検収のコストである . 保持コストは，在庫を持
つことによって発生するコストで，在庫にかかる金利，保管スペース，陳腐化，腐敗，減少などの
コストである . 欠品コストは，在庫切れを起こした場合に生じる特急注文のコスト，販売機会を逸
した喪失利益などである . 品質コストは，製品が仕様に合致しなかった場合に生じるコストである .

2.　EOQ モデルによる発注コストと保持コストの均衡
　EOQ モデルの公式は，次の通りである .

 
           D: １回の需要量　P: 発注１回当たりコスト　C: １個当たりの保持コスト

3.　EOQ モデルと業績評価法のコンフリクトと解決法
　EOQ モデルは在庫を保持することによる金利などの機会費用を考慮に入れるが，業績評価に機会
費用が反映されないこともある . この場合，管理者は，業績評価を良くするために EOQ による最適
発注サイズよりも多くの在庫を持とうとする傾向があり，利益に悪影響を及ぼす . 効果的な在庫管
理のためには，管理者の目標と企業の目標を合致させる業績評価が望まれる .

4.　サプライチェーン・マネジメントの在庫管理への適用
　在庫の水準は，顧客からの需要が予測できない場合だけではなく，供給面で，納期，品質の不確
実性がある場合に高くなる . そこで，在庫管理のためには，供給業者も含めたサプライチェーンの
分析が必要となる .

必要に応じて講義内で指示する .

必要に応じて講義内で指示する .

第 6 回：在庫管理，JIT , バックフラッシュ・コスティング (1)

章末問題 20-16  20-18  20-19  20-24  20-26

　　　●上級コストマネジメント

EOQ = 2DP /C
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　多くの企業で JIT が導入されるようになっている .JIT の主要な特徴は，材料や商品を使用したり，
販売するために丁度良いタイミングで購入することにある .JIT は在庫コストを大幅に低減するが，
エラーに対処するための余裕がないため，効果的かつ効率的に生産・納入するための計画と管理が
求められる .JIT との比較で，製造資源計画 (MRP) についても説明する .

1.　MRP と JIT の相違
　MRP は需要予測に基づいて，最終製品の需要から各部品の必要量を逆算して購買・在庫水準
を予測・計画するシステムである . この方法では，製造部門が作業の準備ができていないうち
に部品が届けられて，在庫が増大してしまうことがある . 管理会計によって，在庫水準や在庫
保持コストに関する正確でタイムリーな情報を提供し，在庫管理をサポートすることが求めら
れる .
　これに対して JIT は，次工程で使われる丁度良いタイミングで各部品の生産を行う . 理想的な
JIT 生産システムでは，各工程が部品を使うタイミングで部品を受け取り，顧客が購入するタイ
ミングで製品を生産する .JIT が効果的に行われれば，流れがスムーズになり，在庫が低減される . 

2.　JIT 生産システムの特徴
　JIT の主な特徴は次の５点である .(1) 生産ラインの再編と生産順序の変更，(2) 多能工化，
(3)TQM，(4) 製造リードタイムと段取り時間の短縮，(5) サプライヤーとの取引関係の改善

3.　バックフラッシュ・コスティング
　在庫管理の手法が改善され，製造リードタイムの短縮や在庫水準の低減がもたらされると，
棚卸資産払出法や棚卸原価計算の重要性は低下する . そこで，リードタイム短縮や在庫低減に
成功した企業では，伝統的原価計算より簡易な原価計算が用いられる . バックフラッシュ・コ
スティングは，製造段階の様々な仕訳記入を省略した簡易な原価計算法である .

4.　バックフラッシュ・コスティングによる伝統的棚卸原価計算の簡略化
　典型的なバックフラッシュ・コスティングでは，仕掛品の記帳が省略され，製品と在庫（お
よび売上原価）が実際原価ではなく，標準・正常原価で記録される .

第 7 回：在庫管理，JIT , バックフラッシュ・コスティング (2)

必要に応じて講義内で指示する .

章末問題 20-27  20-30

必要に応じて講義内で指示する .

　　　●上級コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

22
第２回～第７回までの内容について試験を行う .

1. 出題範囲：第 2 回から第 7 回までの全範囲 .
2. 電卓のみ持込み可

なし .

特になし .

第 8 回：中間試験

なし .

　　　●上級コストマネジメント　　　●上級コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　複数年にわたって使用される資本的資産を含む，長期的な投資決定について説明する . 特に，ラ
イフサイクル予算・ライフサイクル原価計算に似た，プロジェクトごとの資本予算を取り上げる . 個
別のプロジェクトを，最も高い見積もりリターンによって評価し，見積リターンと実際リターンを
比較することによって，資本支出の計画と分析を支援することが管理会計に求められる .
　プロジェクトの資本予算編成には，識別，探索，情報収集，選択，財務，導入・管理の６段階で
行われる . 投資計画案の評価方法には，正味現在価値 (NPV) 法，内部利益率 (IRR) 法，回収期間法，
および発生主義会計による利益率 (AARR) 法という４つの方法がある . 本講義では，NPV，IRR な
どの割引現在価値 (DCF) 法と伝統的発生主義会計を用いる業績評価の間に生じるコンフリクトにつ
いて説明する . 投資計画暗に関連するキャッシュインフローとキャッシュアウトフローの決定につ
いても再考する .

1.　資本予算編成における複数年の視点
　複数年にわたって使用される固定資産への投資について決定する場合には，投資をするか否
かを決定する前に，投資案に関連するキャッシュ・インフローとキャッシュ・アウトフローの
分析をする必要がある . 資本予算編成は，会計期間の１年ではなく，投資案の全期間にわたる
キャッシュフローとキャッシュ・セイビングを分析する方法である .

2.　プロジェクトの資本予算編成の６段階
　資本予算編成の６段階とは，(1) 識別：必要な資本支出を明確化する，(2) 探索：投資の代替
案を探索する，(3) 情報収集：関連原価と利益を調べる，(4) 選択：最適投資案を選択する，(5)
財務：財源を確保する，(6) 導入・管理：実施および投資案の監査を行う，である .

3.　NPV 法と IRR 法
　NPV 法は，期待利益率で割り引いたキャッシュフローの正味現在価値に基づいてプロジェク
トを評価する方法である .IRR 法は，キャッシュフローの現在価値に基づいて，投資案の NPV
がゼロとなるような割引率（内部利益率）を求める方法である .

第 9 回：資本予算とコスト分析 (1)

必要に応じて講義内で指示する .

特になし . 必要に応じて別途指示する場合もある .

必要に応じて講義内で指示する .

　　　●上級コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

22
1.　回収期間法

　回収期間法は，初期投資を回収するために要する期間を計算する方法である . 回収期間法の難点は，

回収期間後のキャッシュフローについて考慮されないことである .

2.　AARR 法

　AARR 法は，会計的利益率法として知られており，次のように計算される . これは，IRR 法に似た

側面をもっているが，貨幣の時間価値を考慮していない .

 AARR ＝税引後利益の期待平均増加額÷正味初期投資額

3.　投資案評価の指標 (DCF) と業績評価指標 (AARR) の間のコンフリクト

　DCF 法の前提条件は，企業価値最大化のための意思決定に有用であるため，NPV や IRR は投資案

の評価に広く用いられる . 他方で，業績評価には AARR 法も利用される . これら投資案の評価法と業

績評価法の不一致は，管理者の目標と企業目標の間に目標の不調和をし，管理者は，企業価値の最

大化ではなく，業績尺度改善のための意思決定をしてしまうことがある . この不一致は，投資案が

複数年にわたっているにもかかわらず，マネージャーの業績が短期的に評価され，昇進や報酬が与

えられる場合に増幅される .

4.　関連キャッシュフロー

　関連キャッシュフローは，投資の結果として期待される将来キャッシュフローの差額である .

必要に応じて講義内で指示する .

必要に応じて講義内で指示する .

第 10 回：資本予算とコスト分析 (2)

章末問題 21-18  21-19  21-21  21-22  21-23  21-25  21-26  21-27  21-28  21-29

　　　●上級コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　マネジメント・コントロール，戦略，組織構造，および会計情報の関係について説明する . 集権
的組織と分権的組織の利点と不利点を比較する . 異なる事業部や部門の間の移転価格について再考
し，移転価格が部門や企業の業績に及ぼす影響についても検討する .

1.　マネジメント・コントロール・システムと３つの特質
　マネジメント・コントロールシステムの目的は，組織における意思決定をコスト効率的なや
り方で改善することである . それには，財務尺度の他に非財務尺度も用いられる .BSC の概念に
基づいて設計され，異なる視点からの財務的・非財務的尺度を単一の報告書に示すシステムも
ある . 内部・外部の情報，異なる目的のための異なる報告書を用いるのが良いシステムである .

2.　分権化の利点と不利点
　下位レベルの管理者が大きな意思決定権限を持つことを分権化という . また，権限の程度を
自律性という . 分権化によって，意思決定の迅速化，局所的なニーズへの対応が可能になるほ
か，モチベーションの向上，経営上の開発や学習を促進する効果がある . しかし，分権化によっ
て意思決定の統制がとれなくなるために最適解が導かれない場合がある . また，情報収集コス
トの増加や投資の重複などの問題もある .

3.　移転価格を評価するための４つの基準
　同一企業内のある部門から別の部門に対して課される価格を移転価格という . 移転価格は，
目標合致性，経営努力，部門業績評価，および部門の自律性という４つの基準にしたがって設
定される .

4.　移転価格を計算するための３つの計算方法
　移転価格を決定する方法には，市価基準価格，原価基準価格，および交渉価格の３つがある . 市
価基準価格は，外部市場の取引で用いられる競争的な価格であり，原価基準価格は総製造原価
と一定のマークアップによって決める価格であり，交渉価格は部門間の交渉によって決められ
る価格である .

第 11 回：マネジメント・コントロール，移転価格，多国籍要件 (1)

必要に応じて講義内で指示する .

特になし . 必要に応じて別途指示する場合もある .

必要に応じて講義内で指示する .

　　　●上級コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

22
1.　市価基準価格による目標合致性の促進

　市価基準価格を用い，市場と同じ価格で取引することにより，部門の利益最大化が企業全体の利
益最大化となり，目標合致性が促進される . 市場価格は，部門管理者に業務成績を改善し，市場で
競争力のない下位部門の縮小・再構築を促進させる原動力となる .

2.　原価基準価格による次善解を回避する方法
　市場価格を利用できない中間製品の場合には原価基準価格が用いられる . しかし，原価基準価格
は市価より高くなることが多く，その場合には，外部から購入する方が部門利益が大きくなる . そ
の結果，企業全体の利益は低下してしまう .

3.　未利用生産能力がある場合の２部門間における交渉の余地
　供給部門に余剰キャパシティがある場合，移転価格は変動原価以上かつ市場価格以下で設定され
るべきである . この範囲内であれば企業利益が最大化される . また，この範囲内における実際の移転
価格は，各部門の相対的交渉力ともっている情報によって決まる .

4.　移転価格の下限に関する一般的ガイドライン
　一般的には，移転価格の下限は，変動費または増分費用に，外部に販売した場合に得られるはず
の機会費用を加えたものとなるべきである . 供給側の部門が余剰のキャパシティを持っている場合
には，機会費用はゼロであるから，増分・変動費用が移転価格の下限となる . この移転価格の下限
に関するガイドラインは，特注品の価格設定や，内製・外注決定のガイドラインとほぼ同じである .

5.　多国間移転価格における所得税条項
　中間製品が税率の異なる国にある部門間で取引される場合には，税の問題も含めて移転価格を考
えなければならない . 例えば，税率の低い国の部門が最大の利益を出すようにすることで企業の利
益は最大化される . 財務会計と税法では，企業が高税率国から低税率国へ利益を振り変えることが
規制されているが，税率と移転価格が企業利益に与えるインパクトについては知ってくべきであろ
う . 企業が税を最小化する移転価格を設定しようとするならば，操業する国の規制を順守するため
のマネジメント・コントロールシステムを持っておく必要がある .

必要に応じて講義内で指示する .

必要に応じて講義内で指示する .

第 12 回：マネジメント・コントロール，移転価格，多国籍要件 (2)

章末問題 22-18  22-21  22-22  22-23  22-26  22-27  22-20  22-24  22-29  22-31 

　　　●上級コストマネジメント　　　●上級コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　会計による業績尺度を設計する６ステップを紹介する . 投資利益率 (ROI)，残余利益 (RI)，経済
的付加価値額 (EVA)，および売上高利益率 (ROS) の４つの業績評価尺度について説明する . また，
より良い報酬制度を設計する場合に，管理会計担当者が果たす役割について触れながら，マネジメ
ント・コントロールシステムと報酬の関係について説明する . さらに，コントロールシステムの４
つのレベルと，それらが必要な理由について説明する .

1.　BSC のための財務的・非財務的尺度の選択
　BSC に用いられる尺度は企業によって様々であるが，戦略と一貫していなければならない . ま
た，用いられる業績尺度は，企業の戦略，およびマネジメント・コントロールシステムと一致
する期間をカバーして評価するものでなくてはならない .

2.　会計による業績尺度の設計
　会計数値に基づく業績尺度は次の６ステップによって設計される .(1) 財務目標と一致する業
績尺度の選択，(2) 業績評価の期間の選択，(3) 各業績尺度の構成要素の定義，(4) 各業績尺度に
対する代替尺度の選択，(5) 業績目標水準の決定，(6) フィードバックのタイミングの決定

3.　Du Pont 法による投資利益率の分析
　ROI は Du Pont 法によって，資本回転率と売上高利益率に分解される . つまり，ROI は，収
益の増大または原価の低減，あるいは，投資の縮小によって増大させることができる .

4.　残余利益法とその利点
　RI は，利益から投資が要求する利益額を差し引いて得られる会計尺度による業績評価尺度で
ある .RI は，投資の帰属原価を業績尺度に取り入れ，比率ではなく額で測定しているため，ROI
よりも優れた業績尺度であるとされている .

第 13 回：業績評価，報酬，多国籍要件 (1)

必要に応じて講義内で指示する .

章末問題 23-16  23-17  23-18  23-19  23-26  23-27  23-30 

必要に応じて講義内で指示する .

　　　●上級コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

22
1.　EVA 法

　EVA は，近年になって普及し始めた RI 法の一種である .EVA は次のように計算される .
EVA ＝税引後営業利益—税引後加重平均資本コスト×（総資産－無利子流動負債）
　RI との違いは，利益として税引後営業利益を，期待収益率として税引後加重平均資本コストを用
いることである .EVA は，資本コストを業績尺度に取り入れることによって，資本コストを意思決定
過程に組み込むことができる .

2.　時価と歴史的原価による資産評価の比較
　多くの業績尺度には，投資計算の一部として資産が含まれている . ところで，この資産は，時価
と歴史的原価のどちらで評価すべきであろうか . 時価による評価は，投資額を適正に評価し，投資
によって得られる収益を測定するより良い尺度となりうる . しかし，資産の中には時価による評価
が困難なものもある .

3.　異なる国で操業する事業部の業績比較の困難
　国際的な事業単位の ROI の計算では，インフレ率の違い，為替レートの変動を反映させた調整が
必要となる . また，事業部長は，従業員など経営資源の質，事件，および外部環境の違いにも直面
するであろう . そのため，部門の業績尺度と事業部長の業績尺度は分けて考えなければならない .

4.　管理者報酬としての給与とインセンティブの役割
　管理者や従業員は報酬制度によって動機づけられ，業績評価の方法は，業績とリンクした報酬に
影響する . したがって，業績尺度と報酬制度は，業績の変化に応じて変化する感度の良いものでな
ければならない . また，管理不能な要因による業績について罰則を課すことがあってはならない .

5.　コントロールの４つのレベルとその必要性
　診断的コントロールシステムは，期待通りの業績を出しているか否かを判定するシステムであ
る . 境界システムは行動規範を定め，信念システムは使命，目的，価値観を設定する . そして，双方
向コントロールシステムは，戦略の中核となる時刻に組織の注意を向け，学習を促進するための公
式情報システムである .

必要に応じて講義内で指示する .

必要に応じて講義内で指示する .

第 14 回：業績評価，報酬，多国籍要件 (2)

章末問題 23-21  23-22  23-23  23-24  23-29  23-31 

　　　●上級コストマネジメント　　　●上級コストマネジメント
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 出題範囲：第 9 回から第 14 回までの全範囲 .
2. 電卓のみ持込み可

第 15 回：期末試験

なし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　●上級コストマネジメント
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

23

原価計算 1

西村　一幸

・ 1 回目の講義で講義の概要，進め方，成績評価，学習方法などについ
て説明を行う .

・ 2 回目から 15 回目まででテキスト全部の解説を行う .
・ 原則として，講義毎に宿題を課す . また，随時小テスト及び出欠確認

を行う .

商業簿記の基本的知識を有していることが望ましい .

オリジナルテキスト『原価計算１』：各自、以下に記す URL（学内ホームペー

ジ）の「講義資料」よりダウンロードすること .

http://www.econ.tohoku.ac.jp/~tuasad/

前期　土曜 2 限

・ 宿題 (50％ )，小テスト・
出席状況 (50％ )

・AA(90 点以上 )，　     　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週土曜日

12:00-13:00

メールアドレス等は講義で
連絡する .

・予習：余力があれば，

次回講義分について予

習 す る こ と が 望 ま し

い .

・ 復 習： 毎 回 宿 題 を 課

しているので，事例に

ついて今回以前の分ま

で を 反 復 継 続 的 に 復

習し，いつ小テストが

あっても大丈夫なよう

に し て お く 必 要 が あ

る .

・原価計算２を履修する

こと .

・途中で履修を放棄する

学生は，最初から履修

登録しないこと .

必要に応じて講義の中で紹介する .

　工業簿記及び原価計算の基礎を身につけること . ある処理方法のデ

メリットを補うために別の処理方法が考案されてきたケースが多いの

で，単に各処理方法を理解するのではなく，進化した過程をも理解し

ていく .

基礎
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■講義の目的

■講義の概要

　第 1 回：オリエンテーション・商業簿記の復習

　第 2 回：工業簿記・原価計算の基礎

　第 3 回：費目別計算Ⅰ（材料費計算）

　第 4 回：費目別計算Ⅱ（労務費計算）

　第 5 回：費目別計算Ⅲ（経費計算），製造間接費

　第 6 回：製造間接費

　第 7 回：部門別計算

　第 8 回：部門別計算

　第 9 回：個別原価計算

　第 10 回：単純総合原価計算

　第 11 回：総合原価計算における仕損費・減損

　第 12 回：総合原価計算における仕損費・減損，工程別総合原価計算

　第 13 回：工程別総合原価計算

　第 14 回：組別総合原価計算，等級別総合原価計算

　第 15 回：連産品・副産物

商業簿記の流れ

　簿記の基本的な流れ

　仕訳と取引要素

　仕訳帳及び総勘定元帳

　合計残高試算表

　精算表

　貸借対照表，損益計算書

第 1 回：オリエンテーション・商業簿記の復習

　●原価計算 1

1　講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法についての説明を行う .

2　商業簿記の流れを復習する .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

23
1. 工業簿記と原価計算の係わりを理解する .
2. 原価計算の意義・目的と原価計算制度について理解する .

　「原価計算基準」より，原価計算の意義を理解する .
　原価計算は，利用の仕方により財務諸表作成目的，製品価格決定目的，原価管理目的，利益
管理目的，経営意思決定目的があることを理解する .
　原価計算制度の意義を理解し，原価計算の目的に対応して制度としての原価計算と広義の原
価計算があることを理解する .
　制度としての原価計算制度は，消費量をどうするかにより実際原価計算制度と標準原価計算
制度に大別されることを理解する .

3. 原価の意義，概念，分類について理解する .
　「原価計算基準」より，原価の４つの本質は，経済価値の消費，経営が作り出す財貨に転嫁さ
れる価値，経営目的に関連したもの，正常的であることを理解する .
非原価項目の内容を理解する .
　本質・目的の違いから，製品原価と期間原価，実際原価と標準原価，全部原価と部分原価といっ
た対照的な原価の概念が考えられることを理解する .
　製造原価は，観点の違いにより，形態別分類，製品との関連における分類，機能別分類，原
価の管理可能性に基づく分類，操業度との関連における分類に分けられることを理解する .
　販売費及び一般管理費の分類の仕方を理解する .

4. 原価計算の大まかな流れを理解する .
　原価の費目別計算，部門別計算，製品別計算といった３段階の大まかな流れについて理解する .
　生産形態の違いにより，個別原価計算と総合原価計算があることを理解する .

製造活動，原価計算，財務諸表作成目的，製品価格決定目的，原価管理目的，原価管理，利益管理目的，

予算，経営意思決定目的，基本計画，制度としての原価計算，実際原価計算制度，標準原価計算制度，

特殊原価調査，原価，非原価項目，製品原価，製造原価，期間原価，販売費，一般管理費，実際原価，

実際消費量，予定価格，標準原価，能率の尺度としての標準，現実的標準原価，正常原価，正常な

能率，予定原価，理想標準原価，全部原価，部分原価，直接原価，形態別分類，材料費，労務費，

経費，製品との関連における分類，製造直接費，製造間接費，機能別分類，原価の管理可能性に基

づく分類，管理可能費，管理不能費，操業度との関連における分類，固定費，変動費，準変動費，

準固定費，原価計算期間，価値移転的原価計算，原価の費目別計算，原価の部門別計算，原価の製

品別計算，個別原価計算，総合原価計算，単純総合原価計算，組別総合原価計算，等級別総合原価

計算

事例　1

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 2 回：工業簿記・原価計算の基礎

　●原価計算 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 材料と材料費の違いについて理解する .
　材料は，物品でありいわゆる材料より範囲が広いことを理解する .
　材料は消費によって材料費となることを理解する .
　材料費の内容を，製品との関連における分類により理解する .
2. 材料の購入原価について理解する .
　材料副費の内容，材料副費のうちどこまで購入原価に含めるのかについて理解する .
　材料副費の予定配賦のメリットについて理解する .
　材料副費差異の処理について理解する .
3. 材料消費量の計算方法について理解する .
　出入記録を行うものと行わないものがあることを理解する .
　継続記録法と棚卸計算法の違い，併用によるメリットについて理解する .
4. 材料消費価格の計算方法について理解する .
　先入先出法，移動平均法，総平均法，後入先出法，個別法について理解する .
　後入先出法については，計算スパンにより継続的後入先出法と期間的後入先出法があることを理解する .
　実際消費価格のデメリットと予定消費価格のメリットについて理解する .
　材料消費価格差異の処理について理解する .
5. 棚卸減耗費について理解する .
　棚卸減耗費の内容，処理について理解する .

第 3 回：費目別計算Ⅰ（材料費計算）

事例　 2~6

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●原価計算 1

材料，材料費，直接材料費，間接材料費，購入代価，材料副費，外部材料副費，内部材料副費，材

料副費差異，継続記録法，棚卸計算法，実地棚卸，実際消費価格，先入先出法，移動平均法，総平

均法，後入先出法，継続的後入先出法，期間的後入先出法，個別法，予定消費価格，材料消費価格

差異，棚卸減耗費



東北大学会計大学院シラバス 2006 25�

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

23
1. 労務費の分類について理解する .

　労務費は，いわゆる人件費より範囲が狭いことを理解する .

　労務費を，製品との関連における分類により理解する .

2. 賃金の支払額と要支払額について理解する .

　支給対象期間と支払日にズレが生じる理由を理解する .

　支給額から暦日基準による労務費の消費額への調整過程を理解する .

　いわゆる天引きについて理解する .

　就業時間の内容を理解する .

　総労働時間に含まれないものがあることを理解する .

3. 労務費の計算について理解する .

　作業時間又は作業量の測定を行うものと行わないものがあることを理解する .

4. 消費賃率の計算方法について理解する .

　消費賃率が個人別でない理由を理解する .

　実際消費賃率のデメリット，予定消費賃率のメリットを理解する .

　賃率差異の処理を理解する .

5. 定時間外作業手当の計算について理解する .

　　残業手当を予定消費賃率に含めている場合と含めていない場合があることを理解し，それぞれ

　の処理を理解する .

賃金，労務費，直接労務費，間接労務費，フリンジ・ベネフィット，支給対象期間，支払賃金，諸手当，

給与支給総額，就業時間，直接作業時間，間接作業時間，手待時間，段取時間，加工時間，前月

未払額，当月未払額，実際消費賃率，予定消費賃率，賃率差異

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回：費目別計算Ⅱ（労務費計算）

事例　7 ～ 10

　●原価計算 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

【経費計算】

1. 経費の分類について理解する .

間接経費は，支払経費，月割経費，測定経費，発生経費に大別されることを理解し，それぞれ

の内容を理解する .

複合費の意義・有用性を理解する .

2. 外注加工賃の処理について理解する .

在庫管理責任により，外注の仕方に有償支給と無償支給があることを理解し，それぞれの処理

を理解する .

【製造間接費】

1. 製造間接費の集計について理解する .

　製造間接費の実際発生額の内容を理解する .

2. 製造間接費の配賦方法について理解する .

　製造間接費の性質上，配賦が必要なことを理解する .

　配賦基準の種類が多岐に及ぶ理由を理解する .

　実際配賦のデメリット，予定配賦のメリットを理解する .

3. 基準操業度と操業水準の種類について理解する .

　基準操業度の概念を理解する .

　操業水準と生産量の関係を理解する .

　生産能力と販売能力から操業度には，理論的生産能力，実際的生産能力，正常操業度，予定操業

度があることを理解する .

第 5 回：費目別計算Ⅲ（経費計算），製造間接費

事例　11 ～ 14

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●原価計算 1

直接経費，間接経費，支払経費，月割経費，測定経費，発生経費，複合費，外注加工費，無償支給，

有償支給，交付材料差益，直課，配賦，実際配賦，予定配賦（正常配賦），配賦基準，価値的基準，

物量基準，素価基準，予定配賦率，基準操業度，操業水準，正常生産量，理論的生産能力（最大操業度），

実際的生産能力（実現可能操業度），平均操業度（正常操業度），期待実際操業度（予定操業度）
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

23
1. 製造間接費予算額の計算について理解する .

　「原価計算基準」より製造間接費予算作成の手順を理解する .

　操業水準と予算許容額の関係から固定予算と変動予算があることを理解する .

　変動予算は，予算許容額の設定方針により公式法変動予算と実査法変動予算があることを理解する .

2. 製造間接費の予定配賦について理解する .

　固定予算，変動予算それぞれにおける予定配賦の仕方について理解する .

3. 製造間接費差異の分析について理解する .

　固定費から生じる操業度差異と変動費から生じる予算差異があることを理解する .

　固定予算のデメリット，変動予算のメリットを理解する .

4. 通年ベースの製造間接費差異の処理について理解する .

　月次の差異の処理と年度末の差異の処理の違い，その理由を理解する .

　基準操業度の設定水準との関係から年度末の操業度差異をどのように処理するか理解する .

固定予算，変動予算，予算許容額，変動費率，固定費率，公式法変動予算，実査法変動予算，製造

間接費差異，予算差異，操業度差異，補充率法，繰延法

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 6 回：製造間接費

事例　15 ～ 17

　●原価計算 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 原価部門の意義・設定について理解する .

　原価部門の意義・必要性を理解し，部門は計算組織上のものであることを理解する .

　製造間接費を細かく見ていくものであることを理解する .

　製造部門と補助部門の関係及びそれぞれの内容を理解する .

2. 部門別計算の流れについて理解する .

　製造間接費予算の集計過程，製造間接費実際発生額の集計過程を理解する .

3. 部門個別費と部門共通費について理解する .

　原価の発生の仕方により部門個別費，部門共通費があり，部門共通費はその性質上，配賦が必要

　であることを理解する .

　部門固有費を理解する .

　一般費の意味を理解する .

4. 補助部門費の製造部門への配賦基準について理解する .

　固定費，変動費について同一の配賦基準によるかどうかで単一基準配賦法，複数基準配賦法があ

　ることを理解する .

　配賦率については，実際配賦と予定配賦があるため，３パターンの組み合わせがあることを理解

　し，それぞれのメリット・デメリットを理解する .

第 7 回：部門別計算

事例　18 ～ 19

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●原価計算 1

原価部門，製造部門，副経営，補助部門，補助経営部門，工場管理部門，部門個別費，部門共通費，

部門固有費，部門費集計表，一般費，単一基準配賦法，複数基準配賦法，実際配賦法，予定配賦法，

補助部門費差異
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

23
1. 補助部門費の製造部門への配賦方法について理解する .

　補助部門間の用役消費の考慮度合いにより，直接配賦法，相互配賦法，階梯式配賦法があること理解する .

　相互配賦法は，配賦の精度の差により簡便法としての相互配賦法，連続配賦法，連立方程式法があ

　ることを理解する .

　階梯式配賦法では，用役提供規模が重要であることを理解する .

2. 製造部門費の製品への予定配賦について理解する .

　製造間接費の予定配賦との類似点を理解する .

3. 製造部門費配賦差異の分析について理解する .

　製造部門費配賦差異の処理を理解する .

直接配賦法，相互配賦法，簡便法としての相互配賦法，連続配賦法，連立方程式法，階梯式配賦法，

製造部門費配賦差異，予算差異，操業度差異

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 8 回：部門別計算

事例　20 ～ 25

　●原価計算 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 製品別計算について理解する .

　製造直接費，製造間接費と製品単位との係りを理解する .

2. 仕掛品勘定と製品勘定について理解する .

　仕掛品勘定の内容，製品勘定の内容，仕掛品勘定と製品勘定の係りについて理解する .

3. 個別原価計算の流れについて理解する .

　個別原価計算が適用される条件を理解する .

　指示生産量の完成度合いと仕掛品勘定の関係，特定製造指図書番号と直間分類の関係を理解する .

　完成と完成引渡し済の違いを理解する .

4. 仕損費の計算・処理について理解する .

　仕損品原価，仕損品評価額，仕損費の関係を理解する .

　補修と代品製作の違いを理解する .

　代品製作には，一部仕損と全部仕損があることを理解する .

　仕損費を製造部門費予算に織り込んだ場合と織り込まない場合があることを理解する .

　それぞれの処理を理解する .

5. 作業屑の処理について理解する .

　作業屑の処分方法は，自家消費と外部売却があることを理解する .

　作業屑の発生状況により控除先が異なるため，複数の処理方法があることを理解する .

第 9 回：個別原価計算

事例　26 ～ 29

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●原価計算 1

仕掛品，仕掛品勘定，製品，製品勘定，単純個別原価計算，部門別個別原価計算，特定製造指図書，

補修指図書，代品製作，仕損品原価，仕損品，仕損費，全部仕損，一部仕損，自家消費，外部売却，

作業屑
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

23
1. 単純総合原価計算の流れについて理解する .

　単純総合原価計算が適用される条件を理解する .

　個別原価計算と総合原価計算の違いを理解する .

　単純総合原価計算の原価集計方法について理解する .

2. 加工進捗度について理解する .

　予定原価に対してどの程度投入したのかが加工進捗度であることを理解する .

3. 月末仕掛品原価の計算方法について理解する .

　月末仕掛品原価の評価の重要性を理解する .

　先入先出法，平均法，後入先出法について理解する .

　先入先出法には，完成品原価の内訳を区分するかどうかにより純粋先入先出法と修正先入先出法

　があることを理解する .

市場見込生産，受注生産，直接材料費，加工費，加工進捗度，完成品換算量，当月完成品原価，

月末仕掛品原価，純粋先入先出法，修正先入先出法，平均法，後入先出法

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 10 回：単純総合原価計算

事例　30 ～ 34

　●原価計算 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 仕損費・減損について理解する .

　仕損品原価，仕損品評価額，仕損費の関係をもう一度理解する .

2. 仕損費・減損の負担について理解する .

　加工進捗度との兼ね合いで正常な仕損費・減損をどこに負担させたら良いのか理解する .

3. 正常仕損費・減損の処理方法について理解する .

　異常な仕損費・減損は，原価性がないことを理解する .

　正常仕損費・減損の処理については，いったん正常仕損費・減損を分離計算してから良品に追加

　負担させる非度外視法と，分離計算せず自動的に良品に負担させる度外視法があることを理解す

　る .

第 11 回：総合原価計算における仕損費・減損

事例　35 ～ 40

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●原価計算 1

仕損品，仕損品原価，仕損品評価額，仕損費，減損，良品，異常仕損費・減損，度外視法，非度外

視法
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

23
【総合原価計算における仕損費・減損】

1. 正常仕損費と異常仕損費が混在する場合の処理について理解する .

　加工進捗度との兼ね合いで，正常仕損費を異常仕損費にも負担させる場合があることを理解する .

【工程別総合原価計算】

1. 工程別総合原価計算の意義について理解する .

　工程の必要性を理解する .

　工程と部門の類似点を理解する .

　工程別総合原価計算が適用される条件を理解する .

　どの原価要素を工程別に集計するのかにより，全部原価要素工程別総合原価計算と加工費工程別

　総合原価計算があることを理解する .

2. 累加法による工程別総合原価計算について理解する .

　各工程の原価についてどのように考えるのかにより，累加法と非累加法があることを理解する .

　累加法では，前工程費が直接材料費と同じ扱いになることを理解する .

工程，全部原価要素工程別総合原価計算，加工費工程別総合原価計算，累加法，非累加法，前工程費，

半製品

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 12 回：総合原価計算における仕損費・減損，工程別総合原価計算

事例　41 ～ 43

　●原価計算 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 材料の追加投入について理解する .

　材料の投入のパターンとして，始点投入の他，終点投入や平均投入があることを理解する .

2. 非累加法による工程別総合原価計算について理解する .

　非累加法は，工程別の原価責任に重点を置いていることを理解する .

　非累加法の計算方法には，累加法と計算結果が一致する方法と全工程を一つの工程とみなして計

　算する方法があることを理解する .

3. 加工費工程別総合原価計算について理解する .

　加工費工程別総合原価計算が適用される条件を理解する .

第 13 回：工程別総合原価計算

事例　44 ～ 47

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●原価計算 1

始点投入，終点投入，平均投入，工程費，累加法と計算結果が一致する方法，全工程を一つの工程

とみなして計算する方法
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

23
【組別総合原価計算】

1. 組別総合原価計算の流れについて理解する .

　組別総合原価計算が適用される条件を理解する .

　組間接費は製造間接費と同様に配賦が必要であることを理解する .

　加工費は，予定配賦が適していることを理解する .

　加工費配賦差異の処理について理解する .

2. 工程別組別総合原価計算の流れについて理解する .

　工程別組別総合原価計算は，原価を組別に分けた後，工程別に計算することを理解する .

【等級別総合原価計算】

1. 等級別総合原価計算の流れについて理解する .

　等級別総合原価計算が適用される条件を理解する .

　等価係数の意義を理解し，積数との違いを理解する .

　同種製品の違いが，製品の性質なのか標準消費量なのかにより等価係数の測定基準が異なること

　を理解する .

2. 等級別総合原価計算の計算方法について理解する .

　同種製品の違いが２つあることに対応して，当月製造費用を等級別に分ける方法と完成品原価を

　等級別に分ける方法があることを理解する .

　完成品原価を等級別に分ける方法には，完成品原価を一括して求める方法と完成品原価を内容別

　（月初分の完成品なのか当月投入分の完成品なのか）に求める方法があることを理解する .

組，組直接費，組間接費，工程別組別総合原価計算，加工費配賦差異，予算差異，操業度差異，等級品，

等価比率，等価係数，品質基準，消費量基準，単純総合原価計算に近い方法，完成品原価を一括

して求める方法，完成品原価を内容別に求める方法，組別総合原価計算に近い方法

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 14 回：組別総合原価計算，等級別総合原価計算

事例　48 ～ 50

　●原価計算 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 連産品について理解する .

　等級品と連産品の異同について理解する .

2. 連産品の計算方法について理解する .

　等級品との違いにより，連産品の原価の負担は専ら原価回収の観点から行うことを理解する .

　連結原価の按分基準には，市場価格を加味しない生産量基準と加味する正常市価基準があること

　を理解する .

　生産量基準及び正常市価基準が適用される条件を理解する .

3. 副産物について理解する .

　連産品と副産物の異同について理解する .

4. 副産物の評価について理解する .

　副産物の評価と個別原価計算の作業屑の評価の類似点を理解する .

5. 副産物の計算方法について理解する .

　副産物評価額は，連結原価から優先的に控除される理由を理解する .

第 15 回：連産品・副産物

事例　51 ～ 53

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●原価計算 1

連産品，負担能力主義（価値回収的原価計算），連結原価，生産量基準，正常市価基準，副産物，

自家消費，外部売却
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方
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原価計算 2

西村　一幸

・ 1 回目から 15 回目まででテキスト全部の解説を行う .
・ 原則として，講義毎に宿題を課す . また，随時小テスト及び出欠確認

を行う .

・原価計算１を履修していること .

・商業簿記の基本的知識を有していることが望ましい .

オリジナルテキスト『原価計算 2』：各自、以下に記す URL（学内ホームペー

ジ）の「講義資料」よりダウンロードすること .

http://www.econ.tohoku.ac.jp/~tuasad/

後期　土曜 2 限

・ 宿題 (50％ )，小テスト・
出席状況 (50％ )

・AA(90 点以上 )，　      　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週土曜日

12:00-13:00

メールアドレス等は講義
で連絡する .

・復習をしっかり行うこ

と .

・途中で履修を放棄する

学生は，最初から履修

登録しないこと .

必要に応じて講義の中で紹介する .

　工業簿記及び原価計算の基礎を身につけること . ある処理方法のデ

メリットを補うために別の処理方法が考案されてきたケースが多いの

で，単に各処理方法を理解するのではなく，進化した過程をも理解し

ていく .

基礎
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 標準原価計算制度の意義・流れについて理解する .

　原価管理について理解する .

　実際原価計算制度のデメリットについて理解する .

　標準原価計算制度の意義について理解する .

　標準原価計算の流れについて理解する .

2. 原価要素標準の設定について理解する .

　標準消費量について理解する .

　正常仕損費・減損がある場合の，標準原価カードには，正常仕損費・減損を区分表示する方

　法と各原価要素に含める方法があることを理解する .

3. 標準原価の計算について理解する .

　月初仕掛品原価，当月完成品原価，月末仕掛品原価は標準原価で記載されることを理解する .

　仕損品評価額は仕掛品勘定から資産勘定に振替えることを理解する .

　異常仕損費は非原価項目として仕掛品勘定から営業外費用に振替えることを理解する .

4. 原価差異について理解する .

　原価差異は，当月製造費用について発生することを理解する .

第 1 回：標準原価計算Ⅰ（基本編）

　●原価計算 2

標準原価計算制度，標準原価，標準消費量，標準原価カード

事例　54

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献
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1. 原価差異について理解する .

　各原価要素で標準消費量が算定されるので，実際原価計算制度で発生する原価差異の他に消費量

　面での差異が加わることを理解する .

　各原価要素で発生する原価差異について理解する .

　能率差異及び操業度差異は，考え方の違いにより変動費と固定費の能率差異を分ける方法，変動

　費と固定費の能率差異を分けない方法，能率差異は変動費だけとする方法があることを理解する .

2. 原価差異の処理について理解する .

　年度末の原価差異の処理について原価標準の設定が適当だった場合と不適当だった場合では異な

　ることを理解する .

価格差異，数量差異，賃率差異，作業時間差異，予算差異，能率差異，操業度差異，変動費能率差

異，固定費能率差異

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 2 回：標準原価計算Ⅰ（基本編）

　●原価計算 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

仕掛品勘定の記帳方法について理解する .

　当月製造費用の記帳方法について，どこまで標準によるかによりパーシャル・プラン，修正パー

　シャル・プラン，シングル・プランがあることを理解する .

　それぞれのデメリット，メリットを理解する .

　修正パーシャル・プランでは，製造間接費を実際発生額で仕掛品に振替えなければならない理由

　を理解する .

第 3 回 : 標準原価計算Ⅰ ( 基本編 )

事例　55

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●原価計算 2

パーシャル・プラン，修正パーシャル・プラン，シングル・プラン
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献
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1. 材料の追加投入について理解する .

　工程別総合原価計算と同じように，標準原価計算でも追加材料の問題があることを理解する .

2. 材料受入価格差異について理解する .

　購買管理の意義を理解する .

　シングル・プランと材料受入価格差異の関係を理解する .

　材料受入価格差異の処理について理解する .

　｢ 原価計算基準 ｣ でいう，当期の材料払出高と期末有高の内容を理解する .

材料受入価格差異

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回 : 標準原価計算Ⅱ ( 応用編 )

事例　56~57

　●原価計算 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 原料歩留差異，原料配合差異について理解する .

　原料の標準配合割合について理解する .

　投入材料が複数ある場合，材料数量差異は，原料別に原料歩留差異と原料配合差異に細分される

　ことを理解する .

　原料歩留差異，原料配合差異の意味を理解する .

2. 検査点が終点でない場合の処理について理解する .

　検査点が終点であれば，仕損は終点で発見されるので，仕損費は月末仕掛品及び当月完成品が負

　担するが，検査点が終点でない場合には，加工進捗度との兼ね合いで仕損費を負担させることを

　理解する .

3. 標準の改訂について理解する .

　標準は恒久的なのもではなく，実態に応じて随時改訂することを理解する .

　改定の仕方には，旧標準適用分と新標準適用分を分けて処理する方法，新標準による原価低減額

　を標準改訂差異として処理する方法，期末在庫について新標準に修正し，差額を標準原価改訂引

　当金で処理する方法があることを理解する .

第 5 回 : 標準原価計算Ⅱ ( 応用編 )

事例　58~59

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●原価計算 2

標準配合割合，原料歩留差異，原料配合差異
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献
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1. 短期利益計画について理解する .

　長期経営計画，大綱的利益計画，予算編成の関係を理解する .

　短期利益計画は，大綱的利益計画と予算編成であることを理解する .

2. 原価･営業量･利益の関係について理解する .

　経営判断する上で，将来予想に必要な情報は何であるかを理解する .

　総原価の発生が売上に連動するかどうかが重要であることを理解する .

　総原価は，売上と連動する変動費と連動しない固定費に区分されることを理解する .

　各製品レベルで回収すべき変動費と会社全体として回収すべき固定費の違いを理解する .

　貢献利益の意味を理解する .

3. 損益分岐分析･ CVP 分析について理解する .

　短期利益計画と損益分岐分析･ CVP 分析の関係を理解する .

　損益分岐点の意味を理解する .

　損益分岐図表を理解する .

　損益分岐点売上高，損益分岐点比率，安全余裕率，売上高営業利益率，経営ﾚﾊﾞﾚｯｼﾞ係数，税引

　後の総資本経常利益率といった指標が持つ意味を理解する .

長期経営計画，大綱的利益計画，予算編成，短期利益計画，変動費，固定費，貢献利益，Cost，

Volume，Profit，損益分岐点，損益分岐点売上高，貢献利益率，売上高線，総原価線，損益分岐図

表，損益分岐点比率，安全余裕率，売上高営業利益率，経営ﾚﾊﾞﾚｯｼﾞ係数，総資本経常利益率

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

 第 6 回 : 原価･営業量･利益関係の分析

 事例 60

　●原価計算 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. セールス・ミックスについて理解する .

複数の製品を扱う場合の CVP 分析について理解する .

セールス・ミックスの意味を理解する .

セールス・ミックスが一定とは，販売量の割合が一定の場合と売上高の割合が一定の場合があ

ることを理解する .

セールス・ミックスが一定でない場合は，貢献利益を最大にするように行動することを理解する .

制約条件がある場合に，どの製品の生産を優先すべきかについて理解する .

リニア・プログラミングについて理解する .

2. 全部原価計算制度における損益分岐分析について理解する .

制度上の全部原価計算の損益計算書と損益分岐分析の損益計算書の違いを理解する .

全部原価計算の損益計算書上での損益分岐点について理解する .

第 7 回 : 原価･営業量･利益関係の分析

事例　61~62

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●原価計算 2

セールス・ミックス，制約条件，最適セールス・ミックス，リニア・プログラミング，目的関数，

非負条件
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

24
【原価・営業量・利益関係の分析】

1. 原価予測の方法について理解する .

原価を固変分解する方法には，過去の実績データに基づく予測法と IE 法のような技術的な予測

法があることを理解する .

過去の実績データに基づく方法には，費目別精査法，高低点法，スキャッター・チャート法，

最小自乗法があることを理解する .

高低点法，スキャッター・チャート法，最小自乗法は，精度の差であり考え方は同じであるこ

とを理解する .

【直接原価計算】

1. 直接原価計算の意義について理解する .

全部原価計算と直接原価計算の違いである固定製造原価の取扱いについて理解する .

損益分岐分析・CVP 分析と直接原価計算の関係を理解する .

直接原価計算の損益計算書を理解する .

固定費調整について理解する .

2. 実際直接総合原価計算と実際全部総合原価計算について理解する .

実際全部総合原価計算と実際直接総合原価計算の損益計算書を理解する .

IE 法，費目別精査法，高低点法，スキャッター・チャート法，回帰分析法（最小自乗法），全部

原価計算，直接原価計算，固定費調整，実際全部総合原価計算，実際直接総合原価計算，変動製

造マージン

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 8 回 : 原価･営業量･利益関係の分析，直接原価計算

事例　63

　●原価計算 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

実際直接総合原価計算における固定費調整について理解する .

　実際直接総合原価計算の営業利益から始まって，期末棚卸資産に含まれる固定整合原価を

加算し，期首棚卸資産に含まれる固定製造原価を減算し，実際全部総合原価計算の営業利益

につなげることによって，利益管理を目的とする直接原価計算が制度上の原価計算に修正さ

れることを理解する .

　固定費調整の方法には，転がし計算法と一括調整法があることを理解する .

第 9 回 : 直接原価計算

事例　64

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●原価計算 2

転がし計算法，一括調整法
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献
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実際直接総合原価計算における予算実績差異分析について理解する .

　利益管理目的のため，予算と実績を比較分析し，次期以降の短期利益計画策定に役立てていくこ

とを理解する .

　差異分析は，営業利益について行うが，具体的には営業利益を構成する売上高，変動売上原価，

変動販売費，固定費に細分して分析することを理解する .

　売上高差異は，売上価格差異と売上数量差異に分析することを理解する .

　売上数量差異は，想定された市場占拠率，実際の市場占拠率，実際の市場規模の関係から市場占

拠率差異と市場総需要量差異に細分されることを理解する .

　変動売上原価差異及び変動販売費差異は，変動売上原価予算差異及び変動販売費予算差異と変動

売上原価数量差異及び変動販売費数量差異に分析されることを理解する .

　販売製品が複数の場合，さらにセールス・ミックスの問題も追加されることを理解する . 売上数

量差異は，各製品毎にセールス・ミックス差異，市場占有率差異，市場総需要量差異に細分される

ことを理解する .

　経営資本営業利益率は，売上高を媒介として，売上高営業利益率と経営資本回転率に分けられる

ことを理解する .

　経営資本営業利益率は，予算と実績の比較により，売上高営業利益率差異と経営資本回転率差異

に分析されることを理解する .

売上高差異，売上価格差異，売上数量差異，市場占拠率差異，市場総需要量差異，変動売上原価差異，

変動売上原価予算差異，変動売上原価数量差異，変動販売費差異，変動販売費予算差異，変動販

売費数量差異，固定費差異，セールス・ミックス差異，市場占有率差異，経営資本営業利益率，

売上高営業利益率，経営資本回転率，売上高営業利益率差異，経営資本回転率差異

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 10 回 : 直接原価計算

事例　65

　●原価計算 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

直接標準総合原価計算と全部標準総合原価計算について理解する .

制度上の全部標準総合原価計算と直接標準総合原価計算の違いを理解する .

利益管理目的の実際直接総合原価計算に原価管理目的の標準を加味したものが，直接標準総合

原価計算であることを理解する .

全部標準総合原価計算の損益計算書と直接標準総合原価計算の損益計算書を理解する .

標準貢献利益を算定し，標準変動費差異を加減して実際貢献利益を算定するのは，原価管理用

であることを理解する .

直接標準総合原価計算における固定費調整を理解する .

第 11 回：直接原価計算

事例　66

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●原価計算２

全部標準総合原価計算，直接標準総合原価計算，標準変動製造マージン，標準貢献利益，実際貢献

利益，固定費調整
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

24
1. 直接標準総合原価計算における予算実績差異分析について理解する .

　直接標準総合原価計算は，利益管理の他に原価管理も目的としているため，予算と実績の比較に

　おいては貢献利益差異が重要であることを理解する .

　したがって，貢献利益差異と固定費差異に分析することを理解する .

　貢献利益差異は，具体的には販売価格差異，販売量差異，変動費差異に細分されることを理解する .

　販売量差異は，展開すると売上における数量差異と変動費における数量差異の合計であることを

　理解する .

2. 価格決定について理解する .

全部総合原価計算における目標マークアップ率の算定と直接総合原価計算における目標マーク

アップ率の算定では，固定製造原価分だけ乖離することを理解する .

全部総合原価計算による価格設定のメリット，デメリット，直接総合原価計算による価格設定

のメリット，デメリットを理解する .

貢献利益差異，販売価格差異，販売量差異，変動費差異，固定費差異，売上品構成差異，販売数

量差異，目標マークアップ率

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 12 回：直接原価計算

事例　67

　●原価計算 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

製造原価報告書について理解する .

製造原価報告書と仕掛品勘定の関係について理解する .

製造原価報告書の表示形式には，原価要素別に表示するものと直間分類により表示するものと

があることを理解する .

製造間接費を予定配賦する場合，仕掛品勘定へは予定配賦額が記載されるが，製造原価報告書

ではいったん実際発生額で表示することから，製造原価報告書で製造間接費差異を加減し予定

配賦額に修正する必要があることを理解する .

第 13 回：製造原価報告書，損益計算書

事例　68

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●原価計算 2

原価要素に分類した製造原価報告書，製造直接費･製造間接費に分類した製造原価報告書
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

24
損益計算書について理解する .

損益計算書と製品勘定の関係を理解する .

製造原価報告書と損益計算書の関係を理解する .

損益計算書の形式について理解する .

原価差異のうち売上原価に賦課するものについて，損益計算書での表示を理解する .

 損益計算書，売上総利益，営業利益

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 14 回：製造原価報告書，損益計算書

事例　69~70

　●原価計算２
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

【本社工場会計】

1. 本社工場会計について理解する .

工場会計の意義を理解する .

工場会計の範囲を理解する .

本社工場間取引について理解する .

工場の業績測定のため，工場から本社へ製品を出荷した場合に，内部利益を加算する場合があ

ることを理解する .

工場内での振替取引について理解する .

【営業費計算】

1. 営業費の分類について理解する .

形態別分類と機能別分類について理解する .

営業費は，機能別分類によって販売費と一般管理費に分類されることを理解する .

販売費はさらに注文獲得費，注文履行費，販売管理費に分けられることを理解する .

一般管理費はさらにサービス費，組織管理費，研究開発費等に分けられることを理解する .

2. 販売費の管理方法について理解する .

営業費の管理の中心は販売費である理由を理解する .

販売費の管理方法には，売上と連動するかどうかにより予算管理が適しているものや，発生パ

ターンが決まっていることから原価管理が適しているものがあることを理解する .

3. 販売費の分析について理解する .

第 15 回：本社工場会計，営業費計算

事例　71

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●原価計算 2

工場会計，本社工場間取引，工場勘定，本社勘定，内部利益，内部売上，内部売上原価，販売費，

一般管理費，注文獲得費，注文履行費，販売管理費，サービス費，組織管理費，研究開発費
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

25

原価計算 3

西村　一幸

・ １回目から６回目まででテキスト全部の解説を行う。
・ ７回目から１５回目までは既に学習した基礎知識を元に多面的な問

題を解いていく。
・ １回目から６回目までは原則として、講義毎に宿題を課す。
・ ７回目から１５回目までは毎回小テストを行う。

・原価計算１及び２を履修していること。

・商業簿記の基本的知識を有していることが望ましい。

オリジナルテキスト『原価計算 3』：各自、以下に記す URL（学内ホームペー

ジ）の「講義資料」よりダウンロードすること .

http://www.econ.tohoku.ac.jp/~tuasad/

前期　土曜 1 限

メールアドレス等は講義
で連絡する

・予習：第６回まで余力

があれば、次回講義分

について予習すること

が望ましい。

・ 復 習： 第 ６ 回 ま で 毎

回宿題を課しているの

で、事例について今回

以前の分までを反復継

続的に復習し、いつ小

テストがあっても大丈

夫なようにしておく必

要がある。

・途中で履修を放棄する

学生は、最初から履修

登録しないこと。

必要に応じて講義の中で紹介する .

　原価計算１、２及び３の第６回までで学習した基礎知識を元にして、

さらに多面的な観点からの練習問題を解くことにより、これまで学習

してきた内容の総合的な理解を深めていく。

・ 宿題 (30％ )，小テスト・
(70％ )

・AA(90 点以上 )，　　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週土曜日

12:00-13:00

展開
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■講義の内容・目的

■宿題

■この講義で学ぶべき用語

■参考文献

【事業部の業績評価】
1. 事業部製組織について理解する。

市場のニーズに機動的に対処できるよう大幅な権限委譲が行われたのが事業部制組織であるこ
とを理解する。

2. 事業部損益計算書について理解する。
事業部損益計算書の様式を理解し、事業部長及び事業部の業績評価を明確にするよう工夫され
ていることを理解する。

3. 事業部長の業績評価について理解する。
事業部長の業績評価は、事業部長の権限で管理可能な費用について行われることを理解する。
事業部長が管理可能な費用の範囲を理解する。
事業部長の評価指標には、管理可能営業利益、管理可能投下資本利益率、税引前管理可能残余
利益があることを理解し、投下資本の有効利用の関係からそれぞれのメリット・デメリットを
理解する。

４. 事業部の業績評価について理解する。
事業部の業績評価は、事業部へ配分された費用についても対象になることを理解する。事業部
の業績評価には、税引後事業部利益、事業部総投下資本利益率、税引後純残余利益があること
を理解し、事業部長の業績評価同様、投下資本の有効利用の関係からそれぞれのメリット・デ
メリットを理解する。

5. 内部振替価格について理解する。
大幅な権限委譲の結果、セクショナリズムに陥らないよう、内部振替価格は事業部長の意思決
定が全社の利益増加につながるように設定する必要があることを理解する。また、内部振替価
格は全社利益を各事業部の利益に配分する基準となるので、各事業部が適正に業績評価される
水準に設定する必要があることを理解する。
内部振替価格の決定方法には、市価基準、全部原価基準、全部原価加算基準、差額原価基準、
差額原価加算基準、二重価格基準があることを理解する。

【差額原価収益分析】
1. 経営意思決定について理解する。

経営意思決定のプロセスについて理解する。
経営意思決定には、内容の違い及びスパンの違いにより、戦術的意思決定（業務的意思決定）
と戦略的意思決定（構造的意思決定）があることを理解する。

2. 特殊原価調査について理解する。
特殊原価調査の目的について理解する。
経営意思決定に役立つ予測情報には、関連原価、差額原価、機会原価、無関連原価、埋没原価
があることを理解する。

3. 差額原価収益分析について理解する。
差額原価収益分析は、差額利益の最大化を目的としていることを理解する。

第 1 回 : 事業部の業績評価 ､ 差額原価収益分析

　●原価計算 3

事例　72~73

職能別部門 ､ 事業別部門 ､ 事業部製組織 ､ 権限委譲 ､ 事業部損益計算書 ､ 管理可能事業部固定費 ､
管理可能営業利益 ､ 管理不能事業部固定費 ､ 事業部利益 ､ 共通固定費負担額 ､ 法人税等配分額 ､ 税
引後事業部純利益 ､ 管理可能営業利益 ､ 管理可能投下資本利益率 ､ 事業部総投資額 ､ 管理可能投資
額 ､ 管理不能投資額 ､ 税引前管理可能残余利益 ､ 資本ｺｽﾄ率 ､ 資本ｺｽﾄ ､ 税引後事業部利益 ､ 事業部
総投下資本利益率 ､ 税引後純残余利益 ､ 内部振替価格 ､ 市価基準 ､ 原価基準 ､ 全部原価基準 ､ 全部
原価加算基準 ､ 差額原価基準 ､ 差額原価加算基準 ､ 二重価格基準 ､ 代替案 ､ 経営意思決定 ､ 戦術的
意思決定 ( 業務的意思決定 )､ 戦略的意思決定 ( 構造的意思決定 )､ 特殊原価調査 ､ 関連原価 ､ 差額
原価 ､ 機会原価 ､ 無関連原価 ､ 埋没原価 ､ 差額原価収益分析

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

25
1. 新規注文を引受けるかどうかの意思決定について理解する ｡

生産能力に余剰がある場合とない場合では意思決定の仕方が異なることを理解する ｡

新規注文引き受けの条件について理解する ｡

2. 部品を自製するか購入するかの意思決定について理解する ｡

部品を自製するための条件を理解する ｡

3. 追加加工を行うかどうかの意思決定について理解する ｡

追加加工を行う条件を理解する ｡

4. 経済的発注量について理解する ｡

在庫管理について ､ 在庫管理費は保管費と発注費であることを理解する ｡

保管費の内容及び保管費と 1 回当たりの発注量の関係を理解する ｡

発注費の内容及び発注費と 1 回当たりの発注量の関係を理解する ｡

在庫管理費を最小にする 1 回当たりの発注量は ､ 保管費 = 発注費であることを理解する ｡

保管費 ､ 発注費 ､ 在庫管理費 ､ 経済的発注量

事例　74 ～ 78

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 2 回 : 差額原価収益分析

　●原価計算 3
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 設備投資の経済性計算の特徴について理解する。

設備投資の経済性計算の大きな特徴は、スパンが長期であるため時間価値を考慮し、効果の測

定はキャッシュ・フローであることを理解する。

2. 現在価値について理解する。

現在価値の意味について理解する。

現価係数及び年金現価係数の関係について理解する。

3. 資本コストについて理解する。

資本コストの意義について理解する。

資本コストは税引後の概念である理由を理解する。

資本コスト率の役割について理解する。

4. キャッシュ・フローと損益計算書の関係について理解する。

キャッシュ・フローと損益計算書の異同について理解する。

5. 運転資本について理解する。

運転資本の内容及びキャッシュ・フロー上の効果について理解する。

6. 設備投資案の評価方法について理解する。

設備投資案の評価方法は、時間価値を考慮する方法と時間価値より財務安全性を重視した単純

回収期間法に大別されることを理解する。

時間価値を考慮する方法には、正味現在価値法、収益性指数法、内部利益率法があることを理

解する。

第 3 回：設備投資の経済性計算

事例　　79 ～ 80

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●原価計算 3

時間価値、キャッシュ・フロー、現価係数、年金現価係数、資本コスト、加重平均資本コスト率、

運転資金、運転資本、正味現在価値、正味現在価値法、収益指数法、内部利益率、内部利益率法、

単純回収期間法 ､ 投下資本利益率 ( 投資利益率 )
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

25
1. 設備投資の損益分岐点の生産販売量について理解する。

　設備投資の損益分岐点は、設備投資額を回収する点であることを理解する。

2. 取替投資の意思決定について理解する。

　新規設備に取り替える条件について理解する。

3. リースか購入かの意思決定について理解する。

　リース案の採用条件について理解する。

4. 耐用年数が異なる新規設備の比較について理解する。

　代替案で耐用年数が異なる場合の計算期間は、耐用年数の最小公倍数であることを理解する。

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回 : 設備投資の経済性計算

事例　81 ～ 84

　●原価計算 3
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. ライフサイクル・コスティングについて理解する。

製品のライフサイクルについて理解する。

製品のライフサイクルの各段階で発生する費用は、生産コストと使用コストに大別されること

を理解する。

生産コストは、研究・開発コストと生産・構築コストに細分されることを理解する。

使用コストは、運用・支援コストと退役・廃棄コストに細分されることを理解する。

2. 品質原価計算について理解する。

品質原価計算の意義・目的について理解する。

品質原価は、自主的に発生する自発的原価と意図せずして発生する非自発的原価があることを

理解する。

自発的原価は、予防原価と評価原価に細分されることを理解する。

非自発的原価は、内部失敗原価と外部失敗原価に細分されることを理解する。

自発的原価と非自発的原価の関係について理解する。

品質原価を最小にしていくためのプロセスについて理解する。

3. 原価企画について理解する。

原価管理方法の変化について理解します。

原価企画の意義について理解します。

原価企画のプロセスについて理解します。

4. 活動基準原価計算について理解する。

活動基準原価計算の意義・目的について理解します。

資源ドライバーとコストドライバーの関係を理解します。

第 5 回 : 戦略の策定と遂行のための原価計算

事例　85 ～ 90

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●原価計算 3

生産コスト、研究・開発コスト、生産・構築コスト、使用コスト、運用・支援コスト、退役・廃棄

コスト、品質原価、自発的原価（品質適合コスト）、非自発的原価（品質不適合コスト）、予防原価、

評価原価、内部失敗原価、外部失敗原価、原価企画、成行原価、許容原価、コスト・テーブル、VE 法、

活動基準原価計算（ABC）、活動、コスト・プール、経済的資源、資源ドライバー、コスト・ドライバー、

活動基準原価管理（ABM）、
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献
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1. バランスト・スコアカードについて理解する。

バランスト・スコアカードの意義について理解します。

バランスト・スコアカードの設定・実行プロセスについて理解します。

財務の視点、顧客の視点、業務プロセスの視点、学習と成長の視点について、それぞれの内容、

留意点、それぞれの関係について理解します。

財務と非財務のバランス、時間のバランス、要因と結果のバランス、内部と外部のバランス、

利害関係者間のバランスについて理解します。

バランスト・スコアカードの効果について理解します。

2. 月次予算編成について理解する。

月次予算編成のプロセスについて理解する。

財務の視点、顧客の視点、業務プロセスの視点、学習と成長の視点、財務と非財務のバランス、

時間のバランス、要因と結果のバランス、内部と外部のバランス、利害関係者間のバランス、戦

略マップ宿題、月次予算編成、予定損益計算書、予定貸借対照表

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 6 回 : 戦略の策定と遂行のための原価計算 ､ 月次予算編成

事例　91

　●原価計算 3



2�4東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 原価計算 1､2 及び 3 の第 6 回までで学習した基礎知識を元にして ､ さらに多面的な観点からの練
　習問題を解くことにより ､ これまで学習してきた内容の総合的な理解を深めていく ｡

2.7 回から 15 回までの主な内容は次のとおりであるが ､ 順番どおりには行わないので注意が必要で
　ある ｡

原価の諸概念、非原価項目、製造原価要素の分類基準、費目別計算における原価要素の分類、
材料副費の処理
労務費の予定配賦（原価差異の分析）
製造間接費の予定配賦（原価差異の分析）
部門別個別原価計算
補助部門費の予定配賦
製造部門費差異の分析
工程別総合原価計算（正常仕損、異常仕損）
等級別総合原価計算
連産品、副産物の処理
標準工程別総合原価計算（累加法）
標準原価計算における材料費、労務費の原価差異分析（価格差異、歩留差異、減損差異、副産物
差異、配合差異、賃率差異、不良品差異、能率差異）
パーシャル・プラン、修正パーシャル・プラン、シングル・プランによる記帳
材料受入価格差異の処理
CVP 分析、損益分岐点、安全余裕率
直接原価計算による残余利益
直接標準原価計算における予算実績差異分析
販売費及び一般管理費の要素の分類基準、販売費及び一般管理費の計算、技術研究費
事業部制、内部振替価格
差額原価収益分析
設備投資の経済性計算
品質原価、従来の配賦と ABC による配賦の違い
収益性分析、安全性分析、成長性分析、生産性分析
EVA、フリー・キャッシュ・フロー、

3. その他 電卓を持参すること ｡

第 7 回から第 15 回 : 演習問題

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●原価計算 3

特になし .



東北大学会計大学院シラバス 2006 2�5

■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方
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事例研究（管理会計）

青木　雅明

・ この講義では毎年テーマを決め，そのトピックに関する事例を調査し

ていく .

・ 今年度は「バランスト・スコアカード (BSC)」に関する事例を調査・

研究する .

　BSC の事例の多くは海外の企業について報告されているため，英語を
読みこなす能力が必要とされる .

・ 講義の前半：BSC に関する基礎的な知識を学習する . 理解度を確認す

るため，レポートの提出を求める場合がある .

・ 講義の後半：受講生が興味を持ったケースについてレポートしてもら

い，そのケースについて議論をする .

講義の中で随時指示する .

後期　月曜 3 限

・ レポート (40%)，平常点
(60%) で評価する．

・ AA(90 点以上 )，
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週火曜日
10:00-12:00

022-795-6329
maoki@econ.tohoku.ac.jp

特になし．

講義の中で随時指示する .

実践・応用
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■講義の予定

第 1 回：BSC の基礎 1（BSC が提案された背景）

第 2 回：BSC の基礎 2（BSC の特徴）

第 3 回：BSC の基礎 3（BSC の変遷）

第 4 回：BSC の基礎 4（BSC の事例）

第 5 回：受講者の報告とディスカッション

第 6 回：受講者の報告とディスカッション

第 7 回：受講者の報告とディスカッション

第 8 回：受講者の報告とディスカッション

第 9 回：受講者の報告とディスカッション

第 10 回：受講者の報告とディスカッション

第 11 回：受講者の報告とディスカッション

第 12 回：受講者の報告とディスカッション

第 13 回：受講者の報告とディスカッション

第 14 回：受講者の報告とディスカッション

第 15 回：受講者の報告とディスカッション
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方
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事例研究（コストマネジメント）

小沢　浩

　工場の見学を通じて，管理会計・原価計算のテキストに出てくる諸

条件が，どのような産業の，どのような場面で生じるのかなどについて，

具体的にイメージできるようになることを目的とする .

右記の「その他（注意事項）」をよく読むこと .

　工場見学を行う . 見学は３回を予定している . １回の見学は，原則と

して，企業概要の説明，企業におけるコストマネジメントへの取組など

の紹介，工場見学，質疑応答から構成され，４～５時間程度である . 見

学後，レポートの提出を要する .

『トヨタ生産方式にもとづく「モノ」と「情報」の流れ図で現場の見方を変えよう』
マイク・ローザー／ジョン・シュック著，日刊工業新聞社

前期　金曜 2 限

・ 工場見学への参加 (60%)
およびレポート (40%) に
よって評価する .

・　AA(90 点 以 上 )，　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週月曜日
14 時～ 16 時

022-795-4794
hozawa@econ.tohoku.ac.jp

　工場見学は１回が４～５

時間に及ぶこと，および受

入企業の都合等により，正

規の授業時間に行うことが

できない . 日程は未定であ

るが，平日の午後 1 時頃

～ 5 時頃で行われる．で

きるだけ近隣の工場に見学

を依頼するが，福島・山形

の工場を訪問することも考

えられる．また，訪問先企

業までの交通費は，原則と

して各自の負担となる．

　以上を踏まえて，他科目

の履修への影響，経済的負

担などを考慮した上で履修

すること．

必要に応じで講義の中で紹介する．

実践・応用
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■講義の予定

第１回　オリエンテーション　

第２回　工場視察事前説明会

第３～５回　第１回工場視察

第６回　第１回工場視察事後討議

第７～９回　第２回工場視察

第１０回　第２回工場視察事後討議

第１１～１３回　第３回工場視察　

第１４回　第３回工場視察事後討議

第１５回　総括
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法
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■参考文献

■ 講義の進め方
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外書講読（コストマネジメント）

小沢　浩

　コストマネジメント領域の英語文献を読むために必要とされる基礎

的な能力を養う．

大学程度の英語読解力．

・ 1 回の講義で１章ずつよんでいく．

・ 受講者による輪読形式で講義を進めていく．

Robert S. Kaplan, Robin Cooper,　Cost & Effect : Using Integrated Cost 
Systems to Drive Profitability and Performance,　Harvard Business School 
Press, 1���.

前期　月曜 5 限

・ 講義における報告(80%)，
出席 (20%) で評価する

・AA(90 点 以 上 ),　　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週月曜日
14:00-16:00

022-795-4794
hozawa@econ.tohoku.ac.jp

　報告者はレジュメを作成

し，内容に関するコメント

を用意しておくこと .

必要に応じで講義の中で紹介する．

展開
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：Chapter 1 Introduction

第 3 回：Chapter 2 Four-Stage Model for Designing Cost and Performance Measurement Systems

第 4 回：Chapter 3 Stage II : Standard Cost and Flexible Budgeting Systems

第 5 回：Chapter 4 Stage III : Systems for Learning and Improvement

第 6 回：Chapter 5 Stage III : Systems for Learning and Improvement（前半）

第 � 回：Chapter 5 Stage III : Systems for Learning and Improvement（後半）

第 � 回：Chapter 6 Activity-Based Costing : Introduction

第 � 回：Chapter 7 Measuring the Cost of Resource Capacity

第 10 回：Chapter 8 Activity-Based Management: Operational Applications

第 11 回：Chapter 9 Strategic Activity-Based Management

第 12 回：Chapter 10 Strategic Activity-Based Management : Customers

第 13 回：Chapter 11 Strategic Activity-Based Management : 

　　　　 Supplier Relationships and Product Development

第 14 回：Chapter 12 ABC in Service Industries
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法
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■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方
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現地調査（管理会計）

青木　雅明

・会計大学院の講義「プロジェクト研究（管理会計）」で用いる実証的

なデータを収集し・整理する方法を学ぶ．

文献調査は英語文献が中心となるので，英語を読み理解する能力 .

・ 講義の前半

　a. 文献を調査することにより，実証的な研究を行うためにはどの

　　　ような資料が必要とされるかを理解する．

　b. 文献調査を通じて，「プロジェクト研究（管理会計）」でどのよ

　　　うなトピックをリサーチの対象とするかを明確にする．

・ 講義の後半

　a. 関連するトピックについて実際にデータを収集し，それを分類・

　　　加工する．

　b. プロジェクト研究（管理会計）」の調査内容の枠組みを考える．

・ 基本的に教員と学生がトピックについて議論をしながら講義を進めて

いく．

講義の中で随時指示する .

前期　木曜 6 限

・レポート (50%)，平常点
(50%) で評価する．

・ AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週火曜日
午前 10 時～ 12 時

022-795-6329
maoki@econ.tohoku.ac.jp

・ この科目は，主として「高

度会計職業人コース」の

履修者を対象として，「プ

ロジェクト研究」に連続

する科目として開講され

ている．このため，現地

調査だけを単独で履修す

ることは勧められない．

履修希望者はこの点を理

解すること．

講義の中で随時指示する .

実践・応用
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■講義の予定

　講義の内容については，履修者と相談し，履修者のレベル・理解度に応じて講義を進めてい

くので，具体的な予定は記載しない。
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■担当教員
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■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方
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プロジェクト研究（管理会計）

青木　雅明

・　「現地調査」で収集した資料に基づき，リサーチ・ペーパーを作成する .

・　この科目の単位が認められるのは，リサーチ・ペーパーが一定水準

以上に達していると口述試験並びに運営委員会の審査によって認め

られた場合である．このため，一定水準以上のリサーチ・ペーパー

を書くということが目的となる．

　実証的なリサーチ・ペーパーを作成しようとする場合，基礎的な統計
学の知識が必要になる .

　講義は，学生が行っているリサーチの内容に対して教員がコメントを

するという形で進めていく．このため，講義の進度は学生が行うリサー

チの内容・進度に依存する．

講義の中で随時指示する。

後期　木曜 6 限

・レポート (50%)，平常点
(50%) で評価する。

・AA(90 点 以 上 ),　　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週火曜日
午前 10 時～ 12 時

022-795-6329
maoki@econ.tohoku.ac.jp

・ 原則的に，「現地調査（管

理会計）」，「現地調査（財

務諸表分析）」，「現地調

査（監査）」のいずれか

を履修していることが必

要．

・ この科目は，主として「高

度会計職業人コース」の

履修者を対象として，「現

地調査」と連続する科目

として開講されている．

このため，「プロジェク

ト研究」だけを単独で履

修することは勧められな

い．履修希望者はこの点

を理解すること．

講義の中で随時指示する。

実践・応用
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■講義の予定

　講義の内容については，履修者と相談し，履修者のレベル・理解度に応じて講義を進めてい

くので，具体的な予定は記載しない。
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■ 講義の進め方
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監査

高田　敏文

・ シラバスに基づいて講義を進めていく .
・ 毎回に予習（Reading Assignment）と復習（シラバスに指示）の宿題

を課す .
・ 授業の最終回に期末試験を行う .

財務会計と複式簿記に関する基礎知識（日商 2 級程度）が必要である .

八田進二編著『新版監査論を学ぶ』同文舘，平成 18 年

前期　火曜 6 限

・ 宿 題 (40%)， 期 末 試 験
(60%) で評価する .

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週火曜日授業時間終了後

022-217-5120
ttakada@econ.tohoku.ac.jp

・予習 ( 指定テキストを読

むこと )，復習 (Reading 

Assignment を読むこと )

を行うこと .

・宿題（シラバスに記載

している宿題）をメール

で提出すること .

必要に応じで講義の中で紹介する .

　監査の理論的な基礎を身につけること . とくに会計情報と監査が経

済社会でどのような機能を果たしているのかを理解すること .

基礎
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■講義の目的

■講義の概要

1.　現代の市場経済社会においては，企業には財務内容を開示することが求められている . 財務内

容開示の主要な手段となっている財務諸表は，企業からは独立した公認会計士ないし監査法人

による監査が義務づけられている . 監査済みの財務諸表を通して，企業の利害関係者は，事情に

通じた意思決定や判断をミスリードされることなく下すことが可能となる . このような意味で監

査は，財務内容開示制度の要諦をなしており，市場経済社会を支える礎の一つとなっている . こ

の講義では，証券取引法に基づいて実施される財務諸表の監査を中心とした会計監査について，

制度・理論・歴史にわたり解説する予定である .

2.　講義では，監査にかかる最新の研究成果や会計監査を通じて見えてくる現代の経済社会の実相

についても紹介する . 会計監査は，会計情報と企業実態との対応関係を証明するためのプロセス

である .「正しくない」情報を開示し利害関係者をミスリードしようとする経営者にはどのよう

な意図があるのか，社会を欺くことの結末はどうなるのか等については，エンロン，ワールド・

コム事件をはじめ多くの事例がある . そして，そのような事例を通してみたときに，会計監査は

そもそもどのような役割や意義があるのか，また実際にそのような役割を監査は果たしている

ことを証明できるのか等について，監査研究の視点から解説したい .

第 1 回：オリエンテーション

　　　　●監査

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：監査とは何か

第 3 回：監査の社会的機能

第 4 回：財務内容開示制度と監査

第 5 回：金融商品取引法監査制度

第 6 回：会社法監査制度

第 7 回：監査基準

第 8 回：公認会計士協会の監査基準委員会報告書

第 9 回：監査の基礎概念その一　独立性，重要性とリスク

第 10 回：監査の基礎概念その二　内部統制，試査

第 11 回：企業の継続能力の監査

第 12 回：監査意見と監査報告書

第 13 回：中間監査

第 14 回：保証業務と MAS

第 15 回：期末試験
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

31
1. 監査の対象は会計（財務諸表）だけではない . 業務やシステムも監査対象となる .

2. 企業会計審議会が定める「監査基準」は，財務諸表の監査を前提としている .

3. 監査対象となっている財務諸表（あるいは会計）は，そもそもどのような社会的な役割を果

たしているのか，このことについて，会計の職業的専門家（会計プロフェッショナル）を志

す諸君がまずもって理解しなければならない .

4. 財務諸表の監査は，多くの国で法制度として維持されている . つまり，法規によって強制さ

れている . 監査制度を維持し，それを運用していくためには，多額のコストがかかる . 社会は

そうしたコストを負担して，どのようなベネフィットを受けているのか，このことについて，

この講義では主として解説する .

・ 財務諸表の監査　・業務監査　・システム監査　・企業会計審議会　・監査基準

・ 監査制度　・コストとベネフィット　・会計プロフェッショナル

会計と監査が国家や社会を形成するための基盤となっているとする考え方について，諸君の意見

を A4 判 2 枚程度（行数・文字数は同上）でレポートせよ .

Reading Assignment

1. 企業会計審議会総会平成 17 年 1 月 28 日議事録

2. 「監査基準」前文

3. 指定テキストの「はじめに」

1.Mautz and Sharaf, The Philosophy of Auditing, American Accounting Association, 1960
2. シャム･サンダー著『会計とコントロールの理論』勁草書房，1��� 年

第 2 回：監査とは何か

　　　　●監査
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 証券市場と会社の帳簿を理解すること . 簿価と時価総額とは相当額の差がある . 敵対的な買収を

かける人々はこのことに着目する . ホリエモン vs フジサンケイ

2. 投資家のための会計の基本的な考え方を理解しよう . 会計基準と手続的正しさ . 国際基準の威力 .

3. 投資家の行動パタン . 企業価値の基本的なモデルは単純 . リスクと分散投資 . リスクを小さくす

れば儲けの可能性が低まるワケ .

4. リスクのコントロールと情報の役割 . 情報に対する保証と正しさとの関係 . 投資家ないし市場が

監査に期待していること . 情報コストの考え方 .

5. 監査の基本機能は会計情報の正しさを保証することである . 保証の範囲あるいは免責範囲として

監査基準は機能していることも理解すること .

6. 監査の第二機能として損失回避がある . 投資家にとっての最大の損失はデフォルト（企業の倒産）

である . 不正あるいは違法行為によってデフォルトを起こされることのないようにしてもらいた

いと通常の投資家は考える . 不正監視装置として公認会計士による監査がある .

第 3 回：監査の社会的機能

●監査

・ 簿価　・時価総額　・企業価値　・リスク　・分散投資　・リスクとリターン

・ 情報の正しさの保証　・保証の範囲　・損失回避　・デフォルト

　財務諸表の機能について，情報の保証機能と損失回避機能の 2 つの側面から A4 判 2 枚程度
（行数・文字数は前回と同じ）でレポートせよ .

Reading Assignment
1. 高田敏文「一歩先行く監査論学習　1　監査の役割を理解する」，税務経理協会，『税経セミナー』

2004 年 2 月号，pp. 124-131.
2. 高田敏文「監査論の基礎　2　監査の必要性」，『税経セミナー』2000 年 12 月号，税務経理協会 .
3. 高田敏文「監査人への役割期待とその対応」，『会計』，第 161 巻第 3 号，2002 年 3 月号，森

山書店，pp.70-80.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

31
1. 監査制度は，財務内容開示制度の中の仕組みとして成立している . 財務内容開示制度の生成・発

展を 20 世紀の歴史を中心にして解説する .

2. 開示財務諸表に対する任意監査あるいは「財務諸表保険」（Financial Statements Insurance）は，

いわゆる市場主義の思想を原点にしている . 制度や広い意味での規制と市場主義は対比される考

え方である . こうした思想的な対立軸について理解する .

3. 株式会社をはじめとした会社組織においては，株主総会あるいはそれに準ずる所有者による総

会において，財務諸表が開示される . さらに所有者には帳簿を閲覧する権利が認められている . こ

うした意味での財務開示と広く社会に対する財務内容開示制度との違いを理解する .

4. 株価（あるいは時価総額）は，長期的には会社の業績との間に強い相関関係がある . しかし，ご

く短期的に（例えば 2 日間）株価は開示された業績情報にしたがって動くのかどうかを調べてみ

ると，ほとんどの場合，無関係となる . その一方，財務諸表で示される業績情報以外の情報に対

して株価はすばやく反応する場合もある . こうした事実に照らしてみたとき，財務内容開示制度

が有する理念をどのように理解したらよいのかについて，授業の中で考えてみよう .

5. わが国の財務内容開示制度と監査制度の歴史について理解する .

・ 財務内容開示制度　・任意監査　・財務諸表保険　・市場主義　・規制と制度

・ 株主総会　・相関　

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回：財務内容開示制度と監査

●監査

　学内 LAN からネットに入り（ID と PW は授業中に知らせる）上場会社（どこでもよい）の有価

証券報告書をダウンロードし，開示事項の一覧表をレポートせよ .

Reading Assignment

1. インターネットを利用して，上場企業の有価証券報告書と営業報告書をダウンロードし，その

経営者による記述を読んでおくこと .

2. 指定テキスト第 2 章 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 証券市場とその歴史，証券市場はどうして出来たのか . 余剰資金はどうして生じるのか，人々は

余剰資金をどのようにしてきたのか .

2. 市場のルールの考え方，証券取引所の上場規則 . 証券取引所も株式会社であり，証券取引そのも

のをビジネスとしている . したがって取引所相互の市場間競争があり，地方市場は淘汰されてい

る . その一方で，インターネットを利用した新しい市場が出現している .

3. 金融商品取引法の精神は，株価の動きにだけ関心のある，だまされやすい投資家とその保護 . 多

くの投資家は会社の経営には関心がない（関心がある人々は TOB をかけるかもしれない）. その

一方，大きく儲けたいが，リスクは避けたい，と都合のよいことを考えている . この点が詐欺師

の目のつけどころ . 金融商品取引法は，正しい情報を開示させて，投資家が事情をよく理解した

上で投資決定できるようにすることを通して投資家を保護しようとしている .

4. 投資家が市場リスクを避けようとすれば，ダウあるいはトピックスと同率で動くポートフォリオ

に投資すればよい（完全分散投資）. リスクをとる投資家は不完全分散投資になるので，どうし

ても情報が必要になる . その情報が虚偽であったならば，投資家は損害を被ることになるので，

それを防止するために監査が求められている .

5. こうした考え方は，投資家が企業の真実の状態を財務諸表が開示されるまで知らないことを前提

にしている . 世界で初めて証券取引に関する法律が制定された 1930 年代であるならばいざ知ら

ず，今日の情報化社会では，市場は程度の相違はあれ効率的である . そうであるとすれば，監査

はいったいどのような役割を果たしているのであろうか . このことをよく考えてみよう .

第 5 回：金融商品取引法監査制度

●監査

・ 証券取引所　・市場リスク　・グッドニュースとバッドニュース　・分散投資

・ ポートフォリオ　・市場の効率性　・TOB

　市場の効率性とは何か，また市場が効率的であるとき，財務諸表の監査は投資家にとって
どのような意義があるのかについて，諸君の考えを A4 判 2 枚程度でレポートせよ .

Reading Assignment
高田敏文「監査論の基礎　3　財務諸表監査制度」，税務経理協会，『税経セミナー』2001 年 1 月号 .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .



東北大学会計大学院シラバス 2006 311

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

31
1. 大会社でも上場しない会社は数多い . その理由は何か . 会社はそもそもだれのものか？

2. 会社はパイ（収益）の分配メカニズムでもある . 収益に対する持分をもつ人々がいる . 債権者（納

入業者，従業員，金融機関等），当局，経営者，そして所有者としての株主 . 持分に基づいた配

分に順序がある . 株主は「残り物」をもらう . その代わり青天井 .

3. 会社法の計算についての基本的な思想　債権者を保護すること，配当可能利益を計算すること . 配

当 = 分配可能な利益と純粋な業績指標としての利益とは違うのかどうか .「確定決算」とは何か . 法

人税法の影響 .

4. 債権者をどうして保護しなければならないのか . 債権者は弱者か . 債権者 = 金貸し，といった短

絡的な思考はやめよう . 退職金や企業内年金は会社が倒産するとどうなるのか .

5. 株主も保護しなければならないことを会社法が認識 . 日本ほど株主を軽視する社会はないのでは

ないか . 経営者支配と従業員支配 . 悪党が跋扈する株主総会 .

6. パイの分配と監査役 . 監査役監査あるいは監査委員会 . 強大な権限はあるものの「閑散役」と呼

ばれる監査役 . 株主代表訴訟のターゲットになりにくい監査役 . 監査役監査の限界と会計監査人

監査 . しかし，その実態は･･･ .

7. 配当可能利益の計算について理解しよう . どうして違法配当（蛸配当）は厳禁されているのか . 弱

者としての債権者とその筋の債権者 .

・会社法 ・持分　・残余財産分配権　・退職給付　・監査役　

・ 会計監査人　・確定決算　・法人税法　・蛸配当　・粉飾決算

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 6 回：会社法監査制度

●監査

　粉飾決算によって蛸配当した場合，経営者は法的な責任を問われることが多い . もしも，その

ことに公認会計士が加担したことが発覚した場合，公認会計士にはどのような処分がありえるか，

A4 判 2 枚程度でレポートせよ .

Reading Assignment

高田敏文「監査と株価形成－市場は監査役監査と内部監査を認識しているか」（井上普就，及川拓

也との共著），日本内部監査協会『月刊監査研究』第 29 巻第 12 号，2003 年 12 月，pp.43-51.
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 監査基準は，監査人の人的資格要件と監査手続の規範を定めており，監査のクオリティを規定し
ていると考えることができる . また，監査契約に基づいて実行されるべき監査手続を規定してい
ることから監査人による保証の範囲が規定されていると考えられるので，監査人の責任を限定す
る役割も果たしている . 日本では，伝統的に「官」（企業会計審議会）がこれを定めている . 監査
基準の歴史　(1) 初めての監査基準（岩田基準）：アメリカの制度導入，(2)H3 監査基準（村山基準）：
監査基準書方式の導入，(3)H14 監査基準（山浦基準）：準則の撤廃と国際監査基準への準拠

2. 現行の監査基準の最大の特徴＝財務諸表の監査の目的（重要な虚偽記載を防止・摘発）の明示，
どうして経営者は「うそ」をつくと考えるのか，監査人の指導性の発揮とクリエイティブ・アカ
ウンティング

3. 経営者は Earnings Management をするのか，粉飾をするのか，あるいは利益の凸凹を調整した
がるのか，これが大問題 .Earnings Management の発見器としてのジョーンズ・モデル . 開示義
務のない会社はどのように行動するのか .

4. 監査によって裁量行動を抑制することは可能か . 法規違反は論外（大株主の持株数の虚偽表示は
論外です），ではエンロンの倒産は法規違反があったのかどうか . 総合意見としての適正意見の
性格を理解しよう .

5. 監査の精度と監査基準の精度とは別（監査基準はミニマムスタンダードを示しているから，より
よい手続を追加的に実施することはもちろん可能であるので）. 監査基準の精度を上げることは，
その国の監査のクオリティを底上げすることになる . どのように監査基準の精度を測定できるの
か . 限定意見の付き方の違いに着目 .

第 7 回：監査基準

●監査

・ 監査契約　・保証の範囲　・岩田基準　・村山基準　・山浦基準　・Earnings Management

・ ジョーンズ・モデル　・粉飾　・利益の平準化　・監査基準の精度

利益を意図的に操作しようとする経営者の行動パタンを A4 判 2 枚程度でレポートせよ .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

31
1. 平成 3 年改訂の監査基準でアメリカ公認会計士協会 AICPA の監査基準書 SAS に倣って，わが国

でも日本公認会計士協会の各種委員会が策定する監査の指針についての報告書等を広い意味での

監査基準とすることになった . 現在は，監査基準委員会報告書がその柱となっており，平成 16

年度にそれまで単発で公にされてきた報告書をとりまとめた .

2. 監査基準委員会報告書で取り扱われる主題は，監査基準で規定されている監査手続や概念であ

る . 報告書では，主題に関して啓蒙的な解説を実施する場合もあるし，監査手続の指針を示す場

合もある . 監査手続指針としての性格を報告書がもっている場合，それは監査人にとって強い規

範力をもつことになる .

3. 日本公認会計士協会は，金融庁が管轄する特別法に基づいて設置されている特別法人であり，金

融庁による企業開示行政の一端を担っている . 監査基準委員会は，H3 監査基準で設置が認めら

れることになった準公的な組織体であると考えられ，日本公認会計士協会会長は当該委員会を組

織し，委員会報告書の形式をもって監査基準を策定する義務を負う .

4. 同委員会委員は，有力監査法人から推薦された公認会計士が手弁当（協会からの報酬なし）で任

用されており，委員に任命された場合，相当の時間をこれにとられる . 委員会報告書の「お手本」

は AICPA の SAS である . 委員会は諮問事項に関して，まず関連の SAS を翻訳し，それに基づい

て審議し，結果を委員会担当理事の責任で ED の形で公にする . 委員が多忙すぎること，資金面

でのサポートがされていないこと等がおそらく原因となって，「未熟な」報告書が公にされるこ

ともみられる .

・監査基準委員会　・監査基準書 SAS 　・金融庁の行政責任　・特別法人　

・日本公認会計士協会

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 8 回：公認会計士協会の監査基準委員会報告書

●監査

　監査基準委員会報告書が監査人に対して監査手続の側面で規範力を有していることの根拠につい

て A4 判 2 枚程度でレポートせよ .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 財務諸表の監査は，クライアント（被監査会社）から監査人が報酬を得て投資家のために行われ

る . こうした契約形態が原因となって，投資家あるいは社会から，監査人の独立性について疑問

が呈されてきた . 会社はそもそも株主のものであるから，クライアントが監査報酬を支払うこと

について法律的には何ら問題はないようにみえるが，現実には，会社のエージェントとして絶大

な権力を有しているのは経営者である . 監査人の独立性についての疑義は，この経営者と監査人

との関係に対するものである .

2. 監査人が独立でなかったら，あるいは独立でないと外観的にみえたとしたら，監査はその存在意

義を失う . したがって，監査人の独立性に関しては，公認会計士法，監査基準，そして「倫理基準」

で厳しく規定されている . 監査基準が規定する精神的独立性と外観的独立性について理解しよう .

3. 監査手続は，事業上のリスクを重視したいわゆる「ビジネスリスク･アプローチ」（和製英語です）

の考え方に基づいて計画し，実施されなければならない . われわれの周囲の事象を確率事象とし

て認識すると，ある事象にかかる言明はまた確率的にしか表明できない . 財務諸表の監査もまた

同様であり，現行の監査基準では，特定の監査要点を検証する際に，監査リスク（重要な虚偽記

載を見逃してしまうリスク）を一定以内に抑えることが求められている . ビジネスリスク･アプ

ローチの基本的な考え方をよく理解しよう .

第 9 回：監査の基礎概念その一　独立性，重要性とリスク

●監査

・ 独立の判断 ・精神的独立性  ・外観的独立性  ・「倫理基準」     ・監査リスク

・事業リスク ・虚偽記載リスク ・ 固有リスク  ・統制リスク 　・発見リスク

　外観的独立性は法律や規則によって厳しく規定されている . 法規で監査人の独立性の外観を規
定することの必要性について A4 判 2 枚程度でレポートせよ .

Reading Assignment
指定テキスト第 3 章と第 4 章

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

31
1. 内部統制の概念を理解しよう . 組織やシステムが均衡する（安定的に目標通りに稼動する）ため

には統制が必要となる . 統制には，程度の差はあれ，コストがかかるので，統制なしに組織の均

衡が保たれれば一番よい . しかし，そうはならず，統制がなく組織が暴走し壊滅した場合のロス

を考えれば，統制がどうしても必要であると皆考える .

2. 財務諸表の監査では，内部統制が整備され運用されていることを確認して監査手続を特定の監査

要点に適用する . 十分に整備された内部統制が円滑に運用されていれば，固有リスクを一定とし

た場合，発見リスクを高めに設定できるので，試査範囲を狭めることができる .

3. エンロン事件後，アメリカで制定された SOX 法により，アメリカでは，公共会計監視機構

PCAOB が監査基準を策定することとなった . その監査基準第 2 号が内部統制についての基準で

あり，アメリカではすでに内部統制に対する監査が制度的に始まっている . 世界各国は，このア

メリカの動きにどのように対応したらよいのか検討し，一定の対応策をとりつつある . わが国で

は，平成 17 年 1 月に企業会計審議会が改組され，内部統制部会が発足した . 平成 17 年度中に

内部統制監査基準が制定される予定である .

4. 世界各国の内部統制概念のデファクトあるいは Best Practice は，いわゆる COSO レポートであ

る .COSO を理解しよう .

・ エンロン事件　・サーベインズ・オクスリー法　・PCAOB  ・内部統制部会

・ COSO レポート

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 10 回：監査の基礎概念その二　内部統制，試査

●監査

　インターネットの記事検索を利用して，エンロン事件について調べ，A4 判 2 枚程度でレポート

せよ .

Reading Assignment

1. 指定テキスト第 4 章

2. 鳥羽・八田・高田訳『内部統制の統合的枠組み』白桃書房，1996 年

3. 高田敏文 「一般に認められた内部統制概念の検討」，『企業会計』，Vol.55 No.4，2003 年 4 月号，

中央経済社，pp.46-52.
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 財務諸表は，企業が継続することを仮定して作成されている . つまり，財務諸表に表示されてい

る勘定科目の金額は，将来にわたって企業が存続していることを前提にして計算されている . し

かし，仮定と現実とは違う . 清算会計基準を作成した場合には，それは機能するのかどうかが問

題である .

2. H14 監査基準でいわゆる企業の継続能力監査が制度的に導入された . 先進諸国の中では最後尾で

ある . 監査基準ならびに委員会報告書では，注意深くダイレクト･レポーティングにならないよ

うに配慮されているが，監査人はどこかの時点で必ず継続能力についての判断を下さなければな

らない .

3. 実は，企業の継続能力評価（別の言い方をすると倒産予測）については，50 年にわたる研究の

蓄積がある . 初期の論点の一つとなっていたのは，倒産危険度の高い企業は，総資本に占める他

人資本（借入金）の比率が高いかどうかであった . これについては，MM が決着をつけた . 倒産

企業データと健全企業データとの間にうまく判別点を定めることができるのかどうかがアルトマ

ンによって提起された研究テーマである . その後，倒産予測モデルについての研究は大きな展開

をみせてきた .

4. 監査人が企業継続能力の報告に関与することは，世界的な潮流からみて避けることはできない . 監

査人が監査報告書でこのことを報告すれば，場合によっては，企業の存続がそれで不可能となる

こともある . そのことに鑑みれば，監査人には，重大な責任があることになる .

第 11 回：企業の継続能力の監査

●監査

・ 企業の存続能力監査　・倒産予測　・清算価値　・継続企業価値　

・ ダイレクト・レポーティング　・倒産予測モデル

　監査基準にしたがって，継続企業の前提についての検討結果と監査意見との関係について A4
判 2 枚程度でレポートせよ .

Reading Assignment
1. 指定テキスト第 4 章，第 5 章
2. 高田敏文「一歩先行く監査論学習　4　ゴーイング・コンサーン監査」，税務経理協会『税経

セミナー』2004 年 5 月号，pp.25-34.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

31
1. 監査人は監査手続を実施した後，監査の結論として監査意見を表明する . 監査意見を表明する手

段が監査報告書である . 監査人は，監査報告書において，監査の対象，実施した監査の概要及び

財務諸表に対する意見を明瞭かつ簡潔に記載しなければならない（「監査基準」第四報告基準二・

１）とされている . 金融商品取引法監査や会社法監査などの法定監査では，短文式監査報告書が

用いられる . この監査報告書は利用者が不特定多数であることから記載内容の標準化が図られて

おり，その中核をなす項目は，監査人の財務諸表に対する意見を述べる「意見区分」である .

2. 監査人は，監査基準に準拠して監査を実施した結果，意見表明のための合理的な基礎を得たと

きは除外事項や重要な虚偽の表示の有無で「無限定適正意見」，「限定付適正意見」，「不適正意見」

のどれかの意見を表明し，合理的な基礎を得ることができなかったときは「監査意見を表明しな

い監査報告書」を作成する . よって，監査意見には，4 種類の意見表明が存在する .

3.「無限定適正意見」がもっとも多くなる理由についても理解しよう . 監査報告書の記載事項には

監査の結果としての意見とは別に「追記情報」が付される場合がある . 追記情報で存続能力にか

かる追記がなされる場合，クライアントにとっては重大事となる .

・ 無限定適正意見　・限定付適正意見　・除外事項　・不適正意見　

・ 意見の表明をしない報告書　・追記情報

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 12 回：監査意見と監査報告書

●監査

　無限定適正意見がもっとも多くなる理由について，諸君の考えをまとめて A4 判 2 枚程度でレポー

トせよ .

Reading Assignment

1. 指定テキスト第 5 章

2. 高田敏文「コーイング・コンサーン監査情報の情報価値」（井上普就，及川拓也との共著），日

本内部監査協会，『月刊監査研究』第 30 巻第 3 号，2004 年 3 月，pp.65-70.
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 中間財務諸表の開示制度の歴史を確認しておこう . わが国の株式会社の多くは 6 ヶ月決算であっ

たが，昭和 49 年の商法改正によりほとんどの会社が 1 年決算に移行した . それよりも早く昭和

46 年に証券取引法は，1 年決算の会社に対して半期報告書の開示を求めていたが，商法改正に

より半期報告書に含める中間財務諸表の監査が実質的に制度化された .

2. 中間財務諸表は，いわゆる確定決算書類（株主総会での承認を得た計算書類）ではないが，有価

証券報告書と同じく連結・単独ともに貸借対照表・損益計算書・剰余金計算書・キャッシュ･フロー

計算書を内容としている .

3. この中間財務諸表に対する監査の特徴は，「有用な情報を表示しているかどうか」についての意

見を監査人に求めている点である . これを適正意見に対して「有用性意見」と呼ぶ場合もある . ポ

イントは，「適正・有用」の用語の問題ではなく，「中間監査に当たり，中間財務諸表に係る投資

者の判断を損なわない程度の信頼性の基礎を得ることのできる範囲で，中間監査リスクを財務諸

表の監査に係る監査リスクよりも高く設定することができる」とされている点である .

4. 要するに，監査手続を大幅に縮小することが可能とされており，実際に適用される監査手続は分

析的手続が主である . 国際的には，このような手続を内容とする保証業務契約は「レビュー」と

いう .

第 13 回：中間監査

●監査

・半期報告書　・中間財務諸表　・有用性意見　・中間監査　・レビュー

　アメリカでは四半期報告書と年次報告書が開示されている . わが国の場合，決算短信（慣習），
半期報告書，有価証券報告書の 3 つとなっている . 市場に対する情報提供のあり方について，諸君
の考えを A4 判 2 枚程度でレポートせよ .

Reading Assignment
1. 高田敏文「「中間監査基準の改訂に関する意見書（公開草案）」の公表をふまえて」（八田との共著），

税務経理協会『税経通信』，第 57 巻第 13 号，2002 年 10 月号 .
2. 高田敏文「中間監査とレビュー」，日本監査研究学会『現代監査』No.10，2000 年 3 月，

pp.29-35.
3. 指定テキスト第 6 章

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

31
1. 公認会計士は会計についての職業的専門家であり，彼らの提供できるサービスは財務諸表の監査

に限定されない . わが国では，税理士のみに認められている業務（所得税申告書の作成代理業務）

は税理士登録をしないと出来ないが，公認会計士の資格保有者は申請すれば税理士登録が可能で

ある . この他に公認会計士が提供できる業務としては，会社の上場支援コンサルティング，会計

システムの設計･設置，内部統制の設計・設置，海外進出コンサルティング等，多岐にわたる . こ

れらはマネージメント・アドバイザリー・サービス（MAS）と呼ばれている .

2. MAS に対して，金融商品取引法や会社法，あるいは関連法令に基づいて実施される財務諸表の

監査は，前回の授業でとりあげた中間監査のようなレビューとともに，保証業務と呼ばれてい

る . 検証手続を特定の要点のみに限定する Agreed Upon Procedure は，わが国では保証業務には

入れない .

3. 保証業務基準は，平成 16 年の企業会計審議会第二部会（当時）で策定され，公表されている . 保

証業務は抽象度の高い概念であるので，同基準には一般には馴染みの薄い専門用語が百出してい

る . 同基準は，国際会計士連盟（IFAC）の保証業務基準をお手本にしている .

4. よくある間違いであるが，保証の水準と監査リスクとを混同してはならない . 監査リスクは特定

の監査要点の発見リスクをどのように設定するのかにかかる概念であり，固有・統制・発見の各

リスクを統合したものである . それに対して，保証水準は業務全体にかかる抽象的な概念である .

・税理士業務　・MAS  ・保証業務基準　・保証水準

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 14 回：保証業務と MAS

●監査

　一般に MAS と監査を同時に同一のクライアントに対して提供することはしてはならない . この

ことの根拠について A4 判 2 枚程度でレポートせよ .

Reading Assignment

1. 企業会計審議会「財務情報等の係る保証業務の概念的枠組みに関する意見書」平成 16 年 .

2. 同審議会平成 16 年度議事録

3. 指定テキスト第 6 章
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 出題範囲：講義中に指示する .

2. 持込み不可

3. 試験時間は 90 分 .

第 15 回：期末試験

●監査

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

32

上級監査

高田　敏文

・ シラバスに記載してある問題の解説をしながら進めていく .
・ 毎回宿題を課す .
・ 授業の最終回に期末試験を行う .

「監査」を受講していることが望ましい .

なし .

前期　火曜 7 限

・ 宿 題 (40%)， 期 末 試 験
(60%) で評価する .

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週授業終了後

022-217-5120
ttakada@econ.tohoku.ac.jp

・予習 ( 指定テキストを読

むこと )，復習 (Reading 

Assignment を読むこと )

を行うこと .

・宿題（シラバスに記載

している宿題）をメール

で提出すること .

必要に応じで講義の中で紹介する .

　本講義は，公認会計士論文式試験で過去 5 年間に出題された問題（以
下過去問と称す）ならびに新監査基準・JICPA 監査基準委員会報告書に
関係する設問を解説し，各自が解答することを通じて，監査論を総合的
に学習することを目的としている . 過去問は様々な論点から出題されて
いるため，毎回の講義で例示する問題は論点に従って再構成してある . ま
た，新制度に対応した知識として，平成 17 年に改訂された監査基準や
それ以降に公にされた監査基準委員会報告書についても理解し修得して
おく必要がある . これらの新制度に該当する論点についても学習する .

展開
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　今回は，平成 12 年度第 7 問　問題１と平成 14 年度第 7 問　問１等から出題している .

2.　今回の問題を通じて理解することは２点ある .

　・「監査」の目的は，監査対象やその根拠となる法律によって違いがあること

　・財務諸表監査は，経営者と監査人の二重責任の原則で行われていること

3.　今回の出題範囲は，監査基準（平成 17 年 10 月 28 日）である

第 1 回： 監査の目的と役割

　　●上級監査

・監査の目的　・二重責任の原則　・助言機能　・監査の機能　

・監査役監査　・会社法に基づく監査　・金融商品取引法に基づく公認会計士監査　

次ページの問題３を A4 判（1 行 40 字 40 行）1 枚程度で解答しなさい .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■問題

32

　　●上級監査

１．以下は，「監査基準」の「第一　監査の目的」に関するある学生のレポートである .　その中で誤っ
ている箇所が２つある . それを指摘し，誤っている理由を述べなさい .（2003 年短答式試験改題）
　（以下レポート）

　　　監査基準で，監査の目的を明らかにした理由は，監査の役割についての「期待のギャップ」
を狭め，監査基準の枠組みを決めるためである .「監査の目的」には，財務諸表の作成に対する
経営者の責任と当該財務諸表に関する意見表明についての監査人の責任を区別することが明示
されている . 監査人が表明する意見は，財務諸表が一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠して，企業の財政状態，経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての点において
適正に表示しているかどうかについて監査人が判断した結果を表明したものであることが明確
にされている . そして，監査人の意見表明の形式は，監査の対象となる財務諸表の種類，ある
いは監査の根拠となる制度や契約事項が異なれば，それに応じて異なることを明らかにしてい
る . そして，「監査基準」では，財務諸表は適正に表示されているとの監査人の意見には，財務
諸表には全体として重要な虚偽の表示がないことの合理的な保証を得たとの自らの判断が含ま
れていることを明確にしている . 最後に，財務諸表の表示に関して，監査人が合理的な保証を得
たとは，監査が対象とする財務諸表の性格的な特徴（財務諸表の作成には経営者の見積りの要
素が多く含まれていること等）のみを条件として，監査人は絶対的ではないが相当程度の心証
を得たことを意味する .

２．国際的な職業会計士団体が公表している，無限定適正意見を表明する場合の監査報告書の標準
的な文面において，「当該財務諸表の作成には同社の経営者が責任を負い，われわれの責任は当
該財務諸表について自らの監査に基づいて意見表明することにある」との記載がある . これに相
当する記載をわが国の監査基準等は求めていない . しかし，この原則は監査の機能を監査報告書
の利用者に対して明確にし，そのうえで，監査人の意見に対して信頼を得るための基本的な立
脚点であると理解される .

　以上の主旨を踏まえて「二重責任の原則とは」という書き出しで，その意義を，下記の語群の４
つの語句を最低１回用いて，解答欄の枠内でまとめなさい . なお，用いた語句にはアンダーライ
ンを引くこと .　（平成 14 年度論文式より）

　　　　語群：会計の機能，監査の機能，助言機能，経営者確認書
３．会社法上の大会社における監査役監査，会計監査人監査及び金融商品取引法に基づく公認会計

士監査について，次の各問に答えなさい .（平成 12 年度論文式より）
（１）次の①～③の監査の目的について述べなさい .

① 監査役監査
② 会計監査人監査
③金融商品券取引法に基づく公認会計士監査

（２）会計監査人監査と監査役監査との関係及び連携について述べなさい .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・後発事象　・修正後発事象　・開示後発事象

第２回： 後発事象

　　●上級監査

次ページの問 4 を A4 判 1 枚程度で解答しなさい .

1. 今回は，平成 16 年度　第 7 問から出題している .

2. 今回の問題を通じて理解する点は３点ある .

・後発事象は決算日の翌日から監査報告書までの間に発生した会社の財政状態及び経営成績に影

響を及ぼす会計事象をいう .

・後発事象には，財務諸表を修正すべき後発事象である修正後発事象と，営業報告書に記載，ま

たは財務諸表に注記すべき後発事象である開示後発事象に分類される . そしてそれぞれが監査

意見にどのような影響を与えるか

・監査対象となる後発事象に関する監査手続の理解

3. 今回の出題範囲は，監査委員会報告第 76 号「後発事象に関する監査上の取り扱い」である .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■問題

32

問題１．以下の問に答えなさい .（平成 16 年論文式より抜粋）

問１．後発事象について，その意義と類型について簡潔に説明しなさい .

問２．金融商品取引法に基づく監査の場合，監査対象となる後発事象の財務諸表上での取り扱いに応じた

監査報告書上における取り扱い（監査意見等）について下記の表の括弧の①から⑫に記載される適

切な語句を解答欄に記入しなさい . なお，解答にあたっては連結財務諸表との関連についての考慮

は不要とする .　

類型 財務諸表上での取り扱い 監査意見等

（①）後発事象
当該事象を財務諸表で（③）場合 （⑦）

当該事象を財務諸表で（④）場合
重要性あり （⑨）
重要性なし 無限定適正意見

( ② ) 後発事象
当該事象を財務諸表で（⑤）場合 （⑧）が必要と判断した場合 （⑩）

その必要が無いと判断した場合 （⑪）

当該事象を財務諸表で（⑥）場合 重要性あり （⑫）
重要性なし 無限定適正意見

問３． 監査対象となる後発事象に関する監査手続のうち，財務諸表（連結財務諸表を含む .）にかかる

　　　実証手続を８つあげなさい .

問４． 会社法に基づき会計監査人の監査を受けている会社が，決算日後に発生した災害により重大　　

　な損害を被った . この事象が，以下の 1. から 4. のそれぞれの期間において発生した場合に，会計　　

　監査人，監査役会，取締役はどのような対応を求められるか . 必要な対応について述べなさい .

１．決算日の翌日から計算書類の会計監査人への提出までの期間

２．計算書類の提出後，会計監査人の監査報告書日までの期間

３．会計監査人の監査報告書受領後，監査役会の監査報告日までの期間

４．監査役会の監査報告書受領後，定時株主総会までの期間

　　●上級監査
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・監査調書　・完全性　・秩序性　・明瞭性　・正確性　・経済性　

第 3 回： 監査調書

　　●上級監査

監査調書の作成目的について，A4 判 1 枚程度でレポートしなさい .

1. 今回は，平成 15 年度　第 7 問　問１から問４を中心に出題している .

2. 今回の問題を通じて理解することは，以下の２点である .

・監査調書の作成目的が５つあること .

・監査の全体的な理解に資するために監査調書は，完全性，秩序性，明瞭性，正確性，経済性を

具備しなければならない . これら質的要件が指す意味を理解すること .

3. 今回の出題範囲に該当する基準は監査基準（平成 17 年 10 月 28 日）と監査基準委員会報告書

第 16 号「監査調書」である .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■問題

32

問題１「監査基準」の第二　一般基準の５は，「監査人は，監査計画及びこれに基づき実施した監

査の内容並びに判断の過程及び結果を記録し，監査調書として保存しなければならない」

と規定している . 下記の問に答えなさい .　　　　　　　　　　（平成 15 年度論文式より）

問１．監査基準のいう「監査調書」の作成目的を５つ挙げて，説明しなさい .

問２．監査調書の作成目的を満たすとともに，監査の全体的な理解に資するために具備し

なければならない監査調書の質的要件を５つ列挙し，それぞれについて説明せよ .

問題２以下は，監査調書に関する記述である . この中で誤っている文章が３つある . その番号を指

摘し，誤っている根拠を述べよ .（2000 年，2002 年短答式試験　改題）

１．監査調書とは，監査契約の締結から監査報告書の作成にいたる過程において，監査人

が入手した監査証拠その他資料を記録・編集したものをいう . 監査調書は，文書で保

存され，電磁的記録やマイクロフィルムでの保存は認められない .

２．監査調書は，被監査会社の秘密事項が記入されているため，監査責任者がこれを厳格

に保管し，監査機能を有する監査補助者であっても見せてはならない .

３．監査調書には，監査意見を形成するための合理的基礎を得る目的で監査計画，監査手

続，監査証拠等の重要事項を漏れなく記録しなければならない .

４．監査人は，監査終了後も相当な期間，監査調書を整理保存しなければならない . 監査

調書の保存期間については，商業帳簿に関する会社法上の要保存期間の規定が準用さ

れ，10 年とされる .

５．被監査会社の情報システムの利用度と複雑性の程度は，監査調書の記録内容に影響を

及ぼす事項の一つである .

　　●上級監査
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・試査　・サンプリングに基づく試査　・統計的・非統計的サンプリング　・サンプリングリスク

・サンプル数　・特定項目抽出により試査

第 4 回： 試査

　　●上級監査

次ページの問３について，A4 判 1 枚程度で解答しなさい

1. 今回は，平成 14 年度　第７問　問３と平成 15 年度第７問　問６を中心に出題している .

2. 今回の問題を通じて理解する点は２つある .

・試査とはどのような概念か

・監査手続の実施が，原則として試査に基づくことが求められる理由

3. 今回の出題範囲に該当する基準は，監査基準（平成 17 年 10 月 28 日）と監査基準委員会報告

書第９号「試査」

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■問題

32

問題１監査では，財務諸表における金額および開示を裏付ける証拠について試査に基づいた検証が

実施される . ここで「試査」とはいかなる概念か，説明しなさい .（平成 14 年論文式より）

問題２「監査基準」第三　実施基準　一　基本原則の４は，「監査人は，十分かつ適切な監査証拠

を入手するに当たっては，財務諸表における重要な虚偽表示のリスクを暫定的に評価し，リ

スクに対応した監査手続を，原則として試査に基づき実施しなければならない」と規定して

いる . 監査手続の実施は，原則として試査に基づくことが求められている . 下記の (1) から (5)

は，財務諸表の監査が試査に基づくことの根拠についての記述である . 明らかに誤っている

と考えられる記載箇所を含む２つの記述の番号を書き，誤っている箇所についての理由を説

明しなさい .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 15 年論文式より）

(1) 近代統計学が発達し，数多くの推測統計の技法が生み出されています . 母集団すべてを調べな

くとも，そのうちの一部を調べれば，そこから母集団の状態を一定の信頼水準で推測できるよ

うな技法も確立されていますし，限られた手元のデータからでも，役に立つ情報を得ることの

できる技法もあります . こうした統計理論を使ったサンプリングによる試査が認められている

ことから理解できるように，統計理論が試査の理論的な根拠を提供しています .

(2) 監査には，かけることができる費用と時間に制約があります . 監査報酬は当事者間での個別の

契約により決定されますし，株主総会の期日や有価証券報告書の提出期日も決まっています.こ

うした幾つかの制約の中で監査をしなければならないのですから，疑わしいことの有無にかか

わらず，限られた資源の中で監査手続を実施しなければならず，このことから試査が採用され

ています .

(3) 財務諸表の監査では，財務諸表の全体的な適正性が保たれているかどうかについて，監査人

が意見を表明することを目的としています . この点が，犯罪行為を摘発することを目的とした

犯罪捜査や税務査察とは性質が大きく異なっています . つまり，多くの場面で重要性の判断が

求められており，利用者の意思決定に重要な影響を及ぼさない事項については，特に問題とす

る必要はないため，全体を俯瞰するための方法として試査によることが求められています .

(4) 精査とは，特定の監査手続の実施に際して，母集団からそのすべての項目を抽出して，それ

に対して監査手続を実施することです . 精査は，母集団が少数の金額的に重要な項目から構成

されている場合や重要な虚偽表示リスクの程度が高く，精査以外の方法では十分かつ適切な監

査証拠を入手し得ないと判断される場合などに適合します . しかし，精査によっても，サンプ

リングの生じる可能性があるため，試査が原則とされているのです .

(5) 企業規模の拡大や経済取引の多様化ないし複雑化により，検証対象のすべてを監査人が吟味，

検討することは，もともと無理があります . そのため，現実には，企業側において，会計上の

不正や誤謬の発生を防止ないし抑止する内部統制システムが有効に機能していることが求め

られます . こうした有効な内部統制に依拠できることを前提にしてはじめて試査を採用するこ

とが認められるのです .

問題３取引記録及び財務諸表項目の監査手続のために行うサンプリングによる試査のサンプル数

の決定に影響を及ぼす要因のうち，サンプル数を減少させる要因を３つ挙げなさい .（2002

年短答式改題）

　　●上級監査
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・中間監査 ・保証水準 ・中間財務諸表の性質

第 5 回： 中間監査基準

　　●上級監査

レビューについて各自調べ，中間監査基準との違いについて A4 判 1 枚程度でレポートしなさい .

1. 今回は，平成 12 年度　第７問　問題２を中心に出題している .

2. 今回の出題によって理解すべき点は３つある .

・ 中間監査は，年度監査と同程度の信頼性を保証するものではないこと，そしてその理由

・ 中間監査に係る監査手続

・ 中間監査報告書の記載事項

3. 今回の出題範囲に該当する基準は，中間監査基準（平成 17 年 10 月 28 日）と監査基準委員会

報告書第 17 号「中間監査」

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■問題

32

問題１　中間監査基準について次の各問に答えなさい .（平成 12 年論文式より）

　問１　中間監査基準では，中間監査は年度監査と同程度の信頼性を保証するものではなく，中間

財務諸表に係る投資者の判断を損なわない程度の信頼性を保証する監査として位置づけられ

ていますが，その理由を述べなさい .

　問２　中間監査基準では，子会社の中間財務諸表に対する監査手続について，どのような監査手

続によることができるとされているか述べなさい .

　問３　中間監査報告書の意見区分に記載しなければならない意見表明の要件について述べなさ

い .

問題２　以下の文章は，中間監査基準に関する説明として誤っている . 誤っている理由について述

べなさい .（2004 年短答式試験改題）

(1) 中間監査においては，「中間監査リスク」（中間監査に係る監査リスク）を合理的に低い水準

に抑えるためには，どのような場合であっても，分析的手続は必ず実施し，その上で中間監

査上の重要性や達成すべき中間監査リスクの水準に応じて，質問や閲覧の監査手続を追加実

施することが原則である .

(2) 継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況が前事業年度の決算日において存在し

ていた場合には，当中間会計期間末までの状況の変化を検討して，中間会計期間末において

再度，継続企業の前提に関する重要な疑義がなお認められるかどうかを監査人だけが検討し，

中間監査報告書にもその検討結果に応じた記載をすることが大切である .

問題３　以下は，中間監査基準についての教授と学生の会話である .（2000 年短答式改題）

教授甲：平成 17 年の監査基準の改訂に応じて中間監査基準も変更になりましたね . 乙君，中間監

査基準はどのような構成になっているかな .

学生乙：中間監査基準は，（１）と（２）と（３）で構成されています .

教授甲：その通りですね . では，中間監査は中間財務諸表に係る投資者の判断を損なわない程度の

信頼性についての合理的な保証を得ることのできる範囲で，中間監査リスクを財務諸表の監

査に係るリスクよりも高く設定できますね . これは，年度監査に係る通常実施すべき監査手

続の一部を省略できることを示しているけど，乙君，経営者の確認書は中間監査に関して入

手する必要はあるのかな .

学生乙：（４）. なぜならば，（５）だからです .

教授甲：その通りです . では，中間監査に係る意見表明について質問します . 学生丙君 . 中間監査

報告書の個別記載事項は年度監査のそれと違いはあるかな .

学生丙：（６）. 中間監査報告書の個別記載事項は，（７），（８），（９）の３つがあります .

教授甲：最近の学生は記憶力がいいですね . では，年度監査には追記情報がありますね . 丙君 . 中

間監査報告書には追記情報はありますか .

学生丙：（10）.

教授甲：その通りです .　　　（以下略）

問１：上記の会話中にある (1) から (10) に当てはまる適切な語句を埋めよ . ただし，(4)，(6)，(10)

は “ある” か “ない” で答えること .

問２：(10) に “ある” を当てはめた場合，中間監査報告書の追記情報に該当する事項を４つ挙げ

よ . “ない” を当てはめた場合は，中間監査報告書の追記情報がない理由について説明せよ .

　　●上級監査
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・ゴーイング・コンサーン　・適正意見　・不適正意見　

第 6 回： ゴーイング・コンサーン問題

　　●上級監査

監査人が企業の存続可能性問題にかかわることについて諸君の意見をレポートしなさい

1. 今回は，平成 13 年度第 8 問からおもに出題している .

2. 今回の問題を通じて理解することは 2 点ある .

　・「ゴーイング・コンサーン問題」が発生した際の監査人の採るべき対応

    ・監査人は被監査会社に対して，どのような場合に適正意見または不適正意見を表明するか

3. 今回の出題範囲は，監査基準（平成 17 年 10 月 28 日）である .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■問題

32

問題 1. 以下の問に答えなさい .（平成 13 年度論文式より一部改題）

　　金融商品取引法適用会社である乙社は，経営状況が著しく悪化し債務超過の状態にあり，今後

も存続できるかどうかは，メインバンクの強力な支援が得られるかどうかに大きく依存してい

る . 担当監査人 Z は，被監査会社（乙社）のこうしたゴーイング・コンサーン（企業の存続可能

性）問題に直面し，監査意見の形成段階で非常に困難な状況に置かれている .

下線部に関して，

(1) 乙社の置かれている状況（すなわち，ゴーイング・コンサーン問題に関して，重大な疑義が

生じている場合）において，現行の監査基準を前提にして，監査人 Z が適正意見を表明する

場合はどのような場合か，説明しなさい .

(2) 不適正意見が表明されるのはどのような場合か，説明しなさい

(3) 監査人は被監査人に対して意見表明をしない場合がある . このときの理由を説明しなさい .

　　●上級監査
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・監査人の独立性　・内部監査人　・外部監査人

第 7 回： 監査人の独立性

　　●上級監査

1. 今回は，平成 14 年度の第 8 問から出題している .

2. 今回の問題を通じて理解する点は 2 点ある .

・ 監査人は，独立性が適切に保持されるための方針及び手続を定め，それらの方針及び手続きが

遵守されていることを確かめなければならない立場にあること

・外部監査人と内部監査人との違い及び果たすべき役割とは何かを明らかにする . なお，ここでい

う内部監査人とは，組織内の所属の名称の如何を問わず，内部統制の整備及び運用状況を，検討，

評価し，その改善を図る職務を担う者及び部署である

3. 今回の出題範囲は，監査に関する品質管理基準（平成 17 年 10 月 28 日）である .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■問題

32

問題　以下の問に答えなさい .（平成 14 年度論文式より抜粋）
　以下は，金融商品取引法適用会社 XYZ 社 ( 決算日は 3 月 31 日 ) の代表取締役社長の甲氏，経理担当
役員の乙氏，監査役の丙氏，内部監査部長の丁氏の 4 名が，決算日直後 (4 月 4 日 ) に行った会議での
会話の一部である . これに関連して，以下の各問に答えなさい .

甲氏：今般終了の会計期間の経営成績について，手許の試算表で見る限り，当初の予測に比べて利
益が非常に少ない . これでは株価も下落し，わが社の信用も失墜する恐れがあるから，何とかしてほ
しいのだが .
乙氏：もう，会計期間も終了しましたので，今から利益を捻出するために，なにか会計方針を変更
する以外ないと思いますが・・・.
丙氏：いや，それはまずいよ . 会計方針の変更するためには，正当な理由のあることが求められるが，
理由もなく変更すれば，不正な会計処理による虚偽記載を行うのと同様に，利益操作に該当すると
いうことで，外部監査人から不当な会計処理としての除外事項が付されてしまうであろうし .
丁氏：われわれ内部監査の視点から見ても，利益を捻出したいという社長の意向をそのまま受け入
れることには大きな問題がありますし，こうした社長の意向を外部監査人が知れば，外部監査の視
点からも危惧を抱かれるかもしれませんので，この際は，株価の下落が予測されるとしても，正し
い決算処理を行うべきだと思います .
甲氏：皆の考えはよく分かった . ただ，利益の大幅な減少は，売上の減少だけでなく，主要な取引先
の倒産により多額の貸倒れが発生したことによるものであるということだが，こうした状況は今後
も続くのでは .
乙氏：実は本日も，営業主任から，わが社の主要な得意先が会社更生法の適用申請を行ったという
ことが伝えられましたので，同社の対する期末の売掛金残高については，大部分回収不能となるも
のと考えられます .
丙氏：おいおい，どうしてそんなリスクの大きな相手に対する売掛金が残っていたんのだ . これはた
いへんな問題だぞ .
丁氏：確かに，それは問題であり，今後のこともありますので，できればこの際，わが社の売掛金
の管理に対する助言を得るために，現在の外部監査人と，別途コンサルティング契約をしていただ
きたいのですが・・・.

問 1. 下線部　　　　　に関して，決算日到来後に会計方針の変更によって利益の捻出を図ろうとする
場合，どのような会計方針の変更が考えられるか，具体的な例を 3 つ挙げて説明しなさい .
問 2. 下線部　　　　　に関して，会計方針の変更がなされる場合に，監査人として，それが「正当な理由」
に基づくものであることを判断する際の留意点について，具体的に説明しなさい .
問 3. 下線部　　　　　に関して，不正な会計処理による虚偽記載に関して，以下の問の答えなさい .

(1) 重要な虚偽記載に関係する不正のタイプと，そうした不正の手口について簡潔に説明しなさい .
(2) 監査人が，不正による重要な虚偽記載が財務諸表に含まれる危険性を評価するにあたって考慮

すべき要因を 4 つ挙げなさい .
問 4．下線部　　　　　に関して，株価維持ないし会社の信用維持を図るために粉飾を考えようとして
いる社長の意向ないし経営姿勢に関連して，内部監査人と外部監査人の双方の立場から示される問題な
いし危惧について，具体的に説明しなさい .

(1) 内部監査人の立場
(2) 外部監査人の立場

問 5．下線部　　　　　に関して，このような事態が生じた場合に，会計および監査上はどのような対
応をとることが必要ですか，会社と外部監査人の双方の対応について説明しなさい .

(1) 会社の対応
(2) 外部監査人の対応

問 6．下線部　　　　　に関して，丁氏の希望に従って，監査業務を依頼している外部監査人に対して，
別途，有効な売掛金の管理システムの構築に対するコンサルティング業務を依頼する場合，何か問題が
ありますか . 依頼することの是非も含めて，説明しなさい .

　　●上級監査
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・無限定適正意見　・不適正意見　・除外項目を付した限定付適正意見

第 8 回： 監査意見

　　●上級監査

1. 今回は，平成 15 年度　第 8 問から出題している .

2. 今回の問題を通じて理解することは，以下の 2 点である .

・監査人はどのような判断であれば，無限定適正意見（不適正意見）を出すのか

・監査人はどのような状況であれば，除外事項を付した限定付適正意見を出すのか

3.　今回の出題範囲は，監査基準（平成 17 年 10 月 28 日）である .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■問題

32

問題（平成 15 年度論文式より抜粋）
　監査意見に関して，下記の問に答えなさい .
問 1．『監査基準』に基づいて監査人が除外事項を付した限定付適正意見を表明する場合の一般的な条
件を簡潔に説明しなさい . また，監査意見を表明しない場合の一般的な条件についても同様に説明しな
さい .

(1) 除外事項を付した限定付適正意見の場合
(2) 監査意見を表明しない場合

問 2. Ｑ社の平成 14 年度 ( 平成 14 年 4 月 1 日より平成 15 年 3 月 31 日まで ) の監査人は，同社がこ
の数年売り上げの著しい減少によって資金繰りが悪化し，このままでは振り出している複数相手
先の約束手形 ( 期限は平成 15 年 7 月 8 日 ) の決済，並びに銀行借入金の返済 ( 期限は平成 15 年
7 月 15 日 ) に手元資金が不足する，と判断した . 監査人はＱ社の経営責任者から経営の再建計画
と当面の資金繰りに関しての説明を受けることになったが，その説明を受ける前に，この案件に
関してどのような場合に，どのような監査意見を表明することになるのかを条件を整理した .

　あなたは，上記の事案に対して，監査人が想定して整理した各監査意見についての条件のうち，以下
の監査意見の表明する場合とはどのような条件の場合であるかを，本事案で使われている文章や用語も
使って説明しなさい .

(1) 無限定適正意見の場合
(2) 不適正意見の場合

　　●上級監査
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・投資者保護　・不正　・誤謬　・経済性

第 9 回： 金融商品取引法監査制度

　　●上級監査

　正しい情報を開示することと投資家を保護することとの関係について A4 判 1 枚程度でレポート

しなさい .

1. 今回は，平成 16 年度第 8 問を中心に出題している .

2. 今回の問題を通じて理解する点は 2 つある .

・投資者保護の包括的な概念とはどのようなものか

・不正と誤謬の違い

3.　今回の出題範囲に該当する基準は，監査基準（平成 17 年 10 月 28 日）である

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■問題

32

（平成 16 年度論文式より抜粋）
問題 1 以下に示す金融商品取引法の規定 ( 一部抜粋，条文は旧証券取引法 ) について，下記の問 1

から問 3 に答えなさい .

第一条　この法律は，国民経済の適切な運営及び投資者の保護に資するため，有価証券の発行及び
売買その他の取引を公正ならしめ，且つ，有価証券の流通を円滑ならしめることを目的と
する .

第百九十三条　この法律の規定により提出される貸借対照表 , 損益計算書そのほかの財務計算に関する
書類は，内閣総理大臣が一般に公正妥当であると認められるところに従って内閣府令で定
める用語，様式及び作成方法により，これを作成しなければならない .

第百九十三条の二 証券取引所に上場されている有価証券の発行会社その他の者で政令で定めるものが，
この法律の規定により提出する貸借対照表 , 損益計算書その他の財務計算に関する書類で内
閣府令で定めるものには，その者と特別の利害関係のない公認会計士 ( 公認会計士法（昭和
二十三年法律第百三号）第十六条の二第三項に規定する外国公認会計士を含む . 以下この条
において同じ .) 又は監査法人の監査証明を受けなければならない . ただし，監査証明を受け
なくても公益又は投資家保護に欠けることがないものとして内閣府令で定めるところによ
り内閣総理大臣の承認を受けた場合は，この限りではない .

( 第二項省略 )
3 第一項の監査証明は，内閣府令で定める基準及び手続によって，これを行わなければならない .
( 第四項以降省略 )
　　　　
問 1 下線部　　　　　によれば，金融商品取引法は，国民経済の適切な運営および投資者の保護

に資するために制定されている . これら 2 つの目的の意味をそれぞれ 50 字以内で説明しなさ
い .

問 2 下線部　　　　　および下線部　　　　は，具体的にはそれぞれ何を指しているか . 簡潔に説
明しなさい .

問 3 下線部　　　　　について，財務計算に関する書類には監査証明が強制されている . 財務諸表
の監査は , 国民経済の適切な運営という目的とどのようにかかわっているかを説明しなさい .

問題 2　わが国の監査基準は，監査人に対して，不正および誤謬により財務諸表に重要な虚偽の表
示がもたらされる可能性を評価し , その評価結果に基づき，不正および誤謬による財務諸表におけ
る重要な虚偽の表示を看過しないように監査計画を作成し，監査を実施するよう求めている .

問 1　(1) 不正と誤謬の相違を簡潔に説明しなさい .
　　　(2) 財務諸表の作成プロセスにおいて発生する誤謬の種類を 3 つに分類しなさい .

問 2 監査人は，監査を行うに当たって不正や誤謬が存在する可能性について常に注意を払わなけ
ればならない . この場合，経営者とのディスカッションは，不正及び誤謬を防止または発見す
る上で重要な役割を果たしている . 経営者とのディスカッションによって，監査人はどのよう
なことを明らかにすべきか . 基本的に重要とされることを 3 つあげなさい .

　　●上級監査
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・事業上のリスク等を重視したリスク・アプローチ
・重要な虚偽表示のリスク
・財務諸表全体の評価と財務諸表項目の評価
・特別な検討を必要とするリスク

第 10 回：新監査基準（平成 17 年 10 月改訂）

　　●上級監査

新監査基準をよく読みなさい .

　新監査基準改訂のポイントである「事業上のリスク等を重視したリスク・アプローチ」について

理解すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■問題

32

問 1 事業上のリスク等を重視したリスク・アプローチと，従来の固有リスク・統制リスク・発見
リスクを統合したリスク・アプローチとの異同について説明せよ .

問 2 重要な虚偽表示のリスクはどのように評価するのかについて説明せよ .

問 3 財務諸表全体のレベルでの虚偽表示のリスクは，財務諸表項目レベルの評価の積み上げの結
果としてのリスクとどのような点で違うのかについて説明せよ .

　　●上級監査
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・ビジネス・リスク（事業リスク）　・監査リスク　・固有リスク　・統制リスク
・重要な虚偽表示リスク　・リスク評価手続　・リスク対応手続　・経営者の主張
・企業の統制環境　・発見リスク

第 11 回：監査リスク（JICPA 監査基準委員会報告書第 28 号）

　　●上級監査

JICPA 監査基準委員会報告書第 28 号をよく読むこと .

　JICPA 監査基準委員会報告書「監査リスク」を理解すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■問題

32

問 1 ビジネス・リスクと重要な虚偽表示リスクとの関係について説明せよ .

問 2 リスク評価手続とリスク対応手続とを説明せよ .

問 3 経営者の主張（アサーション）と監査要点とについて，相違点に注意しながら説明せよ .

　　●上級監査
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・企業とその環境についての情報源　・内部統制の構成要素

・重要な虚偽表示のリスクの評価

第 12 回：「企業及び企業環境の理解並びに重要な虚偽表示のリスクの評価」（JICPA 監査基準
委員会報告書第 29 号）と「評価したリスクに対応する監査人の手続」（JICPA 監査
基準委員会報告書第 30 号）

　　●上級監査

JICPA 監査基準委員会報告書第 29 号と 30 号をよく読むこと .

新しく監査基準に規定された重要な虚偽表示のリスクの概念とその評価手続について理解するこ

と .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■問題

32

問 1 企業とその環境を評価する際に利用できる情報源について説明せよ .

問 2 監査に関係する内部統制について説明せよ .

　　●上級監査
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・十分かつ適切な証拠　・監査要点　・経営者の主張　・監査手続

第 13 回：監査証拠（JICPA 監査基準委員会報告書第 31 号）

　　●上級監査

JICPA 監査基準委員会報告書第 31 号をよく読むこと .

 JICPA 監査基準委員会報告書第 31 号を理解すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■問題

32

問 1 証拠の十分性と適切性について説明せよ .

問 2 監査人が利用できる経営者の主張について分類し簡潔に説明せよ .

問 3 監査証拠を入手するための代表的な監査手続について簡潔に説明せよ .

　　●上級監査
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし .

第 14 回：期末試験

　　●上級監査

なし .

出題範囲：講義中に指示する .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

33

監査制度

深井　忠

1.「監査制度」では，監査の総論部分，企業内容開示制度，会社法監査
制度及び会計監査人の適格要件，会計監査人の責任やその監督等に
ついて学習する . 続く「上級監査制度」において，監査の実施及び監
査報告を中心として学習するため，「監査制度」と「上級監査制度」
をもって，公認会計士試験の範囲がカバーされる .

2. 小テストを適宜，実施する .

なし .

講義レジュメ及び監査基準・監査基準委員会報告書等 .

後期　木曜 2 限

・ 小テスト (70％ )，期末
試験 (30％ )

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

水曜日

９:00-11:00

022-795-4791
tfukai@econ.tohoku.ac.jp

・八田進二他『監査論を学ぶ』同文館，2004.

・八田進二・高田敏文 『逐条解説　新監査基準を学ぶ』同文館，2003.

・山浦久司『監査論〔第 3 版〕』中央経済社，2003.

・伊豫田隆俊他 『ベーシック監査論』中央経済社，2004.

・Alvin A. Arens, et al.,“ Auditing and Assurance Services”,11th ed.,Prentice Hall 2006.

・William F. Messier, Jr.“ Auditing and Assurance Services”,4th ed., McGraw-Hill Irwin  2004.

・その他 授業中に適宜紹介する .

　本授業は，監査論の通説的な理解を基本に，監査基準，監査基準委員会
報告等の内容を理解し，公認会計士試験の設問に過不足なく解答できる能
力を身につけることに主眼がある .

基礎
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■講義の目的

■講義の概要

講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション

　　　●監査制度

以下の内容を学習する .

第 1 回 オリエンテーション

第 2 回 監査のフレームワーク

第 3 回 監査基準と適正性

第 4 回 監査人の適格要件

第 5 回 重要な虚偽の表示（１）

第 6 回 重要な虚偽の表示（２）

第 7 回 継続企業の前提

第 8 回 証券取引法監査

第 9 回 中間財務諸表監査・レビュー

第 10 回 会社法監査

第 11 回 他の監査人等の利用

第 12 回 監査の品質管理

第 13 回 公認会計士の責任

第 14 回 総まとめ

第 15 回 期末試験
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

33
１．監査ないし財務諸表監査とは何かについて，監査の枠組みに沿って学習する . また，監査を

含むより広義概念である保証業務の枠組みについて理解する .

２．米国会計学会の基礎的監査概念（ASOBAC）を参考に，監査が必要とされる条件について学

習する .

３．財務諸表監査の歴史を通して，財務諸表監査の目的の変遷について学習する .

４．監査の分類を通して，財務諸表監査の特質について学習する .

５．財務諸表監査の目的といわゆる二重責任の原則との関係について学習する . また，二重責任

の原則と独立性との関連，監査意見との関連について学習する .

６．監査意見の特質とそこで現れる合理的保証の概念ないし合理的と言われる理由について学習

する .

７．財務諸表監査における限界について学習する .

８．監査の受嘱から意見の報告までの監査プロセスについて全体像を把握する .

財務諸表監査　　二重責任　　合理的保証　　貸借対照表監査　　独立性　　

職業的懐疑心

なし .

１．山浦・小宮山他「座談会『財務情報等に係る保証業務の概念的枠組みに関する意見書』をめぐっ

て」『企業会計』57 巻 3 号（2005）

２．伊豫田隆俊「監査の目的及びニーズ」『監査規範の概念的枠組に関する基礎研究』所収（日本

公認会計士協会、2004）

３．内藤文雄『財務諸表監査の考え方』（中央経済社、2004）

４．企業会計審議会「財務情報等に係る保証業務の概念的枠組みに関する意見書」（2004）

５．伊豫田隆俊『制度としての監査システム』（同文館、2003）

第 2 回：監査のフレームワーク

　　　　●監査制度
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．監査基準とは何か，またなぜ必要とされるのかについて学習する .

２．監査基準は，①監査主体（公認会計士），②被監査会社，③利害関係者にとってそれぞれどのよ

うな役割を果たしていると考えられるか理解する .

３．平成 17 年に改正された監査基準はどのような背景から改定されたのか，また主たる改訂点につ

いて学習する .

４．監査基準の構成について学習する .

５．財務諸表監査は，財務諸表の適正表示について行なわれるが，この適正性概念とはいかなる概念

かについて学習する .

６．監査基準への準拠性と適正性の関係については，「会計基準に準拠し，したがって財務諸表は適

正に表示されている」という理解と，「会計基準に準拠し，かつ財務諸表は適性に表示されている」

という理解について学習する .

７．現在の監査基準では，監査人に実質判断が要求されている . その根拠や具体例について学習する .

第 3 回：監査基準と適正性

監査基準　　適正性　　実質判断　　離脱規定

1. 山浦久司『「監査基準及び中間監査基準の改訂並びに監査に関する品質管理基準の設定について」
をめぐって』『企業会計』57 巻 9 号（2005）97 頁以下．

2. 山浦久司他「監査基準等の改訂および品質管理基準の解説」『企業会計』57 巻 10 号（2005）46
頁以下．

3. 山浦久司「適正意見の意味の再確認とわが国へのインプリケーション」『会計』151 巻 3 号（1997）
1 頁．

4. 鳥羽至英『監査基準の基礎〔第 2 版〕』（白桃書房、1994）57 頁．
5.Carmichel, What does the independent auditors’ opinion really mean?, Journal of Accountancy (1983,Nov.) 

p.�3.

　　　●監査制度

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

33
１．公認会計士には会計プロフェッションとして専門的能力と実務経験が求められている . それら

が必要とされる理由と，現行制度としてどのような仕組みが用意されているかについて学習す

る .

２．公正不偏の態度の保持及び独立の利害を損なう利害関係とは具体的には何かについて理解し，

監査制度の維持にとってそれらが不可避とされる理由について学習する .

３．独立性に関する公認会計士法の規定，日本公認会計士協会の倫理規則及び解釈指針を基に，外

見的独立性についてどのような規定が定められているかを学習する . またこれを支えるフレー

ム・ワーク・アプローチについて理解する .

４．正当な注意とは何か，それはなぜ必要とされるか，またその具体例について学習する . さらに

独立性との関連性，職業的懐疑心との関連性について学習する .

５．守秘義務とは何か，また正当注意義務とは別に定められている理由について学習する . また，

守秘義務が解除される場合について学習する .

精神的独立性　　外観的独立性　　フレーム・ワーク・アプローチ　　正当注意

守秘義務　　オピニオン・ショッピング

１．「倫理規則」（2004），「独立性に関する法改正対応解釈指針」（2004），公認会計士制度委員

会研究資料第 1 号「監査人の独立性について」（2005）（以上，日本公認会計士協会）

２．弥永真生「監査人の外見的独立性」『商事法務』（2002）

第 4 回：監査主体の適格要件

　　　●監査制度

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．虚偽の表示は，誤謬と不正に分類されるが，それぞれの意味と類型について学習する .
２．不正リスクの識別プロセス（情報収集・不正発生の条件の検討・リスクの識別と対応）につい

て学習する .
３．不正リスク要因について，インセンティブ，動機及び機会の３つの切口から，不正な財務報告

と資産の流用のそれぞれについて具体例を学習する .
４．不正に関する監査手続を実施した結果を評価する判断事項について学習する .
５．不正については，経営者や監査役会，監査委員会とのコミュニケーションが重要とされる . そ

の目的や具体的内容について学習する .
６．不正に関する経営者確認書の記載事項について学習する .
７．監査の実施過程において違法行為の発生やその存在の可能性の疑念がどのような場合に生じる

かについて学習する .
８．違法行為を発見した場合，どのような対応が必要かについて学習する .

第 5 回：重要な虚偽の表示（１）

不正　　誤謬　　虚偽の表示　　違法行為

１．ISA240, The auditor’s responsibility to consider fraud in an audit of financial statements (2004) 

２．八田進二「会計情報監査と不正摘発概念」『企業会計』56 巻 1 号（2004）71 頁以下 .

３．友永・五十嵐他「座談会　改定監査基準に対応した監査基準委員会報告書の公表をめぐって（そ

の２）『JICPA ジャーナル 568 号』（2002）30 頁以下 .

４．小野・後藤他「監査基準委員会報告書『不正及び誤謬』及び『違法行為』をめぐって」『JICPA

ジャーナル』504 号（1997）13 頁以下 .

　　　●監査制度

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

33
１．虚偽の表示は，誤謬と不正に分類されるが，それぞれの意味と類型について学習する .

２．不正リスクの識別プロセス（情報収集・不正発生の条件の検討・リスクの識別と対応）につい

て学習する .

３．不正リスク要因について，インセンティブ，動機及び機会の３つの切口から，不正な財務報告

と資産の流用のそれぞれについて具体例を学習する .

４．不正に関する監査手続を実施した結果を評価する判断事項について学習する .

５．不正については，経営者や監査役会，監査委員会とのコミュニケーションが重要とされる . そ

の目的や具体的内容について学習する .

６．不正に関する経営者確認書の記載事項について学習する .

７．監査の実施過程において違法行為の発生やその存在の可能性の疑念がどのような場合に生じる

かについて学習する .

８．違法行為を発見した場合，どのような対応が必要かについて学習する .

不正　　誤謬　　虚偽の表示　　違法行為

第 6 回：重要な虚偽の表示（２）

　　　●監査制度

１．ISA240, The auditor’s responsibility to consider fraud in an audit of financial statements (2004) 

２．八田進二「会計情報監査と不正摘発概念」『企業会計』56 巻 1 号（2004）71 頁以下 .

３．友永・五十嵐他「座談会　改定監査基準に対応した監査基準委員会報告書の公表をめぐって（そ

の２）『JICPA ジャーナル』568 号（2002）30 頁以下 .

４．小野・後藤他「監査基準委員会報告書『不正及び誤謬』及び『違法行為』をめぐって」『JICPA

ジャーナル』504 号（1997）13 頁以下 .

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．平成 14 年監査基準改正において継続企業の前提が導入された背景について学習する .

２．継続企業の前提に関する意義を理解した上で，二重責任の観点から監査人と経営者の各々の

役割について学習する .

３．継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象または状況について①財務指標，②財務活動，

③営業活動等の側面から具体例を学習する .

４．継続企業の前提に関する経営者の責任（義務）について学習する .

５．財務諸表には，継続企業の前提に関してどのような注記がなされるかについて学習する .

６．継続企業の前提に関して監査人は監査計画の策定上いかに対応すべきかについて学習する .

７．監査人が継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象または状況を識別した場合，どのよう

な検討が必要か，また経営計画等の合理性の評価に当たって考慮すべき事項について学習す

る .

８．監査人は経営者の評価が適切でないと判断した場合，どのような検討が必要かについて学習

する .

第 7 回：継続企業の前提

継続企業の前提　　経営計画等に対する評価

１．山浦久司・友永道子「対談：ゴーイング・コンサーン開示への企業・監査人の対応」『企業会計』

55 巻 10 号（2003）18 頁

２．町田祥弘「ゴーイング・コンサーン監査規定の国際比較－わが国の特徴と課題」『企業会計』

55 巻 10 号（2003）47 頁

３．友永・五十嵐他「座談会　改訂監査基準に対応した監査基準委員会報告書の公表をめぐって（２）」

『JICPA ジャーナル』567 号（2002）12 頁 .

４．内藤文雄「ゴーイング・コンサーン監査と２１世紀の監査像」『企業会計』53 巻 1 号（2001）

89 頁 .

　　　●監査制度

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

33
１．証券取引法は何を規定した法律か，またその目的規定（同法 1 条）における「国民経済の適

切な運営」「投資者の保護」「公正」及び「流通の円滑」の意義について学習する . また米国の

証券諸法制定の趣旨について理解する .

２．証券取引法における規制の基本姿勢について学習する .

３．証券取引法が定める開示にはどのようなものがあるかについて学習する .

４．有価証券届出書，有価証券報告書及び半期報告書は，どのような会社に提出義務があるか，ま

たどのような情報が記載されるかについて学習する .

５．開示の正確性を担保するための措置にはどのようなものがあるかについて学習する .

６．証券取引法監査が必要とされた背景と監査制度の発展過程について学習する .

７．証券取引法監査の根拠条文（同法 193 条の 2）の趣旨について学習する .

８．証券取引法監査における監査証明を受けなければならない者，監査の対象，監査の主体及び監

査証明の基準等について学習する .

９．不実開示を行なった場合の行政処分，刑事処分について学習する .

１０．電子開示システム（EDINET）の概要を学習する .

国民経済の適切な運営　　投資者の保護　　公正　　流通の円滑　　募集　　売出

発行開示・継続開示　　有価証券届出書　　有価証券報告書　　半期報告書　　臨時報告書

目論見書　　EDINET

１．近藤 光男・黒沼 悦郎・吉原 和志「証券取引法入門〔新訂第 2 版〕」『商事法務』(2003）

２．企業財務制度研究会「証券取引法における新『ディスクロージャー制度』詳解」税務研究会（2001）

３．龍田節『証券取引法Ⅰ』（悠々社，1994）

第 8 回：証券取引法監査

　　　●監査制度

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．中間財務諸表監査における保証水準について年度財務諸表監査，レビューの保証水準と比較

しながら学習する .

２．中間監査基準と監査基準を比較し，両者に共通する基準，中間監査に特有の基準について学

習する .

３．中間財務諸表監査における監査リスクについて，年度財務諸表監査における監査リスクと比

較しながら学習する .

４．中間財務諸表監査と年度財務諸表監査における重要性の関係について学習する .

５．重要な子会社等とそれに該当しない場合について子会社等に対する中間監査手続をそれぞれ

学習する .

６．中間財務諸表監査における他の監査人の利用（特に海外の監査人）について学習する .

７．中間監査制度の位置づけを踏まえたうえで，中間監査報告書と監査報告書の記載内容の異同

について学習する .

８．継続企業の前提に関する手続のうち，中間監査特有の事項について学習する .

９．レビューの意義，手続及び四半期開示制度の概要について学習する .

第 9 回：中間財務諸表監査・レビュー

実績主義　　予測主義　　有用性　　レビュー　　四半期財務情報　　合理的保証業務

限定的保証業務

１．脇田・山浦他「座談会：中間監査基準の改訂に冠する意見書をめぐって」『JICPA ジャーナル』

573 号（2003）11 頁 .

２．脇田良一「新『中間監査基準』の意義と課題」『企業会計』55 巻 3 号（2003）18 頁 .

３．山浦久司「『中間監査基準の改訂に関する意見書』の概要」『企業会計』55 巻 3 号（2003）24 頁 .

４．須藤恵「四半期開示の意義と課題」『企業会計』55 巻 6 号（2003）18 頁 .

　　　●監査制度

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

33
１．会社法に基づく監査の主体，対象について学習する .

２．会社法監査が導入された趣旨，会社法監査の目的について学習する .

３．会社法監査において保護されるとされる者は一般的に現在株主と債権者であると言われるが，

その根拠と妥当性について学習する .

４．会計監査人の権限である，①帳簿閲覧権，報告請求権，②業務・財産調査権，③子会社調査権

について学習する .

５．会計監査人が取締役の不正を発見した場合の会計監査人の対応について学習する .

６．会社の区分に応じた監査役の権限について学習する .

７．監査役による監査（監査役監査）は適法性監査を超えて妥当性監査にまで及ぶか，委員会等設

置会社における監査委員会ではどうかについて学習する .

８．会計監査人による会社法監査と監査役監査について，上記に記述した点も含め両者の異動につ

いて学習する .

９．会計監査人と監査役との連携について会社法はどのような点を期待しているかについて学習す

る .

１０．会社法上，連結計算書類の作成を義務付ける趣旨について学習する .

　事前監査・事後監査　適正性監査と適法性監査　　適法性監査と妥当性監査　監査委員会

１．片木晴彦『新しい企業会計法の考え方』（中央経済社，2003）

２．上柳克郎ほか編『新版　注釈会社法（６）』龍田節執筆（有斐閣，1987）509 頁 .

第 10 回：会社法監査

　　　●監査制度

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．他の監査人及び専門家の意義とその必要性について学習する .

２．他の監査人の信頼性を確かめるために検討すべき事項について学習する .

３．専門家の業務を利用する例にはどのようなものがあるか学習する .

４．専門家としての能力を検討する際に考慮すべき事項について学習する .

５．専門家の業務の結果が監査証拠として十分かつ適切であるか否かを，専門家が採用した方法，

仮定等の理解に基づいてどのように行なうかを学習する .

６．財務諸表監査に内部監査を利用する場合の手順について理解する .

７．内部監査の機能（コンサルティング機能，業務活動の管理の有効性評価・保証機能）について

学習する .

８．内部監査を①監査対象，②監査目的，③独立性，④経営者に対する責任の観点から財務諸表監

査と比較し，内部監査の特徴を理解する .

主たる監査人　　他の監査人　　専門家　　内部監査人

１．小野・古川他「監査基準委員会報告書『専門家の業務の利用』及び『内部監査の整備及び実

施状況の把握とその利用』『JICPA ジャーナル』516 号（1998）62 頁 .

２．前山政之「他の監査人の利用における情報提供と監査保証」『JICPA ジャーナル』504 号（1997）

46 頁 .

３．小野・奥山他「インタビュー　監査基準委員会報告書『十分な監査証拠』及び『他の監査人

の監査結果の利用』をめぐって」『JICPA ジャーナル』497 号（1996）13 頁 .

第 11 回：他の監査人等の利用

　　　●監査制度

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

33
１．監査の品質管理の目的及び類型について学習する .

２．監査の品質管理は事務所としての品質管理と個々の監査業務の品質管理から構成されているが，

これらの具体的な方針と手続の内容について学習する .

３．監査調書の意義と役割について学習する .

４．監査調書の作成は，効果的・効率的監査の実施と管理，補助者に対する指示，指導，監督及び

監査意見の形成根拠など種々の目的を達成するために作成されることを学習する .

５．監査調書が満足すべき質的要件（完全性，秩序性，明瞭性，正確性，経済性）について学習する .

６．監査調書に記録する内容，記録する内容の範囲・詳細の程度を決める際の検討事項について学

習する . また監査調書に含まれる事項について学習する .

７．監査調書を保存するにあたって留意すべき事項について学習する .

８．審査手続の必要性と具体的手続（審査委員の選任など）について学習する .

９．監査業務の新規受嘱及び継続に当たって考慮すべき事項について学習する .

第 12 回：監査の品質管理

監査調書　事務所としての品質管理　個々の監査業務の品質管理　監査調書　審査

１．前山正之「監査に関する品質管理基準の設定」『企業会計』57 巻 10 号（2005）65 頁以下 .

２．友永・高野他「インタビュー　監査基準委員会報告書第『監査調書』及び『中間監査』をめぐっ

て」『JICPA ジャーナル』529 号（1999）38 頁 .

３．小野・鈴木・大杉「監査基準委員会報告書第 12 号 ( 中間報告 ) 『監査の品質管理』をめぐって」

『JICPA ジャーナル』 508 号（1997）41 頁 .

　　　●監査制度

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．公認会計士等の一般私法上の責任（対会社では債務不履行責任，対第三者では不法行為責任），

会社法特例法上の責任，証券取引法上の責任について学習する . さらに会社法の現代化によっ

て新設される会計監査人に対する代表訴訟，証券取引法改正による損害額推定規定についても

学習する .

２．公認会計士法における公認会計士等の責任及び懲戒の種類，手続について学習する .

３．公認会計士協会会則に基づく懲戒の種類，手続について学習する .

４．倫理規則（旧規律規則）違反により懲戒処分を受けた事例について，監査過程のどこに過誤が

見られたかを理解する .

過失と正当注意　　債務不履行責任　　不法行為責任　　挙証責任の転換　　代表訴訟

懲戒処分

第 13 回：公認会計士の責任

　　　●監査制度

１．弥永真生「わが国プロフェッションのあるべき姿」『現代監査』No.14（2004）14 頁

２．金融庁「公認会計士・監査法人に対する懲戒処分の考え方」（2004）

３．鳥羽至英「日本コッパース有限会社事件とそれが残したもの－ミクロの幸せとマクロの不幸－」

『会計』（1997）

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

33
実施した小テストの復習を行う .

第 14 回：総まとめ

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　●監査制度

なし .



364東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

第 15 回：期末試験

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

なし .

１．出題範囲 :2 回から 14 回までの全範囲 .

２．持込み不可 .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■講義の進め方

34

上級監査制度

深井　忠

なし .

講義レジュメ及び監査基準・監査基準委員会報告書等 .

後期　火曜 4 限

・ 小テスト (70％ )，期末
試験 (30％ )

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

水曜日

9:00-11:00

・八田信二他『監査論を学ぶ』（同文館，2004）

・日本公認会計士協会 『監査リスク・アプローチの実務』（清文社，2004）

・八田信二・高田敏文 『逐条解説　新監査基準を学ぶ』（同文館，2003）

・山浦久司『監査論〔第 3 版〕』（中央経済社，2003）

・伊豫田隆俊他『ベーシック監査論』（中央経済社，2004）

・Alvin A. Arens, et al. Auditing and Assurance Services, 11th ed.,Prentice Hall (2006)

・William F. Messier,Jr.et al.“ Auditing and Assurance Services, 4th ed.,McGraw-Hill Irwin (2004)

その他 第 2 回以降のシラバス参照 .

　本授業は，監査論の通説的な理解を基本に，監査基準，監査基準委員会
報告書等の内容を理解し，公認会計士試験の設問に過不足なく解答できる
能力を身につけることに主眼がある .
　「上級監査制度」では，監査の実施及び監査報告を中心として学習する（監
査の総論部分，企業内容開示制度，商法監査制度等については監査制度で
学習する）.「監査制度」と「上級監査制度」をもって，監査論の全範囲
がカバーされる .

022-795-4791
tfukai@econ.tohoku.ac.jp

1. 基礎概念と概念間の関連性を理解し習熟するよう努める .
2. 講義の目的を達成するため適宜，実習を採り入れる .
3. 小テストを適宜，実施する .

展開
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■講義の目的

■講義の概要

講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション

　●上級監査制度

以下の内容を学習する .

第 1 回 オリエンテーション

第 2 回 監査プロセス

第 3 回 監査リスク・重要性

第 4 回 監査証拠

第 5 回 監査計画と分析的手続

第 6 回 リスク評価手続

第 7 回 リスク対応手続

第 8 回 財務報告に係る内部統制の評価及び監査

第 9 回 試査・統計的サンプリング

第 10 回 監査手続―売上取引を例に（1）

第 11 回 監査手続―売上取引を例に（2）

第 12 回 証取法監査報告書

第 13 回 監査報告書における追記情報

第 14 回　  会社法監査報告書 

第 15 回 期末試験
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

34
1.   適正表示の構造について学習する . ここでは，財務諸表監査の最終目標は財務諸表の適正表

示に関する意見表明であるが，この立証方法としては，財務諸表の構成要素の適正性を個別

に立証し，これを統合することで財務諸表全体の適正性を立証するという構造が採られてい

る .

2.    経営者の主張とは何か，どのような種類があるか学習する .

・取引や会計事象に係る経営者の主張

・期末の勘定残高に係る経営者の主張

・表示と開示に係る経営者の主張

3.   監査要点とは何か，どのようなものが監査要点として具体的に設定されるかを理解し，また

経営者の主張との関連性について学習する .

4.    経営者の主張と財務諸表監査，監査要点との関係について学習する .

5.    監査プロセスについて学習する . 具体的なプロセスを簡単に示すと，次の通りである .

　　財務諸表の適正性の細分化→経営者の主張の適正性→監査要点の設定→監査手続の実施

　　→十分かつ適切な証拠の入手→合理的な基礎の獲得→意見表明

6.    主な監査プロセスについて学習する .

適正性（適正表示）　　監査要点　　経営者の主張

なし .

1. 伊豫田隆俊他『ベーシック監査論』（中央経済社，2004）

2. William F. Messier,Jr.et al. Auditing and Assurance Services, 4th ed.,McGraw-Hill Irwin (2004)

第 2 回：監査プロセス
　●上級監査制度
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1．会計上の重要性と監査上の重要性について学習する .

2．重要性を適用するステップについて具体例を通して学習する .

3．監査リスク概念について理解する .

4．監査リスクモデルの考え方を学習する .

5．監査リスクの構成要素について学習する .

・重要な虚偽表示リスク（固有のリスク，統制リスク）

・発見リスク

6．重要な虚偽表示リスクの内容と対応手続について学習する .

・財務諸表全体としての評価

・経営者の主張ごとの評価

7．監査リスクの構成要素とリスク評価手続・リスク対応手続の相関関係について学習する .

8．重要性の基準値と監査リスクの関係について学習する .

第 3 回：監査リスク・重要性

（監査上の）重要性　　重要性の基準値　　重要性の値　　事業リスク　　監査リスク　

固有のリスク　　統制リスク　　発見リスク　　重要な虚偽表示リスク　　

リスク評価手続　　リスク対応手続　

1．篠原真・大木一也他「監査リスクモデル等に関する新しい監査基準委員会報告書の公表をめぐっ

て（1）」『JICPA ジャーナル』No.600（2005）11 頁以下 .

2．William F. Messier,Jr.et al.., Auditing and Assurance Services, 4th ed., McGraw-Hill Irwin (2004)

　●上級監査制度

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

34
1．監査資料の意義と証拠の心証性について理解する .

2．監査証拠の意義を理解する .

・合理的な基礎を得るための情報

・会計記録に含まれる情報，その他の情報

3．監査証拠の代表的な分類について学習する .

4．十分かつ適切な証拠の意義について学習する .

5．十分かつ適切な証拠の要件について学習する .

・十分性の条件

・適切性の条件

・監査証拠の証明力

6．監査証拠と監査要点との関係について学習する .

7．監査証拠の入手のための監査手続について学習する .

　　① 記録・文書の閲覧　② 有形資産の実査　③ 観察　④ 質問　

　　⑤ 確認　⑥ 再計算　⑦ 再実施　⑧ 分析的手続

8．合理的な証拠の概念について理解する .

9．合理的な基礎の概念について理解する .

監査証拠　　十分かつ合理的な証拠　　証明力　証拠の信頼性　　記録・文書の閲覧　

有形資産の実査　　観察　　質問　　確認　　再計算　　再実施　　分析的手続　

合理的な証拠　　合理的な基礎

1．篠原真・斎藤昇他「監査リスクモデル等に関する新しい監査基準委員会報告書の公表をめぐっ

て（2）」『JICPA ジャーナル』No.601（2005）11 頁以下 .

2．伊豫田隆俊他『ベーシック監査論』（中央経済社，2004）

3．William F. Messier,Jr.et al. Auditing and Assurance Services, 4th ed.,McGraw-Hill Irwin (2004)

第 4 回：監査証拠

　●上級監査制度

なし .



3�0東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1．監査契約に係る予備的活動について学習する . ここでは，監査契約を受任・更新する際に考慮
すべき事項，前任監査人との引継の際に考慮すべき事項等を学習する .

2．監査計画の意義・必要性・効果について学習する .
3．監査活動に影響する要因について学習する .
4．監査の基本的な方針について，その目的と内容について学習する .
5．監査の基本的な方針を策定する際の考慮事項について学習する .
6．詳細な監査計画について，その目的と内容について学習する .
7．初年度監査における追加的検討について学習する .
8．分析的手続の意義と前提について学習する .
9．分析的手続の適用段階と各段階における目的について学習する .

・監査計画策定時
・実証手続の実施時
・監査の最終段階

10．監査計画策定時における分析的手続を実習を通して理解する .

第 5 回：監査計画と分析的手続

予備的な評価　　監査活動　　監査の基本的な方針　　詳細な監査計画

　　●上級監査制度

1．篠原真・大木一也他「監査リスクモデル等に関する新しい監査基準委員会報告書の公表をめぐっ
て（2）」『JICPA ジャーナル』No.601（2005）11 頁以下 .

2．William F. Messier,Jr.et al.., Auditing and Assurance Services, 4th ed., McGraw-Hill Irwin (2004)

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

34
1．リスク評価手続における具体的な手続（経営者等への質問，分析的手続，観察や閲覧，その他）

について学習する .

2．監査チーム内での討議の必要性について学習する .

3．企業及び企業環境の理解とはどのような観点から行われるかを学習する .

4．内部統制に対する監査人の取組み方を理解する . ここでは，監査に関連する内部統制とは何か，

内部統制の理解，即ち内部統制のデザインと適用状況の検討を行う場合の監査手続について学

習する .

5．IT を利用した内部統制の特徴及びその利点とリスクについて学習する .

6．内部統制の限界について学習する .

7．内部統制の目的（財務報告の信頼性確保，事業経営の有効性・効率性の向上，法規遵守）とそ

の構成要素（統制環境，リスク評価プロセス，情報システム・伝達，統制活動，監視）につい

て学習する . ここでは，企業会計審議会「財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準のあ

り方について」における「内部統制の基本的枠組み」をカバーしている .

8．重要な虚偽リスクの評価について学習する . ここでは，財務諸表全体としての重要な虚偽表示

リスクの評価と財務諸表項目ごとの重要な虚偽表示リスクの評価が行われる .

9．特別に検討を要するリスクとは何か，どのようにこれに対応するかについて学習する .

10．実証手続のみでは，十分かつ適切な監査証拠を入手できないリスクについて学習する .

11．リスク評価の修正が必要とされる状況について学習する .

重要な虚偽表示リスク　　内部統制のデザインの評価　　内部統制の業務への適用　

統制環境　　リスク評価プロセス　　情報システム・伝達　　統制活動　　監視　

防止的統制活動　　発見的統制活動　般統制　務処理統制　常的監視活動　　独立的評価　

特別に検討を要するリスク

第 6 回：リスク評価手続

1．篠原真・大木一也他「監査リスクモデル等に関する新しい監査基準委員会報告書の公表をめぐっ

て（1）」『JICPA ジャーナル』No.600（2005）11 頁以下 .

2．関根愛子「改訂監査基準とJICPA報告書にみる事業場のリスク等を重視した監査アプローチとは」

『旬刊経理情報』1105 号（2006）57 以下 .

　　●上級監査制度

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 評価したリスクに対応する監査手続として財務諸表全体としての重要な虚偽表示リスクに対　

応する全般的な対応，財務諸表項目ごとの重要な虚偽表示リスクに対応するリスク対応手続　

の概念について学習する .

2. 全般的な対応としてはどのようなものがあるか，また内部統制における統制環境との関連性　

について学習する .

3. リスク対応手続としてはどのようなものがあるか学習する .

・記録や文書の閲覧　　・有形資産の実査　　・観察　　・質問　　・確認

・再計算　　・再実施　　・分析的手続

4. リスク対応手続を実施する時期，監査証拠を入手する期間や時点，実施時期を検討する際の　

考慮事項等について学習する . この際，期末日前を基準日として行う場合や期末日以降に行う場

合を検討する .

5. リスク対応手続の適用対象範囲（サンプル数や統制活動の観察数など）について学習する .

6. 運用テストはどのような場合にどのような目的で実施されるについて学習する .

7. 運用テストの種類とその実施方法（質問とその他の手続の組合せ方など）について学習する .

8. 運用テストを実施する期間に関して考慮すべき事項について学習する . ここでは，期中で内部統

制の有効性を確かめた場合や内部統制が変更された場合を検討する .

9. 運用テストの実施対象範囲について学習する .

10. 実証手続の類型（詳細テストと分析的実証手続）とその意義について学習する .

11. 実証手続を実施する時期に関して考慮すべき事項について学習する . この際，期末日前を　　

基準日として行う場合の手続について検討する .

12. 実証手続の実施対象範囲について学習する .

13. 特別な検討を必要とするリスクに関する運用テスト，実証手続について学習する .

第 7 回：リスク対応手続

全般的な対応　　リスク対応手続　　運用テスト　　実証テスト　　二重目的テスト

詳細テスト　　　分析的実証手続

1．篠原真・大木一也他「監査リスクモデル等に関する新しい監査基準委員会報告書の公表をめぐっ

て（1）」『JICPA ジャーナル』No.600（2005）

2．関根愛子「改訂監査基準とJICPA報告書にみる事業場のリスク等を重視した監査アプローチとは」

『旬刊経理情報』1105 号（2006）57 以下 .

　●上級監査制度

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

34
1．ディスクロージャーの信頼性を担保するための内部統制の充実がグローバルな規模で必要とさ

れている点について学習する .

2．内部統制に関係を有する者，とりわけ経営者の役割と責任について学習する . ここで経営者は，

内部統制を整備・運用する役割と責任を有しており，財務報告に係る内部統制については，そ

の有効性を自ら評価しその結果を外部に向けて報告することが求められることを理解する .

3．経営者による財務報告に係る内部統制の評価と評価の範囲について学習する .

4．経営者による財務報告に係る内部統制の有効性の評価方法に関して，全社的な内部統制の評価，

業務プロセスに係る内部統制の評価，内部統制の有効性の判断，内部統制の重要な欠陥の是正，

評価範囲の制約に係る事項を学習する .

5．経営者の作成する内部統制報告書の記載事項（整備及び運用に関する事項，評価の範囲，評価

時点及び評価手続，評価結果，付記事項）を学習する .

6．財務諸表監査の監査人による内部統制監査の目的について学習する . 又そこで示される合理的

な保証の意味について理解する .

7．内部統制監査と財務諸表監査の関係（実施主体の同一性，証拠の共有等）について理解する .

8．監査人による内部統制監査の実施内容（監査計画の策定，評価範囲の妥当性の検討，全社的な

内部統制の評価の検討，業務プロセスに係る内部統制の評価の検討，内部統制の重要な欠陥等

の報告と是正，不正等の報告等）について学習する .

9．内部統制に関する監査人の報告の記載項目（意見の表明，内部統制監査報告書の記載区分，内

部統制監査報告書の記載事項，意見に関する除外，監査範囲の制約，追記情報）について学習する .

財務報告　　財務報告に係る内部統制　　財務報告に係る内部統制が有効である　　

重要な欠陥　　全社的な内部統制　　業務プロセスにおける内部統制　　統制上の要点

内部統制報告書　　付記事項　　追記情報

1．八田進二他『「財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準」の解説』『企業会計』57 巻 10

号（2005）18 頁以下 .

2．八田進二『「財務諸表に係る内部統制の評価及び監査の基準（公開草案）」をめぐって』『企業会計』

57 巻 9 号（2005）104 頁以下 .

第 8 回：財務報告に係る内部統制の評価及び監査

　●上級監査制度

なし .



3�4東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1．試査及び精査の意義について学習する .

2．試査を採用する根拠について学習する .

3．試査は，サンプリングによる試査と特定項目による試査に分類されること，それぞれがどの

ような特徴を持つか学習する . また，特定項目による試査が適合する場合について学習する .

4．サンプリングによる試査・特定項目による試査と監査リスクの関係について学習する . また，

監査リスクを減少させるためにどのような対応が必要かについて学習する .

5．サンプリングの実施手順について学習する . ここでは，次のような手順が採られる .

サンプリング計画→母集団の階層化→サンプル数の決定→サンプルの抽出

→監査手続の実施→誤謬の性質と原因→誤謬の推定→監査手続の実施結果の評価

6．内部統制の運用テスト，実証手続におけるサンプリング，特にサンプル数に影響を与える要

因について学習する .

7．統計的サンプリングの適用例を学習する .

第 9 回：試査・統計的サンプリング

試査　サンプリングによる試査　特定項目抽出による試査　精査　母集団　階層化　分割　サンプ

リングリスク　ノンサンプリングリスク　統計的サンプリング　

非統計的サンプリング　予想誤謬額（率）　許容誤謬率　推定誤謬額

1．日本公認会計士協会『監査リスク・アプローチの実務』（清文社，2004）194 頁以下 .

2．小野行雄・藤井範彰・鈴木洋二「監査基準委員会報告書第 9 号（中間報告）『試査』」をめぐって」

『JICPA ジャーナル』No.502（1997）

　●上級監査制度

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

34
1．収益の認識基準とその重要性について学習する .

2．売上取引プロセスについて学習する . ここでは一般的なフローチャートを手がかりに，売上プ

ロセス（受注・出荷・売上計上），回収プロセス（請求・回収・債権管理），売上修正プロセス（売

上戻入等）の各プロセスについて理解する .

3．売上取引プロセスにおいて利用される証拠資料について学習する .

4．売上取引プロセスにおける固有のリスクの識別について学習する .

5．売上取引プロセスにおける統制リスクについて学習する .

6．売上取引プロセスにおける内部統制と統制リスクの評価について学習する .

7．統制リスク評価と実証手続の関連について学習する .

8．売上債権に係る分析的手続及び会計上の見積りに関する監査手続について学習する .

9．売上債権の確認手続について学習する . 

売上プロセス　回収プロセス　売上修正プロセス　確認（積極的，消極的）　会計上の見積り

1．William F. Messier,Jr.et al. Auditing and Assurance Services, 4th ed., McGraw-Hill Irwin (2004)

2．日本公認会計士協会『監査リスク・アプローチの実務』（清文社，2004）227 頁以下 .

第 10 回：監査手続―売上取引を例に（1）

　●上級監査制度

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1． 収益の認識基準とその重要性について学習する .

2． 売上取引プロセスについて学習する . ここでは一般的なフローチャートを手がかりに，受注・

出荷，回収，返品の各プロセスについて理解する .

3． 売上取引プロセスにおいて利用される証拠資料について学習する .

4． 売上取引プロセスにおける固有のリスクの識別について学習する .

5． 売上取引プロセスにおける統制リスクについて学習する .

6． 売上取引プロセスにおける内部統制と統制リスクの評価について学習する .

7． 統制リスク評価と実証手続の関連について学習する .

8． 売上債権に係る分析的手続及び会計上の見積りに関する監査手続について学習する .

9． 売上債権の確認手続について学習する . 

売上プロセス　回収プロセス　売上修正プロセス　確認（積極的，消極的）　会計上の見積り

第 11 回：監査手続―売上取引を例に（2）

　●上級監査制度

1．William F. Messier,Jr.et al. Auditing and Assurance Services, 4th ed., McGraw-Hill Irwin (2004)

2．日本公認会計士協会『監査リスク・アプローチの実務』（清文社，2004）227 頁以下 .

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

34
1．監査意見の意義について学習する .

2．証券取引法監査における監査報告書の種類について学習する .

3．監査報告書の構成，すなわち監査の対象，実施した監査の概要，財務諸表に対する意見ごとに

記載される内容を学習する .

4．除外事項が付される場合を類型化し，除外事項を監査報告書に記載することの意味を学習する .

5．意見不表明の場合の監査報告書の特徴について学習する .

第 12 回：証取法監査報告書

監査意見　無限定適正意見　除外事項付適正意見　不適正意見　意見不表明（意見拒否）　

除外事項

鳥羽至英『監査基準の基礎 [ 第 2 版 ]』（白桃書房，1994）

　●上級監査制度

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1．監査報告書において記載される追記情報の意義について学習する .

2．追記情報の種類と内容について学習する .

・継続企業の前提に関わる重要な疑義

・正当な理由による会計方針の変更

・重要な偶発事象

・重要な後発事象

・財務諸表の表示とその他の記載内容の重要な相違

3．偶発事象の意義，類型について学習する .

4．偶発事象の類型ごとに監査意見に与える影響を学習する .

5．後発事象の意義，類型について学習する .

6．後発事象の類型ごとに監査意見に与える影響を学習する .

追記情報　　継続企業の前提　会計方針の変更　正当な理由　重要な偶発事象　

重要な後発事象

第 13 回：監査報告書における追記情報

　●上級監査制度

日本公認会計士協会『監査リスク・アプローチの実務』（清文社，2004）362 頁以下 .

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

34
1．会計監査人の監査報告書（会計監査報告）の記載内容について学習する .

・ 監査の方法及びその内容

・ 計算関係書類が当該株式会社の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正　に表

示しているかどうかについての意見

・ 監査のため必要な調査ができなかったときは，その旨及びその理由

・追記情報（継続企業の前提に係る事項・正当な理由による会計方針の変更・重要な偶発事象・

重要な後発事象）

2．会計監査人設置会社の監査役等の監査報告書（監査報告）の記載内容について学習する .

・ 会計監査人の監査の方法又は結果を相当でないと認めたときは，その旨及びその理由

・ 会計監査人の職務の遂行が適正に実施されることを確保するための体制に関する事項

・ 監査役の監査の方法の概要

3．計算関係書類に対する会計監査報告，監査報告の提出期限について学習する .

4．会計監査人が会計監査報告の内容を監査役等に通知する際に，会計監査人の職務の遂行に関して

通知すべき事項について学習する .

・ 独立性に関する事項その他監査に関する法令及び規程の遵守に関する事項

・ 監査，監査に準ずる業務及びこれらに関する業務の契約の受託及び継続の方針に関する事項

・ 監査に従事する者の選任その他の人事の方針に関する事項

・ 審査体制その他の業務の実施に関する事項

・ 審査体制を維持するための日常的な監視活動の方針に関する事項

・ 上記事項についての責任者に関する事項

・ 会計監査人の職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制に関するその他の事項

第 14 回：会社法に基づく監査報告書

会計監査人の職務の遂行が適正に実施されることを確保するための体制に関する事項

なし .

弥永真生「会社法関係省令（案）の重要ポイント」『企業会計』58 巻 2 号（2006）62 頁以下 .

　●上級監査制度
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

第 15 回：期末試験

１．出題範囲 :2 回から 14 回までの全範囲 .

２．持込み不可 .

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

35

監査計画の編成法１

沼倉　雅枝

・ 監査計画編成に必要な基準書または公認会計士協会各委員会の委員会
報告書をテーマごとに講義する .

・ 1 回目の講義で基準書等の内容を説明し，2 回目の講義で小テストを
行う .

・ 講義毎に復習し小テストに備えること .
・ 期末試験を行う .

　監査に関する基礎的知識を有していることが必要である . たとえば，

監査論の科目を履修していることが望ましい . また，当講義と平行して

監査制度の科目を履修することを薦める .

『監査小六法』（平成 18 年度版）（中央経済社　日本公認会計士協会編集）

＊平成 18 年度版は当シラバス作成時点では発行されていないが発行され

ると予想される．発行されない場合には授業の中で指示する．

後期　金曜 6 限

・ 小テスト (70%)，期末
試験 (30%) で評価する .

・ AA(90 点 以 上 )，　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

金曜日

19:30-20:30

（当講義のある日に限る）

022-795-4797
( オフィスアワーのみ連絡可能 )
mnumakura@tohoku.econ.ac.jp

（オフィスアワーのみ連絡可能 )

・ テキストは必ず準備す

ること .

・ 復習を必ず行うこと .

必要に応じで講義の中で紹介する .

　監査計画の編成方法について学習する . 監査計画の編成方法は１・

２の２つの講義で行うが，監査計画の編成方法１では監査計画および

リスク評価について学習することを目的とする .

基礎
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■講義の目的

■講義の概要

■講義の目的・内容

■宿題

■参考文献

講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション／監査基準

　　　●監査計画の編成法 1

1-1 オリエンテーション
第 1 回：オリエンテーション／監査基準
第 2 回：監査リスク
第 3 回：企業とその環境の理解及び重要な虚偽表示リスクの評価（１）
第 4 回：企業とその環境の理解及び重要な虚偽表示リスクの評価（２）
第 5 回：企業とその環境の理解及び重要な虚偽表示リスクの評価（３）
第 6 回：評価したリスクに対応する監査人の手続（１）
第 7 回：評価したリスクに対応する監査人の手続（２）
第 8 回：監査リスクと監査上の重要性
第 9 回：監査計画
第 10 回：監査証拠
第 11 回：重要な虚偽表示のリスクの評価手法
第 12 回：情報システムに関する重要な虚偽表示のリスクの評価と監査手続（１）
第 13 回：情報システムに関する重要な虚偽表示のリスクの評価と監査手続（２）
第 14 回：委託業務に係る統制評価
第 15 回：期末試験

　講義の進め方，成績評価についてはシラバスを用いて説明する．また，学習の進め方についても
説明を行う .

1-2　監査基準

　監査計画の編成は監査基準に基づき編成される . 監査計画編成にあたっては監査基準の理解が前

提となる .

1. 監査基準の主な改定点とその考え方について理解する .

2. 監査の目的について概要を理解する .

3. 一般基準について概要を理解する .

4. 実施基準について概要を理解する .

5. 報告基準について概要を理解する .

監査基準案（企業会計審議会）第三実施基準を熟読すること．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

35
監査基準委員会報告書第 28 号「監査リスク」を学習する .

1. 目的

2. 事業リスク

3. 経営者の主張

4. 監査リスク

5. 重要な虚偽表示リスク

6. リスク評価手続とリスク対応手続

7. 財務諸表全体としての重要な虚偽表示リスクと経営者の主張ごとの重要な虚偽表示リスク

8. 重要な虚偽表示リスクの構成要素としての固有リスクと統制リスク

9. 発見リスク

・事業リスク   ・経営者の主張   ・監査リスク

・重要な虚偽表示リスク  ・固有リスク   ・統制リスク

・発見リスク   ・リスク評価手続 　 ・リスク対応手続

・内部統制   ・運用テスト

監査基準委員会報告書第 28 号「監査リスク」を熟読すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 2 回：監査リスク

　　　●監査計画の編成法 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　監査基準委員会報告書第 29 号「企業とその環境の理解及び重要な虚偽表示リスクの評価」を学

習する .

1. 目的

2. リスク評価手続及び企業とその環境についての情報源

(1) リスク評価手続

(2) 監査チーム内の討議

3. 企業とその環境の理解

(1) 産業，規制等の外部要因

(2) 企業の事業活動等

(3) 企業目的及び戦略並びにそれらに関連する事業リスク

(4) 企業の業績の測定と検討

第 3 回：企業とその環境の理解及び重要な虚偽表示リスクの評価（１）

・リスク評価手続 ・質問  ・分析的手続  ・観察  ・閲覧
・過年度の監査  ・監査チーム内の討議   ・専門家（の参加） 
・企業とその環境 ・外部要因 ・企業の事業活動 ・関連当事者 
・一般に公正妥当と認められる企業会計の基準   ・企業の業績測定

　監査基準委員会報告書第 29 号「企業とその環境の理解及び重要な虚偽表示リスクの評価」を熟

読すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　●監査計画の編成法 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

35
　監査基準委員会報告書第 29 号「企業とその環境の理解及び重要な虚偽表示リスクの評価」を学

習する .

3.  企業とその環境の理解

(5) 内部統制

①監査に関連する内部統制

②内部統制の理解の程度

③内部統制の特徴

④内部統制の限界

⑤統制環境

⑥企業のリスク評価プロセス

⑦財務報告目的の情報システムと伝達

⑧統制活動

⑨監視活動

・内部統制の目的   ・内部統制の構成要素   ・統制環境
・企業のリスク評価ﾌﾟﾛｾｽ  ・財務報告の情報システムと伝達
・統制活動    ・監視活動  ・自動化された領域
・手作業による領域  ・IT 特有のリスク  ・内部統制の限界
・会計アプリケーション  ・企業のリスク評価プロセス

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回：企業とその環境の理解及び重要な虚偽表示リスクの評価（２）

　監査基準委員会報告書第 29 号「企業とその環境の理解及び重要な虚偽表示リスクの評価」を

熟読すること .

　　　●監査計画の編成法 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　監査基準委員会報告書第 29 号「企業とその環境の理解及び重要な虚偽表示リスクの評価」を学

習する .

4. 重要な虚偽表示リスクの評価

(1) 特別に検討を要するリスク

(2) 実証手続のみでは十分かつ適切な監査証拠を入手できないリスク

(3) リスク評価の修正

5. 監査役等及び経営者とのコミュニケーション

6. 監査調書

第 5 回：企業とその環境の理解及び重要な虚偽表示リスクの評価（３）

・重要な虚偽表示リスクの評価  ・リスク対応手続
・脆弱な統制環境   ・特別に検討を要するリスク
・監査役等及び経営者とのコミュニケーション  ・監査調書

　監査基準委員会報告書第 29 号「企業とその環境の理解及び重要な虚偽表示リスクの評価」を熟

読すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　●監査計画の編成法 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

35
監査基準委員会報告書第 30 号「評価したリスクに対応する監査人の手続」を学習する .

1. 目的

2. 全般的な対応

3. 経営者の主張ごとの重要な虚偽表示リスクに応じた監査手続

(1) リスク対応手続

(2) 運用テスト

・全般的な対応   ・監査アプローチ ・リスク対応手続きの種類

・監査手続の実施の時期  ・監査手続の範囲 ・運用テスト

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 6 回：評価したリスクに対応する監査人の手続（１）

監査基準委員会報告書第 30 号「評価したリスクに対応する監査人の手続」を熟読すること .

　　　●監査計画の編成法 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

監査基準委員会報告書第 30 号「評価したリスクに対応する監査人の手続」を学習する .

3. 経営者の主張ごとの重要な虚偽表示リスクに応じた監査手続

(3) 実証手続

(4) 表示及び開示の妥当性

4. 入手した監査証拠の十分性及び適切性の評価

5. 監査調書

第 7 回：評価したリスクに対応する監査人の手続（２）

・実証手続の種類  ・実証手続の実施の時期 ・実証手続の範囲
・監査証拠の十分性及び適切性  

監査基準委員会報告書第 30 号「評価したリスクに対応する監査人の手続」を熟読すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　●監査計画の編成法 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

35
監査基準委員会報告書第 5 号「監査リスクと監査上の重要性」を学習する .

1. 目的

2. 監査上の重要性の判断基準

3. 監査上の重要性と監査リスクとの関係

4. 重要性の基準値の決定

5. 重要性の基準値の改訂

6. 重要性の基準値における質的側面の検討

7. 監査意見表明に当たって考慮すべき監査上の重要性

8. 監査人が推定する虚偽の表示

9. 過年度における虚偽の表示

10. 虚偽の表示の集計への監査人の対応

・重要性の基準値  ・質的側面

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 8 回：監査リスクと監査上の重要性

監査基準委員会報告書第 30 号「評価したリスクに対応する監査人の手続」を熟読すること .

　　　●監査計画の編成法 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

監査基準委員会報告書第 27 号「監査計画」を学習する .

1. 目的

2. 適切な監査計画

3. 監査契約に係る予備的な活動

4. 計画活動

(1) 監査の基本的な方針

(2) 詳細な監査計画

(3) 監査期間中の監査計画の修正

(4) 指示，監督，監査調書の査閲等

(5) 文書化

(6) 監査役等及び経営者とのコミュニケーション

5. 初年度における追加的な検討

第 9 回：監査計画

・監査計画  ・監査リスク  ・監査の基本的な方針
・詳細な監査計画 ・指示，監督，監査調書の査閲等
・文書化    

日本公認会計士協会　監査基準委員会報告書第 27 号「監査計画」を熟読すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　●監査計画の編成法 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

35
監査基準委員会報告書第 31 号「監査証拠」を学習する .

1. 目的

2. 監査証拠の概念

3. 十分かつ適切な監査証拠

4. 監査証拠の入手における経営者の主張の利用

5. 監査証拠の入手のための監査手続

・監査証拠 ・十分かつ適切な監査証拠  ・閲覧  ・実査  ・観察

・質問  ・確認  ・再計算 ・再実施 ・分析的手続  

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 10 回：監査証拠

監査基準委員会報告書第 31 号「監査証拠」を熟読すること .

　　　●監査計画の編成法 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　重要な虚偽表示のリスクの評価に関連して具体的に実施すべき手続及び留意すべき事項を理解

する .

　監査・保証委員会研究報告「重要な虚偽表示のリスクの評価手法」（公開草案）に記載されて

いる内容を学習する .

・監査の基本的な方針の策定

・内部統制を含む、企業及び企業環境の理解並びに財務諸表全体レベルでの重要な虚偽表示

のリスクに関する評価

・財務諸表項目レベルの重要な虚偽表示のリスクに関する評価と監査手続の決定

第 11 回：重要な虚偽表示のリスクの評価手法

   

授業内容を理解すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　●監査計画の編成法 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

35
　IT 報告書第 3 号「財務諸表監査における情報技術（IT）を利用した情報システムに関する重要

な虚偽表示リスクの評価及び評価したリスクに対応する監査人の手続について」を学習する .

1. 目的

2.IT の概括的理解

3. 企業とその環境の理解

・IT ・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･ｼｽﾃﾑ ・コントロール目標 

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

 第 12 回：情報システムに関する重要な虚偽表示のリスクの評価と監査手続（１）

　IT 報告書第 3 号「財務諸表監査における情報技術（IT）を利用した情報システムに関する重要

な虚偽表示リスクの評価及び評価したリスクに対応する監査人の手続について」を熟読すること .

　　　●監査計画の編成法 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　IT 報告書第 3 号「財務諸表監査における情報技術（IT）を利用した情報システムに関する重要

な虚偽表示リスクの評価及び評価したリスクに対応する監査人の手続について」を学習する .

4. 重要な虚偽表示リスクの評価

5. 経営者及び監査役等とのコミュニケーション

6.IT に関する監査手続の具体例

7.IT の専門家の利用

8. アウトソーシングの位置づけ

第 13 回：情報システムに関する重要な虚偽表示のリスクの評価と監査手続（２）

・IT 専門家 ・アウトソーシング   

　IT 報告書第 3 号「財務諸表監査における情報技術（IT）を利用した情報システムに関する重要

な虚偽表示リスクの評価及び評価したリスクに対応する監査人の手続について」を熟読すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　●監査計画の編成法 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

35
　会社が業務を外部に委託している場合において，当該会社の監査人が財務諸表監査を実施するに

当たり，委託した業務に係る内部統制の状況を把握したり，その有効性を評価することを学習する .

1. 業務の委託と内部統制 

2. 委託会社監査人の監査計画

3. 委託業務に係る統制リスクの評価 

4. 受託会社監査人の信頼性の確認 

5. 委託会社監査人による受託会社監査人の報告書の利用 

6. 委託会社監査人による監査意見の表明 

7. 受託会社の記述書 

8. 受託会社監査人の報告書 

9. 受託会社監査人の責任及び独立性 

10. 受託会社の経営者による確認書 

11. 受託会社監査人の報告書の文例

・委託業務 ・委託会社監査人の監査計画  ・委託業務に係る統制リスクの評価 

・受託会社監査人の信頼性の確認 ・委託会社監査人による受託会社監査人の報告書の利用 

・受託会社監査人の責任及び独立性

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 14 回：委託業務に係る統制評価

　委託業務にかかる統制リスクの評価（日本公認会計士協会監査基準委員会報告書第１８号）を

熟読すること .

　　　●監査計画の編成法 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．出題範囲 :1 回から 14 回までの全範囲 .

２．持込み不可 .

第 15 回：期末試験

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　●監査計画の編成法 1
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

36

監査計画の編成法 2

沼倉　雅枝

・ 監査計画編成に必要な基準書または日本公認会計士協会各委員会の委
員会報告書をテーマごとに講義する .

・ 1 回目の講義で基準書等の内容を説明し，2 回目の講義で小テストを
行う .

・ 講義毎に復習し小テストに備えること .
・ 期末試験を行う .

　監査計画の編成法１」を履修済みであることを前提とする . 監査リス

ク・アプローチについて学習済であることが必要である .

日本公認会計士協会編集『監査実務指針ハンドブック』中央経済社 2005.

前期　金曜 6 限

・ 小テスト (70%)，期末
試験 (30%) で評価する .

・ AA(90 点 以 上 )，　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

・ テキストは必ず準備す

ること .

・ 復習を必ず行うこと .

必要に応じで講義の中で紹介する .

　監査計画の編成方法について学習する . 監査計画の編成方法は１・

２の２つの講義で行うが，監査計画の編成方法２では監査の実施等に

ついて学習することを目的とする .

金曜日

19:30-20:30

（当講義のある日に限る）

022-795-4797
( オフィスアワーのみ連絡可能 )
mnumakura@tohoku.econ.ac.jp

（オフィスアワーのみ連絡可能 )

展開



3�� 東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の目的

■講義の概要

■講義の目的・内容

■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション／監査証拠

　　　●監査計画の編成法 2

１－１　オリエンテーション
第 1 回：オリエンテーション／監査証拠
第 2 回：試査
第 3 回：分析的手続
第 4 回：会計上の見積りの監査
第 5 回：確認
第 6 回：立会
第 7 回：基末日前の実証手続
第 8 回：後発事象の監査
第 9 回：弁護士確認
第 10 回：経営者による確認書
第 11 回：他の監査人の監査結果の利用
第 12 回：専門家・内部監査の利用
第 13 回：監査調書
第 14 回：監査報告書への記載
第 15 回：期末試験

　講義の進め方，成績評価についてはシラバスを用いて説明する．また，学習の進め方についても
説明を行う .

１－２　監査証拠

　監査の実施についての理解は監査証拠の理解が前提となる .

　監査計画の編成法１で学習した監査基準委員会報告書第 31 号「監査証拠」を復習する .

1. 目的

2. 監査証拠の概念

3. 十分かつ適切な監査証拠

4. 監査証拠の入手における経営者の主張の利用

5. 監査証拠の入手のための監査手続

監査基準委員会報告書第 31 号「監査証拠」を熟読すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

・十分性 ・適切性 ・監査証拠の証明力 ・経営者の主張  ・監査要点

・記録や文書の閲覧 　 ・有形資産の実査 ・観察   ・質問

・確認  ・再計算 ・再実施  ・分析的手続    
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

36
監査基準委員会報告書第 9 号「試査」を学習する .

1. 目的

2. 十分かつ適切な監査証拠の入手方法

3. 母集団

4. サンプリングによる試査

5. 特定項目抽出による試査

6. 監査リスクと試査

7. 特定項目抽出リスク

8. 統計的サンプリングと非統計的サンプリング

9. サンプリング計画

10. 監査手続の実施

11. 誤謬

12. サンプルに対して監査手続を実施した結果の評価

・精査  ・試査  ・母集団  ・階層化 ・サンプリング 

・特定項目抽出  ・サンプリングリスク  ・ノンサンプリングリスク

・特定項目抽出リスク  　・統計的サンプリング ・非統計的サンプリング

・誤謬の推定

監査基準委員会報告書第 9 号「試査」を熟読すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 2 回：試査

　　　●監査計画の編成法 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

監査基準委員会報告書第 1 号「分析的手続」を学習する .

1. 目的

2. 手法

3. 利用するデータ

4. 監査計画の段階における分析的手続

5. 実証手続としての分析的手続

6. 監査の最終段階における財務諸表の総括的吟味に用いられる分析的手続

第 3 回：分析的手続

・趨勢分析  ・比率分析  ・合理性テスト
・回帰分析    

監査基準委員会報告書第 1 号「分析的手続」を熟読すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　●監査計画の編成法 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

36
監査基準委員会報告書第 13 号「会計上の見積りの監査」を学習する .

1. 会計上の見積りの意義

2. 会社による会計上の見積り

3. 監査リスク

4. 十分かつ適切な監査証拠の入手

5. 会計上の見積りの必要性

6. 会計上の見積りの合理性を確かめるための監査手続

7. 会計上の見積りの全体的な評価

8. 経営者確認書の入手

・会計上の見積り ・仮定の適切性  ・整合性
・経営計画との整合性  ・独自の会計上の見積り ・経営者確認書

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回：会計上の見積りの監査

監査基準委員会報告書第 13 号「会計上の見積りの監査」を熟読すること .

　　　●監査計画の編成法 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

監査基準委員会報告書第 19 号「確認」を学習する .

1. 意義

2. 監査リスクの評価との関係

3. 実施対象項目

4. 関連する監査要点

5. 確認状の作成

6. 積極的確認と消極的確認

7. 経営者による制約

8. 回答者の特性

9. 確認状の発送と回収

10. 積極的確認に回答がない場合の対応

11. 回答の信頼性

12. 確認差異

13. 実施結果の評価

14. 貸借対照表日前の確認

第 5 回：確認

・確認  ・監査要点  ・積極的確認
・消極的確認 ・代替手続  ・確認差異

監査基準委員会報告書第 19 号「確認」を熟読すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　●監査計画の編成法 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

36
監査委員会報告第 8 号「立会」を学習する .

1. 意義

2. 実施上の留意事項

3. 決算日以外の日における実地たな卸

4. 立会対象事業場の決定

5. 初年監査

・立会  ・抜取り検査  ・初年監査

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 6 回：立会

監査委員会報告第 8 号「立会」を熟読すること .

　　　●監査計画の編成法 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

監査委員会報告第 72 号「期末日前の実証手続の実施に関する実務指針」を学習する .

1. 期末日前に実施する実証手続の意義

2. 期末日前に実証手続を実施する効果とリスク

3. 期末日前に実施する実証手続と発見リスクとの関係

4. 期末日前に実証手続を実施するに当たって事前に考慮すべき事項

5. 期末日前の実証手続により得られた監査上の結論を期末日まで延長して適用するための手続

6. 関連する監査手続実施時期の調整

第 7 回：基末日前の実証手続

・ロール・フォワード手続  ・効果とリスク  
・全体的監査日程と監査の効率性  
・監査リスクのコントロール  

監査委員会報告第 72 号「期末日前の実証手続の実施に関する実務指針」を熟読すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　●監査計画の編成法 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

36
監査委員会報告第 76 号「後発事象に関する監査上の取扱い」を学習する .

1. 監査対象となる後発事象の範囲

2. 修正後発事象に関する取扱い

(1) 修正後発事象についての基本的な考え方

(2) 財務諸表における修正後発事象の取扱い

(3) 監査報告書における修正後発事象の取扱い

(4) 修正後発事象の例示

3. 開示後発事象に関する取扱い

(1) 開示後発事象についての基本的な考え方

(2) 営業報告書又は財務諸表における開示後発事象の取扱い

(3) 開示後発事象の例示

(4) 監査報告書における開示後発事象の取扱い

4. 継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況を後発事象として開示する場合の取扱い

5. 後発事象に関する監査手続

・後発事象  ・財務諸表を修正すべき後発事象  ・修正後発事象
・営業報告書に記載又は財務諸表に注記すべき後発事象  ・開示後発事象

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 8 回：後発事象の監査

監査委員会報告第 76 号「後発事象に関する監査上の取扱い」を熟読すること .

　　　●監査計画の編成法 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　監査委員会報告書第 73 号「訴訟事件等に係わるリスク管理体制の評価及び弁護士への確認に関

する実務指針」を学習する .

1. 訴訟事件等の範囲

2. 訴訟事件等のリスクに対する監査上の留意点

3. 訴訟事件等のリスク管理体制の検証と評価

4. 弁護士への確認の意義及び目的

5. 弁護士への確認状の発送に際しての留意事項

6. 弁護士からの回答の分析及び評価

7. 証券取引法に基づく監査報告書の日付現在における訴訟事件等への対応

8. 会社が訴訟等を提起している場合の取扱い

第 9 回：弁護士確認

・訴訟  ・係争中の事件  ・弁護士への確認

　監査委員会報告書第 73 号「訴訟事件等に係わるリスク管理体制の評価及び弁護士への確認に関

する実務指針」を熟読すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　●監査計画の編成法 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

36
監査基準委員会報告書第 3 号「経営者による確認書」を学習する .

1. 経営者確認書の意義

2. 経営者確認書入手の目的

3. 経営者確認書の入手上の留意事項

4. 確認事項の例

5. 経営者が確認することを拒否した場合の取扱い

・経営者確認書   ・財務諸表の作成責任  
・内部統制を構築  ・維持する責任  
・重要な偶発事象，後発事象等  
・未訂正の財務諸表の虚偽の表示  

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 10 回：経営者による確認書

監査基準委員会報告書第 3 号「経営者による確認書」を熟読すること .

　　　●監査計画の編成法 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

監査基準委員会報告書第 8 号「他の監査人の監査結果の利用」に記載されている例示を学習する .

1. 意義

2. 主たる監査人としての監査業務の受嘱

3. 他の監査人の信頼性の検討

4. 監査計画における監査手続

5. 他の監査人の協力

6. 他の監査人の実施した監査に関する監査手続

7. 監査意見表明のための考慮事項

第 11 回：他の監査人の監査結果の利用

・他の監査人  ・信頼性 

監査基準委員会報告書第 8 号「他の監査人の監査結果の利用」を熟読すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　●監査計画の編成法 2



東北大学会計大学院シラバス 2006 40�

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

36
　監査基準委員会報告書第 14 号「専門家の業務の利用」および監査基準委員会報告書第 15 号「内

部監査の実施状況の理解とその利用」を学習する .

Ⅰ　専門家の業務の利用

1. 専門家の定義

2. 専門家の業務の利用の必要性

3. 専門家の業務を利用する例

4. 専門家としての能力とその業務の客観性

5. 専門家の業務の理解

6. 専門家の業務に対する検討

7. 専門家の業務の利用と確認手続

8. 監査意見の表明

9. 監査報告書における専門家の業務についての記載

Ⅱ　内部監査の実施状況の理解とその利用

1. 内部監査の活動

2. 内部監査の整備及び実施状況の把握

3. 内部監査が監査に与える影響とその程度

4. 内部監査の有効性の評価

5. 内部監査の利用

6. 特定の内部監査業務を利用するための監査手続

7. 内部監査との連携

・専門家  ・確認手続  　・内部監査

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

 第 12 回：専門家・内部監査の利用

　監査基準委員会報告書第 14 号「専門家の業務の利用」および監査基準委員会報告書第 15 号「内

部監査の実施状況の理解とその利用」を熟読すること .

　　　●監査計画の編成法 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

監査基準委員会報告書第 16 号「監査調書」を学習する .

1. 監査調書の意義

2. 監査調書の作成目的

3. 監査調書の質的要件

4. 監査調書の様式及び監査調書に記録する内容

5. 監査調書の査閲

6. 監査調書の保存

7. 監査調書に記録された秘密の保持

第 13 回：監査調書

・監査調書  ・質的要件  ・完全性
・秩序性  ・明瞭性  ・正確性
・経済性  ・査閲  
・電子データによる監査調書  ・秘密の保持

監査基準委員会報告書第 16 号「監査調書」を熟読すること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　●監査計画の編成法 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

36
　監査基準委員会報告書第 24 号「監査報告」および監査委員会報告第 75 号「監査報告書作成に

関する実務指針」を学習する .

Ⅰ監査報告

1. 監査報告の意義

2. 二重責任の原則

3. 監査の基準

4. 合理的な保証

5. 監査人の判断の基準

6. 監査人の実質的な判断

7. 会計方針の継続適用に係る判断

8. 財務諸表に対する意見

9. 監査範囲の制約

10. 監査報告書等の不適切な使用

Ⅱ監査報告書作成

1. 形式要件

2. 他の監査人の監査結果の利用

3. 利害関係等

4. 証券取引法監査における監査報告書

5. 商法監査における監査報告書

・監査報告書  ・二重責任の原則  ・証券取引法監査
・商法監査    

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 14 回：監査報告

監査・保証実務委員会報告第 75 号「監査報告書作成に関する実務指針」を熟読すること .

　　　●監査計画の編成法 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１．出題範囲 :1 回から 14 回までの全範囲 .

２．持込み不可 .

第 15 回：期末試験

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　●監査計画の編成法 2



東北大学会計大学院シラバス 2006 413

■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

37

内部統制の実務

沼倉　雅枝

・  テキストをテーマごとに解説する .
・ 各テーマ終了時に小テストを行う .

　監査に関する基礎的知識を有していることが必要である . たとえば，

監査論の科目を履修していることが望ましい . また，当講義と平行して

監査制度の科目を履修することを薦める .

内部統制実践ガイド（監査法人トーマツ ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞﾘｽｸｻｰﾋﾞｽ著　ダイヤ
モンド社）2005.

※ 現在制度化がすすめられており必要に応じて追加変更する場合
　 がある .

後期　金曜 4 限

・ 小テスト (100%) で評価
する .

・ AA(90 点 以 上 )，　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

・ テキストは必ず準備す

ること .

・ 復習を必ず行うこと .

必要に応じで講義の中で紹介する .

　内部統制の実務について学習する . 内部統制の実務には，内部統制

の基本的な枠組みを学習するとともに，現在制度化が検討されている

財務報告の係る内部統制の評価及び報告，財務報告に係る内部統制の

監査がある . これらについて学習することを目的とする .

金曜日

19:30-20:30

（当講義のある日に限る）

022-795-4797
( オフィスアワーのみ連絡可能 )
mnumakura@tohoku.econ.ac.jp

（オフィスアワーのみ連絡可能 )

展開
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■講義の目的

■講義の概要

■講義の目的・内容

■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション／ COSO「内部統制の総合的枠組み」概要

　　　●内部統制の実務

第１回：オリエンテーション／ＣＯＳＯ「内部統制の統合的枠組み」概要
第２回：米国企業改革法（ＳＯＸ法）
第３回：日本の現行制度
第４回：財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準（１）
第５回：財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準（２）
第６回：財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準（３）
第７回：財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準（４）
第８回：販売サイクル（１）
第９回：販売サイクル（２）
第 10 回：購買サイクル
第 11 回：財務報告サイクル他
第 12 回：財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する実施基準（１）
第 13 回：財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する実施基準（２）
第 14 回：財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する実施基準（３）
第 15 回：全体復習

　講義の進め方，成績評価についてはシラバスを用いて説明する．また，学習の進め方についても
説明を行う .

　ＣＯＳＯ (Committee of Sponsoring Organizations of Treadway Commission) 「内部統制の統合的枠組

み」の概要を理解する．

1. 内部統制の定義及び３つの目的

2. 内部統制の５つの構成要素

講義内容を復習すること .

内部統制実践ガイド（監査法人トーマツ ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞﾘｽｸｻｰﾋﾞｽ著　ダイヤモンド社）
　※ 現在制度化がすすめられており必要に応じて追加変更する場合がある .

特になし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

37
米国の企業改革法 ( ＳＯＸ法 ) の概要について理解する .

1. 外部監査人の独立性の強化

2. 外部監査人の監視

3. 企業責任の強化

4. ディスクロージャーの拡充

・ＳＯＸ法  ・内部統制  ・302 条開示統制  ・手続宣誓 

・404 条財務報告に関する内部統制の年次評価

講義内容を復習すること .

内部統制実践ガイド（監査法人トーマツ ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞﾘｽｸｻｰﾋﾞｽ著　ダイヤモンド社）

　※ 現在制度化がすすめられており必要に応じて追加変更する場合がある .

第 2 回：米国企業改革法（ＳＯＸ法）

　　　●内部統制の実務
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

日本における現行の制度について理解する .

1. 有価証券報告書におけるコーポレートガバナンスの開示

2. 代表者による確認書

3. 宣誓書

第 3 回：日本の現行制度

・代表者による確認書  ・宣誓書

講義内容を復習すること .

内部統制実践ガイド（監査法人トーマツ ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞﾘｽｸｻｰﾋﾞｽ著　ダイヤモンド社）

　※ 現在制度化がすすめられており必要に応じて追加変更する場合がある .

　　　●内部統制の実務
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

37
財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準（案）の公表の背景について理解する .

1. 内部統制の充実の必要性

2. 基準案の主な内容

・ディスクロージャーの信頼性確保 ・内部統制の基本的枠組み
・財務報告に係る内部統制の評価及び報告
  

内部統制実践ガイド（監査法人トーマツ ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞﾘｽｸｻｰﾋﾞｽ著　ダイヤモンド社）

　※ 現在制度化がすすめられており必要に応じて追加変更する場合がある .

第 4 回：財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準（１）

講義内容を復習すること .

　　　●内部統制の実務
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準（案）における内部統制の基本的枠組みを学習する .

1. 内部統制の定義

2. 内部統制の基本的要素

(1) 統制環境

(2) リスクの評価と対応

(3) 統制活動

(4) 情報と伝達

(5) モニタリング

(6) ＩＴの利用

3.　内部統制の限界他

第 5 回：財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準（２）

・業務の有効性及び効率性 ・財務報告の信頼性 ・事業活動に関わる法令等の遵守  
・資産の保全 ・統制環境 ・リスクの評価と対応 ・統制活動 ・情報と伝達
・モニタリング ・ＩＴ（情報技術）の利用

講義内容を復習すること .

内部統制実践ガイド（監査法人トーマツ ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞﾘｽｸｻｰﾋﾞｽ著　ダイヤモンド社）

　※ 現在制度化がすすめられており必要に応じて追加変更する場合がある .

　　　●内部統制の実務
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

37
　財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準（案）における内部統制の評価及び報告について

理解する .

1. 財務報告に係る内部統制の評価の意義

2. 財務報告に係る内部統制の評価とその範囲

3. 財務報告に係る内部統制の評価の方法

4. 財務報告に係る内部統制の報告

・全社的な内部統制の評価 ・業務プロセスに係る内部統制の評価  
・内部統制報告書

内部統制実践ガイド（監査法人トーマツ ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞﾘｽｸｻｰﾋﾞｽ著　ダイヤモンド社）

　※ 現在制度化がすすめられており必要に応じて追加変更する場合がある .

第 6 回：財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準（３）

講義内容を復習すること .

　　　●内部統制の実務
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

財務報告に係る内部統制の監査について学習する .

1. 財務諸表監査の監査人による内部統制監査の目的

2. 内部統制監査と財務諸表監査の関係

第 7 回：財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準（４）

・内部統制監査の目的  ・評価範囲の妥当性  ・内部統制の重要な欠陥等の報告
・内部統制監査報告書  

講義内容を復習すること .

内部統制実践ガイド（監査法人トーマツ ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞﾘｽｸｻｰﾋﾞｽ著　ダイヤモンド社）

　※ 現在制度化がすすめられており必要に応じて追加変更する場合がある .

　　　●内部統制の実務
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

37
販売サイクルの内部統制について学習する .

1. 全般

2. 受注

3. 出荷

4. 売上計上

5. 請求

6. 回収

7. 債権管理

・得意先マスター 　・出荷指図書  ・物品受領書  ・債権残高の年齢調べ 
 
    

内部統制実践ガイド（監査法人トーマツ ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞﾘｽｸｻｰﾋﾞｽ著　ダイヤモンド社）

　※ 現在制度化がすすめられており必要に応じて追加変更する場合がある .

第 8 回：販売サイクル（１）

講義内容を復習すること .

　　　●内部統制の実務
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

第 8 回と同じ

第 9 回：販売サイクル（２）

講義内容を復習すること .

内部統制実践ガイド（監査法人トーマツ ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞﾘｽｸｻｰﾋﾞｽ著　ダイヤモンド社）

　※ 現在制度化がすすめられており必要に応じて追加変更する場合がある .

　　　●内部統制の実務
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

37
購買サイクルの内部統制について理解する .

1. 全般

2. 発注

3. 検収

4. 仕入計上

5. 支払

6. 債務管理

・検収報告書  ・請求書  ・買掛金補助簿   ・支払保留 
   

内部統制実践ガイド（監査法人トーマツ ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞﾘｽｸｻｰﾋﾞｽ著　ダイヤモンド社）

　※ 現在制度化がすすめられており必要に応じて追加変更する場合がある .

第 10 回：購買サイクル

講義内容を復習すること .

　　　●内部統制の実務
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

財務報告サイクル他の内部統制について理解する .

・財務報告サイクル

・財務サイクル

・給与サイクル

・生産・資産管理サイクル

内部統制監査の実施 .

第 11 回：財務報告サイクル他

・決算処理手続    ・個別財務諸表の作成  ・連結財務諸表の作成
・注記等の情報開示   ・資金調達取引   ・資金運用取引
・現金預金残高管理   ・給与等の決定   ・給与控除計算
・棚卸資産管理サイクル   ・固定資産管理サイクル 

講義内容を復習すること .

内部統制実践ガイド（監査法人トーマツ ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞﾘｽｸｻｰﾋﾞｽ著　ダイヤモンド社）

　※ 現在制度化がすすめられており必要に応じて追加変更する場合がある .

　　　●内部統制の実務
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

37
財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する実施基準（案）を理解する .

1. 内部統制の基本的枠組み

    特に、モニタリング・ＩＴ統制についての知識を広げる .

・日常的モニタリング  ・独立的評価   ・内部通報制度
・ＩＴ環境への対応  ・ＩＴの利用   ・ＩＴの統制
     

財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する実施基準（案）

　※ 現在制度化がすすめられており必要に応じて追加変更する場合がある .

第 12 回：財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する実施基準（１）

講義内容を復習すること .

　　　●内部統制の実務
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する実施基準（案）を理解する .

2. 財務報告に係る内部統制の評価及び報告

第 13 回：財務報告に係る内部統制の評価及び監査の実施基準（２）

・評価範囲  ・経営者による内部統制の評価

講義内容を復習すること .

財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する実施基準（案）

　※ 現在制度化がすすめられており必要に応じて追加変更する場合がある .

　　　●内部統制の実務
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

37
財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する実施基準（案）を理解する．

3. 財務報告に係る内部統制の監査

・直接報告義務  ・重要な欠陥

財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する実施基準（案）

　※ 現在制度化がすすめられており必要に応じて追加変更する場合がある .

第 14 回：財務報告に係る内部統制の評価及び監査の実施基準（３）

講義内容を復習すること .

　　　●内部統制の実務
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

講義全体の復習を行う .

第 15 回：全体復習

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　●内部統制の実務
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

38

事例研究１（監査制度）

深井　忠

　本講義では，企業不正の要因や手法についての一般論を概観した後，監
査上の問題，ことに監査の失敗に関する事例について，原因分析を行う
他，監査基準改定に与える影響などを検討していく . 事例は，主としてわ
が国のものを利用するが，米国の著名な事例も適宜，取入れる . これらの
事例を通して，あるべき会計基準の適用方法や監査の基本概念の理解を深
める . 講義はゼミ形式で行う . まず，参加学生に各人が興味のある事例を
割り当てる . 各自担当事例を予習し，概要の要約と疑問点を記載したレジュ
メを作成する . これを他の学生に配布し説明する . 疑問点は，全員で解決
する . 授業中，適宜，関連する監査基準等と照し合わせ，現行基準の改正
を示唆する活発な議論展開が望まれる .

会計・監査の基本的な知識 .

使用しない .

前期　木曜 2 限

・ 出 席 と 討 論 へ の 貢
献 ,(50％ ) 担当箇所の発
表 (50％ )

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

水曜日

９:00-11:00

なし .

　監査に関する事例を通して監査が社会にどのような影響を与えている
か，また社会からどのような影響を受けているかを感得する .　

022-795-4791
tfukai@econ.tohoku.ac.jp

実践・応用
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■講義の予定

第 1 回　オリエンテーション

第 2 回　企業不祥事が行われる方法（１）

第 3 回　企業不祥事が行われる方法（２）

第 4 回　会計士の不正発見義務（日本コッパース）

第 5 回　売上の過大計上（山陽特殊製鋼）

第６回　連結会計（エンロン他）

第７回　IT 企業の収益認識（メディアリンクス）

第８回　内部統制の不備（大和銀行）

第９回　繰延税金資産の回収可能性（りそな銀行）

第１０回　公正な会計慣行（日本長期信用銀行）

第 1 １回　包括的長期為替予約とヘッジ会計（公認会計士協会審理情報 No.19）

第 1 ２回　韓国における企業不正と監査人の責任（韓国鋼管・青雲会計事務所）

第 1 ３回　米国の収益認識基準（SEC 職員会計公報（SAB）101 号）
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

39

事例研究 2（監査制度）

深井　忠

　講義の前半では主として SEC の処罰事例を通して監査の失敗原因を検
討する . 講義の進め方はまず参加学生に各人が興味のある事例を割り当て
る . 各担当者は事例を予習し概要の要約と疑問点を記載したレジュメを作
成して他の学生に配布し説明する . 疑問点は全員で解決する . 講義の後半
では監査基準等の理解を深めるため具体的な勘定科目について監査手続を
行い監査調書の作成を実習する（PC を利用した実習も予定している）.

英語の基礎力及び会計・監査の基本的な知識 .

使用しない .

後期　火曜 5 限

・ 出席と討論への貢献：
50％担当箇所の発表：
50％

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

水曜日

９:00 ～ 11:00

・Charles Cullinan et al., Cases from the SEC files,  Printice Hall, 2003.

・Micael Knapp, Contemporary Auditing: Real Issues and Cases, South-Western, 2006.

　監査人の社会的責任の大きさを理解すること監査手続の擬似的実習を通
して監査基準の理解を深めること .

022-795-4791
tfukai@econ.tohoku.ac.jp

実践・応用
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■講義の予定

第 1 回　オリエンテーション

第 2 回　リース会計（Xerox）

第 3 回　GAAS 違反（Intercontinental Resources）

第 4 回　独立性侵害（Vista）

第 5 回　内部統制の不備（Thor Industries）

第 6 回　収益の架空計上（Home Theater Product Int’ l）

第 7 回　MD&A（Sony）

第 8 回　実査・立会・確認の監査調書作成実習

第 9 回　借入金の監査調書作成実習

第 10 回　有形固定資産の監査調書作成実習

第 11 回　統制リスク評価演習（1）

第 12 回　統制リスク評価演習（2）

第 13 回　統計的サンプリングの実習（1）

第 14 回　統計的サンプリングの実習（2）

第 15 回　総括
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

40

外書講読（監査）

高田　敏文

　受講者の英語能力にもよるが，毎回，予習範囲を翻訳してくることを
宿題 ( 提出 ) とし，当該部分について精読する .

特になし .

前週にプリントを配布する .

後期　火曜 6 限

・ 提 出 さ れ た 宿 題 (50%)
と期末試験 (50%) で評価
する .

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週授業終了後

022-217-5120
ttakada@econ.tohoku.ac.jp

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　監査についてのカレントなテーマである監査事務所に強制的ローテー
ションにかかるアメリカ会計検査院の調査レポートの重要な論点につい
て精読する .
　監査人の独立性を担保するためにアメリカでは，エンロン事件以降，
どのような制度的対応が検討されてきたのかについて学習し，監査人の
独立性について理解する .

展開
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■講義の予定

第 1 回　イントロダクション　監査事務所の強制的ローテーションの意味と問題の背景について

第２回　序文と GAO からの依頼文

第３回　公共会計事務所に対するアンケート調査票の序文と基本用語

第４回　質問 1 から 8  フェースシート

第５回　質問 9 から 19　強制的ローテーションの影響

第６回　質問 20 から 29  監査人の独立性

第７回　質問 30 から 40  監査の質と監査の失敗

第８回　質問 41 から 61  監査関連費用と監査報酬

第９回　質問 62 から 72　競争

第 10 回　質問 73 から 74　サーベインズ・オックスリー法の影響

第 11 回    質問 75 から 79  監査の質を高めるためのその他の方策

第 12 回    質問 80 から 87  監査事務所の強制的ローテーションの実施にかかる諸見解

第 13 回　質問 88 から 91  監査事務所の強制的ローテーションを求めることに対する総合的な意見

第 14 回    期末試験
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

41

現地調査（監査）

高田　敏文

・講義の前半部分
a) 文献やデータベースを使用することにより，実証的な研究を行うた

めにはどのようなデータが必要とされるかを理解する .
b) 文献調査を通じて，「プロジェクト研究（監査）」でどのようなトピッ

クをリサーチの対象とするかを明確にする .
・講義の後半部分
a) データベースを通じて監査制度を調査する .
b) 関連するトピックについて実際にデータを収集し，それを分類・加

工する .
c) 「プロジェクト研究（監査）」の調査内容の枠組みを考える .
・講義の進め方
　会計・監査についての文献やデータの所在を確認し，そこから必要な
データを収集し，活用できるような手法を学習し実践する . また，実際
に現地に出向き，聞き取り調査等を通じてデータを収集する .

　高度会計職業人コースの学生は「プロジェクト研究（監査）」と連続

して履修すること .

講義の中で随時指示する .

前期　木曜 6 限

・レポート (50%)，平常点
(50%) で評価する．

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週授業終了後

022-217-5120
ttakada@econ.tohoku.ac.jp

・「高度会計職業人コース」

の学生については，「プ

ロジェクト研究」に連続

する科目として開講され

ている .

講義の中で随時指示する .

　諸外国の監査制度についてのデータを収集する . また高度会計職業人
コースの学生については，会計大学院の講義「プロジェクト研究（監査）」
で用いる実証的なデータを収集する .
・海外の監査制度についてのデータを収集すること .
・実証的なデータを収集・分類・整理できるようになること .
・「プロジェクト研究（監査）」で調査したいデータを収集するために必

要とされる能力を身につけること .

実践・応用
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■講義の予定

　講義の内容については，履修者と相談し，履修者のレベル・理解度に応じて講義を進めていくの
で，具体的な予定は記載しない .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

42

プロジェクト研究（監査）

高田　敏文

　講義は，学生が行っているリサーチの内容に対して教員がコメントを
するという形で進めていく . このため，講義の進度は学生が行うリサー
チの内容・進度に依存する .

　原則的に，「現地調査（管理会計）」，「現地調査（財務諸表分析）」，「現

地調査（監査）」を履修していることが必要 .

講義の中で随時指示する .

後期　木曜 6 限

・　提出されたリサーチ・
ペーパーの内容 (100%).
評価には口述試験も含ま
れる .

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週授業終了後

022-217-5120
ttakada@econ.tohoku.ac.jp

・この科目は，主として「高

度会計職業人コース」の

学生を対象として，「現

地 調 査 」 と 連 続 す る 科

目 と し て 開 講 さ れ て い

る . このため，「プロジェ

クト研究」だけを単独で

履修することは勧められ

ない . 履修希望者はこの

点を理解すること .

講義の中で随時指示する .

　「現地調査」で収集した資料に基づき，リサーチ・ペーパーを作成する .
　この科目の単位が認められるのは，リサーチ・ペーパーが一定水準以
上に達していると口述試験並びに運営委員会の審査によって認められた
場合である . このため，到達目標は，一定水準以上のリサーチ・ペーパー
を書くことである .

実践・応用



43� 東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の予定

　講義の内容については，履修者と相談し，履修者のレベル・理解度に応じて講義を進めていくの
で，具体的な予定は記載しない .



  Accounting School, Tohoku University

■ 2006 年度東北大学会計大学院シラバス

■　経済と経営領域

■　経済と経営基礎分野
■　ファイナンス分野
■　国際リテラシー分野
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

ミクロ経済学

阿部　高樹

　個々の市場や経済主体レベルの視点から展開される，ミクロ経済学

の論理構造を学ぶとともに，演習問題を通してその知識を確かなもの

とする．その上で，経済の諸現象についての筋道立った説明，そして，

望ましい経済システムのあり方を考えていく．

　入門レベルのミクロ経済学・経済数学に関する基礎知識を有すること
が望ましい（例えば，学部においてミクロ経済学，経済学原論の科目を
履修済みであること）．

・ テキストは全 11 章から成る．したがって，１～２回で１章を終えるペー

スで進む．

・ およそ講義２回分を終えるごとに宿題（演習問題）を課す．宿題提出日

となる講義時に，その解答に関する解説をおこなう．

・ 期末試験を行う．

武隈慎一『ミクロ経済学 増補版』新世社，1999 年．
　また，追加的説明や演習問題（各種資格試験の過去問題など）に関する資料
を配布する．

前期隔週　月曜 5・6 限

・ まず 100 点満点で評価す
る．宿題 (40%)，期末試験
(60％ ) の割合で反映させ
る．

・ そ の 上 で，　　　　　　　
AA(90 点 以 上 )，　　　　
A(80 点 以 上 90 点 未 満 )，
B(70 点 以 上 80 点 未 満 )，
C(60 点 以 上 70 点 未 満 )，
D(60 点未満；不合格 ) とす
る．

講義終了後に質問を受け付
ける．

連絡先（e-mail アドレス等 )
は講義で連絡する .

・講義内容は，学部学生

を対象とすれば 講義 30

回を要する分量となる．

従って，テキストの予習，

講義内容の復習が大切で

ある．

テキストに対応する演習書として
武隈慎一『演習ミクロ経済学』新世社，1994 年．
がある。さらに，必要に応じて講義の中で紹介する．

基礎
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション～ミクロ経済学の基礎概念と分析手法

第 2 回：消費者行動の理論～需要の理論とは（1）

第 3 回：消費者行動の理論～需要の理論とは（2）

第 4 回：企業の理論～生産の理論とは（1）

第 5 回：企業の理論～生産の理論とは（2）

第 6 回：競争均衡～完全競争市場経済における資源配分とは

第 7 回：経済厚生～効率性概念，経済厚生の概念とは

第 8 回：不完全競争～不完全競争下の経済問題とは

第 9 回：公共経済～公共政策の必要性・課税の経済効果とは（1）

第 10 回：公共経済～公共政策の必要性・課税の経済効果とは (2)

第 11 回：不確実性～不確実性下・情報非対称性下の経済行動とは

第 12 回：投入産出分析～生産波及効果分析の理論構造とは 

第 13 回：国際貿易～貿易の利益，貿易パターンの構造とは

第 14 回：ゲームの理論～経済主体の相互依存下の均衡とは

第 15 回：期末試験　

                 1. 出題範囲：講義内容、および、宿題（演習問題）と関連する問題を出題する .

　　　　   2. テキスト・ノート・配布プリント等の持ち込みを認めない . 電卓は利用してもよい .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

マクロ経済学

鴨池　治

　下記のテーマについて講義を行った後，練習問題を各自解いてもら
う . 期末に試験を行う .
1．産業連関分析   2．経済取引表
3．国民経済計算   4．消費関数
5．投資関数    6．貨幣需要関数
7．貨幣の供給    8．IS-LM 分析
9．マンデル = フレミング・モデル       10．総供給・総需要分析
11．フィリップス曲線   12．合理的予想形成モデル
13．経済成長モデル    14．最適成長モデル
15．    世代重複モデル

学部レベルのマクロ経済学とミクロ経済学および経済数学の知識 .

幸村千佳良『はじめて学ぶマクロ経済学』実務教育出版，2001.

後期　月曜 2 限

・ 出席，課題（宿題）およ

び期末試験により評価す

る .

・ AA(90 点以上 )，

　A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，

C(60 点以上 70 点未満 )，

D(60 点未満；不合格 )

月曜日

13:00-14:30

022-795-6282

kamoike@econ.tohoku.ac.jp

・マクロ経済学に関しては

参考文献を，ミクロ経済

学に関しては易しい入門

書を，予習復習の際に利

用されたい .

・第１回目の講義の際に，

講義の目的，概要，講義

の進め方，成績評価，学

習方法などについて説明

を行う .

Ｎ．グレゴリー・マンキュー著（足立英之他訳）「マクロ経済学Ⅰ，Ⅱ」，

東洋経済新報社 .

　本授業は，マクロ経済学の基本的な内容を十分理解し，公認会計士

試験や公務員試験等の問題を解く実力を身に付けることを目的とす

る .

基礎
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■講義の内容・目的

■参考文献

■宿題

■この講義で学ぶべき用語

第１回：　産業連関分析　（テキスト第１話）

　●マクロ経済学

・予習および復習

・テキスト 12 ～ 14 ページの問題から 1 問，数値を変えて，解く .

　ある産業の生産物は，他の財の生産のための原材料として用いられたり，消費や投資，あるいは

外国に輸出されたりする . また，この財を生産するために，他の財が原材料として用いられる . こ

のような種々の産業の相互連関を分析するのが産業連関分析であり，そのために，産業連関表が用

いられる .

中間需要 最終需要 産出量
農　業 工　業

中
間
投
入

農業  20  30 70 120

工業 40 120 200 360

付加価値 60 210 (270)

産出量 120 360 (480)

中間需要 最終需要 産出量
農　業 工　業

中
間
投
入

農業  20 ／ 120 30 ／ 360 70 120

工業 40 ／ 120 120 ／ 360 200 360

付加価値 60 ／ 120 210 ／ 360 (270)

産出量 1 1 (480)

（例１）

（例２）投入係数

　表は，需要（中間需要＋最終需要）と産出額が等しいことを表している . 投入係数が一定であることを

仮定して，最終需要が変化した場合の各財産出量の変化を計算する .

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■参考文献

■宿題

■この講義で学ぶべき用語

２－１　経済取引表

　経済取引表は，家計，企業，政府，市中銀行，中央銀行等の経済主体間での取引を，所得支出勘定，

貯蓄投資勘定，金融取引勘定に分けて記載した表である .（経済取引表の典型例および数値例は，講

義中にコピーを配付する .）この表を用いることにより，マクロ経済学における次の基本的な関係式が，

きわめて簡単に導出できる .

①　生産額は，すべての経済主体の消費と貯蓄の和に等しい .

②　すべての経済主体の貯蓄の合計は，投資の合計に等しい .

　また，金融取引勘定は，日本銀行が発表している金融取引表と一致する .

２－２　国民経済計算（テキスト第２話）

　国民経済計算では，以下のような関係式が登場する . これらの関係式の意味を理解する必要がある .

①　粗付加価値＝生産販売額―中間財購入額

②　粗付加価値額＝国内総生産（GDP）

③　国内純生産＝国内総生産―固定資本減耗

④　国民総生産 (GNP) ＝国内総生産＋海外からの要素所得－海外への要素所得

⑤　国内総生産＝雇用者所得＋営業余剰＋固定資本減耗＋（間接税－補助金）

⑥　国内総支出＝民間最終消費支出＋民間投資支出＋政府最終消費支出＋政府投資支出＋純輸出

⑦　国内総支出＝消費＋投資＋政府支出＋純輸出

　需要額（支出額），生産額および分配所得が等しくなる「三面等価の原則」が成立する .

＊　上の⑥または⑦は，開放マクロ経済分析でよく用いられるが，これは，

a) 国内で生産される財の量と需要（輸出を含む）が等しいという関係

b) 輸入の定義式

　から導かれる関係式である .

27 ～ 28 ページの問題を，数値を変えて解く .

　●マクロ経済学

第２回：経済取引表，国民経済計算

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■参考文献

■宿題

■この講義で学ぶべき用語

第３回：　消費関数（テキスト第３話，　第７話）

　●マクロ経済学

テキスト１０５ページ No.3 の問題の数値を変えて解く .

３－１　ケインズ型消費関数
　家計の消費は，現在の可処分所得に依存する . 一例として，
ただし， c
               t
　実際には，消費は，家計の保有する資産額（資産効果），将来の可処分所得（＋その不確実性），
利子率等に依存すると考えられる .
　しかし，将来所得の不確実性が大きかったり，借入が困難であったりすると，現在の可処分所得
により大きく依存すると考えられる .

３－２　乗数効果
　均衡の GDP は，次式の Y で与えられる .

この式を Y について解くことにより，

を得る . 乗数は，上式の分数で， I または Y が変化したときに はどれだけ変化するか，を表している .

３－３　フィッシャーによる消費と貯蓄の理論

予算制約式を整理して，

この予算制約式の下で，効用関数を最大にするよう，現在消費 c
0 と将来消費 c

1 を求める . 同時に
貯蓄 S0 も決まる .
　このモデルから，フリードマンの恒常所得理論が導かれる .
＊ここでは，名目利子率と実質利子率の関係を紹介し，上記の問題を実質利子率を用いて解く .
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■講義の内容・目的

■参考文献

■宿題

■この講義で学ぶべき用語

４－１　企業の設備投資を決める要因
① 実物的要因・・・投資から期待される将来収益，現存の資本水準，ライバル企業の投資戦略，
　
②金融的要因（資金調達の容易さや条件）・・・
　　　　　　　　銀行借入の場合，銀行の貸出態度（リスク負担能力），人的物的担保力，
　　　　　　　　信用割当額，金利社債発行の場合，格付け機関による格付け，市場の状
　　　　　　　　況株式発行の場合，市場の状況金利は，こうした要因の一つにすぎない .　
　　　　　　　金利が低くても，他の要因が悪ければ，企業は投資を行わない .

４－２　投資の限界効率と投資の理論
①ケインズによる，資本の限界効率を用いた投資理論，
②株主利益（株価）最大化を図る古典的投資理論
③トービンのｑ理論

　　　　は，基本的には同じモデル .
＊ここでは，割引現在価値，企業の市場価値，株価決定の配当割引モデル等の，企業金融の基本的
概念を紹介する .

４－３　加速度原理
　投資は，販売額の増加額に比例するという考え方 .
　この考えは，景気循環をモデルで説明する際に用いられる . テキスト１４１ページ，景気循環モ
デル参照 .

４－４　ストック調整原理
　現時点で望ましい資本ストック水準があり，現在の資本水準がその水準と異なるとき，何期間か
に分けて投資を行い，望ましい水準に近づけるという考え方 .

４－５　トービンのｑ理論
　ある企業と同じ企業を設立する費用とその企業の市場評価額（市場価値）を比較し，後者が前者
を上回るかぎり投資を行うことが有利になるという投資理論 . 平均のｑと限界のｑがあり，理論的
には限界のｑで議論するのが正しい .

基本的な投資関数としては，投資が金利の減少関数であるとして，I ＝ I（r） と表す .

テキスト 134 ～ 135 ページ，No.2，No.3 の問題の数値を変えて解く .

　●マクロ経済学

第４回　投資関数（テキスト：第８話，第９話）

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■参考文献

■宿題

■この講義で学ぶべき用語

第５回　貨幣需要関数（テキスト第１２話），貨幣の供給（テキスト第１３話）

　●マクロ経済学

課題（宿題）テキスト 186 ～ 187 ページの問題，  No.1，No.2 の数値を変えて解く .

５－１　貨幣とは何か

　貨幣とは，「貨幣の機能」を果たすもの . ここで，貨幣の機能とは，①ものや資産取引の決済手

段として機能する，②価値貯蔵手段として機能する，③価値尺度手段として機能する，ことが挙げ

られる . ただし，③は，物品貨幣では考えられるが，法貨では成り立たない（円は，法律が定めた

通貨の単位であって通貨そのものではない .）

　この定義に合致するのは，現金，要求払い預金（＝ M1）であるが，準通貨である定期性預金と

譲渡可能定期預金（CD）を加えた M2+CD が用いられることが多い .

５－２　貨幣の保有動機

①取引需要

②予備的需要

③投機的需要

これらの動機に基づく貨幣需要は

　　　　　　　　　　　Y の増加関数，r の減少関数

のように表される .

５－３　貨幣の供給

マネタリー・ベース（ハイパワード・マネー）と通貨量の関係は，通貨乗数と呼ばれている .

講義では，２つの方法で通貨乗数を導くが，その他にもヴァリエーションが考えられる .

この関係を

と表す . ここで，m は通貨乗数， H はマネタリー・ベースである . 通貨乗数は金利 r の増加関数と

考えられる .
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特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

特になし .
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■講義の内容・目的

■参考文献

■宿題

■この講義で学ぶべき用語

テキスト 228 ～ 229 ページの問題，No.1，No.2 を，数値を変えて解く .

　●マクロ経済学

第６回　IS-LM 分析

EOQ = 2DP /C

),()( rYLHrm =

ｒ

０

ｒ

Ｙ

IS 曲線
LM 曲線

Ｙ ０

６－１　IS 曲線
　財市場の均衡を表す式

で，財政政策変数（t,G）を所与として，（Y,r）の関係を図示した曲線 .
６－２　LM 曲線（テキスト第１４話）
　貨幣市場の均衡を表す式

で，金融政策変数 H を所与として，（Y,r）の関係を図示した曲線 .

６－３　IS-LM 分析（テキスト第１５話）
これら２つの曲線を用いて，政策の効果を分析する .
拡張的財政政策・・・GDP を増加させ，金利を上昇させる .
拡張的金融政策・・・GDP を増加させ，金利を低下させる .

６－４　IS 曲線，LM 曲線の形状と財政政策，金融政策の有効性
①投資が金利の影響を受けないとき，IS 曲線は垂直になり，金融政策は効かなくなる .
② LM 曲線が水平であるとき（流動性の罠にあるとき），金融政策は効かない .
③貨幣需要が金利に反応せず，通貨乗数も金利に反応しないとき，財政政策は効果を持たない .

６－５　均衡への調整過程

なし .

特になし .
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■講義の内容・目的

■参考文献

■宿題

■この講義で学ぶべき用語

第７回　IS-LM 分析―マネタリストの場合

　●マクロ経済学

特になし .

　フリードマンは，消費関数と貨幣需要関数に資産効果を導入し，貨幣供給の増加を伴わない財
政支出の増加は，クラウディングアウト効果を持ち，民間の投資を押しのける可能性が高いこと
を指摘した . 講義では，こうしたマネタリストの IS-LM 分析を紹介する .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

なし .
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■講義の内容・目的

■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

課題（宿題）は，講義の中で指示する .

　●マクロ経済学

第８回　マンデル＝フレミング・モデル（テキスト第２２話）

　外国との財の取引と資産取引をモデルに取り込んだ開放マクロ経済モデルがこのモデルであ

る . 通常は，小国の仮定が置かれる .（説明の便宜上，小国を日本，大国をアメリカとしておく .）

８－１　金利裁定式

　日本の投資家とアメリカの投資家の資産選択行動から，金利裁定式

が導かれる . ここで， r は日本の金利，  r* アメリカの金利， e は現在の外国為替レート（１ドル＝ e 円）， 
e は将来    の為替レートである .   　　と仮定すると，　　　　となり，日本の金利水準は，アメリ

カの金利水準に引き寄せられ，所与となってしまう .

８－２　財市場の均衡条件

名目（円表示）で，　

ただし，輸出額　 　　　　　　　，ex は輸出量で実質為替レートπの増加関数

　　　　輸入額　 　　　　　　　， im は輸入量で，実質為替レートπの減少関数

　　　　日本財の価格 P，アメリカ財の価格 P*  
　　　　実質為替レート　　　　　 （アメリカ財と日本財の相対価格）

名目の式を P で割って実質表示に直し，　 

　　ただし，純輸出　                               　      は の増加関数と仮定する .

この式を満たす（y,π）は，（y,π）平面で右上がりの曲線となる .

８－３　貨幣市場の均衡条件

貨幣市場の均衡条件は，

　 　　　　　　　ただし，l は実質貨幣需要関数，

で与えられる . この式から，　　　が所与の場合，実質 GDP の y が決まってしまい，財市場の均衡

式から実質為替レートπが決まる .

８－３　結論

このようなモデル分析を行うことで，次の結論を得る .

①変動相場制の下では，拡張的財政政策は円高を引き起こすだけで，GDP には効果がない . 拡

張的金融政策は，円安をもたらし，純輸出を増加させ，GDP を増加させる .

②固定相場制の下では，財政政策は効果があるが，金融政策は効果がない .
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特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■参考文献

■宿題

■この講義で学ぶべき用語

第９回　総供給・総需要分析（テキスト第１９話）

　●マクロ経済学

　これまでの分析では，財価格は所与とされていた . 総供給・総需要分析では，財価格の決定を行
う . ただし，名目賃金率は所与のままである .

９－１　総供給
　代表的企業の利潤最大化行動から，財貨核のそれぞれの水準に対して，財生産量と労働需要量が
決まる . 価格が高くなるにつれて，財生産量は多くなる . この関係は，総供給関数と呼ばれる . 企
業は price-taker とされているが，完全競争ではなく，数量調整の働いている状況下では，矛盾を
抱えているように思われる .
＊講義では，フルコスト原理による別の説明も行う .

９－２　総需要
　財価格を所与とした IS-LM 分析で，両曲線の交点で与えられる均衡の需要量（生産量）を考える . 財
価格が上昇すると，実質貨幣供給量が減少し，LM 曲線が上方にシフトすることから，均衡の需要
量は減少する . この関係は，総需要関数と呼ばれる .

９－３　均衡価格の決定
　総供給関数と総需要関数の交点で，均衡の生産量（需要量）と価格が決定される .

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

なし .
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■講義の内容・目的

■参考文献

■宿題

■この講義で学ぶべき用語

　インフレーションと失業率との間に見られる負の関係をグラフ化したものは，フィリップス曲線
と呼ばれる . フィリップス曲線の議論には，３段階あるといわれている . 第１は，ケインジアンが，
インフレーションと失業というマクロ経済問題の間に生じるトレード・オフの関係と捉えた段階で
ある . 第２は，フリードマンが，従来のフィリップス曲線にインフレ予想を導入し，予想を組み込
んだフィリップス曲線は，人々の予想が現実と離れる短期では右下がりの関係があるものの，予想
が現実と一致する長期においては，フィリップス曲線は垂直になると議論した段階である . 尚，こ
の考えは，合理的予想形成学派のルーカス型供給曲線に引き継がれ，合理的予想の下では，短期的
にも垂直になると議論された . 第３段階は，国別にインフレーションレートと失業率をプロットし
てみると，インフレーションが治まっている国ほど失業率も低くなっている，という事実があり，
右上がりのフィリップス曲線の分析が必要という段階である .

１０－１　第１段階のフィリップス曲線
　インフレーションと失業のトレード・オフという観点からこの曲線を説明する .

１０－２　第２段階のフィリップス曲線
　フリードマンの「自然失業率仮説」，垂直なフィリップス曲線を紹介する .

１０－３　ルーカス型総供給関数
　インフレ予想を組み込んだフィリップス曲線から，ルーカス型供給関数を導く .

１０－４　合理的予想形成モデル
　合理的予想形成モデルの紹介を行う .

・テキスト 290 ページの問題 No.1 の解説を理解する .

・テキスト 293 ページの問題 No.3 を，数値を変えて解く .

　●マクロ経済学

第１０回　フィリップス曲線（テキスト第２０話），合理敵予想形成モデル

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■参考文献

■宿題

■この講義で学ぶべき用語

第１１回　経済成長モデル（テキスト１７話，１８話）

　●マクロ経済学

・テキスト 244 ページ問題 No.2 を理解する .

・テキスト 256 ～ 257 ページの問題を数値を変えて解く .

授業では，いくつかの経済成長モデルを紹介する .

１１－１　ハロッド＝ドーマー・モデル

　ケインズは，投資を需要の面から分析したが，投資が行われ資本ストックが増加すると，生産

能力が増大するという２面性を持っている . このモデルは，投資の２面性に着目し，均衡成長経

路では，需要の増加と生産能力の増加が同じでなければならないとした . しかし，固定生産係数

の生産関数を用いているため，均衡成長経路は不安定なものになっている .

１１－２　新古典派成長モデル

　労働と資本という２つの生産要素の代替が可能な生産関数の下で，安定的な経済成長経路があ

ることを導いている . ソロー・モデルが有名である . 均衡の経済成長率は，外生的に与えられる

技術進歩率と人口成長率の和に等しくなってしまう .

１１－３　内生的成長モデル

国々の間で経済成長率の差があるのは，人的資本の蓄積が異なっているから，という認識の下に，

内生的に経済成長を決めるモデルを紹介する .

＊経済成長に関しては，講義中に解く問題の量を多くする .

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

　一人あたり消費に関する現在から将来にわたる効用を最大化するように，各時点で消費と投資の
配分を決める最適成長の理論を紹介する .

　●マクロ経済学

第１２回　最適成長モデル

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

なし .
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■講義の内容・目的

■参考文献

■宿題

■この講義で学ぶべき用語

第１３回　世代重複モデル

　●マクロ経済学

　世代重複モデルは，金融に関する問題（例えば，貨幣の中立性），財政に関する問題（例えば年
金等の世代間の負担の問題）の分析によく用いられている . 講義では，簡単な世代重複モデルを紹
介し，応用例を示すことにしたい .

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

なし .
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■講義の内容・目的

■参考文献

■宿題

■この講義で学ぶべき用語

これまでの講義のまとめを行う .

　●マクロ経済学

第１４回　講義のまとめ

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

なし .
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■講義の内容・目的

■参考文献

■宿題

■この講義で学ぶべき用語

第１５回　期末試験

　●マクロ経済学

１．出題範囲 : 講義中に指示する .
２．持込み不可 .

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

なし .



東北大学会計大学院シラバス 2006 45�

■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

上級マクロ経済学

鴨池　治

　下記のそれぞれのテーマに関し，講義を行った後，練習問題を各自解
いてもらう .
１．国民所得の決定  ２．名目 GDP と実質 GDP
３．IS-LM 分析   ４．AD-AS 分析
５．国際金融序説　　　　　 ６．金利平価式　
７．マンデル = フレミング・モデル 1（小国の場合）
８．マンデル = フレミング・モデル２（大国の場合）
９．消費関数   10. 投資関数　
11．貨幣の需要  12. 貨幣供給
13. フィリップス曲線と合理的予想形成モデル
14. 経済成長論
15. 期末試験

数学（線形数学，微分等），マクロ経済学の基礎知識 .

公認会計士第 2 次試験経済学問題

公務員試験新スーパー過去問ゼミ「マクロ経済学」（資格試験研究会編，

実務教育出版）2002 年，1700 円＋税）

前期　水曜 5 限

・出席，レポート，期末

試験を総合的に判断す

る .

月曜日

13:00-14:30

022-795-6282

kamoike@econ.tohoku.ac.jp

マンキューマクロ経済学（Ⅰ入門篇，Ⅱ応用篇），N.G. マンキュー著，

足立英之他訳，東洋経済新報社，Ⅰ入門篇，2003 年，3700 円＋税，

Ⅱ応用篇，2004 年，3500 円＋税

　公認会計士試験や公務員試験で出題されたマクロ経済学関係の問題

を解くことにより，マクロ経済理論の考え方を身に付ける . 今後出題

される多様な問題に対応できるよう，充分な学力を養成することを目

的とする .

展開
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■講義の内容・目的

　●上級マクロ経済学

第 1 回：国民所得の決定（45 度線モデル）
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■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

　●上級マクロ経済学

貯蓄のパラドックス

税が一括税で一定額の場合はどうか . また，投資が生産額に依存する場合はどうか .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

　●上級マクロ経済学

第 2 回：名目 GDP，実質 GDP および GDP デフレーター
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■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

　●上級マクロ経済学

GDP デフレーター パーシェ型指数  ラスパイレス型指数

GDP デフレーターと消費者物価指数の違いをまとめること .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

　●上級マクロ経済学

第 3 回：IS - LM 分析
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■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

　●上級マクロ経済学

IS 関係　　　LM 関係  拡張的金融政策

経済が，次の関係式で表されているとき，財政政策と金融政策の効果を，式で導け .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

　●上級マクロ経済学

第 4 回：AD-AS 分析（総需要・総供給分析）
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■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

　●上級マクロ経済学

総需要関数 総供給関数

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

　●上級マクロ経済学

第 5 回：国際金融序説
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■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

　●上級マクロ経済学

国際収支表 外国為替レート 実質為替レート　　マーシャルラーナーの安定条件

マーシャルラーナーの安定条件を証明せよ .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

　●上級マクロ経済学

第 6 回：金利平価式
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■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

　●上級マクロ経済学

金利平価式

問題１：ドルに着目するアメリカの投資家の場合はどうか .（式は同じになる .）

問題 2：ケース 1，ケース 2 の場合，為替の変動はどのように予想されるか .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

　●上級マクロ経済学

第 7 回：マンデル = フレミング・モデル１（小国の場合）

( 注意 ) マンデル = フレミング・モデルは，頻繁に出題されている . 授業の中で問題を解いてもらう .
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■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

　●上級マクロ経済学

マンデル = フレミング・モデル

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

　●上級マクロ経済学

第 8 回：マンデル = フレミング・モデル２（大国の場合）
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■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

　●上級マクロ経済学

ハイパワードマネー

問題１：上述の結論を図を用いて示せ .

問題 2：上述の結論を数式を用いて示せ .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

　●上級マクロ経済学

第 9 回：消費関数
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■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

　●上級マクロ経済学

ケインズ型消費関数　　クズネッツ型消費関数　　デューゼンベリーの相対所得仮説

時間的相対所得仮説　　ラチェット効果　　空間的相対所得仮説　　

トービンの流動資産仮説　　モジリアニのライフサイクル仮説

フィッシャーの消費・貯蓄理論で上の仮説を検討せよ .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .



4�� 東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

　●上級マクロ経済学

第 10 回：投資関数　
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■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

　●上級マクロ経済学

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

　●上級マクロ経済学

第 11 回：貨幣の需要
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■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

　●上級マクロ経済学

取引需要　　予備的需要　　投機的需要

貨幣需要を３つに分けて説明することに対してどう考えるか .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

　●上級マクロ経済学

第 12 回：貨幣供給
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■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

　●上級マクロ経済学

取引需要　　予備的需要　　投機的需要

問題１：日銀がハイパワードマネーを 1 兆円増加させたとき，民間銀行がそれを貸し出し，その

一部が銀行に預金され，再度貸出が行われるというプロセスを考え，上の通貨乗数式を導け .

問題 2：（信用乗数）民間銀行が，最初に受け入れた預金（本源的預金）を基に貸出を行い，その

資金の一部が銀行に預金として環流するプロセスを考え，信用乗数を導け .

注意点：貨幣供給理論では，現金と預金の区別に注意が払われているが，貨幣需要理論では，ほ

とんどその差が無視されている . 定期性預金を含む を念頭におく場合など，需要の理論で，現金

と預金の違いに目を向ける必要がある .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

　●上級マクロ経済学

　フィリップス曲線の議論は、①フィリップスの解釈（労働市場で超過供給が大きくなるほど賃金

率の下落率は大きくなり、超過需要が大きくなるほど賃金率の上昇率が大きくなる、という需要と

供給の法則を表したもの）②ケインジアンの解釈（インフレ率と失業率の間にはトレードオフの関

係があり、これを表したのがフィリップス曲線）③フリードマンの予想を組み込んだフィリップス

曲線の解釈（家計の労働供給が実質賃金率に依存し、物価の予想が現実と一致しない短期の場合に

は、右下がりのフィリップス曲線が得られるが、家計の予想が現実の価格と一致する長期の場合に

は、フィリップス曲線は垂直になり、トレードオフの関係は存在しない－自然失業率仮説－）と進

んだ。さらに、④予想を組み込んだフィリップス曲線から、合理的予想形成学派のルーカス型供給

関数の導出、⑤ルーカス型供給関数と合理的予想形成を組み合わせ、フィリップス曲線は短期的に

も垂直になること、経済政策は無効になること、が議論された。

第 13 回 : フィリップス曲線と合理的予想形成モデル

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

　●上級マクロ経済学

1. 出題範囲 : 講義中に指示する .

2. 持込み不可 .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

　●上級マクロ経済学

第 14 回：経済成長論
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■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

　●上級マクロ経済学

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

ハロッド = ドーマーの成長モデル，ソローの新古典派モデル
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■講義の内容・目的

■宿題

■参考文献

■この講義で学ぶべき用語

　●上級マクロ経済学

第 15 回 : 期末試験

１．出題範囲 : 講義中に指示する .
２．持込み不可 .

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

なし .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

経営管理

藤本　雅彦

　経営戦略論と経営組織論を中心とした概念や理論を図解したレジュメ
による講述が中心となるが，受講者との質疑応答を通して随時補足説明
を加えていく .

特になし .

レジュメを配布するので特定の教科書は使用しない .

前期　月曜 6 限

・  毎回の授業内容に関す
る提出レポート（60 点）
と期末試験（40 点）で
評価する .

・ AA(90 点以上 )，
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週月曜日

11:00~12:30

022-795-6299
fujimoto@econ.tohoku.ac.jp

　新公認会計士試験の選

択科目である「経営学」

には「経営管理」と「財

務管理」が含まれるが，

この授業では後者につい

ては言及しないので別途

関連科目を履修するこ

と .

レジュメに詳細な参考文献を明示する .

　経営戦略論と経営組織論を中心にして経営管理に関する基礎的な諸

理論を体系的に学習することを主な目的とし，これまでの日本的経営

や日本企業に特徴的な競争戦略および組織変革に関して今日的な課題

についても考察する .

基礎
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■講義の目的

■講義の概要

　講義の概要や進め方および成績評価などについて説明し，経営管理に関する理論的系譜について

概観すると共に，次回以降の以下の講義内容の概略を説明する .

第 1 回：オリエンテーション＆経営管理の理論的系譜

　　●経営管理

第 2 回：市場と企業組織

第 3 回：科学的管理法と人間関係論

第 4 回：官僚制組織論と管理過程論

第 5 回：協働体系組織論と意思決定組織論

第 6 回：経営戦略の概念定義と多角化戦略

第 7 回：現代の競争戦略

第 8 回：日本企業の競争戦略と今日の課題

第 9 回：組織デザインと組織間関係

第 10 回：組織文化の生成と発展および変革

第 11 回：動機づけ理論

第 12 回：リーダーシップ理論

第 13 回：環境変化とイノベーション

第 14 回：日本企業の組織変革の事例研究

第 15 回：期末試験
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 企業組織を取り巻く様々な市場と組織の関係のフレームワークを理解する .

2. 現代の企業組織のコーポレート・ガバナンスの問題について考察する .

3.「取引コスト」アプローチによる市場と組織の関係を理解する .

4. 日本の大手企業に特徴的な系列（中間）組織の存在について考察する .

取引コスト，系列（中間）組織，経営者支配，コーポレート・ガバナンス，知的資本

上述の用語を用いて本日の講義内容を A4 用紙 1 枚（1400 字程度）にまとめてレポートせよ .

・アルフレッド・D・チャンドラー Jr.（1979，原著：1977）『経営者の時代　アメリカ産業にお

ける近代企業の成立　上・下』東洋経済新報社 .

・A.A. バーリー，G.C. ミーンズ（1958，原著：1932）『近代株式会社と私有財産』文雅堂書店 .

・岩井克人（2003）『会社はこれからどうなるのか』平凡社 .

・Ｒ．Ｈ．コース（1992，原著：1988）『企業・市場・法』東洋経済新報社 .

・Ｏ．Ｅ．ウィリアムソン（1980，原著：1975）『市場と企業組織』日本評論者 .

・今井賢一，伊丹敬之，小池和男（1982）『内部組織の経済学』東洋経済新報社 .

・リーフ・エドビンソン，マイケル・S・マローン（1999，原著：1997）『インテレクチュアル・

キャピタル』日本能率協会マネジメントセンター .

第 2 回：市場と企業組織

　　●経営管理
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 内部請負制と組織的怠業の因果関係を理解する .

2.F.W. テイラーの「科学的管理法」の内容と歴史的な意義および問題点を理解する .

3. ホーソン工場実験を発端とする「人間関係論」の内容と歴史的な意義を理解する .

第 3 回：科学的管理法と人間関係論

●経営管理

内部請負制，組織的怠業，科学的管理法，ホーソン工場実験，人間関係論

・D. クロースン（1995，原著 1980）『科学的管理生成史』森山書店 .

・三戸公（2002）『管理とは何か』文槇堂 .

・F.W. テーラー（上野陽一・訳・編）（1969）『科学的管理法　新版』産業能率短期大学出版部 .

・エルトン・メイヨー（1967，原著：1933）『新訳　産業文明における人間問題』日本能率協会 .

・F.J. レスリスバーガー（1954，原著：1941）『経営と勤労意欲』ダイヤモンド社 .

上述の用語を用いて本日の講義内容を A4 用紙 1 枚（1400 字程度）にまとめてレポートせよ .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. クローズド組織論とオープンシステム組織論 .

2. 一般的なマネジメントの管理サイクル（「Plan-Do-See」）を理解する .

3. マネジメント・コントロールの本質を考察する .

官僚制組織，コンティンジェンシー，権限と責任，管理的職能，エージェンシー理論

・M. ウェーバー（世良晃志郎訳，1970）『支配の諸類型』 （経済と社会　第四版）創文社 .

・M. ウェーバー（世良晃志郎訳，1960）『支配の社会学Ⅰ・Ⅱ』（経済と社会　第四版）創文社 .

・ロバート・K. マートン（1961，原著：1949，1957）『社会構造と社会理論』みすず書房 .

・H. ファィヨール（1985，原著初版：1917，原著：1979）『産業ならびに一般の管理』ダイヤモンド社 .

・伊丹敬之（1986）『マネジメント・コントロールの理論』岩波書店 .

第 4 回：官僚制組織論と管理過程論

●経営管理

上述の用語を用いて本日の講義内容を A4 用紙 1 枚（1400 字程度）にまとめてレポートせよ .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.C.I. バーバードが提唱した協働体系としての経営組織の本質を理解する .

2.H.A. サイモンが提唱した合理的な意思決定と組織の機能を理解する .

3. 今日の組織における現実的な意思決定について考察する .

第 5 回：協働体系組織論と意思決定組織論

●経営管理

公式組織と非公式組織，有効性と能率，誘因と貢献，限定された合理性，ゴミ箱モデル

・C.I. バーナード（1968，原著：1938） 『新訳　経営者の役割』ダイヤモンド社 .

・H.A. サイモン（1989，原著：1945） 『新版　経営行動』ダイヤモンド社 .

・J.G. マーチ，H.A. サイモン（1977，原著：1958）『オーガニゼーションズ』ダイヤモンド社 .

・J.G. マーチ，J.P. オルセン（1986，原著：1976）『組織におけるあいまいマネジメント』有斐閣 .

・袁田雄志（1985）『あいまいだからおもしろい』有斐閣 .

上述の用語を用いて本日の講義内容を A4 用紙 1 枚（1400 字程度）にまとめてレポートせよ .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 経営戦略の一般的な概念定義と戦略の区分を理解する .

2. 経営戦略と組織マネジメントの関係を考察する .

3. 多角化戦略の形態とその成果を考察する .

戦略的意思決定，シナジー，多角化戦略，PPM 理論，PIMS 分析

・石井淳蔵ほか（1996）『経営戦略論（新版）』有斐閣 .

・榊原清則（2002）『経営戦略入門（上）』日本経済新聞社 .

・高橋伸夫（2003）『経営の再生　新版』有斐閣 .

・ジェイ・Ｂ．バーニー（2003，原著：2002）『企業戦略論　＜上＞基本編』ダイヤモンド社 .

・土屋守章（1984）『企業と戦略』メディアファクトリー .

・A.D. チャンドラー，Jr.（1967，原著：1962）『経営戦略と組織』実業之日本社 .

・R.P. ルメルト（1977，原著：1974）『多角化戦略と経済成果』東洋経済新報社 .

・H.I. アンゾフ（1990，原著：1988）『最新・戦略経営』産能大学出版部 .

第 6 回：経営戦略の概念定義と多角化戦略

●経営管理

上述の用語を用いて本日の講義内容を A4 用紙 1 枚（1400 字程度）にまとめてレポートせよ .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.M.E. ポーターと J. バーニーの競争戦略論の内容とそれぞれの相違を理解する .

2. 今日のコア・コンピタンス経営と知識創造経営のモデルを理解する .

3. 長期的な競争優位性を維持するための組織文化や経営理念の問題を考察する .

第 7 回：現代の競争戦略

●経営管理

ポジショニング・アプローチ，資源ベース・アプローチ（RBV），コア・コンピタンス，ナレッジ・

マネジメント，創発的戦略

・M.E. ポーター（1982，原著：1980） 『競争の戦略』ダイヤモンド社 .

・M.E. ポーター（1985，原著：1985）『競争優位の戦略』ダイヤモンド社 .

・P. ゲマワット（2002，原著：2001）『競争戦略論講義』東洋経済新報社 .

・G. ハメル，C.K. プラハラード（1995，原著：1994）『コア・コンピタンス経営』日本経済新聞社 .

・野中郁次郎，竹内弘高（1996，原著：1995）『知識創造企業』東洋経済新報社 .

・H. ミンツバーグ他（1999，原著：1998）『戦略サファリ』東洋経済新報社 .

・C.A. オライリー，J. フェファー（2002，原著：2000）『隠れた人材価値』翔泳社 .

・ジェームズ・Ｃ・コリンズ，ジェリー・Ｉ・ポラス（1995，原著：1994）『ビジョナリー・カンパニー』

  日経ＢＰ出版センター .

上述の用語を用いて本日の講義内容を A4 用紙 1 枚（1400 字程度）にまとめてレポートせよ .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. これまでの日本企業の多角化戦略の特徴を理解する .

2. 日本企業における戦略と資源および組織との関係性の特徴を考察する .

3. これまでの日本企業の同質的戦略の功罪を考察する .

4. 日本企業の競争戦略における今日の課題を考察する .

人本主義，同質的企業行動，フルライン戦略，オペレーション効率，事業観

・吉原英樹ほか（1981）『日本企業の多角化戦略』日本経済新聞社 .

・加護野忠男ほか（1983）『日米企業の経営比較』日本経済新聞社 .

・伊丹敬之他編（1993） 『リーディングス　日本の企業システム２　組織と戦略』有斐閣 .

・伊丹敬之（1984）『新・経営戦略の論理』日本経済新聞社 .

・伊丹敬之（1987）『人本主義企業』筑摩書房 .

・新宅純二郎（1994）『日本企業の競争戦略』有斐閣 .

・浅羽茂（2002）『日本企業の競争原理』東洋経済新報社 .

・M.E. ポーター，竹内弘高（2002）『日本の競争戦略』ダイヤモンド社 .

・新原浩朗（2003）『日本の優秀企業研究』日本経済新聞社 .

・三品和広（2004）『戦略不全の論理』東洋経済新報社 .

第 8 回：日本企業の競争戦略と今日の課題

●経営管理

上述の用語を用いて本日の講義内容を A4 用紙 1 枚（1400 字程度）にまとめてレポートせよ .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 環境と組織構造およびその成果との関係を理解する .

2. 組織構造を規定する要素と組織構造の基本的パターンを理解する .

3. 従来の階層型組織とネットワーク型組織の相違を考察する .

4. 組織間関係に関する様々なパースペクティブを考察する .

第 9 回：組織デザインと組織間関係
●経営管理

職能制組織，事業部制組織，マトリックス組織，ネットワーク型組織，組織間関係

・リチャード　L.　ダフト（2002，原著：2001）『組織の経営学』ダイヤモンド社 .

・ステファン .P. ロビンス（1997，原著：1997） 『組織行動のマネジメント』ダイヤモンド社 .

・J.R. ガルブレイス，D.A. ネサンソン（1989，原著：1978） 『経営戦略と組織デザイン』白桃書房 .

・J.R. ガルブレイス（1996，原著：1993）『21 世紀の組織デザイン』産能大学出版部 .

・J.R. ガルブレイス（2002，原著：2002） 『組織設計のマネジメント』生産性出版 .

・今井賢一，金子郁容（1988）『ネットワーク組織論』岩波書店 .

・高木晴夫（1995）『ネットワークリーダーシップ』日科技連出版 .

・ウィリアム・ダビドゥ，マイケル・マローン（1993，原著：1992）『バーチャル・コーポレーショ

ン』徳間書店 .

・山倉健嗣（1993）『組織間関係』有斐閣 .

上述の用語を用いて本日の講義内容を A4 用紙 1 枚（1400 字程度）にまとめてレポートせよ .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 組織文化の定義と機能を理解する .

2. 組織文化と企業業績およびリーダーシップとの関係を考察する .

3. 組織文化の変革について考察する .

組織文化，基本的仮定，エクセレントカンパニー，コア・カルチャー，サブ・カルチャー，リーダー

シップ

・Ｔ．Ｅ．ディール，Ａ．Ｋ．ケネディー（1997，原著 1982）『シンボリック・マネジャー』岩

波書店　※ 1983 年新潮社からも出版 .

・Ｔ．Ｊ．ピーターズ，Ｒ．Ｈ．ウォータマン（1983，原著：1982）『エクセレントカンパニー』

講談社 .

・梅澤正（2003）『組織文化　経営文化　企業文化』同文舘出版 .

・Ｅ．Ｈ．シャイン（1989，原著：1985）『組織文化とリーダーシップ』ダイヤモンド社 .

・J.P. コッター，J.L. ヘスケット（1994，原著：1992）『企業文化が高業績を生む』ダイヤモンド社 .

・咲川孝（1998）『組織文化とイノベーション』千倉書房 .

・佐藤郁哉，山田真茂留（2004）『制度と文化　組織を動かす見えない力』日本経済新聞社 .

第 10 回：組織文化の生成と発展および変革

●経営管理

上述の用語を用いて本日の講義内容を A4 用紙 1 枚（1400 字程度）にまとめてレポートせよ .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. モチベーション理論に関する歴史的な系譜を理解する .

2. 欲求（内容）説と過程説の相違を考察する .

第 11 回：動機づけ理論

●経営管理

欲求段階説，２要因理論，X 理論・Y 理論，内発的動機づけ，期待理論

・金井壽宏（1999） 『経営組織』日本経済新聞社 .

・クリス・アージリス（1970，原著：1957）『新訳　組織とパーソナリティ』日本能率協会 .

・A.H. マズロー（1987，原著：1954） 『改訂　新版　人間性の心理学』産能大学出版部 .

・F. ハーズバーグ（1968，原著：1966 ） 『仕事と人間性』東洋経済新報社 .

・D. マグレガー（1970，原著：1960） 『新版　企業の人間的側面』産能大学出版部 .

・ヴィクター H. ヴルーム（1982，原著：1964）『仕事とモィベーション』千倉書房 .

・Ｅ．Ｅ．ロウラー三世（1972，原著：1971）『給与と組織効率』.

・Ｅ．Ｌ．デシ（1980，原著：1975）『内発的動機づけ』誠信書房 .

・E.A. ロック，G.P. ラザム（1984，原著：1984）『目標が人を動かす　効果的な意欲づけの技法』

ダイヤモンド社 .

・坂下昭宣（1985） 『組織行動研究』白桃書房 .

・E.H. シャイン（1981，原著：第 1 版 1965/ 第 3 版 1980） 『組織心理学　原書第 3 版』岩波書店 .

・南隆男ほか（1993） 『職務・組織と人間行動』ぎょうせい .

・宮本美沙子，奈須正裕編（1995） 『達成動機の理論と展開』金子書房 .

・M. チクセントミハイ（2000 ，原著：1975 ） 『楽しみの社会学　改題新装版』新思索社 .

・田尾雅夫（1999） 『組織の心理学　新版』有斐閣 .

上述の用語を用いて本日の講義内容を A4 用紙 1 枚（1400 字程度）にまとめてレポートせよ .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. リーダーシップの定義と機能を考察する .

2. リーダーシップ理論に関する歴史的な系譜を理解する .

3. マネジメントとリーダーシップの相違について考察する .

4. 今日のリーダーシップ開発のあり方について考察する .

連結ピンモデル，PM 理論，状況適合的リーダーシップ理論，変革型ミドル，一皮むけた経験

・南隆男ほか（1993） 『職務・組織と人間行動』ぎょうせい .

・ステファン .P. ロビンス（1997，原著：1997） 『組織行動のマネジメント』ダイヤモンド社 .

・P. ハーシー，K.H. ブランチャード（1978，原著：1969） 『行動科学の展開』生産性出版 .

・レンシス・リッカート（1964，原著：1961）『経営の行動科学』ダイヤモンド社 .

・レンシス・リッカート（1968，原著：1967）『組織の行動科学』ダイヤモンド社 .

・H. ミンツバーグ（1993，原著 1973）『マネジャーの仕事』白桃書房 .

・金井壽宏（1991）『変革型ミドルの探求』白桃書房 .

・Katz, R. L.(1974) “Skills of  an Effective Administrator”, Harvard Business Review, September-October.

・モーガン・マッコール（ 2002，原著： 1998）『ハイ・フライヤー』プレジデント社 .

・デイブ・ウルリッチほか（2003，原著：1999）『脱コンピテンシーのリーダーシップ』ダイヤモンド社 .

第 12 回：リーダーシップ理論

●経営管理

上述の用語を用いて本日の講義内容を A4 用紙 1 枚（1400 字程度）にまとめてレポートせよ .



502東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 環境変化と組織化のダイナミズムを考察する .

2. イノベーションに関する理論や手法を理解し考察する .

第 13 回：環境変化とイノベーション

●経営管理

ライフサイクル，イノベーション・ダイナミックス，製品アーキテクチャー，リエンジニアリング，

イノベーションのジレンマ

・J.A. シュムペーター (1977，原著：1912）『経済発展の理論』岩波書店 .

・藤本隆宏（2004）『日本のもの造り哲学』日本経済新聞社 .

・J.M. アッターバック（1998，原著：1994）『イノベーション・ダイナミックス』有斐閣 .

・リチャード　L.　ダフト（2002，原著：2001）『組織の経営学』ダイヤモンド社 .

・Ｍ．ハマー，Ｊ．チャンピー（1993，原著：1993）『リエンジニアリング革命』日本経済新聞社 .

・トーマス・Ｈ．ダベンポート（1994，原著：1993）『プロセス・イノベーション』日経ＢＰ出版センター .

・今井賢一編著『イノベーションと組織』東洋経済新報社 .

・今井賢一（1984）『情報ネットワーク社会』岩波書店 .

・クレイトン・クリステンセン（2000，原著：1997）『イノベーションのジレンマ』翔泳社 .

上述の用語を用いて本日の講義内容を A4 用紙 1 枚（1400 字程度）にまとめてレポートせよ .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 組織変革のアプローチに関する理論的モデルを考察する .

2. 組織変革とリーダーシップの関係を考察する .

3. 松下電器産業の「破壊と創造」による組織変革モデルの事例を考察する .

トップダウン，ボトムアップ，双対原理

・リチャード　L.　ダフト（2002，原著：2001）『組織の経営学』ダイヤモンド社 .

・Ｎ．Ｍ．ティシー，Ｍ．Ａ．ディバナ（1988，原著：1986）『現状変革型リーダー』ダイヤモンド社 .

・ジョン・P・コッター（2002，原著：1996）『企業変革力』日経 BP 出版センター .

・波頭亮（1999）『組織設計概論　戦略的組織制度の理論と実際』産能大学出版部 .

・青木昌彦（1989）『日本企業の組織と情報』東洋経済新報社 .

・藤本雅彦（1999）『人事管理の戦略的再構築』税務経理協会 .

・大河原克行（2003）『松下電器　変革への挑戦』宝島社 .

・日刊工業新聞特別取材班（2002）『松下電器Ｖ字回復への挑戦』日刊工業新聞社 .

第 14 回：日本企業の組織変革の事例研究

●経営管理

特になし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 出題範囲：未定 .

2. 持ち込みを一切認めない .

3. 論述形式での期末試験 .

第 15 回：期末試験

●経営管理

特になし .

特になし .

なし .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

上級経営管理

藤本　雅彦

　授業の進め方は，テキストを基にして毎回担当者が指定された内容の
レジュメを作成して発表し，参加者全員で様々な観点から議論する演習
形式とする . 尚，最後の授業 3 回分は，それまでに学習した経営戦略と
組織のマネジメントに関して，ケーススタディを通して実際の日本企業
の事例を参加者全員で議論して考察する予定である .

　経営戦略論および経営組織論に関する基礎的な知識を既に習得してい

ること . また，パワーポイントで分かりやすい図解レジュメを作成でき

ることが望ましい .

伊丹敬之『経営戦略の論理　第 3 版』日本経済新聞社 2003.

前期　月曜 7 限

・ 発表内容 (50%) および
討議への参加度 (50%).

・ AA(90 点以上 )，
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週月曜日

11:00-12:30

022-795-6299
fujimoto@econ.tohoku.ac.jp

 毎回必ず事前にテキス

トを精読して予習するこ

と .

必要に応じて講義の中で紹介する .

　経営管理に関する基礎的な理論体系を踏まえて，今日の日本企業を

中心とする経営戦略と組織のマネジメントの背景にある論理について

様々な角度から考察することを目的とする .

展開
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■講義の目的

■講義の概要

　この講義の概要や進め方を説明し，2 回目以降の発表者を決定する .

第 1 回：オリエンテーション

　●上級経営管理

第 2 回　経営戦略とは何か

第 3 回　顧客のニーズをとらえる　戦略の顧客適合（１）

第 4 回　ニーズの多様性と相互作用を利用する　戦略の顧客適合（２）

第 5 回　競争優位をつくる　戦略の競争適合（１）

第 6 回　反撃を見越す，敵にしない　戦略の競争適合（２）

第 7 回　ビジネスシステムで差別化する　戦略のビジネスシステム適合

第 8 回　技術を活かし，技術が動かす　戦略の技術適合

第 9 回　見えざる資産　情報の流れのフレームワーク

第 10 回　資源を蓄積し，利用する　戦略の資源適合

第 11 回　組織を動かし，刺激する　戦略の組織適合

第 12 回　戦略の論理と発想

第 13 回　ケーススタディによる戦略と組織の考察（１）

第 14 回　ケーススタディによる戦略と組織の考察（２）

第 15 回　ケーススタディによる戦略と組織の考察（３）
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 戦略の定義

2. さまざまなレベルでの戦略と戦略体系

3. いい戦略とは ----- 戦略的適合

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 2 回：経営戦略とは何か

　●上級経営管理
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 顧客のニーズとは

2. ニーズの束全体への対応

3. 三つのタイプの顧客のニーズ

4. 事業のコンセプト ----- 何を売っているのか

第 3 回：顧客のニーズをとらえる　戦略の顧客適合（１）
●上級経営管理

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

なし .



東北大学会計大学院シラバス 2006 50�

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 顧客によってニーズは変わる ----- 空間軸での多様性

2. 時とともにニーズは変わる ----- 時間軸での多様性

3. 顧客のニーズには相互作用がある

4. 顧客適合の落とし穴

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回：ニーズの多様性と相互作用を利用する　戦略の顧客適合（２）

●上級経営管理

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 競争戦略とは

2. 競争相手の明確な意識

3. 差別化のための競争の武器

4. 競争の武器のつくり方と使い方

第 5 回：競争優位をつくる　戦略の競争適合（１）

●上級経営管理

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 反撃を読み込んだ対応

2. 反撃をしにくくする戦略

3. ニッチ，すみ分け，市場創造

4. 競争の土俵に上げない

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 6 回：反撃を見越す，敵にしない　戦略の競争適合（２）

●上級経営管理

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. ビジネスシステム適合とは

2. 何を自分の仕事とするか

3. 顧客への価値の提供と差別化 ----- ビジネスシステム適合の第一レベル

4. 効率性と波及効果 ----- ビジネスシステム適合の第二，第三のレベル

第 7 回：ビジネスシステムで差別化する　戦略のビジネスシステム適合

●上級経営管理

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 技術の本質と技術適合の三つのレベル

2. 戦略が技術蓄積を利用する

3. 戦略が技術を育てる

4. 技術が戦略をドライブする

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 8 回：技術を活かし，技術が動かす　戦略の技術適合

●上級経営管理

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 見えざる資産とは

2. 情報の流れのフレームワーク

3. さまざまな見えざる資産 ----- 情報の流れのフレームワークの応用

4. 見えざる資産の蓄積と情報の流れのコントロール

第 9 回：見えざる資産　情報の流れのフレームワーク

●上級経営管理

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 資源適合とは

2. 資源の有効利用 ----- 既存の蓄積を利用する

3. 資源の効率的蓄積

4. 戦略と資源の不均衡ダイナミズム

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 10 回：資源を蓄積し，利用する　戦略の資源適合

●上級経営管理

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 組織適合とは

2. 一体化の焦点

3. 組織の勢い

4. 創造的緊張

5. オーバー・エクステンション戦略のすすめ

第 11 回：組織を動かし，刺激する　戦略の組織適合

●上級経営管理

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 戦略の七つのキーワード

2. 戦略の三つの基本論理

3. 戦略的発想のポイント

4. 戦略思考の「ついつい」と「べからず」

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 12 回：戦略の論理と発想

●上級経営管理

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　実際の日本企業の戦略経営に関する事例研究による考察を行う . 尚，ケースについては，事前に

参加者全員にプリントを配付する .

第 13 回：ケーススタディによる戦略と組織の考察（１）

●上級経営管理

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　実際の日本企業の戦略経営に関する事例研究による考察を行う . 尚，ケースについては，事前に

参加者全員にプリントを配付する .

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 14 回：ケーススタディによる戦略と組織の考察（２）

●上級経営管理

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　実際の日本企業の戦略経営に関する事例研究による考察を行う . 尚，ケースについては，事前に

参加者全員にプリントを配付する .

第 15 回：ケーススタディによる戦略と組織の考察（３）

●上級経営管理

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

なし .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

マーケティング

和田　正春

　顧客価値をどう捉えるか？
　今日，顧客価値，顧客資産という考え方が広く浸透しているが，マー
ケティング上の考え方としては理解されているものの，その価値をどの
ように捉え，評価していくかということは依然として課題が残されてい
る . 資金的な裏付けを確保していくことが，真に顧客重視のビジネスを構
築していく上でも重要になるのであるが，そうした検討が今後大いに必
要になると考えられる . 本講義では，そうした現実のビジネスのニーズを
踏まえ，基本となるリレーションシップ・マーケティングの考え方を理
解していきたいと考えている . 標記のテーマについて，様々な角度から議
論していくことができればと思う .

・ 特になし . 会計スペシャリストの能力を幅広く向上させるための応用
科目と捉えていただいた上で，気軽に履修して欲しい .

・ 何か不安なこと，要望などがあれば，右記宛に問い合わせて欲しい .

・ 各自の関心・問題意識を把握する

・ テキスト，文献，資料の指定

・ 資料などの解説

・ 議論

講義の中心はもちろん議論である . それは資料の内容だけに限らず，

現場での考え方，問題などについても及ぶ . 受講者の目的に応じて，

有意義な内容にできればと考えている .

受講者と相談の上決定したい .

前期隔週　木曜 5・6 限

・ 特段試験などはおこなわ
ず，講義への貢献度のみで
評価をする .

・AA(90 点 以 上 )，　　　　
A(80 点 以 上 90 点 未 満 )，
B(70 点 以 上 80 点 未 満 )，
C(60 点 以 上 70 点 未 満 )，
D(60 点未満；不合格 )

講義終了後に質問を受け付
ける．

　非常勤であるため特に定め
ない . 質問などがある場合は，
講義時か下記連絡先に問い合
わせること . 事前連絡をいた
だければ面談時間を取ること
は可能 .4 月以降，改めて連
絡する .
022-721-3420（研究室）
wada@tscc.tohoku-gakuin.ac.jp

・ フィールドを広げるつも

りで気軽に受講して欲し

い .

・ 受講に際して質問など

がある場合は，メールに

て問い合わせしてくださ

い .

Grönroos, C. , Service Management and Marketing: A Customer Relationship 
Management Approach(2nd ed.),2000, John Wiley & Sons, Ltd.　などを使用したい .

展開
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■講義の予定

※ここに示すものは予定であり、受講者との相談の上で変更する可能性がある。

第 1 回：受講者の希望の聴取・講義方針の決定・マーケティングについての概説

第 2 回：マーケティングを巡る動向（サービス／リレーションシップへの転換）

第 3 回：サービス・マネジメントについての理解

第 4 回：サービスと物財のマネジメントの違い

第 5 回： 心理的要素の管理

第 6 回：顧客資産・顧客満足についての理解①

第 7 回：顧客資産・顧客満足についての理解②

第 8 回：顧客資産管理の問題点①

第 9 回：顧客資産管理の問題点②

第 10 回：ブランド価値の評価に関わる疑問 

第 11 回：クオリティの管理とシステム①

第 12 回：クオリティの管理とシステム②

第 13 回：マネジメントとマーケティングの関連

第 14 回：マネジメントの意識変革の必要性

第 15 回：まとめ
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

事例研究（経営管理）

藤本　雅彦

　テキストの中から発表者が希望するケースを発表し，その発表内容
について参加者全員で討議する . １回の授業で１名の発表者が選択した
ケーススタディのレジュメを作成して発表し，発表者以外は該当する
ケースに関するコメントを述べて，全員でそれぞれのコメント内容につ
いて討議する . 尚，初回授業のオリエンテーションにて，2 回目以降の
授業での各ケースの発表者を決定する .

　経営戦略論や経営組織論に関する基礎的な知識を既に習得しているこ

と . また，パワーポイントで分かりやすく図解したレジュメを作成でき

ることが望ましい .

伊丹敬之ほか編『ケースブック　日本企業の経営行動２　企業家精神と

戦略』有斐閣 .

後期　月曜 6 限

・ 発 表 内 容 (50%) お よ び
討議への参加度 (50%).・ 
AA(90 点以上 )，
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週月曜日

11:00-12:30

022-795-6299
fujimoto@econ.tohoku.ac.jp

毎回の授業で使用する

ケースを必ず事前に予習

すること .

必要に応じて講義の中で紹介する .

　戦後の代表的な日本企業の経営行動の事例研究を通して，現実的な

経営戦略や組織マネジメントの考え方や実践行動を考察する .

実践・応用
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■講義の予定

第 1 回： オリエンテーションと発表者の決定

第 2 回：多角化戦略と企業革新（東レの戦略）

第 3 回：知識創造と戦略的ミッションの形成（NEC の C&C コンセプト）

第 4 回：事業の多角化と製品開発（キャノンの躍進）

第 5 回：業界標準と規格戦略（ソニーとビクターの VTR 開発競争）

第 6 回：製品開発における技術戦略（東芝と三菱電機の１M・DRAM 開発）

第 7 回：逆転の戦略と好循環化（キリンとアサヒの攻防）

第 8 回： ジャストインタイム・マネジメントの道程（トヨタから TOYOTA へ）

第 9 回： ヨーロッパにおける日本企業（マツダの躍進）

第 10 回：一歩一歩のグローバル化（味の素の国際経営活動）

第 11 回：海外進出と M&A（ブリジストンによるファイアストンの買収）

第 12 回：事業システムの危機と革新（コープこうべの事業史）

第 13 回：環境創造的市場戦略（セコムの成長と事業革新）

第 14 回：構造づくりとしての組織能力の構築（すかいらーく成功の本質）

第 15 回：自由設計か生産効率か（積水ハウスのイノベーション）
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

外書講読（経営管理）

藤本　雅彦

　授業の進め方は，発表者が指定された論文を要約したレジュメを作成
して発表し，参加者全員で様々な観点から議論する演習形式となる .

　経営戦略論や経営組織論に関する基礎的な理論や概念を既に習得して

いること . また，発表に際して論文内容を図解したレジュメをパワーポ

イントで作成できることが望ましい .

これまでに公表された著名な英語論文のプリントを配付する .

後期　月曜 7 限

・ 発 表 内 容 (50%) お よ び
討議への参加度 (50%).・ 
AA(90 点以上 )，
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週月曜日

11:00-12:30

022-795-6299
fujimoto@econ.tohoku.ac.jp

　毎回必ず事前にテキス

トを精読して予習するこ

と .

必要に応じて講義の中で紹介する .

　経営学に関する著名な論文を英語で輪読する . 具体的には『Harvard 

Business Review』などに掲載された論文を幅広いジャンルから取り

上げて，単に英語を読むだけでなく優れた論文における論述の展開技

法や論旨を理解することを目的とする .

展開
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーションと発表者の決定

第 2 回：Theodore Levitt  “Marketing Myopia”  Harvard Business Review

第 3 回：Michael E. Porter “How Competitive Forces Shape Strategy” Harvard Business Review

第 4 回：Jay Barney “Firm Resources and Sustained Advantage” Journal of management

第 5 回：Prahalad, C. K., Gary Hamel “The Core Competence of the Corporation” Harvard Business Review

第 6 回：Ikujiro Nonaka “The Knowledge Creating Company” Harvard Business Review

第 � 回：Henry Mintzberg “Crafting Strategy” Harvard Business Review

第 � 回：Henry Mintzberg “The Fall and Rise of Strategic Planning” Harvard Business Review

第 � 回：Robert L. Katz “Skills of an effective administrator” Harvard Business Review

第 10 回：Abraham Zaleznik “Managers and leaders: Are they different?” Harvard Business Review

第 11 回：John P. Kotter “What Leaders Really Do” Harvard Business Review

第 12 回：Larry E. Greiner “Evolution and revolution as organizations grow” Harvard Business Review

第 13 回：Chris Argyris “Double Loop Learning in Organizations” Harvard Business Review

第 14 回：Michael Hammer “Reengineering Work: Don't Automate, Obliterate” Harvard Business Review

第 15 回：Joseph L. Bower, Clayton M. Christensen “Disruptive Technologies: Catching the Wave” Harvard 

　　　　Business Review
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■  担当教員

■  講義の目的と概要

■  授業の内容・方法と進度の予定

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間■  講義名

■  テキスト

■  参考文献

■  履修条件

外書講読（マクロ経済学）

鴨池　治

　マクロ経済学のオーソドックスなテキストを読むことで、その基本的
な内容を理解し、併せて、英語の読解力を身に付ける。
　マクロ経済学で使われる専門用語の意味を理解し、テキストの内容を
十分理解することを目標とする。

　予めテキストを読んでおき、英語の直訳ではなく、内容に関して報告
してもらう。原則として、１回の授業で１つの章を終わらせる計画であ
る。

Williamson, S.D. Macroeconomics (Second Edition), Pearson Education, 2005.

Ｎ．グレゴリー・マンキュー著（足立英之他訳）「マクロ経済学Ⅰ、Ⅱ」、

東洋経済新報社。

前期　月曜 2 限

・日常の報告と期末試験に
より評価する。
・AA(90 点以上 )，

A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

月曜日

13:00-14:30

022-795-6282

kamoike@econ.tohoku.ac.jp

展開
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■講義の予定

第１回 : Introduction: What Do We Learn From Macroeconomic Analysis? 他。 

第 2 回 : Measurement: Nominal and Real GDP and Price Indices、他。

第 3 回 : Business Cycle Measurement: The Money Supply and Aggregate Economic Activity, 他。

第 4 回 : Consumer and Firm Behavior: 

第 5 回 : A Closed-Economy One-Period Macroeconomic Model:

第 6 回 : Economic Growth: Malthus and Solow:

第 7 回 : Income Disparity Among Countries and Endogenous Growth:

第 8 回 : A Two-Period Model: The Consumption-Savings Decision and Ricardian Equivalence:

第 9 回 : A Real Intertemporal Model with Investment:

第 10 回 :  A Monetary Intertemporal Model: The Neutrality of Money:

第 11 回 : Keynsian Business Cycle Theory:

第 12 回 : International Trade in Goods and Assets:

第 13 回 :  Money, Inflation and Banking:

第 14 回 : Money in the Open Economy

第 15 回 : 試験
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

金融論

鴨池　治

以下の内容に関し，講義を行う .
1．金融仲介システム  2．間接金融と直接金融
3．金融仲介機関の役割  4．金融システムの効率性と情報の非対称性
5，決済システム  6．利子率，収益率，割引現在価値
7．家計の金融行動  8．資産選択の理論
9．CAPM（資本資産価格モデル )10. 企業の金融行動（資金調達行動）
11. デリバティブズ  12. 証券化
13. 金融政策の波及経路  14. 金融政策の諸問題
15. 期末試験

　特になし .

プリントを配付する .

後期　火曜 2 限

・ 出席 (15％ )，レポート
(20％ )，期末試験 (65％ )
で評価する .

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

月曜日

13:00-14:30

022-795-6282
kamoike@econ.tohoku.ac.jp

・晝間文彦著『基礎コース金融論』，第 2 版，新世社，2005 年．
・R.Glenn Hubbard, Money, the Financial System, and the Economy, 5th 
Edition, Pearson Education, 2005.

　会計職業人として必要不可欠な金融の知識，考え方，応用力を修得

することを目的とし，金融理論，金融制度，金融政策について講義を

行う .

展開



530東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

第 1 回：金融仲介システム

　　　　●金融論
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　金融システムを狭義にとらえるとき，金融仲介システムと決済システムを意味する . 金融仲介シ

ステムを図示すると以下のようになる .

　資金余剰主体は，貯蓄が投資を上回る主体で，余剰資金を，現金，預金，債券，株式等の金融資

産で運用する . 資金不足主体は，投資が貯蓄を上回る主体で金融機関からの借入や証券市場で証券

を発行したり，保有証券を売却することで不足資金を調達する . 資金余剰主体から不足主体へ資金

を仲介するのが金融仲介システムである . 下図は，公的金融仲介組織の構造を示したものである .

講義では，こうした金融仲介システムを通じる資金の流れについて考察する .

民間金融仲介機関，公的金融仲介組織，

政府系金融機関には，どのような機関があり，どのような役割を果たしているか .

講義の中で紹介する .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　資金とは，通常貨幣と同義であるが，抽象的な購買力と捉えることもできる . 例えば，ある商品（証

券）を受け取ったとき，通常は代金を貨幣で支払うが，当事者が同意すれば，貨幣以外のもの，例

えば他の証券，で支払うこともできる . これは，商品を受け取った際に，抽象的な購買力を支払う

義務が生じ，それを，抽象的な購買力をもつ他の商品を渡すことで，解消することに他ならない . 前

回の図で，日本銀行が金融仲介組織に含まれるのは，人々が日銀券を保有する場合に，日銀券と引

き替えに日本銀行に抽象的な購買力を渡していると考えるためである . 現金保有をこのように扱う

ことにより，資金余剰主体の貯蓄投資差額が，資金不足主体に過不足なく流れることになる . 講義

では，経済取引表を紹介し，数値例で資金の流れを説明する .

　金融仲介機関を通じる資金の流れは，すべて，間接金融と呼ばれる . 金融仲介機関から直接最終

的借り手に資金が移る場合は，金融機関と借り手との間で相対交渉が持たれ，様々な条件が決めら

れる . このような場合を相対が多関節金融と呼ぶ . 金融仲介機関が資金を市場で運用し，資金調達

社が市場から調達する場合は，市場型間接金融と呼ばれる . 公的金融では，資金の受入機関（郵貯，

簡保，公的年金）から，市場を経由して，政府系金融機関に流れ，政府系金融機関が相対的に最終

的借り手に貸出を行う場合は，相対型間接金融と考えた方がよいであろう .

　金融仲介機関を通じない資金の流れは，直接金融と呼ばれる . 直接金融でも，企業間信用のよう

な相対型直接金融もあるが，直接金融の大半は市場を経由する市場型直接金融である . 直接金融よ

りも間接金融が圧倒的に多く，「間接金融から直接金融に資金の流れが変化している」というのは，

正しくは，「相対型間接金融から市場型間接金融に変化している」というべきであろう .

　何故，間接金融が優位であるかをみるには，金融仲介機関の役割を検討する必要がある . 民間金

融仲介機関には，銀行（正確には，預金取扱機関）と保険会社があり，資産変換機能，情報生産機

能，リスク負担機能を果たしている .

資金，経済取引表，直接金融，間接金融

経済取引表で他の数値例を作り，資金の流れを確かめよ .

講義の中で紹介する .

第 2 回：間接金融と直接金融

　　　　●金融論
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1．資産変換機能

1-1．銀行の場合

　銀行は，預金として預かった資金を直接家計や企業に貸し出したり，有価証券で運用を行っ

ている . 銀行の保有する貸出債権や有価証券は，貸し倒れリスクや価格変動リスクがあり，返済

までに長期間かかるものが多い . また，金額も多額である . 他方，預金者は，少額から預けられ，

短期間で引き出しができ，信用リスクがない資産（預金）を望んでる . このように，貸出先の資

金ニーズと預金者のニーズが異なり，銀行がリスクを取りながら資産返還をしている . しかし，

短期の資金を調達し長期で運用する場合には，金利変動リスク（長期固定で貸出をしている場

合，短期預金金利が長期貸出金利を上回り，逆ざやになるリスク）や，預金の流入・流出のパター

ンが不安定になると預金の引き出しに対応できない流動性リスクが発生する .

1-2．保険会社の場合

　人々は，将来の不測の事故に備えて保険に加入する . 保険料を支払い，事故が起きたときに保

険金を受け取る . 保険契約を記した保険契約証書は，加入者にとって望ましいものであり，保険

会社の運用する資産とは全く別の資産となっている .

2．情報生産機能

　銀行や保険会社は，貸出のデフォールト・リスクをできるだけ少なくするために，貸出を行う際，

事前に返済能力について情報を集め，審査を行う . 貸出をした後も，貸出資金が本来の目的に使わ

れているか，返済能力に問題はないか，監査を行う . こうして情報を得ることを情報生産機能と呼ぶ .

3．リスク負担機能（銀行の場合）

3-1．銀行の場合

①貸し倒れリスク（信用リスク，デフォールト・リスク）

②市場リスク（有価証券価格，為替等の変動リスク）

③機関ミスマッチによる金利変動リスク

④流動性リスク

⑤オペレーショナルリスク，等

第 3 回：金融仲介機関の役割

資産変換機能，情報生産機能，銀行の抱えるリスク

1. 銀行は，短期の預金を預かり，長期の貸出を行っている . これは何故可能なのか . また，これ
によって発生するリスクについて検討せよ .

2. 日本におけるメインバンク性は，銀行の情報生産コストや借入企業のコストを減少させてき
たと考えられる . このことについて検討せよ .

講義の中で紹介する .

　　　　●金融論
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

金融システムの効率性の問題
1. 資金余剰主体が満足度の高い資産選択ができるか，選択の範囲が広いかどうか，商品内容，リ

スク等がよく理解できるかどうか，ライフステージにあった資産選択ができるか .
2. 資金不足主体が満足度の高い資金調達ができるか，選択の範囲が広いかどうか，金利の他，物

的担保，連帯保証人が要求されるかどうか，返済が容易かどうか .
3. 金融機関の経営が安定しているか .
4. 資金仲介費用が低いかどうか .
5. 資金配分が効率的かどうか，資金需要の変化に即座に対応して資金配分が変化するか .

情報の非対称性の問題：情報に非対称性があり，資金が余剰主体から不足主体に効率的に流れない .
1. 逆選択：
　　リスクの高い企業と低い企業があり，銀行はその区別が付かないとする . リスクの高い企業

は，高い金利でも借りようとするが，リスクの低い企業は高い金利では借りず，資金がリスク
の高い企業に過剰に流れてしまう .

　　同じ業種である優れた企業と劣った企業があり，両企業が増資をしようとしているとする . 投
資家は両企業の区別できず，劣った企業の株式を購入することを懸念して，優れた企業の増資
にも応じない

2. モラルハザード：資金の借り手は，貸し手に比較して，資金の用途により多くの情報を持って
いる . 貸し手が期待しないリスクの高い用途に借入資金が使われ，返済不能になることが起こ
りえる .

3. 依頼人・代理人問題：株主が経営者に企業の経営を依頼していると考える . 株主は，企業経営
について監視できず，経営者が異常に高い給料を受け取る等，株主の利益に反する行動を取る .

対策：
1. 金融仲介機関（銀行）が資金の借り手に関する情報を収集・分析し，良い借り手を選別して貸

出を行う . また，貸した後も，資金の使い道について監視を行う .
2. 企業に有価証券報告書等の厳密な情報開示を求める .（それらが正しいかどうか監査法人等が

確かめる .）
3. 格付け機関が情報を集め，その結果を有償または無償で発表する .
4. 担保を設定する . 担保の設定は，返済が滞った際に貸し手が処分し資金の回収を図る目的と，

借り手が担保の処分を避けるために，リスクの高い用途に資金を使わないインセンティブを与
える目的がある .

5. 自己資本比率を規制する .
6. 依頼人・代理人問題は，株主・経営者の関係よりも，貸し手・経営者（借り手）の方が生じに

くいと言われるが，完全に生じなくはない . 企業の取るリスクに制限をする等（例えば，自己
資本比率をある％以上とする）の対策が必要な場合もある .

講義の中で紹介する .

なし .

第 4 回：金融システムの効率性と情報の非対称性

金融システムの効率性，情報の非対称性，逆選択，モラルハザード

　　　　●金融論
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　決済とは，実物取引や金融取引において，商品や証券を受け取る主体に発生する代金の支払い義
務とこれらを手渡す主体に発生する代金を受け取る権利を，通常は貨幣を受け渡しすることにより，
最終的に権利・義務を解消することをいう . 決済手段として用いられるのが貨幣（通貨）である .
本講義では，現金決済の他，銀行の口座間の振替決済について説明する . さらに，為替取引につい
ても言及する . 為替取引は，遠く離れた主体間の取引において，現金を送金することなく決済を行
うシステムである .
　決済システムが機能しなくなると，連鎖的に取引が支障を来すようになる . 銀行は，受け入れた
預金の一部しか手元に置かず（部分準備），多くの預金者が預金の引出を求めて銀行に押しかける
と，預金の払い戻しができなくなってしまう . こうした状況が生じないように，また生じた場合でも，
決済システムが機能するように置かれているのがプルーデンス政策である . プルーデンス政策の中
の自己資本比率規制について説明を行う .

第 5 回：決済システム

決済，為替取引，貨幣の機能，プルーデンス政策，自己資本比率規制

貨幣の機能について検討せよ .

講義の中で紹介する .

　　　　●金融論
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■講義の内容・目的

第 6 回：利子率，収益率，割引現在価値

　　　　●金融論
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■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

講義の中で紹介する .

利子率，収益率，割引現在価値

1. 株価決定の配当割引モデルを，安全資産と株式の裁定取引から説明せよ .

2. 配当割引モデルでは，バブルが発生する場合がある .1．と関連してこれがどのようなケースか

考察せよ .

　　　　●金融論
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■講義の内容・目的

第 7 回：家計の金融行動

　　　　●金融論
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■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

異時点間の予算制約式と効用関数

(7-6) 式で，所得と実質利子率が変化した場合，貯蓄はどのように変化するか，確かめよ .

講義の中で紹介する .

　　　　●金融論



540東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

第 8 回：資産選択の理論

　　　　●金融論
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■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

期待効用最大化，２－パラメーター・アプローチ，有効フロンティア

安全資産がない場合の有効フロンティアを導け .

講義の中で紹介する .

　　　　●金融論
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■講義の内容・目的

第 9 回：CAPM（資本資産価格モデル）

　　　　●金融論
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■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

CAPM， β係数，

収益率に着目した個人投資家の資産選択問題を定式化せよ .

講義の中で紹介する .

　　　　●金融論
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

企業の資金調達の手段として，どのような手段があるか .

第 10 回：企業の金融行動（資金調達行動）

企業の市場価値，資金調達

　　　　●金融論

・仁科一彦著『現代ファイナンス理論入門』，中央経済社，1997 年，3500 円＋税

・浜田文雅・鴨池治編著『金融論の基礎』，有斐閣，19992 年，2500 円＋税
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

本分析を多期間に拡張せよ .

仁科一彦著『現代ファイナンス理論入門』，中央経済社，1997 年，3500 円＋税

第 11 回：デリバティブズ

先物・先渡し取引，オプション取引，スワップ取引，ブラックショールズの公式

　　　　●金融論
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

本分析を多期間に拡張せよ .

第 12 回：証券化

MBS（住宅ローン担保証券）, ABS（資産担保証券）, SPC（特定目的会社）

　　　　●金融論

晝間文彦著『基礎コース金融論』新世社，（前掲）

　証券化には 2 つの意味がある . 第 1 は，1980 年代に主としてヨーロッパで生じた証券化で，そ

れまで発展途上国にシンジケート・ローンの形で融資を行っていた金融機関が，メキシコの通貨危

機をきっかけとして，変動利付債等の証券を引き受ける形で資金の融資を行うようになった状況を

指す . 第 2 は，アメリカの S&L（貯蓄貸付組合）が，短期の預金を預かり長期固定金利で住宅ロー

ンを貸し出していたが，オイル・ショック後のインフレーションを契機として，短期金利が上昇し

たため逆ざやになり，住宅ローン資金の早期回収を目的として，新たな証券を作り出したことをきっ

かけとする証券化である .

　講義では，アメリカ型の証券化の仕組み，そのメリット，証券化が金融機能のアンバンドリング

（分解）をもたらしている状況等を説明する .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

企業や家計が設備投資や住宅投資を行う際に考慮する諸要因について検討せよ .

授業の中で紹介する .

第 13 回：金融政策の波及経路

金融緩和政策，金利低下の影響

　　　　●金融論

　日本銀行が，国債の買いオペにより，コール市場の資金をコントロールし，コールレートを上下

させながら金融政策を行っている . 短期金利のコントロールは，どのような経路を辿って，実物経

済に影響を与えるのか，これが今回の講義のテーマである .

　短期金利の変動は，貸出金利等の長期金利に影響を与え，以下の経路を通じて経済の実体面に影

響を与えると考えられる . 以下，金利を低下させる緩和政策について考察する .

1. 金利が低下するとき，短期の預金金利の方が，長期の貸出金利よりも早く低下するため，銀

行の利ざやが拡大する . 不良債権を抱えた銀行の利益を増大させ，体力の回復を図る .

2. 貸出金利の低下は，企業の設備投資や家計の住宅投資の金利負担を減少させるので，こうし

た投資が増加すると期待される . しかし，投資に影響を与える要因は金利だけではなく，貸出

金利の低下が投資の増加に結びつくとは限らない . 例えば，企業の将来収益についての予想が

悲観的であれば，金利が低下しても設備投資は増えないし，家計の将来所得についての不安

が高まると，家計も住宅の取得に身長になるだろう .

3. 借入の多い企業の金利負担を減少させることにより，企業経営を改善させる . 不良債権の新た

な発生の可能性を少なくするねらいがある .

4. 金利を低くすることで，資産価格の上昇を図る . 他の事情が不変であれば，金利の低下は資産

価格の上昇をもたらすが，株式の配当や不動産の将来収益が低下すると予想されるときには，

むしろ資産価格が下落することも十分考えられる . 金利の低下により資産価格は必ずしも上

昇するとは限らないが，金利の上昇は，ほとんど確実に資産価格を下落させる . 一般に，資産

価格の上昇は，消費や投資を増加させる（資産効果）だけでなく，証券市場が活況であれば，

企業は証券市場からの資金調達が容易になる .

5. 金利を低くすることで，外国為替市場で円安を誘導する . しかし，外国為替レートに影響を与

える様々な要因があり，金利差はその内の一つに過ぎない . 円安になると，輸出産業の国際競

争力が高まり，収益が増加することから，雇用も増えると考えられる .

6. 他方，金利の低下は運用収益の低下を招き，保険，年金，個人の利子所得の減少をもたらす .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

なし .

第 14 回：金融政策の諸問題

金融政策のタイムラグ，ルールによる政策，金融政策の効果の非対称性，インフレ・ターゲット論

　　　　●金融論

授業の中で紹介する .

　今回は，金融政策を巡るいくつかの論争を紹介する .

1. ルールか裁量か

　　マネタリストによると，金融政策を行う際に，どのようなタイムラグがあるかを考えるこ

とが重要である . タイムラグには，①経済の状況把握にかかるもの（認知ラグ），②政策決定

をして実際に実行するまでのラグ（行動ラグ），③効果が現れるまでのラグ（効果ラグ），が

ある . これらのタイムラグ，特に③の長さが予測できないために，景気の局面できめ細かく政

策を変更する裁量的政策を行うとかえって景気の振幅を大きくしてしまい不安定になる . この

ため，例えば通貨量の伸び率を一定にするといったルールを決めそれに基づいた政策運営を

する野が望ましい .

2. 金融政策効果の非対称性

　　金融政策は，緩和政策は有効性が乏しいが，引締政策は有効性が高い . これは，企業の設備

投資や家計の住宅投資に影響を与える要因が数多くあり，借入金利の水準は，その内の一つ

に過ぎないからである . 不況のときには，多くの要因が投資を控える方向で作用しており，金

利だけ低くても投資は増加しない . 逆に好況の時には，多くの要因が投資を促進させる方向で

作用しているが，高金利がネックになって，投資を控えてしまう .

3. 情報の非対称性と金融政策

　　銀行が借り手の情報を正確に把握できない場合，信用割当が発生する . 中央銀行が通貨量を

増加させても，貸出は増加しない状況が発生する . 通貨量が増加すれば貸出が増えるという考

え方はマネー・ビューと呼ばれ，資本市場も含めた全対の資金の額（アベイラビリティ）が

重要であるという考え方をクレジット・ビューと呼んでいる .

4. インフレ・ターゲット論

　　インフレ率に目標値を定め，中央銀行がその目標値を達成する用に金融政策を実行するこ

とを，確約する政策である . 人々のインフレ予想に影響を与え，経済行動を変化させようとす

る政策である .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 15 回：期末試験

特になし .

　　　　●金融論

１. 出題範囲：講義中に指示する .

２. 持ち込み不可 .





東北大学会計大学院シラバス 2006 551

■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

企業開示制度の仕組みと実際

多賀谷　充

　証券取引法の目的や役割を理解し、有価証券の発行、流通、取引等

に関する基本的な開示制度を理解すること．

商法、企業会計に関する基礎的知識を有していることが望ましい。

・ 1 週間の集中講義とし、毎日 3 時限の講義とする。

・ 講義を中心にしつつ、小テストやディベートなどを組み合わせる形で学

習を深めていく。

・ ライブドア事件など具体的な事例も取り上げて開示制度の理解を深める。

・ 最終日に試験を行う。

後日指示（仮題「証券取引法」出版予定）
: 証券取引法、企業内容等の開示に関する内閣府令等の掲載されている法規集

（監査小六法、企業会計規則集、証券六法などのいずれか）

集中講義

（予定：8 月 7 日～ 8 月 11 日）

・ 試験 (60%)，講義中の小テ
スト及び受講態度 (40%) で
評価する．

・ AA(90 点 以 上 )，　　　　
A(80 点 以 上 90 点 未 満 )，
B(70 点 以 上 80 点 未 満 )，
C(60 点 以 上 70 点 未 満 )，
D(60 点未満；不合格 )

講義期間中の昼休及び 3
時限後

連絡先 (e-mail アドレス等）
は講義で連絡する .

必要に応じで講義の中で紹介する

展開
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■講義の予定

第 1 日（第 1 回～第 3 回）：証券取引法の基礎（目的、有価証券の種類、開示制度の概要）

第 2 日（第 4 回～第 6 回）：発行開示制度①（募集と売出し、有価証券届出書、効力発生） 

第 3 日（第 7 回～第 9 回）：発行開示制度②（発行登録制度、目論見書、発行者等の責任）

第 4 日（第 10 回～第 12 回）：継続開示制度（有価証券報告書、半期報告書、臨時報告書）

第 5 日（第 13 回～第 14 回）：試験及び講評、公開買付け制度、大量保有報告制度

　　　　　　　　　　　　　　試験について

　　　　　　　　　　　　　　1. 出題範囲：講義の範囲 .

　　　　　　　　　　　　　　2. 法令集の持込は可 .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

ファイナンシャル・プランニング

城山　昌樹

　企業は，事業部門ごとやプロジェクトごとに設定した事業目標を，企
業全体の経営目標や理念に合わせて調整，統合し最終的な経営計画を作
成するが，その基礎となるのがファイナンシャル・プランニング（財務
計画）である .
　企業には，経営計画を ｢ 企画・立案 ｣ する，｢ 資金を調達 ｣ する，｢ 投
資 ｣ する，｢ リスクを管理 ｣ する，などのプロフェッショナルが存在し，
一方で企業に対し資金を供給もしくは調達の手助けをする側の銀行や証
券会社，投資家，コンサルタントなどには ｢ 分析 ｣ する，｢ 与信 ｣ する，
｢ 資金調達を仲介 ｣ する，様々な手法を ｢ 提案 ｣ する，などのプロフェッ
ショナルが存在する .
　それぞれのプロフェッショナルがファイナンシャル・プランニングを
どのように捉え，実践で利用しているのかを具体例とともに学習する .
本講義は ｢ 企業ファイナンスの基礎 ｣ で体系的に学んだ知識を実践例の
中で確認する内容となるが，重要な知識については本講義内でも解説を
加え，｢ 企業ファイナンスの基礎 ｣ を受講していなくても理解できるよう
講義を進める .

・ 財務分析に関する知識
・ 金融に関する基礎知識

・ テーマをいくつか設定し，具体例をもとに分析・検討を加える

・ 課題（レポート）を課し，その内容について討論する

テキストは利用しない . 講義ごとにレジュメを配布する .

前期　木曜 3 限

・ 課題（レポート）の提出・
発表（80％），出席（20％）

・AA(90 点 以 上 )，　　　　
A(80 点 以 上 90 点 未 満 )，
B(70 点 以 上 80 点 未 満 )，
C(60 点 以 上 70 点 未 満 )，
D(60 点未満；不合格 )

講義終了後（東京からの出
張講義のため）

tohoku@nrc.nikko.co.jp

・ ファイナンス分野の時事

的なニュースを把握，理

解しておくこと .

必要に応じて講義の中で紹介する .

展開
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：企業経営と財務分析①

第 3 回：企業経営と財務分析②

第 4 回：経営（財務）計画の策定①

第 5 回：経営（財務）計画の策定②

第 6 回：企業理念と企業経営①

第 7 回：企業理念と企業経営②

第 8 回：CSR と企業経営①

第 9 回：CSR と企業経営②

第 10 回：コーポレート・ガバナンス①

第 11 回：コーポレート・ガバナンス②

第 12 回：企業価値評価と M&A ①

第 13 回：企業価値評価と M&A ②

第 14 回：課題発表

第 15 回：まとめ
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

ビジネス・コミュニケーション１

ダニエル・ドーラン

•To prepare for each class you will have a homework assignment.
•Often you will work with other students in small groups, discussing the 

homework assignment or doing other activities.
•We will have many opportunities to practice presentation skills during class 

time.
•There will be no written tests. Only homework and presentations will be 

evaluated.

There is no textbook. 

前期　火曜 4 限

Homework:  40%
Quiz:    20%
Presentation:  10%
Final Test: 30%

AA = �1-100 points
A   =   �0-�0 points
B   =   70-79 points
C   =            60-6� points
D   =  less than 60 points

Friday 

13:00-14:00

022-��5-4��6
dolan@econ.tohoku.ac.jp

We will have a class blog 

site. I will give you access 

information.

I will provide all reading materials, or I will give you instructions on how to find 
materials.

The purpose of this course is to increase your business communication 

knowledge and abilities. We will discuss a variety of business communication 

topics, with a focus on improving practical communication skills. 

実践・応用
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■講義の目的

■講義の概要

Class 1　:　Orientation
　●ビジネス・コミュニケーション１

We will:

• 　Introduce our selves.

•　 Discuss the goals of the course.

•     Discuss the course schedule.

•     Q&A.

Class 1： Orientation

Class 2： Three Theories of Organizational Communication

Class 3： The Communication-Culture Connection

Class 4： Organizational Communication Effectiveness

Class 5： Business Writing

Class 6： Leadership Communication; Quiz

Class �： Management Communication

Class �： Rhetoric and Public Speaking

Class �： Presentation Preparation

Class 10： Presentation Performance

Class 11： Student Presentations (1)

Class 12： Student Presentations (2)

Class 13： Negotiation: Four Rules

Class 14：           Final Test

Class 15： Course Summary 



東北大学会計大学院シラバス 2006 55�

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

You will have homework to help you prepare for Class 3. We will discuss your homework results during 
Class 3.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 2 : Three Theories of Organizational Communication 

・Scholar  ・Theory  ・Function  ・Perspective
・Productive  ・Uncertainty   ・Perceive  ・Influence
・Innovation  ・Face   ・Narrative  ・Assumption
・Bond   ・Communal function

Learning Goals

•Be able to discuss three theories of organizational communication.

•Be able to identify and explain how one or more of these theories connects with your   personal experience.

•Be able to apply aspects of these three theories to issues and concepts in later chapters.

We will focus on three theories of organizational communication: 

1.Network systems.

2.Uncertainty reduction.

3.Narrative bonding.

　●ビジネス・コミュニケーション１
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals

•　Be able to discuss the concept of culture.

•　Be able to identify and describe speech code features of a specific culture.

•　Be able to describe in writing specific cultural communication features described in an English-language 

academic essay.

We will focus on two key concepts: 

1.　Culture

2.　Speech codes

Class 3　：　The Communication-Culture Connection

You will have homework to help you prepare for Class 4. We will discuss your homework results during 
Class 4.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

・Custom ・Interact ・Symbol ・Code  ・Distinctive

・Validate ・Concept ・Social identity  ・Static

　●ビジネス・コミュニケーション１
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 4　：　Organizational Communication Effectiveness

You will have homework to help you prepare for Class 5. We will discuss your homework results during 

Class 5.

Learning Goals
•　Be able to discuss the importance of effective organizational communication.
•　Be able to explain in writing several strategies for improving inter- and intra-organizational 

communication.
•　Be able to apply concepts and vocabulary from this chapter to classroom discussion of a specific case.

We will focus on two key areas of organizational communication: 
1.　Intra-organizational communication.
2.　Inter-organizational communication.

・Retention  ・Claim  ・Inter-organizational communication

・Intra-organizational communication  ・Tone  ・Conflict

・Reputation  ・Cohesive

　●ビジネス・コミュニケーション１
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals

•　Be able to describe and discuss three rules for effective business writing.

•　Be able to recognize the differences between passive and active voice writing.

•　Be able to apply concepts from this chapter to writing assignments.

We will focus on three rules of business writing: 

1.　Serve your readers.

2.　Be simple and clear.

3.　Shorter is better.

Class 5　：　Business Writing

You will have homework to help you prepare for Class 6. We will discuss your homework results during 
Class 6.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

・Promotion  ・Persuade  ・Rep  ・Passive

　●ビジネス・コミュニケーション１
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 6　：　Leadership Communication; Quiz

You will have homework to help you prepare for Class 7. We will discuss your homework results during 

Class �.

Learning Goals
•　Be able to discuss three features of leadership communication.
•　Be able to identify features of leadership communication in an assigned speech text.
•　Be able to apply concepts from this chapter to your own leadership development.

We will focus on three central qualities of leadership communication: 
•　Leaders have clear goals.
•　Leaders inspire confidence in others.
•　Leaders encourage others to use skills and talents. 

We also will take a short quiz that covers material and discussions from Classes 1-6.

・Loyalty  ・Inspire  ・Confidence  ・Encourage

・Genius  ・Motivate  ・Voice   ・Attitude

　●ビジネス・コミュニケーション１
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals

•　Be able to discuss the importance of effective communication in organizations.

•　Be able to describe three rules for effective business communication.

•　Be able to apply concepts from this chapter to your own business communication.

We will focus on three rules for effective management communication: 

1.　Share all business information.

2.　Communicate openly and often.

3.　Reduce employee status language.

Class �　：　Management Communication

You will have homework to help you prepare for Class 8. We will discuss your homework results during 
Class �.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

・Value   ・Sector  ・Turnover  ・Prioritize

・Gatekeeper  ・Status  ・Impolite  ・Personal address terms

　●ビジネス・コミュニケーション１
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class �　：　Rhetoric and Public Speaking

You will have homework to help you prepare for Class 9. We will discuss your homework results during 

Class �.

Learning Goals
•　Be able to discuss basic features of rhetoric.
•　Be able to select the appropriate type of speech for a specific speech situation.　
•　Be able to apply concepts from this chapter to speech preparation and speech performance activities.

We will focus on three central aspects of rhetoric: 
1.　The three major elements of rhetoric.
2.　The five canons of rhetoric. 
3.　The three kinds of persuasive appeal.

・Rhetoric  ・Canon   ・Mind  　 ・Soul

・Podium  ・Reason  ・Character  ・Premise

　●ビジネス・コミュニケーション１
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals

•　Be able to discuss basic features of the rhetorical situation, audience and means of persuasion.

•　Be able to make effective decisions during presentation preparation exercises.

•　Be able to apply concepts from this chapter to your own public speaking preparation. 

We will focus on three central features of rhetoric:

1.　The rhetorical situation.

2.　Audience. 

3.　Means of persuasion.

Class �　：　Presentation Preparation

You will have homework to help you prepare for Class 10. We will discuss your homework results during 
Class 10.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

・Expectation  ・Reinforce  ・Testimony  ・Analogy

・Sympathy  ・Sincerity

　●ビジネス・コミュニケーション１
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 10　：　Presentation Performance

You will have homework to help you prepare for Class 11. We will discuss your homework results during 

Class 11.

Learning Goals
•　Be able to discuss presentation performance strategies and techniques.
•　Be able to write effective notes for a practice speech performance.
•　Be able to apply concepts from this chapter to your own public speaking performance practice. 

We will discuss three public speaking performance skills:

1.　Be confident.
2.　Connect with your audience. 
3.　Lead your audience to your goal.

・Trust   ・Perception   ・Investment

・Hostile  ・Tension

　●ビジネス・コミュニケーション１



566東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals

•　Be able to think and speak critically about the presentation performance strategies and techniques of other 

students.

•　Be able to give a presentation that demonstrates communication skills that are improved since you began 

the course.

•　Be able to apply your presentation experience to future improvement. 

We will use the entire class time for presentations and discussion of presentations. Half of the class will give 

presentations on this day.

Class 11　：　Student Presentations(1)

You will have homework to help you prepare for Class 12. We will discuss your homework results during 
Class 12.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●ビジネス・コミュニケーション１
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 12　：　Student Presentations (2)

You will have homework to help you prepare for Class 13. We will discuss your homework results during 

Class 13.

Learning Goals
•  Be able to think and speak critically about the presentation performance strategies and techniques of other 

students.
•  Be able to give a presentation that demonstrates communication skills that are improved since you began 

the course.
•  Be able to apply your presentation experience to future improvement. 

We will use the entire class time for presentations and discussion of presentations. Half of the class will give 
presentations on this day.

　●ビジネス・コミュニケーション１



56�東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals

•Be able to discuss the unique qualities and challenges of negotiation communication.

•Be able to understand and discuss the four basic rules of negotiation.

•Be able to apply the four basic rules of negotiation during negotiation exercises. 

We will focus on four basic rules of negotiation:

1.Separate the people from the problem.

2.Focus on interests, not positions.

3.Find options for mutual gain.

4.Insist on using objective standards.

Class 13　：　Negotiation :  Four Rules

You will have homework to help you prepare for Class 14. We will discuss your homework results during 
Class 14.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

・Clash   ・Resolve  ・Mutual  ・Collaboration

・Interests  ・Brainstorm  ・Principle  ・Efficiency

・Arbitration

　●ビジネス・コミュニケーション１
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 14　：　Final Test

なし .

You will have the entire class period to take your final test. 

特になし .

　●ビジネス・コミュニケーション１
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

We will:

•　Summarize main points from the course

•　Make connections between main points and concepts

•　Discuss any questions

Class 15　：　Course Summary

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

特になし .

　●ビジネス・コミュニケーション１
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

ビジネス・プレセンテーション１

ダニエル・ドーラン

• To prepare for each class you will have a homework assignment.
• Often you will work with other students in small groups, discussing the 

homework assignment or doing other activities.
• We will have many opportunities to practice presentation skills during class 

time.
• There will be no written tests. Only homework and presentations will 

be evaluated.
• All presentations will be videotaped and reviewed by the class to help 

us improve. 

There is no textbook. 

後期　火曜 4 限

Homework:  35%
Presentations: 65%

AA = �1-100 points
A   =   �0-�0 points
B   =   70-79 points
C   =            60-6� points
D   =  less than 60 points

Friday

11:00-1200

022-��5-4��6
dolan@econ.tohoku.ac.jp

We will have a course 

blog site. I will give you 

access information on 

the first day.

I will provide all reading materials, or I will give you instructions on how to find 
materials.

The purpose of this course is to increase your business presentation knowledge 
and abilities.
We will discuss a variety of business presentation topics, with a focus on 
improving practical informative presentation skills.

実践・応用
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■講義の目的

■講義の概要

Class 1　:　Orientation
　●ビジネス・プレゼンテーション 1

We will:

•Introduce our selves.

•Discuss the goals of the course.

•Discuss the course schedule.

•Q&A.

Class 1： Orientation
Class 2： Rhetoric and Public Speaking
Class 3： Informative Presentation Preparation
Class 4： Informative Presentation Performance
Class 5： Informative Presentations and Video Review (a) (practice)
Class 6： Informative Presentations and Video Review (b) (practice)
Class �： Informative Presentations and Video Review 1 (a) (evaluated)
Class �： Informative Presentations and Video Review 1 (b) (evaluated)
Class �： Student-Instructor Private Meetings
Class 10： Informative Presentations and Video Review 2 (a) (evaluated)
Class 11： Informative Presentations and Video Review 2 (b) (evaluated)
Class 12： Student-Instructor Private Meetings
Class 13： Informative Presentations and Video Review 3 (a) (evaluated)
Class 14：  Informative Presentations and Video Review 3 (b) (evaluated)
Class 15： Course Summary 
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

You will have homework to help you prepare for Class 3. We will discuss your homework results during 
Class 3.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 2 : Rhetoric and Public Speaking

・Rhetoric  ・Canon  ・Mind  ・Soul  ・Podium
・Reason  ・Character  ・Premise

Learning Goals
•Be able to discuss basic features of rhetoric.
•Be able to select the appropriate type of speech for a specific speech situation.
•Be able to apply concepts from this chapter to speech preparation and speech performance activities.

We will focus on three central aspects of rhetoric: 
1.The three major elements of rhetoric.
2.The five canons of rhetoric. 
3.The three kinds of persuasive appeal.

　●ビジネス・プレゼンテーション 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals
•Be able to discuss basic features of the rhetorical situation, audience and means of persuasion.
•Be able to make effective decisions during presentation preparation exercises.
•Be able to apply concepts from this chapter to your own public speaking preparation. 

We will focus on three central features of rhetoric:
1.The rhetorical situation.
2.Audience. 
3.Means of persuasion.

Class 3　：　Informative Presentation Preparation

You will have homework to help you prepare for Class 4. We will discuss your homework results during 
Class 4.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

・Expectation  ・Reinforce  ・Testimony  ・Analogy

・Sympathy  ・Sincerity

　●ビジネス・プレゼンテーション 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 4　：　Informative Presentation Performance

You will have homework to help you prepare for Class 5. We will discuss your homework results during 

Class 5.

Learning Goals
•Be able to discuss presentation performance strategies and techniques.
•Be able to write effective notes for a practice speech performance.
•Be able to apply concepts from this chapter to your own public speaking performance practice. 

We will discuss three public speaking performance skills:
1.Be confident.
2.Connect with your audience. 
3.Lead your audience to your goal.

・Trust  ・Perception  ・Investment  ・Hostile

・Tension

　●ビジネス・プレゼンテーション 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

•We will spend the entire class time practicing student Informative Presentations.

•Each presentation will be videotaped and reviewed directly after each performance.

During Class 6 the second half of the class will give practice Informative Presentations. 

Class 5　：　Informative Presentations and Video Review (a) (Practice)

Homework for Class 6 is to write a self-critique of your practice Informative Presentation (for students who 
gave a practice presentation during Class 5). 

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

特になし .

　●ビジネス・プレゼンテーション 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 6　：　Informative Presentations and Video Review (b) (Practice)

Homework for Class 7 is to write a self-critique of your practice Informative Presentation (for students who 

gave a practice presentation during Class 6).

•We will spend the entire class time practicing student Informative Presentations.

•Each presentation will be videotaped and reviewed directly after each performance.

During Class 6 the second half of the class will give practice Informative Presentations. 

特になし .

　●ビジネス・プレゼンテーション 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals
•Be able to critically view and discuss the Informative Presentations of other students.
•Be able to critically view and discuss your own Informative Presentation.
•Be able to apply what you learn from the videos to future presentations.

We will observe three Video Review guidelines: 
1.The presenter self-critiques his or her presentation before other students offer critiques.
2.All comments are addressed directly to the presenter.
3.Comments should focus on specific strategies, and should be respectful.

Class �　：　Informative Presentations and Video Review 1 (a) (Evaluated)

Homework for Class 8 is to write a self-critique of your practice Informative Presentation (for students who 
gave a presentation during Class 7). 

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

特になし .

　●ビジネス・プレゼンテーション 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class �　：　Informative Presentations and Video Review 1 (b) (Evaluated)

Homework for Class 9 is to write a self-critique of your practice Informative Presentation (for students who 

gave a presentation during Class 8).

Learning Goals
•Be able to critically view and discuss the Informative Presentations of other students.
•Be able to critically view and discuss your own Informative Presentation.
•Be able to apply what you learn from the videos to future presentations.

We will observe three Video Review guidelines: 
4.The presenter self-critiques his or her presentation before other students offer critiques.
5.All comments are addressed directly to the presenter.
6.Comments should focus on specific strategies, and should be respectful.

特になし .

　●ビジネス・コミュニケーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

The entire class time will be given to private, 10-minute meetings between students and the instructor. 
Students should be prepared to show the instructor an organized outline of their next presentation. During 
these private meetings, other students should work on their presentation outlines.

Class �　：　Student-Instructor Private Meetings

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

特になし .

　●ビジネス・プレゼンテーション 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 10　：　Informative Presentations and Video Review 2 (a) (Evaluated)

Homework for Class 11 is to write a self-critique of your practice Informative Presentation (for students who 

gave a presentation during Class 10).

Learning Goals
•Be able to critically view and discuss the Informative Presentations of other students.
•Be able to critically view and discuss your own Informative Presentation.
•Be able to apply what you learn from the videos to future presentations.

We will observe three Video Review guidelines: 
�.The presenter self-critiques his or her presentation before other students offer critiques.
8.All comments are addressed directly to the presenter.
9.Comments should focus on specific strategies, and should be respectful.

特になし .

　●ビジネス・プレゼンテーション 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals
•Be able to critically view and discuss the Informative Presentations of other students.
•Be able to critically view and discuss your own Informative Presentation.
•Be able to apply what you learn from the videos to future presentations.

We will observe three Video Review guidelines: 
10.The presenter self-critiques his or her presentation before other students offer critiques.
11.All comments are addressed directly to the presenter.
12.Comments should focus on specific strategies, and should be respectful.

Class 11　：　Informative Presentations and Video Review 2 (b) (Evaluated)

You will have homework to help you prepare for Class 12. We will discuss your homework results during 
Class 12.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

特になし .

　●ビジネス・プレゼンテーション 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 12　：　Student-Instructor Private Meetings

なし .

The entire class time will be given to private, 10-minute meetings between students and the instructor. 
Students should be prepared to show the instructor an organized outline of their next presentation. During 
these private meetings, other students should work on their presentation outlines.

特になし .

　●ビジネス・プレゼンテーション 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals
•Be able to critically view and discuss the Informative Presentations of other students.
•Be able to critically view and discuss your own Informative Presentation.
•Be able to apply what you learn from the videos to future presentations.

We will observe three Video Review guidelines: 
13.The presenter self-critiques his or her presentation before other students offer critiques.
14.All comments are addressed directly to the presenter.
15.Comments should focus on specific strategies, and should be respectful.

Class 13　：　Informative Presentations and Video Review 3 (a) (Evaluated)

Homework for Class 14 is to write a self-critique of your practice Informative Presentation (for students who 
gave a presentation during Class 13).

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

特になし .

　●ビジネス・プレゼンテーション 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 14　：　Informative Presentations and Video Review 3 (b) (Evaluated)

Homework for Class15 is to write a self-critique of your practice Informative Presentation (for students who 

gave a presentation during Class 14).

Learning Goals
•Be able to critically view and discuss the Informative Presentations of other students.
•Be able to critically view and discuss your own Informative Presentation.
•Be able to apply what you learn from the videos to future presentations.

We will observe three Video Review guidelines: 
16.The presenter self-critiques his or her presentation before other students offer critiques.
17.All comments are addressed directly to the presenter.
18.Comments should focus on specific strategies, and should be respectful.

特になし .

　●ビジネス・プレゼンテーション 1
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals
•Be able to make connections between various topics from the entire course. 
•Be able to critically discuss what you have learned about Informative Presentation preparation and 

performance.
•Be able to apply what you have learned from the entire course to future presentations.

We will:
•Summarize main points from the course.
•Make connections between main points and concepts.
•Discuss any questions.

Class 15　：　Course Summary

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

特になし .

　●ビジネス・プレゼンテーション 1
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

ビジネス・コミュニケーション 2

ダニエル・ドーラン

• To prepare for each class you will have a homework assignment.
• Often you will work with other students in small groups, discussing the 

homework assignment or doing other activities.
• We will have many opportunities to practice presentation skills during class 

time.
• Evaluations:  Homework, one quiz, one presentation, one final exam. 

There is no textbook. 

前期　火曜 5 限

Homework:  40%
Quiz:    20%
Presentation:  10%
Final Test: 30%
AA = �1-100 points
A   =   �0-�0 points
B   =   70-79 points
C   =            60-6� points
D   =  less than 60 points

We will have a class blog 

site. I will give you access 

information.

I will provide all reading materials, or I will give you instructions on how to find 
materials.

The purpose of this course is to increase your business communication 
knowledge and abilities. We will discuss a variety of business communication 
topics, with a focus on improving practical communication skills. This course 
is more advanced than Business Communication 1. Although topics will be 
similar, Business Communication 2 requires more student involvement, more 
reading, and more writing than Business Communication 1.

Friday

11:00-1200

022-��5-4��6
dolan@econ.tohoku.ac.jp

実践・応用
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■講義の目的

■講義の概要

Class 1　:　Orientation
　●ビジネス・コミュニケーション 2

We will:

•Introduce our selves.

•Discuss the goals of the course.

•Discuss the course schedule.

•Q&A.

Class 1： Orientation
Class 2： Three Theories of Organizational Communication
Class 3： The Communication-Culture Connection
Class 4： Organizational Communication Effectiveness
Class 5： Business Writing
Class 6： Leadership Communication; Quiz
Class �： Management Communication
Class �： Rhetoric and Public Speaking
Class �： Presentation Preparation
Class 10： Presentation Performance
Class 11： Student Presentations (1)
Class 12： Student Presentations (2)
Class 13： Negotiation: Four Rules
Class 14：  Final Test
Class 15： Course Summary 
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

You will have homework to help you prepare for Class 3. We will discuss your homework results during 
Class 3.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 2 : Three Theories of Organizational Communication 

・Scholar  ・Theory  ・Function  ・Perspective
・Productive  ・Uncertainty   ・Perceive  ・Influence
・Innovation  ・Face   ・Narrative  ・Assumption
・Bond   ・Communal function

Learning Goals

• Be able to discuss three theories of organizational communication.

• Be able to identify and explain how one or more of these theories connects with your   personal 

experience.

• Be able to apply aspects of these three theories to issues and concepts in later chapters.

We will focus on three theories of organizational communication: 

1.Network systems.

2.Uncertainty reduction.

3.Narrative bonding.

　●ビジネス・コミュニケーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals
•　Be able to discuss the concept of culture.
•　Be able to identify and describe speech code features of a specific culture.
•　Be able to describe in writing specific cultural communication features described in an English-language 

academic essay.

We will focus on two key concepts: 
1.　Culture
2.　Speech codes

Class 3　：　The Communication-Culture Connection

You will have homework to help you prepare for Class 4. We will discuss your homework results during 
Class 4.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

・Custom ・Interact ・Symbol ・Code  ・Distinctive

・Validate ・Concept ・Social identity  ・Static

　●ビジネス・コミュニケーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 4　：　Organizational Communication Effectiveness

You will have homework to help you prepare for Class 5. We will discuss your homework results during 

Class 5.

Learning Goals
•　Be able to discuss the importance of effective organizational communication.
•　Be able to explain in writing several strategies for improving inter- and intra-organizational 

communication.
•　Be able to apply concepts and vocabulary from this chapter to classroom discussion of a specific case.

We will focus on two key areas of organizational communication: 
1.　Intra-organizational communication.
2.　Inter-organizational communication.

・Retention  ・Claim  ・Inter-organizational communication

・Intra-organizational communication  ・Tone  ・Conflict

・Reputation  ・Cohesive

　●ビジネス・コミュニケーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals
•　Be able to describe and discuss three rules for effective business writing.
•　Be able to recognize the differences between passive and active voice writing.
•　Be able to apply concepts from this chapter to writing assignments.

We will focus on three rules of business writing: 
1.　Serve your readers.
2.　Be simple and clear.
3.　Shorter is better.

Class 5　：　Business Writing

You will have homework to help you prepare for Class 6. We will discuss your homework results during 
Class 6.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

・Promotion  ・Persuade  ・Rep  ・Passive

　●ビジネス・コミュニケーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 6　：　Leadership Communication; Quiz

You will have homework to help you prepare for Class 7. We will discuss your homework results during 

Class �.

Learning Goals
•　Be able to discuss three features of leadership communication.
•　Be able to identify features of leadership communication in an assigned speech text.
•　Be able to apply concepts from this chapter to your own leadership development.

We will focus on three central qualities of leadership communication: 
•　Leaders have clear goals.
•　Leaders inspire confidence in others.
•　Leaders encourage others to use skills and talents. 

We also will take a short quiz that covers material and discussions from Classes 1-6.

・Loyalty  ・Inspire  ・Confidence  ・Encourage

・Genius  ・Motivate  ・Voice   ・Attitude

　●ビジネス・コミュニケーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals
•　Be able to discuss the importance of effective communication in organizations.
•　Be able to describe three rules for effective business communication.
•　Be able to apply concepts from this chapter to your own business communication.

We will focus on three rules for effective management communication: 
1.　Share all business information.
2.　Communicate openly and often.
3.　Reduce employee status language.

Class �　：　Management Communication

You will have homework to help you prepare for Class 8. We will discuss your homework results during 
Class �.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

・Value   ・Sector  ・Turnover  ・Prioritize

・Gatekeeper  ・Status  ・Impolite  ・Personal address terms

　●ビジネス・コミュニケーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class �　：　Rhetoric and Public Speaking

You will have homework to help you prepare for Class 9. We will discuss your homework results during 

Class �.

Learning Goals
•　Be able to discuss basic features of rhetoric.
•　Be able to select the appropriate type of speech for a specific speech situation.　
•　Be able to apply concepts from this chapter to speech preparation and speech performance activities.

We will focus on three central aspects of rhetoric: 
1.　The three major elements of rhetoric.
2.　The five canons of rhetoric. 
3.　The three kinds of persuasive appeal.

・Rhetoric  ・Canon   ・Mind  　 ・Soul

・Podium  ・Reason  ・Character  ・Premise

　●ビジネス・コミュニケーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals
•　Be able to discuss basic features of the rhetorical situation, audience and means of persuasion.
•　Be able to make effective decisions during presentation preparation exercises.
•　Be able to apply concepts from this chapter to your own public speaking preparation. 

We will focus on three central features of rhetoric:
1.　The rhetorical situation.
2.　Audience. 
3.　Means of persuasion.

Class �　：　Presentation Preparation

You will have homework to help you prepare for Class 10. We will discuss your homework results during 
Class 10.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

・Expectation  ・Reinforce  ・Testimony  ・Analogy

・Sympathy  ・Sincerity

　●ビジネス・コミュニケーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 10　：　Presentation Performance

You will have homework to help you prepare for Class 11. We will discuss your homework results during 

Class 11.

Learning Goals
•　Be able to discuss presentation performance strategies and techniques.
•　Be able to write effective notes for a practice speech performance.
•　Be able to apply concepts from this chapter to your own public speaking performance practice. 

We will discuss three public speaking performance skills:
1.　Be confident.
2.　Connect with your audience. 
3.　Lead your audience to your goal.

・Trust   ・Perception   ・Investment

・Hostile  ・Tension

　●ビジネス・コミュニケーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals
•　Be able to think and speak critically about the presentation performance strategies and techniques of 

other students.
•　Be able to give a presentation that demonstrates communication skills that are improved since you began 

the course.
•　Be able to apply your presentation experience to future improvement. 

We will use the entire class time for presentations and discussion of presentations. Half of the class will give 
presentations on this day.

Class 11　：　Student Presentations(1)

You will have homework to help you prepare for Class 12. We will discuss your homework results during 
Class 12.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　●ビジネス・コミュニケーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 12　：　Student Presentations (2)

You will have homework to help you prepare for Class 13. We will discuss your homework results during 

Class 13.

Learning Goals
•  Be able to think and speak critically about the presentation performance strategies and techniques of other 

students.
•  Be able to give a presentation that demonstrates communication skills that are improved since you began 

the course.
•  Be able to apply your presentation experience to future improvement. 

We will use the entire class time for presentations and discussion of presentations. Half of the class will give 
presentations on this day.

　●ビジネス・コミュニケーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals
•Be able to discuss the unique qualities and challenges of negotiation communication.
•Be able to understand and discuss the four basic rules of negotiation.
•Be able to apply the four basic rules of negotiation during negotiation exercises. 
We will focus on four basic rules of negotiation:
1.Separate the people from the problem.
2.Focus on interests, not positions.
3.Find options for mutual gain.
4.Insist on using objective standards.

Class 13　：　Negotiation :  Four Rules

You will have homework to help you prepare for Class 14. We will discuss your homework results during 
Class 14.

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

・Clash   ・Resolve  ・Mutual  ・Collaboration

・Interests  ・Brainstorm  ・Principle  ・Efficiency

・Arbitration

　●ビジネス・コミュニケーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

Class 14　：　Final Test

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

You will have the entire class period to take your final test. 

特になし .

　●ビジネス・コミュニケーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

We will:

•　Summarize main points from the course

•　Make connections between main points and concepts

•　Discuss any questions

Class 15　：　Course Summary

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

特になし .

　●ビジネス・コミュニケーション 2
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

ビジネス・プレセンテーション 2

ダニエル・ドーラン

• To prepare for each class you often will have a homework assignment.
• Often you will work with other students in small groups, discussing the 

homework assignment or doing other activities.
• We will have many opportunities to practice presentation skills during class 

time.
• There will be no written tests. Only homework and presentations will be 

evaluated.
• All presentations will be videotaped and reviewed by the class to help us 

improve. 

There is no textbook. 

後期　火曜 5 限

Homework:  35%
Presentations: 65%

AA = �1-100 points
A   =   �0-�0 points
B   =   70-79 points
C   =            60-6� points
D   =  less than 60 points

Friday 

11:00-1200

We will have a course blog 

site. I will give you access 

information on the first day.

NOTE:  S tuden ts  shou ld 

take Business Presentation 

1 before taking this class. If 

you have not taken Business 

Presentation 1, you must get 

my special permission before 

registering for this class. 

I will provide all reading materials, or I will give you instructions on how to find 
materials.

The purpose of this course is to increase your business presentation knowledge 
and abilities.
We will discuss a variety of business presentation topics, with a focus on 
improving practical persuasive presentation skills. This course is more 
advanced than Business Presentation 1. In this course we will focus on 
persuasive presentations, which generally are more complex than informative 
presentations.

022-��5-4��6
dolan@econ.tohoku.ac.jp

実践・応用
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■講義の目的

■講義の概要

Class 1　:　Orientation
　●ビジネス・プレゼンテーション 2

We will:

•Introduce our selves.

•Discuss the goals of the course.

•Discuss the course schedule.

•Q&A.

Class 1： Orientation
Class 2： Rhetoric and Public Speaking
Class 3： Persuasive Presentation Preparation
Class 4： Persuasive Presentation Performance
Class 5： Persuasive Presentations and Video Review (a) (practice)
Class 6： Persuasive Presentations and Video Review (b) (practice)
Class �： Persuasive Presentations and Video Review 1 (a) (evaluated)
Class �： Persuasive Presentations and Video Review 1 (b) (evaluated)
Class �： Student-Instructor Private Meetings
Class 10： Persuasive Presentations and Video Review 2 (a) (evaluated)
Class 11： Persuasive Presentations and Video Review 2 (b) (evaluated)
Class 12： Student-Instructor Private Meetings
Class 13： Persuasive Presentations and Video Review 3 (a) (evaluated)
Class 14：  Persuasive Presentations and Video Review 3 (b) (evaluated)
Class 15： Course Summary 
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

You will have homework to help you prepare for Class 3. We will discuss your homework results during 
Class 3.

Class 2 : Rhetoric and Public Speaking

・Rhetoric  ・Canon  ・Mind  ・Soul  ・Podium
・Reason  ・Character  ・Premise

Learning Goals
•Be able to discuss basic features of rhetoric.
•Be able to select the appropriate type of speech for a specific speech situation.
•Be able to apply concepts from this chapter to speech preparation and speech performance activities.

We will focus on three central aspects of rhetoric: 
1.The three major elements of rhetoric.
2.The five canons of rhetoric. 
3.The three kinds of persuasive appeal.

　●ビジネス・プレゼンテーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals
•Be able to discuss basic features of the rhetorical situation, audience and means of persuasion.
•Be able to make effective decisions during presentation preparation exercises.
•Be able to apply concepts from this chapter to your own public speaking preparation. 

We will focus on three central features of rhetoric:
1.The rhetorical situation.
2.Audience. 
3.Means of persuasion.

Class 3　：　Persuasive Presentation Preparation

You will have homework to help you prepare for Class 4. We will discuss your homework results during 
Class 4.

・Expectation  ・Reinforce  ・Testimony  ・Analogy

・Sympathy  ・Sincerity

　●ビジネス・プレゼンテーション２
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Class 4　：　Persuasive Presentation Performance

You will have homework to help you prepare for Class 5. We will discuss your homework results during 

Class 5.

Learning Goals
•Be able to discuss presentation performance strategies and techniques.
•Be able to write effective notes for a practice speech performance.
•Be able to apply concepts from this chapter to your own public speaking performance practice. 

We will discuss three public speaking performance skills:
1.Be confident.
2.Connect with your audience. 
3.Lead your audience to your goal.

・Trust  ・Perception  ・Investment  ・Hostile

・Tension

　●ビジネス・プレゼンテーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

•We will spend the entire class time practicing student Informative Presentations.

•Each presentation will be videotaped and reviewed directly after each performance.

During Class 6 the second half of the class will give practice Informative Presentations. 

Class 5　：　Persuasive Presentations and Video Review (a) (Practice)

Homework for Class 6 is to write a self-critique of your practice Informative Presentation (for students who 
gave a practice presentation during Class 5). 

　●ビジネス・プレゼンテーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Class 6　：　Persuasive Presentations and Video Review (b) (Practice)

Homework for Class 7 is to write a self-critique of your practice Informative Presentation (for students who 

gave a practice presentation during Class 6).

•We will spend the entire class time practicing student Informative Presentations.

•Each presentation will be videotaped and reviewed directly after each performance.

During Class 6 the second half of the class will give practice Informative Presentations. 

　●ビジネス・プレゼンテーション 2



610東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals
•Be able to critically view and discuss the Persuasive Presentations of other students.
•Be able to critically view and discuss your own Persuasive Presentation.
•Be able to apply what you learn from the videos to future presentations.

We will observe three Video Review guidelines: 
1.The presenter self-critiques his or her presentation before other students offer critiques.
2.All comments are addressed directly to the presenter.
3.Comments should focus on specific strategies, and should be respectful.

Class �　：　Persuasive Presentations and Video Review 1 (a) (Evaluated)

Homework for Class 8 is to write a self-critique of your practice Informative Presentation (for students who 
gave a presentation during Class 7). 

　●ビジネス・プレゼンテーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Class �　：　Persuasive Presentations and Video Review 1 (b) (Evaluated)

Homework for Class 9 is to write a self-critique of your practice Informative Presentation (for students who 

gave a presentation during Class 8).

Learning Goals
•Be able to critically view and discuss the Persuasive Presentations of other students.
•Be able to critically view and discuss your own Persuasive Presentation.
•Be able to apply what you learn from the videos to future presentations.

We will observe three Video Review guidelines: 
4.The presenter self-critiques his or her presentation before other students offer critiques.
5.All comments are addressed directly to the presenter.
6.Comments should focus on specific strategies, and should be respectful.

　●ビジネス・プレゼンテーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

The entire class time will be given to private, 10-minute meetings between students and the instructor. 
Students should be prepared to show the instructor an organized outline of their next presentation. During 
these private meetings, other students should work on their presentation outlines.

Class �　：　Student-Instructor Private Meetings

　●ビジネス・プレゼンテーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Class 10　：　Persuasive Presentations and Video Review 2 (a) (Evaluated)

Homework for Class 11 is to write a self-critique of your practice Informative Presentation (for students who 

gave a presentation during Class 10).

Learning Goals
•Be able to critically view and discuss the Persuasive Presentations of other students.
•Be able to critically view and discuss your own Persuasive Presentation.
•Be able to apply what you learn from the videos to future presentations.

We will observe three Video Review guidelines: 
�.The presenter self-critiques his or her presentation before other students offer critiques.
8.All comments are addressed directly to the presenter.
9.Comments should focus on specific strategies, and should be respectful.

　●ビジネス・プレゼンテーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals
•Be able to critically view and discuss the Persuasive Presentations of other students.
•Be able to critically view and discuss your own Persuasive Presentation.
•Be able to apply what you learn from the videos to future presentations.

We will observe three Video Review guidelines: 
10.The presenter self-critiques his or her presentation before other students offer critiques.
11.All comments are addressed directly to the presenter.
12.Comments should focus on specific strategies, and should be respectful.

Class 11　：　Persuasive Presentations and Video Review 2 (b) (Evaluated)

Homework for Class 12 is to write a self-critique of your practice Persuasive Presentation (for students who 
gave a presentation during Class 11).

　●ビジネス・プレゼンテーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Class 12　：　Student-Instructor Private Meetings

The entire class time will be given to private, 10-minute meetings between students and the instructor. 
Students should be prepared to show the instructor an organized outline of their next presentation. During 
these private meetings, other students should work on their presentation outlines.

　●ビジネス・プレゼンテーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals
•Be able to critically view and discuss the Persuasive Presentations of other students.
•Be able to critically view and discuss your own Persuasive Presentation.
•Be able to apply what you learn from the videos to future presentations.

We will observe three Video Review guidelines: 
13.The presenter self-critiques his or her presentation before other students offer critiques.
14.All comments are addressed directly to the presenter.
15.Comments should focus on specific strategies, and should be respectful.

Class 13　：　Persuasive Presentations and Video Review 3 (a) (Evaluated)

Homework for Class 14 is to write a self-critique of your practice Informative Presentation (for students who 
gave a presentation during Class 13).

　●ビジネス・プレゼンテーション 2
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Class 14　：　Persuasive Presentations and Video Review 3 (b) (Evaluated)

Homework for Class15 is to write a self-critique of your practice Informative Presentation (for students who 

gave a presentation during Class 14).

Learning Goals
•Be able to critically view and discuss the Persuasive Presentations of other students.
•Be able to critically view and discuss your own Persuasive Presentation.
•Be able to apply what you learn from the videos to future presentations.

We will observe three Video Review guidelines: 
16.The presenter self-critiques his or her presentation before other students offer critiques.
17.All comments are addressed directly to the presenter.
18.Comments should focus on specific strategies, and should be respectful.

　●ビジネス・プレゼンテーション２
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

Learning Goals
•Be able to make connections between various topics from the entire course. 
•Be able to critically discuss what you have learned about Persuasive Presentation preparation and 

performance.
•Be able to apply what you have learned from the entire course to future presentations.

We will:
•Summarize main points from the course.
•Make connections between main points and concepts.
•Discuss any questions.

Class 15　：　Course Summary

　●ビジネス・プレゼンテーション 2
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

環太平洋経営事情

C. Jeffrey Char

 This course focuses on strengthening your understanding of the major issues 
and challenges involved in starting and managing new businesses in Asia.  There 
will be a specific focus on businesses and the styles of management of firms 
headquartered in the Pacific Rim.
  Upon completion of this course, students will be able to effectively analyze and 
explain business trends and challenges involved in starting and managing new 
businesses in Asia.

 Students must be able to read university-level English.  Lectures and presentations 
will be made in English so university-level English listening comprehension is 
required.  Classroom discussion will be in Japanese and English.

 This will be a fast-paced challenging and intensive course.  The course will be 
conducted as a seminar with lectures, presentations, and discussions.
 1.  Attendance/Participation/Lectures:
  I require regular on-time attendance. Active participation   and involvement in 
class activities counts and is an integral part of the grading criteria.   The lectures 
and presentations will supplement the assigned readings.   If there are questions 
about the readings, please ask.
2.  Readings: 
 For each Harvard Business Review article, prepare a 1-2 paragraph summary 
(approximately 150 words) on one point that you believe is important and/
or interesting.  For “Saying Yes to Japan,” prepare a one page summary 
(approximately 250 words) on one point that you believe is important and/or 
interesting
3.  Final Examination:
 Comprehensive written examination based on text, lectures and all class activities. 

•“Saying Yes to Japan: How Outsiders are Reviving a Trillion Dollar Services 
Market,” published by Vertical Inc. (2005).  (Japanese language edition being    
published by Nikkei Business Publications, Inc. in Spring 2006)

•“The End of Corporate Imperialism,” Harvard Business Review, 12/1/2004 　
(Prod#: �4�5)

•“Distance Still Matters: The Hard Reality of Global Expansion,” Harvard 　　
Business Review, 12/1/2004 (Prod#: �533)

連続講義

（予定：８月 28 日～ 9 月 1 日）

1.Attendance/　Participation/
Lectures: 　(40%)

2.  Readings: (40%)
3. Final Examination:（20%)

 Although I am based in Tokyo, I 
will be staying near the University 
during the week I am teaching this 
course and easily available to meet 
with students.

　I can also be reached anytime 
via e-mail at jeff@j-seed.com.  All 
e-mail is automatically forwarded 
to my mobile phone.

展開
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■講義の予定

第 1 日：
 ・Introduction 
 ・International Business & Cross Culture Relations 
 ・Government Policy & Economic Development : Singapore Inc.

第 2 日：
 ・Multinational Corporations & Globalization : 
   The End of Corporate Imperialism           Read Prior to:  Prod#: 8495　
 ・Risk Assessment & Corporate Strategy : Strategies That Fit Emerging Markets 
 ・Competition : The Hidden Dragons

第 3 日：
 ・Entrepreneurship : Opportunities vs. Problems Read Prior to:  Saying Yes to Japan
 ・Promising Industries : Service Businesses in Japan 
 ・How Foreigners View Japan :  Looking in from The Outside

第 4 日：
 CAGE Framework : 
  Distance Still Matters: The Hard Reality of Global Expansion 
       Read Prior to: Prod#: 8533
 Supply Chain Management : SCM Hong Kong Style:  Li & Fung 
 Corporate Culture & Reorganization : Saving the Business Without Losing the Company

第 5 日：
 Final Examination 

　　　　　1. 出題範囲：講義内容すべて .
　　　　　2. 持ち込みは一切認めない .



 Accounting School, Tohoku University 

■ 2006 年度東北大学会計大学院シラバス

■　IT と統計領域

■　IT 戦略分野
■　IT 計画分野
■　IT 運用分野
■　統  計  分  野
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

企業情報システム

安田　一彦

　全 15 回の授業を以下の順で行う . 教員による一方的な講義形式では
なく，受講者との討論を交えた双方向の授業方法で進める . 積極的な授
業への参画が求められる .
　１．情報技術（IT）の変遷            ８．ERP 事例：SAP の R/3
　２．IT マネジメント             ９．エンタープライズ・システム（ES）
　３．経営情報システム（MIS）            10. Web ベース ES の最新状況
　４．意思決定支援システム（DSS)     11. 最高情報統括責任者（CIO）
　５．戦略的情報システム（SIS）         12. IT ガバナンス
　６．経営戦略と IT 戦略の整合           13. 企業経営における IT の真価
　７．統合基幹業務システム（ERP)     14. 今後の企業情報システム
　　　　　　　　　                               15. 期末試験

・コンピュータのハードウェア及びソフトウェアに関する基礎知識

・企業経営における情報システムの重要性に関する認識及び関心

特に指定しない . 毎回，講義資料を配布し，これを用いて授業を進める .

前期　金曜 4 限

・期末試験での筆答試験を
重視する .

・期末試験（50%），課題
レポート（30%），授業
への貢献度（20%）で評
価する .

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D60 点未満，不合格 )

毎週水曜日

10:00-12:00

研究室は経済学部棟 6 階
616 室
022-795-6296
yasuda@econ.tohoku.ac.jp

・講義は発表・討論形式で

進行するので，履修者の

積極的な講義への参画を

求める .

・事前の予習（資料読解・

分析等）は講義出席の必

須条件である .

　授業中に随時紹介する . 多数の出版物があるが，次の図書を特に推薦
する .
・宮川公男（編者）「経営情報システム」[ 第 3 版 ] 中央経済社
・トーマス・ダベンポート（著）「ミッション・クリティカル」ダイヤ
モンド社

　企業情報システムの沿革，現状及び将来の方向について学習する . 企

業経営の視点から，企業情報システムの戦略的価値を正しく理解でき

る能力を養成することを目的とする .

基礎
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・コンピュータの発展の歴史を学ぶ .

・企業経営における情報技術の役割を理解する .

・最新の情報通信技術（ICT）の現状を把握する .

第 1 回 　情報技術（IT）の変遷

●企業情報システム

・ノーランの発展段階説
・集中処理と分散処理
・アーキテクチャ
・コンピュータ・ネットワーク
・インターネット

宿題（予習）：次の図書で指定する章を精読し，コンピュータの基本知識を習得すること .

　・宮川公男（編著）「経営情報システム」[ 第 3 版 ] 中央経済社

　　　第Ⅱ部　コンピュータと情報技術

　　　第 4 章　ハードウェア

　　　第 5 章　ソフトウェア

　　　第 6 章　データベース

授業中，講義で利用する資料を配布する .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・日米欧企業における IT マネジメントに関する相違を理解する .

・著者らが主張する「５つの原理」を批判的に再考する .

・IT マネジメント（IT を活用した企業経営）の本質を理解する .

・IT の「戦略的整合」と「戦略的直感」
・IT 投資における「効果」と「効率」
・経営課題解決のための「IT ソリューション」
・IT 部門と IT ユーザーの「協調」と「対立」
・情報システム設計

宿題（予習）：次の論文を精読し，A4 用紙 2 枚に要旨をまとめたレポートを提出すること .

　・M・ベンソー＆マイケル・アール（共著）

　　「IT マネジメント５つの原理」

　　DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー，1999 年 2 － 3 月号，pp. 98 – 112.

IT マネジメント全般については，次の図書がある .

　・半田純一・綿谷　洋（共著）「IT マネジメント」東洋経済新報社

　・武藤泰明（著）「[ 入門 ]　IT マネジメント戦略」PHP 研究所

第 2 回 　IT マネジメント

●企業情報システム
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・経営情報システムの概念・役割・本質を理解する .

・MIS の誕生・流行・終焉の時代的背景を学ぶ .

・その後の MIS について再考する .

第 3 回 　経営情報システム（MIS）

●企業情報システム

・アンソニーの「経営管理活動と経営階層」
・ゴーリー＝スコット・モートンの「情報要求モデル」
・トランザクション処理
・デービスの「経営情報システム構造モデル」
・エメリの「経営情報システム構造モデル」

宿題（予習）：次の図書で指定する章を精読し MIS に関する基本知識を理解すること .

　・宮川公男（編著）「経営情報システム」[ 第 3 版 ] 中央経済社

　　　第 7 章　経営情報システム

多くの出版物があるが，次の図書を推薦する .

　・ジェームス・C・エメリ（著）

　　「エグゼクティブのための経営情報システム：戦略的情報管理」TBS ブリタニカ
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・意思決定支援システムの概念・役割・本質を理解する .

・DSS の誕生・流行・終焉の時代的背景を学ぶ .

・その後の DSS について再考する .

・半定型的または半構造的な意思決定問題
・サイモンの意思決定プロセス
・DSS ジェネレータ
・人工知能（AI）
・専門家システム（エキスパート・システム）

宿題（予習）：次の図書で指定する章を精読し，DSS の基本知識を理解すること .

　・宮川公男（編著）「経営情報システム」[ 第 3 版 ] 中央経済社

　　　第 8 章　意思決定支援システム

多くの出版物があるが，次の図書を推薦する .

　・R.H. スプレーグ Jr．＆ E.D. カールソン（共著）

　　「意思決定支援システム DSS：実効的な構築と運営」東洋経済新報社

第４回　意思決定支援システム（DSS）

●企業情報システム
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・戦略的情報システムの概念・役割・本質を理解する .

・SIS の誕生・流行・終焉の時代的背景を学ぶ .

・その後の SIS について再考する .

第５回　戦略的情報システム（SIS）

●企業情報システム

・情報技術の戦略的活用
・ポーターの「競争優位の基本戦略」
・ワイズマンの「戦略スラスト」
・アメリカン航空のコンピュータ座席予約システム SABRE
・セブン・イレブン・ジャパンの POS システム

宿題（予習）：次の図書で指定する章を精読し，SIS の基本知識を理解すること .

　・宮川公男（編著）「経営情報システム」[ 第 3 版 ] 中央経済社

　　　第 9 章　戦略的情報システム

多くの出版物があるが，次の図書を推薦する .

　・チャールズ・ワイズマン（著）

　　「戦略的情報システム：競争戦略の武器としての情報技術」ダイヤモンド社
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・企業経営における「情報技術（IT）の戦略的活用」の重要性を理解する .

・「経営戦略と IT 戦略の整合（Alignment）」の概念を理解する .

・整合モデルの事例（ケース）を通じて，「整合」の本質を正しく把握する .

・戦略的情報システム（SIS）
・ヘンダーソンの戦略的整合モデル
・経営戦略・事業戦略と IT 戦略
・e ビジネス
・ERP・SCM・CRM

宿題（予習）：次の論文を精読し，A4 用紙 2 枚に要旨をまとめたレポートを提出すること .

　・マイケル E・ポーター　（著）

　　「戦略の本質は変わらない」

　　DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー，2001 年 5 月号，pp. 52 – 77.

多くの出版物があるが，次の図書を推薦する .

　・岡本行二（監訳）「SIS の構築技法」オーム社

　・IBM コンサルティング・グループ（著）

　　「最適融合の IT マネジメント：競争優位を実現する戦略立案ステップ」　ダイヤモンド社

第６回　経営戦略と IT 戦略の整合

●企業情報システム
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・統合基幹業務システムの概念・役割・本質を理解する .

・ERP の誕生・流行・現状の時代的背景を学ぶ .

・今後の ERP 発展の方向について考察する .

第７回　統合基幹業務システム（ERP）

●企業情報システム

・ERP の発展経緯（MRP，MRP Ⅱ）
・ERP 概念，ERP システム，ERP パッケージ
・統合データベース
・EAI（Enterprise Application Integration）
・アプリケーション・バックボーン

宿題（予習）：次の論文を精読し，A4 用紙 2 枚に要旨をまとめたレポートを提出すること .

　・トーマス・H・ダベンポート（著）

　　「既製の ERP を効果的に活用する法」

　　DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー，1998 年 10 － 11 月号，pp. 74 – 87.

授業中，講義で利用する資料を配布するが，次の図書を推薦する .

　・ERP 研究推進フォーラム（監修）

　　「ERP 経営革命：究極の生産性向上戦略」ダイヤモンド社
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・SAP 社による ERP システム開発の歴史と発展を学ぶ .

・SAP　R/3 の基本機能と全体構造を理解する .

・R/3 導入事例を通して，企業情報化における ERP の意義を理解する .

・R/3 パッケージ・ソフトウェア
・R/3 導入の目的と効果
・R/3 のメリットとデメリット
・R/3 導入方法論と導入プロジェクト
・R/3 の最新バージョン

宿題（予習）：以下の SAP ジャパン社ホームページから，関連情報を入手すること .

　・http://www.sap.co.jp/

多くの出版物があるが，次の図書を推薦する .

　・吉川博之（著）

　　「IT による業務革新への挑戦：東洋ゴム工業の事例に学ぶ実践ノウハウ」工業調査会

　・ERP 研究会（著）

　　「SAP 革命」，「SAP　R/3 ハンドブック」，「図解　ERP 入門」

　　日本能率協会マネジメントセンター

第８回　ERP 事例：SAP の R/3

●企業情報システム
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・ES と ERP システムの相違について議論する .

・企業経営における ES の戦略的価値を理解する .

・ES の将来について展望する .

第９回　エンタープライズ・システム（ES）

●企業情報システム

・ミッション・クリティカル
・ビジネス・プロセス・リエンジニアリング（BPR）
・ナレッジ・マネジメント（KM）
・ES と企業組織変革
・ES 導入企業事例

宿題（予習）：次の論文を精読し，A4 用紙 2 枚に要旨をまとめたレポートを提出すること .

　・トーマス　H・ダベンポート（著）

　　「競争優位を生み出すエンタープライズ・システム」

　　DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー，2000 年 6 － 7 月号，pp. 42 – 53.

関連図書として，次の出版物がある .

　・トーマス・ダベンポート（著）

　　「ミッション・クリティカル：ERP からエンタープライズ・システムへ」　ダイヤモンド社
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・インターネット利用の企業情報システムの現状を学ぶ .

・IT アプリケーションにおける所有から利用への転換の意義を理解する .

・IT 資産，IT 投資における新しい概念を議論する .

・Web サービス・アーキテクチャ
・アプリケーション・サービス・プロバイダー（ASP）
・IT アウトソーシング
・アンバンドリングとリバンドリング
・ソフトウェアのオープン化

宿題（予習）：次の論文を精読し，A4 用紙 2 枚に要旨をまとめたレポートを提出すること .

　・ジョン・ヘーゲル３世＆ジョン・シーリー・ブラウン（共著）

　　「所有から利用への IT マネジメント」

　　DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー，2001 年 12 月号，pp. 115 – 127.

同一著者による次の書籍を推薦する .

　・ジョン・ヘーゲルⅢ世＆マーク・シンガー（共著）

　　「ネットの真価：インフォミディアリが市場を制する」東洋経済新報社

　・ジョン・ヘーゲルⅢ世（著）「今こそ見直したい IT 戦略」ランダムハウス講談社

第 10 回　Web ベース ES の最新状況

●企業情報システム



634東北大学会計大学院シラバス 2005

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・企業経営における CIO の役割を認識する .

・CIO に求められる資質と能力を理解する .

・事例を通して日米の CIO の現状に関する相違を把握する .

第 11 回　最高情報統括責任者（CIO）

●企業情報システム

・クリティカル・サクセス・ファクター（CSF）
・情報システムの TCO
・IT ライフサイクル
・IT セキュリティ
・IT 生産性パラドックス

宿題（予習）：次の論文を精読し，A4 用紙 2 枚に要旨をまとめたレポートを提出すること .

　・ドーン・レポールほか（著）

　　「CIO の資質と能力」

　　DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー，2000 年 6 － 7 月号，pp. 56 – 67.

CIO に関する図書として，次の 2 点がある .

　・竹安数博（著）「CIO 実践要領ノート」ダイヤモンド社

　・野村総合研究所・システムコンサルティング事業本部（著）

　　「図解　CIO ハンドブック」野村総合研究所
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・IT ガバナンス（統治）の本質を理解する .

・コーポレイト・ガバナンス（企業統治）と IT ガバナンスの関係を学ぶ .

・IT ガバナンスにおける６つの戦略シナリオについて議論する .

・IT ポートフォリオ
・IT 監査
・IT ケイパビリティ
・IT セキュリティ
・IT プロジェクト

宿題（予習）：次の論文を精読し，A4 用紙 2 枚に要旨をまとめたレポートを提出すること .

　・ピーター・ウェイル＆ジェーン　W・ロス（共著）

　　「IT ガバナンス：６つの戦略シナリオ」

　　DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー，2003 年 3 月号，pp. 151 – 160.

多くの論文や資料が公表されているが，次の図書がある .

　・甲賀憲二，林口英治，外村俊之（共著）「IT ガバナンス」NTT 出版

第 12 回　IT ガバナンス

●企業情報システム
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・企業経営における情報技術（IT）の戦略的価値を考察する .

・カー論文「もはや IT に戦略的価値はない」を徹底的に議論する .

・IT の社会経済的側面から IT の真価を検証する .

第 13 回　企業経営における IT の真価

●企業情報システム

・IT の独占技術とインフラ技術
・IT のコモディティ化
・ベスト・プラクティス
・ビジネス・イノベーション
・ニュー・エコノミー

宿題（予習）：次の論文を精読し，A4 用紙 2 枚に要旨をまとめたレポートを提出すること .

　・ニコラス　G・カー（著）

　　「もはや IT に戦略的価値はない」

　　DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー，2004 年 3 月号，pp. 137 – 154.

上記論文と密接に関連しているので，以下の論文も合わせてレポートすること .

・ダイアナ・ファレル（著）

　　「ニュー・エコノミーの真実」

　　DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー，2004 年 2 月号，pp. 24 – 35.
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・企業情報システムの将来を展望する .

・これからの企業情報システムに求められる役割を議論する .

・企業情報システムに関する現在進行中の変化を理解する .

・ユビキタス・ネットワーク
・ミドルウェア
・部分最適から全体最適へ
・エンタープライズ・アーキテクチャ（EA）
・IT 企業文化

宿題（予習）：次の論文を精読し，A4 用紙 2 枚に要旨をまとめたレポートを提出すること .

　・チャーリー　S・フェルド＆ドナ　B・ストッダード（共著）

　　「IT ターンアラウンド」

　　DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー，2004 年 10 月号，pp. 149 – 158.

次の図書 2 点を推薦する .

　・淀川高喜（著）

　　「情報技術が企業を変える：経営者・情報技術者にむけた企業革新戦略の提案」

　　野村総合研究所

　・内野　明，小澤行正，村田　潔（編）

　　「ビジネスチェンジ：情報技術が変える仕事・組織・人」同文舘

第 14 回　今後の企業情報システム

●企業情報システム
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

試験の目的：以下の事項に関する学習到達度を試験する .

　・企業経営における情報技術の役割とその重要性に関する理解度

　・情報技術の進歩に伴う企業情報システムの発展経緯及び歴史的意義に関する把握度

　・最新の企業情報システムの現状及び課題に関する理解度

　・今後の企業情報システムの将来に関する洞察度

試験の方法：試験時間 90 分で，論述形式の筆答試験を課す .

評価の方法：50 点満点で採点する .

第 15 回　期末試験

●企業情報システム

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

ビジネス・プロセス

松本　巌

　これからの経営にはＩＴの活用が不可欠であり，特に，経営や業務を

実践する実務者とＩＴ化を推進する技術者との間で事業の仕組みを的確

に伝達し合うことが重要である . この講座では実務者の立場で事業の仕組

みを論理的に議論し，ＩＴ技術者に伝える手段としてビジネス・プロセ

スを位置づけ，業務を多面的にモデル化する手法の会得とその活用法の

理解を目的とする .

・ 特に特定分野の深い知識は必要としない .
・ 一般常識と論理的思考能力 .

・ 講義と実習を組み合わせた，体験学習を重視した内容とする .

・ 講義は，ビジネスモデルの構成と役割，各モデル化手法の解説，およ

びそれらの活用法を適時行う .

・ 実習は，身近な課題をテーマにモデル化手法に沿ってグループ討議と

体験を通して実施する .

・ 実習では業務を多面的にモデル化するため複数のソフトウエアを使っ

て実施する .

テーマごとに資料を配布する .

連続講義

（予定：9 月 25 日～ 9 月 29 日）

・実習結果（40％），実習時
の討議態度（20％），レポー
ト（40％）

・AA(90 点 以 上 )，　　　　
A(80 点 以 上 90 点 未 満 )，
B(70 点 以 上 80 点 未 満 )，
C(60 点 以 上 70 点 未 満 )，
D(60 点未満；不合格 )

講義終了後（東京からの出
張講義のため）

i_matsu@jeel.co.jp

・ 実習では，３～５名のグ

ループに分かれ，ソフト

ウエアツール（30 日間

利用可能）を使って行う

ことから，グループ単位

に Windows2000 または

XP で動作するノート PC

を準備すること .

必要に応じで講義の中で紹介する．

展開
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■講義の予定

第 1 回：9 月 25 日（月）

1：オリエンテーション

2：アクティビティ・モテリング（IDEFO）手法の解説

3：アクティビティ・モテリング実習（１）

第 2 回：9 月 26 日（火）

4：アクティビティ・モテリング実習（２）

5：アクティビティ・モテリング実習（３）

6：アクティビティ・モテリング実習（４）

第 3 回：9 月 27 日（水）

７：アクティビティ・モテリングの活用

８：プロセス記述獲得手法（IDEF3）の解説と実習

９：プロセス・モデルとは

第 4 回：9 月 28 日（木）

10：情報／データモデリング（IDEF1X）手法の解説

11：情報モデリングの演習（１）

12：情報モデリングの演習（２）

第 5 回：9 月 29 日（金）

13：サプライチェーンの参照モデル（SCOR）

14：ビジネス・モデルと IT 化の関係

15：BPR（改革）とビジネス・モデル
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

事例研究 1（企業情報システム）

安田　一彦

　日本企業における企業情報システムの先進的な活用事例を分析するこ
とにより，企業経営における企業情報システムに関する諸問題を理解し，
課題解決能力を養成することを目的とする . 
　次の 4 項目を目標にする .
・企業経営における情報技術（IT）の戦略的活用の実態を理解する .
・代表的な事例を用いて企業情報システムの現状と課題を把握する .
・企業の経営戦略・事業戦略と IT 戦略の整合の重要性を認識する .
・事例研究，ケース作成を通じて企業情報システムへの理解を深める .

履修希望者は必ず授業科目「企業情報システム」を先行履修すること .

授業全体を 3 部構成とし，以下の順で進める .
・第 1 部は 3 回の授業からなる . 指定教科書に沿って，教員から事例研

究で用いられる代表的な概念・ツール・分析方法等について講義す
る . さらに，80 年代における代表的な戦略的情報システム（SIS）の
事例を用いて，事例研究の概要と進め方を解説する .

・第 2 部は 6 回の授業からなる . 受講者各自が指定教科書に掲載されて
いる企業情報システムの事例を分析し，その結果を発表する . この発
表に対して，教員が講評する .

・第 3 部は 6 回の授業からなる . 受講者各自が取り組んだケースを報告
する . この報告に対して，教員も含め受講者全員で討論する . ケース
対象として取り上げる企業として，ヤマト運輸，セブン - イレブン・ジャ
パン，花王，アサヒビール，松下電器産業などを予定している . その他，
先進的な企業情報システムを活用している日本企業も含む .

ウィリアム・ラップ（著）「成功企業の IT 戦略」日経 BP 社

適宜，授業中に紹介するが，次の図書を推薦する .
・IBM コンサルティング・グループ「最適融合の IT マネジメント」ダイヤモンド社
・岸・相原（編著）「情報技術を活かす組織能力」中央経済社
・國領二郎（監修）「IT ケイパビリティ」日経 BP 企画

後期　金曜 3 限

・期末試験での筆答試験は課
さない .

・ケース報告書（50%），事
例 分 析 レ ポ ー ト（30%），
授業への貢献度（20%）で
評価する .

・AA(90 点以上 )，
  A(80 点 以 上 90 点 未 満 )，

B(70 点 以 上 80 点 未 満 )，
C(60 点 以 上 70 点 未 満 )，
D(60 点未満，不合格 )

毎週水曜日

10:00-12:00

研究室は経済学部棟 6 階

616 室

022-795-6296

yasuda@econ.tohoku.ac.jp

・講義は発表・討論形式で

進行するので，履修者の積

極的な講義への参画を求め

る .

・事前の予習（資料読解・

分析等）は講義出席の必須

条件である .

実践・応用
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：戦略的情報システムＳＩＳ

第 3 回：経営戦略とＩＴ戦略の整合・融合

第 4 回：ケース１「武田薬品工業」

第 5 回：ケース２「新日本製鉄」

第 6 回：ケース３「トヨタ自動車」

第 7 回：ケース４「イトーヨーカ堂」

第 8 回：ケース５「明治生命保険」

第 9 回：ケース６「シティグループ」

第 10 回：課題事例（例：ヤマト運輸）

第 11 回：課題事例（例：セブン・イレブン・ジャパン）

第 12 回：課題事例（例：花王）

第 13 回：課題事例（例：アサヒビール）

第 14 回：課題事例（例：松下電器産業）

第 15 回：まとめ
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

事例研究 2（企業情報システム）

安田　一彦

　欧米企業における企業情報システムの先進的な活用事例を分析するこ
とにより，企業経営における企業情報システムに関する諸問題を理解し，
課題解決能力を養成することを目的とする .
　次の 4 項目を目標にする .
・企業経営における情報技術（IT）の戦略的活用の実態を理解する .
・代表的な事例を用いて企業情報システムの現状と課題を把握する .
・企業の経営戦略・事業戦略と IT 戦略の整合の重要性を認識する .
・事例研究，ケース作成を通じて企業情報システムへの理解を深める .

履修希望者は必ず授業科目「企業情報システム」を先行履修すること .

授業全体を 3 部構成とし，以下の順で進める .
・第 1 部は 3 回の授業からなる . 指定教科書に沿って，教員から事例研

究で用いられる代表的な概念・ツール・分析方法等について講義す
る . さらに，80 年代における代表的な戦略的情報システム（SIS）の
事例を用いて，事例研究の概要と進め方を解説する .

・第 2 部は 6 回の授業からなる . 受講者各自が指定教科書に掲載されて
いる企業情報システムの事例を分析し，その結果を発表する . この発
表に対して，教員が講評する .

・第 3 部は 6 回の授業からなる . 受講者各自が取り組んだケースを報告
する . この報告に対して，教員も含め受講者全員で討論する . ケース
対象として取り上げる企業として，デル・コンピュータ，Ｐ＆Ｇ，ウォ
ルマート，アメリカン航空，アマゾンなどを予定している . その他，
先進的な企業情報システムを活用している日本企業も含む .

ウィリアム・ラップ（著）「成功企業の IT 戦略」日経 BP 社

適宜，授業中に紹介するが，次の図書を推薦する .
　・IBM コンサルティング・グループ「最適融合の IT マネジメント」

ダイヤモンド社
　・岸・相原（編著）「情報技術を活かす組織能力」中央経済社
　・國領二郎（監修）「IT ケイパビリティ」日経 BP 企画

後期　金曜 1 限

・期末試験での筆答試験は
課さない .

・ ケ ー ス 報 告 書（50%），
事 例 分 析 レ ポ ー ト

（30%），授業への貢献度
（20%）で評価する .

・AA(90 点以上 )，
  A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満，不合格 )

毎週水曜日

10:00-12:00

研究室は経済学部棟 6 階

616 室

022-795-6296

yasuda@econ.tohoku.ac.jp

・講義は発表・討論形式で

進行するので，履修者の

積極的な講義への参画を

求める .

・事前の予習（資料読解・

分析等）は講義出席の必

須条件である .

実践・応用
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：戦略的情報システムＳＩＳ

第 3 回：経営戦略とＩＴ戦略の整合・融合

第 4 回：ケース１「メルク」

第 5 回：ケース２「ニューコア」

第 6 回：ケース３「ノキア」

第 7 回：ケース４「フェデラル・エキスプレス」

第 8 回：ケース５「ザラ」

第 9 回：ケース６「ＩＢＭ」

第 10 回：課題事例（例：デル・コンピュータ）

第 11 回：課題事例（例：Ｐ＆Ｇ）

第 12 回：課題事例（例：ウォルマート）

第 13 回：課題事例（例：アメリカン航空）

第 14 回：課題事例（例：アマゾン）

第 15 回：まとめ
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

外書講読（企業情報システム）

安田　一彦

　使用するテキストは全 11 章で構成されているので、これに沿って原書
を読み進めていく。

履修希望者は講義科目「企業情報システム」も履修することが望ましい。

David L. Olson, Managerial Issues of Enterprise Resource Planning Systems,　
International Edition 2004, McGraw-Hill.

（受講者各自で原書を調達すること）

後期　金曜 1 限

・期末試験での筆答試験は
課さない。

・担当部分の要約レポート
（50%）、 講 義 へ の 貢 献
度（20%）、宿題（30％）
で評価する。

・AA(90 点 以 上 )、A(80
点 以 上 90 点 未 満 )、
B(70 点以上 80 点未満 )、
C(60 点以上 70 点未満 )、
D(60 点未満、不合格 )

毎週水曜日
10:00-12:00

研究室は経済学部棟 6 階 616 室
022-795-6296
yasuda@econ.tohoku.ac.jp

・講義は発表・討論形式

で進行するので、履修

者の積極的な講義への

参画を求める。

・事前の予習（原書の読

解）は講義出席の必須

条件である。

適宜、講義中に紹介するが、次の図書を推薦する。

・Ｊ．ブラディ　他（著）、堀内正博　他（訳）「マネジメント入門：ERP

で学ぶビジネスプロセス」2002 年、トムソン・ラーニング。

・トーマス　Ｈ．ダベンポート（著）、アクセンチュア（訳）「ミッション・

クリティカル：ERP からエンタープライズ・システムへ」2000 年、ダ

イヤモンド社。

・犬飼邦夫　他 ( 著 )「中堅・中小企業のための ERP：SAP Business One」

2005 年、リックテレコム。

　情報技術 (IT) の急速な進歩・普及とビジネス環境の変容に伴い、企
業情報システムの在り方も日々変化しているが、その本質である「情報
技術の戦略的活用」は変わらない。本講義では、1990 年代から注目さ
れてきた統合基幹業務システム (ERP) と企業間連携の核心をなすサプラ
イチェーン・マネジメント (SCM) に関する原書や各種資料・論文を討
論形式で研究する。
　次の３点を目標にする。
・企業経営における情報技術（IT）の戦略的活用を理解する。
・最新の企業情報システムである ERP の概要（発展経緯、構成、機能など）

を把握する。
・ERP ／ SCM の将来や今後の拡張・発展の可能性を考察する。

展開
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：企業情報システムの発展経緯

第 3 回：統合基幹業務システムＥＲＰの基礎知識

第 4 回：ＥＲＰの過去・現在・将来

第 5 回：第 1 章「ＥＲＰシステム」

第 6 回：第 2 章「ＥＲＰのモジュール構成とＥＲＰ小史」

第 7 回：第 3 章「ＥＲＰのオプションとＥＲＰ選択」

第 8 回：第 4 章「業務改革ＢＰＲとベスト・プラクティス」

第 9 回：第 5 章「ＥＲＰ導入方法論」

第 10 回：第 6 章「ＥＲＰ導入プロジェクト・マネジメント」

第 11 回：第 7 章「ＥＲＰの運用と保守」

第 12 回：第 8 章「ビジネス・インテリジェンスＢＩとＥＲＰ」

第 13 回：第 9 章「ＥＲＰとサプライチェーンＳＣＭ」

第 14 回：第 10 章「ＥＲＰの最新技術とセキュリティ対策」

第 15 回：第 11 章「ＥＲＰの今後」
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■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）
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■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

情報システム設計

樋地　正浩

・ 企業活動において情報システムを構築する意義，情報システム設計の
前段階になる企業活動の分析手法や要求事項のまとめ方を学習する． 

・ 情報システムの基本的な設計工程（要求分析，システム化計画，基本
設計，データ設計，機能設計，詳細設計，プログラミングとテスト方
法，運用設計と保守計画）にしたがい，各設計工程の内容，そこで用
いられている手法，作成される文書の必要性を講義していく．

・ 原則として，一回の講義で一つの設計工程を講義する． 講義の最初
で講義内容の要点を整理し，その後，配布したテキストの内容を説明
する．

・ 期末試験を実施する．また，レポートの提出を求める．

特にない．

テキストは指定しない．開講時ならびに必要に応じてテキストを配布する．

後期　木曜 5 限

・ 期末試験（50%），レポー
ト（50%）で評価する．

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週木曜日

13:00-18:00

hiji@econ.tohoku.ac.jp

・講義，オフィスアワー

以外の時間で生じた疑

問や質問は電子メール

で随時，受け付ける．

・一方的な講義に終始す

るのではなく，講義の

中で簡単な演習も行う

ため，積極的な参加意

識をもって受講するこ

とが望ましい．

必要に応じで講義の中で紹介する．

　情報システムを構築するための全体的な工程の流れと各工程の中で

用いられる手法，各工程で作成される設計書や仕様書といった文書の

必要性と記述されるべき内容を学習する．これにより，情報システム

の妥当性を評価する能力を習得し，経営分析や監査の中で情報システ

ムにどのようにかかわり，利用していくべきかを判断できる能力を身

に付ける．

基礎
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■講義の目的

■講義の概要

■参考文献

本講義の目的は，情報システムの妥当性を評価する能力を習得し，経営分析や監査の中で情報シス

テムにどのようにかかわり，利用していくべきかを考えることができる能力を身に付けることであ

る．そのために，まず，企業において情報システムを構築する意義と講義の対象範囲を理解する．

次に，今後の講義を理解するために必要な情報システムの設計工程の概要を学習する．最後に，講

義の進め方，学習方法を理解する．

第 1 回：オリエンテーション

　　　　●情報システム設計

　情報システムは，企業活動を支える上で不可欠なものになってきている．本講義では，企業活動

を支援する情報システムを構築することは，企業や組織の活動の上でどのような意義を持つのかを

説明する．そして，このような情報システムを構築するために必要な以下の設計工程の概要を学習

する．これらの設計工程の概要は，以後の講義を理解する基礎となる事項である．

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：企業活動と情報システム

第 3 回：企業活動の分析手法

第 4 回：情報化計画の立案

第 5 回：情報システムの開発とリスク管理

第 6 回：開発プロセスとその手法

第 7 回：要求分析と基本設計

第 8 回：情報システム開発と契約

第 9 回：データ設計と ER 図

第 10 回：機能設計

第 11 回：詳細設計と UML（1）

第 12 回：詳細設計と UML（2）

第 13 回：プログラミングとテスト方法

第 14 回：運用設計と保守計画

第 15 回：期末試験

　講義の進め方，成績評価についてはシラバスを用いて説明する．また，学習の進め方についても

説明を行う．

特になし．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　ソフトウェアとは何か，情報システムとは何か，といった講義を理解する上で必要な基礎知識を

学習し，その意味を理解する．それを踏まえ，情報システムの構築では，まず自社や顧客のおかれ

た状況を把握，分析し，それにもとづいた経営・事業戦略や業務の進め方の設計が必要不可欠であ

り，これが情報システム設計の第一歩であることを理解する．

1. 情報システム設計を理解する上で必要な基礎知識として，情報，知識，ソフトウェア，情報

システムといった基本概念を学習し，その意味を正しく理解する．

2. 企業における情報システムの変遷を通して，情報システムを構築する目的，情報システムの

位置付け，期待する効果，がどのように変化してきたかを知り，企業活動と情報システムの

関係を学習する．そして，現在の情報システムには何が求められてきているのか，を考える．

3. 情報システムの構築の背景にある経営上のニーズと情報システム構築を支える情報技術の関

係を通して，これら二つが密接に関係し，相互に影響を与えていることを学習し，情報シス

テムの構築は，経営戦略と密接に関わっていることを学ぶ．それを通して，情報システムを

構築する際に適切な情報技術を採用できる能力を習得する．

4. 情報システムの構築は，利用部門，情報システム部門，コンサルティング会社やシステム開

発会社，が共同で行うものであることを認識し，各組織がシステム構築の中で果たすべき役

割を学ぶ．

5. 情報システムの構築は，業務改革と不可分であり，業務の流れの中で情報システムが効果的

に利用される設計をする必要があることを学習し，それを行わない場合に業務に悪影響を及

ぼすことを理解する．

　上記の各項目を通して，情報システムを設計，構築することは，業務で使用するさまざまなソフ

トウェアを開発，導入することではなく，業務内容や業務の進め方を設計することにある点を理解

する．そのため，情報システムの設計には，企業の属する業界や業務の基本的な知識が不可欠であ

ることを理解する． 

データ，情報，ソフトウェア，ハードウェア，システム

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 2 回：企業活動と情報システム

　　　　●情報システム設計

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　情報システム設計の第一歩となる経営戦略や事業モデルを策定するためには，企業の現状分析や

企業を取り巻く環境変化を分析し，それに基づく戦略立案が必要になる．このような分析に用いら

れる手法には，さまざまな手法があることを知り，各手法の特徴を理解する．さらにその一つとし

て SWOT 分析のやり方を学習する．

1. 企業の日常業務は，情報システムを利用して行われることから，情報システムは業務のやり

方を決めていると言える．そのため，企業活動に役立つ情報システムを構築する上では，企

業の現状や環境の変化を分析し，それに基づき策定された経営戦略を反映させる必要がある

ことを理解する．

2. 企業の現状や環境変化を分析する手法である SWOT 分析，プロダクト・ポートフォリオ・マ

ネジメント，製品市場マトリクス，バランス・スコア・カード等の手法とその概要を学習し，

それぞれの手法をどのような時に使用するかを習得する．これらの手法の利用に際して重要

なことは，これらの手法を通して問題の所在を具体的に明らかにする点にあることを理解す

る．

3. 企業の現状を分析する上では，自社で制御可能な内部環境と制御できない外部環境があり，

その両面から広く分析する必要があることを理解する．

4. 自社の経営資源を他社と比較し，自社の持つ強み（Ｓ：Strong point）や弱み（Ｗ：Weak 

point）は何か，外部環境が自社に与える有利な機会（Ｏ：Opportunity）や不利な脅威（Ｔ：

Thread）は何かを明確にする手法である SWOT 分析について学習し，例をもとにどのような

分析が行われるのかを理解する．

5. 現状分析を踏まえ，企業の将来像とそれを実現するために行うべきことを明らかにし，その

ために企業が持つべき業務上の機能を整理することを通し，事業モデルの策定プロセスを学

習する．その際，仮説を立て，それをもとに検証し，考えていくことが重要であることを理

解する．

6. 企業活動の中では，上記の手法で分析，立案をするだけではなく，その実行，評価，改善の

サイクルを継続し，段階的に目標を達成していくことが重要であることを理解する．

第 3 回：企業活動の分析手法

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●情報システム設計

SWOT 分析，ベストプラクティス，ベンチマーキング，プロダクト・ポートフォリオ・マネジメント，

製品市場マトリクス，バランス・スコア・カード

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　経営戦略や事業モデルの策定を踏まえて，経営的な観点から自社の情報化を進めていく際の基本

的な方向付けをする「情報化戦略の立案」とそれを受けて具体的な情報システム化を実施する際の

方針やスケジュールを作成する「情報システム化計画」は何を行う工程であるかを理解する．そし

て，情報システムはこの計画に基づいて構築されることを学習する．

1. 情報化戦略では，急速に発展する情報技術の発展方向を的確に把握し，経営的な観点から自

社の情報化を進めていく時の基本的な方向付けを行う工程であることを理解する．

2. 情報システム化計画では，どのような分野の情報システム化をいつ実施するか，その際の開

発方法や運用体制をどうするか，どのようなハードウェアやソフトウェアを導入するか，な

どを決定していくことを学ぶ．

3. 情報化戦略は，経営戦略や事業モデルにしたがって策定される．同時に情報技術の発展は新

しい業種や業態を生み出し，業務のやり方に大きな影響を与える．そのため，情報化戦略と

経営戦略は相互に影響を与える相互依存関係にあることを理解する．

4. 情報システムを開発する上で，情報システムを利用する部門が情報システム開発にどのよう

に関与し，その際に何に留意しなければならないかを学習する．

5. 情報化計画の中でも他の設備投資と同様に投資対効果を求め，検討することが重要であるこ

とを学ぶ．具体的には，投資対効果の一般的な評価方法，費用の見積り，投資効果の種類，

について学習する．さらに，情報化投資の投資対効果を求めることは，一般に極めて難しいが，

その原因がどこにあるのかを理解する．

6. 情報化戦略の策定は，経営戦略と情報化戦略，情報化戦略と全体の情報化計画，全体の情報

化計画と個々の情報システム（会計システムや生産管理システム等）の間の整合性がとれて

いるか，情報システムの開発や運用が計画通りに行われているか，を確認していく作業であ

ることを理解する．さらに経営の観点から情報技術を適切に運営管理し，部門最適化ではな

く全体最適化を目指す必要があることを理解する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回：情報化計画の立案

　　　　●情報システム設計

CIO，ファンクションポイント法

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　情報システムの開発には，さまざまなリスクが含まれている．そのため，情報システムの開発を

計画通り進めていくためには，リスク管理が重要になる．ここでは，リスク管理とは何か，リスク

をどのように発見し，管理していくのか，について例題をまじえて学習する．さらに，取り上げた

リスク管理手法は，情報システムの開発以外に応用できることを理解する．

1. リスク管理は，望まない結果を事前に発見し，制御することであり，それにより望むべき結

果を得ることを知る．

2. 情報システムの構築は，組織における投資活動の一つであり，さまざまな不確定要因が内在

していることを学び，それらの不確定要因を明確にし，管理していくリスク管理が不可欠で

あることを理解する．

3. リスク管理は，リスクの特定，リスクの分析，リスクの優先付けとマップ作成，リスクの解決，

リスクの監視，の各作業を定期的に行っていくプロセスであることを学習する．

4. リスクの特定は，リスク事象とその影響を特定することであり，計画時に行うことを学習す

る．

5. リスクの分析は，リスク事象とその影響が生じるきっかけや発生確率を分析する作業である

ことを学習する．

6. リスクの優先付けとマップ作成では，たくさんのリスク事象の中の優先付けを行い，管理対

象とするリスク事象を決定することを学習する．

7. リスクの解決では，リスクに対処するための方法と時期を決定し，実行していくことを学習

する．また，リスクに対処する方法には，リスクの回避，リスクの移転，リスクの軽減があ

ることを学習する．

8. リスクの監視では，現在の状況を評価し，新しいリスクの特定や影響が小さいリスクを管理

対象から取り除いていくことを学習する．

9. 上記の各作業の講義は，簡単な例をまじえて説明する．

第 5 回： 情報システムの開発とリスク管理

プレストン･ G ･スミス，ガイ･ M ･メリット著，澤田美樹子訳：“実践・リスクマネジメント”，　　

生産性出版，2003 年 12 月，ISBN4-8201-1767-X

　　　　●情報システム設計

リスク管理，リスク事象，リスク事象の発生確率，影響，影響の発生確率，期待損失，リスクマップ

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　情報システムの開発を進めていくプロセスには，どのようなプロセスがあるのかを学習する．同

時に，これら各プロセスの概要，長所と短所，適用の前提条件について学習し，開発する情報シス

テムに応じてこれらのプロセスの中から適切な方法を選択できる能力を身に付ける．

1. 情報システムを開発していくプロセスは，いくつかの観点から分類できることを学ぶ．具体

的には，導入方法による分類，アプローチによる分類，開発プロセスによる分類，である．

2. 導入方法は，情報システムを個別開発するか，パッケージソフトウェアを購入してくるか，

パッケージソフトウェアの購入と個別開発（カスタマイズ）を組み合わせるか，に分類でき

ることを学び，それぞれの概要，利点と欠点，それを採用した時の注意点について学習する．

3. アプローチは，情報システムを開発する際に何に注目してソフトウェアの設計を行うかとい

う観点による分類であり，プログラム中心アプローチ，データ中心アプローチ，オブジェク

ト中心アプローチがあることを学習し，それぞれのアプローチの概要，利点と欠点，使用上

の留意点を理解する．

4. 開発プロセスは，情報システムの開発をいくつかの工程に分け，各工程をどのように進めて

いくかという観点による分類であり，ウォーターフォールモデル，並行開発モデル，インク

リメンタルモデル，スパイラルモデル等があることを学習し，それぞれの開発モデルの概要，

利点と欠点，使用上の留意点を理解する．

5. 開発を進める方法として，プロトタイピング手法があることを学び，その概要，利点と欠点，

利用する上での留意点を理解する．

6. アプローチや開発プロセスは，導入方法の中の個別開発に適用される事項であることを理解

する．

7. 実際の情報システムの開発では，上記の開発プロセスのどれか一つだけを使用して開発を行

うのではなく，いくつかの開発プロセスを組合せ，状況や開発プロジェクトに適した開発を

行うことが重要であることを理解する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 6 回： 開発プロセスとその手法

　　　　●情報システム設計

プログラム中心アプローチ，データ中心アプローチ，オブジェクト指向アプローチ，ウォーター

ファールモデル，並行開発モデル，インクリメンタルモデル，スパイラルアプローチ，プロトタイ

ピング

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　情報システム開発の最初の段階である要求分析では，何を行い，その結果として何を作成するの

か，何に留意する必要があるのか，を学び，そこで作成された要求仕様書を読解できる能力を身に

つける．さらに，情報システム開発の成功は，要求分析に依存することを通して，要求分析の重要

性を理解する．

1. 要求分析とは，情報システムの利用者と開発者が，開発する情報システムが満たすべき要求

を明確にする工程であり，その結果を要求仕様書の形で整理，記述していくことを学習する．

2. 要求分析では，情報システムの目的，達成目標，システムに要求される事項，システムを動

作させる環境（ハードウェアやネットワークの構成），システムを動作させる前提条件，シ

ステムに求められる操作性，システムのライフサイクル，運用や保守体制，開発スケジュール，

開発プロジェクトの管理方法，といった事項を明確にし，それを文書化していくことを学ぶ．

3. 情報システムの達成目標を明確化する際には，システムが実現された時の効果（例：コスト

削減，生産性向上，等）を考え，経営戦略や情報化計画に照らした優先付けを行い，必ず実

現するべき具体的な目標を絞り込むことが重要であることを理解する．

4. 要求事項の分析では，情報システムを利用する利用部門のヒヤリングを通して，業務の把握，

用語の意味や真のニーズを明確化することを学び，複数の人からヒヤリングを行う重要性を

理解する．

5. 利用者側，開発者側のそれぞれの観点から，要求事項の分析を困難にしている原因とその対

応策を学び，要求分析結果を検討できる能力を身に付ける．

6. 要求事項がうまく整理できない時の対応策としては，プロトタイピングが有効であることを

知り，さらにプロトタイピングを利用する際の留意点を学ぶ．

7. 要求事項の分析・整理で利用されるユースケース図とは何かを学習し，それをどのようにし

て作成していくのかを習得する．また，要求事項の整理の際には，実現の可能性を評価する

ことが重要になることを理解する．

8. 要求仕様や基本設計はどのような体制で進められるかを学習し，それぞれの利点や欠点，留

意点を学習する．

第 7 回：要求分析と基本設計

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●情報システム設計

要求分析，要求仕様書，基本設計，基本仕様書，ユースケース図

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　情報システムの構築は，自社だけではなく，システム開発先の企業やコンサルティング会社等，

外部の企業と一緒に進められることが一般的である．そのため，そこではさまざまな契約が交わさ

れる．これらの契約には，どのような契約があり，開発工程の各々でどのような種類の契約が行わ

れるのかを学習し，契約の流れから見た問題点の発見能力を習得する．

1. 情報システムの開発に関わる企業間の取引の一般的な流れとその中で取り交わされる契約

書，文書にはどのようなものがあるかを学習し，正しい取引の流れを判断できる能力を身に

付ける．

2. 情報システムの開発における契約の種類には，請負，委任，派遣があることを知り，それぞ

れの契約の概要を理解する．さらに，システム開発の工程ごとに適した契約形態あることを

学習する．これらを通して，情報システムの開発の進め方や外部に委託する作業に応じて適

切な契約が行われているかを確認できる能力を身に付ける．

3. 契約が必要となる代表的な状況の設問を通して，それぞれの契約文書においてどのような交

渉が行われているか，交渉において何に留意しなければならないか，を学習し，契約文書の

内容が適切であるかを判断できる能力を身につける．

4. 情報システム開発の中で作成される設計書や仕様書，プログラムは著作物であり，著作権に

より保護されることを学習する．

5. 情報システム開発の契約では，特に，機密保持，産業財産権，著作権，瑕疵担保責任，に関

する項目が重要であることを理解する．

6. 情報システムの開発において紛争が生じた場合の解決方法の概要について理解する．

吉田正夫：“ソフトウェア取引の契約ハンドブック”，共立出版，1990 年 3 月，　　　　　　　　

ISBN4-320-02491-5

第 8 回：情報システム開発と契約

　　　　●情報システム設計

特になし .

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　企業活動の中で利用，作成されるさまざまなデータを効率的，永続的に管理するデータ管理の重

要性と，情報システムの中でその機能をになうデータベース管理システムの必要性を学習する．そ

して，企業内に存在するさまざまなデータを情報システムに格納する際の整理方法の一つである

ER（Entity-Relationship）図とは何か，その中で行われる正規化とは何かを学び，ER 図で記述さ

れた設計書を読解できる能力を身につける．

1. 企業活動の中ではさまざまなデータが生成，利用されており，それらのデータが失われた場

合に企業活動に与える影響が大きく，永続的なデータ管理が重要になることを認識する．同

時に，データは一つの情報システムや部門が利用するだけでなく，さまざまな情報システム

や部門が利用することを認識し，データ管理の必要性と重要性を理解する．

2. 伝票や帳票とデータの関係から，項目（フィールド），レコード，テーブルというデータ管

理の基本的な概念を理解する．

3. データは，更新頻度が少なく，他の情報システムと共有されることが多いマスターデータと

更新頻度が多いトランザクションデータにわけられることを知り，それぞれのデータが持つ

特徴を学習し，そのように分類する利点を理解する．

4. データを管理するためにデータベース管理システムを利用する利点として，プログラムから

の独立性（データ独立性），正規化による冗長性の排除，処理効率の向上，排他制御，バックアッ

プやリカバリ機能による安全性確保，があることを学ぶ．

5. データの重複をなくすことにより，データの管理を容易にし，データをさまざまな目的に用

いることができるようにする方法である「データ正規化」の概要を学習する．データ正規化

には，繰返し現れる部分を複数のレコードにして繰返し項目を排除する「第一正規化」，キー

になる項目とそれ以外の項目の従属関係を整理する「第二正規化」，非キー項目間の従属関

係を整理する「第三正規化」があり，第一正規化，第二正規化，第三正規化の順で正規化を

進めて，データを整理していくことを学習する．

6. システム化の対象になる業務において管理すべき実体である「エンティティ」，エンティティ

の具体的な値である「インスタンス」，エンティティ間の関連を示す「リレーションシップ」，

という ER 図を学習する上で基本となる概念とその記法を学習する．

第 9 回：データ設計と ER 図

渡辺幸三：“業種別データベース設計のためのデータモデリング入門”，日本実業出版社，　　　　

ISBN4-534032501

　　　　●情報システム設計

フィールド，レコード，テーブル，エンティティ，リレーションシップ，ER 図，第一正規化，第

二正規化，第三正規化

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　機能設計では，何を行い，その結果として何を作成するのか，何に留意する必要があるのかを学

習し，作成された機能仕様書を読解できる能力を身につける．

1. 機能設計は，要求分析工程で明確にした要求事項をどのような機能を持つソフトウェアとし

て実現するかを明らかにする工程であり，外部設計と内部設計からなることを学習する．

2. 外部設計は，利用者や他の情報システムとのインタフェースを設計することであり，内部設

計は，システムをある機能的なまとまり（機能モジュール）に分割し，それぞれの機能モジュー

ルはどのような手順でデータを処理していくかを設計することであることを理解する．

3. 利用者がシステムを利用する際に使用するユーザインタフェースの設計は外部設計の一つで

あり，その設計に際しては利用者の意見や要望を適切に仕様として反映することが重要であ

ることを学習する．その際，開発者側の視点と利用者側の視点が異なることが多いことをい

くつかの具体例を通して学習する．

4. ユーザインタフェースの設計では，プロトタイピングが有効な方法であることを学習し，そ

の際，エンドユーザの負荷を考慮すること，プロトタイプの終了条件をあらかじめ明確にす

ること，が重要であることを理解する．

5. 内部設計では，エラーが発生した際の処理をどのようにするかを明確にする必要があること

を理解する．

6. 内部設計で機能モジュールを設計する際には，機能モジュールの大きさを理解しやすい大き

さにすること，機能モジュール同士の関係を極力少なくすること，類似の機能を一つにまと

められないかを検討することが重要になることを理解する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 10 回：機能設計

　　　　●情報システム設計

特になし .

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　詳細設計は，何を行う工程かを理解し，そこで作成される詳細設計書がなぜ必要になるのか，詳

細設計を行う際にどのような点に注意しなければならないか，を学ぶ．それを通して，詳細設計書

を評価できる能力を身に付ける．次いで，近年の情報システム開発で採用されているオブジェクト

指向の考え方を理解し，オブジェクト指向に基づく分析・設計で利用される方法に UML という手

法があることを学習する． 

1. 詳細設計は，情報システムが持つ機能をソフトウェアとして実現するためにどのような処理

単位（処理モジュール）が必要であり，それぞれの処理単位はどのデータをどのように処理

していくか，を決める工程であることを学習する．

2. 詳細設計書を作成する上では，必要な内容だけを仕様書に記述する例が増えてきている背景

を理解し，詳細設計書を確認する上では，この点に留意する必要があることを学習する．

3. 近年の情報システム開発の主流であるオブジェクト指向の考え方が誕生した背景とその基本

的な概念を学び，オブジェクト指向とは何かを理解する．学習する基本的な概念は，オブジェ

クト，クラス，属性，メソッド，カプセル化，抽象化，継承，メッセージ，汎化関係，集約関係，

関連，などである．また，オブジェクト指向が持っているこれらの概念がソフトウェア開発

にどのように役立つのかを理解する．

4. オブジェクト指向に基づく分析・設計手法として用いられている手法に UML があることを

学習する．

5. 参考文献 1 は，システム構築の流れにしたがい，各段階でどのような作業を行い，各作業で

UML のどの図式（ダイアグラム）を利用し，何を作成するのか，という UML を使っていく

際の基本的なことがらを学習できる．本講義の内容を一段と詳しく学習する際に使用する．

6. 参考文献 2 は， UML の各図式（ダイアグラム）の記法をワークブック形式で習得できる． 

本講義の内容を理解しているかの確認に適している．

第 11 回：詳細設計と UML（1）

1. テクノロジックアート，C&R 研究所：“UML システム設計 実践技大全”，ナツメ社，2003 年 12 月，

2. 山田 健志，平鍋 健児：“UML ワークブック オブジェクトテクノロジーワークブックシリーズ”，

翔泳社，2003 年 3 月

　　　　●情報システム設計

オブジェクト指向，オブジェクト，クラス，属性，メソッド，メッセージ，カプセル化，抽象化，継承，

汎化，集約

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　第 11 回に引き続き，オブジェクト指向分析・設計で利用される UML の記法を学び，情報シス

テム開発の詳細設計で UML がどのように利用されているのかを理解する．それを通して，UML

で記述された設計書を読み，情報システム開発が問題なく行われているかを判断できる能力を身に

付ける．

1. UML では，対象を様々な角度から分析，表現するために以下の記法が用意されていることを

学習する．

I. 情報システムを利用する利用者の視点から，情報システムが外部に提供する機能を表現

する「ユースケース図」

II. 情報システムを構成するクラス間の静的な構造（関係）を表現する「クラス図」

III. 対象の具体的な動作を時系列で表現する「シーケンス図」

IV. 対象の具体的な動作と状態の遷移を表現する「コラボレーション図」

V. 複数のオブジェクトの状態を表現する「オブジェクト図」

VI. オブジェクトが生成されてから消滅するまでの状態（ライフサイクルの状態）の変化を

表現する「ステートチャート図」

VII. 業務の流れや情報システムの処理の流れを表現する「アクティビティ図」

VIII. ソフトウェアが使用するファイルやドキュメントの間の関係を表現する「コンポ－ネン

ト図」

IX. 情報システムを動作させるハードウェアの構成を表現する「配置図」

2. 情報システム設計のどのような時にどの記法を使用し，何を表現するのかを学習し，状況に

応じてこれらの記法を使い分ける必要があることを理解する．

竹政昭利，左川聡，（株）オージス総研監修：“ビジネスマンのための UML 入門　ビジネスモデ

リングによるアプローチ”，毎日コミュニケーションズ，2004 年 2 月

第 12 回：詳細設計と UML（2）

　　　　●情報システム設計

UML，ユースケース図，クラス図，シーケンス図

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　情報システムの開発過程には，業務のやり方やデータの処理方法をプログラムとして作成するプ
ログラミング工程と作成したプログラムが正しく動作するかを検証するテスト工程があることを学
習する．テスト工程は，テスト項目に基づいてテストが行われることを学び，テスト項目をチェッ
クすることによりシステムの品質を確認できる能力を身に付ける．

1. 情報システムの開発工程には，業務のやり方やデータの処理方法をプログラム言語を用いて
作成するプログラミング工程があり，そこではさまざまな開発支援ツールが利用されている
ことを知る．

2. 開発支援ツールの利用は，生産性（時間あたりのプログラム作成量）を向上させる利点があ
る一方で，ツールが自動生成したプログラムは性能上の問題を起こしやすい，プログラム管
理が難しくなる時がある，生産性の評価が難しいといった課題があることを学習し，適切な
開発支援ツールの選択とそれを踏まえた生産性評価が重要であることを理解する．

3. 情報システムの開発工程には，プログラミング工程の次に，作成したプログラムが正しく動
作するかを確認するテスト工程があることを知る．

4. テスト工程には，処理モジュール単位ごとの検査を実施する「単体テスト」，単体テストに
より単独の動作が確認された処理モジュール同士を組み合わせた時の動作を確認する「組合
せテスト」，システムを実際に利用する時と同じような条件で全体の機能を確認する「シス
テムテスト」があることを学ぶ．

5. テスト項目は，設計書（仕様書）に基づいて事前に作成することを学習する．具体的には，
単体テストの項目は詳細設計書に基づいて作成，検証し，組合せテストの項目は機能設計書
に基づいて作成，検証し，システムテストの項目は基本設計書や要求仕様書に基づいて作成，
検証することを学習する．さらに，システムテストではできる限り実際に使用するデータに
近いデータを使用することの重要性を理解する．

6. 単体テストや組合せテストは開発者が，システムテストは利用者やシステムの発注者が実施
することが一般的であり，それぞれのテストの実施中に発生した不良は必ず不良票を書いて
まとめることを学び，不良票に記入すべき内容は何かを学習する．

7. テストには，正常に動作するかを確認する上記の各テストに加え，システムの限界を確認す
る負荷テストがあることを学び，その重要性を理解する．

第 13 回：プログラミングとテスト方法

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●情報システム設計

単体テスト，組合せテスト，システムテスト

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　運用設計と保守計画は，構築した情報システムを日々維持・運用していく上で必要な事項を明ら
かにし，それらの事項を着実に実行していく工程であり，事業活動を支える重要な工程であること
を認識し，これらの計画の妥当性を評価できる能力を身に付ける．

1. 情報システムの構築は，開発・テストが終了し，稼動した時点で終了するのではなく，それ
以降の維持・運用まで含んでいることを理解する．

2. 運用設計では，システム移行，システムの運用管理，システムの運用体制，を明確にするこ
とを学ぶ． 

3. システム移行では，既存の情報システムからデータを移行するための要員や日程を決定し，
情報システムを利用する時のユーザマニュアルや運用マニュアルを整備し，利用者を教育す
る作業を行うことを学習し，これらの作業をどのように進めるかを理解する．

4. システム運用管理には，運用基準や障害発生時の対処を定める「オペレーション管理」，プ
ログラムやソフトウェア開発の関連ドキュメントを管理，更新する「プログラム管理」，デー
タのバックアップのやり方やバックアップしたデータの管理方法を決める「データ管理」，シ
ステムの稼動状況や性能を監視する「運用監視」，災害や故障，過失が発生した時の対策を
整理する「リスク管理」，といった業務があることを学び，それぞれの業務で何を決める必
要があり，何に留意する必要があるのか，を学習する．

5. 保守計画では，ソフトウェアの不良があった場合の修正，確認方法を定める「修正保守」，
OS といった基本ソフトウェアの更新方法を定める「適応保守」といった業務があることを学
び，それぞれの業務で何を定める必要があり，何に留意する必要があるのかを学習する．また，
これらの保守にどの程度の費用が必要になるのかを見積るコスト評価が重要であることを理
解する

6. 情報システムの運用管理では，運用方針や計画の策定（Plan）－運用・保守の実施と記録作
成（Do）－目標達成度の把握と未達成事項の改善（Check）－運用・保守計画や手段の見直
し（Action）という PDCA サイクルが重要になることを理解する．

7. 利用者は，「情報システムは正常に動くことがあたりまえである」と考えていることを認識し，
利用者に提供できるシステムの機能の水準（サービスレベル）を明らかにすることが運用管
理上有用であることを理解する．

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 14 回：運用設計と保守計画

　　　　●情報システム設計

システム運用管理，修正保守，適応保守，サービスレベル

なし .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 出題範囲：情報システムの設計手順全般（情報システムの講義内容全般）

2. テキスト持込可 .

第 15 回：期末試験

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　　　●情報システム設計

特になし .

なし .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

情報システム投資

松島　桂樹

　この講義では，ますます多様化する情報システム投資に関する経済性
評価について，その歴史的変遷と経済性評価概念の変化の分析，諸問題
の考察を踏まえて新しいアプローチを検討します .
　そのなかで，まず情報システムの経済性評価に関わる基本的な概念に
ついて，管理会計の観点から効果的な投資意思決定を支援する，投資と
効果の客観性と因果関係づけについて検討します . そして，MIS，DSS，
CIM，SIS(Strategic Information System: 戦略的情報システム )，BPR と発
展してきた情報システムにおける経済性評価手法を考察します . さらに，
実務に有用な新たなアプローチの可能性を検討します .

会計に関する基本的知識

・ テキストにもとづく講義，輪読，

・ 実際の情報システム投資（SCM，ERP，など）を想定し，IT 投資マネ

ジメントのありかたに関する討議

「戦略的 IT 投資マネジメント」白桃書房

連続講義

（予定：9 月 4 日～ 9 月 8 日）

・  講 義 へ の 参 画 度 合 い
(100%) で評価する .

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

講義終了後に質問を受け付
ける．

kmatsu@cc.musashi.ac.jp

・ 事前の予習として，IT

投 資 プ ロ ジ ェ ク ト と し

て，議論する対象システ

ムを想定しておくこと .

・ 疑問，質問については

メールなどを活用し，意

見交換をすること .

必要に応じで講義の中で紹介する．

展開
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：情報システム投資をめぐる動向と問題の所在

第 3 回：経済性評価の意義と目的

第 4 回：情報システム投資の評価技法

第 5 回：ＭＩＳ―経営情報システムの経済性評価

第 6 回：ＤＳＳ―意思決定支援システムの経済性評価

第 7 回：ＣＩＭ―コンピュータ統合生産システムの経済性評価

第 8 回：ＢＰＲ - リエンジニアリングの経済性評価

第 9 回：計量化を阻害する諸要因

第 10 回：客観性に伴う問題

第 11 回：因果関係に伴う問題

第 12 回：利害関係者間の合意形成モデル

第 13 回：マネジメントプロセスの統合

第 14 回：インタンジブル資産の評価

第 15 回：価値創出シナリオ
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

事例研究 1（情報システム設計）

樋地　正浩

・ 受講者は，事前に配布された事例と事前に示された調査，議論の観点
をふまえて自分自身で調査，検討を行い，その結果を講義の際に発表
する．発表者以外の受講者は，発表者の発表内容に対する各自の意見，
コメントを行い，議論を進めていく．

・ 発表者は自分が希望する事例を選択して発表する．
・ 1 回の講義では，1 ～ 2 件の事例をとりあげる．
・ 事例を調査，検討する上で前提となる情報技術の知識が必要となる場

合には，適宜，その説明をする．

　授業科目「情報システム設計」を履修しているか，同等の知識を持っ

ている事が望ましい．

　情報システムの構築や利用に関する最新の事例が紹介されている資料か

ら選択して使用する．

前期　木曜 5 限

・ 各講義で発表する内容
（50%），及び議論への参
加度（50%）で評価する．

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週木曜日

12:00-18:00

hiji@econ.tohoku.ac.jp

・ 講義は各自の発表をも

とに進めるので，やむ

を得ず欠席する場合は

事前に他の発表者と調

整すること .

必要に応じで講義の中で紹介する．

　情報システム設計の講義で学んだ内容が実際の情報システム構築の場面
でどのように利用されているのか，をテキストで示した各事例を通して調
査，議論する．特に，先進的な取組みを行っている事例からは，導入目的
や効果，設計上の特徴や工夫点，成功要因を学習し，失敗した事例からは
設計工程のどこでどのような間違いを犯したことにより失敗したかを学習
する．これを通して，情報システム設計で得た知識を実際の場面で活用で
きる能力を身につけ，情報システムの設計工程における問題点を発見し，
経営分析や監査の中でそれを指摘，是正できることを目標とする．

実践・応用
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■講義の予定

　第１回はオリエンテーションで，講義の進め方の説明を行った後，第二回目以降で使用する事例

と各事例の発表者を決定する．

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回～第 3 回：情報システム開発における失敗事例とその対処

実際の失敗事例とそのような失敗に陥らない対処方法，失敗した場合の影響の大きさ

について議論する．

第 4 回：情報システム発注に関する事例

問題のある発注形態とその影響，創意工夫のある発注の事例について議論する．

第 5 回：情報システムのプロジェクト管理に関する事例

プロジェクト管理に失敗した事例と成功した事例のそれぞれの要因を議論する．

第 6 回：情報システムとその利用者の関係に関する事例

情報システムだけですべてを処理するのではなく利用者を含めて情報システムを設計

する必要がある事例について議論する．

第 7 回～第 8 回：情報システムの開発プロセスに関する事例

情報システム開発を成功に導いた事例の成功要因と問題点について議論する．

第 9 回：要求仕様に関する事例

要求仕様を上手に進めた事例の成功要因と特徴について議論する．

第 10 回：データ統合に関する事例

データ統合に成功，失敗した事例からデータ統合の難しさについて議論する．

第 11 回：情報システムの開発体制の事例

情報システムを成功に導くための開発体制のあり方について議論する．

第 12 回：運用設計の事例

運用設計と改善サイクルの事例からその特徴と成功要因について議論する．

第 13 回：性能設計の事例

性能問題の実体とその回避策，注意点について議論する．

第 14 回：定量的評価に関する事例

投資対効果を検討する際の費用の計測方法について議論する．

第 15 回：経営戦略と情報化計画の事例

現状の課題とその解決策への取り組みの事例から経営戦略や情報化計画の中で何を目

指して情報化を行うのか，を議論する .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

事例研究 2（情報システム設計）

樋地　正浩

・ 教官が情報システムの設計を依頼する側，受講者はその依頼を受け設
計を進める側として講義を進める．教官は，依頼する情報システムの
内容を事前にケースとして配布する．受講者は，配布されたケースに
対し，各自でケースの持つ課題，その対応策について調査，検討を行
い，その結果を講義時間に発表し，受講者全員が各自の調査，検討結
果をもとに議論を進め，情報システムの設計を進めていく．ケースの
記述だけでは不明な点は，依頼側に質問し，その不明点を解決し，議
論の中で新たに出てきた課題に関しては，次回の講義までに調査，検
討を行い，その結果を発表する．

・ 4 ～ 5 回の講義で 1 つのケースについて議論を進めていく．

　授業科目「情報システム設計」を履修しているか，同等の知識を持っ

ている事が望ましい．

教官が作成した情報システム設計のケースを使用する．

後期　木曜 4 限

・ 各講義で発表する内容
（50%），及び議論への参
加度（50%）で評価する．

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週木曜日

12:00-18:00

hiji@econ.tohoku.ac.jp

・ 講義は各自の発表をも

とに進めるので，やむ

を得ず欠席する場合は

事前に他の発表者と調

整すること

必要に応じで講義の中で紹介する．

　情報システム設計の講義で学んだ内容を現実的なケースに適用し，こ
れまでに情報システム設計で学習した内容の理解を深める．特に，実際
の問題では，教科書どおりに進まないことが多く，そのような状況が発
生した場合にどのように対処すれば良いかを理解し，現実問題への応用
力を身につける． 

実践・応用
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■講義の予定

　第１回はオリエンテーションで，講義の進め方の説明を行う．

　第 2 回目以降は，下記のケースを用いて情報システム設計プロセスの “情報化計画の立案”，“費

用対効果の算出”，“要求仕様の分析と基本設計”，“運用設計” と機能設計からテスト工程の成果物

の評価を行い，その中でケースに内在する課題の抽出とその対応策について議論する．

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回～第 5 回：アンケート管理システム

利用者に選択式，記述式の両方の方法を含むアンケート項目を提示し，各項目についてアン

ケートを実施し，選択式の結果を集計するシステム．

第 6 回～第 10 回：論文投稿管理システム

投稿者からの論文の投稿を受け付け，論文の査読をする査読者を割り当て，査読状況を管理

するシステム．

第 11 回～第 15 回：営業進捗管理システム

営業活動で見込み顧客の登録，訪問状況の計画と実績，受注可能性を管理し，他の部門とこ

れらの情報を共有するシステム．最初の設計後，見込み顧客の信用情報の参照機能を追加す

る情報システムの機能追加までを議論する．
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

情報システム管理

伊東　俊彦

・ 初めのオリエンテーションで受講者の受講目的とプロフィールに応じ
て，その後の講義の詳細を明確にする．講義の目的が達成されるならば，
受講目的により講義内容は柔軟に変更することもあるが，本シラバス
には基本となる講義の流れを明記している．

・ 一方向の講義形式でなく，受講者が積極的に参画するゼミ形式の講義運
営方法を採用する．

・ 講義に関係する課題に基づく簡単な発表レポート作成とその発表をして
いただく．

　これからの会計士に不可欠な情報システムに興味があれば誰でも受講

可能である．

必要なテキスト用資料は配付する．

前期　水曜 3 限

・講義への参画（出席，発
表レポート：50%），最
終レポート（50%）で評
価する．

・AA(90 点以上 )，　     　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

金曜日
13:00-14:30

（事前にメールか電話でア
ポイント下さい）

022-795-4792
tito@econ.tohoku.ac.jp

・一方的な講義でなく，

受講者が自らの問題意

識と目標をもって学ん

でいくゼミ形式を採用

する．そのため，積極

的な参画意識をもって

受講することが望まし

い．

以下に参考となる書籍を掲げる。
・島田達巳・他『情報システムマネジメント』日科技連 , 1994．
・橋本義一編著『情報システムの管理』白桃書房 , 1993．
・内山悟志・他『TCO 経営革新』生産性出版 , 1998．
・丹羽奈津子・片岡英明・他『TCO で企業が変わる』トッパン , 1998．
・落合和雄『システム監査技術者 2005 年版』翔泳社 , 2004．
・児玉幸治編『新版 システム監査基準解説書』日本情報処理開発協会，2005．
・野村総研ｼｽﾃﾑｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業本部『ﾕｰｻﾞｰ企業にとっての IT ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ』野村総研 , 2003．
・プロシード ITAM グループ，『ITIL 入門』，生産性出版，2004．
・野村総合研究所『最新図解 CIO ハンドブック』NRI シェアードサービス、2005．
・ﾄｰﾏﾂ･ﾃﾞﾛｲﾄ･ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ『オープン環境における会計システムの設計』中央経済社 , 1996．
・T. H. ダベンポート『プロセス・イノベーション』日経 BP 社 , 1994．
・T. H. ダベンポート「ERP の効果とその限界」『ハーバード・ビジネスレビュー・
ブックス』ダイヤモンド社 , 2000．
・手島歩三、根来龍之、杉野周『ERP とビジネス改革』日科技連，1998
・同期 ERP 研究所編『ERP/ サプライチェーン成功の法則』工業調査会，1998
・日本情報処理開発協会編『情報化白書 2005』コンピュ－タ・エ－ジ社、2005．

　現代の企業会計に不可欠である情報システムの管理についての学習を通
して，情報システム（または情報システム管理）の現状とあるべき姿を検
討し，それをレポートにまとめる能力を身につけること．
　情報技術の発展に伴い情報システムは肥大化・多様化・複雑化してきて
いる．情報システムの開発が完了しシステムが運用段階に入ったとたんシ
ステムの陳腐化が始まる状況で，サービスレベルを維持・向上させながら
運用にかかわる人員やコストの削減を進めるのは容易なことではない．そ
のため情報システム管理においては，情報技術戦略を立て，それに基づく
効果的・効率的な運用を実施していく総合的な管理活動が求められる．
　具体的には，情報システム管理の経営側代表としての CIO（情報統括役
員）の機能，IT アウトソーシングの課題，TCO（情報化総合保有コスト）
の把握と削減、システム監査の基礎などを取り上げる予定．

基礎
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■講義の目的

■講義の概要

第 1 回：オリエンテーション

　●情報システム管理

講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などについて受講者が理解すること．また受講者

のプロフィールや受講目的について教師が理解すること．

以下の各回の概要を説明する．

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：情報システムの概論（情報システム発展の歴史）

第 3 回：情報システム管理の概論 (1) –（情報システム管理の要件）

第 4 回：情報システム管理の概論 (2) –（情報システム管理のフレームワーク）

第 5 回：情報システム管理の具体例 (1) –（TCO）

第 6 回：情報システム管理の具体例 (2) –（IT コスト管理）

第 7 回：情報システム管理の具体例 (3) –（IT 投資効果）

第 8 回：情報システム管理の具体例 (4) –（IT アウトソーシング）

第 9 回：情報システム管理の具体例 (5) –（システム監査の基礎 -1）

第 10 回：情報システム管理の具体例 (6) –（システム監査の基礎 -2）

第 11 回：情報システム管理の具体例 (7) –（ITIL の基礎）

第 12 回：情報システム管理の具体例 (8) –（CIO の要件）

第 13 回：情報システム管理の具体例 (9) –（会計情報システム）

第 14 回：情報システム管理の具体例 (10) –（ERP：統合業務システム）

第 15 回：情報システム管理のまとめ

　講義受講者の自己紹介や講義への期待を発表していただく．それにより第 2 回以降の講義内容

を柔軟に変更（取り上げる例題の変更や削除・追加などを）する．

　講義の進め方，成績評価についてはシラバスを用いて説明する．また，学習の進め方についても

説明を行う．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

上述の用語について調べよ．

・佐々木宏『図解　経営情報システム 新版』同文館，2001．

・島田達巳、高原康彦『経営情報システム 改訂版』, 日科技連，2001．

第 2 回：情報システムの概論 –（情報システム発展の歴史）

・経営情報システム（ＭＩＳ）　　・ＤＳＳ　　・ＳＩＳ　　・ダウンサイジング
・オープンシステム　　・ホストコンピュータ　　・クライアント・サーバ方式　　
・インターネット / イントラネット

1. 企業で使われてきた情報システムにはどのようなものがあるのかを理解すること．

2. 情報システムの発展について理解すること．

3. 企業の経営と情報システムの関係について，情報システムのあり方を問うことは経営のあり方

を問うことでもあることを理解すること．

4. 情報技術への期待が増す中で，情報技術は目標を達成する手段として配慮するアプローチが求

められていることを理解すること．

5. 情報技術は経営の生産性向上に強力な手段であるという役割の増大が求められていることを理

解すること．

　●情報システム管理



6�2東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 情報システム管理の要件にはどのようなものがあるのかを理解すること．

2. 情報システム管理の環境がどのように変化してきているのかを理解する．具体的にはハードウェアからソ

フトウェアに比重が移ってきていること，メインフレーム中心からオープンシステム環境へとダウンサイ

ジングしてきていること，およびアウトソーシングが増加傾向にあることを理解すること．

3. 情報システムを戦略的に用いることは重要であるが，戦略が明確であり，それを情報システムが支援する

限りにおいて成功することを理解すること．

第 3 回：情報システム管理の概論 (1) –（情報システム管理の要件）

上述の用語について調べよ．

・島田達巳・他『情報システムマネジメント』日科技連 , 1994, pp.1-23.

・橋本義一編著『情報システムの管理』白桃書房 , 1993．

・情報システムマネジメント　　・アウトソーシング　　・ＴＣＯ　　・ダウンサイジング

・オープンシステム

　●情報システム管理
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

島田達巳・他『情報システムマネジメント』日科技連 , 1994, pp.23-35.

第 4 回：情報システム管理の概論 (2) –（情報システム管理のフレームワーク）

上述の用語について調べよ．

1. 情報システム管理の対象は垂直的・水平的な範囲として捉えられること，および組織は社会的
システムとして３階層で構成され，その各層を対象とした情報システムが成立することを理解
すること．

2. 情報システム管理のフレームワークは，情報システム環境，情報システム戦略・目標，情報シ
ステム計画，基幹系の開発と運用，情報系・ＯＡ系の開発と運用，情報システム評価から構成
されていることを理解すること．

3. 情報システム管理のフレームワークを構成する要素の各内容を理解すること．
4. 情報システムのマスタープランの意義を理解し，マスタープランの作成には，情報システムの

目的・目標およびアーキテクチャから始まり，現状の保有能力の棚卸し，計画に影響を与える
新技術開発の予測，特定の計画などがあることを理解すること．

・ビジネスプロセスリエンジニアリング　　・情報システム戦略　　・情報システム計画

・情報システム開発　　・情報システム評価　　・基幹系　　・情報系　　・ＯＡ系

・情報システムマスタープラン　　・アーキテクチャ

　●情報システム管理
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. TCO（Total Cost of Ownership）とは，「総合的な保有コスト」と訳される情報システムや情報技術のコ

ストをライフサイクル全体を通して把握するためのモデルであるが，なんのためにこのようなモデルが注

目されるのかを理解すること．

2. 見えないコストについて，どのようなものがあるのか，またなぜ見えないのかを理解すること．

3. TCO に関して日本と米国の差が存在すると言われているが，それはなぜなのかを理解すること．

4. 情報化に伴う新たな課題にはどのようなものがあるのか，またそれらの課題と TCO の関係はどうなのかに

ついて適切な説明ができるようになること．

5. 企業における情報化の意義について理解し，情報化投資の捉え方を適切に把握できるようになること．

第 5 回：情報システム管理の具体例 (1) –（TCO）

上述の用語について調べよ．

内山悟志・他『TCO 経営革新』生産性出版 , 1998.

・ＴＣＯ　　・保有コスト　　・情報化投資　　・TCO 最適化　　・目に見えるコスト

・目に見えないコスト　　・直接コスト　　・間接コスト　　・管理コスト・サポート・コスト

・エンド・ユーザー・コスト　　・ピア・サポート

　●情報システム管理
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・プロシード ITAM グループ，『ITIL 入門』，生産性出版，2004, pp.137-165.

・日経コンピュータ編『ITIL 大全』日経 BP 社，2004，pp.172-177，210-233.

第 6 回：情報システム管理の具体例 (2) –（IT コスト管理）

上述の用語について調べよ．

1. IT 関連のコストにはどのようなものがあるのかが分かること．
2. IT 関連のコストのうち、運用コストである人件費などの管理コストにはどのような種類があり，

それらは計画・実行管理・監査というプロセスでマネジメントすればよいかがわかること．
3. IT コスト削減の方策を理解できるようになること．
4. IT コスト最適化のために管理方針の再考と管理プロセスの再考が必要なことを理解できること．

・セルフ・サポート　　・カジュアル・トレーニング　　・エンド・ユーザー開発

・FUTZ ファクタ　　・ダウンタイム　　・システム構成　　・シン・クライアント

・管理規範　　・利用ガイドライン

　●情報システム管理
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. IT 投資の該当項目がわかるようになること．

2. 投資効果のうち定量化できるものと定量化できないものがなになのかを理解すること．

3. 目に見えない投資効果を定量化する方法を理解すること．

4. IT 投資に伴う課題にはどのようなものがあるのかを理解できるようになること．

6. 企業における情報化の意義について理解し，情報化投資の捉え方を適切に把握できるようになること．

第 7 回：情報システム管理の具体例 (3) –（IT 投資効果）

上述の用語について調べよ．

・松島桂樹『戦略的 IT 投資マネジメント』白桃書房 .

・清嶋直樹「IT 投資効果の測定術」『日経情報ストラテジー』2003.9，日経 BP 社，pp. 32-45.

・IT 投資　　・情報化投資　　・保有コスト　　・目に見える効果　　・目に見えない効果　

・直接コスト　　・間接コスト　　・投資効果測定

　●情報システム管理
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・野村総研システムコンサルティング事業本部『ユーザー企業にとっての IT アウトソーシング』

野村総研 , 2003, pp. 179-201.

・花岡菖 監修『経営革新と情報技術：経営革新シリーズ 21 世紀の経営と情報 第 1 巻』日科技連，

1995，pp.209-219.

第 8 回：情報システム管理の具体例 (4) –（IT アウトソーシング）

上述の用語について調べよ．

1. 昨今の企業は情報システムの管理やユーザー・サポートに関する業務を外部企業に任せるケー
スが増えているがこれを IT アウトソーシングと呼ぶ．こうした IT アウトソーシングが進展して
きた理由について理解すること．

2. 外注とアウトソーシングの違いを含めてアウトソースの概念について理解すること．
3. アウトソーシングには管理業務のアウトソーシングとサポート業務のアウトソーシングがある

ことを理解すること．
4. 資産アウトソーシングの内容について理解すること．
5. アウトソーシングのメリットとデメリットについて理解すること．
6. 最近見直されてきているが，情報システム子会社もアウトソーシングの一形態として捉えられ

ることを理解すること．
7. 日本と米国を比較するとアウトソーシングの契約期間や組織形態に違いがあり，それはなにに

起因するのかを理解すること．

・アウトソーシング　　・インソーシング　　・IT アウトソーシング　　・内部資源の外部化と外

部資源の内部化　　・資産アウトソーシング　　・コア・コンピタンス

　●情報システム管理
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 情報システム（または情報システム管理）を考えるとき、「システム監査」の基礎を把握しないと、内部統

制の面からも甘い管理になりやすい。これからの会計士にとって、システム監査に関係しなくても、その

要件はおさえておくことが寛容である。ここでは、会計士にとって基本的に必要なシステム監査の基礎知

識を学習する

2. システム監査の基本的なプロセスについて理解する．

3. システム監査で必要なドキュメントの種類について理解する．

4. システム監査を実施する際に、受ける側と実施する側の構成員と各役割について理解する．

第 9 回：情報システム管理の具体例 (5) –（システム監査の基礎 -1）

上述の用語について調べよ．

落合和雄『システム監査技術者 2005 年版』翔泳社，2004.

・システム監査　　・システム監査プロセス　　・システム監査基準　　・実施基準　

・報告基準　　・リスク分析　　・基本計画　　・個別計画　　・企画業務　　・運用業務

・保守業務　　

　●情報システム管理
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・児玉幸治編『新版 システム監査基準解説書』日本情報処理開発協会，2005.

・落合和雄『システム監査技術者 2005 年版』翔泳社，2004.

第 10 回：情報システム管理の具体例 (6) –（システム監査の基礎 -2）

会計士にとってシステム監査をどのように捉えるかを考えること．

1. 第 9 回「システム監査の基礎 -1」で基本的なプロセスや各用語を学習した後、ここではさらに
会計士として内部統制の面からシステム監査業務の基本を議論をとおして理解することを目標
とする

2. 監査とシステム監査の位置づけを理解する．

基本的に第 9 回で学んだ用語について、議論をとおしてより深く知ることが目標である．

　●情報システム管理
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. IT サービスの定義と IT サービスの課題について理解すること．

2. ビジネスガバナンスと IT ガバナンスは密接な関係があることを理解すること。

3. IT サービスの標準化の同行について各国政府の対応を理解すること．

4. ITIL（Information Technology Infrastructure Library）が求められる背景について理解すること．

5. IT ライフサイクルと ITIL の関係について理解すること．

6. ITIL の導入は一度で終わるようなものでなく，継続して行われるものであることを理解すること．

7. ITIL の発展経緯，ITIL の本質であるベストプラクティス・フレームワーク，および ITIL は顧客視点でのサー

ビスの合意と品質アプローチであることを理解すること．

8. ITIL の要点にはどのようなものがあるのかを情報システム管理の視点から理解すること．

9. ITIL で使用される基本的な用語を理解すること．

第 11 回：情報システム管理の具体例 (7) –（ITIL の基礎）

上述の用語について調べよ．

・プロシード ITAM グループ，『ITIL 入門』，生産性出版，2004, pp.1-27.

・日経コンピュータ編『ITIL 大全』日経 BP 社，2004，pp.100-115.

・ITIL　　・ライフサイクル　　・IT サービス　　・IT ガバナンス　　・マネジメントプロセス　

・ベストプラクティス　　・サービスサポート　　・サービスデリバリ

・IT サービスマネジメント　　・BS15000　　・サービス・プロバイダ

・サービス・サプライヤ　　・サービスデスク　　・ヘルプデスク　　・コールセンター

・インシデント　　・変更依頼

　●情報システム管理
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・森岡謙仁「CIO 養成塾」『CIO ハンドブック』日経情報ストラテジー，2004.8 特別付録，日経 BP 社 .

・野村総合研究所『最新図解 CIO ハンドブック』NRI シェアードサービス、2005.

第 12 回：情報システム管理の具体例 (8) –（CIO の要件）

会計士にとってシステム監査をどのように捉えるかを考えること．

1. CIO（情報統括役員）に必要な要件が具体的にわかるようになること．
2. CIO はなぜ企業に必要なのかがわかるようになること．
3. 米国における CIO の歴史から、いま求められる CIO 像が理解できるようになること．
4. 会計士にとって CIO とコミュニケーションすることの重要さを理解できるようになること．
5. CIO と情報システム関連部門、経営企画部門、経営トップとの関係が理解できるようになること．

・CIO　　・CFO　　・CTO・IT 戦略　　・ビジネスモデル　　・ビジネスプロセスリエンジニア

リング　　・業務改革

　●情報システム管理
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 企業で使われる会計のシステムを情報システムで支援するときの基本要件が理解できるようになること

2. 会計情報システムを導入するときの基本的な留意点が理解できるようになること．

3. 会計情報システムを管理するときの基本的な要件が理解できるようになること．

第 13 回：情報システム管理の具体例 (9) –（会計情報システム）

上述の用語について調べよ．

ﾄｰﾏﾂ･ﾃﾞﾛｲﾄ･ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ『オープン環境における会計システムの設計』中央経済社 , 1996．

・会計情報　　・補助簿システム　　・主要簿システム　　・財務情報システム

　●情報システム管理
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

・T. H. ダベンポート「ERP の効果とその限界」『ハーバード・ビジネスレビュー・ブックス』ダ

イヤモンド社 , 2000．

・手島歩三、根来龍之、杉野周『ERP とビジネス改革』日科技連，1998.

・同期 ERP 研究所編『ERP/ サプライチェーン成功の法則』工業調査会，1998.

・T. H. ダベンポート『プロセス・イノベーション』日経 BP 社 , 1994．

第 14 回：情報システム管理の具体例 (10) –（ERP：統合業務システム）

上述の用語について調べよ．

1. ERP（Enterprise Resource Planning）の出現の背景が理解できるようになること．
2. なぜ現在、大企業の多くで ERP が導入されているのかが理解できるようになること．
3. ERP 神話に頼りすぎるとかえって逆効果であることが理解できること．
4. ERP を導入してよい場合と導入していけない場合が理解できるようになること．
5. ERP と企業のコアコンピタンスの関係をどのようにマネージすればよいかが理解できるように

なること．
6. 会計士にとって、ERP をどのように把握したらよいかが理解できるようになること．

・ERP　　・MRP　　・EA（Enterprise Architecture）　　・ベストプラクティス　

・ビジネスプロセスモデル　　BPR（Business Process Innovation）　　・リエンジニアリング

・プロセス・イノベーション　　・データベース　　・基幹系システム　　・情報系システム

・SAP/R3 パッケージ

　●情報システム管理
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　これまで 10 回にわたり学習してきた情報システム管理の具体例の全体を総括して情報システム管理のある

べき姿を検討できるようになること．

第 15 回：情報システム管理のまとめ

　担当教員が事前に指定した最終課題レポートのタイトルに沿って、各自がレポートにまとめ、提
出すること（作成の要領は講義の中で指示する）．

情報システム管理で使用したすべての参考書と配布したテキスト．

特になし

　●情報システム管理
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

事例研究１（情報システム管理）

伊東　俊彦

　「情報システム管理」または「外書講読（情報システム管理）」を受講
しているとベターであるが，受講していなくても情報システムに興味が
あり積極的に参加できれば問題はない .

受講者の予備知識の傾向により教科書などを選定する .

前期　水曜 4 限

・講義への参画（出席，発
表レポート：50%），最
終レポート（50%）で評
価する．

・AA(90 点以上 )，　     　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

金曜日
13:00-14:30

（事前にメールか電話でア
ポイント下さい）

022-795-4792
tito@econ.tohoku.ac.jp

・一方的な講義でなく，

受講者が自らの問題意

識と目標をもって学ん

でいくゼミ形式を採用

する . そのため，積極

的な参画意識をもって

受講することが望まし

い .

以下に参考となる書籍を掲げる .

・野村総合研究所『最新図解 CIO ハンドブック』NRI シェアードサービス，2005

・Harvard Business Review，DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー

訳『IT マネジメント』ダイヤモンド社，2000

・日本情報処理開発協会編『情報化白書 2005』コンピュ－タ・エ－ジ社，2005

・『動かないコンピュータ』日経 BP 社編，2002

・『雑誌 日経コンピュータ』日経 BP 社

・『雑誌 日経情報ストラテジー』日経 BP 社

　最近，情報システムの障害や情報システムに関連した不正事件などが
話題となっている . 当科目では，文献にあらわれた情報システム管理に
成功・失敗している内外の企業を取り上げ，なぜシステム管理に成功・
失敗しているのか，その要因を議論する . その中で日本と欧米とのシス
テム管理の相違点や陥りやすい問題点なども議論する . そのような議論
をふまえ，たとえば情報システム管理における環境とは何なのか，また
環境の分類によるシステム管理のあるべき姿などについて探り出してい
く .
　将来の会計士として，情報システムとその管理の事例の基本を修得で
きるようになること，および情報システム管理の要点や陥りやすい問題
点について簡単なレポートを作成できることを目標とする .

実践・応用
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション（講義内容，学習方法，評価方法などの説明）

第 2 回：会計士を目指す人の情報システム関連の概要知識 (1)

第 3 回：会計士を目指す人の情報システム関連の概要知識 (2)

第 4 回：会計士を目指す人の情報システム管理の概要知識 (1)

第 5 回：会計士を目指す人の情報システム管理の概要知識 (2)

第 6 回：情報システム管理の事例発表と議論 (1)

第 7 回：情報システム管理の事例発表と議論 (2)

第 8 回：情報システム管理の事例発表と議論 (3)

第 9 回：情報システム管理の事例発表と議論 (4)

第 10 回：情報システム管理の事例発表と議論 (5)

第 11 回：実務家による情報システム管理の紹介と議論 ( 予定 )

第 12 回：情報システム管理のレポート概要の議論 (1)

第 13 回：情報システム管理のレポート概要の議論 (2)

第 14 回：情報システム管理のレポート概要の議論 (3)

第 15 回：情報システム管理の事例研究のまとめ



東北大学会計大学院シラバス 2006 6��

■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

事例研究 2（情報システム管理）

伊東　俊彦

　「情報システム管理」「外書講読（情報システム管理）」「事例研究１（情
報システム管理）」のどれか１つを受講しているとベターであるが，受講し
ていなくても情報システムに興味があり積極的に参加できれば問題はない .

受講者の予備知識の傾向により教科書を選定する .

後期　水曜 4 限

・講義への参画（出席，発
表レポート：50%），最
終レポート（50%）で評
価する．

・AA(90 点以上 )，     　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

金曜日
13:00-14:30

（事前にメールか電話でア
ポイント下さい）

022-795-4792
tito@econ.tohoku.ac.jp

・一方的な講義でなく，

受講者が自らの問題意

識と目標をもって学ん

でいくゼミ形式を採用

する . そのため，積極

的な参画意識をもって

受講することが望まし

い .

以下に参考となる書籍を掲げる .

・野村総合研究所『最新図解 CIO ハンドブック』NRI シェアードサービス，2005

・Harvard Business Review，DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー

訳『IT マネジメント』ダイヤモンド社，2000

・日本情報処理開発協会編『情報化白書 2005』コンピュ－タ・エ－ジ社，2005

・『動かないコンピュータ』日経 BP 社編，2002

・『雑誌 日経コンピュータ』日経 BP 社

・『雑誌 日経情報ストラテジー』日経 BP 社

　雑誌などの資料からいくつかの企業を選択し，その企業のシステム管
理について研究する .「事例研究 1」では，文献上のデータの成功・失敗
例からたとえば情報システム管理のあるべき姿を探り出すことを目的と
したが，「事例研究 2」では，実際の企業にインタビューするか，それに
変わる研究をすることにより情報システムのあるべき姿と結果がどのよ
うに乖離するか，その原因はなにかなどの議論を行う . ここではあるべ
き姿を仮説とし，実務の上でさらに重要な要因があるのかどうかを探り
出していく .
　将来の会計士として，情報システム管理の事例研究がわかるようにな
ること，および情報システム管理のあるべき姿を仮説として立て，それ
を検討することができるようになることを目標とする .

実践・応用
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション（講義内容，学習方法，評価方法などの説明）

第 2 回：会計士を目指す人の情報システム関連の概要知識

第 3 回：会計士を目指す人の情報システム管理の概要知識

第 4 回：情報システム管理の成功・失敗事例の議論 (1)

第 5 回：情報システム管理の成功・失敗事例の議論 (2)

第 6 回：情報システム管理の成功・失敗事例の議論 (3)

第 7 回：情報システム管理の成功・失敗事例の議論 (4)

第 8 回：情報システム管理の成功・失敗事例の議論 (5)

第 9 回：情報システム管理のあるべき姿の議論 (1)

第 10 回：情報システム管理のあるべき姿の議論 (2)

第 11 回：実際の企業へのインタビューまたは事例研究の実務家との議論

第 12 回：情報システム管理のレポートの進捗発表 (1)

第 13 回：情報システム管理のレポートの進捗発表 (2)

第 14 回：情報システム管理のレポートの進捗発表 (3)

第 15 回：情報システム管理の事例研究のまとめ
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

外書講読（情報システム管理）

伊東　俊彦

・ 受講者による輪読形式で講義を進めていく．輪読の担当部分を小レポー
トで提出する．

大学程度の英語読解力．

情報システム管理に関連する外国語書籍やジャーナル．講義の中で適宜指示

する．

後期　水曜 3 限

・講義への参画（出席，発
表レポート：50%），最
終レポート（50%）で評
価する．

・AA(90 点以上 )，     　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

金曜日
13:00-14:30

（事前にメールか電話でア
ポイント下さい）

tito@econ.tohoku.ac.jp

・一方的な講義でなく，

受講者が自らの問題意

識と目標をもって学ん

でいくゼミ形式を採用

する．そのため，積極

的な参画意識をもって

受講することが望まし

い．

・Wysocki, R. K., Young J., Information Systems Management Principles in 
Action, John Wiley & Sons, Inc., 1��0．

・Walton, R. E., Up and Running: Integrating IT and Organization, Harvard 
Business School Press, 1989．

・島田達巳・他『情報システムマネジメント』日科技連 , 1994．

・日経コンピュータ編集『ITIL 大全』日経 BP 社，2004.

・野村総合研究所『最新図解 CIO ハンドブック』NRI シェアードサービス、2005

・Harvard Business Review『IT マネジメント』DIAMOND ハーバード・

ビジネス・レビュー訳、ダイヤモンド社、2000

　現代の企業会計に不可欠である情報システムの管理に関するテクニカ
ルタームや基礎的な知識を英語をとおして学習することにより，情報シ
ステム管理の分野における内外の研究のアプローチについて理解を深め
ること．
　情報システム管理のテクニカルタームを理解し，情報システム管理に
関する外国語文献の内容を把握できるようになること．

展開
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション（講義内容、学習方法、評価方法などの説明）

第 2 回：情報システム関連の基本用語の確認

第 3 回：情報システム管理の基本用語の確認

第 4 回：情報システム管理の概要

第 5 回：情報システム管理の文献の輪読 (1)

第 6 回：情報システム管理の文献の輪読 (2)

第 7 回：情報システム管理の文献の輪読 (3)

第 8 回：情報システム管理の文献の輪読 (4)

第 9 回：情報システム管理の文献の輪読 (5)

第 10 回：情報システムの役割と CIO の役割 (1)

第 11 回：情報システムの役割と CIO の役割 (2)

第 12 回：情報システムの役割と CIO の役割 (3)

第 13 回：情報システムの役割と CIO の役割 (4)

第 14 回：情報システム管理の未来 (1)

第 15 回：情報システム管理の未来 (2)
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

統計学

伊藤　健

・ 講義ではテキストの内容について説明し，それに応じた宿題を課す．
次回の講義中に宿題の解説を行い，演習効果を高める．

・ 原則として，講義毎に宿題を課し，必要に応じて小テストを実施する．
・ 期末試験を実施する．

　高等学校での数学（関数，数列）に関する知識は必要であり，行列を

取り扱えることがなお望ましい．

石井，塩出，新森「確率統計の数理」（裳華房）

前期　月限 1 限

・ 宿題，小テスト (40%)，
期末試験 (60%) で評価す
る．

・ AA(90 点以上 )，
 A(80点以上90点未満)，  
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週月曜日

13:00-14:30

連絡先（e-mail アドレス等）
については講義で連絡す
る .

・ 宿題等における疑問点を

質問するのは良いことで

すが，その前に自分で 1

日考え，悩み，調べるこ

とが重要です．

・ 統計に関する定理等につ

いて，その証明が高度で

難解なものは解説を割愛

し，利用法のみ説明しま

す．

・ 電卓を持参してくださ

い．ごく普通の電卓で構

いませんが，関数電卓や

ポケット PC 等の高機能

な も の が あ れ ば 便 利 で

す．

・宿題は Microsoft Word，

PDF，JPEG 形式等の電子

ファイルを E-Mail にて提

出して頂きます．

・ 宿題については，記載さ

れているものの他，講義

において適宜追加するこ

とがあります．

必要に応じで講義の中で紹介する．

　統計学の目標は様々な統計的推論を行うことであるが，そのために

は確率変数の概念や，大数の法則，中心極限定理を正しく理解する必

要がある．しかし，専門職大学院の性格上，前提とされる数学知識が

備わっていない受講生の存在も予想される．そこで，本講義では確率

統計を理解するのに必要な微分積分などの概説を含め，データの整理，

確率変数，代表的な分布に限定した統計学の導入的内容を取り扱う．

基礎
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■講義の目的

■講義の概要

　講義概要，講義の進め方，成績評価などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション

　　　　●統計学

各回の講義概要は以下の通りである．

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：微分法（1）

第 3 回：微分法（2）

第 4 回：積分法（1）

第 5 回：積分法（2）

第 6 回：データの整理（1）

第 7 回：データの整理（2）

第 8 回：確率と確率変数 (1)

第 9 回：確率と確率変数 (2)

第 10 回：確率と確率変数 (3)

第 11 回：代表的な分布 (1)

第 12 回：代表的な分布 (2)

第 13 回：代表的な分布 (3)

第 14 回：大数の法則と中心極限定理

第 15 回：期末試験

（注）進捗状況により，多少前後することがあります． 
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　確率統計を理解するのに必要な微分法について解説を行う．
1. 極限値の概念
2. 微分係数，導関数の定義と可微分性
3. 微分法の公式（累乗，和，差，積，商，合成関数）

1. 以下の微分公式を証明せよ．

2. ある自動車が走り始めて t 秒後，スタート地点から 5t2 (m) の地点を通過した．

(1)　この自動車の発車 20 秒後の速度 (m/s) を求めよ．

(2)　この自動車の加速度 (m/s2) を求めよ．

第 2 回：微分法（1）
　　　　●統計学

{ }2)(
)()()()(

)(
)(),()()()(})()({

):()(})({),()(})()({
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xfxgxfxg

xf
xgxgxfxgxfxgxf
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′=′′±′=′± 定数

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　複雑な関数の微分法，および偏微分法について解説を行う．
1. 自然指数関数，自然対数関数の導関数
2. 偏導関数

第 3 回：微分法（2）

●統計学

1. 次の関数の導関数を求めよ．

2. f(x) = log x の x = 1 における微分係数が 1 になることを利用して，以下の等式を証明せよ．

3. 次の関数を微分せよ

4. 以下の関数について，偏導関数 ∂f /∂x, ∂f /∂y, ∂g /∂x, ∂g /∂y を求めよ．
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特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　確率統計を理解するのに必要な積分法について解説を行う．

1. 定積分と不定積分

2. 導関数との関係

次の関数について，その不定積分を計算せよ．

第 4 回：積分法（1）

●統計学

)0(log,1, ≠
+

+ ax
bax

e bax

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　定積分の計算方法について解説を行う．

1. 定積分の計算

2. 置換積分法

3. 部分積分法

1. 以下の定積分を計算せよ．

第 5 回：積分法（2）

●統計学

2. ある自動車が加速度 10 (m/s2) で走り始めた．

(1) この自動車の発車 t 秒後の速度 (m/s) を求めよ．

(2) 発車 t 秒後，この自動車はスタート地点から何 m の位置にあるか答えよ．

∫∫∫

∫∫∫
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特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　様々な分析を行う際に，実験やアンケート調査等を行うことがあるが，収集された情報（デー

タ）から傾向や特徴を読み取る必要がある．本講義ではその基本的なツールについて解説を行

う．

1. 収集されたデータを視覚的にとらえる度数分布表と度数分布図について

2. データ集団の中心的傾向を表す代表値（平均値，中央値，最頻値）について

3. データ集団の集散状況を表す散布度（分散，標準偏差）について

第 6 回：データの整理（1）

●統計学

1. テキスト p17 の演習問題 1 を解け．

2. 偏差値はデータ集団の平均値，標準偏差を用いて求められる．その算出式を調べよ．また，

ある試験の成績について受験者の偏差値を求めた場合，その値がどのようなことを示して

いるか答えよ．

3. ある事柄について 100 個のデータを収集し，その平均値，標準偏差を求め，上位 20 番目

のデータの偏差値を計算せよ．

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　前回の講義では 1 変量データについて取り扱ったが，ここではデータが 2 種類の情報（変量）

をもつ場合に対し，それら変量間の関係を把握する方法について解説を行う．

1. 2 変量データを座標平面上にプロットし，変量間の関係を視覚的に捉える相関図について

2. 変量間の関係の強さを客観的に測る相関係数について

3. 既知のデータを利用して，未知の状態を予測する回帰直線について

4. 変量データの値ではなく，その順位情報から変量間の関係の強さを測る順位相関係数について

第 7 回：データの整理（2）

●統計学

1. テキスト p17 の演習問題 2 を解け．

2. テキスト p17 の演習問題 3 を解け．

3. 50 個のある 2 変量データを収集し，その相関係数，回帰直線を求め，収集データに存在しな

い未知の状態を予測せよ．

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　統計学を理解する上で非常に重要な確率，確率変数の概念を 2 回にわたり解説する．

1. 偶然現象の結果として起こりうる事柄である事象と，事象間の基本演算について

2. 代表的な確率の定義について

3. ある事象が起こるという条件の下で，他の事象が起こる確率を表現する条件付き確率について

4. ある事象と，その原因となり得る複数の事象の生起確率について成立する Bayes の定理について

第 8 回：確率と確率変数 (1)

●統計学

1. トランプの札一式（ジョーカーは含まない）が伏せて積んである．

(1)  札を任意に 1 枚引いたとき絵札が出る確率を求めよ．

(2) 札を任意に 1 枚引いたとき絵札が出て，その札を元の山に戻さずにもう 1 枚引いても絵

札が出る確率を求めよ．

(3) 札を任意に 1 枚引いたとき絵札が出て，その札を元の山の任意の位置に戻し，もう 1 度

任意の札を引いた場合に絵札が出る確率を求めよ．

2. テキスト p35 の演習問題 1 を解け．

3. ある山には 3 つの登山ルート A，B，C がある．ルート A を用いた場合に登頂が成功する確

率は 40% であり，ルート B，C についてはそれぞれ 30%，20% である．いまルートを任意

に選ぶとして，登頂成功者がルート B を選んだ確率を答えよ．

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　前回の内容を受け，統計的推論の仕組みを理解するのに必要な確率変数の概念を中心に解説する．

1. 通常の変数とは異なり，そのとり得る値に不確実性がともなう確率変数について

2. 分布関数とその性質について

3. 離散的確率変数と分布関数について

4. 連続的確率変数と分布関数，確率密度関数について

5. 確率変数で構成される関数の期待値（平均），分散，積率について

6. Chebychev の不等式について

第 9 回：確率と確率変数 (2)

●統計学

1. 任意の定数 a, b，確率変数 X について以下の等式が成立することを証明せよ．
 E (aX ＋ b) = aE (X ) ＋ b,  V (aX ＋ b) = a2V (X)

2. ある離散的確率変数 X の実現値は 1 から 6 の整数であり，それぞれその確率は 1/6 であると

する．

(1) 確率変数 X の分布関数 F (x) について， F (4) を求めよ．

(2) 確率変数 X の期待値 E (X )，2 次積率 E (X 2)，分散 V (X) を求めよ．

(3) 関数 g (X) =X 2 ＋ 2X － 1 の期待値 E [g (X)] を求めよ．
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3. ある連続的確率変数 X の確率密度関数は

である．

(1) 確率 P ( － 1 ≦ X ≦ 3/2) を求めよ．

(2) 確率変数 X の期待値 E (X )，2 次積率 E (X 2)，分散 V (X) を求めよ．

(3) 関数 g (X) =X 2 ＋ 2X － 1 の期待値 E [g (X)] を求めよ．

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　確率変数を n 次元に拡張した場合の諸性質，および後に扱う確率分布を特徴付ける積率母関数，
特性関数について解説を行う．
1. 同時分布関数と周辺分布関数，および同時確率密度関数と周辺確率密度関数の関係について
2. 確率変数の独立性が分布関数，確率密度関数に与える影響について
3. n 次元確率変数による関数の期待値について
4. 2 つの確率変数の共分散，相関係数について
5. 確率変数の分布状態を知るのに有用な積率母関数，特性関数について

第 10 回：確率と確率変数 (3)

●統計学

1. テキスト p31 の例題 2.5 を，Xi が離散的，連続的確率変数の場合に分けて確認せよ．

2. テキスト p33 の例題 2.6 を確認せよ．

3. テキスト p33 の例題 2.7 を確認せよ．

4. テキスト p35 の演習問題 2 を解け．

5. テキスト p36 の演習問題 3 を解け．

6. テキスト p35 の演習問題 5 を解け．

7. テキスト p35 の演習問題 6 を解け．

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　確率変数が従う確率分布について，離散分布の代表的なものを紹介する．

1. ベルヌーイ試行について

2. 二項分布について

3. ポアソン分布について

4. ポアソン近似の考え方について

第 11 回：代表的な分布 (1)

●統計学

1. テキスト p56 の演習問題 1 を解くとともに，二項分布の平均値，分散を定義から求めよ．

2. テキスト p41 の積率母関数 (3.5)，特性関数 (3.6) を用いてポアソン分布の平均値，分散を求めよ．

3. テキスト p56 の演習問題 2 を解け．

4. ある製品ロットから 400 個のサンプルを取る．サンプル内の不良品の数が 3 個以下ならロッ

トを合格とするとき，このロットの合格率を以下の方法により求めよ．ただし，製造される製

品の 0.7% が不良品であるとする．

 (1)  二項分布に基づき求めよ．

 (2)  ポアソン近似を行い求めよ．

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　確率変数が従う確率分布について，連続分布の代表的なものを紹介する．
1. 一様分布について
2. 正規分布について
3. 正規分布に従う確率変数に関する確率計算と規準化について
4. 対数正規分布について

第 12 回：代表的な分布 (2)

●統計学

1. 積率母関数，特性関数を用いて，正規分布 N ( μ , σ 2) の平均値がμ，分散がσ 2 となるこ

とを確認せよ．

2. 確率変数 X が正規分布 N (μ, σ2) に従うとき，次の確率変数 Z = ( X － μ) ／σが標準正規分布
N (0, 1) に従うことを示せ．

3. テキスト p56 の演習問題 3 を解け．

4. 確率変数 X が正規分布 N (4, 16) に従うとき，確率 P (5 ≦ X ≦ 7) を計算せよ．

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　後に取り扱う推定，検定において利用される代表的な統計量の分布とその性質を紹介する． 

1.χ2 分布における分位点と上側確率の関係について

2.t 分布における分位点と上側確率の関係について

3.F 分布における分位点と上側確率の関係について

第 13 回：代表的な分布 (3)

●統計学

1. テキスト p57 の演習問題 5 を解け．

2. テキスト p57 の演習問題 6 を解け．

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　統計的推論の概念，妥当性を理解する上で非常に重要な大数の法則および中心極限定理を解
説する．
1. 大数の法則について
2. 中心極限定理について

第 14 回：大数の法則と中心極限定理

●統計学

1. 以下のような手順で中心極限定理を確認せよ．

(1) 表計算ソフトにおける 0 以上 1 未満の一様乱数について（Microsoft Excel では rand()

関数），1 個の乱数，3 個の乱数の平均，5 個の乱数の平均，10 個の乱数の平均をそれぞ

れ 1,000 組求めよ．

(2) 上の 4 種類のデータについて，適当な階級によって度数分布表を作成せよ．

(3) 度数分布表を元に度数分布図を作成し，それらの形状について考察せよ．

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

試験の内容については，未定 .

第 15 回：期末試験

●統計学

なし .

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

上級統計学

伊藤　健

・ 講義ではテキストの内容について説明し，それに応じた宿題を課す．
次回の講義中に宿題の解説を行い，演習効果を高める．
・ 原則として，講義毎に宿題を課し，必要に応じて小テストを実施する．
・ 期末試験を実施する．

・ 高等学校での数学（関数，数列）に関する知識は必要であり，行列を

取り扱えることがなお望ましい．

・ 統計学を受講し単位を取得している，あるいはそれに相当する確率統

計の基本知識を有していることが必要．

石井，塩出，新森「確率統計の数理」（裳華房）

前期　月限 5 限

・ 宿題，小テスト (40%)，
期末試験 (60%) で評価す
る．

・ AA(90 点以上 )，
  A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週月曜日

13:00-14:30

連絡先（e-mail アドレス等）
については講義で連絡す
る .

・ 宿題等における疑問点を

質問するのは良いことで

すが，その前に自分で 1

日考え，悩み，調べるこ

とが重要です．

・ 統計に関する定理等につ

いて，その証明が高度で

難解なものは解説を割愛

し，利用法のみ説明しま

す．

・ 電卓を持参してくださ

い．ごく普通の電卓で構

いませんが，関数電卓や

ポケット PC 等の高機能

な も の が あ れ ば 便 利 で

す．

・ 宿題は Microsoft Word，

PDF，JPEG 形式等の電子

ファイルを E-Mail にて提

出して頂きます．

・ 宿題については，記載さ

れているものの他，講義

において適宜追加するこ

とがあります．

必要に応じで講義の中で紹介する．

　統計学で取り扱った確率統計の基礎知識を踏まえ，統計的推論，相

関・回帰分析の基本的な考え方を理解する．

展開
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■講義の目的

■講義の概要

　講義概要，講義の進め方，成績評価などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション

　　●上級統計学

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：統計的推論（点推定）

第 3 回：統計的推論（区間推定の基礎）

第 4 回：統計的推論（仮説検定の基礎）

第 5 回：正規母集団に対する推定・検定（母集団が 1 つ）

第 6 回：正規母集団に対する推定・検定（母集団が 2 つ）

第 7 回：二項母集団に対する推定・検定

第 8 回：多項母集団に対する検定と適合度検定

第 9 回：独立性の検定

第 10 回：分散分析（一元配置）

第 11 回：分散分析（二元配置）

第 12 回：相関係数の推定・検定

第 13 回：回帰分析（単回帰）

第 14 回：回帰分析（重回帰）

第 15 回：期末試験

（注）進捗状況により，多少前後することがあります． 
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　対象とする個体集合全体の状態や性質を統計データに基づき解析することを統計的推論と呼ぶ．
本講義ではその仕組みと方法について説明し，未知母数（個体集合全体の平均値など）を一点とし
て推定する点推定について説明する．
1.　母集団，サンプルと統計的推論の関係について
2.　点推定における推定量が満たすべき性質について
3.　代表的な点推定の手法である最尤推定法とモーメント推定法について

1. テキスト p81 の演習問題 1 を解け．

2. テキスト p81 の演習問題 2 を解け．

3. テキスト p81 の演習問題 3 を解け．

4. テキスト p81 の演習問題 4 を解け．

5. テキスト p82 の演習問題 5 を解け．

6. テキスト p82 の演習問題 6 を解け．

7. テキスト p82 の演習問題 7 を解け．

8. テキスト p82 の演習問題 8 を解け．

9. テキスト p82 の演習問題 9 を解け．

第 2 回：統計的推論（点推定）

　　●上級統計学

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　前回における点推定の場合とは異なり，区間を用いて未知母数の値を推定する区間推定法に
ついて解説する．区間推定には，点推定では考慮されていない精度情報が盛り込まれる．
1.　信頼区間と信頼係数の関係について
2.　母分散既知の正規母集団に対する母平均の区間推定について
3.　母分散未知の正規母集団に対する母平均の区間推定について
4.　正規母集団に対する母分散の区間推定について
5.　情報量と推定結果について

第 3 回：統計的推論（区間推定の基礎）

●上級統計学

1.　テキスト p82 の演習問題 10 を解け．

2.　正規母集団 N ( μ , 0.04) から以下のような無作為標本を得た．

(1)　母平均μの 90% 信頼区間を求めよ．

(2)　母平均μの 99% 信頼区間を求めよ．

12.3, 11.8, 13.6, 12.2, 13.7, 12.4, 14.1, 12.3
11.9, 12.5, 11.9, 12.6, 13.3, 13.1, 12.5, 11.7

3.　母分散が未知の正規母集団から，上の問題 2 と同様の無作為標本を得た．

(1)　母平均μの 90% 信頼区間を求めよ．

(2)　母平均μの 99% 信頼区間を求めよ．

4.　ある工場で生産されている飲料から 30 個の製品を無作為に選び内容量を測定したところその

不偏分散は 1.93(ml2) であった．内容量の正確さ（母分散）の 95% 信頼区間を求めよ．

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　推定のように未知母数そのものの推定値を考えるのではなく，未知母数に関する仮説が正しいか

否かを判断する仮説検定について説明する．

1.　帰無仮説，対立仮説の設定について

2.　検定内容に応じた統計量の決定について

3.　有意水準と棄却域の関係について

4.　検定における誤りについて

1.　あるコインを 10 回投げる． 

(1)　8 回表が出た場合，一般的に表の出る確率（母比率）が 1/2 より大きいと言えるか．有意

水準 5% で検定せよ．

(2)　8 回表が出た場合，一般的に表の出る確率（母比率）が 1/2 であると言えるか．有意水準

1% で検定せよ．

(3)　1 回表が出た場合，一般的に表の出る確率（母比率）が 1/2 より小さいと言えるか．有意

水準 1% で検定せよ．

2.　あるコインを投げる場合，表が出る確率（母比率）p に対して帰無仮説 H0: p ＝ 1/2，対立仮

説 H1: p ≠ 1/2 の有意水準 5% 検定をサンプル 10 で行う．母比率の真値が 3/5 であるとき，

第 2 種の誤りを起こす確率を求めよ．

第 4 回：統計的推論（仮説検定の基礎）

●上級統計学

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　正規分布に従う母集団（正規母集団）について，その平均，分散に関わる推定・検定につい
て説明する．
1.　正規母集団の母平均の検定（母分散が既知の場合）について
2.　正規母集団の母平均の検定（母分散が未知の場合）について
3.　正規母集団の母分散の推定・検定について

第 5 回：正規母集団に対する推定・検定（母集団が 1 つ）

●上級統計学

1.　テキスト p110 の演習問題 1 を解け．

2.　テキスト p110 の演習問題 2 を解け．

3.　テキスト p110 の演習問題 4 を解け．

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　2 つの正規母集団を対象とした推定・検定について説明する．

1.　母分散比の推定・検定（等分散検定）について

2.　母平均の差の推定・検定（母分散が既知の場合）について

3.　母平均の差の推定・検定（母分散が等しい場合）について

4.　母平均の差の推定・検定（母分散が等しくない場合；Welch の方法）について

5.　対標本に対する母平均の差の推定・検定について

1.　テキスト p110 の演習問題 3 を解け．

2.　テキスト p110 の演習問題 5 を解け．

3.　テキスト p110 の演習問題 6 を解け．

4.　テキスト p110 の演習問題 7 を解け．

第 6 回：正規母集団に対する推定・検定（母集団が 2 つ）

●上級統計学

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　二項分布に従う母集団（二項母集団）を対象とした推定・検定について説明する．
1.　F 分布を用いた母比率の推定・検定（厳密法）について
2.　正規分布近似による母比率の推定・検定について
3.　母比率の差の推定・検定について

第 7 回：二項母集団に対する推定・検定

●上級統計学

1.　テキスト p135 の演習問題 1 を解け．

2.　テキスト p135 の演習問題 2 を解け．

3.　テキスト p135 の演習問題 3 を解け．

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　二項分布を一般化した多項分布に従う母集団（多項母集団）について，その母比率の検定および

応用について説明する．

1.　多項母集団の母比率の検定について

2.　分布の型の検定について

1.　テキスト p135 の演習問題 4 を解け．

2.　テキスト p135 の演習問題 5 を解け．

第 8 回：多項母集団に対する検定と適合度検定）

●上級統計学

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　2 つの事象が独立であるか否かの検定について説明する．
1.　分割表について
2.　独立性の検定について

第 9 回：独立性の検定

●上級統計学

未定

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　データ変動の分析を目的とした計画的な実験（実験計画）と，得られたデータの変動解析を推定

や検定によって行う分散分析について説明する．

1.　実験計画法について

2.　一元配置における主効果の検定について

3.　一元配置における主効果の推定について

4.　各水準での実験繰り返し数が異なる場合の推定・検定について

1.　テキスト p167 の演習問題 1 を解け．

第 10 回：分散分析（一元配置）

●上級統計学

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　データ変動の分析を目的とした計画的な実験（実験計画）と，得られたデータの変動解析を
推定や検定によって行う分散分析について説明する．
1.　二元配置モデルについて
2.　二元配置における主効果・交互作用の検定について
3.　二元配置における主効果・交互作用の推定について

第 11 回：分散分析（ニ元配置）

●上級統計学

1.　テキスト p168 の演習問題 2 を解け．

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　2 変量間の相関の有無，あるいは相関係数の推定・検定について説明する．

1.　2 変量正規分布について

2.　無相関性の検定について

3.　Fisher の Z 変換について

4.　相関係数の推定・検定について

未定

第 12 回：相関係数の推定･検定

●上級統計学

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　変量間の関係を記述する式（回帰式）に基づき未知の状態を予測するのに有効な回帰分析の
うち，最も基本的な単回帰モデルについて説明する．
1.　一次単回帰と回帰直線について
2.　最小二乗法について
3.　回帰係数の有意性について
4.　当てはめの欠如について

第 13 回：回帰分析（単回帰）

●上級統計学

1.　テキスト p188 の演習問題 1 を解け．

2.　テキスト p188 の演習問題 2 を解け．

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　回帰式が一次多項式として表現される重回帰分析について説明する．

1.　重回帰と回帰平面について

2.　“あてはまりのよさ” について

なし .

第 14 回：回帰分析（重回帰）
●上級統計学

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

試験の内容については，未定 .

第 15 回：期末試験

●上級統計学

なし .

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

計量経済分析

細谷　雄三

・ １回に，1 章 -2 章を終えるというペースで講義を進めていく．コン
ピュータによるデータ分析のデモンストレーションを行う．

・ 各章について，講義でテキストの内容を説明し，レポートを宿題とし
て課す．参加学生は授業時間にレポートを報告し，それにもとづいて
質疑応答する．

・ 原則として，2 回の講義毎にレポートを課す．
・ 中間テストと期末試験を行う（いずれも筆記試験）．

　ミクロ・マクロ経済学および統計学の初等的知識を有している ( たと

えば，学部で関連科目を履修している ) ことが望ましい．また，Excel

の初等的操作を身につけていることが望ましい．

箕谷千凰彦著：計量経済学（第３版）（スタンダード経済学シリーズ），

東洋経済新報社，2003．

前期　月曜 1 限

・ 宿題 (40%)，中間テス
ト (20%)，期末試験 (40%)
で評価する．

・ AA(90 点以上 )，
   A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週月曜日

13:00-14:00

連絡先（e-mail アドレス等）
については講義で連絡す
る .

・ 予習復習を必ず行うこ

と．

講義の進行のなかで，関連文献として紹介する．

　計量経済学の基礎的分析法を身につけること．　計量経済学の基本

的理論的背景を理解するとともに，実際に Excel（および統計の応用

ソフト）を使ってデータの分析が出来るようになることを目標とする．

基礎
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■講義の目的

■講義の概要

　計量経済学の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション

　　●計量経済分析

　以下の内容を学習する．

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：計量経済分析とはなにか

第 3 回：統計的推定と検定

第 4 回：回帰モデルと最小二乗法（１）

第 5 回：回帰モデルと最小二乗法（２）

第 6 回：重回帰分析の理論（１）

第 7 回：重回帰分析の理論（２）

第 8 回：重回帰モデルの応用（１）

第 9 回：中間試験

第 10 回：経済理論と実証分析

第 11 回：時系列モデル（１）

第 12 回：時系列モデル（２）

第 13 回：同時方程式モデル (1)

第 14 回：同時方程式モデル (2)

第 15 回：期末試験

　講義の進め方，成績評価についてはシラバスを用いて説明する．また，学習の進め方についても

説明を行う．



東北大学会計大学院シラバス 2006 �25

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 実証分析（empirical analysis）の必要性
2. 計量経済分析の基本的な概念枠組み
3. データの構造と分類 . 経済・経営データの特殊性
4. 計量経済モデルによるデータ生成構造の表現
5. 計量経済モデルの構造
6. コンピュータによるデータ収集と解析の環境

・ 計量経済分析（econometric analysis, empirical analysis） 

・ 統計的推測（statistical　inference） ・ 時系列データ（time-series data） 

・クロスセクション・データ（cross-section data）

・パネル・データ（panel data） ・コホート・データ（cohort data）

・ 計量経済モデルの構成（econometric modelling） ・コンピュータ環境

1. 上述の用語について調べよ

2. 会計における実証分析の役割とは何か

3. テキストの章末問題（講義の中で指示）

1. G．S．マラダ（和合肇訳）「計量経済学の方法」，シーピーエー出版，2001．

2. 縄田和満，「Excel による統計入門（第 2 版）」，朝倉書店，2004．

第 2 回：計量経済学とはなにか

　●計量経済分析



�26東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　統計的推測の基本的諸概念．
2.　統計的モデルとデータ（観測量）との対応．
3.　未知母数の統計的推定法．最尤法と最小二乗法，推定量の信頼性．
4.　統計的検定の基本的な考え方．理論とデータの乖離．有意性．
5　.Excel 上での推定・検定の実行．

第 3 回：統計的推定と検定

●計量経済分析

・統計的モデル（statistical models） ・推定と検定（estimation and testing）

・最尤法（maximum likelihood estimation）・最小二乗法（least-square estimation）

・有意性検定（test of significance） ・仮説の棄却（rejection of hypothesis）

1.　 上述の用語について調べよ．

2.　講義において配布するデータを使って，Excel の基本的操作をおこなう．

1.　細谷雄三（2002）　「統計的証拠とその解釈」増補版，  東京 : 牧野書店 .

2.　縄田和満（2004）「Excel による統計入門（第 2 版）」，朝倉書店 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　単純な線形回帰モデルと関連する諸概念を理解するとともに，Excel によるデータの回帰分　

　　析を実行できることを目的とする．

2.　回帰係数の最小二乗推定量．

3.　 数値例を用いた最小二乗法の実行

・線形回帰モデル（linear regression model） ・撹乱項　(disturbance term)

・残差　(residuals)                              ・最小二乗法　(least-square method)

・最小二乗推定量の分散（variance of least-square estimator） 

・ t- 統計量と t- 分布（t-statistic and t-distribution） 

・ 自由度（degree of freedom）

1.　細谷雄三（2002）　「統計的証拠とその解釈」増補版，  東京 : 牧野書店

2.　縄田和満，「Excel による統計入門（第 2 版）」，朝倉書店，2004．

3.　山本拓 (1995)　「計量経済学」，新世社 .

第 4 回：回帰モデルと最小二乗法（１）

●計量経済分析

1.　上述の用語について調べよ．

2.　配布データを使って，回帰分析を実行する．

3.　テキストの章末問題（講義の中で指示）．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　単純回帰モデルによる分析のまとめと応用．
2.　クロスセクション生産関数の統計的解析と結果の解釈．
3.　マクロ消費関数の国際比較．
4.　フィリップス曲線の推定．
5.　トレンド除去 .

第 5 回：回帰モデルと最小二乗法（２）

●計量経済分析

・ 需要関数（demand function） ・消費関数（consumption function）

・労働生産性（labour productivity）     ・フィリップス曲線 (Phillips curve) 

・時間トレンド（time trend）　 ・生産関数（production function）

・トレンド除去（detrending）

1.　上述の用語について調べよ．

2.　テキストの章末問題（講義の中で指示）を Excel の回帰分析ツールを用いて解答する．

1.　縄田和満 (2004)「Excel による統計入門（第 2 版）」，朝倉書店．

2.　山本拓 (1995)　「計量経済学」，新世社 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 　説明変数が複数ある場合の回帰分析法を扱う．理論では他の要因の変動をとめて，問題とな

る変数の変動が被説明変数におよぼす効果を測定するが，複数の要因が同時に変動し，一変数

だけを残して，他の要因を一定に固定することが困難な状況で，いかにして最小二乗法は一変

数の効果を抽出つることがかのうであるかを講義で示す．

2.　重回帰モデルの確率論的枠組み．

3.　最小二乗推定量の標本分布の導出．

4.　分散分析表と F- 統計量．

・重回帰モデル（multiple regression model） ・標本分布（sampling distribution）

・分散分析表（analysis of variance table）  ・F- 分布（F-distribution）と F- 検定（F-test）
・  偏相関係数（partial correlation coefficient）
・ 決定係数と自由度修正決定係数（）

1.　山本拓 (1995)　「計量経済学」，新世社 .

2.　J．ジョンストン著，竹内啓他訳（1975）「計量経済学の方法」( 上・下 )　東洋経済新報社 .

第 6 回：重回帰分析の理論（１）

●計量経済分析

1.　上述の用語について調べよ．

2.　多重回帰モデルにもとづく分析の特徴について述べよ．

3.　テキストの章末問題（講義の中で指示）．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　 線形従属性と多重共線性の問題．
2.　定性的要因をダミー変数として回帰モデルにくわえる．
3.　構造変化をモデル化する．構造変化の統計的検定．
4.　定性的被説明変数の取り扱い方．プロビットモデル入門．

第 7 回：重回帰分析の理論（２）

●計量経済分析

・多重共線性（multicolinearity） ・チョウ検定（Chow test）
・ダミー変数（dummy variable）   ・プロビットモデル（probit model）

1.　 上述の用語について調べよ．

2.　テキストの章末問題（講義の中で指示）．

1.　 J．ジョンストン著，竹内啓他訳（1975）「計量経済学の方法」( 上・下 )　東洋経済新報社 .

2.　森平爽一郎 (1997)　「倒産確率推定のオプション・アプローチ」　『証券アナリストジャーナル』.
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　重回帰モデルを用いて，実際に経済諸関係の推定と検定を行う．

2.　資産効果を含むマクロ消費関数

3.　フィリップス曲線．

4.　設備投資関数．

5.　輸出入関数．

・デフレータ（deflator） 　　・実質金融資産残高 ・家計最終消費支出

・ 長期・短期フィリップス曲線　・マーシャル‐ラーナー条件

・ 価格弾力性 

1.　肥田野登 (1997)　「環境と社会資本の経済評価－ヘドニックアプローチの理論と実際」　勁草書房 .

第 8 回：重回帰モデルの応用

　●計量経済分析

1.　上述の用語について調べよ．

2.　配布データを使って重回帰分析を実行する．

3.　テキストの章末問題（講義の中で指示）．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

●計量経済分析

第 9 回：中間試験

1. 出題範囲：講義中に指示する .

2. 持込み不可 .

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　経済学上の論争がいかなる実証的基礎のうえで行われてきたか，また計量経済分析はそこでい
かなる役割をはたしたのか，あるいは計量経済学はそれらの論争からいかなる影響をうけたの
かを，具体的な個々のケースを取り上げて考察する．

2.　ティンバーゲン‐ケインズ論争．
3.　マクロ経済論争と実証分析．
4.　消費関数研究史．

第 10 回：経済理論と実証分析

●計量経済分析

・内生変数（endogenous variables） ・外生変数（exogenous variables）
・習慣形成 ・恒常所得仮説　　　・ライフサイクル仮説

・ケインズモデル

1.　上述の用語について調べよ．

2.　テキストの章末問題（講義の中で指示）．

1.　Keynes, J．M． (1�3�)． Review of J． Tinbergen (1�3�)． Statistical Testing of Business Cycle 
Theories, vol． 1, Geneva: League of Nations． Economic Journal, 4�, 55�-56�．

2.　Keynes, J．M． (1�40)．　Professor Tinbergen's Method, Comment, Economic Journal, 50, 141-156．
3.　Tinbergen, J． (1�40)． A Method of Statistical Business-Cycle Research: A Reply (with a reply by J． M． 

Keynes)．  Economic Journal, 50, 141-156．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　定常時系列と自己相関．

2.　回帰残差のダービン・ワトソン検定．

3.　時系列回帰とｈ－統計量．

4　自己相関と母数推定

5.　RESET

・定常性（stationarity） ・自己相関（error-correction model）
・ ダービン・ワトソン比 (Durbin-Watson rario) 

・ ｈ－統計量（h-stasitstic）

・ RESET

1.　E．J．ハナン著；　細谷雄三訳 (1974)　「時系列解析」東京 : 培風館

2.　A・C・ハーベイ著 ; 国友直人 , 山本拓訳 (1985)　「時系列モデル入門」 東京 : 東京大学出版会

第 11 回：時系列モデル（１）

　●計量経済分析

1.　上述の用語について調べよ．

2.　テキストの章末問題（講義の中で指示）．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　時系列データにもとづく賃金水準の分析．
2.　時系列データにおける「見せかけ」の回帰．
3.　消費と貨幣需要の誤差修正モデル．

第 12 回：時系列モデル（2）

●計量経済分析

・見せかけの回帰（spurious regression） ・誤差修正モデル（error-correction model）
・時系列データの特徴 ・生産関数（production function）

1.　上述の用語について調べよ．

2.　Excel 上で乱数を発生して，「見せかけ」の回帰を実現する．

3.　テキストの章末問題（講義の中で指示）．

1.　畠中道雄（1996）「計量経済学の方法」改訂版，  東京 : 創文社
2.　山本拓（1988）経済の時系列分析， 東京 : 創文社
3.　Evans, G． and Savin, N．E． (1984) “Testing for unit roots: I”, Econometrica, vol．4�, pp．�53-���．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　静学的期待

2.　外挿的期待

3.　適合的期待

4.　合理的期待

・静学的期待 (static expectation) ・外挿 (extrapolation) 

・適合的期待 (adaptive expectation)・合理的期待（rational expectation）

1.　Hall, R． (1���)． Stochastic Implications of the Life Cycle-Permanent Income Hypothsis: Theory 
and Evidence, Journal of Political Economy, �6, ��1-���．

第 13 回：期待のモデル化

　●計量経済分析

1.　上述の用語について調べよ．

2.　テキストの章末問題（講義の中で指示）．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　構造方程式と誘導形
2.　同時方程式バイアス
3.　識別性と識別条件
4.　2 段階最小二乗法
5.　モデルのテスト

第 14 回：同時方程式モデル

●計量経済分析

・同時方程式（simultaneous equation） ・同時性バイアス (simultaneous bias) 

・ モデルの識別性 (identifiability)・過剰識別（overidentification）

・ 次数条件 (order condition)

・ 2 段階最小二乗法 (two-stage least square method)

1.　上述の用語について調べよ．

2.　テキストの章末問題（講義の中で指示）．

3.　配布データにもとづき 2 段階最小二乗法を実行して，結果を検討する．

1.　 J．ジョンストン著，竹内啓他訳（1975）「計量経済学の方法」( 上・下 )　東洋経済新報社
2.　森棟公夫（1985）経済モデルの推定と検定， 東京 : 共立出版
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 出題範囲：講義中に指示する .

2. 持込み不可 .

第 15 回：期末試験

　●計量経済分析

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

上級計量経済分析

細谷　雄三

・ 原則として，2 回の講義で 1 章を終えるというペースで講義を進めて
いく．

・ 1 回目の講義でテキストの内容を説明し，2 回目の講義では練習問題
を使った復習を行う．

・ 原則として，講義毎に宿題を課す．
・ 期末試験を行う．

　統計学と計量経済学の基本的な知識を有していること , コンピュータ

応用ソフトの利用について基本的な理解と操作法に慣れていることが望

ましい．

G.S. マダラ著 , 和合肇訳：計量経済分析の方法（第２版）, シーエーピー

出版 ,2001．：　第 7 章― 13 章を使用する .

前期　月曜 2 限

・ 宿題 (50%)，小テスト
(20%)， 期 末 試 験 (30%)
で評価する．

・ AA(90 点以上 )，
  A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週月曜日

13:00-14:00

連絡先（e-mail アドレス等）
については講義で連絡す
る .

・ 「計量経済分析」ある

いは同水準の計量経済

学の講義をすでに受講

していること .

・ 統計データの数値的

解析には TSP を使用す

る .

・ 予習復習を必ず行うこ

と .

必要に応じで講義の中で紹介する．

　多様な経済・経営データの分析の実際に対応する計量経済学の方法

を学ぶ . 理論的理解と計算の実行を身につけることを目標とする .

展開
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■講義の目的

■講義の概要

　講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション

●上級計量経済分析

　以下の内容を学習する．

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：定性的データと回帰分析（１）

第 3 回：定性的データと回帰分析（２）

第 4 回：同時方程式モデル（１）

第 5 回：同時方程式モデル（２）

第 6 回：期待のモデル化

第 7 回：変量誤差

第 8 回：回帰診断とモデル選択（１）

第 9 回：回帰診断とモデル選択（２）

第 10 回：時系列解析入門（１）

第 11 回：時系列解析入門（２） 

第 12 回：多変量自己回帰モデルと単位根

第 13 回：共和分と誤差修正モデル（１）

第 14 回：まとめ‐経済のモデル化と計量経済分析

第 15 回：期末試験

　講義の進め方，成績評価についてはシラバスを用いて説明する．また，学習の進め方についても

説明を行う．



東北大学会計大学院シラバス 2006 �41

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 定数項の変化をダミー変数で表現する .
2. 勾配係数の変化にたいするダミー変数 .
3. 方程式間の制約に対応するダミー変数 .
4. 回帰係数の安定性検定とダミー変数 .
5. 分散不均一性と系列相関のもとでのダミー変数 .

・ダミー変数（dummy variable） ・回帰モデル（regression model）
・ 構造変化（structural change）

1. 上述の用語について調べよ．

2. テキストの章末問題（講義の中で指示）．

1. 縄田和満 ,「TSP による計量経済分析入門」, 朝倉書店 ,2002．
2. Griliches, Z. (1961) “ Hedonic price indexes for automobiles: An econometric analysis of quality change”, 

Govement Price Statistics, Hearings, U.S.Congress, Jpoint Economic Coomitee, Washington, D.C.: 
U.S.Govement Printing Office.

3. Ota, M. and Griliches, Z. (1975) “Automobile price revised: Extentions of the hedonic hypothesis’’, in N. 
Terleckyj(ed.), Household Behavior and Consumption, New York: National Bureau of Economic Research.

4. Vogel, R.C. and Maddala, G.S. (1967) “Cross-section estimates of liquid asset demand by manufacturing 
corporations”, The Journal of Finance, December.

5. Waugh, F.V. (1964) Demand and Price Analysis: Some Examples from Agriculture, U.S.D.A. Technical 
Bulletin 1316, November, Table 5-1, p.39.

6. Gujarati, D. (1970) “Use of dummy variables in testing for equality of sets of coefficients in two linear 
regressions: a note’’, American Statistician, February.

7. Salkever, D.S. (1976) “The use of dummy variables to compute predictions, prediction errors and 
confidence intervals”, Journal of Econometrics, Vol. 4, pp.3�3-3��.

8. Pagan, A.R. and Nicholls, D.F. (1984) “Estimating prediction, prediction errors and their standard 
deviations using constructed variables”, Journal of Econometrics, vol.24, pp.293-310.

第 2 回：定性的データと回帰分析（１）

●上級計量経済分析
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. ダミー従属変数 .
2. 線形確率モデルと線形判別関数 .
3. プロビットモデルとロジットモデル .
4. トービットモデル .

第 3 回：定性的データと回帰分析（２）

●上級計量経済分析

・ ダミー従属変数（dummy dependent variable）・線形確率モデル（linear probability model）
・ 線形判別関数（linear discriminant function）・ロジットモデル（logit model）
・プロビットモデル（probit model） ・トービットモデル（Tobit model）

1. 上述の用語について調べよ．

2. テキストの章末問題（講義の中で指示）．

1.　Amemiya, T. (1981) “Qualitative response models: a survey’’, Journal of Economic Literature, 
December, pp.483-536 and pp.1488.

2.　Cox, R. (1970) Analysis of Binary Data, London: Metheun.
3.　McGilvray, R.G. (1970) “Estimating the linear probability function’’, Econometrica,  pp.��5-��6.
4.　Nerlove, M. and Press, S.J. (1973) “Univariate and multivariate log-linear and logistic models’’, Report 

R-1306-EDA/NIH, Rand Corporation, Santa Monica, Calif., December.
5.　Meyer, P.A. and Pifer, H.W. (1970) “Prediction of bank failures’’, Journal of Finance, pp.�53-�6�.
6.　Altman, E.D. (1968) “Financial ratios, discriminant analysis and the prediction corporate bankrupty’’, 

Journal of Finance , September.
�.　Fisher, R.A. (1936) “The use of multiple measurements in taxonomic problems”, Annals of Eugenics,  

pp.1��-1��.
�.　Pratt, J.W. (1981) “Concavity of the log-likelihood”, Journal of the American Statistical Association , 

pp.13�-15�.



東北大学会計大学院シラバス 2006 �43

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 内生変数と外生変数 .

2. 識別性の問題 . 誘導形を使った識別 .

3. 識別可能であるための必要十分条件 .

4. 操作変数法 .

・ 内生変数（endogenous variable）と外生変数（exogenous varible）

・ 識別性（identifiability） ・誘導形（reduced form）

・ 操作変数法（instrumental variable method）

1.　Merrill, W.C. and Fox, K.A. (1970) Introduction to Economic Statistics, New York: Wiley.
2.　Goldberger, A.S. (1�64)  Econometric Theory, New York: Wiley, p.250.
3.　Johnston, J. (1984). Econometric methods, 3rd ed., McGraw-Hill.
4.　Sims, C.A. (1980) “Macroeconomics and reality”, Econometrica , vol.48, January, pp.1-48.
5.　Barten, A.P. and L.J. Bettendorf. (1989).Price Formation of Fish: An Application of an Inverse Demand 

System, European Economic Review, 33, 1509-1525.

第 4 回：同時方程式モデル（１）

●上級計量経済分析

1. 上述の用語について調べよ．

2. テキストの章末問題（講義の中で指示）．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 単一方程式の推定法 . ２段階最小二乗法 .
2. 制限情報最尤法 .
3. 直接最小二乗法の問題点 .
4. 外生性の定義 . 外生性と因果性 .

第 5 回：同時方程式モデル（２）

●上級計量経済分析

・間接最小二乗法 (indirect least squares)・操作変数法 (instrumental variable method)

・同時性バイアス (simultaneous bias) ・帰納的システム (recursive system) 

1. 上述の用語について調べよ．

2. テキストの章末問題（講義の中で指示）．

1.　Theil, H. (1958) Economic Forecasts and Policy,  Amsterdam: North-Holland.
2.　Working, E.J. (1927) “What do statistical demand curves show?”, Quarterly Journal of Economics , 

February.
3.　Maddala, G.S. (1���) Econometrics , New York; McGraw-Hill, pp.244-249 and Chap. 17, “Varying 

parameter models”..
4.　Leamer, E.E. (1981) “Is it a demand curve or is it a supply curve: partial identification through inequality 

constraints”, The Review of Economics and Statistics , vol.63, August, pp.319-327.
5.　Zellner, A., Kmenta, J. and Dreze, J. (1966) “Specification and estimation of Cobb-Douglas production 

function models”, Econometrica , October, pp.��6-��5.
6.　Liu, T.C. (1960) “Under-identification, structural estimation, and forecasting”, Econometrica , Vol.2�, pp. 

�55-565.
�.　Lucas, R.E. (1976) “Econometric policy evaluation: a critique”, in Karl L. Brunner (ed.), The Philips 

Curve and Labor Markets  (supplement to the Journal of Monetary Economics,  pp.1�-46.
�.　Leamer, E.E. (1985) “Vector autoregressions for causal inference”, in Brunner, K. and Meltzer, A. (eds.), 

Understanding Monetary Regimes  (supplement to the Journal of Monetary Economics ), pp.255-304.
�.　Jacobs, R.L. Leamer, E.E. and Ward, M.P. (1979) “Difficulties with testing for causation”, Economic 

Inquiry , pp.401-413.
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 期待のモデル化 .

2. 適応的期待モデルとその推定 .

3. 期待変数と調整ラグ .

4. 分布ラグ . 多項式ラグと有理形ラグ .

5. 合理的期待仮説とその検定 .

6. 合理的期待仮説にもとづく需要・供給モデルの推定 .

・ 適応的期待 (adaptive expectation)・合理的期待 (rational expectation)

・ 回帰的期待 (regressive expectation) 

・コイックラグ (Koyck lag)　・アーモンラグ (Almont lag) ・有理型ラグ (rational lag) 

・誤差修正モデル (error correction  model) ・合理性の検定 (testing rationality)

1.　Hirsch, A.A. and Lovell, M. (1969) Sales Anticipations and Inventory Behavior, New York: Wiley.
2.　Fisher, I. (1925) “Our unstable dollar and the so-called business cycle”, Journal of the American 

Statistical Association,  20.
3.　Fisher, I. (1937) “Note on a short-cut method for calculating distributed lags”, Bulletin of the 

International Statistical Institute , 2�, pp.323-32�.
4.　Koyck, L.M. (1954) Distributed Lags and Investment Analysis, Amsterdam: North-Holland.
5.　Nerlove, M. (1958) Distributed Lags and Demand Analysis , U.S.D.A. Handbook 141, Washington, 

D.C.: U.S. Government Printing Office.
6.　Cagan, P.D. (1956) “The monetary dynamics of hyperinflations”, in M. Friedman (ed.), Studies in the 

Quantity Theory of Money , Chicago; University of Chicago Press, pp.25-117.
�.　Nerlove, M. (1958) The Dynamics of Supply: Estimation of Farmers’ Response to Price , Baltimore: 

The Johns Hopkins Press.
�.　Griliches, Z. (1967) “Distributed Lags: A Survey”, Econometrica , January, pp.16-4�.

第 6 回：期待のモデル化

●上級計量経済分析

1. 上述の用語について調べよ．

2. テキストの章末問題（講義の中で指示）．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

16. 単一方程式において , 説明変数が単数である場合の古典的方法 .
17. 二説明変数の場合 .
18. 逆回帰法 .
19. 操作変数法 .
20. 代理変数法 .

第 7 回：変量誤差

●上級計量経済分析

・ 変数誤差バイアス（errors in variable bias） ・母数限界 (bounds for parameters)

・ 逆回帰 (reverse regression)        ・群別法 (grouping method)

・ 代理変数 (proxy variables)

1. 上述の用語について調べよ．

2. テキストの章末問題（講義の中で指示）．

1.　Zellner, A. (1970) “Estimation of regression relationships containing unobservable independent 
variables” International Economic Review , October, pp.441-454.

2.　Goldberger, A.S. (1972) “Maximum likelihood estimation of regression models containing unobservable 
variables”, International Economic Review,  January, p.1-15.

3.　Griliches, Z. (1974) “Errors in variables and other unobservables”, Econometrica , November, p.971-998.
4.　Frisch, R. (1934) Statistical Confluence Analysis by Means of Complete Regression Systems , Publication 

5, Oslo: University Economics Institute.
5.　Schultz, H. (1938) The Theory and Measurement of Demand , Chicago: University of Chicago Press.
6.　Griliches, Z. and Ringstad, V. (1971) Econometric of Scale and the Form of the Production Function, 

Amsterdam: North-Holland .
�.　Levi, M.D. (1973) “Errors in variables bias in the presence of correctly measured variables”, 

Econometrica, vol. 41, pp.985-986.
�.　Garber, S. and Klepper, S. (1980) “Extending the classical normal errors in variables model”, 

Econometrica, vol.48, no.6, p.1541-1546.
�.　Klepper, S and Leamer, E.E. (1984) “Consistent sets of estimates for regressions with errors in all 

variables”, Econometrica , vol.52, pp.163-183.
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 最小二乗残差にもとづくモデル診断 .

2. 最小二乗残差による診断の問題点 .

3. その他の残差 .

4. DFFITS と有界影響推定 .

5. モデル選択問題 .

・最小二乗残差 (least squares residual) ・予測残差 (predicted residuals) 

・スチューデント化残差　(Studentized residuals) 

・BLUS 残差 (BLUS residuals) ・DEFITS ・有界影響推定 (bounded influence estimation)

・ 事後的モデル形成 (post-data model construction) 

・ 過剰母数の単純化 (overparametrization with data-based simplification)

1.　Pagan, A.R. and Hall, A.D. (1983) “Diagnostic tests and residual analysis”, with discussion, 
Econometric Reviews , vol.2, pp.159-218.

2.　Engle, R.F. (1982) “Autoregressive conditional heteroscedasticity with estimates of the variance of 
United Kingdom inflation”, Econometrica , vol. 50, pp.987-1007.

3.　Dubbelman, C. (1978) Disterbances in the Linear Model: Estimation and Hypothesis Testing, The 
Hague: Martinus Nihjoff.

4.　Cook, R.D. and Weisberg, S. Residuals and Influence in Regression , London: Chapman & Hall.
5.　Anderson, R.L., Allen, D.M. and Cady, F. (1972) “Selection of predictor variables in multiple linear 

regression”, in T.A. Bancroft (ed.), Statistical Papers in Honor of George W. Snedecor , Ames. Iowa: 
Iowa State University Press.

6.　Theil, H. (1965) “The analysis of disturbances in regression analysis”, Journal of the American 
Statisitcal Association , vol. 60, pp.1067-1079.

�.　Brown, R.L., Durbin, J. and Evans, J.M. (1975) “Techniques for testing the constancy of regression 
relationships”, (with discussion), Journal of the Royal Statistical Society, Series B , vol. 37, 
pp.14�-163. 

第 8 回：回帰診断とモデル選択（１）

●上級計量経済分析

1. 上述の用語について調べよ．

2. テキストの章末問題（講義の中で指示）．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 説明変数の選択 .
2. 各種の基準にたいする F 値 .
3. 相互確証法（cross validation method）
4. ハウスマンの特定化の過誤の検定 .
5. プロッサー‐シュワート‐ホワイトの階差検定 .
6. 非入れ子型仮説の検定 .

第 9 回：回帰診断とモデル選択（２）

●上級計量経済分析

・相互確証（cross validation） ・説明変数選択 (selection of regressors) 

・診断 (diagnostic checking) ・特定化検定 (specification testing)

・ハウスマン検定 (Hausman’s test) ・J －検定 (J-test) ・包含的検定 (encompassing test)

1. 上述の用語について調べよ．

2. テキストの章末問題（講義の中で指示）．

1.　Maddala, G.S. (1���) Econometrics , New York: McGraw-Hill, pp.461-462.
2.　Schmidt, P. (1973) “Calculating the power of the minimum standard error choice criterion”, International 

Economic Review, Februay, pp.253-255.
3.　Hocking, C.L. (1976) “The analysis and selection of variables in multiple regression”, Biometrics , 

March, pp.1-4�.
4.　Amemiya, T. (1980) “Selection of Regressions”, International Economic Review, vol.21, pp.331-354.
5.　Kinal, T. and Lahiri, K. (1984) “A note on ‘Selection of Regressions’”, International Economic Review,  

vol.25, no.3, October.
6.　Breiman, L. and Freedman, D. (1983) “How many variables should be entered in a regression equation?” 

Journal of the American Statistical Assosciation , March, pp.131-136.
�.　Akaike, H. (1973) “Information theory and an extension of the maximum likelihood principle”, in Petrov, 

B.N. and Csaki, F. (eds.), 2nd International Symposium on Information Theory , Budapest: Akademiai 
Kiado.
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 時系列の周波数領域表現と時間領域表現 .

2. 定常時系列と非定常時系列 .

3. 時系列のモデル化 .

・周波数領域法 (frequency domain method) ・時間領域法 (time domain method)

・狭義定常性 (strict stationarity) ・弱定常性 (weak stationarity)

・非定常性 (nonstationarity) ・ランダムウォーク (random walk) 

・白色雑音・ホワイトノイズ (white noise)

1.　Jenkins, G.M. and Watts, D.G. (1968) Spectral Analysis and Its Applications , San Francisco: Holden-
Day, p.170.

2.　Slutsky, E.E. (1937) “The summation of random causes and a source of cyclic process”, Econometrica , 
vol.5, pp.105-146.

3.　Hall, R. (1978). Stochastic Implications of the Life Cycle-Permanent Income Hypothsis: Theory and 
Evidence, Journal of Political Economy , �6,  ��1-���.

第 10 回：時系列解析入門（１）

●上級計量経済分析

1. 上述の用語について調べよ．

2. テキストの章末問題（講義の中で指示）．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. AR,　MA, 　ARMA モデルの推定 .
2. ボックス‐ジェンキンス法 .
3. 時系列モデルにおける決定係数 .

第 11 回：時系列解析入門（２）

●上級計量経済分析

・移動平均過程 (moving average process) ・自己回帰過程 (autoregressive process) 

・ 自己回帰移動平均過程 (auotoregressive moving average process)

・ 自己回帰和分移動平均過程 (autoregressive integrated moving average process)

・ボックス・ジェンキンス法 (Box-Jenkins approach) ・トレンド除去 (trend elimination)

1.　上述の用語について調べよ．

2.　テキストの章末問題（講義の中で指示）．

1. Osborne, D.R. (1976) “Maximum likelihood estimation of moving average processes”, Annals of 
Economic and Social Measurement,  vol.5, pp.75-87.

2.  Davidson, E.H. (1981) “Problems with the estimation of moving average processes”, Journal of 
Econometrics,  vol.19, pp.295-310.

3. Box, G.E. and Jenkins, G.M. (1976) Time Series Analysis Forecasting and Control,  rev. ed., San Francisco: 
Holden-day, Chap.7.

4. Box, G.E.P. and Pierce, D.A. (1970) “Distribution of residual autocorrelations in autoregressive 
integrated moving average time series models”, Journal of the American Statistical Association, vol.65, 
pp.150�-1526.

5. Ljung, G.M. and Box, G.E.P (1978) “On a measure of lack of fit in time series models”, Biometrika , 
vol.65, pp.297-303.

6. Davis, N. and Newbold, P. (1979) “Some power studies of a portmanteau test of time series model 
specification”, Biometrika, vol.66, 153-155.

7. Hosking, J.R.M. (1980) “Lagrange multiplier tests of time series models”, Journal of the Royal Statistical 
Society, Series B , vol.42, pp.170-181.
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 多変量自己回帰（VAR ）モデル .

2. VAR モデルの実際上の問題 .

3. 単位根過程とランダム・ウォーク .

4. 単位根検定 .

・ベクトル自己回帰 (vector autoregression) ・単位根 (unit roots) 

・単位根検定 (unit root tests)　　・構造変化と単位根 (structural change and unit roots)

1. Sims, C.A. (1980) “Macroeconomics and reality”, Econometrica , vol.48, January, pp.1-48.
2. Tiao, G.C. and Box, G.E.P. (1981) “Modelling multiple time series with applications”, Journal of the 

American Statistical Association,  pp.�02-�16.
3. Litterman, R.B. (1986) “Forecasting with Bayesian vector autoregression: Five years of experience”, 

Journal of Business and Economic Stutistics,  vol.4, pp.25-38.
4. Blanchard, O.J. (1989) “A traditional interpretation of macroeconomic fluctuations”, American 

Economic Review, vol.79, pp.1146-1164.
5. Diebold, F.X. and Nerlove, M. (1990) “Unit roots in economic time series: a selective survey”, in 

Fomby, T. and Rhodes, G. (eds.), Advances in Econometrics,  vol.8, Greenwich, Conn: JAI Press.
6. Cochrane, J.H. (1988) “How big is the random walk in GNP?” Journal of Political Economy, vol.96, 

pp.��3-�20.
7. Blough, S.R. (1990) “Unit roots, stationarity and persistence in finite sample macroeconometrics”, 

Discussion Paper, John Hopkins University.
8. Evans, G. and Savin, N.E. (1984) “Testing for unit roots: I”, Econometrica,  vol.49, pp.753-779.
9. Said, S.E. and Dickey, D.A. (1980) “Testing for unit roots in ARMA models of unknown order”, 

Biometrika , vol.71, pp.599-607.

第 12 回：多変量自己回帰モデルと単位根

●上級計量経済分析

1. 上述の用語について調べよ．

2. テキストの章末問題（講義の中で指示）．
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 共和分と多変量自己回帰モデル .
2. 共和分モデルと誤差修正モデル .
3. 共和分ランク検定 .

第 13 回：共和分と誤差修正モデル

●上級計量経済分析

・共和分 (cointegration) ・共和分ベクトル (cointegration vectors)

・共和分ランク検定 (cointegration rank test) 

1.　上述の用語について調べよ．

2.　テキストの章末問題（講義の中で指示）．

1. Granger, C.W.J. (1981) “Some properties of time series data and their use in econometric model 
specification”, Journal of Econometrics,  vol.16, no.1, pp.121-130.

2. Engle, R.F. and Granger, C.W.J. (1987) “Cointegration and error correction: Representation, estimation and 
testing”, Econometrica,  vol.55, no.2, pp.251-276.

3. Hylleberg, S., Engle, R.F., Granger, C.W.J. and Yoo, S. (1988) “Seasonal integration and cointegration”, 
Working paper, University of California at San Diego.

4. Banerjee, A. Dolado, J. Hendry, D.F. and Smith, G. (1986) “Exploring equilibrium relationships in 
econometrics through static models: Some Monte Carlo evidence”, Oxford Bulletin of Economics and 
Statistics , vol.48, pp.253-277.

5. Johansen, S. (1988) “Statistical analysis of cointegration vectors”, Journal of Economic Dynamics and 
control , vol.12, pp.231-254.

6. Engel, R.E. and Yoo, B.S. (1987) “Forecasting and testing in cointegrating systems”, Journal of 
Econometrics , vol.35, pp.143-159.

7. Phillips, P.C.B. (1991) “Optimal inference in cointegrated system”, Econometrica , vol.59, pp.283-306.
8. Granger, G.W.J. and Tae-Hwy Lee (1990) “Multicointegration”, in Fomby and Rhoades (eds.) Advances in 

Econometrics , pp.�1-�4.
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 共和分モデルにもとづく合理的期待仮説と市場効率仮説の検定 .

2. オプション価格のブラック‐ショールズ公式 .

3. 市場構造分析と計量経済分析 .

・効率的市場仮説 (market efficiency hypothesis)

・合理的期待 (rational expectation hypothesis)

・オプション価格 (option prices) ・ブラック・ショールズ公式 (Black-Scholes formula)

・市場構造分析 (market structure analysis)

1. Tiao, G.C. and Box, G.E.P. (1981) “Modelling multiple time series with applications”, Journal of the 
American Statistical Association , pp.�02-�16.

2. Black, F. and M. Scholes. (1973). The Pricing of Options and Coporate Liabilities, Journal of Political 
Economy , �1, 63�-654.

3. Davidson, James, E.H., David F. Hendry, Frank Srafa, and Stephen Yeo. (1978). Econometric Modelling 
of the Aggregate Time-Series Relationship between Consumers' Expenditure and Income in the United 
Kingdom, Economic Journal,  ��, 661-6�2.

4. Gujarati, D.. (1972). The Behaviour of Unemployment and Unfilled Vacancies: Great Britain, 1958-1971, 
Economic Journal , �2, 1�5-204.

5. Hull, John C. (1989). Options, Futures, and Other Derivatives, Englewood Cliffs, N.J. Prentice Hall.
6. Merton, R.C.(1973). Theory of Rational Option Pricing,  Bell Journal of Economics and Management 

Science , 4, 141-1�3.
7. Quah, D. (1990). Permanent and Transitory Movements in Labour Income: An Explanation for "Excess 

Smoothness" in Consumption, Journal of Political Economy, ��,  44�-4�5.
8. Sutton, J. (1993). Sunk Costs and Market Structure, Cambridge, MA: MIT Press.
9. Taylor, J. (1972) The Behavi.our of Unemployment and Unfilled Vacancies: Great Britain, 1958-1971. An 

Alternative View, Economic Journal, �2, 1352-1365.

第 14 回：まとめ‐経済のモデル化と計量経済分析

●上級計量経済分析

1. 上述の用語について調べよ．

2. テキストの章末問題（講義の中で指示）．



�54東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 出題範囲：講義中に指示する .
2. 持込み不可 .

第 15 回 : 期末試験

●上級計量経済分析

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

事例研究（統計学）

伊藤　健

　統計データに対してパソコンを用いた分析を行う．

　表計算ソフトを用いてデータ解析を行う際，読み取るべき情報はどの

ような手続きを踏めば得られるのか，統計学の知識を生かして判断でき

る能力を身に付ける．

統計学を履修済み，もしくは統計に関する基礎知識を有している．

・ 講義内容

 第 1 回：オリエンテーション

 第 2 回～第 3 回：Microsoft Excel の基本操作

 第 4 回～第 7 回：Microsoft Excel によるデータの整理

 第 8 回～第 14 回：分析ツールを用いたデータ解析

 第 15 回：「自由研究」の発表

・ 講義では宿題を解説した後，新たなトピックに取り組む．

・ 「自由研究」では受講者自身が対象データを探し，独自に分析を行い，

その結果についてレジュメ，OHP，プロジェクター等を用いて発表す

る．発表時間は受講者数による．

・ 講義内容は予定であり，進捗状況により多少変更することがある．

毎回の講義で資料を配布する．

後期　月曜 1 限

・ 宿 題 (50%)， 自 由 研 究
の 発 表 お よ び 小 テ ス ト
(10%)， 出 席 (40%) で 評
価する．

・AA(90 点以上 )，
  A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週月曜日
13:00-14:30

連絡先（e-mail アドレス等）
については講義で連絡す
る .

 講 義 で は 表 計 算 ソ フ ト

（Microsoft Excel） を 用 い

た説明を行うため，そのソ

フトが使えるノートパソコ

ンを持参できることが望ま

しい．パソコンを持参せず

に受講し，自宅もしくは演

習室のパソコンで復習を行

うことも可能（ただし学習

効果は低下する）．なお，

受講者数が少ない場合には

コンピュータ実習室を利用

するため，パソコンの持参

は不要．

必要に応じて講義の中で紹介する．

実践・応用
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：Microsoft Excel の基本操作（1）

第 3 回：Microsoft Excel の基本操作（2）

第 4 回：Microsoft Excel によるデータの整理（1）

第 5 回：Microsoft Excel によるデータの整理（2）

第 6 回：Microsoft Excel によるデータの整理（3）

第 7 回：Microsoft Excel によるデータの整理（4）

第 8 回：分析ツールを用いたデータ解析（1）

第 9 回：分析ツールを用いたデータ解析（2）

第 10 回：分析ツールを用いたデータ解析（3）

第 11 回：分析ツールを用いたデータ解析（4）

第 12 回：分析ツールを用いたデータ解析（5）

第 13 回：分析ツールを用いたデータ解析（6）

第 14 回：分析ツールを用いたデータ解析（7）

第 15 回：「自由研究」の発表
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

事例研究 1( 計量経済分析 )

細谷　雄三

　実データの計量・統計的分析が実行できる能力を養う．

　計量分析の概念枠組みを理解し，問題に応じて，統計応用ソフトを用

いて，データを適切の解析し，結果を解釈できるようになること．

　統計データ分析を実行するソフトについて，一定程度習熟しているこ
とが望ましい．

・ 講義は，計量経済学関連文献についての要約の報告と，受講者各自の

計量分析の結果報告から構成される．報告者は文書として報告内容

を準備し，講義で報告するとともに，文書をレポートとして提出する．

　　　○自分の分析テーマに関連する文献を要約し報告する．

　　　○実際にデータの分析をおこない，結果を報告する．

・ 受講者は各自計量経済分析のデータとテーマを準備すること．また関

連文献について，渉猟しておくこと．これらについては，必要に応

じて指導・助言する．

・ 受講者による報告とそれにもとづく討論で講義を進めていく．

　計量経済分析の実際を例示しているテキスト（複数）および実証分析をあつ
かっている専門の論文．

後期　月曜 1 限

・最終報告 (40%)，文献報
告 (40%)，出席 (20%) で
評価する．

・AA(90 点以上 )，
  A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週月曜日
13:00-14:00

連絡先（e-mail アドレス等）
については講義で連絡す
る .

・積極的に討論に参加し，

また質問すること .

参加者の分析の関連する文献を講義の中で紹介する．

実践・応用
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーションと参加者各自の分析テーマの確定

第 2 回：計量経済分析上の注意点．

第 3 回：計量経済分析文献報告

第 4 回：計量経済分析文献報告

第 5 回：計量経済分析文献報告

第 6 回：計量経済分析文献報告

第 7 回：計量経済分析文献報告

第 8 回：中間報告

第 9 回：中間報告

第 10 回：計量経済分析文献報告

第 11 回：計量経済分析文献報告

第 12 回：計量経済分析文献報告

第 13 回：計量経済分析文献報告

第 14 回：最終報告

第 15 回：最終報告
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

事例研究 2( 計量経済分析 )

細谷　雄三

　グラフィカルモデリングと統計的因果性分析について最近の研究動向

を学ぶ . 実データの計量・統計的分析が実行できる能力を養う．

　多変量解析と時系列解析の枠組みで因果連鎖をいかに統計的に検出す

るか，あおれぞれの接近法の違いと共通性を理解し，実際のモデル化に

応用できるようになること .

　統計データ分析を実行するソフトについて，一定程度習熟しているこ
とが望ましい .

・ 講義は，テキストと計量経済学関連文献についての要約の報告と，受

講者各自の計量分析の結果報告から構成される . 報告者は文書として

報告内容を準備し，講義で報告するとともに，文書をレポートとし

て提出する .

・ 受講者は各自計量経済分析のデータとテーマを準備すること . また関

連文献について，渉猟しておくこと . これらについては，必要に応じ

て指導・助言する .

・ 受講者による報告とそれにもとづく討論で講義を進めていく．

Cox, D.R. and Wermouth(1996). Mulitivariate Dependencies: Models, 
Analysis and Interpretations, Chapman and Hall.

後期　月曜 2 限

・最終報告 (40%)，文献報
告 (40%)，出席 (20%) で
評価する．

・AA(90 点以上 )，
  A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週月曜日
13:00-14:00

連絡先（e-mail アドレス等）
については講義で連絡す
る .

積極的に討論に参加し，ま

た質問すること．数理統計

学，計量経済学の知識があ

ること .

・Lauritzen，S.L.(1996). Graphical Models, Oxford Science Publications.
・Pearl, J.(2000).Causality: Models, Reasoning, and Inference, Cambridge University Press.

実践・応用
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーションと参加者各自の分析テーマの確定

第 2 回： Introduction

第 3 回： Technical considerations

第 4 回： Technical considerations

第 5 回：Statistical analysis

第 6 回： Statistical analysis

第 � 回：Special methods for joint responses

第 � 回：Special methods for joint responses

第 � 回：中間報告

第 10 回： Some specific applications

第 11 回：Some specific applications

第 12 回： Some strategical aspects

第 13 回：Some strategical aspects

第 14 回： Some more specialized topics

第 15 回：最終報告
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

外書講読（統計学）

伊藤　健

　単なる数理統計用語の英単語を蓄積するだけではなく，統計学との相

乗的な学習効果を狙う．何編かの研究論文を教材として利用し，論理的

思考力の向上にも努める．

統計学を履修済み，もしくは統計に関する基礎知識を有している．

　数理統計に関連する洋書から，統計学や上級統計学の内容に通ずるも

のをテキストとして選び輪読を行う．

未定

前期　月曜 2 限

・ 発 表 内 容 (50%)， 出 席
(50%) で評価する．

・ AA(90 点以上 )，
　A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週月曜日
13:00-14:30

連絡先（e-mail アドレス等）
については講義で連絡す
る .

必要に応じで講義の中で紹介する．

展開
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：輪読（1）

第 3 回：輪読（2）

第 4 回：輪読（3）

第 5 回：輪読（4）

第 6 回：輪読（5）

第 7 回：輪読（6）

第 8 回：輪読（7）

第 9 回：輪読（8）

第 10 回：輪読（9）

第 11 回：輪読（10）

第 12 回：輪読（11）

第 13 回：輪読（12）

第 14 回：輪読（13）

第 15 回：輪読（14）



 Accounting School, Tohoku University 

■ 2006 年度東北大学会計大学院シラバス

■　法と倫理領域

■　企業法分野
■　倫理分野
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

証券取引行政

廣川 　孝司

・証券取引法の規定の順序にほぼ従い，また，開示制度に重点を置いて
　説明する .
・理解しやすいように，できるだけ代表的な事例を紹介する .
・小テスト，期末試験を行う .

　金融や法学に関する基礎的知識を有していることが望ましいが，必要

に応じて講義の中で入門書も紹介するので，知識の足りないと思う人は

それを読んでもらいたい .

なし .

前期　水曜 2 限

・ 宿小テスト (30％ )，期
末試験 (70％ ) で評価す
る .

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D60 点未満，不合格 )

毎週火曜日

14:00-16:00

・ 法律の条文をよく読む

こと .

・ 復習を必ず行うこと .

･ 証券取引法は，証券市

場の動向に対応して頻

繁に改正されているる

が，同法を取り込んだ，

横断的な「投資サービ

ス 法 ( 仮 称 )」 の 制 定

に向けて，金融庁にお

いて検討中 .

1.『証券取引法読本 [ 第７版 ]』河本一郎，大武泰南，有斐閣，2005
2.『入門 現代証券市場 第２版』川村雄介，財経詳報社，2003
3.『日本の資本市場』氏家純一編，東洋経済新報社，2002
4. 法令は，小六法のほか，電子政府の HP(http://www.e-gov.go.jp/) で
　も検索可能 .

　証券取引法と証券取引行政の概要を理解すること . 同法は，企業に

とって重要な資金調達手段である株式や社債などが，公正かつ円滑に

売買されることを目的とする法律である . 投資判断に活用される企業

内容の情報開示についても規定している .

022-795-4790

khirokawa@econ.tohoku.ac.jp

基礎
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■講義の目的

■講義の概要

講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション

　　●証券取引行政

　講義の概要は以下の通りであり，それぞれ簡単に説明する．（証券取引法の規定の順序にほぼ従っ

て説明する .）

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：証券取引法の目的と定義

第 3 回：開示 (1) －企業内容等

第 4 回：開示 (2) －企業内容等（粉飾決算），民事責任･刑事責任･行政処分

第５回：開示 (3) －公開買付け，株式大量保有報告書，電子開示

第６回：証券会社

第７回：銀行等の窓口販売，証券仲介業，投資顧問，証券業協会

第８回：証券取引所

第９回：店頭市場，証券取引清算機関，証券金融会社，証券保管振替機構

第 10 回：証券行政 (1)

第 11 回：証券行政 (2)

第 12 回：取引規制 (1)

第 13 回：取引規制 (2)

第 14 回：罰則，犯則事件の調査，課徴金

第 15 回：期末試験

　証券市場の役割と戦後日本証券市場史について説明する．

この講義で学ぶべき用語：

・ 直接金融　・証券市場　・発行市場　・流通市場　・相場　・資金調達　・資金運用

・ ポートフォリオ　・ファンダメンタルズ分析　・バブル　･ デイ･トレーダー

参考文献：

『バブルの物語』ガルブレイス，ダイヤモンド社 ,1991.

『最新版 法人資本主義の構造』奥村宏，岩波現代文庫，2005

『複合不況』宮崎義一，中公新書，1992.

『ネットバブル』有森隆，文春新書，2000.
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 証券取引法の目的（第１条）を理解する .

　証券取引法の目的は，「国民経済の適切な運営及び投資者の保護に資するため，有価証券の

( 中略 ) 取引を公正」かつ「円滑」に行わせることである . 一言で言えば，投資者 ( 投資家 ) 保

護である .

2. 証券取引法の歩みを理解する .

　証券取引法は戦後 (1948 年 )，制定され，その後，改正を重ね，特に 1998 年，金融システ

ム改革の一環として大改正が行われた . その後も毎年，改正が行われている .

3. 証券取引法と会社法などの関係を理解する .

　株式や社債については会社法に規定があるが，現代の証券市場はますます複雑化してきて

いるので，それだけでは投資者を保護するために不十分であり，公開株式会社の発行する有

価証券について証券取引法で細かく規定されている .

　　また，取引の一般法として消費者契約法や「金融商品の販売に関する法律」( 金融商品販

売法 ) が適用される場合がある .

4. 有価証券とは何か（第２条）を理解する .

　証券取引法で，有価証券とは国債証券，社債券，株券，投資信託の受益証券などであると

定義されている .

5.「投資信託及び投資法人に関する法律」の概要を理解する .

　投資信託とは，複数の投資者から資金を集めて有価証券などに投資し，運用することを目

的とした信託であり，投資信託及び投資法人に関する法律 ( 投信法 ) が制定されている .

・ 法律 ( 証券取引法 )　・政令 ( 証券取引法施行令 )　・内閣府令

・有価証券　・株券　・社債券　・投資信託の受益証券

・投資者（投資家）の保護　・投機　・リスク　・自己責任　・機関投資家

なし .

『法とは何か [ 新版 ]』渡辺洋三，岩波新書，1998.

第 2 回：証券取引法の目的と定義
　　●証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 開示 ( ディスクロージャー ) はなぜ必要かを理解する .

　企業を始めとする，有価証券の発行体に関する重要な情報を知ることは，現在の株主を含む

投資者にとって，投資をしたり企業に対する権利行使をする際に，判断材料として必要であり，

しかも，投資者が公平に享受できるものでなければならない . 内部者取引を予防するためにも，

迅速な開示が求められる .

2. 開示の方法 ( 証券取引法第３条－第 27 条 ) について理解する .　　　　　　　　　　　　　　　

　商法の開示は，もっぱら株主名簿上の株主に直接開示されるのに対して，証券取引法の開示

の相手方は投資者である . 投資者に対する開示には，直接開示 ( 目論見書など ) と間接開示 ( 有

価証券届出書，有価証券報告書など ) がある . 目論見書は有価証券の募集や売出しの場合に投資

者に直接交付され，有価証券届出書は金融庁に提出され，投資者は同庁のほか証券取引所や証

券業協会でも閲覧できる . 目論見書はこの届出書の記載をベースとしたものである . 有価証券報

告書は上場会社などによるいわゆる継続開示である .

　財務諸表の用語・様式・作成方法及び公認会計士・監査法人による監査証明については，そ

れぞれ第 193 条，第 193 条の２に規定がある .

第 3 回：開示 (1) －企業内容等

・( 情報 ) 開示 (disclosure)　・適時開示 ・IR　・有価証券届出書　・目論見書

・有価証券報告書 ・募集　・私募　・プロ私募　・発行開示　・継続開示　・公衆縦覧

なし .

1.『会社はこれからどうなるのか』岩井克人，平凡社，2003

2.『会社はだれのものか』　　　　　〃　　，　〃　，2005

3.『最新版 法人資本主義の構造』 奥村宏，　岩波書店 ,2005．

4.『非対称情報の経済学』藪下史郎，光文社新書，2002

5.『市場の秩序学』塩沢由典，ちくま学芸文庫 1998.

　　●証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

　粉飾決算について理解する .

　粉飾決算は，会社の業績が悪くなったが，経営者が自分への責任追及を免れたり，銀行から融資

を得たりなどするために，会計処理を不正に操作して，経営悪化を隠蔽することであり，投資者に

虚偽の情報を与えることになる．証券取引法上は有価証券報告書虚偽記載に該当する．山一証券，

日本長期信用銀行，日本債券信用銀行，エンロンなどの事例に基づいて説明する．

・企業統治 (corporate governance)　・粉飾決算　・虚偽記載

・民事責任　・刑事責任　・行政処分

1.『粉飾決算』森岡孝二，岩波ブックレット，2000.

2.『だれが粉飾決算をつくるのか』早房長治，廣済堂，2001.

3.『崩壊連鎖－長銀･日債銀粉飾決算事件』共同通信社社会部編，同社，1999.

4.『西武事件』吉野源太郎，日本経済新聞社，2005.

5.『株式市場を読み解く』前田昌孝，日経文庫，2005.

第 4 回：開示 (2) －企業内容等（粉飾決算），民事責任･刑事責任･行政処分

なし .

　　●証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　公開買付けに関する開示（証券取引法第 27 条の２－第 27 条の 22 の４）について理解する .

公開買付けとは，不特定多数の者に対し，買付け条件などの公告により申込みを行い，市場外

で株式の買付けを行うことである（市場外での大量の買付けは原則として公開買付けの方法に

よらなければならない）. その目的は投資者保護と市場の秩序維持を図ることである . ニッポン

放送などの事例に基づいて説明する .

2.　株式大量保有報告書 ( 証券取引法第 27 条の 23 －第 27 条の 30) について理解する .

大量の買集めによって取得した株式を，その吊り上げた高値で発行会社側 ( 関係会社や取引先な

ど ) に市場外で買い取らせ，多額の譲渡益を得る状態を放置すれば，証券市場に対する一般投資

家の信頼が失われるので，発行株式の５％を超える保有者に大量保有報告書 ( 取得資金源や保有

目的の記載を含む ) の提出義務を課している . また，１％以上増加又は減少した場合，変更報告

書を提出しなければならない . 西武鉄道などの事例に基づいて説明する .

3.　電子開示 ( 証券取引法第 27 条の 30 の２－第 27 条の 30 の 11) について理解する .

企業内容開示制度の電子化が段階的に実施されており，開示書類が紙媒体ではなくオンライン

( このコンピュータ・システムを「開示用電子情報処理組織」という，通称 EDINET) により提出

され，インターネットを利用して公衆の閲覧に提供されている . 有価証券届出書，同報告書，公

開買付届出書など間接開示の主要なものが原則的に義務化され，大量保有報告書なども EDINET

を利用して提出することができる .

第 5 回：開示 ( ３) －公開買付け，株式大量保有報告書，電子開示

・ 公開買付け (TOB)　・合併・買収 (M&A)

・ 株式大量保有報告書　・５％ルール　・green mail

・ 開示用電子情報処理組織 (EDINET)　・電子開示手続　・任意的電子開示手続

なし .

1.『株式市場を読み解く』前田 昌孝，日本経済新聞社 ,2005.

2.『ライブドア資本論』佐々木俊尚，日本評論社，2005.

　　●証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　証券会社に関する証券取引法の規定 ( 第 28 条－第 47 条の２) の概要について理解する .

証券業とは，有価証券の売買 ( ﾃﾞｨｰﾘﾝｸﾞ )，売買の取次ぎ ( ﾌﾞﾛｰｶﾚｯｼﾞ )，売買の委託の媒介，引

受け ( ｱﾝﾀﾞｰﾗｲﾃｨﾝｸﾞ )・売出し ( ｾﾘﾝｸﾞ ) などである .

証券業を営む株式会社 ( 証券会社 ) は，金融庁への登録が必要である . 証券業を廃止したとき

は同庁に届け出なければならない .

証券会社の行為規制として，断定的判断の提供による勧誘，投資一任契約，大量推奨販売，虚

偽又は誤解を生ぜしめる表示，特別の利益提供による勧誘，顧客の知識・経験・財産の状況に

照らして不適当と認められる取引の勧誘，損失補てんなどが禁止されている . また，顧客に対

する誠実な業務，取引態様の明示，取引報告書の交付などが義務づけられている .

証券会社の財務の健全性を確保するために，自己資本規制比率 ( 資本，準備金などの合計額の，

保有する有価証券の価格変動などにより発生しうる危険に対応する額に対する比率 ) が 120％

以上でなければならない . また，証券取引責任準備金を積み立て，顧客から預託を受けた有価

証券や金銭を分別管理しなければならない .

2.　「外国証券業者に関する法律」の概要について理解する .

国内で証券業を行う外国証券業者 ( 外国証券会社の国内支店 ) に対しては，証券取引法とは別に，

「外国証券業者に関する法律」が制定され，規制がかけられている . 但し，同法は多くの点で証

券取引法を準用している .

3.　投資者保護基金 ( 第 79 条の 20 －第 79 条の 80) の概要について理解する .

証券会社が破綻した場合の顧客の保護のために，投資者保護基金制度が設けられた .20 以上の

証券会社が設立する法人で，顧客から預託を受けた金銭及び有価証券について，破綻した証券

会社自体が弁済できない分を補償する .

・証券業　・投資銀行　・外務員

・ 財務の健全性　・自己資本規制比率　・証券取引責任準備金　・分別管理　・退出規制

・ 外国証券業者に関する法律　・準用　・投資者保護基金　・safety net

1.『日本の産業システム 9 金融サービス』NTT 出版，2004，第５章 ( 淵田康行論文 ).

2.『ザ･ハウス･オブ･ノムラ』アレツハウザー，新潮文庫 1994.

第６回：証券会社

なし .

　　●証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　公開買付けに関する開示（証券取引法第 27 条の２－第 27 条の 22 の４）について理解する .

公開買付けとは，不特定多数の者に対し，買付け条件などの公告により申込みを行い，市場外

で株式の買付けを行うことである（市場外での大量の買付けは原則として公開買付けの方法に

よらなければならない）. その目的は投資者保護と市場の秩序維持を図ることである . ニッポン

放送などの事例に基づいて説明する .

2.　株式大量保有報告書 ( 証券取引法第 27 条の 23 －第 27 条の 30) について理解する .

大量の買集めによって取得した株式を，その吊り上げた高値で発行会社側 ( 関係会社や取引先な

ど ) に市場外で買い取らせ，多額の譲渡益を得る状態を放置すれば，証券市場に対する一般投資

家の信頼が失われるので，発行株式の５％を超える保有者に大量保有報告書 ( 取得資金源や保有

目的の記載を含む ) の提出義務を課している . また，１％以上増加又は減少した場合，変更報告

書を提出しなければならない . 西武鉄道などの事例に基づいて説明する .

3.　電子開示 ( 証券取引法第 27 条の 30 の２－第 27 条の 30 の 11) について理解する .

企業内容開示制度の電子化が段階的に実施されており，開示書類が紙媒体ではなくオンライン

( このコンピュータ・システムを「開示用電子情報処理組織」という，通称 EDINET) により提出

され，インターネットを利用して公衆の閲覧に提供されている . 有価証券届出書，同報告書，公

開買付届出書など間接開示の主要なものが原則的に義務化され，大量保有報告書なども EDINET

を利用して提出することができる .

第７回：銀行等の窓口販売，証券仲介業，投資顧問，証券業協会

・ 公開買付け (TOB)　・合併・買収 (M&A)

・ 株式大量保有報告書　・５％ルール　・green mail

・ 開示用電子情報処理組織 (EDINET)　・電子開示手続　・任意的電子開示手続

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　●証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　証券取引所に関する証券取引法の規定 ( 第 80 条－第 154 条 ) の概要について理解する .

　有価証券市場 ( 有価証券の売買，有価証券指数等先物取引及び有価証券オプション取引を行う

市場 ) の開設には，金融庁の免許が必要である .

この市場を開設する証券取引所の形態として，証券会員制法人と株式会社がある .

取引所有価証券市場における有価証券の売買等に関しては，証券取引法のほか，各取引所が業

務規定において細則を制定する . つまり，取引所は自主規制機関である .

解散・合併については金融庁の認可が必要である .

金融庁が検査や行政処分などを行う .

事例として大阪証券取引所事件を説明する .

2. 先物・オプション取引の仕組みについて理解する .

　有価証券の価格変動リスクをヘッジするために先物取引やオプション取引などが行われてい

る ( それぞれの定義は第２条第 20 項－第 27 項 ).

3. 外国証券取引所に関する証券取引法の規定 ( 第 155 条－第 156 条 ) の概要について理解する .

　外国証券取引所は金融庁の認可を受けて国内に端末を設置し，国内の投資者に外国証券取引

所での有価証券の売買を行わせることができる .

外国有価証券取引所における取引に対する証券取引法の適用に関し必要な事項は，政令で定め

られている ( 法第 194 条の２).

第８回：証券取引所

・有価証券市場　・証券取引所　・上場　・公開

・ 証券会員制法人　・証券取引所持株会社　・取引参加者　・立会外取引

・先物取引　・オプション取引　・金融派生商品 (derivative)　・ヘッジ　・先渡取引

・外国証券取引所

なし .

1.『こんな株式市場に誰がした』前田昌孝，日本経済新聞社，2003.

2.『金融工学，こんなに面白い』野口悠紀雄，文春新書，2000.

　　●証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

 1. 店頭市場について理解する .

　店頭市場とは，取引所によらないで，証券会社の店頭で有価証券の売買などを行う市場であ

る . なお，日本証券業協会の運営しているジャスダック市場は，取引所有価証券市場に転換さ

れた .

有価証券市場に似たものに PTS 取引がある . これは，電子情報処理組織を利用して，同時に多

数の者を一方の当事者又は各当事者として，有価証券の売買などを行うもので，金融庁の認可

が必要である .

証券市場はこれからも国際的な市場間競争やコンピューター技術の発達・普及の中で，改革を

模索し実施していくであろう .

 2. 証券取引清算機関等 ( 証券取引法第 156 条の２－第 156 条の 22) について理解する .

　証券取引清算機関の設立には金融庁の免許が必要だが，証券取引所が証券取引清算業務及び

これに附帯する業務を行うときは，金融庁の承認を受ければよい .

 3. 証券金融会社 ( 証券取引法第 156 条の 23 －第 156 条の 37) について理解する .

　証券金融会社は，投資者が信用取引を行ったとき，決済に必要な金銭又は有価証券を証券会

社に貸し付ける ( 更に証券会社が投資者に貸し付ける ) が，金融庁の免許が必要である .

4.「証券等の保管及び振替に関する法律」の概要について理解する .

　証券取引所の売買量の増加に伴う証券決済業務を合理化するために，証券保管振替制度が導

入されている . 株券は証券保管振替機構に集中して保管される . この制度に適用されるのが証

券等の保管及び振替に関する法律 ( 保管振替法 ) である .

・店頭市場　・店頭売買有価証券市場　・マーケットメーク

・PTS(proprietary trading system) 取引

・証券取引清算機関　・証券金融会社　・信用取引　・貸借取引　・発行日取引

・証券保管振替機構　・株券の電子化　・タンス株

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第９回：店頭市場，証券取引清算機関，証券金融会社，証券保管振替機構

なし .

　　●証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 現代日本の行政と政策決定過程について理解する .

2. 予算案編成権と金融における許認可権を背景にしていた「大蔵支配」について理解する .

　金融破綻などによりいわゆる大蔵支配が終焉した .

3. 近年の行政改革の意義について理解する .

　行政手続法，政策評価法，情報公開法などが制定された .

4. 金融庁設置，金融再生委員会廃止に至る金融行政機構の変遷について理解する .

5. 金融庁の組織と機能について理解する .

　金融庁には総務企画，検査，監督の３局があり，また，証券取引等監視委員会と公認会計士・

監査審査会が置かれている .

　行政処分に際しての審問・聴聞については，証券取引法第 186 条，第 186 条の２，第 187 条，

第 191 条に規定されている . 検査については，第 190 条の規定がある .

　証券取引法に基づく権限は，内閣総理大臣から金融庁長官に委任され，その一部が更に監視

委員会や財務局 ( 財務省の地方支分部局 ) に委任されている ( 第 194 条の６). 監視委員会が行う

報告・資料提出の命令についての不服申立ては同委員会に対して行う ( 第 194 条の７).

　裁判所は，金融庁などの申立てにより不正行為の禁止又は停止命令を出すことができる ( 第

192 条 ).

　財務省との関係については，証券取引法に協議 ( 第 194 条の３)，通知 ( 第 194 条の４)，資

料提出等 ( 第 194 条の５) が規定されている .

6. 諮問機関としての金融審議会の役割について理解する .

第 10 回：証券行政 (1)

・大蔵省 ( 現財務省 )　・金融行政　・財務局　・証券取引等監視委員会

・行政改革　・中央省庁再編

・金融庁　・内閣府　・監督　・検査　・勧告　・金融審議会

なし .

1.『講義 現代日本の行政』新藤宗幸，東京大学出版会，2001.
2.『金融行政の敗因』西村吉正，文春新書，1999.
3.  『金融システムの未来』堀内昭義，岩波新書，1998.
4.  『大蔵省はなぜ追いつめられたのか』真淵勝，中公新書，1997.
5.『山一証券破綻と危機管理』草野厚，朝日選書，1998.

　　●証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 規制行政と行政指導について理解する .

2. 金融ビッグバンはなぜ起きたのかについて理解する .

 それまでは漸進主義的な金融制度の改革が行われてきたが，金融機関の相次ぐ破綻により，金

融システムが行き詰まったとみられ，包括的で速やかな改革が求められた .

3. 金融ビッグバンの基本理念について理解する .

基本理念は “free( 自由 ), fair( 公正 ), global” である .

4. 金融ビッグバンの具体的政策（特に証券分野）について理解する .

　先行した英国の金融ビッグバンが，株式委託売買手数料の自由化などに限られていたことと

対照的に，銀行・証券・保険などにわたる包括的な金融システム改革であった .

5. 金融機関の証券業務と証券子会社による参入について理解する .

6. 金融ビッグバンの効果の概要について理解する .

　銀行の証券子会社などが参入し，投資信託の販売で大きな割合を占め，また，株式委託売買

手数料の自由化については，インターネットを利用した証券会社の参入により手数料が大幅に

下がり，個人投資家による株式売買が盛んになってきた . しかし，株式保有高をみると，個人の

占める割合はまだ低い .

7. 外国の証券行政機構 ( 米国の SEC，英国の FSA など ) や IOSCO の概要について理解する .

　外国証券規制当局からの要請による報告・資料提出命令について，第 189 条の規定がある .

・行政指導　・護送船団行政　・規制緩和

・金融システム改革（日本版金融ビッグバン）

・証券子会社　・conglomerate

1.『日本の金融制度改革』西村吉正，東洋経済新報社，2003.

2.  『規制緩和という悪夢』内橋克人とグループ二〇〇一，文春文庫 .

3.  『規制緩和は悪夢ですか』三輪芳朗，東洋経済新報社，1997.

4.  『商事法務』2002 年８月 25 日号 .

5.  『金融構造改革の誤算』大崎貞和，東洋経済新報社，2003.

第 11 回：証券行政 (2)

なし .

　　●証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.   損失補てんなどの禁止 ( 証券取引法第 42 条，第 42 条の２) について理解する .

　証券会社による不正行為として，断定的判断の提供 ( 株価が必ず上がるなどと言う ) による勧

誘，取引一任勘定契約 ( 顧客の個別の取引ごとの同意を得ないで，売買の別，銘柄などを定める

ことができるとする契約 ) の締結，大量推奨販売 ( 特定少数の銘柄を不特定多数の顧客に対し一

斉に勧誘すること )，損失補てん ( 顧客の取引について損失が生じたときに補てんすること ) な

どが禁止されている .

2.　相場操縦などの禁止 ( 第 157 条－第 162 条の２) について理解する .

不正取引行為として，虚偽の表示，風説の流布，相場操縦などが禁止されている .

第 12 回：取引規制 (1)

・法令遵守 (compliance)　・断定的判断の提供による勧誘　・取引一任勘定契約

・大量推奨販売　・損失補てん　・損失保証　・不正取引行為　・風説の流布　・相場操縦　・安

定操作　・自己計算・過当投機　・空売り　・逆指値注文　

・自己株式　・ストックオプション (stock option)

なし .

1.『日本の証券犯罪』神山敏雄，日本評論社，1999.
2.『裏切り 野村證券告発』大小原公隆，読売新聞社，1998.

　　●証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 内部者取引に関する証券取引法の規定 ( 第 163 条－第 167 条 ) の概要について理解する .

　会社関係者 ( 監督官庁や監査法人の職員など準内部者を含む ) で，その会社の業務などに関す

る重要事実を知ったものは，その事実が公表された後でなければ，その会社の株式などを売買

してはならない . 会社関係者から直接，重要事実を知らされた者も同様である .

この内部者取引を防止するために，役員・主要株主 (10％以上 ) が株式を売買したときは，報告

書を金融庁に提出しなければならないとされている . また，役員・主要株主が株式の売買後，６

か月以内に反対売買を行い利益を得たときは，会社がその差益の提供を請求できる .

2. 不正な表示等に関する証券取引法の規定 ( 第 167 条の２－第 171 条 ) の概要について理解する .

　無免許の有価証券市場による取引，虚偽の相場公示等，有利買付け等の表示 ( 勧誘に際し，あ

らかじめ特定した価格又はそれ以上で買い付ける旨などの表示をすること )，一定の配当等の表

示が禁止されている .

　また，有価証券の発行者などから対価を受けて投資判断を提供する記事を書く時などは，そ

の旨を表示しなければならない ( 証券記事等の制限 ).

・内部者 (insider) 取引　・会社関係者　・第１次情報受領者

・重要事実　・決定事実　・発生事実　・決算情報　・短期売買差益

『日本の証券犯罪』神山敏雄，日本評論社，1999.

第 13 回：取引規制 (2)

なし .

　　●証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 証券取引法違反に対する罰則 ( 第 197 条－第 209 条 ) について理解する .

　証券取引法違反に対しては，それぞれ懲役，罰金，財産の没収・追徴及び過料の罰則が定め

られている .

2. 犯則事件の調査等 ( 証券取引法第 210 条－第 227 条 ) について理解する .

　証券取引法違反のうち，取引の公正を害するものとして同法施行令第 45 条で定めるものに係

る事件を，犯則事件といい，監視委員会の職員が調査を行い，犯則の心証を得たときは検察庁

に対して告発する .

3. 課徴金 ( 証券取引法第 172 条－第 185 条の 21) について理解する .

　開示書類の虚偽記載，相場の変動を目的とする不正行為，相場操縦及び内部者取引に対しては，

刑事罰とは別に課徴金の制度が設けられた . この手続きは，①監視委員会の職員による調査，②

３人の審判官による審判，③決定，④被審人への送達である .

第 14 回：罰則，犯則事件の調査，課徴金

・懲役　・罰金　・併科　・没収　・追徴　・両罰規定　・過料

・犯則事件　・領置　・臨検　・差押え　・告発　・検察庁　・嫌疑者

・課徴金　・審判

なし .

1.『特捜検察』魚住昭，岩波新書，1997.
2.『特捜検察の闇』〃，文春文庫 ( 上掲の続篇 ), 2003.

　　●証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

受講生の理解度を測定し，成績を評価するために，前回までの講義の内容について期末試験を行う .

1. 出題範囲：全範囲

2. プリント・ノート類持込み可 .

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 15 回：期末試験

なし .

　　●証券取引行政
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

上級証券取引行政

廣川 　孝司

・担当者が発表を行う .
・出席者が質疑応答，討議を行い，教員が適宜補足する .
・期末試験を行う .

金融や法学に関する基礎的知識を有していることが望ましい .

なし .

前期　水曜 2 限

・ 授業への参加度 (50％ )，
期末試験 (50％ ) で評価
する .

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D60 点未満，不合格 )

毎週火曜日

14:00-16:00

・ 法律の関連条文をよく

読むこと .

・新聞･経済誌などの関

連記事･論文をできる

だけ広く読むこと .

･ 証 券 取 引 法 は， 証 券

市場の動向に対応して

頻繁に改正されている

が，同法を取り込んだ，

　横断的な「投資サービ

ス 法 ( 仮 称 )」 の 制 定

に向けて，金融庁にお

いて検討中 .

必要に応じて講義の中で紹介する . 主なものは，次の通り .
1.『証券取引法読本 [ 第７版 ]』河本一郎，大武泰南，有斐閣，2005.
2.『日本の資本市場』氏家純一編，東洋経済新報社，2002.
3.『行政学 新版』西尾勝，有斐閣，2001.

　金融の自由化･国際化の進展や情報処理･通信技術の革新，金融技術

の進歩に対応して，絶えず変化している証券取引行政の理解を深める

こと .

022-795-4790

khirokawa@econ.tohoku.ac.jp

展開
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■講義の目的

■講義の概要

講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション

●上級証券取引行政

1. 講義の概要：

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：企業金融と証券化

第 3 回：社会の情報化と IT バブル

第 4 回：証券の情報化と電子開示

第５回：行政の情報化と情報公開

第６回：グローバリゼーションと証券投資

第７回：証券取引の国際化

第８回：アジア経済危機と証券市場

第９回：証券行政の国際化

第 10 回：行政改革と財政改革

第 11 回：戦後日本の証券行政と行政機構の変遷

第 12 回：金融システム改革

第 13 回：「投資サービス法 ( 仮称 )」

第 14 回：企業の社会的責任と社会的責任投資

第 15 回：期末試験

2. 講義の進め方 : 最初のページのとおり .

3. 成績評価法 : 同上 .

4. 学習方法 : 同上 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 証券の企業金融における役割を理解する .

　戦後日本の企業は銀行からの借り入れに大きく依存してきたが，80 年代以降，大企業を中

心に，内部留保資金のほか，外部資金調達に占める証券発行の比重が増している . また，厚生

年金基金など資金運用面でも，証券の役割は重要である .

2. 資産の証券化の概要を理解する .

　株券や社債券といった伝統的な証券，つまり企業という発行体自体の信用力にその価値を

置く企業金融型証券のほかに，近年は，ファンドや ABS のように，発行体の保有する資産を

その裏づけとする資産金融型証券も発行されるようになっている . 不動産投資信託 (REIT) も

その一つである .

　法制としては，資産の流動化に関する法律 (SPC 法 ) や投資信託法 ( 旧証券投資信託法 ) な

どが整備されている .

3. 企業買収の概要を理解する .

　近年，国際競争が激化する中で，企業の合併･買収 (M&A) 件数が増加し，その態様が多様

化している . また，機関投資家の株式大量取得の事例も増加している .

・直接金融　・ポートフォリオ　・証券化　・特別目的会社 (SPC)　・REIT

・M&A　・公開買付け　・大量保有報告　・機関投資家　・投資事業組合

なし .

1.『日本証券史』有沢広巳ほか，日経文庫 ( 全３巻 ) 1995.
2.『最新版 法人資本主義の構造』奥村宏，岩波現代文庫，2005.
3.『複合不況』宮崎義一，中公新書，1992.
4.『日本の資本市場』氏家純一編，東洋経済新報社，2002.
5.『株式市場を読み解く』前田昌孝，日経文庫，2005.

第 2 回：企業金融と証券化
●上級証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 社会の情報化を理解する .

　情報通信技術 (IT) の進歩と普及は，大きな変化を社会にもたらしつつある .IT の活用は，情報

処理･伝達の費用と時間を劇的に低下させ，密度の高い情報のやりとりを容易にし，地球規模で

の経済統合を促進している . 経済にとっては，電子決済も重要である .

2. 証券投資と情報開示の関係について理解する .　

　企業を始めとする，有価証券の発行体に関する重要な情報を知ることは，現在の株主を含む

投資家にとって，投資したり企業に対する権利を行使したりする際に，判断材料として必要で

あり，しかも，投資家が公平に享受できるものでなければならない . 内部者取引を予防するため

にも，迅速な開示が求められる . 企業側でも近年は投資家向け広報 (IR) に力を注ぐようになった .

　財務に関する情報は正しいものでなければならず，それを担保する監査は重要である .

　また，投資家層を広げるために，金融教育が進められるようになってきた .

3. IT バブルの概要について理解する .

　IT 関連企業の場合，事業の具体的な内容が一般の投資家にわかりにくいので，直近の売上

高や収益よりも「将来性」を過度に重視する傾向があるので，株価が高騰することが少なくな

い .2000 年前後のナスダックや東証での高騰は IT バブルといわれた .

第 3 回：社会の情報化と IT バブル

・IT

・「効率的市場」仮説　・ファンダメンタルズ分析　・テクニカル分析　・risk　・自己責任

・IR　・粉飾決算　・風説の流布　・バブル

なし .

1.『ウォール街のランダム･ウォーカー ( 新版 )』マルキール，日本経済新聞社

2.『市場の秩序学』塩沢由典，ちくま学芸文庫　1998.

3.『バブルの物語』ガルブレイス，ダイヤモンド社　1991.

4.『ネットバブル』有森隆，文春新書，2000.

5.『ライブドア資本論』佐々木俊尚，日本評論社，2005.

●上級証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 証券取引のコンピューター化について理解する .

　大量の売買注文の処理を合理化するために，日本証券業協会の開設するジャスダックだけで

なく，証券取引所でも現在は取引がコンピューター化されているが，システム障害や誤発注な

どの問題が発生している . 証券決済や清算の合理化も重要な課題である .

　また，上場銘柄にかかる取引所集中義務が撤廃され，PTS による取引も認められている .

2. インターネット証券取引について理解する .

　株式売買委託手数料の自由化により，インターネットを通じた注文にかかる手数料が大幅に

引き下げられ，個人投資家が活発に取引を行っている . インターネット専業証券会社の参入は，

IT の活用により小企業が特定分野において大企業に対して優位に立った事例といえる .

3. 証券の電子化 ( ペーパーレス化 )

　国債や株式の印刷や受け渡しにかかる費用を省くために，証券のペーパーレス化が進められ

ているが，証券取引法上は有価証券とみなされる .

4. 電子開示制度の概要について理解する .

　企業内容開示制度の電子化が段階的に実施されており，開示書類が紙媒体ではなくオンライ

ン ( このコンピュータ・システムを「開示用電子情報処理組織」という，通称 EDINET) により

提出され，インターネットを利用して公衆の閲覧に提供されている . 有価証券届出書，同報告書，

公開買付届出書など間接開示の主要なものが原則的に義務化されている .

・PTS(proprietary trading system) 取引

・デイ･トレーダー　・株式売買委託手数料の自由化

・株券の電子化　・開示用電子情報処理組織 (EDINET)　・電子開示

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

第 4 回 : 証券の情報化と電子開示

なし .

●上級証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 行政の情報化について理解する .

　インターネットなどの情報通信技術の進歩と普及は，商取引の世界を大きく変えただけでな

く，行政サービスを国民にとってより便利なものとした . 政府は情報を国民に電子的に提供した

り，申請･届出などの電子的手続きを文書によるものと同じように扱ったりしている . つまり技

術の活用が業務の迅速化と効率化をもたらしている . 他方，セキュリティーの確保などの対処す

べき問題も発生している .

2. 行政情報公開制度について理解する .

　情報公開法が 2001 年に施行されたが，情報は，証券投資の判断にとって重要なのと同じよ

うに，民主政治がよく機能するためにも不可欠である .

第 5 回：行政の情報化と情報公開

・ 情報公開　・説明責任 (accountability)

・ 電子政府

なし .

『情報公開法』松井茂記，有斐閣，2001

●上級証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. グローバリゼーションについて理解する .

　国民経済はもはや自立的な単位でなくなり，相互に依存し，世界経済は一つのシステムとなっ

ている . 貿易財だけでなく，資本も国境を越えて移動している .

国際金融取引は財やサービスの貿易額に比較して肥大化し，実体経済の不安定化を招くことが

増えている .70 年代初めには主要先進諸国が変動相場制に移行したが，ラテンアメリカを中心

とする累積債務問題だけでなく，米国も経常収支赤字が累積し，基軸通貨ドルが，時に上昇局

面があるものの，下落してきた .

　それに対して，安定化に向けて，プラザ合意を始めとする国際協調やヨーロッパにおける統

一通貨ユーロの導入などが，行われてきた .

2. 国際証券投資の概要について理解する .

　国際収支で見ると，日本は貿易で稼いだ金を，米国国債を始めとする外国証券などに投資し

ているが，外為リスクを伴うものである .90 年代以降をみても，メキシコ (94)，アジア (97)，

ロシア (98)，…と次々に通貨危機に陥っている . ロシア危機は米国の高名なヘッジファンドを破

綻させた . また，アルゼンチン国債のデフォルトでは多くの日本の個人投資家も損失を被った .

他方，東証では外国人投資家が活発に株式の売買を行っており，外国人株主の保有比率の高い

優良企業も少なくない .

・グローバリゼーション　・国際収支　・経常収支　・資本収支　・外貨準備　・双子の赤字

・ユーロ

1.『図説 国際金融』有吉章編，財経詳報社，2003
2.  『カジノ資本主義』S. ストレンジ，岩波書店 1998.
3.  『マッド･マネー』　　　〃　　，　　〃          1999.
4.  『全地球化するマネー』石見徹，講談社，2001
5.  『最強ヘッジファンド LTCM の興亡』ローウェンスタイン，日経ビジネス人文庫 2005.

第 6 回 : グローバリゼーションと証券投資

なし .

●上級証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 証券取引所の国際競争を含む市場間競争について理解する .

　ニューヨーク，ロンドン，東京は世界の３大証券取引所であるが，ナスダックやヨーロッパ

のその他の取引所を含め，国際的な市場間競争が激化している . ナスダックは一時，大阪証券取

引所に「ナスダック･ジャパン市場」を開設していた .

証券市場はこれからも国際的な市場間競争やコンピューター技術の発達・普及の中で，株式会

社化や自身の上場など，改革を模索し実施していくであろう .

2. 外国証券会社の日本進出の概要について理解する .

　日本経済の高度成長を背景に，外国証券会社の日本市場参入の要望が高まり，「外国証券業者

に関する法律」が71年に制定され，日本進出が行われた.近年ではM&Aなどにもかかわっている.

第 7 回：証券取引の国際化

・市場間競争

・ナスダック

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

●上級証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. アジア経済危機の概要について理解する .

　韓国を始めとする東アジア･東南アジア諸国は工業化を軸とした経済開発を進め，国際的な金

融業界においても，新興市場として注目されていた . 新興市場経済は先進国経済よりもずっと速

く成長し，投資家により高い金融収益をもたらすに違いないと思ったからである .

　しかし，1997 年，タイの通貨バーツが切り下げられたのをきっかけに，東アジア地域の多く

の国が深刻な危機に覆われた . この危機の本質は，資金の過剰な流入と流出という，現在の国際

金融市場がシステムとして抱えているぜい弱さであるが，アジア的「仲間内 (crony) 資本主義」

を是正すればいいというドグマに凝り固まった国際通貨基金 (IMF) のエリートたちが，実態を無

視した，緊縮的財政･金融政策という処方箋を押し付けた結果，危機が深刻化した .

2. アジア債券市場の育成努力について理解する .

　アジア諸国の対外債務は，1994 年末に危機に陥ったメキシコと違って，民間部門が負ったも

のだったが，外貨建ての短期借り入れであった . 危機の再発を避けるために，日本政府は東アジ

ア諸国における現地通貨建て債券市場の育成に協力している .

　なお，中国は，外為管理体制が堅いこともあって，危機に襲われなかったが，巨額の貿易黒

字から手元に積み上がったドルで，米国の国債を買い込んでいる . 上場企業に国有企業の多い株

式市場は取引が活発でない .

　アジアの資金をこの地域に還流させて，産業力の強化に寄与させることが望ましい .

・新興市場 (emerging market)　アジア経済危機 ( 通貨危機 )　・国際通貨基金 (IMF)

・crony capitalism　・アジア太平洋経済協力 (APEC)　・ASEAN ＋３　・東アジア共同体

1.『アジア経済危機を読み解く』進藤栄一編，日本経済評論社，1999
2.  『アジア通貨危機と IMF』荒巻健二，　　　　　　〃　　　　　〃
3.  『世界を不幸にしたグローバリズムの正体』スティグリッツ，徳間書店 2002.
4.  『アジア太平洋フュージョン』船橋洋一，中央公論新社，1995
5.  『東アジア共同体』谷口誠，岩波新書，2004

第 8 回 : アジア経済危機と証券市場

なし .

●上級証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 証券行政の国際化について理解する .

　証券取引にかかる規制や税制の国際的な整合化だけでなく，不公正取引に関する情報収集に

ついて，外国証券規制当局との協力を行っている .

2. 証券監督者機構 (IOSCO) の概要について理解する .

　証券規制当局の多国間機関として証券監督者機構があり，国際会議が開催されている .

3. 米国の証券行政の概要について理解する .

　15 世紀末以降，世界経済の覇権国は変遷してきたが，第 1 次世界大戦後以降は米国が覇権国

となり，現在に至っている .

　1929 年の大恐慌後，証券法が整備された . これは日本の証券取引法のモデルとされた .

　クリントン政権が財政を黒字に転換させ，長期金利の低下を招いて景気を刺激したので，米

国経済は 90 年代に繁栄を謳歌し，株価も上昇し，96 年にはグリーンスパン FRB 議長が「根拠

なき熱狂」と警告するまでになった .

　この繁栄を背景にして米国の企業経営が世界の模範であるといわれていたが，21世紀には入っ

てエンロン事件を始めとする企業の不正会計が次々と発覚し，株価が全面的に下落した . その対

策として，新法が制定され，企業幹部に対する罰則が強化され，会計事務所を監視する機関が

設立された .

第 9 回：証券行政の国際化

・IOSCO　・大恐慌　・SEC　・ブラック･マンデー　・エンロン事件　・利益相反

なし .

1.  『投機バブル 根拠なき熱狂―アメリカ株式市場，暴落の必然』R.J. シラー，ダイヤモンド社 2001.
2.  『なぜ資本主義は暴走するのか』ローウェンスタイン，日本経済新聞社 2005.
3.  『ウォール街の大罪』A. レビット，　日本経済新聞社  2003.
4.  『エンロン事件とアメリカ企業法務』高柳一男，中央大学出版部，2005
5.  『検証 アメリカの資本市場改革』淵田康之，大崎貞和，日本経済新聞社，2002

●上級証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 現代日本の行政と政策決定過程について理解する .

戦後長い間，日本の安全な社会と経済発展は優秀で清廉な官僚によって支えられていると，

多くの国民に評価されていた . 行政の手段は，主に法令に基づく規制と明文化されていない裁

量的な行政指導であった .

　予算案編成権と金融における許認可権をもった大蔵省に対して，「大蔵支配」という批判も

あった .

2. 近年の行政改革の意義について理解する .

　金融機関の相次ぐ破綻やエイズ薬害事件などによって，官僚への信頼は著しく低下した . 行

政の透明化や効率化などのために，行政手続法，情報公開法，政策評価法などが制定された .

　中央省庁の再編 ( 省庁数の削減 ) も行われた .

3. 財政改革の意義について理解する .

　「小さな政府」を標榜する行政改革の背景には，社会の変化のほかに巨額の財政赤字の累積

がある . 不況時だけでなく赤字国債の発行が恒常化しているのである . 財政再建に向けて改革

が進められているが，それは国の一般会計だけでなく，特別会計，財政投融資，そして地方

政府を巻き込むものである . 地方財政との関係の変更は地方分権と絡んでいる .

4. 国債発行と国債管理の意義について理解する .

　財政赤字は国債の発行によって補てんされているが，その円滑な発行と利払い費の抑制は，

発行者である政府にとって重大な課題である . 利払い費や発行費用は最終的に納税者の負担と

なる .

・行政改革　・行政手続法　・政策評価　・中央省庁再編　・地方分権

・国債

1.『行政学 新版』西尾勝，有斐閣，2001.
2.  『講義 現代日本の行政』新藤宗幸，東京大学出版会，2001.
3.  『行政手続法の理論』宇賀克也，東京大学出版会，1995.
4.  『財政学』神野直彦，有斐閣，2002.
5.  『日本国債の研究』富田俊基，東洋経済新報社，2001.

第 10 回 : 行政改革と財政改革

なし .

●上級証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 戦後日本の証券行政の概要について理解する .

　証券取引法は戦後 (1948 年 )，制定されたが，同法の目的は，「国民経済の適切な運営及び投

資者の保護に資するため，有価証券の ( 中略 ) 取引を公正」かつ「円滑」に行わせることである . 一

言で言えば，投資者 ( 投資家 ) 保護である .

　証券会社間や証券･銀行間の競争を制限するような規制がかけられていた .

2. 証券取引等監視委員会設置から金融庁設置に至る金融行政機構の変遷について理解する .

　証券不祥事の後，監視委員会が設置された .

　金融機関の不良債権問題が深刻化し，信認を失った大蔵省から金融行政権限が新たな機関に

移された .

3. 金融庁の組織と機能について理解する .

　金融庁には総務企画，検査，監督の３局のほか，証券取引等監視委員会と公認会計士・監査

審査会が置かれている .

　証券取引法に基づく権限は，内閣総理大臣から金融庁長官に委任され，その一部が更に監視

委員会や財務局 ( 財務省の地方支分部局 ) に委任されている .

　政府全体の定員削減にかかわらず，証券を始めとする金融行政の重要性の高まりから，監視

委員会を含む金融庁の定員は年々増加してきている .

第 11 回：戦後日本の証券行政と行政機構の変遷

・金融行政　・投資者 ( 投資家 ) 保護　・行政指導　・護送船団行政　・信認

・証券取引等監視委員会　・金融庁　・内閣府　・財務局　

・ 監督　・検査　・勧告

なし .

1.  『証券取引法読本 [ 第７版 ]』河本一郎，大武泰南，有斐閣，2005.
2.  『金融行政の敗因』西村吉正，文春新書，1999.
3.  『金融システムの未来』堀内昭義，岩波新書，1998.
4.  『大蔵省はなぜ追いつめられたのか』真淵勝，中公新書，1997.
5.  『山一証券破綻と危機管理』草野厚，朝日選書，1998.

●上級証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 金融ビッグバンはなぜ起きたのかについて理解する .

　それまでは漸進主義的な金融制度の改革が行われてきたが，金融機関の相次ぐ破綻により，

金融システムが行き詰まったとみられ，包括的で速やかな改革が求められた .

2. 金融ビッグバンの基本理念について理解する .

　基本理念は “free( 自由 ), fair( 公正 ), global” である .

金融サービスの利用者を保護するためには，金融機関の営業を直接制限するのではなく，自

己資本比率規制，情報開示制度，セーフティーネットなどとともに，市場監視機能を強化し

ようとするものである .

3. 金融ビッグバンの具体的政策（特に証券分野）について理解する .

　先行した英国の金融ビッグバンが，株式売買委託手数料の自由化などに限られていたこと

と対照的に，銀行・証券・保険などにわたる包括的な金融システム改革であった . ただし，「貯

蓄 ( 銀行預金･郵便貯金 ) から ( 証券 ) 投資へ」と家計金融資産を誘導しようとするものである .

4. 金融機関の証券業務と証券子会社による参入について理解する .

5. 金融ビッグバンの効果の概要について理解する .

　銀行の証券子会社などが参入し，投資信託の販売で大きな割合を占め，また，委託手数料

の自由化により個人投資家による株式売買が盛んになってきた . しかし，株式保有高をみると，

個人の占める割合はまだ低い .

・規制緩和 ( 撤廃 )(deregulation)　・規制改革　・セーフティーネット (safety net)

・金融システム改革（日本版金融ビッグバン）　・「貯蓄から投資へ」

・証券子会社　・コングロマリット (conglomerate)

1.『日本の金融制度改革』西村吉正，東洋経済新報社，2003.
2.  『規制緩和という悪夢』内橋克人とグループ二〇〇一，文春文庫
3.  『商事法務』2002 年８月 25 日号 .
4.  『金融ビッグバンの政治経済学』戸矢哲朗，東洋経済新報社，2003.
5.  『金融構造改革の誤算』大崎貞和，東洋経済新報社，2003.

第 12 回：金融システム改革

なし .

●上級証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.「投資サービス法 ( 仮称 )」の趣旨･目的について理解する .

　家計における資産形成ニーズの多様化や金融技術･ IT の進歩を背景に，企業の資金調達手法も

多様化し，これまでになかった金融商品が，次々と販売されるようになってきている . このよう

な幅広い金融商品について，包括的な利用者保護の枠組みを整備し，また，現在の縦割り型業

法を見直し，一層の技術革新を促進するため，横断的なルールとして，英国の「金融サービス･

市場法」のような，日本版金融サービス法が必要であるといわれるようになった .

　この日本版金融サービス法の第一歩として，顧客に対する重要事項の説明義務とそれを怠っ

た業者の損害賠償責任を規定した金融商品販売法が制定されている .

さらに，金融審議会では，投資型金融商品に関する投資家保護のあり方を中心に，資本市場を

巡る法制全般のあり方について検討され，昨年末，「投資サービス法 ( 仮称 )」の制定に向けて報

告書がまとめられた .

　これに基づいて，金融庁において，証券取引法などを取り込んだ法案を作成中である .

2. 公開買付制度と株式大量保有報告制度の見直しの方向について理解する .

　最近の M&A 件数の増加やその態様の多様化，株式の大量取得事例の増加などを受けて，公開

買付制度と大量保有報告制度についても，金融審議会で審議が行われた . 大幅な改正が予定され

ている .

3. 開示制度の見直しの方向について理解する .

　証券取引法上の開示規制の対象となる有価証券の範囲は，株券，社債券といった伝統的な企

業金融型証券から，ファンドや ABS のような資産金融型証券にも拡大してきた . さらに，投資サー

ビス法の下では，開示規制の対象となる投資商品の範囲がこれまで以上に拡大することが想定

されている .

第 13 回：「投資サービス法 ( 仮称 )」

・金融商品販売法　・「投資サービス法 ( 仮称 )」　・金融審議会

なし .

1.  「投資サービス法 ( 仮称 ) に向けて」金融審議会金融分科会第一部会報告 (H17.12.12)
2.  『金融サービス法の理論』森田章，有斐閣，2001.

●上級証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 企業の社会的責任の意義について理解する .

　現代資本主義経済において最も有力な経済主体は株式会社であるが，営利法人である株式会

社は利潤を追求する . それが社会にも最適の結果をもたらすと説くのが，市場原理主義である .

　20 世紀末に「株主 (shareholder) 価値」(= 株式の時価総額 ) の最大化が米国で企業経営の流

行哲学となり，経営者たちは，現実の利潤よりもむしろ，人員削減や企業合併など，投資家や

アナリストに受ける「経営革新」策を発表して株価をつり上げた . 日本でも従来のメインバンク

･システムがけなされ，米国型経営システムが称賛されている .

　しかし，従業員や顧客，周辺住民ら様々な利害関係者 (stakeholder) に配慮した，つまり企業

の社会的責任を重視した，長期的視野をもつ経営こそが重要である .

2. 法令遵守について理解する .

　企業の社会的責任の中で最も重要なことは法令遵守である . 粉飾決算や内部者取引などの企業

や経営者の経済犯罪が後を絶たないが，経営者が法令に違反してまで自己利益を追求しないよ

うに規律付ける体制の確立が必要である .

3. 社会的責任投資の仕組みについて理解する .

　社会的責任投資とは，投資収益の最大化を追求するのではなく，労働条件 ( 女性差別や開発途

上国での低賃金労働など )，環境 ( 持続可能な発展 )，消費者の健康などへの，企業活動の社会

的影響の評価を基準にして，投資することである . その担い手は機関投資家や投資信託である .

・市場原理主義　・株主資本主義　・株主価値　・時価総額　・メインバンク･システム

・ 企業の社会的責任 (CSR)　・利害関係人 (stakeholder)

・ 法令遵守 (compliance)　・内部統制

・社会的責任投資 (SRI)　・投資信託　　・持続可能な発展 (sustainable development)

1.『ザ･コーポレーション』ベイカン，早川書房　2004.
2.  『株主資本主義の誤算』A. ケネディ，ダイヤモンド社　2002.
3.  『会社はだれのものか』岩井克人，平凡社，2005.
4.  『最新版 法人資本主義の構造』奥村宏 ,　2005.
5.  『SRI 社会的責任投資入門』谷本寛治編，日本経済新聞社，2003.

第 14 回：企業の社会的責任と社会的責任投資

なし .

●上級証券取引行政
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

受講生の理解度を測定し，成績を評価するために，前回までの講義の内容について期末試験を行う .

1. 出題範囲：全範囲

2. プリント・ノート類持込み可 .

第 15 回：期末試験

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

●上級証券取引行政
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

会社法

森田　果

　会社法の条文構造と基本的な考え方を身につけること．会計情報の意

味内容について他科目で学んだ知識を法制度と照らし合わせ，会社法上

許される財務行動・許されない財務行動は何か，会計書類の作成と開示

がどのようなプロセスで行われ，その適切な実行が経営者・投資家にど

のような意味を持つかについて理解すること .

特になし .

・ 設立・株式・機関・資金調達・会計・組織変更等につきそれぞれ数週

間かけて講義する . テキスト・参考書とも大部であるため，自習とし

て読むべきページ数をあらかじめ指定する . 授業は概ね通常の講義形

式とし，全体をカバーするよう心がけるが，情報量が多いうえに質疑

応答を交えるため，相当量の自習が必要となる . 予習を前提として質

疑を含む双方向的授業を行う . 予習範囲中授業で言及できない部分に

つき，学生の自習にゆだねる可能性がある .

・ 必要があれば problem set を行う .

・ Final exam (in class) を行う．

・ 集中講義または隔週開講となることがある．

TBA

後期隔週　木曜 3・4 限

・Class participation       
   + problem sets (20%);  
    Final (80%).
・AA(90 点 以 上 )，　　　　

A(80 点 以 上 90 点 未 満 )，
B(70 点 以 上 80 点 未 満 )，
C(60 点 以 上 70 点 未 満 )，
D(60 点未満；不合格 )

Students may make an appointment 
by sending e-mail to the instructor.

hatsuru@law.tohoku.ac.jp

・ 最新の六法を持参するこ

と .

TBA

展開
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■講義の予定 (Tentative)

第 1 回：オリエンテーション・イントロダクション

第 2 回：株式会社とその利害関係人・会社の設立

総論・会社の構造・対象と課題・規制の概要

第 3 回：株式

証券の譲渡と保有　株式の譲渡と担保化・自己株式・社債の譲渡・流通市場の規制

第 4 回：機関 (1)　株主総会

会社の運営機構　　株主総会

第 5 回：機関 (2)　取締役会

会社の運営機構　　取締役会

第 6 回：機関 (3）監査と特例法

監査役会・委員会等設置会社

第 7 回：新株発行

会社の資金調達（新株発行）

第 8 回：社債・会社のファイナンス

会社の資金調達　社債・ファイナンス上の決定

第 9 回：会計（１）

企業会計・１　企業会計法の理論・計算書類の意味と内容

第 10 回：会計（２）

企業会計・２　会社の決算と監査・利益の分配・経理内容の開示

第 11 回：財務再編（１）

会社の財務構成の変更　投資単位の調整・資本の減少・株式の消却

第 12 回：財務再編（２）

会社の組織構造の変動　設立・定款変更・解散・清算・組織変更

第 13 回：組織再編（１）

企業結合・１　企業結合の意義・規制・合併

第 14 回：組織再編（２）

企業結合・２　株式交換・株式移転・営業譲渡・会社の分割

第 15 回：Final
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

法人税法

下村　英紀

・テキストに基づき，原則として 1 回の講義で 1 章を終えるというペー
スで，講義を進めていく .

・必要に応じ，宿題を課す .
・小テストを行う .
・期末試験を行う .

租税および会計に関する基礎知識を有していることが望ましい .

下村英紀『基本テキスト・シリーズ　法人税法』2005 年，同文舘出版

前期　水限 5 限

・宿題（30％），小テスト
（30％），期末試験（40％）

・ AA(90 点以上 )，
 A(80点以上90点未満)，  
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週火曜日

14:00-15:30

022-795-4789
hshimomura@econ.tohoku.ac.jp

・予習･復習を確実に行う

こと .

・自ら考える姿勢を持つこ

と .

・努力を惜しまないこと .

・金子宏『租税法〔第十版〕』2005 年，弘文堂
・佐藤正勝『基本テキスト・シリーズ　租税法』2005 年，同文舘出版
・渡辺淑夫『法人税法』2005 年，中央経済社
・山本守之『法人税の理論と実務』2005 年，中央経済社

　法人税法の基本的な理論と構造を理解し，実務において長く対応で

きる考え方と基礎的な処理能力を習得すること .

基礎
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■講義の目的

■講義の概要

講義の概要，講義の進め方，成績評価などについて，説明を行う .

第 1 回：オリエンテーション

　　●法人税法

以下の内容を学習する .

　第 1 回：オリエンテーション

　第 2 回：法人税法総則 (1) ―法人税の意義･性格，納税義務者，課税所得の範囲等―

　第 3 回：法人税法総則 (2) ―事業年度･納税地，同族会社等―

　第 4 回： 法人税法の所得概念と所得の計算原理

　第 5 回：法人税法における収益･費用の認識基準

　第 6 回：益金の額の計算―受取配当等，資産の評価益，還付金等―

　第 7 回：損金の額の計算 (1) ―棚卸資産の売上原価等―

　第 8 回：損金の額の計算 (2) ―有価証券の譲渡原価等―

　第 9 回：損金の額の計算 (3 の 1) ―減価償却―

第 10 回：損金の額の計算 (3 の 2) ―棚卸資産の償却―

第 11 回：損金の額の計算 (4) ―役員報酬等，交際費等及び寄付金―

第 12 回：損金の額の計算 (5) ―租税公課，引当金，圧縮記帳等―

第 13 回：税額の計算

第 14 回：法人税の申告，納付，還付等

第 15 回：期末試験
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 法人税とはどのような租税かを理解し，法人税の性格に関する法人実在説及び法人擬制説の考
え方を理解する .

2. 法人税の法源を理解する .
3. 我が国の法人税の沿革を理解する .
4. 法人税の納税義務者は，どのような基準でどのように区分されるかを理解する .
5. 法人税の課税の対象となる所得には，どのようなものがあり，どのように分類されるかを理解

する .
6. 法人の種類によって課税所得の範囲は，どのように異なるかを理解する .

・法人税　・法人実在説　・法人擬制説　・納税の義務　・租税法律主義　・法人税法　・租税特

別措置法　・国税通則法　・政令･省令　・判例　・通達　・シャウプ勧告　・受取配当税控除法

・支払配当軽課法　・法人税の納税義務者　・内国法人　・公共法人　・公益法人等　・協同組合

等　・人格のない社団等　・普通法人　・外国法人　・各事業年度の所得に対する法人税　・清算

所得に対する法人税　・各特定信託の各計算期間の所得に対する法人税　・退職年金等積立金に対

する法人税　・各連結事業年度の連結所得に対する法人税　・課税所得の範囲　・収益事業　・国

内源泉所得

1. 上述の用語について調べよ .

2. テキストの章末問題 .

第 2 回：法人税法総則 (1) ―法人税の意義･性格，納税義務者，課税所得の範囲等―

　　　　●法人税法

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 法人税法における事業年度を理解する .
2. みなし事業年度は，どのようなものであり，どのような場合にどのように事業年度を区切るか

を理解する .
3. 法人税法における納税地を理解する .
4. 納税地の指定は，どのような場合に行われるかを理解する .
5. 税法上の実質主義の考え方を理解する .
6. 実質所得者課税の原則は，どのような考え方であり，どのように適用されるかを理解する .
7. 法人税法において同族会社について，特別の規定を設ける理由を理解する .
8. 同族会社の判定は，どのようにして行うかを理解する .
9. 同族会社に対する課税上の各特別規定は，それぞれどのような趣旨で設けられ，どのような内

容かを理解する .

第 3 回：法人税法総則 (2) ―事業年度･納税地，同族会社等―

・事業年度　・みなし事業年度　・納税地　・納税地の指定　・実質主義　・公平負担の原則　

・実質所得者課税の原則　・同族会社　・非同族会社　・同族関係者　・同族会社の留保金課税　

・同族会社の行為･計算の否認

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　●法人税法

1. 上述の用語について調べよ .
2. テキストの章末問題 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.  所得とはどのようなものであり，所得の概念に関する所得源泉説及び純資産増加説の考え方を
理解する .

2.  法人税法における所得概念を理解する .
3.  法人税の課税標準である各事業年度の所得の金額の計算構造を理解する .
4.  益金の額に算入すべき金額は，どのようなものかを理解する .
5.  無償による資産の譲渡または役務の提供についての法人税法の考え方を理解する .
6.  損金の額に算入すべき金額は，どのようなものかを理解する .
7.  法人税法における資本等取引は，どのようなものであり，どのような理由で所得金額の計算と

関係させないかを理解する .
8.  公正妥当な会計処理基準は，どのようなものであり，各事業年度の所得の金額の計算において

どのような意義を有するかを理解する .
9.   法人税法における別段の定めを理解する .
10. 企業会計における利益と法人税法上の所得の金額との差異は，どのような理由で生じるかを理  

解する .
11. 税務調整はどのように行い，決算調整事項及び申告調整事項とはどのようなものかを理解する .

・所得の概念　・所得源泉説　・純資産増加説　・法人税の課税標準　・各事業年度の所得の金額    

・益金の額　・損金の額　・課税所得　・収益の額　・無償による資産の譲渡または役務の提供　

・資本等取引　・公正妥当な会計処理基準　・別段の定め　・確定決算基準　・益金算入    

・益金不算入　・損金算入　・損金不算入　・税務調整　・決算調整事項　・損金経理　・申告調

整事項

第 4 回： 法人税法の所得概念と所得の計算原理

　　●法人税法

1. 上述の用語について調べよ .
2. テキストの章末問題 .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.  法人税法における収益計上の考え方を理解する .
2.  棚卸資産の販売収益は，いつ計上し，業種・業態によりどのような基準が法人税法上認められ

るかを理解する .
3.  請負による収益の計上を理解する .
4. 固定資産の譲渡収益の計上を理解する .
5. 法人税法における費用･損失の計上の考え方を理解する .
6. 法人税法における債務確定基準は，どのような考え方であり，その適用における債務の確定を

理解する .
7. 収益･費用の計上基準の特例を理解する .
8. 延払い基準は，どのような場合に適用され，どのような方法かを理解する .
9. 工事進行基準は，どのような場合に適用され，どのような方法かを理解する .

第 5 回：法人税法における収益･費用の認識基準

・収益の計上時期　・実現主義　・引渡しがあった日　・引渡し基準　・出荷基準　・検収基準

・使用収益基準　・検針日基準　・完成基準　・発生主義　・費用収益対応の原則　・債務確定基

準　・延払い基準　・長期割賦販売等　・工事完成基準　・工事進行基準　・長期大規模工事

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　●法人税法

1. 上述の用語について調べよ .
2. テキストの章末問題 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.  法人税法において受取配当等を益金不算入としている理由を理解する .
2.  受取配当等の益金不算入額の計算は，どのように行うかを理解する .
3.  益金不算入の対象となる配当等には，どのようなものがあるかを理解する .
4.  短期所有株式等にかかる配当等を益金不算入の不適用としている理由を理解する .
5.  受取配当等から負債利子を控除する理由を理解する .
6.  法人税法においてみなし配当について，規定を設けている理由，みなし配当は具体的にどのよ

うなものかを理解する .
7.  法人税法において資産の評価益を益金不算入としている理由を理解する .
8.  資産の評価益の計上が認められるのは，どのような場合かを理解する .
9.  法人税法において還付金等を益金不算入としている理由を理解する .
10. 益金不算入となる還付金等には，どのようなものがあるかを理解する .

・受取配当等の益金不算入　・関係法人株式等　・連結法人株式等　・配当等　

・短期所有株式等 ・負債利子　・みなし配当　・取得原価主義　・資産の評価益　・還付金等

第 6 回：益金の額の計算―受取配当等，資産の評価益，還付金等―

　　●法人税法

1. 上述の用語について調べよ .
2. テキストの章末問題 .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.  法人税法における棚卸資産の売上原価の算定方法を理解する .
2. 法人税法における棚卸資産とは，どのようなものかを理解する .
3. 棚卸資産の期末の評価方法を理解する .
4. 評価方法の選定・届出を理解する .
5. 棚卸資産の法定評価方法は，どのような場合に適用され，どのような方法かを理解する .
6. 棚卸資産の取得価額には，その取得の態様に応じてどのようなものが含まれるかを理解する .

第 7 回：損金の額の計算 (1) ―棚卸資産の売上原価等―

・売上原価　・棚卸資産　・棚卸資産の期末の評価方法　・原価法　・個別法　・先入先出法

・後入先出法　・総平均法　・移動平均法　・単純平均法　・最終仕入原価法　・売価還元法

・低価法　・洗替え方式　・切放し方式　・評価方法の選定･届出　・法定評価方法　・棚卸資産

の取得価額

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　●法人税法

1. 上述の用語について調べよ .
2. テキストの章末問題 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.  法人税法における有価証券の範囲を理解する .
2.  法人税法では有価証券の譲渡損益の計算は，どのように行い，その計上時期はいつかを理解する .
3.  有価証券の譲渡対価の額は，どのように算出するかを理解する .
4.  有価証券の譲渡原価の額は，どのように算出するかを理解する .
5.  譲渡原価の額の計算の基礎となる１単位当たりの帳簿価額の算出は，有価証券をどのように区

分し，どのような方法で行うか，その算出方法の選定･届出はどのように行うかを理解する .
6.  有価証券の取得価額は，その取得の形態に応じてどのような算定方法があるかを理解する .
7.  有価証券の期末評価は，どのように行うかを理解する .
8.  売買目的有価証券の期末の時価評価金額は，どのように計算するかを理解する .
9.  売買目的有価証券の時価評価損益は，どのように課税損益に算入するかを理解する .

・有価証券　・有価証券の譲渡損益　・有価証券の譲渡対価の額　・有価証券の譲渡原価の額    

・売買目的有価証券　・満期保有目的等有価証券　・企業支配株式　・その他有価証券　

・1 単位当たりの帳簿価額の算出方法　・移動平均法　・総平均法　・算出方法の選定･届出　

・有価証券の取得価額　・有価証券の期末評価　・期末評価の方法　・時価評価金額　・時価評

価損益

第 8 回：損金の額の計算 (2) ―有価証券の譲渡原価等―

　　●法人税法

1. 上述の用語について調べよ .
2. テキストの章末問題 .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.   減価償却の機能を理解する .
2.  法人税法において損金の額に算入する減価償却費について，別段の定めを設ける理由を理解す

る .
3.   減価償却の対象となる減価償却資産は，どのようなものかを理解する .
4.   減価償却が認められない非減価償却資産には，どのようなものがあるかを理解する .
5.   少額の減価償却資産等とは，どのようなものであり，どのように償却するかを理解する .
6.   減価償却の方法を理解する .
7.   償却方法の選定･届出･変更を理解する .
8.   法定償却方法を理解する .
9.   減価償却資産の取得価額には，その取得の形態に応じてどのような費用が含まれるかを理解す

る .
10.  減価償却資産の使用可能期間である耐用年数は，どのように定められているかを理解する .
11.  残存価額を理解する .
12.  損金の額に算入する減価償却費の額は，どのように算出し，その償却限度額の算出方法を理解

する .
13.  資本的支出とはどのようなものであり，修繕費とどのような差異があるかを理解する .

第 9 回：損金の額の計算 (3 の 1) ―減価償却―

・減価償却　・減価償却費　・減価償却資産　・非減価償却資産　・少額減価償却資産　・一括償

却資産　・減価償却の方法　・定額法　・定率法　・生産高比例法　・リース期間定額法　・取替

法　・減量率償却法　・償却方法の選定･届出･変更　・法定償却方法　・減価償却資産の取得価額

・耐用年数　・残存価額　・償却可能限度額　・償却限度額　・償却超過額　・償却不足額

・資本的支出　・修繕費

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　●法人税法

1. 上述の用語について調べよ .
2. テキストの章末問題 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.  法人税法における繰延資産は，どのようなものかを理解する .
2.  損金の額に算入する繰延資産の償却費の額は，どのように算出するかを理解する .
3.  繰延資産の償却方法を理解する .
4.  繰延資産の償却限度額は，どのように計算するかを理解する .
5.  少額な繰延資産は，どのように償却するかを理解する .

・繰延資産　・商法上の繰延資産　・税法固有の繰延資産　・繰延資産の償却費　・繰延資産の

償却方法　・繰延資産の償却限度額　・償却超過額　・少額な繰延資産

第 10 回：損金の額の計算 (3 の 2) ―棚卸資産の償却―

　　●法人税法

1. 上述の用語について調べよ .
2. テキストの章末問題 .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.   法人税法において役員報酬等の損金算入について，規制を設けている理由を理解する .
2.   法人税法における役員の範囲を理解する .
3.   法人税法における使用人兼務役員は，どのようなものをいい，使用人兼務役員に対しどのよう

な特例が設けられているかを理解する .
4.    役員賞与とは，どのようなものかを理解する .
5.    役員賞与を損金不算入としている理由を理解する .
6.    役員報酬とは，どのようなものかを理解する .
7.   役員報酬は，どのようなものが損金に算入されず，その判定の基準はどのようなものかを理解

する .
8.    役員退職給与とは，どのようなものかを理解する .
9.    役員退職給与は，どのようなものが損金に算入されず，その判定の基準はどのようなものかを

理解する .
10.  法人税法において使用人給与の損金算入について，規制を設けている理由，どのようなものが

損金不算入となるかを理解する .
11.  経済的利益とは，どのようなものかを理解する .
12.  法人税法において交際費等の損金算入について，規制を設けている理由を理解する .
13.  交際費等には，どのようなものが含まれるかを理解する .
14.  交際費等の計上時期を理解する .
15.  交際費等の損金不算入額は，どのように算出するかを理解する .
16.  法人税法において寄付金の損金算入について，規制を設けている理由を理解する .
17.  寄付金には，どのようなものが含まれるかを理解する .
18.  未払いの寄付金の計上が認められない理由を理解する .
19.  利益処分による寄付金の損金算入が認められない理由を理解する .
20.  寄付金の損金算入額は，どのように算出するかを理解する .

第 11 回：損金の額の計算 (4) ―役員報酬等，交際費等及び寄付金―

・役員の範囲　・特定株主　・使用人兼務役員　・役員賞与　・使用人分賞与　・役員報酬

・過大な役員報酬　・役員退職給与　・過大な役員退職給与　・使用人給与　・特殊関係使用人

・経済的利益　・交際費等　・使途不明金　・支出交際費等の額　・交際費等の損金不算入額

・寄付金　・寄付金の損金算入時期　・寄付金の損金算入限度額　・資本金基準額　・所得基準額

・一般の寄付金　・国等に対する寄付金　・指定寄付金　・特定公益増進法人等に対する寄付金

・利益処分による寄付金

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　●法人税法

1. 上述の用語について調べよ .
2. テキストの章末問題 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.   法人税法において一定の租税公課を損金不算入としている理由を理解する .
2.   損金算入されない租税公課には，どのようなものがあるかを理解する .
3.   法人税法における資産の評価損の考え方を理解する .
4.   資産の評価損の計上が認められるのは，どのような場合かを理解する .
5.   法人税法における貸倒損失の考え方，その貸倒れの判定基準はどのようになっているかを理解する .
6.   法人税法における生命保険の保険料の考え方を理解する .
7.   法人税法における長期の損害保険の保険料の考え方を理解する .
8.   法人税法における引当金の考え方を理解する .
9.   貸倒引当金とは，どのようなものであり，その繰入限度額の計算はどのように行うかを理解する .
10.  返品調整引当金とは，どのようなものかを理解する .
11.  税法における引当金と準備金には，どのような相違があるかを理解する .
12.  法人税法における圧縮記帳は，どのような考え方で設けられ，課税上どのような効果が生じるかを理解する .
13.  圧縮記帳の適用を受けるためには，どのような経理方法があるかを理解する .
14.  国庫補助金等で取得した固定資産等の圧縮記帳とは，どのようなものかを理解する .
15.  保険金等で取得した固定資産等の圧縮記帳とは，どのようなものかを理解する .
16.  交換により取得した資産の圧縮記帳とは，どのようなものかを理解する .
17.  法人税法では欠損金額を他の事業年度の利益金額と通算することについて，どのような考え方かを理解する .
18.  欠損金の繰越控除を理解する .
19.  災害損失金の繰越控除を理解する .
20.  資産整理に伴う私財提供等があった場合の欠損金の繰越控除を理解する .
21.  欠損金の繰戻しによる還付を理解する .

・租税公課　・評価損　・貸倒損失　・貸倒れの判定基準　・確定給付企業年金の掛金等

・社会保険料等　・生命保険の保険料　・養老保険　・定期保険　・定期付養老保険　・長期の

損害保険の保険料　・引当金　・貸倒引当金　・個別評価金銭債権　・一括評価金銭債権　・返

品調整引当金　・準備金　・圧縮記帳　・圧縮記帳の経理　・圧縮限度額　・国庫補助金等で取

得した固定資産等の圧縮記帳　・保険金等で取得した固定資産等の圧縮記帳　・交換により取得

した資産の圧縮記帳　・事業年度独立の原則　・欠損金額　・欠損金の繰越控除　・繰越欠損金

・災害損失金の繰越控除　・資産整理に伴う私財提供等があった場合の欠損金の繰越控除

・欠損金の繰戻しによる還付

第 12 回：損金の額の計算 (5) ―租税公課，引当金，圧縮記帳等―

　　●法人税法

1. 上述の用語について調べよ .
2. テキストの章末問題 .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .



�12東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.  法人税額の計算構造を理解する .

2. 法人税の基本税率は，法人の種類と所得金額によりどのように定められているかを理解する .

3. 法人税法では同族会社の留保金について，どのような考え方で特別税率による課税を行うかを

理解する .

4. 留保金課税は，どのように行うかを理解する .

5. 法人税法では使途秘匿金の支出がある場合には，どのような理由で特別税率による課税を行う

かを理解する .

6. 使途秘匿金とは，どのようなものかを理解する .

7. 税額控除には，どのようなものがあり，どのような理由で行われるかを理解する .

8. 所得税額控除は，どのように行うかを理解する .

第 13 回：税額の計算

・法人税額　・法人税の基本税率　・同族会社の留保金課税　・課税留保金額　・特別税率

・使途秘匿金　・税額控除　・所得税額控除　・外国税額控除　・仮装経理に基づく過大申告の場

合における更正に伴う法人税額の控除　・試験研究費の額が増加した場合等の法人税額の特別控除

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　●法人税法

1. 上述の用語について調べよ .
2. テキストの章末問題 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.   法人税の納税義務はいつ成立し，納付すべき法人税の額はどのようにして確定されるかを理解する .

2.   確定申告は，どのようなものであり，何時までに提出しなければならないかを理解する .

3.   申告期限の延長は，どのような場合に認められるかを理解する .

4.   中間申告は，どのようなものであり，どのように行うかを理解する .

5.   法人税の納付は，何時までに行わなければならないかを理解する .

6.   法人税の還付は，どのような場合に行われるかを理解する .

7.   青色申告制度が設けられた理由を理解する .

8.   青色申告書を提出するための要件を理解する .

9.   青色申告の承認の取消しは，どのような場合に行われるかを理解する .

10. 青色申告の特典には，どのようなものがあるかを理解する .

・納税義務の成立　・租税債権の額の確定手続　・申告納税方式　・更正　・決定　・確定申告

・確定申告書　・申告期限の延長　・国税通則法による申告期限の延長　・法人税法による申告

期限の延長　・中間申告　・中間申告書　・前年実績を基準とする中間申告　・仮決算に基づく

中間申告　・　中間申告による納付　・確定申告による納付　・還付　・還付金等　・充当

・還付加算金　・青色申告　・青色申告の承認申請　・青色申告の却下　・青色申告承認の

取消し・青色申告の特典

第 14 回：法人税の申告，納付，還付等

　　●法人税法

1. 上述の用語について調べよ .
2. テキストの章末問題 .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 出題範囲：これまで学習した内容について , 期末試験を行う .

2. 電卓のみ持ち込み可．

第 15 回：期末試験

特になし .

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある .

　　●法人税法

なし .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

上級法人税法

下村　英紀

・ 法人税に係る専門的分野，租税特別措置等の主要な項目について，税
法の考え方，その制度の内容及び適用方法を説明することにより，講
義を進める .

・小テストを行う .
・期末試験を行う .

　法人税法に関する基礎知識を有している（例えば，「法人税法」，「事

例研究（法人税法）」の科目を履修している）ことが望ましい .

・渡辺淑夫『法人税法』2005 年，中央経済社

・その他，必要に応じ，資料を配布する .

前期　水限 4 限

・小テスト（40％），期末
試験（60％）

・ AA(90 点以上 )，
 A(80点以上90点未満)，  
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

毎週火曜日

14:00-15:30

022-795-4789
hshimomura@econ.tohoku.ac.jp

・予習･復習を確実に行う

こと .

・自ら考える姿勢を持つこ

と .

・努力を惜しまないこと .

・金子宏『租税法〔第十版〕』2005 年，弘文堂
・佐藤正勝『基本テキスト・シリーズ　租税法』2005 年，同文舘出版
・下村英紀『基本テキスト・シリーズ　法人税法』2005 年，同文舘出版
・山本守之『法人税の理論と実務』2005 年，中央経済社
・その他，必要に応じ，講義の中で紹介する .

　企業経営において直面する法人税に係る専門的分野の課題につい

て，税法の考え方と制度の構造を理解し，実務において長く対応でき

る考え方と処理能力を習得すること .

展開
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■講義の目的

■講義の概要

講義の概要，講義の進め方，成績評価などについて，説明を行う .

第 1 回：オリエンテーション

　　●上級法人税法

以下の内容を学習する .

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：圧縮記帳

第 3 回：リース取引

第 4 回：借地権

第 5 回：ストック・オプション

第 6 回：デリバティブ取引，ヘッジ処理

第 7 回：外貨建取引の換算

第 8 回：税制改正

第 9 回：国際課税 (1) ―総論，外国税額控除―

第 10 回：国際課税 (2) ―タックス・ヘイブン税制―

第 11 回：国際課税 (3) ―移転価格税制―

第 12 回：連結納税制度 

第 13 回：権利救済制度

第 14 回：税理士制度

第 15 回：期末試験
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.  圧縮記帳制度が設けられた趣旨及び課税上の効果について，理解する .

2.  圧縮記帳の経理方法について，理解する .

3.  主な圧縮記帳制度の内容，適用方法及びその計算について，理解する .

　　①　国庫補助金等で取得した固定資産等の圧縮記帳

　　②　保険金等で取得した固定資産の圧縮記帳

　　③　交換により取得した固定資産の圧縮記帳

　　④　収用等に伴い代替資産を取得した場合の圧縮記帳

　　⑤　特定資産の買換えの場合の圧縮記帳

・圧縮記帳　・圧縮限度額　・損金経理による直接減額方法　・損金経理による引当金勘定方法

・確定決算の利益又は剰余金の処分による積立金方法　・国庫補助金等　・保険金等　・交換

・収用等　・特定資産

なし .

第 2 回：圧縮記帳
　　●上級法人税法

なし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.  リース取引について，課税上の特別規定を設ける趣旨を理解する .

2.  リース料の処理の原則を理解する .

3.  課税上，特別の取扱いがされるリース取引の定義を理解する .

4.  売買取引とされるリース取引及びその税務上の処理について，理解する .

5.  金融取引とされるリース取引及びその税務上の処理について，理解する .

第 3 回：リース取引 

・リース取引　・ファイナンス・リース　・オペレーティング・リース　・実質主義　・売買取引

とされるリース　・金融取引とされるリース

　●上級法人税法

なし .

なし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.  借地権課税の趣旨を理解する .
2.  借地権利金を収受しない場合等の認定課税について，理解する .
3.  相当の地代を収受する場合の課税関係について，理解する .
4.  借地権設定に伴う土地の帳簿価額の損金算入について，理解する .
5.  借地権の更新料の処理について，理解する .
6.  借地権の評価方法を理解する .

・借地権　・借地権利金　・借地権の認定課税　・相当の地代　・土地簿価の損金算入　・特別

の経済的利益　・更新料　・借地権の評価

第 4 回： 借地権

●上級法人税法

なし .

なし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.  ストック・オプションには，どのような意義があるかを理解する .

2.  会社法及び商法におけるストック・オプション制度の内容を理解する .

3.  ストック・オプションを付与する法人における法人税法上の取扱いについて，理解する .

①　自己株式方式（株式譲渡請求権方式）による場合

②　新株引受権方式及び新株予約権方式による場合

4.  ストック・オプションを付与された者におけるストック・オプションの行使による経済的利益

の課税関係について，理解する .

第 5 回：ストック・オプション

・ストック・オプション　・自己株式方式　・株式譲渡請求権方式　・新株引受権方式　・新株予

約権方式　・権利行使価額　・権利付与日　・権利付与日の自己株式価額　・権利付与事業年度

・資本等取引　・ストック・オプションの行使による経済的利益

　●上級法人税法

なし .

なし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.   法人税法におけるデリバティブ取引の考え方を理解する .

2.  法人税法上のデリバティブ取引の範囲を理解する .

3.  みなし決済の対象からどのようなデリバティブ取引が除かれるかを理解する .

4.  みなし決済による損益の算出方法及び翌期洗替えについて，理解する .

5.  デリバティブ取引により金銭以外の資産を取得した場合の処理について，理解する .

6.  法人税法におけるヘッジ処理の考え方を理解する .

7.  繰延ヘッジ処理による損益の繰延べについて，理解する .

8.  時価ヘッジ処理による損益の計上について，理解する .

・デリバティブ取引　・時価基準　・未決済デリバティブ取引　・みなし決済　・洗替え処理　・ヘッ

ジ取引　・ヘッジ対象資産等損失額　・決済損益額　・デリバティブ取引等　・繰延ヘッジ処理

・売買目的外有価証券　・ヘッジ対象有価証券損失額　・時価ヘッジ処理

第 6 回：デリバティブ取引，ヘッジ処理

●上級法人税法

なし .

なし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 外貨建取引等の換算について，会計処理の問題が生じる理由を理解する .

2. 法人税法における外貨建取引の範囲を理解する .

3. 法人税法における外貨建資産等の範囲を理解する .

4. 外貨建取引の発生時の換算は，どのように行うかを理解する .

5. 先物外国為替契約等がある場合の換算は，どのように行うかを理解する .

6. 外貨建資産等の期末換算は，どのように行うかを理解する .

7. 外国為替の売買相場が著しく変動した場合の外貨建債権等の期末時換算は，どのように行うか

を理解する .

8. 外貨建資産等の期末換算差損益の処理は，どのように行うかを理解する .

9. 為替予約差額の配分は，どのように行うかを理解する .

第 7 回：外貨建取引の換算

・外貨建取引　・為替相場　・円換算額　・先物外国為替契約　・外貨建資産等　・先物外国為替

契約等　・外貨建資産等の評価替え　・外貨建債権　・外貨建債務　・外貨建有価証券　・外貨建

預金　・外国通貨　・発生時換算法　・期末時換算法　・外国為替の売買相場が著しく変動した場

合　・期末換算方法の選定・変更　・法定換算方法　・期末換算差損益　・洗替え処理　・為替予

約差額　・為替予約差額配分額　・短期外貨建資産等　・為替予約差額の一括計上

　●上級法人税法

なし .

なし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

平成 18 年度税制改正における法人税に関する主要事項について，理解する .

特になし .

第 8 回：税制改正

●上級法人税法

なし .

なし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.  経済活動のグローバル化及び企業経営の国際化・グループ化に伴い，租税に関しどのような課

題や問題が生じることとなるかを理解する .

2.  国際課税制度が設けられている意義を理解する .

3.  国際課税制度が企業経営に及ぼす影響について，考える .

4.  国際的二重課税を排除する方法には，どのようなものがあるかを理解する .

5.  外国税額控除制度の仕組みを理解する .

6.  外国法人税の範囲を理解する .

7.  直接外国税額控除の意義を理解する .

8.  間接外国税額控除の意義を理解する .

9.  みなし外国税額控除の意義を理解する .

10. 外国税額控除額の計算方法を理解する .

第 9 回：国際課税 (1) ―総論，外国税額控除―

・多国籍企業　・国際的二重課税　・タックス・ヘイブン　・所得の国際的移転　・全世界所得課

税   ・無制限納税義務　・国外源泉所得　・外国税額控除方式　・国外所得免除方式　・資本輸出

中立性　・資本輸入中立性　・租税条約　・外国法人税　・直接外国税額控除　・間接外国税額控

除　・外国子会社　・外国孫会社　・みなし外国税額控除（タックス・スペアリング・クレジット）

　・控除限度額　・国外所得金額　・控除対象外国法人税額　・繰越控除限度額　・繰越控除対象

外国法人税額　・配当等の額　・外国孫会社からの配当等の額

　●上級法人税法

なし .

なし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.   企業経営において，タックス・ヘイブンに子会社等を設立して事業活動を行うことは，課税上

どのような問題が生じるかについて，理解する .

2.   タックス・ヘイブン税制が設けられている意義を理解する .

3.   タックス・ヘイブン税制の仕組みを理解する .

4.   適用対象となる内国法人 ( 親会社 ) の範囲を理解する .

5.   適用対象となる特定外国子会社等の範囲を理解する .

6.   特定外国子会社等のうち適用除外となるものの範囲を理解する .

7.   内国法人 ( 親会社 ) の益金の額に合算される金額（課税対象留保金額）の計算方法を理解する .

8.   課税対象留保金額に係る外国法人税の控除について，理解する .

9.   特定外国子会社等が配当等を支払った場合の調整について，理解する .

10. 特定外国信託の留保金額の合算課税を理解する .

・タックス・ヘイブン　・課税の中立性　・租税回避　・外国関係会社　・特定外国子会社等  

・未処分所得の金額　・適用対象留保金額　・直接及び間接保有の株式等　・課税対象留保金額

・外国法人税の控除　・課税済留保金額　・特定外国信託

第 10 回：国際課税 (2) ―タックス・ヘイブン税制―

●上級法人税法

なし .

なし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.   国外の関連会社との間の取引価額を操作することは，企業経営においてどのような効果が生じ

ることとなるかを理解する .

2.   国外の関連会社との間の取引価額を操作することは，課税上どのような問題が生ずることとな

るかを理解する .

3.   移転価格税制の意義を理解する .

4.   移転価格税制の仕組みを理解する .

5.   国外関連者の範囲を理解する .

6.   国外関連取引の定義を理解する .

7.   独立企業間価格の算定方法を理解する .

8.   取引価額と独立企業間価格の差額の処理について，理解する .

9.   更正・決定等の特例について，理解する .

10.  移転価格税制の適用を受ける場合の税務当局間の相互協議及び対応的調整について，理解する .

11.  事前確認制度の意義を理解する .

第 11 回：国際課税 (3) ―移転価格税制―

・移転価格　・独立企業間価格　・課税権　・国外関連者　・国外関連取引　・独立価格比準法 

・再販売価格基準法　・原価基準法　・利益分割法　・取引単位営業利益法　・国外関連者に対す

る寄付金　・国税の更正，決定等の期間制限　・国際的な二重課税　・租税条約　・相互協議

・対応的調整　・事前確認制度

　●上級法人税法

なし .

なし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.   連結納税制度が設けられた趣旨を理解する .

2.   連結納税制度の仕組みを理解する .

3.   連結納税制度の適用法人の範囲を理解する .

4.   連結納税義務者を理解する .

5.   連結納税の適用方法を理解する .

6.   連結所得金額の計算構造を理解する .

7.   連結法人間取引の損益の調整を理解する .

8.   連結納税に伴う既存税制との調整を理解する .

9.   連結法人税額の計算方法を理解する .

10.  連結法人税の申告・納付を理解する .

11.  連結納税の開始・加入時の処理を理解する .

12.  連結法人に係る行為・計算の否認を理解する .

・純粋持株会社　・連結財務諸表　・企業集団税制　・連結親法人　・連結子法人　・連結法人 

・連結納税の承認申請　・連結事業年度　・連結所得金額　・単体納税　・連結事業年度の益金

の額　・連結事業年度の損金の額　・個別益金額　・個別損金額　・連結法人間取引の損益の調

整　・譲渡損益調整資産　・受取配当等の益金不算入　・寄付金の損金不算入　・所得税額の損

金不算入　・連結欠損金の繰越し　・連結法人税額　・連結法人税の個別帰属額　・連結中間申

告　・連結確定申告　・時価評価資産　・時価評価損益　・連結法人に係る行為・計算の否認

第 12 回：連結納税制度

●上級法人税法

なし .

なし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.   権利救済の手段の種類とその意義を理解する .

2.   不服申立の種類を理解する .

3.   異議申立てについて，理解する .

4.   審査請求について，理解する .

5.   国税不服審判所の機能を理解する .

6.   不服申立と処分の執行について，理解する .

7.   租税訴訟について，理解する .

8.   不服申立前置主義を採る理由を理解する .

9.   租税訴訟と処分の効力・執行について，理解する .

第 13 回：権利救済制度

・租税争訟制度　・租税法律主義　・不服申立　・訴訟　・国税不服審判所　・総額主義　・争点

主義　・異議申立　・処分行政庁　・不服申立期間　・決定　・審査請求　・国税不服審判所長

・裁決　・執行不停止の原則　・不服申立前置主義　・出訴期間　・立証責任　・行政不服審査法

・行政事件訴訟法　・国税通則法

　●上級法人税法

なし .

なし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.   税理士の使命を理解する .

2.   税理士の業務を理解する .

3.   税理士の資格を理解する .

4.   税理士の登録を理解する .

5.   税理士の権利及び義務を理解する .

6.   書面添付及び意見聴取制度を理解する .

7.   税理士法人について，理解する .

8.   税理士会及び日本税理士会連合会について，理解する .

・税理士法　・税理士　・税理士の使命　・税務代理　・税務書類の作成　・税務相談　・付随

業務   ・裁判所における補佐人　・公認会計士　・登録　・税理士名簿　・税務代理権限の明示  

・署名押印　・書面の添付　・調査の通知　・意見の聴取　・脱税相談等の禁止　・秘密を守る

義務　・事務所の設置　・助言義務　・税理士法人　・税理士法人の社員　・税理士会　・日本

税理士会連合会

第 14 回：税理士制度

●上級法人税法

なし .

なし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 出題範囲：これまで学習した内容について , 期末試験を行う .

2. 電卓のみ持ち込み可．

第 15 回：期末試験

特になし .

　●上級法人税法

なし .

なし . 必要な文献を講義で示すこともある .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

消費税法

小山　孝

・　原則として，１回の講義で１章を終えるというペースで講義を進めて
いく．

・　原則として，講義ごとに宿題を課す．また , 必要に応じて小テストを
行う．

・ 　期末試験を行う．

租税及び会計に関する基礎的知識を有していることが望ましい．

講義において指示する．

後期　土曜 3 限

・ 宿 題（20 ％）， 小 テ ス
ト（20％），期末テスト

（60％）で評価する．
・AA(90 点 以 上 )，　　　

A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

連絡先（e-mail 等）について
は講義で連絡する .

・ 予習復習を必ず行うこ

と .

・ 自ら考え，自己啓発を

行うこと .

必要に応じて講義において紹介する．

　消費税法の基本的な理論と構造を理解し , 実務において対応できる

考え方と基礎的な処理能力を習得すること．

展開
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■講義の目的

■講義の概要

講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション

　　　　●消費税法

講義の概要は以下の通りであり、それぞれ簡単に説明する。

　第１回 ：オリエンテーション

　第 2 回 ：総説⑴―間接税の概要 , 消費税創設の背景

　第 3 回 ：総説⑵―消費税の改正と地方消費税の創設 , 消費税の使途 , 消費税のあらまし

　第 4 回 ：課税の対象―課税の対象となる国内取引と輸入取引

　第 5 回 ：非課税と免税

　第 6 回 ：納税義務者と納税義務の成立

　第 7 回 ：課税標準と税率⑴―課税標準と税率

　第 8 回 ：課税標準と税率⑵―課税標準額等の計算

　第 9 回 ：税額控除等⑴―概要･課税仕入に係る消費税

　第 10 回：税額控除等⑵―仕入控除額の計算方法

　第 11 回：税額控除等⑶―簡易課税制度

　第 12 回：税額控除等⑷―売上げに係る対価の返還等をした場合等

　第 13 回：課税期間申告・納付・納税地

　第 14 回：雑則―届出書の提出及び記帳の義務等

　第 15 回：期末試験
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 租税の分類と間接税を理解する．

2. 間接税にはどのような特徴があるかを理解する．

3. 間接税にはどのような種類があるかを理解する．

4. 従量税と従価税を理解する．

5. 消費税が導入された背景にはどのような事情があったか（消費税の必要性）を理解する．

・ 間接税・直接税・担税者・納税義務者・従量税・従価税・課税標準・消費税

上述の用語について調べよ．

講義の中で紹介 .

第 2 回：総説⑴―間接税の概要 , 消費税創設の背景

　　　　●消費税法
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 消費税法についてどのような改正が行われたかを理解する．

2. 地方消費税とはどのようなものかを理解する．

3. 国・地方間の消費税収の配分はどのようになっているかを理解する．

4. 消費税の「福祉目的化」とは何かを理解する．

5. 消費税にはどのような性格があるかを理解する．

6. 消費税の基本的な仕組みはどのようになっているかを理解する．

第 3 回：総説⑵―消費税の改正と地方消費税の創設 , 消費税の使途 , 消費税のあらまし

●消費税法

・ 地方消費税・課税の対象・非課税取引・免税取引・課税期間・税率

上述の用語について調べよ．

講義の中で紹介 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 消費税の課税の対象は何かを理解する．

2. 「課税の対象」と「取引」の関係はどのようになっているかを理解する．

3. 課税の対象となる国内取引は何かを理解する．

4. 課税の対象とならない取引（不課税取引）とは何かを理解する．

5. 課税の対象となる輸入取引は何かを理解する．

6. みなし取引とは何かを理解する．

・ 事業者・資産の譲渡等・課税資産の譲渡等・不課税取引・外国貨物・課税貨物．保税地域

講義の中で紹介 .

第 4 回：課税の対象―課税の対象となる国内取引と輸入取引

●消費税法

・　上述の用語について調べよ .

・　問題は講義の中で指示 .



�36東北大学会計大学院シラバス 2006

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 非課税の意義は何かを理解する．

2. 非課税取引にはどのようなものがあるかを理解する．

3. 免税の意義は何かを理解する．

4. 免税取引にはどのようなものがあるかを理解する．

5. 免税と非課税の違いは何かを理解する．

第 5 回：非課税と免税

●消費税法

・土地の上に存する権利・一時的に使用させる場合等・有価証券・物品切手等・住宅

・ 消費地課税主義・仕向地課税主義

・　上述の用語について調べよ．

・ 　問題は講義の中で指示．

　　　

講義の中で紹介 .



東北大学会計大学院シラバス 2006 �3�

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 消費税を納める義務を負う者は誰かを理解する．

2. 小規模事業者の納税義務の免除とは何かを理解する．

3. 納税義務免除の特例（相続があった場合）とは何かを理解する．

4. 通常の場合の納税義務の成立の時期はいつかを理解する．

・ 免税事業者・基準期間

講義の中で紹介 .

第 6 回：納税義務者と納税義務の成立

●消費税法

・　上述の用語について調べよ .

・　問題は講義の中で指示 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 「課税標準」とは何かを理解する．

2. 「国内取引の課税標準」はどのようになっているかを理解する．

3. 「輸入取引の課税標準」とは何かを理解する．

4. 税率はどのようになっているかを理解する．

第 7 回：課税標準と税率⑴―課税標準と税率

●消費税法

・課税標準・課税資産の譲渡等の対価の額・収受すべき

・金銭又は金銭以外の物若しくは権利その他経済的利益

・　上述の用語について調べよ．

・ 　問題は講義の中で指示．

　　　

講義の中で紹介 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 課税標準額は何かを理解する．

2. 消費税額等相当額を区分領収している場合の課税標準額はどのように計算するかを理解する．

・ 課税標準額

講義の中で紹介 .

第 8 回：課税標準と税率⑵―課税標準額等の計算

●消費税法

・　上述の用語について調べよ .

・　問題は講義の中で指示 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 税額控除とは何かを理解する．

2. 税額控除にはどのようなものがあるかを理解する．

3. 納付税額の計算の仕組みはどのようになっているかを理解する．

4. 課税仕入れとは何かを理解する．

5. 課税仕入れの範囲 , 対象は何かを理解する．

6. 課税仕入れに係る消費税額はどのように計算するかを理解する．

7. 仕入税額控除の要件は何かを理解する．

第 9 回：税額控除等⑴―概要･課税仕入に係る消費税

●消費税法

・ 税額控除・課税仕入れ

・　上述の用語について調べよ．

・ 　問題は講義の中で指示．

　　　

講義の中で紹介 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 仕入控除税額はどのように計算するかを理解する．

2. 課税売上割合とは何か , また , どのように計算するかを理解する．

3. 課税仕入れ等の税額の全額を控除できる場合とはどのような場合かを理解する．

4. 課税仕入れ等の税額の全額を控除できない場合とはどのような場合かを理解する．

5. 仕入返品などがある場合の控除税額はどのように計算するかを理解する．

・ 課税売上割合・一括比例配分方式

講義の中で紹介 .

第 10 回：税額控除等⑵―仕入控除額の計算方法

●消費税法

・　上述の用語について調べよ .

・　問題は講義の中で指示 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 簡易課税制度とはどのような制度かを理解する．

2. 簡易課税制度による場合の仕入控除税額はどのように計算するかを理解する．

3. 簡易課税制度の適用を受けるためにはどのような要件が必要かを理解する．

4. みなし仕入率とは何かを理解する．

5. 二以上の事業を行っている場合のみなし仕入率はどのように算出するかを理解する．

第 11 回：税額控除等⑶―簡易課税制度

●消費税法

・ 簡易課税制度・みなし仕入率

・　上述の用語について調べよ．

・ 　問題は講義の中で指示．

　　　

講義の中で紹介 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 売上げに係る対価の返還等をした場合の税額控除はどのようにするかを理解する．

2. 貸倒れが生じた場合の税額控除はどのようにするかを理解する．

・ 返品・値引き・割戻し・貸倒れ

講義の中で紹介 .

第 12 回：税額控除等⑷―売上げに係る対価の返還等をした場合等

●消費税法

・　上述の用語について調べよ .

・　問題は講義の中で指示 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 課税期間はどのように定められているかを理解する．

2. 個人事業者の課税期間はどのように定められているかを理解する．

3. 法人の課税期間はどのように定められているかを理解する．

4. 課税期間の特例とはどのようなものかを理解する．

5. 国内取引に係る申告と納付はどのようにするかを理解する．

6. 輸入取引に係る申告と納付はどのようにするかを理解する．

7. 納税地とはどのような場所かを理解する．

8. 国内取引の納税地はどこかを理解する．

9. 輸入取引の納税地はどこかを理解する．

第 13 回：課税期間申告・納付・納税地

●消費税法

・ 簡易課税制度・みなし仕入率

問題は講義の中で指示．

　　　

講義の中で紹介 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 納税義務の適正な履行を確保するため , 納税義務者に対して課している義務等にはどのようなも

のがあるかを理解する．

講義の中で紹介 .

第 14 回：雑則―届出書の提出及び記帳の義務等

●消費税法

問題は講義の中で指示 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1. 出題範囲：不明 .

2. 電卓のみ持込可 .

第 15 回：期末試験

●消費税法

特になし .

なし .

　　　

特になし . 必要な文献を講義で示すこともある
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

所得税法

玉川　勲

・　原則として１回の講義で１章を終えるというペースで講義を進めて
いく .

・　原則として講義毎に練習問題等を課し，２回目の講義で練習問題に
よる復習を行う .

・ 　期末試験を行う .

租税および会計に関する基礎的な知識を有していることが望ましい .

基本テキスト「所得税法」

前期　土曜 3 限

・小テスト（60％），期末
テ ス ト（40 ％） で 評 価
する．

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満；不合格 )

tamagawa@mc.neweb.ne.jp

・ 予習復習を必ずおこな

うこと

・ 自ら考え自己啓発を行

うこと

必要に応じて講義の中で紹介する .

　所得税法における基本的な理論と概念を体系的に理解し，実務にお

いても広く対応できる考え方と基礎的な処理能力を習得する .

展開
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■講義の目的

■講義の概要

講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法などについて説明を行う．

第 1 回：オリエンテーション

　　　　●所得税法

講義の概要は以下の通りであり，それぞれ簡単に説明する .

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：所得税法総則―所得税の意義・特色，納税義務者と課税所得の範囲―

第 3 回：所得の種類―所得の種類と意義，各種所得の内容―

第 4 回：課税標準の計算 (1) ―各種所得金額の計算方法 ( 利子・配当・不動産・事業等 ) ―

第 5 回：課税標準の計算 (2) ―総所得金額，所得の課税の特例等―

第 6 回：課税標準の計算 (3) ――収入金額―

第 7 回：課税標準の計算 (4) ―必要経費（売上原価・販売費・一般管理費）―

第 8 回：課税標準の計算 (5) ―必要経費 ( 原価償却費・資本的支出・資産損失等 ) ―

第 9 回：課税標準の計算 (6) ―収入及び必要経費に関する特例，損益通算等―

第 10 回：所得控除

第 11 回：税額の計算

第 12 回：源泉徴収

第 13 回：所得税の申告，納付及び還付，青色申告等

第 14 回：期末試験

　講義の進め方，成績評価についてはシラバスを用いて説明する . また，学習の進め方についても

説明を行う .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　所得税とはどのような租税か , また , その特色について理解する .
２.　所得税法上の所得とは何か理解する .
３.　非課税所得とはどのようなものか , また , その種類と根拠について理解する .
４.　納税義務者の区分は , どのようになっているか理解する .
５.　納税義務者の区分によって , 課税所得の範囲はどのように異なるか理解する .
６.　実質所得者課税の原則とはどのような考え方か理解する .
７.　所得税法における納税地とはどのようなものか理解する .
８.　非居住者に対する課税の方法はどのようになっているか理解する .

・所得税・直接税・間接税・租税法律主義・所得税法・国税通則法・租税特別措置法・政令・省令・
基本通達・所得の種類・非課税所得・免税所得・納税義務者・居住者・非居住者・非居住者以外
の居住者・非永住者・内国法人・外国法人・人格のない社団等・国内源泉所得者・国外源泉所得
者・実質所得者課税の原則・納税地・納税地の特例・非居住者に対する課税の方法・法人に対す
る課税の方法

・　上述の用語について調べよ .

・　練習問題等については講義の中で指示 .

特になし . 必要な文献を　講義で示すこともある .

第 2 回：所得税法総則―所得税の意義・特色 , 納税義務者と課税所得の範囲―

　　　　●所得税法
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１.　所得をその性質によって区分するとどのようになるか理解する .

２.　所得税の計算としくみはどのようになっているか理解する .

３.　利子所得とはどのようなものか理解する .

４.　配当所得とはどのようなものか理解する .

５.　不動産所得の内容及びその範囲はどのようになっているか理解する .

６.　事業所得とはどのようなものか理解する .

７.　事業所得と他の所得と競合する場合はどのようになるか理解する .

８.　給与所得とはどのようなものか理解する .

９.　退職所得とはどのようなものか理解する .

10.　山林所得の内容及びその範囲はどのようになっているか理解する .

11.　譲渡所得とはどのようなものか , また , 他の所得と競合する場合はどのようになるのか理解する .

12.　一時所得の内容及びその範囲はどのようになっているか理解する .

13.　雑所得の内容及びその範囲はどのようになっているか理解する .

第 3 回：所得の種類―所得の種類と意義 , 各種所得の内容

●所得税法

・利子所得・配当所得・不動産所得・事業所得・給与所得・青色事業専従者給与・事業専従者控除額・

退職所得・山林所得・譲渡所得・短期譲渡所得・長期譲渡所得・一時所得・雑所得・公的年金等

・　上述の用語について調べよ .

・　練習問題等については講義の中で指示 .

特になし . 必要な文献を　講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

1.　利子所得の金額は , どのように計算するのか理解する .

2.　配当所得の金額は , どのように計算するのか理解する .

3.　不動産所得の金額は , どのように計算するのか理解する .

4.　不動産所得にかかる必要経費の取扱いについて理解する .

5.　事業所得の金額は , どのように計算するのか理解する .

6.　給与所得の金額は , どのように計算するのか理解する .

7.　退職所得の金額は , どのように計算するのか理解する .

8.　山林所得の金額は , どのように計算するのか理解する .

9.　譲渡所得の金額は , どのように計算するのか理解する .

10.　譲渡資産の取得費及び譲渡費用とされるものはどのようなものがあるか理解する .

11.　譲渡所得の特別控除の方法について理解する .

12.　一時所得の金額は , どのように計算するのか理解する .

13.　雑所得の金額 , どのように計算するのか理解する .

・ 利子所得の収入金額・利子所得の一律分離課税・配当所得の収入金額・元本取得に要した負債利子
の額・負債利子の計算・みなし配当・不動産所得に係る総収入金額・不動産所得に係る必要経費の取
り扱い・資産損失・給与所得控除額・給与所得者の特定支出の特例・退職所得控除額・山林所得の特
別控除額・森林計画特別控除・概算経費控除の特例・ 短期譲渡所得・長期譲渡所得・譲渡所得の特
別控除額・取得費・譲渡費用・一時所得の特別控除額・公的年金等・公的年金控除額

特になし . 必要な文献を　講義で示すこともある .

第 4 回：課税標準の計算 (1) ―各種所得金額の計算方法 ( 利子・配当・不動産・事業等 ) ―

●所得税法

・　上述の用語について調べよ .

・　練習問題等については講義の中で指示 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１.　所得税法における課税標準の計算構造がどのようになっているか理解する .

２.　総所得金額とはどのようなものか理解する .

３.　総所得金額の計算はどのように行うか理解する .

４.　租税特別措置法に規定する所得税の課税の特例にはどのようなものがあるか理解する .

５.　申告分離課税とされる所得にはどのようなものがあるか理解する .

６.　源泉分離課税とされる所得にはどのようなものがあるか理解する .

第５回：課税標準の計算 (2) ―総所得金額 , 所得の課税の特例―

●所得税法

・ 課税標準・総所得金額・短期譲渡所得の総合課税・申告分離課税・源泉分離課税・譲渡所得に対

する特例・株式等の譲渡の特例・先物取引に係る特例・確定申告を要しない配当所得

・　上述の用語について調べよ .

・　練習問題等については講義の中で指示 .

特になし . 必要な文献を　講義で示すこともある .



東北大学会計大学院シラバス 2006 �53

■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１.　所得税法における収入金額及び総収入金額とはどのようなものか理解する .

２.　利子所得の収入金額の計上はいつするか理解する .

３.　配当所得の収入金額の計上はいつするか理解する

４.　不動産所得の総収入金額にはどのようなものが含まれるか , また , その計上時期はいつするの

か理解する .

５.　事業所得者の総収入金額の計上時期はどのようになっているのか理解する .

６.　別段の定めにより収入金額とされるものとはどのようなものか , また , その計算方法はどのよ

うにするか理解する .

７.　事業所得等の収入金額とされる保険金等とはどのようなものか理解する .

８.　給与所得の収入金額の計上はいつするのか理解する .

９.　退職所得の収入金額の計上はいつするのか理解する

10.　山林所得の総収入金額にはどのようなものが含まれるのか , また , その収入はいつ計上するの

か理解する .

11.　譲渡所得の総収入金額の計上はいつするのか理解する .

12.　一時所得の総収入金額の計上はいつするのか理解する .

14.　雑所得の総収入金額の計上はいつするのか理解する .

15.　物又は権利による総収入金額の計算はどのように行うのか理解する .

・ 収入金額・総収入金額・各種所得の収入金額の計上すべき時期・棚卸資産の自家消費又は贈与・

棚卸資産の低廉譲渡・経済的利益・収入金額とされる保険金 , 損害賠償等

特になし . 必要な文献を　講義で示すこともある .

第６回：課税標準の計算 (3) ―収入金額

●所得税法

・　上述の用語について調べよ .

・　練習問題等については講義の中で指示 .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１.　所得税法における必要経費とはどのようなものか理解する .

２.　必要経費とされない支出とはどのようなものか理解する .

３.　所得税法における売上原価の計算はどのように行うか理解する .

４.　所得税法のおける棚卸資産はどのようなものか理解する .

５.　所得税法における棚卸資産の評価方法はどのように行うか理解する .

６.　所得税法における販売費 , 一般管理費等の必要経費はどのようなものか理解する .

７.　不動産所得の必要経費にはどのようなものがあるか理解する .

８.　生命保険契約等による一時所得の収入を得るために支出した費用とは , どのようなものか理解する .

９.　譲渡所得の取得費及び譲渡費用にはどのようなものがあるか理解する .

10.　山林所得の必要経費にはどのようなものがあるか理解する .

・ 必要経費・家事関連費等・租税公課等・売上原価・棚卸資産・棚卸資産の取得価額及び評価方法・

原価法・低価法・必要経費・販売費・一般管理費等

特になし . 必要な文献を　講義で示すこともある .

・　上述の用語について調べよ .

・　練習問題等については講義の中で指示 .

第７回：課税標準の計算 (4) ―必要経費（売上原価等・販売費及び一般管理費）―

●所得税法
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

第８回：課税標準の計算 (5) ―必要経費（減価償却費・資本的支出・資産損失等）―

●所得税法

１.　減価償却とはどのような意義を有するか理解する .

２.　減価償却の対象となる減価償却資産とはどのようなものか理解する .

３.　原価償却の対象とされない資産にはどのようなものがあるか理解する .

４.　一括償却資産とはどのようなものか理解する .

５.　減価償却費の額はどのように計算するか理解する .

６.　償却方法の選定・変更・届出はどのように行うか理解する .

７.　繰延資産とはどのようなものか , また , その償却方法はどのように行うか理解する .

８.　資本的支出とは何か , 修繕費とどのような差異があるか理解する .

９.　所得税法における資産による損失とはどのようなものか理解する .

10.　貸倒れの判定基準はどのような考え方で , どのような内容か理解する .

11.　所得税法における各種引当金及び準備金にはどのようなものがあるか理解する .

・有形固定資産・無形固定資産・牛馬 , 果樹等・取得価額・残存価額・耐用年数・償却率・定額法・
定率法・償却費累積額・償却可能額・特別償却等・前年末の未償却額・償却方法の選定 , 変更 , 届出・
繰延資産・繰延資産の償却方法・開業費・試験研究費・開発費・資本的支出と修繕費・資産損失・
貸倒損失・貸倒引当金・返品調整引当金・退職給与引当金・特別修繕引当金・製品保証等引当金・
輸入製品国内市場開拓準備金・プログラム等準備金・日本国際博覧会出店準備金等

・　上述の用語について調べよ .

・　練習問題等については講義の中で指示 .

特になし . 必要な文献を　講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１.　生計を一にする親族に支払う給与等の取り扱いはどのように定められているか理解する .

２.　青色申告事業者専従者給与とはどのようなものか理解する .

３.　青色申告特別控除とはどのようなものか理解する .

４.　所得税法における収入及び必要経費の特例にはどのようなものがあるか , また , その取り扱い

はどのようにするか理解する .

５.　所得税法における損益通算とはどのようなものか , また , その方法どのように行うか理解する .

６.　損益通算の対象とされない所得の損失には , どのようなものがあるか理解する .

７.　損失の繰越とはどのようなものか理解する .

・ 青色申告事業専従者給与・事業専従者控除額・青色申告特別控除・小規模事業者の収入等に関

する帰属の特例・社会保険診療報酬の所得計算の特例・家内労働者等の事業所得者等の所得計算

の特例・損益通算・損益通算の順序・一時通算 , 二次通算 , 三次通算・損益通算の対象とされない

損失・経常所得の金額・損失の繰越控除・雑損失の繰越控除

特になし . 必要な文献を　講義で示すこともある .

・　上述の用語について調べよ .

・　練習問題等については講義の中で指示 .

第９回：課税標準の計算 (6) ―収入及び必要経費に関する特例・損益通算等―

●所得税法
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

第 10 回：所得控除

●所得税法

１.　所得控除の種類にはどのようなものがあるか理解する .

２.　所得控除制度はどのような目的で設けられているか理解する .

３.　各種所得控除の内容と適用範囲及び控除される金額は , どのように行うか理解する .

４.　確定申告書への記載及び関係書類の添付等は , どのように行うか理解する .

５.　課税標準からの所得控除の順序はどのように行うか理解する .

・ 所得控除・雑損控除・医療費控除・社会保険料控除・小規模共済掛金控除・生命保険料控除・損

害保険料控除・寄付金控除・障害者控除・寡婦 ( 寡夫 ) 控除・勤労学生控除・配偶者控除・配偶者

特別控除・扶養控除・基礎控除

・　上述の用語について調べよ .

・　練習問題等については講義の中で指示 .

特になし . 必要な文献を　講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１.　税額の計算方法はどのように行うか理解する .

２.　所得税の税額の基本となる税率はどのようになっているか , また , 税額の計算はどのように行

うか理解する .

３.　変動所得及び臨時所得とはどのようなものか理解する .

４.　変動所得及び臨時所得の税額の計算はどのように行うか理解する .

５.　税額控除はどのように行うか理解する .

・ 青色申告事業専従者給与・事業専従者控除額・青色申告特別控除・小規模事業者の収入等に関

する帰属の特例・社会保険診療報酬の所得計算の特例・家内労働者等の事業所得者等の所得計算

の特例・損益通算・損益通算の順序・一時通算 , 二次通算 , 三次通算・損益通算の対象とされない

損失・経常所得の金額・損失の繰越控除・雑損失の繰越控除

特になし . 必要な文献を　講義で示すこともある .

・　上述の用語について調べよ .

・　練習問題等については講義の中で指示 .

第 11 回：税額の計算

●所得税法
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

第 12 回：源泉徴収

●所得税法

１.　源泉徴収の仕組みはどのようになっているか理解する .

２.　源泉徴収の対象となる所得にはどのようなものがあるか理解する .

３.　源泉徴収の税率はどのようになっているか理解する .

４.　源泉徴収者とはどのようなものか理解する .

５.　源泉徴収と申告納税額との関連はどのようになっているか理解する・

６.　利子所得及び配当所得の源泉徴収はどのように行うか理解する .

７.　給与所得に係る源泉徴収はどのように行うか理解する .

８.　退職所得に係る源泉徴収はどのように行うか理解する .

９.　公的年金に係る源泉徴収はどのようになっているか理解する .

10.　報酬 , 料金等に係る源泉徴収はどのように行うか理解する .

11.　強制徴収とはどのようなものか理解する .

・源泉徴収・源泉徴収義務者・源泉徴収税額・納付の時期・給与所得の源泉徴収税額表・月額表甲 ,

乙欄・日額表甲 , 乙 , 丙欄・報酬 , 料金等・源泉徴収票・支払調書・強制徴収・年末調整・給与所

得者の扶養控除申請書・配偶者控除申立書・保険料控除申立書・税額表の見方

・　上述の用語について調べよ .

・　練習問題等については講義の中で指示 .

特になし . 必要な文献を　講義で示すこともある .
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

１.　申告納税方式とはどのようなものか理解する .

２.　所得税の確定申告はいつまで提出しなければならないか理解する .

３.　所得税はいつまで納付しなければならないか理解する .

４.　予定納税とはどのようなものか , また , どのように行うか理解する .

５.　還付申告はどのように行うか理解する .

６.　修正申告とはどのようなものか理解する .

７.　青色申告制度はどのような理由で設けられたか理解する .

８.　青色申告を提出するための用件はどのようなものか理解する .

９.　青色申告の特典にはどのようなものがあるか理解する .

10.   青色申告の承認取消はどのような場合に行われるか理解する .

・ 申告納税方式・所得税の申告提出期限・所得税の納付期限・予定納税・予定納税者の判定・予

定納税基準額の計算・予定納税の通知・世照り納税の減額申請・確定申告を要する者 , 要しない者・

確定損失申告・修正申告・更正の請求・納付の方法・延納の方法・還付・青色申告・青色申告の

承認手続・質問検査権

特になし . 必要な文献を　講義で示すこともある .

・　上述の用語について調べよ .

・　練習問題等については講義の中で指示 .

第 13 回：所得税の申告 , 納付及び還付・青色申告等

●所得税法
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■講義の内容・目的

■この講義で学ぶべき用語

■宿題

■参考文献

第 14 回：期末試験

●所得税法

1. 出題範囲：不明 .

特になし .

なし .

特になし . 必要な文献を　講義で示すこともある .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

事例研究１（証券取引行政）

廣川　孝司　

　証券取引法に関する個別事例の調査･分析を通して，証券発行などに

かかる規制の内容を理解する .

特にないが，法学に関する基礎的な知識を有していることが望ましい .

・ 証券取引等委員会の公表資料などを用いながら，代表的な事例を説明

・ 質疑応答

なし .

後期　水曜 2 限

・小テスト (30%) と期末試
験 (70%)

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D60 点未満，不合格 )

毎週火曜日
14:00-16:00

022-795-4790
khirokawa@econ.tohoku.ac.jp

 特になし

・ 講義の中で適宜紹介
･ 小六法（電子政府の HP(http://www.e-gov.go.jp/) でも検索可能）

実践・応用
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：証券取引法の目的

第 3 回：証券取引行政の仕組み

第 4 回：株式の発行とストックオプション

第 5 回：債券の発行と格付け

第 6 回：投資信託

第 7 回：企業内容等の開示（１）

第 8 回：企業内容等の開示（２）－電子開示を含む

第 9 回：粉飾決算

第 10 回：架空増資

第 11 回：公開買付け

第 12 回：公開買付けに関する開示

第 13 回：株券等の大量保有の状況に関する開示

第 14 回：開示に関する責任－民事責任，刑事責任，行政処分

第 15 回：期末試験　　 1. 出題範囲：全範囲

　　　　　　2. プリント・ノート類持込み可 .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

事例研究 2（証券取引行政）

廣川　孝司　

　証券取引法に関する個別事例の調査･分析を通して，証券の売買など

にかかる規制の内容を理解する .

特にないが，法学に関する基礎的な知識を有していることが望ましい .

・ 証券取引等委員会の公表資料などを用いながら，代表的な事例を説明 .

・ 質疑応答 .

なし .

前期　水曜 3 限

・小テスト (30%) と期末試
験 (70%)

・AA(90 点 以 上 )，　　　
A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D60 点未満，不合格 )

毎週火曜日
14:00-16:00

022-795-4790
khirokawa@econ.tohoku.ac.jp

 特になし .

・ 講義の中で適宜紹介
･ 小六法（電子政府の HP(http://www.e-gov.go.jp/) でも検索可能）

実践・応用
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■講義の予定

第 1 回：オリエンテーション

第 2 回：証券市場と自主規制

第 3 回：証券会社（１）

第 4 回：証券会社（２）

第 5 回：銀行等の窓口販売，証券仲介業，投資顧問

第 6 回：投資勧誘と投資判断

第 7 回：取引一任勘定取引の契約の締結

第 8 回：損失補償，損失補てん

第 9 回：風説の流布

第 10 回：偽計

第 11 回：相場操縦

第 12 回：内部者取引（１）

第 13 回：内部者取引（２）

第 14 回：証券取引等監視委員会と犯則事件の調査

第 15 回：期末試験　1. 出題範囲：全範囲

　　　　　　　　　　　2. プリント・ノート類持込み可 .
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

事例研究（法人税法）

下村　英紀

・ 法人税法の主要な項目について，個別事例による課題（判例，計算事
例等）を取り上げ，あらかじめ指名された受講者から事例の事実関係，
課税上の論点，適用・処理方法，その考え方等の発表・報告を行い，
それについて全員で質疑を行う方法で進める .

・ 必要に応じ，宿題を課す .

　法人税法に関する基礎知識を有している（例えば，「法人税法」の科

目を履修している）ことが望ましい .

配付資料を使用する .

後期　水限 6 限

・講義における課題の発
表・ 報 告（50 ％） と 宿
題（50％）で評価する .

・AA(90 点以上 )，
   A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満：不合格 )

毎週火曜日

14:00-15:30

・予習･復習を確実に行う

こと .

・自ら考え，自ら判断する

姿勢を持つこと .

・目的を持ち，自己の目標

を定めること .

・ストレスを認識し，スト

レスと上手に付き合うこ

と .

・金子宏『租税法〔第十版〕』2005 年，弘文堂
・佐藤正勝『基本テキスト・シリーズ　租税法』2005 年，同文舘出版
・下村英紀『基本テキスト・シリーズ　法人税法』2005 年，同文舘出版
・渡辺淑夫『法人税法』2005 年，中央経済社
・山本守之『法人税の理論と実務』2005 年，中央経済社
その他，必要に応じ，講義の中で紹介する .

　法人税にかかる個別事例の調査･分析を通じて，法人税法の理論と

構造の理解を深め，その具体的な適用方法を理解し，実務における処

理能力を習得する .

022-795-4789
hshimomura@econ.tohoku.ac.jp

実践・応用
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■講義の予定

   第 1 回 ：オリエンテーション

　第 2 回 ：収益計上に関する一般基準

　第 3 回 ：無償による資産の譲渡または役務の提供による収益の額

　第 4 回 ：公益法人等の収益事業

　第 5 回 ：受取配当等の益金不算入

　第 6 回 ：棚卸資産の取得価額及び評価損

　第 7 回 ：有価証券の譲渡損益及び評価損益

　第 8 回 ：減価償却

　第 9 回 ：役員報酬等

　第 10 回：交際費等

　第 11 回：寄付金

    第 12 回：貸倒損失

　第 13 回：同族会社の行為計算の否認

　第 14 回：青色申告に対する更正の理由付記

    第 15 回：税法上の積立金（申告書別表四・五の機能）
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

プロジェクト研究（法人税法）

下村　英紀

・講義は，学生が行っているリサーチの内容に対して，教員がコメント
を行うという形で進めていく .

・講義の内容については，履修者と相談し，履修者のレベル・理解度に
応じて講義を進めていくので，具体的な予定は記載しない .

　原則的に，「現地調査（管理会計）」，「現地調査（財務諸表分析）」，「現

地調査（監査）」を履修していることが必要 .

講義の中で随時指示する .

後期　水限 6 限

・ 提 出 さ れ た リ サ ー チ・
ペーパーの内容（100％）
で評価する . 評価には，
口述試験も含まれる .

・AA(90 点以上 )，
   A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60 点未満：不合格 )

毎週火曜日

14:00-15:30

・この科目は，主として「高

度会計職業人コース」の

履修者を対象として，開

講されている .

講義の中で随時指示する .

　「現地調査」で収集した資料に基づき、リサーチ・ペーパーを作成

する。

022-795-4789
hshimomura@econ.tohoku.ac.jp

実践・応用
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■講義の予定

　講義の内容については，履修者と相談し，履修者のレベル・理解度に応じて講義を進めていくの

で，具体的な予定は記載しない。
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■担当教員

■講義の目的

■この講義を受講するために必要とする知識

■成績評価法

■オフィスアワー

■連絡先

■その他（注意事項）

■時間
■講義名

■テキスト

■参考文献

■ 講義の進め方

43

会計職業倫理

田中　義幸

　会計専門家の職業倫理について，理論，制度，実践の各段階を踏みな

がら，会計専門家にとっての職業倫理とは何かを多角的に考察すること

を通じて，会計専門家が経済社会に果たすべき役割と意義についての理

解を深める．

会計学，会計監査論

・ 講義は理論，制度，実践の各段階における職業倫理について，教科書

の説明を中心に受講生にも意見を求めながら進めていく .

・ 事例研究～エンロン事件，ワールドコム事件，カネボウ事件，ライブ

ドア事件などの不正事件をとりあげてディスカッションをする .

『公認会計士倫理読本』，『公認会計士倫理教本』（八田進二著 . 財経詳報社）

連続講義

（予定：9 月 19 日～ 9 月 22 日）

・期末試験により評価する．
・AA(90 点 以 上 )，　　　　

A(80 点 以 上 90 点 未 満 )，
B(70 点 以 上 80 点 未 満 )，
C(60 点 以 上 70 点 未 満 )，
D(60 点未満；不合格 )

講義終了後（東京からの出
張講義のため）

yossi@din.or.jp

・ 特になし

必要に応じで講義の中で紹介する．

展開
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■講義の予定

第 1 回：エンロン前とエンロン後の倫理環境

第 2 回：理論としての職業倫理　その１

第 3 回：理論としての職業倫理　その２

第 4 回：理論としての職業倫理　その３

第 5 回：制度としての職業倫理　その１

第 6 回：制度としての職業倫理　その２

第 7 回：制度としての職業倫理　その３

第 8 回：実践としての職業倫理　その１

第 9 回：実践としての職業倫理　その２

第 10 回：実践としての職業倫理　その３

第 11 回：実践としての職業倫理　その４

第 12 回：法曹の職業倫理

第 13 回：税理士の職業倫理　その１

第 14 回：税理士の職業倫理　その２

第 15 回：期末試験 1. 出題範囲：未定 .

   2. テキスト持ち込み可 .
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